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1 始める前に

1 始める前に

QlikViewへようこそ。QlikViewは、情報をさまざまなデータソースから取得して分析および使用でき
るデータアクセスソリューションです。
QlikViewを使用すると、大規模で複雑なデータセットを処理している場合でも、容易にその全体像を
把握したり、関係を見つけることができます。さまざまなソースから情報を取得して統合し、その情報
をネットワークを介してすばやく利用することができます。ユーザーが望む適切な情報を取得できま
す。連想技術を使用して、対話型プレゼンテーションやあらゆる種類の情報の分析に対応する固有のイ
ンターフェースを作成できます。
QlikViewは、人間の脳の働きに似た方法で情報を管理します。人間の脳と同様に、処理している情報の
中に連想関係が次第に作成されていきます。質問事項を決定するのはデータベースではなくユーザー自
身です。目的の項目をクリックするだけで、詳細な情報を入手できます。
従来のほとんどの情報検索システムでは、トップダウン方式が要求されますが、QlikViewでは、データ
構造内のデータの場所には関係なく任意のデータから検索を開始できます。
従来のシステムでデータを取得することは、多くの場合、データベースの構造やクエリ言語の構文につ
いての幅広い知識を必要とする複雑なタスクです。このため、事前に定義された検索ルーチンに頼らざ
るを得ないことがよくあります。QlikViewは、この制限を大幅に取り除きました。マウスをクリックす
るだけで、画面に表示されているデータを自由に選択することができます。
QlikViewの用途は多様な分野にわたります。このプログラムの使用方法を決定するのはユーザー自身で
す。QlikViewを使用することで、さまざまなデータベース(独自データベース/外部データベース、中央
データベース/ローカルデータベースなど)の統一的かつ一貫したデータの全体像を得ることができま
す。QlikViewは、事実上すべてのデータベースに対応しています。
QlikViewでは、次の操作を実行できます。

l 情報ウェアハウスとの柔軟なエンドユーザーインターフェースの作成
l データリレーションのスナップショットの取得
l データに基づくプレゼンテーションの作成
l 動的なグラフィカルチャートおよびテーブルの作成
l 統計分析の実行
l データと説明やマルチメディアのリンク
l 独自のエキスパートシステムの構築
l 複数のソースの情報をマージした新しいテーブルの作成
l 独自のビジネスインテリジェンスシステムの構築

今日、QlikViewアプリケーションは、財務システム、人事管理、市場分析、カスタマーサポート、プ
ロジェクト管理、生産管理、在庫棚卸、購買処理などで使用されています。さまざまなアプリケーショ
ンを組み合わせて、まったく新しい情報の全体像を得ることもできます。

1.1 規則

QlikViewを使用する前に、ドキュメントで使用される用語と表記規則について理解しておくことが重要
です。このセクションでは、いくつかの用語について説明します。
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一般規則

l "選択"という用語は、ツールバーまたはダイアログのメニューコマンドを実行する場合に使用し
ます。

l また、ユーザーの次のアクションによって影響されるリスト内またはシート上のオブジェクトを
強調表示する場合に使用します。さらに、項目値を強調表示し、データ内で論理的な選択を行う
場合にも使用します。

l 番号付きリスト(1、2、3など)は、2つ以上の連続する手順を示します。
l このリストのような記号付きリストは、手順以外の情報を提供します。

マウスの規則

l このマニュアルの説明では、マウスの左ボタンを主マウスボタンとして設定し、マウスの右ボタ
ンを副マウスボタンとして設定しています(これは、Windows のデフォルトです)。

l "... をポイントする"は、カーソルの先端部分が参照先のオブジェクトを指し示すまでマウス(
カーソル)を移動することを意味します。

l "... をクリックする"は、参照先のオブジェクトをポイントしてから、その位置でマウスボタン
を押してすぐに放すことを意味します。

l "... をダブルクリックする"は、マウスボタンを2回続けてすばやくクリックすることを意味し
ます。

l "右クリック"は、マウスの右ボタンをクリックすることを意味します。

キーボードの規則

l キーの名前は頭文字を大文字で表します(例：「Enterキーを押してください」)。
l QlikViewでは、returnキーとenterキーは同じアクションを実行します。
l 2つのキー名の間に使用されるプラス記号(+) は、2つのキーを同時に押すことを示します。た
とえば、Ctrl+Sの場合は、Ctrlキーを押しながらsを押します。

l 2つのキー名の間に使用されるカンマ記号(,) は、2つのキーを順番に押すことを示します。

1.2 QlikTechサポートサービス

製品サポートおよびアプリケーション開発に関する特別なトレーニングやご相談については、下記まで
お問い合わせください。サポートサービスの連絡先に関する最新情報は、当社のホームページを参照し
てください。ホームページには次のアドレスからアクセスできます。
http://www.qlikview.com.

QlikTech International 本社

QlikTech International電話: +1 (888)-828-9768
150 N. Radnor Chester Roadファックス: 610-975-5987
Suite E220
Radnor, PA 19087
USA
その他の各地域の連絡先については、当社のホームページを参照してください(上記を参照)。
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2   QlikView 11.20の新機能

2 QlikView 11.20の新機能

QlikView開発チームは前回同様、ユーザー、顧客、およびパートナーの意見や提案を参考にしておりま
す。ユーザーから寄せられた意見を参考にしてQlickView 11.20を開発した結果、新機能が追加され、
さらなる改良が行われています。
我々は、QlikViewがすべてのユーザーにとって優れた製品であると確信しています。新機能の主なもの
は以下の通りです。

2.1 一般的な機能

Direct Discovery

ビジネスユーザーはQlikView Direct Discoveryを利用することで、無限のスケーラビリティのもと、
分析に役立つあらゆるデータを活用することができます。また、Business Discoveryを実行すること
で、データの量やサイズに関係なく、データの視覚分析を行うことが可能となります。このユニークな
ハイブリッドアプローチの採用により、ビッグデータソースに保存されているデータを、QlikViewの
インメモリモデルに保存されている追加データソースとともに直接関連付けることができるようになり
ました。
新しいスクリプトステートメント「DIRECTQUERY」が、Direct Discoveryフォームのデータに接続
するために導入されました。QlikViewではこの特殊なスクリプト構文を用いて、どのデータがインメモ
リに存在するか、そしてどのデータがDirect Discoveryデータであるかが特定されます。これにより、
スクリプトのリロードプロセスにおいて、スクリプト構文によって指定された特定のデータ要素は
QlikViewデータモデルにロードされなくなりますが、ユーザーインターフェースのQlikViewオブジェ
クトではこれらをクエリ目的で使用できるほか、QlikViewインメモリデータセットでの分析用にこれ
らを組み合わせることも可能です。
Direct Discovery構造が確立した時点で、Direct Discoveryデータを、共通する項目名を持つインメモ
リデータと結合することができるようになります。これで、Direct Discoveryとインメモリデータセ
ットの双方において、連想に基づいたナビゲーションが可能となります。
詳細については、Direct Discovery (193ページ)を参照してください。
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3   QlikViewの旧バージョンとの互換性の問題

3 QlikViewの旧バージョンとの互換性の問題

開発チームは、以前のバージョンからQlikView 11への移行をできる限り円滑に進めるため、ありとあ
らゆる努力を重ねてきました。我々はこの点において成功したと確信し、実際にQlikView 7.52、8、9
および10からの移行は円滑に行われると考えています。このドキュメントでは、いくつかの注意点を
示します。

3.1 ファイル形式の互換性

QlikView 7、8、9、10および 11のファイル形式の互換性

QlikView 7.52以降はQlikView 11と同じファイル形式を共有しています。これらのバージョンでは、
互換性について実際には考えずに平行して作業できます。もちろん、新しいQlikView 11のドキュメン
ト機能はQlikView 7.52、8、9または10では機能しませんが、QlikView 11のドキュメントを旧バー
ジョンで開いたり編集しても、その機能は維持されます。すべての機能は、Microsoft Office のファイ
ルがこれまで機能してきたのと同じように機能します。

以前のバージョンのファイル形式の読み取りの互換性

QlikView 11は、QlikView 7.52以降で作成されたすべてのQlikViewファイルを開きます。それより前
のバージョンのQlikViewからファイルを開く必要がある場合は、QlikView 7.52を経由させる必要があ
ります。プログラムのベンダーから無料のQlikView 7.52をお取り寄せください。開発チームは、新し
いバージョンのドキュメントの外観を可能な限り以前のバージョンと同じようにするために努力してい
ます。ただし、追加された機能によっては、以前のドキュメントの外観が変更されている場合もありま
す。

QlikView 11での以前のファイル形式の保存

QlikView 11では、ドキュメントをQlikView 7.52よりも前のバージョンのファイル形式で保存するこ
とはできません。

3.2 クライアント/サーバーの混在環境

QlikView 11と QlikView 7/8/9/10

QlikView Server 7.52以降はQlikView 11クライアントとシームレスに機能し、QlikView Server 11は
QlikView 7.52以降のクライアントとシームレスに機能します。ただし、QlikView 11の特定の機能を
使用するためには、バージョン7.51のサーバーとクライアントの両方が必要となります。QlikView 11
は、QlikView 7.51以前のクライアントとは互換性がありません。

以前のバージョン

QlikView Server 11は、QlikView 6クライアントとは互換性がありません。QlikView Server 6
は、QlikView 11クライアントとは互換性がありません。
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4   QlikView Personal Edition

4 QlikView Personal Edition

QlikTechの提供するQlikViewパーソナルエディションは、個人利用を目的とするQlikViewの無料
バージョンです。個人や学生、または小規模なスタートアップ用となります。QlikViewパーソナルエ
ディションは、QlikViewデスクトップ製品そのもので、同じインストールパッケージを使用します。
唯一の違いは、QlikViewパーソナルエディションはライセンスキー無しに起動することになります。
QlikViewライセンスの購入を決めた時点で、ソフトウェアの追加やQlikViewドキュメントへの変更を
必要とすることなく、インストールされたQlikViewパーソナルエディションが自動的にQlikViewデス
クトップとなります。
QlikViewパーソナルエディションを使用するにあたって期間や機能といった制限はありません
が、QlikViewドキュメントの扱いに関しては注意すべき点がいくつかあります。QlikViewパーソナル
エディションでは、すべてのドキュメントがそのファイルをファイルが作成されたコンピュータに結び
つけるユーザーキーとともに保存されます。これは次のような意味となります。

l QlikViewパーソナルエディションは、そのインストールされたQlikViewを使用して作成された
ファイルのみ開くことができます。これはつまり、QlikViewパーソナルエディションでは自分
のQlikViewドキュメントを別のコンピュータで使用できないこと、自分のQlikViewドキュメン
トをライセンスを持たない他のユーザーと共有できないこと、また、他のユーザーのQlikView
ドキュメントを開くことができないことを意味します(QlikTechがパーソナルエディション用に
用意したドキュメントは除く)。ですが、QlikViewパーソナルエディションで作成したドキュメ
ントをライセンスを持ったQlikViewデスクトップで使用することはできますし、QlikView
Serverで公開することもできます。

l ドキュメントの全体的なレイアウト(XML形式のシート/オブジェクト/セキュリティ設定など。
データは含まれません)をQlikViewパーソナルエディションにインポートすることはできませ
ん。

コンピュータを変えた場合、QlikViewパーソナルエディションで過去に作成したドキュメントは開く
ことができなくなります。この場合、ファイルを復元させる選択を行えます。ファイルの復元とは、新
しいユーザーキーを生成して古いドキュメントに適用し、その特定のファイルだけでなく続くファイル
すべてに使用することを意味します。ファイルの復元後には、そのファイルを作成した元のコンピュー
タでは使用できなくなります。
QlikViewはドキュメントで4回までユーザーキーの変更を認めます。その後は、”Key length has
reached its maximum”というエラーメッセージが表示され、ドキュメントを開くことができなくなり
ます。初めから作り直すしか方法はありません。
そのため、自分が作成したのではないQlikViewドキュメント(フォーラムで得たものや同僚が作成した
ものなど)を復元するべきではありません。残る復元施行数を1回使用することになります。
QlikViewパーソナルエディションのユーザーとしてソフトウェアをいつでも新しいバージョンにアッ
プグレードし、自分のドキュメントで作業を続けることができます。新しいバージョンはQlikView ダ
ウンロード ページからダウンロードでき、既存のコンピュータにインストールできます。

注意！
復元施行数を使い果たした場合、新しいバージョンをダウンロードしても同じバージョンを再度ダウン
ロードしてもその数はリセットされません。
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QlikViewパーソナルエディションのユーザーはQlikTechから電話や電子メールによるサポートを受け
る資格がありませんが、アクティブなユーザーコミュニティであるQlikCommunityを通じてQlikView
のサポートを得ることができます。メンバーはすべての内容にアクセスできますが、フォーラムへの質
問の投稿、ファイルのダウンロードおよびトレーニングへの参加には登録を行う必要がありま
す。QlikCommunityの Share QlikViewsセクションには数多くのQlikViewアプリケーションが提供
され、QlikViewの新しい、変わった、または楽しい使い方を学ぶ助けとなっています。これらのアプリ
ケーションはすべてQlikViewパーソナルエディションで使用できるようになっています。
QlikViewの機能をについて学ぶ最も効果的な方法のひとつとしてQlikViewチュートリアルがありま
す。数式の例や、一連のコード、デザインのアドバイスといった役立つヒントが提供されています。チ
ュートリアルやそれに類似するファイルはQlikViewダウンロードページからダウンロードできます。
これらのドキュメントもQlikViewパーソナルエディションに適応しています。
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5 QlikViewのインストール

QlikViewを購入すると、必要なシリアル番号とコントロール番号に関する情報と共にライセンス使用許
諾書が電子メールで送られます。
サポートされているオペレーティングシステムおよびその他のシステム要件については、付録(1091
ページ)を参照してください。

5.1 QlikViewインストールパッケージ

QlikViewインストールパッケージには、次のような種類がありますので、いずれかを選択してくださ
い。
QlikViewデスクトップ、QlikView Server、QlikViewWorkBench、QlikViewWebParts といったイン
ストールパッケージが、32ビットと64ビットバージョンで用意されています。
QlikView Server、QlikViewWorkBench、QlikViewWebParts、QlikView Automationに関する詳細
は、それぞれのマニュアルを参照してください。

QlikView Desktopインストールパッケージ

QlikView Desktopインストールパッケージには次のコンポーネントが含まれています。
l QlikViewアプリケーション
l QlikView Internet Explorerプラグイン
l QlikViewテーマ
l QlikViewの例
l ヘルプファイルはどの言語バージョンもユーザーインターフェースから選択できます。
l QlikViewリファレンスマニュアル( 英語)

インストールの際に [カスタム]を選択すると、インストールするコンポーネント数を減らすことができ
ます。

QlikViewマニュアルとチュートリアルパッケージ

QlikViewマニュアルは個別にダウンロードとインストールが可能です。QlikViewリファレンスマニュ
アルに記載されている情報の多くは、QlikViewの標準インストールの際に自動的にロードされるヘルプ
ファイルにも格納されています。ヘルプファイルはあらゆる言語で利用可能で、ユーザーインターフ
ェースから選択できます。
完全なマニュアルとチュートリアルのインストールパッケージはには次のコンポーネントが含まれてい
ます。

l QlikView Serverリファレンスマニュアル
l QlikViewWorkBenchリファレンスマニュアル
l QlikViewWebParts リファレンスマニュアル
l Qlik View Automationリファレンスマニュアル
l QlikViewリファレンスマニュアル( あらゆる言語で利用可能で、ユーザーインターフェースか
ら選択可能)
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l QlikViewチュートリアル( あらゆる言語で利用可能で、ユーザーインターフェースから選択可
能)

l APIガイド( COM APIについて説明したQlikViewドキュメント)
完全なQlikView Desktopマニュアルとチュートリアルのインストールパッケージはには次のコンポー
ネントが含まれています。

l QlikViewリファレンスマニュアル( あらゆる言語で利用可能で、ユーザーインターフェースか
ら選択可能)

l QlikViewチュートリアル( あらゆる言語で利用可能で、ユーザーインターフェースから選択可
能)

l APIガイド( COM APIについて説明したQlikViewドキュメント)
完全なQlikView Desktopマニュアルとチュートリアルのインストールパッケージはには次のコンポー
ネントが含まれています。

l QlikViewリファレンスマニュアル( 特定の言語で利用可能)
l QlikViewチュートリアル( 特定の言語で利用可能)

5.2 QlikViewデスクトップのインストールプログラムのダウン
ロードと開始

次の手順を実行します。
1. www.qlikview.com/downloadに移動して、QlikView Desktopインストールパッケージを選

択します。
2. 登録、もしくはログインを行いQlikViewのダウンロードを行います。
3. Setup.exe ファイルをダブルクリックし、インストールを開始します。

インストールプログラムが起動します。

5.3 インストールプログラムでの操作

1. 最初に、ドロップダウンリストから希望するインストール言語を選択し、[OK]をクリックしま
す。

2. しばらく待って、インストールの準備が整ったらダイアログが表示されます。
3. [ようこそ]ダイアログが開きますので、記載されている情報を読んだら [次へ]をクリックしま

す。
4. ソフトウェアのライセンス使用許諾書が開きます。内容を読んで[ライセンス使用許諾に同意し

ます]をクリックし( 同意する場合) 、[次へ]をクリックします。
5. [ユーザー情報]ダイアログで、インストールの個人設定を指定します。次へボタンをクリック

して進みます。
6. プログラムインストール用のデフォルトフォルダではない別のフォルダにインストールしたい場

合は、[インストール先フォルダ]ダイアログで [変更]をクリックして、別フォルダを指定しま
す。[次へ]をクリックします。

7. [セットアップの種類]ダイアログが表示されます。[すべて]を選択すると、前の手順で指定し
たフォルダに、QlikViewプログラムとそのヘルプファイル、QlikView Internet Explorerプラグ
イン、QlikView機能の使用例がインストールされます。[カスタム]を選択した場合は、[次へ]
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をクリックすると、インストールする機能とインストールする場所を指定できるダイアログが表
示されます。機能を選択し、次へをクリックします。

8. インストールを開始する準備ができました。[インストール]をクリックすると、インストールが
開始されます。

9. 最後に表示されるダイアログで終了をクリックしてインストール処理を完了します。

注意！
QlikViewをインストールしたアカウントで必ずQlikViewライセンスを入力する必要があります。そう
しないと、正しく機能しない場合があります。

インストールのログ

Setup.exeを起動させると、ユーザーの tempフォルダにログファイルが書き込まれます。ログファ
イルには、x86バージョンの場合 QlikViewx86.wil、x64バージョンの場合 QlikViewx64.wilと
いうファイル名が付けられます。インストールをする度に新しいファイルが生成され、古いログファイ
ルは上書きされます。

QlikView設定ファイル

バージョン10では、QlikViewの設定はすべてレジストリではなくファイルに保存されま
す。Settings.iniファイルは、Windows Vista、Windows 7およびWindows 8の場
合、C:\Users\username\AppData\Roaming\QlikTech\QlikViewにあります。それ以前のシ
ステムの場合、ファイルは、C:\Documents and Settings\username\Application

Data\QlikTech\QlikViewにあります。
QlikView OCXの設定は同じファイルにあります。

5.4 シリアル化

QlikView ServerからQlikViewライセンスを取得する場合、またはQlikViewがPersonal Editionの場
合は、登録の必要はありません。ただし、製品のライセンス番号を取得してユーザープロパティ：ライ
センスページで入力することが可能です。登録されたQlikViewでは、Qlikview Serverに長期間 (30
日間以上)接続しなくてもオフラインで作業することが可能です。詳細については、QlikViewベンダー
にお問い合わせください。

注意！
シリアル番号の登録の手順にはネットワークへのアクセスが必要ですが、任意で電話による対応も可能
です。

いったんQlikViewのコピーをインストールし、オプションでシリアル化すると、プログラムの使用を
開始できます。

5.5 QlikViewのネットワーク配布

このタイプのインストールは、所有しているライセンス数が多く、すべてのユーザーが同じバージョン
のQlikViewを実行するようにしたい場合に便利です。この場合でも、各ユーザーは、個別のライセン
ス番号を持つ必要があります。
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QlikViewインストールを配布するには、実行可能なインストールファイルが必要です。ライセンス
キーとコントロールナンバーが必要になるのは、クライアントコンピュータでQlikViewの最初のセッ
ションを開始してからです。
QlikView 11はMicrosoft Windows インストーラーのテクニック( MSIパッケージ) を使用します。
MSIパッケージのインストール方法の詳細については、http://msdn.microsoft.comでWindows イ
ンストーラに関するページを参照してください。

5.6 ライセンス認証ファイルエディタ

[ヘルプ]メニューの [ライセンス更新]からライセンスの更新とライセンス認証ファイルの確認ができ
ます。これにはネットワークアクセスは不要です。

ライセンス認証ファイルエディタ

このダイアログでは、ライセンス認証ファイルを表示または編集できます。

現在のライセンスキー

QlikViewライセンスの現在のライセンスキー。通常は、元のプログラムのインストール時に入力しま
す。またインストール後に、ユーザープロパティ：ライセンスページから入力、編集することができま
す。ライセンスキーを購入するしないでQlikViewを起動することも可能です。この場合、QlikView
Server (Named CAL) からライセンスをリースするか、QlikViewパーソナルエディションが必要で
す。

現在のライセンス認証ファイル

ライセンスキーをアクティブ化(有効化)するために必要な、インストール済みライセンスに関連する
情報を含むテキストファイル。
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ライセンス認証サーバーに接続

上記の現在のライセンス認証ファイルテキスト編集ボックスが空の場合、このボタンをクリックして
ライセンス認証サーバーに接続します。

ライセンス認証ファイルのトラブルシューティング

ライセンス認証ファイル(LEF ファイル)は、QlikViewライセンスキーの有効性を確認するために必要
です。ライセンスキーの初期化中に、インターネットを介してQlikTech LEF サーバーに接続します。
指定されたライセンス情報がチェックアウトすると、LEF ファイルが自動的にコンピュータに転送され
ます。通常の環境では、LEF 手続きはバックグラウンドで実行されるため、その実行に気付くことはほ
とんどありません。ただし、LEF サーバーに接続できない場合やファイアウォールによってLEF ファイ
ルの転送が妨げられた場合は、この手続きが失敗することがあります。このようなことが起こると、[ラ
イセンス認証未完了]ダイアログが表示され、発生した問題について知らせてくれます。
有効なLEF ファイルを取得する権利があるのに通常の手続きでは取得できない場合は、代わりに
QlikTechサポートから直接取得できます。テキストファイルをLEF エディタに直接コピーする場合
は、テキストの末尾に空白が含まれないようにしてください。

5.7 QlikViewのアップデート

QlikViewのヘルプメニューには、QlikView Update...オプションがあります。これを選択すると、
インターネット上のQlikViewアップデートサイトが開き、アップデート可能なQlikViewが表示されま
す。アップデート情報は、お持ちのQlikViewライセンスとご利用のOSによって異なります。
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6 OLE DB と ODBC

6.1 OLE DB

QlikViewは、外部データソースに接続するためのOLE DBインターフェースをサポートしていま
す。ODBCドライバのMicrosoft OLE DBプロバイダを介して数多くの外部データベースにアクセスで
きます。

6.2 ODBC インターフェースが必要となる場合

一般的なデータベースにアクセスする場合は、ODBC (Open DataBase Connectivity) インターフェー
スがインストールされている必要があります。また、データベースのデータをQlikViewで読み取り可
能なファイルにエクスポートする場合にも、ODBCインターフェースが必要です。
通常、オペレーティングシステムには、いくつかのODBCドライバがインストールされています。ま
た、ドライバを追加する場合は、ソフトウェア販売店から購入したり、インターネットで見つけた
り、DBMS製造元から配布を受けるなどして入手できます。無料で再配布されているドライバもありま
す。
ここでは、クライアントコンピュータ上にあるODBCインターフェースについて説明します。ODBC
を使用してネットワークサーバー上のマルチユーザーリレーショナルデータベースにアクセスする場
合、クライアントがサーバー上のデータベースにアクセスできるようにするには、DBMSソフトウェア
を追加することが必要になる場合があります。必要なソフトウェアの詳細については、DBMS供給元に
問い合わせてください。
QlikViewは32ビットODBCドライバと64ビットODBCドライバの両方で動作します。ただし、プロ
グラムのバージョンに対応するODBCドライバを使用することが重要です。QlikViewの32ビット
バージョンは32ビットODBCドライバでのみ動作します。ただし、QlikViewの64ビットバージョン
は32ビットODBCドライバと64ビットODBCドライバの両方で動作することに注意してください。

正しいODBC ドライバがインストールされていることの確認

64ビットプラットフォームでは、32ビットと64ビットの両方のアプリケーションを使用できます。
また、32ビットと64ビットの両方のODBCドライバを実行できます。
64ビットバージョンのODBCとQlikViewを使用している場合は、[管理ツール]の [コントロールパ
ネル]に [ODBC データソースアドミニストレータ]があります。
32ビットバージョンのODBCとQlikViewを使用している場合は、実行可能ファイルodbcad32.exe
を使用して32ビット用のODBCアドミニストレータを起動する必要があります。このファイル
は、SysWOW64フォルダ(通常、c:\windows\SysWOW64) にあります。
Microsoft によれば、64ビットバージョンのオペレーティングシステムでは、system32フォルダ(通
常、c:\windows\system32) には64ビットファイルのみが格納されています。32ビットバージョ
ンのファイルもある場合、ファイルはsyswow64フォルダにあります。詳細について
は、http://technet.microsoft.comを参照してください。
32ビットのオペレーティングシステムでは、すべてのファイルとドライバが32ビットであるため、設
定は非常に単純です。
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システムには、ODBC データソースアドミニストレータがインストールされています。(64ビットオ
ペレーティングシステム上で32ビットODBCを使用する場合は、odbcad32.exeを起動します)。
[ドライバ]タブに移動して、インストールされているドライバを確認します。

[ODBC データソースアドミニストレータ]ダイアログの [ドライバ]ページ

[ドライバ]ページで必要なドライバが見つからない場合は、ソフトウェア供給元に連絡して正しいドラ
イバを入手してください。

6.3 ODBCデータソースの作成

アクセスするデータベースのODBCデータソースを作成する必要があります。作成は、ODBCインス
トール時に行うことも、後で行うこともできます。
データソースの作成を開始する前に、データソースをユーザーデータソースとシステムデータソース
のどちらにするかを決定する必要があります。ユーザーデータソースは、正しいユーザー IDでログオ
ンしないとアクセスできません。データソースを他のユーザーと共有する場合は、システムデータ
ソースを作成する必要があります。
1. [ODBC データソースアドミニストレータ]ダイアログを開きます。
2. ユーザーデータソースを作成する場合はユーザー DSNタブ、システムデータソースを作成す

る場合はシステム DSNタブに移動します。
3. [追加] ボタンをクリックします。[データソースの新規作成]ダイアログが表示され、インス

トールされているODBCドライバのリストが表示されます。
4. 正しいODBCドライバがリストされている場合は、それを選択して [OK]ボタンをクリックし

ます。選択したデータベースドライバに固有のダイアログが表示されます。データソースに名前
を付け、必要なパラメータを設定します。準備ができたら、[OK]ボタンをクリックします。
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7 QlikViewの起動

スタートメニュー、プログラムから、もしくはQlikViewドキュメントをダブルクリックしてQlikView
を起動します。
コマンドラインからQlikViewを起動する場合は、次のセクションで説明するパラメータを使用しま
す。

7.1 コマンドライン構文

QlikViewのコマンドライン呼び出しは、次の構文で記述できます(使用される構文表記の説明について
は、 BNF (1115ページ)を参照)。
[ path ]Qv.exe[ { switch } documentfile ]
pathは、ファイルのパスを現在のディレクトリへの絶対パスまたは相対パスで指定します。
documentfile::= [ path ] documentfilename
documentfilenameは、ドキュメントファイルの名前です。
switchは、以下のさまざまなオプションを示すために使用します。
/r
スイッチをリロードします。ドキュメントが開かれ、スクリプトがリロードされます。その後、ドキュ
メントが保存され、QlikViewは自動的に閉じます。
/rp
上記と同じですが、リロードを部分的に行います。
/l
新しいデータをロードします。ドキュメントが開かれ、スクリプトがリロードされます。ドキュメント
は保存されず、QlikViewは閉じません。
/lp
上記と同じですが、リロードを部分的に行います。
/v
このスイッチが変数名と代入式の直後にある場合、スクリプトの実行を開始する前に、代入された値が
変数によって取得されます。
/nodata
変数とテーブル、項目のデータを含まずにドキュメントを開きます。この機能は、スタートページ(41
ページ)の[最近使用したドキュメント]でも使用できます。
/NoSecurity
悪意のあるマクロやスクリプトに対抗するためにQlikViewドキュメントに埋め込まれているQlikView
セキュリティ対策を無効にします。害を及ぼす可能性があるコードを受け付けるかどうかをユーザーに
確認する警告ダイアログは表示されません。このスイッチは、既知のドキュメントに対してのみ慎重に
使用してください。
例：
qv.exe /r/vMyvar=123 abc.qvw
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注意!
バッチモードでスクリプトを実行する際にエラーメッセージが表示されないようにするため、スクリ
プトのスクリプト変数errormode は必ず0に設定してください(エラー変数(354ページ)を参照)。

7.2 スタートページ

スタートページには、以下のテーブルに記載されている複数のセクションが含まれています。

例 QlikView をさまざまな方法でどのように使用するかを学ぶためにチェックできま
す。

最近使用 最近開いたドキュメントとWebページのリストがあります。リストのいず
れかをクリックするだけで、再度開くことができます。ドキュメントを右
クリックすると、次の便利なコマンドを含むメニューにアクセスできま
す。
データを含まない "document" を開く
テーブルと項目データを読み込まずにドキュメントを開きます。すべての
シートとシートオブジェクトが配置されたレイアウトが表示されますが、
中身は空です。この機能は、たとえば、破損したドキュメントを開く場合
や、サイズの非常に大きいドキュメントのレイアウトを少し変更するだけ
のために、ドキュメントを開くのに長時間待たされるのを避ける場合に便
利です(もちろん、ドキュメントにデータを追加するには、変更を行った後
にスクリプトを再実行する必要があります)。これは、コマンドラインス
イッチ nodata (コマンドライン構文(40ページ)) で行うことができま
す。
"document" を開き、データをリロードする
ドキュメントを開き、直ちにリロードを実行します。
フォルダ内のドキュメントを参照する
ドキュメントが含まれているフォルダをリスト表示で開きます。
"document" をお気に入りに追加する
ドキュメントまたはWebページをお気に入りリストに追加します。
リストから "document" を削除する
最近使用したドキュメントのリストからドキュメントを削除します。実際
のドキュメントファイルは、現在ある場所に変更されずに残ります。
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お気に入り お気に入りリストに以前に追加したドキュメントとWebページのリストが
あります。最近使用したドキュメントのリストと異なり、お気に入りリス
トは項目を明示的に追加または削除しない限り、変更されません。お気に
入りリストのドキュメントまたはページをクリックするだけで、再度開く
ことができます。ドキュメントを右クリックすると、次の便利なコマンド
を含むメニューにアクセスできます。
データを含まない "document" を開く
変数とテーブル、項目データを読み込まずにドキュメントを開きます。す
べてのシートとシートオブジェクトが配置されたレイアウトが表示されま
すが、中身は空です。この機能は、たとえば、破損したドキュメントを開
く場合や、サイズの非常に大きいドキュメントのレイアウトを少し変更す
るだけのために、ドキュメントを開くのに長時間待たされるのを避ける場
合に便利です(もちろん、ドキュメントにデータを追加するには、変更を行
った後にスクリプトを再実行する必要があります)。これは、コマンドライ
ンスイッチnodata で行うこともできます。
"document" を開き、データをリロードする
ドキュメントを開き、直ちにリロードを実行します。
フォルダ内のドキュメントを参照する
ドキュメントが含まれているフォルダをリスト表示で開きます。
お気に入りから "document" を削除する
お気に入りリストからドキュメントを削除します。実際のドキュメントフ
ァイルは、現在ある場所に変更されずに残ります。

追加学習 QlikViewについてさらに詳しく学ぶためのガイドや他のリソースが含まれ
ています。チュートリアルやオンライントレーニング、QlikView
Communityなどがあります。

新しいドキュメントを作成したい場合は、新規ドキュメントボタンをクリックしてください。
QlikViewは、最後に使用したタブを記憶するため、次回QlikViewを起動したときには、そのタブがス
タートページに表示されます。プログラムを起動したときにスタートページが表示されない場
合、QlikView の起動時にスタートページを表示するチェックボックスをオフにします。
スタートページは開いたままにすることができ、その場合、スタートページはウィンドウメニューに
スタートページとして表示されます。スタートページを閉じた場合は、ヘルプメニューからスタート
ページの表示を選択して、いつでも再度開くことができます。
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7.3 サーバーへ接続

[サーバーへ接続]ダイアログ

このダイアログは、QlikView Server上のQlikViewドキュメントをリモートで開くために使用します。
QlikView Serverのクライアントとしてドキュメントを開く場合は、ローカルドキュメントを開く場合
に比べて、ドキュメントに対して実行できる操作が制限されます。クライアントは、ドキュメントが共
有機能をサポートしているかどうかによって、シートオブジェクトを追加または削除できないことがあ
ります。シートを追加または削除することはできません。さらに、大部分のプロパティダイアログと
ロードスクリプトにアクセスすること、マクロを変更すること、またはドキュメントを保存することが
できません。
サーバーに、QlikView Serverを実行しているコンピュータの名前またはコンピュータへのURLを入
力します。次に [接続]をクリックして接続します。最近参照したサーバーをドロップダウンリストか
ら取得できます。URLには、このページの下で説明する 接続用疑似URL： (44ページ)に従って、追
加の接続データを挿入できます。
接続すると、ダイアログの中央のパネルにQlikView Server上の使用できるドキュメントフォルダが表
示されます。フォルダをクリックすると、使用できるドキュメントがダイアログの一番下のパネル名前
に表示されます。ドキュメントを開くには、ドキュメントをダブルクリックするか、ドキュメントを選
択して [開く]ボタンをクリックします。

接続リストをクリア ボタンはスタートページの最近使用したサーバーにあるリストを削除し
ます。
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認証 QlikView Serverへの認証方法を選択します。
次の3つの認証方法が利用できます。
NT 認証を使用
認証されているNT IDを使用します。これは、コンピュータがQlikView
Serverと同じWindows NTドメインに接続している場合にのみ機能しま
す。
匿名
匿名ログインを使用します。QlikView Serverが匿名ユーザーを許可する
ように設定されている場合にのみ接続できます。また、QlikView Server
の匿名アカウントに対してファイルの許可を付与したドキュメントのみを
参照できます。[サーバー]の接続用の疑似URLには、サーバー名の前に
@を付けて入力する必要があります。
ユーザーを指定
QlikView Serverのドメインに登録されている特定のNTユーザー名を使用
します。ユーザー名を [ユーザーID]編集ボックスに入力します。接続ボ
タンを押すと、対応するユーザーのパスワードが求められます。[サー
バー]の接続用の疑似URLには、サーバー名の前にユーザー名@を付けて
入力する必要があります。

階層を無視する このチェックボックスをオンにすると、ダイアログの下部のパネルに、ツ
リービュー形式を使用せずにすべてのサブフォルダの内容を一度に表示し
ます。

接続用疑似URL：

サーバーから開くダイアログまたはリンクファイルのいずれかを経由して、Windows クライアントか
らQlikView Serverに接続する場合は、疑似URLをドキュメントアドレスとして使用します。
構文は次のとおりです。
qvp://[[username][@]]hostname[:port|;protocol]/docname
ここで

usernameはWindows のユーザー IDですパラメータはオプションです。
hostnameは、ホストコンピュータの名前です。パラメータは必須です。
documentnameはQlikViewドキュメントの名前(qvw拡張子は除く)です。パラメータはオプ
ションです。
port (4749など)は、サーバーで使用される特定のポートを指定できます
protocol (httpなど)は、トンネリングプロトコルを指定できますパラメータはオプションで
す。

usernameが付かない@は、匿名 IDを表します。
ユーザー IDを省略すると、ログインしたWindows IDが使用されます。
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7.4 バッチの実行

QlikViewドキュメントを定期的に(たとえば、毎晩)更新する必要がある場合は、QlikView Serverまた
はQlikView Publisherで実行するのが最適です。

QlikView Server

QlikViewは、QlikViewの情報をホストし、インターネットやイントラネットを通して共有するプラッ
トフォームを提供します。QlikView Serverは、QlikViewと強固に統合され、データ分析技術のシーム
レスなスイートをエンドユーザーに提供します。QlikView Serverのサーバーコンポーネントはこの技
術の中心として、複数のユーザー、クライアント、ドキュメント、そしてオブジェクトにセキュリティ
のかかった安全な環境で接続する、しっかり中央管理されたQlikViewドキュメントのコミュニティを
供給します。

QlikView Publisher

QlikView Publisherは、QlikView製品ファミリのメンバーでコンテンツとアクセスを管理します。エン
ドユーザーに最新の情報を表示し、QlikViewドキュメントをパワフルな方法で管理できるQlikView
Publisherは、QlikViewスイートの付加機能です。
QlikView Publisherは、QlikViewドキュメントに保存されたデータを組織の内外のユーザーに配布しま
す。データを削除することにより、各ユーザーにそのユーザーに関連した情報を表示できま
す。QlikView Publisherのサービスとユーザーインターフェースは、QlikView ServerとQlikViewマ
ネージメントコンソール(QMC) に完全に統合されています。
QlikView ServerまたはQlikView Publisherにアクセスがない場合、スタンドアローンアプリケーショ
ンにてQlikViewドキュメントをリロードできます。そのためには、コマンドライン構文(40ページ)
で説明するコマンドラインスイッチを使用します。

スケジュールプログラム

Windows にはタスクスケジューラサービスがあります。これらのサービスは、管理ツール
(Windows 7およびWindows 8) 、コントロールパネルのコンピュータの管理アプレット(Windows
Vista) またはコントロールパネル(Windows XP) から直接コントロールします。関連するサービスの [
状態]が [開始] (再起動後に自動起動させるサービスの場合は、さらに [スタートアップの種類]が [自
動]) に設定されていることを確認します。
通常、バッチジョブを送信する最も簡単な方法は、関連するコマンドを使用してバッチファイルを作成
する方法です。たとえば、MyBatch.cmdというファイルに次のようなコマンドを含めることができま
す。

C:\qlikview\qv.exe /r C:\qlikview\example\file.qvw

スケジュールサービス

スケジュールサービスは、通常、システムアカウントで実行されるため、いくつかの制限があります。
ネットワークリソースにアクセスする必要がある場合は、サービスを再設定して別のアカウントで実行
するようにしてください。QlikViewライセンスは、アカウント専用フォルダに格納されているため、使
用するアカウントに対してライセンスが正しく登録されるようにする必要があります。それにはインタ
ラクティブジョブを送信します。
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タスクをスケジュールする詳細については使用しているオペレーティングシステムのマニュアルを参照
してください。

セクションアクセス

セクションアクセスを含むQlikViewファイルを再実行する場合は、バッチを実行するマシン上にイン
ストールされているライセンスシリアル番号が、ユーザー名またはパスワードを入力しなくてもスクリ
プトの実行を許可されるかどうかを確認してください。上記の例を参照してください。section access
の詳細については、セキュリティ(501ページ)を参照してください。

ODBC

ODBCを使用する場合は、再実行を行うアカウントからDSN定義を使用できるようにしてください。
そのための最も簡単な方法は、ODBCコントロールパネルでDSNをシステムDSNとして定義するこ
とです。
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8 新規作成ウィザード
新規作成ウィザードでは、次のステップに従ってデータのロードやチャートの作成を行い、QlikViewド
キュメントを作成します。

ステップ 1 - データソースの選択 47ペー
ジ

ステップ 2 - データのプレゼンテーション 47ペー
ジ

ステップ 3 - ファイルの保存 48ペー
ジ

ステップ 4 - チャートの種類の選択 48ペー
ジ

ステップ 5 - チャートの自動入力 48ペー
ジ

ステップ 6 - 選択を行うためにオブジェクトを追加 49ペー
ジ

新規作成ウィザードの起動

QlikViewドキュメントの新規作成を行うと、新規作成ウィザードが起動します。
QlikViewドキュメントの新規作成時にウィザードを表示するかどうかを、ウィザードの最初のページで
設定できます。この設定は、ユーザープロパティダイアログ(設定メニューから開きます)でも行えま
す。

ステップ1 -データソースの選択

ウィザードで取り扱えるファイルはExcelファイルのみです。データファイルを参照します。ロード
できるのはExcelファイルの最初のシートのみのとなりますのでご注意ください。データがExcel形式
でない場合、スクリプトエディタを使用してデータを選択する必要があります。
弊社からデータを借りて使用する必要がある場合は、データを挿入をクリックしてください。
次のステップをクリックして続行します。

ステップ2 -データのプレゼンテーション

データを確認し、Excelシートの1行目を列見出しとするか、新規に入力するかを選択します。列のヘ
ッダーは、項目名とも呼ばれます。
データソースで定義されているヘッダーを使用するには、ファイルのデータを列見出しとして使用する
を選択します。新規に列のヘッダーを作成する場合、列見出しを追加するを選択します。各列に
は、A、Bといった形式のヘッダーが付けられます。新しいヘッダーを入力するには、見出し(例え
ば、A)をクリックし、新しい見出しを入力します。ヘッダーをそのままにするにはEnterをクリックし
ます。
次のステップをクリックして続行します。
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ステップ3 -ファイルの保存

名前を付けて保存ダイアログで、QlikViewファイルを保存するフォルダを参照し、ファイル名を入力
します。
保存ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。
ファイルパスを変更するには、名前をつけて保存ボタンをクリックし、名前をつけて保存ダイアログ
を再度開きます。
次のステップをクリックして続行し、チャートを作成します。

ステップ4 -チャートの種類の選択

作成するチャートに対応するアイコンをクリックし、チャートの種類を選択します。QlikViewで最もよ
く使用されるチャートの種類から選択できます。ウィザード終了後、チャートのチャートプロパティ
ダイアログから、QlikViewの他の種類のチャートに変更できます。
次のステップをクリックして続行します。

注意!
このステップで、戻るボタンは無効となります。

ステップ5 -チャートの自動入力

軸

ドロップダウンボックスで軸を選択します。
軸は、チャート式の計算の対象となる値を定義します。軸は、通常、テーブルチャートでは左側、棒グ
ラフなどではx- 軸に表示されます。

数式

チャートの数式は、チャートの計算値を定義します。数式は、通常、テーブルチャートの右側、棒グラ
フなどではy- 軸に表示されます。
QlikViewでは、短くて単純な数式から長くて複雑な数式までさまざまな数式を作成できます。このステ
ップでは、3つのよく使用される数式から選択を行えます。
合計値の計算：
sum(Sales) といった項目の数値合計を表示する場合は、このオプションを選択します。次に、ドロッ
プダウンリストで合計する項目を選択します。
平均値の計算：
avg(Score) といった項目の数値の平均を表示する場合は、このオプションを選択します。次に、ドロ
ップダウンリストで計算する項目を選択します。
数値のカウント：
count(OrderID) といった項目で値の数を表示する場合は、このオプションを選択します。次に、ドロ
ップダウンリストでカウントする値の項目を選択します。
チャートをもうひとつ作成したい場合は、2 番目のチャートを作成をクリックします。これによりステ
ップ4に戻ります。
次のステップをクリックして続行します。
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ステップ6 -選択を行うためにオブジェクトを追加

選択を行うために使用したいオブジェクトの種類を選びます。
リストボックス：
リストボックスを作成したい項目を選択します。このウィザードでは最高5つの項目を選択できます
が、ドキュメントの作成後はさらに項目を追加できます。
テーブルボックス：
このオプションでは、自動的に利用可能な項目をすべて含めて、テーブルに配置します。
作成をクリックしてウィザードを閉じ、ドキュメントを作成します。
ウィザード終了後は、チャートプロパティダイアログからいつでも軸と数式の追加や変更が可能になり
ます。チャートプロパティを開くには、チャートを右クリックし、プロパティを選択します。
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9 QlikView ファイル

QlikViewドキュメントは、データの分析に必要な次のものがすべて含まれたファイルです。
l データそのもの
l QlikViewファイルをデータソースの新しいデータで更新するために必要なスクリプト
l シート、リストボックス、チャートなどのすべてを含むレイアウト情報
l ドキュメントアラート、ドキュメントブックマーク、およびドキュメントレポート
l アクセス制限情報
l マクロモジュール

このため、QlikViewファイルを使用すると情報を簡単に配布できます。分析は、元のデータの場所やネ
ットワークの状態とは無関係に行うことができます。QlikViewドキュメントは、オリジナルのデータ
ソースへのアクセス権の無いユーザーと情報を共有するための手段です。

9.1 QlikViewプロジェクトファイル

QlikViewドキュメントを複数のファイルに保存し、バージョニングに使用することができます。それぞ
れのファイルが、ドキュメントやシート、オブジェクト、ロードスクリプトなどのプロパティを定義し
ます。
ドキュメントが開かれ、オブジェクトや設定に変更が加えられるたびに、これらの変更は異なるファイ
ルに保存され、ドキュメントの変更履歴を追跡しやすくします。これにより、ドキュメントのどの場所
に誰が変更を加えたかを確認することもできます。
これらのプロジェクトファイルを作成するには、QVWファイルと同じ場所に、QlikViewドキュメント
と同じ名前に-prjを追加したフォルダを作成する必要があります。例えば、Finance.qvwドキュメン
ト用のプロジェクトフォルダは、Finance-prjとなります。

注意!
プロジェクトファイルに、ドキュメントファイルのデータが保存されることはありません。

プロジェクトフォルダ内のファイル

QlikViewProject.xmlファイルには、QlikViewドキュメントのすべてのオブジェクトが保存されま
す。
リスト上、異なるシート名やオブジェクト名はオブジェクト IDから付けられています。プロジェクト
ファイルは次のとおりです。

l QlikViewProject.xml - プロジェクトに含まれるすべてのファイルのリストが含まれます。
l AllProperties.xml

l DocProperties.xml

l DocInternals.xml

l TopLayout.xml

l LoadScript.txt - ドキュメントのロードスクリプトが含まれます
l Module.txt - ドキュメントのマクロコード(存在する場合)が含まれます
l Module.txt - 各シートごとに一つのファイルが作成されますさらにファイルには、シート上の
すべてのシートオブジェクトへの参照が含まれます。
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l 各シートオブジェクト用に独立したファイルが作成されます。 
l LB<id>.xml
l SB<id>.xml
l MB<id>.xml
l TB<id>.xml
l CH<id>.xml
l IB<id>.xml
l CS<id>.xml
l BU<id>.xml
l TX<id>.xml
l LA<id>.xml
l SL<id>.xml
l SO<id>.xml
l BM<id>.xml
l CT<id>.xml
l RP<id>.xml

DocProperties.xmlや AllProperties.xml、DocInternals.xml、TopLayout.xmlには、ド
キュメントの異なる部分のプロパティ設定が含まれます。DocBinary.datには、パスワードといった
ユーザーの機密情報が含まれます。

9.2 ソース管理

QlikView Desktopはソース管理システムに接続できます。QvMsscciProvider.exe と
QvSvnProvider.exe は、この操作で使用されるプロバイダで、QlikView 11 SR1以降のソース管理機能
をMicrosoft Team Foundation Serverと Subversionの双方に提供します。
いったんソース管理システムに接続されると、QlikView管理者はソース管理にプロジェクトを追加でき
ます。追加の間に行われるのは以下の通りです。

l QlikViewドキュメントの保存
l プロジェクトフォルダの作成
l プロジェクトフォルダへのプロジェクトファイルの出力
l ソース管理へのプロジェクトファイルの追加
l プロジェクト設定ファイルの作成

プロジェクト設定ファイルはローカルプロジェクトフォルダに保存され、プロジェクトがソース管理情
報にアクセスするために必要な設定が含まれます。プロジェクト設定ファイルは、ソース管理システム
が管理するファイルには含まれません。プロジェクト設定ファイルの存在によって、QlikViewにはソー
ス管理システムが管理するドキュメントが分かります。さらに、QlikViewは、ドキュメントがソース管
理に帰属するものとして処理するために、必要なプロバイダDLLを検索してロードすることができなけ
ればなりません。これは、QlikViewでドキュメントが開くたびにチェックされます。QV11 SR1以降で
は、ソース管理プロバイダに関する情報とともに設定ファイルがプロジェクトフォルダに表示されます
(SourceControlSettings.iniなど)。唯一の例外は、下位互換性の問題に関するものです。プロジェクト
フォルダ ‘abc-pjr’に ‘SourceControlSettings.ini‘が含まれていないものの、abc-prj.scc という名前の
ファイルが含まれている場合は、これがSR1ではなくV11 Initial Release (SR1以降ではなく)を使用
して作成されたことを意味します。このようなプロジェクトを開くには、Msscciソース管理プロバイダ
を使用しなくてはなりません。
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ドキュメントがソース管理に帰属する場合、ドキュメントのステータスを示す情報がステータスバーに
表示されます。
ソース管理との統合によって影響を受けるのはQlikViewドキュメントのレイアウトのみです。ソース
管理に保存される、もしくはソース管理から取得されるQlikViewには実際のデータはロードされてい
ません。ソース管理からプロジェクトを取得によってロードされるドキュメントにはすべてが含まれま
すが、データはその例外です。ドキュメントにデータを追加するには、リロードの実行が必要です。
QlikViewドキュメントがソース管理に接続されると、ドキュメントの保存時に変更されたファイルが自
動的にチェックアウトされます。QlikViewが提供するプロジェクトファイルのチェックアウト方法は
これだけです。ドキュメントの保存を実行中にソース管理システムが使用できない場合、QlikViewは「
オフライン」での作業を試みます(つまり、変更されたファイルから読み取り専用のフラグを取り除
き、最新バージョンを保存します)。次のドキュメント保存でソース管理システムが使用可能になったと
き、QlikViewはローカルで変更されたすべてのファイルのチェックアウトを実行します。
ドキュメント保存時にプロジェクトファイルはチェックインされません。ソース管理にドキュメントの
更新をチェックインするには、保留中の変更のチェックインメニュー項目を使用する必要がありま
す。Microsoft TFSを使用すると、1回のQlikViewチェックイン操作で複数の変更セットを生成できま
すが、Subversionでは1つしか生成できません。このため、ランダムに選択された変更セット間の
ロールバックがMicrosoft TFSで行われても、ドキュメントが安定した状態を維持すると保証されるわ
けではありません。
詳細については、ソース管理白書を参照してください(community.qlikview.comで入手できます)。

QlikView 11.20 SR13 53

http://community.qlikview.com/


54 QlikView 11.20 SR13



10 メニューコマンド

10 メニューコマンド

この章で説明するメニューは、画面の上部のメニューバーにあります。ほとんどのコマンドをツール
バーにボタンとして設定することもできます。詳細に関しては、ユーザー設定(ツールバー) (79ペー
ジ)を参照してください。

10.1 [ファイル] メニュー

ファイルメニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

新規作成 新しいQlikViewウィンドウを開き、新しい QlikViewファイル(51ペー
ジ)を作成できます。

開く 新しいQlikViewウィンドウを開き、QlikViewファイル、またはテーブル
ファイルを開きます。テーブルファイルを開く場合、自動的に ファイルウ
ィザード：種類(243ページ)が開きます。このコマンドは、次のキーボー
ドショートカットで呼び出すこともできます：CTRL+O。

サーバーから
開く

サーバーへ接続(43ページ)を開きます。このダイアログで、QlikView
Serverに接続し、クライアントモードで開くドキュメントを参照できま
す。
このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできま
す：CTRL+SHIFT+O。

注意!
QlikView Server のクライアントとしてドキュメントを開く場合は、ローカルド
キュメントを開く場合に比べて、ドキュメントに対して実行できる操作が制限さ
れます。クライアントは、ドキュメントが共有機能をサポートしているかどうか
によって、シートオブジェクトを追加または削除できないことがあります。シー
トを追加または削除することはできません。さらに、すべてのプロパティダイア
ログへアクセスできるわけではありません。マクロの変更、スクリプトへのアク
セス、データのリロード、またはドキュメントの保存は実行できません。

ドキュメント
を最新の情報
に更新

このコマンドが有効に機能するのは、ドキュメントがQlikView Serverで開
かれた状態で、より新しいバージョンのドキュメントがサーバーに存在する
場合のみです。更新コマンドを呼び出すと、最新のデータにアクセスできま
すが、選択条件やレイアウトの状態などのユーザーのセッションは保持され
ます。

URL から開く URL から開くダイアログを開きます。このダイアログで、Webページへの
有効なURLを入力します。Webページは、QlikView内の別ウィンドウに
開かれます。この機能は、例えば、QlikView Publisher AccessPoint や
AJAXクライアントを介してQlikView Serverのドキュメントを表示する
ページに使用できます。開かれたWebページは、標準のQlikViewドキュ
メントウィンドウと同様にウィンドウメニューからアクセスできます。
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FTP から開く 新しいQlikViewウィンドウを開き、FTPサーバーからQlikViewファイル
もしくはテーブルファイルを開きます(インターネットファイ
ル/QlikViewドキュメントを開く(235ページ)を参照)。テーブルファイル
を開く場合、自動的にファイルウィザードが開きます。

閉じる アクティブなQlikViewファイルを閉じます。

お気に入り このカスケードメニューを使用すると、最近使用したファイルのリスト(以
下参照)とは別に、ユーザーの定義したお気に入りドキュメントのリストを
管理できます。

保存 QlikView ファイルの現在の設定を保存します。データ、スクリプト、およびレイ
アウトが保存されます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び
出すこともできます：CTRL+S。
AJAXクライアントを使用しているQlikView ドキュメントを共有したい場合、フ
ァイル名にはハッシュ (#)記号は使用できません。

名前を付けて
保存

新しいQlikView ファイルに新しい名前を付けて現在の設定を保存します。この
コマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます： F12。
AJAXクライアントを使用しているQlikView ドキュメントを共有したい場合、フ
ァイル名にはハッシュ (#)記号は使用できません。

サーバーリン
クの保存

QlikView Serverで開かれているドキュメントへのリンクをローカルマシン
にテキストファイルとして保存します。ファイルには拡張子qvwが付きま
すが、データやレイアウトは含まれません。このようなリンクドキュメン
トを開くと、サーバーへの再接続が試みられ、ドキュメントがQlikView
Server上で開かれます。このコマンドはローカルドキュメントには使用で
きません。

添付ファイル
として電子
メールで送信

ローカルドキュメントで作業している場合にのみ使用できます。現在の
qvwドキュメントのコピーを添付した電子メールを作成します。メール受
信者は、QlikViewにアクセスしていて、ドキュメントへのアクセス権があ
る場合(セクションアクセスセキュリティが使用されている場合)、qvwド
キュメントを開くことができます。このコマンドが機能するには、コンピ
ュータに電子メールクライアントが設定されている必要があります。

ブックマーク
のリンクを電
子メールで送
信

QlikView Serverドキュメントで作業している場合にのみ使用できます。現
在のサーバードキュメントへのURLリンクを含む電子メールを作成しま
す。レイアウトの状態を含む一時的なサーバーブックマークが作成さ
れ、URLにエンコードされます。メール受信者は、ドキュメントとその
データへのアクセス権がある場合、URLリンクを使用してサーバードキュ
メントを開き、送信者と同じ内容を確認できます。このコマンドが機能する
には、コンピュータに電子メールクライアントが設定されている必要があ
ります。QlikView Serverは、サーバーブックマークを許可する設定になっ
ている必要があります。
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印刷 標準の印刷ダイアログ(エクスポートと印刷(111ページ)を参照)を表示
し、現在のシートオブジェクトを印刷できます。このコマンドはリストボ
ックスには使用できません。このコマンドは、次のキーボードショートカ
ットで呼び出すこともできます：CTRL+P。

PDF として印
刷

PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で印刷ダイア
ログを開きます。 このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び
出すこともできます：CTRL+SHIFT+P。

絞込値を印刷 標準の印刷ダイアログ(エクスポートと印刷(111ページ)を参照)が開か
れ、現在のリストボックスの絞込値(選択値と連結値)を印刷できます。こ
のコマンドはリストボックスにのみ使用できます。

絞込値を PDF
として印刷

このコマンドは、リストボックスとマルチボックスをPDF として印刷する
場合に使用します。

シートの印刷 印刷ダイアログを開き、現在のシートの画像を印刷できます。シートの印
刷(116ページ)を参照してください。

印刷プレビ
ュー

印刷可能なシートオブジェクトのプレビューを表示します。印刷プレビ
ュー(116ページ)を参照してください。
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ソース管理 設定
ソース管理へのプロジェクト追加時、またはソース管理からのプロジェクト
取得時に、どのMSSCCI (Microsoft Source Code Control Interface) プロ
バイダdllを使用するかを設定します。詳細については、ソース管理(52
ページ)を参照してください。

ソース管理にプロジェクトを追加
開いているQlikViewドキュメントを保存し、自動的にプロジェクトフォル
ダとプロジェクトファイルを作成します。ソース管理にプロジェクトを追
加するため、ソース管理システムを呼び出します。

ソース管理からプロジェクトを取得
ソース管理からプロジェクトを取得し、プロジェクトファイルから
QlikViewドキュメントをビルドし直します。ソース管理にQlikViewデータ
は保存されていません。ドキュメントにデータを読み込むには、ビルドし直
したドキュメントでReloadコマンドを実行する必要があります。

最新バージョンの取得
ソース管理から最新バージョンのドキュメントを取得し、QlikViewドキュ
メントをビルドし直します。

保留中の変更のチェックイン
QlikViewドキュメントを保存し、ソース管理システムへのチェックイン操
作を実行します。これには、それぞれのダイアログで行われる4つの異な
るソース管理操作が含まれます。

l 新規作成ファイルを追加
l ソース管理から削除のためにチェックアウトされたファイルを元に戻す
l ソース管理の一部である削除済みのシートやシートオブジェクトに対応す
るファイルを削除する

l 修正したファイルをチェックイン

保留中の変更のチェックイン操作を行う前のドキュメントが最新でない場
合、競合を解消しながら導入されたプロジェクトの変更をロードするために
ドキュメントを開き直します。

保留中の変更を元に戻す
変更を元に戻します。ローカルで変更したファイルがソース管理システムで
チェックアウトされていない場合、このファイルはチェックアウトを元に
戻す操作を実行する前にチェックアウトされます。この操作は、追加された
けれどもチェックインされていないファイルを削除し、保留中の削除ファ
イルの参照を復元します。
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エクスポート 内容をエクスポート
このオプションは、エクスポート可能なシートオブジェクトがアクティブ
になっている場合のみ使用できます。その場合、シートオブジェクトのオ
ブジェクトメニューにあるエクスポート操作を実行します。

シートを画像としてエクスポート
現在のシートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きま
す。

ドキュメントレイアウトをエクスポート
ドキュメントレイアウトをXMLファイルとして保存するためのダイアログ
を開きます。保存されるXMLファイルには、ドキュメントのデータは含ま
れません。

シートレイアウトをエクスポート
現在のシートレイアウトをXMLファイルとして保存するためのダイアログ
を開きます。保存されるXMLファイルには、ドキュメントのデータは含ま
れません。

インポート ドキュメントレイアウトのインポート
XMLとして保存された他のドキュメントのドキュメントレイアウトをイン
ポートするためのダイアログを開きます。データはインポートされません。

シートレイアウトのインポート
XMLとして保存された他のシートのレイアウトをインポートするためのダ
イアログを開きます。データはインポートされません。

ロードスクリ
プトの編集

[ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)を開きます。ここで
は、データベースを開いて接続するロードスクリプトを入力、実行するこ
とができます。

リロード 現在のロードスクリプトを実行し、データをアクティブなQlikViewドキュ
メントにリロードします。最後のリロード実行以降にデータベースの内容が
変更された場合は、この操作を実行する必要があります。このコマンド
は、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+R。
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パーシャルリ
ロード

例えば Drop Table (295ページ)など、すべてのスクリプトコマンドを含
む現在のロードスクリプトを実行し、データをアクティブなQlikViewドキ
ュメントにリロードします。けれども、 Replace (330ページ)や 追加
(276ページ)プレフィックスが付く loadや select ステートメントを持つ
テーブルのみがリロードされます。このタイプの loadステートメントまた
はselect ステートメントの影響を受けないデータテーブルは、パーシャル
リロードの影響も受けません。このコマンドは、次のキーボードショート
カットで呼び出すこともできます：CTRL+SHIFT+R。

データの削除 次の2つのコマンドを含むメニューを開きます。

現在の除外値を削除
除外値をすべて削除することで、QlikViewデータベースを縮小します。

すべての値を削除
QlikViewデータベースからすべての値を削除し、データベース構造とレイ
アウトは保持して、テンプレートを作成します。

テーブルビ
ューアー

テーブルビューアー(222ページ)ダイアログが開かれ、このダイアログ
で、テーブル、項目、関連付けを視覚的に表示してロードされたデータの構
造を調べることができます。このコマンドは、次のキーボードショートカ
ットで呼び出すこともできます：CTRL+T。

最近使用した
ドキュメント
のリスト

最近使用したQlikViewドキュメントのリスト。表示されるドキュメントの
数は、設定：ユーザープロパティダイアログで設定できます。デフォルト
は8です。リストの中からひとつ選択することは、開くコマンドを使用す
るのと同じです。

終了 開いているドキュメントを閉じ、QlikViewを終了します。

10.2 [編集] メニュー

[編集]メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

レイアウト変更を元に
戻す

シートオブジェクトの移動、サイズ変更、削除、およびシートオブ
ジェクトプロパティの変更を含む最後に行ったレイアウト変更を元
に戻します。シートの削除、シートプロパティの変更、ドキュメン
トプロパティの変更も元に戻すことができます。このコマンドは、
次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+Z。

レイアウト変更のやり
直し

直前に元に戻したレイアウト操作をやり直します。このコマンド
は、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+Y。
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切り取り QlikViewドキュメントの他の場所に貼り付けるために、選択した
シートオブジェクトを切り取ってクリップボードにコピーしま
す。アクティブなシートオブジェクトが1つだけの場合、そのオブ
ジェクトのイメージ(他のプログラムにも貼り付けできる)もクリ
ップボードに格納されます。このコマンドは、次のキーボードシ
ョートカットで呼び出すこともできます：CTRL+X。

コピー QlikViewドキュメントの他の場所に貼り付けるために、選択した
シートオブジェクトをクリップボードにコピーします。アクティ
ブなシートオブジェクトが1つだけの場合、そのオブジェクトのイ
メージ(他のプログラムにも貼り付けできる)もクリップボードに
格納されます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで
呼び出すこともできます：CTRL+C。

貼り付け Clipboardから1つ以上のシートオブジェクトをQlikViewドキュ
メントに貼り付けます。このコマンドは、次のキーボードショート
カットで呼び出すこともできます：CTRL+V。

書式のコピー/貼り付
け

書式のコピー/貼り付け(78ページ)ツールでは、ひとつのシート
オブジェクトから別のシートオブジェクトに書式をコピーすること
ができます。

削除 ユーザープロパティ：オブジェクト(96ページ)ダイアログのシー
トオブジェクト削除の確認メッセージコマンドが有効(初期設定)
の場合、選択表示ボックスが削除される前にこのコマンドの確認メ
ッセージが表示されます。

すべて選択 シート上にあるすべてのシートオブジェクトをアクティブにしま
す。同様の結果を得るには、アクティブにするシートオブジェクト
の周りを四角にクリックアンドドラッグする、もしくはSHIFT
キーを押しながらクリックする方法があります。このコマンドは、
次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+A。

検索 検索可能なシートオブジェクト(リストボックスや開かれているマ
ルチボックス)がアクティブな場合、[テキスト検索]ボックスが開
きます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出
すこともできます：CTRL+F。

あいまい検索 検索可能なシートオブジェクトがアクティブな場合、[テキスト検
索]ボックスを あいまい検索(128ページ)で開きます。
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高度な検索 リストボックスまたは開かれているマルチボックスがアクティブな
場合、 [高度な検索]ダイアログ(130ページ)ダイアログを開きま
す。このダイアログで、詳細な検索式を入力できます。このコマン
ドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+SHIFT+F。

コピーモード 論理モードからコピーモードに切り替えます。コピーモードでは、
クリックされた値は、QlikViewの論理状態を変更せずにクリップ
ボードにコピーされます。コピーモードをオンにすると、 クリッ
プボードコピーリスト(117ページ)ダイアログが開きます。この
ダイアログでは、コピーされた項目が表示されます。コピーリスト
の書式もここで設定できます。

10.3 [表示] メニュー

表示メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

シート 選択すると、カスケードメニューでドキュメントにあるすべての
シートのリストが表示され、それらは左から右に表示されます。

ツールバー 選択すると、カスケードメニューが開き、ドキュメントともに表示
したいツールバーを有効にできます。次のツールバーはすべて別々
に使用できます：標準ツールバー、ナビゲーションツールバー、
デザインツールバー、シートツールバー、ブックマークツール
バー。リストの最後にある ユーザー設定(ツールバー) (79ページ)
オプションでは、ユーザーの好みに合わせてツールバーを設定でき
ます。
標準、ナビゲーション、デザインツールバーには、それぞれに適
切な名前で分かるメニューコマンドがあらかじめ設定されていま
す。シートとブックマークツールバーは、ドロップダウンリスト
として定義され、それぞれシートとブックマークのナビゲートに使
用するオプションを提供します。ツールバーの内容と機能性は、
ユーザー設定オプションによって色々な方法で設定できます。
ヒント!すべてのツールバーや同じくメニューバーの一番左に、縦
のドットマークが表示されます。ここをクリックアンドドラッグ
すると、標準的なWindows 方式でバーをドッキングしたり切り離
したりできます。

ステータスバー ステータスバーのオン/オフを切り替えます。

ズーム 異なる画面解像度により良くフィットするようにシート領域を
25%ずつズームできます。他のズーム倍率は シートプロパテ
ィ：基本設定(557ページ)ページで指定できます。

サーバーオブジェクト サーバーオブジェクトパネル(721ページ)のオン/オフを切り替
えます。
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ウィンドウサイズの変
更

このオプションでは、QlikViewドキュメントのウィンドウサイズ
をいくつかの一般的な画面解像度のいずれかに設定できます。

ウィンドウサイズに
ズームを変更

アクティブなシートとシート上のすべての表示サイズを変更し、ウ
ィンドウのサイズに収めます。

すべてのシートにズー
ムを適用

アクティブなシートを表示するズーム設定が、ドキュメント内の
すべてのシートに適用されます。

デザイングリッド デザイングリッド、アクティブなオブジェクトのシートオブジェ
クトプレースホルダ、およびレイアウトでオブジェクトのサイズ設
定や移動を行うための位置合わせ機能付きグリッドのオン/オフを
切替えます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで
呼び出すこともできます：CTRL+G。

WebView モードオ
ン/オフの切り替え

QlikView内でWebブラウザを使用してドキュメントをAJAXモー
ドで表示するWebViewモードのオンとオフを切り替えます。

選択表示ウィンドウ 項目名と項目値で選択をリストする 現在の選択条件(124ページ)
を開きます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで
呼び出すこともできます：CTRL+O。

10.4 [選択] メニュー

選択メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

元に戻す 前の論理状態に戻します。値の選択と [選択]メニューのすべての
コマンドに適用されます。QlikViewには、最新の100の状態の履
歴が保持されます。元に戻すコマンドごとに、履歴を1つ前に戻し
ます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出
すこともできます：Shift+左矢印キー。

やり直し [元に戻す]前の論理状態に戻します。元に戻すとやり直しコマン
ドを交互に繰り返すことによって、2つの状態を切り替えます。
このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すことも
できます：Shift+右矢印キー。

ロック 現在の値の選択をすべてロックします。このコマンドは、次のキー
ボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+SHIFT+L。

アンロック 現在のロックされている値の選択をすべて解除します。このコマン
ドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+SHIFT+U。
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クリア QlikViewドキュメントの開始選択条件を適用します。これは、設定
することが可能です。以下のクリア選択状態の設定を参照してく
ださい。
このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すことも
できます：CTRL+SHIFT+D。

すべての選択をクリア ロックされている条件は除いて、現在の選択条件をすべてクリアし
ます。

アンロックとクリア 現在の値の選択をすべてクリアします。

クリア選択状態の設定 クリア選択状態として現在の選択条件を設定します。

クリア選択状態の解除 クリア選択状態を解除します。

10.5 [レイアウト] メニュー

レイアウトメニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

シートの追加 新しいシートオブジェクトを表示できるタブ付きシートを追加しま
す。
クライアントとサーバーの両方がQlikViewバージョン9以降の場
合は、QlikView Serverでドキュメントを操作している場合でも、
新しいシートをレイアウトに追加できます。

シートを左へ 現在のシート(のタブ)を1つ左 (前)に移動します。

シートを右へ 現在のシート(のタブ)を1つ右 (後ろ)に移動します。

シートの削除 アクティブなシートとその上にあるものをすべて削除します。

リストボックスの追加 [シートプロパティ]ダイアログの [項目]ページを開きます。リス
トからひとつ、もしくは複数の項目名を選択できます。選択された
項目は、アクティブなシートにデフォルト設定のリストボックスと
して表示されます。リストボックスに特定のプロパティを設定する
には、右クリックして表示されるメニューから(もしくはメインメ
ニューの [オブジェクト]から)プロパティを選択します。このコマ
ンドは、QlikView Serverでドキュメントを操作している場合は、
使用できません。
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シートオブジェクトの
追加

カスケードメニューが開かれ、さまざまなシートオブジェクトの作
成を選択できます。オブジェクトが作成されると、対応する[プロ
パティ]ダイアログが表示され、新しいオブジェクトを設定できま
す。
クライアントとサーバーの両方がQlikViewバージョン8以降の場
合は、QlikView Serverでドキュメントを操作している場合でも、
新しいシートオブジェクトをレイアウトに追加できる場合がありま
す。それには、
a) ライセンスが有効であること、
b)サーバードキュメントがサーバーオブジェクトを許可するよう
に設定されていること、
c) QlikView Serverがサーバーオブジェクトを許可するように設定
されていることが必要です。

シートオブジェクトの
整列

アクティブなシート上にシートオブジェクトを自動的に配置しま
す。

オフスクリーンオブ
ジェクトを整列する

QlikViewウィンドウの表示領域より外側にあるすべてのシートオ
ブジェクトを表示領域の内側に配置し直します。

配置/整列 シートオブジェクトの配置は、左揃え、中央揃えなどいくつかあ
る設定で決定できます。

10.6 [設定] メニュー

設定メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

ユーザープロパティ ユーザープロパティ(85ページ)ダイアログが開かれます。このダ
イアログには、ドキュメントを切り替えても、通常変更されない設
定が含まれます。このコマンドは、次のキーボードショートカット
で呼び出すこともできます：CTRL+ALT+U。

ドキュメントプロパテ
ィ

ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)ダイアログを開
きます。このダイアログには、ドキュメント全体に関する設定が含
まれます。このダイアログでは、ドキュメントのシートオブジェク
トの一般的なプロパティもいくつか設定できます。このコマンド
は、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+ALT+D。

シートプロパティ シートプロパティ：基本設定(557ページ)ダイアログを開きま
す。このダイアログには、現在のシートに関する設定が含まれま
す。このダイアログでは、シートのシートオブジェクトの一般的な
プロパティもいくつか設定できます。このコマンドは、次のキー
ボードショートカットで呼び出すこともできます：Ctrl+Alt+S。
ページ下部のリンクを参照してください。
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変数一覧 変数一覧(183ページ)ダイアログを開きます。隠し変数以外のす
べての変数とその値が1つのリストに表示されます。このコマンド
は、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+ALT+V。

数式一覧 数式一覧(185ページ)ダイアログが開かれ、すべてのドキュメン
ト、シート、シートオブジェクトの数式を1つのリストに表示して
集中的に管理できます。このコマンドは、次のキーボードショート
カットで呼び出すこともできます：CTRL+ALT+E。

10.7 [ブックマーク] メニュー

[ブックマーク]メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

ドキュメントブック
マーク

アクティブなドキュメントの最初の10つのドキュメントブック
マークをリストから取り出します。

ユーザーブックマー
ク

アクティブなドキュメントの最初の10つのマイブックマークをリ
ストから取り出します。

ブックマークの追加 [ブックマークの追加]ダイアログ(139ページ)ダイアログを開
き、ブックマーク名を編集できます。このコマンドは、次のキー
ボードショートカットで呼び出すこともできます：CTRL+B。

ブックマークの上書き 最初の10個のドキュメントブックマークが、最初の10個のマイ
ブックマークの上にリスト表示されます。選択したブックマークの
選択状態を現在の状態に置き換えます。

ブックマークの削除 最初の10個のドキュメントブックマークが、最初の10個のマイ
ブックマークの上にリスト表示されます。選択したブックマークを
削除します。

詳細 ブックマークダイアログが開き、ドキュメントで作成したすべての
ブックマークを表示します。

インポート 保存したブックマーク(.qbm) ファイルを参照して選択すると、ブ
ックマークのインポート(146ページ)ダイアログが開き、ブック
マークをインポートできます。

エクスポート ブックマークのエクスポート(146ページ)ダイアログが開き、選
択したブックマークをQlikView bookmark (.qbm) ファイルにエク
スポートできます。

66 QlikView 11.20 SR13



10 メニューコマンド

10.8 [レポート] メニュー

QlikViewの画面上部にあるレポートメニューには、レポートの編集コマンドがあります。レポート編
集(150ページ)ダイアログが開き、新しいレポートの作成や既存レポートの編集を行えます。このダイ
アログから、レポートの削除/選択、レポートのレイアウトのデザイン、ページやイメージの追加などを
行うこともできます。[レポートの編集]には、使用可能なレポートがすべてリストされ、すばやく選択
できます。
レポートには、ドキュメントに保存されるドキュメントレポートと、ユーザーのコンピュータに個別に
保存されるマイレポートがあります。を参照してください レポート編集(150ページ)。

10.9 [ツール] メニュー

ツールメニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

モジュールの編集 モジュールの編集(1079ページ)ダイアログが開かれ、マクロを作成
できます。

QlikView
AccessPoint を開く

QlikView AccessPoint をQlikView内のHTMLウィンドウに開きま
す。このコマンドは、ユーザープロパティ：パスページでQlikView
AccessPoint のURLが設定されている場合のみ使用できます。

QlikView マネージメ
ントコンソールを開く

QlikViewマネージメントコンソール/QlikView Enterprise マネージ
メントコンソールをQlikView内のHTMLウィンドウに開きます。こ
のコマンドは、ユーザープロパティ：パスページでQlikView
Management Console/QlikView Enterprise Management
Console のURLが設定されている場合のみ使用できます。

クイックチャートウ
ィザード

クイックチャートウィザード(927ページ)が開き、多数のさまざま
な設定やオプションに煩わされずに、簡単にすばやくシンプルなチ
ャートを作成できます。

タイムチャートウィ
ザード

タイムチャートウィザード(937ページ)は、特定の計算基準(数式)
を設定して、今年、去年、過去1年間など異なる期間で比較を行う、
チャートを作成するための共通するタスクを提供します。

統計チャートウィザー
ド

統計チャートウィザード(945ページ)では、QlikViewで一般的な統
計テストをデータに適用するためのガイダンスが提供されます。

箱ひげ図ウィザード 箱ひげ図ウィザード(925ページ)は、統計データの表示によく使用
されるコンボチャートを作成します。

アラート アラート(172ページ)ダイアログが開かれ、アラートを定義および
編集できます。
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アラートウィザード アラートウィザード(176ページ)では、アラートを簡単に定義でき
ます。

テーマ作成ウィザード テーマ作成ウィザード(727ページ)を呼び出して、新しいテーマを
作成したり、既存のテーマを編集できます。
テーマに関する詳細は、レイアウトテーマ(725ページ)を参照して
ください。

10.10 [オブジェクト] メニュー

オブジェクトメニューは、現在アクティブなシートオブジェクト用のメニューです。メニューバーで
オブジェクトを選択するか、シートオブジェクトをマウスの右ボタンでクリックして開くことができま
す。
シートにまだシートオブジェクトが含まれていないなどの場合は、シートのオブジェクトメニューは
メニューバーのオブジェクトメニューとして表示されます。
アクティブなシートオブジェクトが複数ある場合、オブジェクトメニューにはアクティブなオブジェク
トに共通するコマンドが含まれます。
オブジェクトメニューの説明については、オブジェクトごとのセクションを参照してください。

10.11 [ウィンドウ] メニュー

[ウィンドウ]メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

重ねて表示 ウィンドウが重なるように配置します。

並べて表示 ウィンドウを重ならないように並べて配置します。

アイコンを整列 ウィンドウの下部にアイコンを配置します。

開いているドキュメン
ト

開いているドキュメント(69ページ)ダイアログを開き、開いている
QlikViewドキュメントの拡張されたリスト( 10を超える) を表示し、そ
して追加のドキュメント情報を提供します。ドキュメントを選択すると、
それがアクティブなウィンドウとなります。
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開いているドキュメント

このダイアログは、10個を超えるドキュメントを同時に開いているときに、アクティブなドキュメント
を切り替えるために使用できます。リストでドキュメントを選択し、[選択]をクリックすると、そのド
キュメントをアクティブなウィンドウにできます。
このダイアログには、特定のQlikViewドキュメントで不具合が生じた場合にレポートが必要な豊富な
サポート情報も含まれています。列は次のとおりです。

ドキュメント qvwドキュメントの名前。ダイアログの下部にある [ドキュメントのフル
パスを表示]チェックボックスがオンの場合、ドキュメント名は完全ファ
イルパスと共に表示されます。

接続 Local (ローカルコンピュータで開かれているドキュメント)または
Remote (QlikView Serverで開かれているドキュメント)

クライアントビルド番
号

QlikViewクライアントのビルド番号。

サーバービルド番号 リモートドキュメントのQlikView Serverのビルド番号。

クライアント NT 名 NT認証に接続するときの、クライアントユーザーのWindows NT認証
ID。

ドキュメントバージョ
ン情報

ドキュメントを最後に保存したQlikViewのバージョンに関する完全な情報
(ローカルドキュメントにのみ使用可能)。

10.12 [ヘルプ] メニュー

[ヘルプ]メニューは画面上にあるドロップダウンメニューで、以下のコマンドが含まれます。

目次とキーワード QlikViewヘルプを開きます。

ヘルプの使い方 ヘルプファイルの使い方に関して役立つ情報を表示します。
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スタートページの表示 QlikViewを起動するたびにスタートページを表示します。プログラムを起
動したときにスタートページを表示しない場合は、スタートページの左下
隅にあるQlikView の起動時にスタートページを表示するチェックボッ
クスをオフにします。

QlikTech Web サイ
ト

QlikTechのホームページにリンクするオプションを表示します。

QlikView Update QlikView Updateダイアログが開かれ、ここから、QlikViewを
QlikView更新サーバーに接続して、使用可能なプログラムの更新があるか
どうかを確認できます。

ライセンス更新 License Enabler File Editorダイアログを開き、ライセンス認証ファイ
ルを表示または編集できます。

ドキュメントサポート
情報

アクティブなドキュメントに関するサポートデータのリストを表示する
ドキュメントサポート情報 (70 ページ)ダイアログを開きます。

QlikView について Qlikview についてダイアログが開かれ、QlikViewのバージョン、シリア
ル番号、所有者名が表示されます。

ドキュメントサポート情報
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10 メニューコマンド

このダイアログには、アクティブなドキュメントに関するサポートデータのリストを表示します。特定
のQlikViewドキュメントに関連するかも知れない不具合やバグをレポートするときには、この情報を
参照する必要があります。ローカルドキュメントにのみ関連している行と、リモートドキュメントにつ
いてのみ言及している行がありますのでご注意下さい。
クリップボードにコピーボタンで、ダイアログの内容をコピーし、テキストドキュメントに貼り付けて
添付したり、都合が良ければ直接サポートのEメールに貼り付けたりできます。
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11 ツールバーとステータスバー

11.1 ツールバー

QlikViewには5種類の標準ツールバーとメニューバーがあります。標準ツールバーにはQlikViewドキ
ュメントを使用する際に行うタスクのボタンが含まれています。一方、デザインツールバーにはドキュ
メントのレイアウトを作成したり変更する際に行うタスクのボタンが含まれています。ナビゲーション
ツールバーには、ドキュメントの論理演算で最もよく使用されるコマンドが含まれています。シート
ツールバーは、異なるシートを移動するための代替的な手段を提供します。一方、ブックマークツール
バーは、ブックマークにアクセスするための代替的な手段を提供します。
各ツールバーは個別に有効化、無効化が可能です。すべてのツールバーはカスタマイズ可能で、使用可
能な任意のコマンドボタンを含めることができます。
各ツールバーは、左端の点線の上にカーソルを配置すると移動できます。マウスの左ボタンを押しなが
ら、任意の位置までドラッグします。ツールバーは、QlikViewアプリケーションウィンドウの任意の
側(上下左右)にドッキングできます。

11.2 標準ツールバー

標準ツールバー

QlikViewの標準ツールバーには、最も必要とされる機能のボタンが含まれています。標準ツールバーの
表示または非表示を切り替えるには、表示メニューのツールバーにある標準ツールバーを選択します。
上記の図と下記の説明は、標準ツールバーのデフォルトの内容です。

ファイルの新規作成 新しいQlikViewウィンドウを開き、新しい QlikViewファイル(51
ページ)を作成できます。このコマンドは、次のキーボードショート
カットで呼び出すこともできます：CTRL+N。

開く 新しいQlikViewウィンドウに、QlikViewファイル(51ページ)もし
くは Table fileを開きます。テーブルファイルを開く場合、自動的に
ファイルウィザード：種類(243ページ)が開きます。このコマンド
は、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+O。

最新の情報に更新 このコマンドが有効に機能するのは、ドキュメントがQlikView
Serverで開かれた状態で、より新しいバージョンのドキュメントが
サーバーに存在する場合のみです。更新コマンドを呼び出すと、最新
のデータにアクセスできますが、選択条件やレイアウトの状態などの
ユーザーのセッションは保持されます。
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保存 アクティブなドキュメントをファイルとして保存します。デフォルト
のファイル形式は ユーザープロパティ：保存(89ページ)で設定さ
れます。

印刷 [印刷]ボタンをクリックすると、印刷：基本設定(111ページ)ペー
ジを開かずに、初期設定のプリンタの設定で選択されたシートオブジ
ェクトが直ぐに印刷されます。印刷可能なオブジェクトが選択されて
いない場合は、ボタンは単色表示になっています。このコマンドは、
次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+P。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で 印
刷：基本設定(111ページ)を開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定
するように要求されます。このボタンは、PDF プリンタがシステムで
使用可能な場合のみ使用できます。

ロードスクリプトの編
集

[ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)ダイアログを開
き、データベースを開いてQlikViewにデータを取得する Scriptを入
力、実行できます。このコマンドは、次のキーボードショートカッ
トで呼び出すこともできます：CTRL+E。

リロード 現在の Scriptを再起動し、前回の実行以降に変更されたソースデー
タを含めるために、連想データベースを更新します。最後に行われた
リロードの時間がタイムスタンプとしてステータスバーに表示されま
す。

レイアウト変更を元に
戻す

シートオブジェクトの移動、サイズ変更、削除、およびシートオブ
ジェクトプロパティの変更を含む最後に行ったレイアウト変更を元に
戻します。シートの削除、シートプロパティの変更、ドキュメント
プロパティの変更も元に戻すことができます。
QlikViewには、最新のレイアウト変更の履歴が保持されます。レイア
ウト変更を元に戻すコマンドごとに、履歴を1つ前に戻します。リ
ロードやデータの削除など一部の操作はUndo/Redoバッファを空
にします。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び
出すこともできます：CTRL+Z。

レイアウト変更のやり
直し

直前に元に戻したレイアウト操作をやり直します。レイアウトの変更
のやり直しコマンドは、「やり直す」ための「元に戻す」アクション
がある限り、リストにあるステップを1度に1つ前に進めます。
リロードやデータの削除など一部の操作はUndo/Redoバッファを
空にします。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼
び出すこともできます：CTRL+Y。
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検索 アクティブなオブジェクトの 検索(127ページ)ボックスを開きま
す。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこ
ともできます：CTRL+F。

現在の選択条件 現在の選択条件ダイアログが開き、アクティブな選択条件を確認でき
ます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出す
こともできます：CTRL+O。

クイックチャートウ
ィザード

クイックチャートウィザード(927ページ)が開き、多数のさまざま
な設定やオプションに煩わされずに、簡単にすばやくチャートを作成
できます。

ブックマークの追加 [ブックマークの追加]ダイアログ(139ページ)ダイアログを開き、
ブックマーク名を編集できます。このコマンドは、次のキーボード
ショートカットで呼び出すこともできます：CTRL+SHIFT+B。

ヘルプトピックス QlikViewヘルプを開きます。

コンテキストヘルプ メニューコマンドなど、選択したオブジェクトに関する特定のヘルプ
を表示します。このボタンをクリックしたら、ヘルプが必要なオブジ
ェクトの上に疑問符(?) を移動します。

11.3 ナビゲーションツールバー

QlikViewのナビゲーションツールバーには、QlikViewを使用してデータを分析する際に最も必要とさ
れる機能のボタンが含まれています。ナビゲーションツールバーの表示または非表示を切り替えるに
は、[表示]メニューの [ツールバー]にある [ナビゲーションツールバー]を選択します。下記の説明
は、ナビゲーションツールバーのデフォルトの内容です。
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クリア このボタンをクリックすると、QlikViewドキュメントの開始選択条件が適
用されます。開始選択条件は設定できます。以下の [クリア選択状態の設
定]を参照してください。ドロップダウンメニューには次の選択肢が提供
されています。
クリア
QlikViewドキュメントを開始する際の選択条件。このコマンドは、次の
キーボードショートカットで呼び出すこともできます：Ctrl+Shift+D。
すべての選択をクリア
ロックされていないすべての選択を解除します。
アンロックとクリア
すべての選択のロックと選択を解除します。
指定ステートをクリア
指定ステートの選択をクリアします。
クリア選択状態の設定
クリア選択状態として現在の選択条件を設定します。
クリア選択状態の解除
クリア選択状態に設定されている選択条件を解除します。

元に戻す 前の論理(選択)状態に戻します。値の選択と、編集メニューのコピーと
コピーモード以外のすべてのコマンドに適用されます。QlikViewには、
最新の100の状態の履歴が保持されます。元に戻すコマンドごとに、履歴
を1つ前に戻します。

やり直し [元に戻す]前の論理状態に戻します。元に戻すとやり直しコマンドを交
互に繰り返すことによって、2つの状態を切り替えることができます。

ロック (選択値) ドキュメント全体の、現在の値の選択をすべてロックします。

アンロック (選択) ドキュメント全体で現在ロックされている値の選択をすべて解除します。

11.4 デザインツールバー

QlikViewデザインツールバー(上記を参照)には、ドキュメントのレイアウトを作成したり変更する際
に行うタスクのボタンが含まれています。このツールバーはデフォルトでは表示されません。デザイン
ツールバーの表示または非表示を切り替えるには、[表示]メニューの [ツールバー]の下にある [デザ
インツールバー]を選択します。上記の図と下記の説明は、デザインツールバーのデフォルトの内容で
す。

シートの追加 ドキュメントに新しいシートを追加します。

シートを左へ アクティブなシートを1つ左に移動します。
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シートを右へ アクティブなシートを1つ右に移動します。

シートプロパティ シートプロパティダイアログが開かれ、アクティブなシートを編集
できます。

リストボックスの追加 データベーステーブルから選択した項目を表示するためのリストボ
ックスを作成します。

統計ボックスの追加 統計ボックスを作成し、項目の絞込値に基づいて統計対象を計算しま
す。

テーブルボックスの追
加

テーブルボックスを作成します。レコードに基づいた情報の表示に適
しています。

マルチボックスの追加 マルチボックスを作成します。さまざまな属性の表示に適していま
す。

チャートの追加 項目および計算軸を表示できるチャートを作成します。

入力ボックスの追加 QlikView変数へのデータの表示や入力に適した入力ボックスを作成し
ます。

選択表示ボックスの追
加

選択表示ボックスを作成します。現在の選択をレイアウトに直接表示
するのに適しています。

ボタンの追加 たとえばショートカットやエクスポートなど、QlikViewで操作を実行
するボタンオブジェクトを作成します。

テキストオブジェクト
の追加

テキスト情報や画像を表示するオブジェクトを作成します。

線/矢印の追加 線/矢印オブジェクトを作成します。線や矢印をレイアウトに描画す
るのに適しています。

スライダー/カレンダ
オブジェクトの追加

新しいスライダー/カレンダオブジェクトを作成します。

ブックマークの追加 新しいブックマークオブジェクトを作成します。

検索オブジェクトを追
加する

新しい検索オブジェクトを作成します。

コンテナの追加 新しいコンテナオブジェクトを作成します。

カスタムオブジェクト
の追加

新しいカスタムオブジェクトを作成します。
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タイムチャートウィ
ザード

タイムチャートウィザードでは、特定の計算基準(数式)を設定し、
今年、去年、過去一年間など異なる期間で比較を行うチャートを作成
できます。

書式のコピー/貼り付
け

このボタンを使用すると、1つのシートオブジェクトから別の1つま
たは複数のシートオブジェクトに書式をコピーできます。1つのオブ
ジェクトに書式をコピーするには、まずコピー元オブジェクトをクリ
ックし、次に[書式のコピー/貼り付け]ボタンを1回クリックした
後、コピー先オブジェクトをクリックします。複数のオブジェクトに
書式をコピーするには、まずコピー元オブジェクトをクリックし、次
に[書式のコピー/貼り付け]ボタンをダブルクリックした後、各コ
ピー先オブジェクトをクリックします。ボタンをもう一度クリックす
るか、ESCキーを押すとコピーを中止します。種類が異なるシートオ
ブジェクト間でフォーマットをコピーしたり、コピー先オブジェクト
のキャプションをクリックすると、枠線/キャプションプロパティだ
けがコピーされます。同じ種類のシートオブジェクト間でコピーする
場合は、オブジェクトタイプ固有のプロパティもコピーされます。

左揃え アクティブなシートオブジェクトを左枠線に揃えます。

左右中央揃え アクティブなシートオブジェクトを水平軸の中央に揃えます。

右揃え アクティブなシートオブジェクトを右枠線に揃えます。

下揃え アクティブなシートオブジェクトを下枠線に揃えます。

上下中央揃え アクティブなシートオブジェクトを垂直軸の中央に揃えます。

上揃え アクティブなシートオブジェクトを上枠線に揃えます。

左右に整列 アクティブなシートオブジェクトを水平軸上に等間隔に整列します。

上下に整列 アクティブなシートオブジェクトを垂直軸上に等間隔に整列します。

左詰め 一番左のオブジェクトの左端を基準にして右方向に、最小限の間隔を
取ってアクティブなシートオブジェクトを配置します。

上詰め 一番上のオブジェクトの上端を基準にして下方向に、最小限の間隔を
取ってアクティブなシートオブジェクトを配置します。

ドキュメントプロパテ
ィ

ドキュメントプロパティダイアログを開きます。現在のドキュメン
トの設定を変更できます。

ユーザープロパティ ユーザープロパティダイアログを開きます。ユーザーの作業方法に
関する設定を変更できます。
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モジュールの編集 [モジュールの編集]ダイアログを開きます。マクロやカスタム定義関
数をVBScript や JScript で記述できます。

テーブルビューアー [テーブルビューアー]ダイアログが開き、データのテーブル構造が表
示されます。

WebView モード AJAXページとしてQlikViewドキュメントを表示するた
め、QlikView内のブラウザを使用するWebViewモードの切り替え
を行います。

11.5 シートツールバー

シートツールバーには、ドキュメント内のすべてのシートのドロップダウンリストが含まれており、
シートを変更するための代替的な手段を提供します。アクティブなシートの名前が常にドロップダウン
ボックスに表示されます。シートツールバーの表示または非表示を切り替えるには、表示メニューの[
ツールバー]の下にあるシートツールバーを選択します。

11.6 ブックマークツールバー

ブックマークツールバーには、ドキュメント内のすべてのブックマークのドロップダウンリストが含ま
れており、ブックマークを変更するための代替的な手段を提供します。ブックマークを選択すると、選
択または変数が変更されるまで、そのブックマークの名前がドロップダウンボックスに表示されます。

ブックマークの追
加

現在の選択条件をブックマークとして保存します。

ブックマークの削
除

ドロップダウンメニューで選択したブックマークを削除します。

11.7 ユーザー設定(ツールバー)

ユーザー設定ダイアログでは、自分の好みに合わせてツールバーを設定できます。(これは一般的にと
ても実用的な機能ですが、ドキュメント設計者がドキュメントユーザーすべてに適用するための標準設
定を強制したい場合もあります。大規模な導入でのQlikViewツールバーのカスタマイズ(82ページ)
を参照してください。)
カスタマイズ可能なツールバーには2つの種類があります。ひとつはQlikViewにすでに定義されてい
るもので、もうひとつは必要に応じて完全にカスタマイズできるものです。
ユーザー設定ダイアログは、以下に説明するツールバー、コマンド、オプションの3ページで構成さ
れています。
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ツールバー

[ユーザー設定]ダイアログ：ツールバー

このページには、使用可能なすべてのツールバーとメニューバーのリストが含まれています。リストの
チェックボックスを使用してツールバーの表示を切り替えます。

新規作成 新しいツールバーを作成します。

名前の変更 強調表示されたツールバーの名前を変更します。このコマンドは5つのデ
フォルトのツールバーでは使用できません。

削除 強調表示されたツールバーを削除します。このコマンドは5つのデフォル
トのツールバーでは使用できません。

リセット 強調表示されたツールバーの設定を初期設定にリセットします。
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コマンド

[ユーザー設定]ダイアログ：コマンド

コマンドページの説明にあるように、ツールバーの内容の追加と削除はとても簡単で、コマンドパネル
から追加したいツールバーにドラッグする、またはその反対を行うだけです。修正するツールバーは、
初めにツールバーページで表示モードに設定されていなければなりません。分類パネルを使用
し、QlikViewメニューごとにリストするコマンドを制限することができます。

オプション
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[ユーザー設定]ダイアログ：オプション

オプションページには、カスタマイズ用の追加設定があります。
メニューとツールバーセクションでは、最も一般的なコマンドだけが含まれたショートメニューを使用
できます。

常にすべてのメニュー
を表示する

最も一般的なコマンドだけが含まれたショートメニューを使用するには、
このチェックボックスをオフにします。
少し時間が経過したら、すべてのメニューを表示する
ショートメニューを使用するとき、このチェックボックスをオンすると、
メニュー上にポインタを置いてしばらくするとすべてのメニューが表示さ
れます。

[初期状態に戻す] このコマンドは、アプリケーションで使用したコマンドの記録を消去し、
メニューとツールバーに表示するコマンドを既定の状態に戻します。ユー
ザー設定は残ります。

[その他]グループには以下の表示オプションがあります。

[大きいアイコン] 必要であれば、この設定でツールバーのアイコンを2倍表示にし、可視性
を向上できます。

ツールバーにツールチ
ップを表示する

このオプションは、ボタン名の表示のオン/オフを切り替えます。

ツールチップにショー
トカットキーを表示す
る

このオプションはポップアップに表示する情報に追加されます。

メニューの表示方法： この設定は、メニュー(とカスケードメニュー)を開く方法に適用しま
す。[規定のシステム設定]設定の他に、ドロップダウンリストでいくつか
のカスタムアニメーションを利用できます。

大規模な導入でのQlikViewツールバーのカスタマイズ

ツールバーの対話型カスタマイズの有効化と無効化

QlikView 7では完全にカスタマイズ可能なツールバーとメニューを採用しました。対話型カスタマイズ
は、Settings.iniにある2つの設定によってオン/オフを切り替えられます。
iniファイルは、Windows Vista、Windows 7およびWindows 8の
C:\Users\username\AppData\Roaming\QlikTech\productnameにあります。それ以前のシス
テムの場合、ファイルは C:\Documents and Settings\username\Application
Data\QlikTech\productnameにあります。
AllowCustomizeToolbars
と
AllowCustomizeMenubar
この値を1に設定すると対話型カスタマイズが有効になり、0にすると無効になります。
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注意!
これらの設定を変更する前に、アプリケーションが終了されていることを確認してください。

多数のコンピュータへのツールバー設定の適用

コンピュータ間でツールバー設定を複製する：
1. 1台のコンピュータでツールバーをカスタマイズします
2. Settings.iniファイルをコピーします。

注意!
機能性を100%保証するためには、複製元コンピュータと複製先コンピュータのQlikViewバージョン
が同じである必要があります。

11.8 ステータスバー

ステータスバーはシートの下にあります。表示 -ステータスバーを選択して表示/非表示を切り替えま
す。ここにはいくつかの興味深い情報が表示されます。
ステータスバーの左側にはいくつかの事項が表示されます。[準備完了]はQlikViewが選択可能なとき
に表示されます。カーソルがグラフィカルチャートの上に移動すると座標が表示されます。
ステータスバーの左側にヘルプを表示することもできます。コマンドやボタンをマウスボタンで押して
放さずにいると、ヘルプが表示されます。マウスボタンを放す前にマウスカーソルをコマンドやボタン
の外に移動すると、コマンドは実行されません。
ステータスバーの中央には日付と時刻が表示されます。最後にデータのリロードを実行したときを表示
します。
アクティブなオブジェクトが [And モード]であれば、[AND]インジケータが表示されます。
ステータスバーの右側には、アクティブリストボックス中のユニークな連結値(または選択値)の数と
ユニーク値の合計数が、先頭にDを付けて表示されます。
さらに右側には、アクティブ項目の頻度が先頭にFを付けて表示されます。この値は、その項目の連結
値(または選択値)のレコード数と合計レコード数を示します。
最後に、ステータスバーには選択インジケータが表示されます。現在のシートでは表示できない選択が
行われると、緑色になります。
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12 ユーザープロパティ

ユーザープロパティはユーザーの作業方法に関する設定で、ドキュメントファイルではなく、コンピ
ュータに保存されます。

12.1 ユーザープロパティ：基本設定

ユーザープロパティ：基本設定

システム項目の表示 選択すると、システム項目(459ページ)が項目名のリストの中にデフォル
トで含まれます。

システム変数の表示 選択すると、システム変数が変数のリストの中にデフォルトで含まれま
す。

サウンドを再生する QlikViewに音声効果を組み込めます。

未使用の画像イメージ
を削除する

シートやシートオブジェクトで使用するビットマップは、使用しない設定
になっていても、通常はドキュメント内で保持されています。チェックボ
ックスをオンにすると、それらを自動的に削除します。

データベース接続の認
証情報を暗号化する

connect ステートメントウィザードで、ユーザー IDとパスワードを暗号
化して connectステートメントをマスクする場合、このチェックボック
スをオンにします。

QlikView 11.20 SR13 85



12 ユーザープロパティ

QlikView を終了する
までログイン情報を保
持する

QlikViewは、ログインする必要のあるQlikViewドキュメントがそのセッ
ションを開いている間、ユーザー IDとパスワードをキャッシュします。こ
のチェックボックスをオフにすると、ドキュメントを開くたびにログイン
が求められます。

リロード終了後、ダイ
アログを自動的に閉じ
ない

このチェックボックスがオフの場合、スクリプトのリロード終了後に、
ロードスクリプトの進捗ダイアログを自動的に閉じます。

水平スクロールバーの
表示

このチェックボックスがオンの場合、アプリケーションウィンドウ内でそ
の位置やサイズによって水平方向に全体が収まりきらないシートオブジェ
クトがあれば、水平スクロールバーがシートに表示されます。

垂直スクロールバーの
表示

上記と同じですが、垂直スクロールバーに行います。

ドキュメントに合わせ
てウィンドウサイズを
変更する

これにチェックを付けると、QlikViewのウィンドウサイズはドキュメント
のサイズによって決定され、ドキュメントが保存されたときのQlikViewウ
ィンドウのサイズとなります。

照会先のない QVD バ
ッファを削除しない

この設定は、作成元のドキュメントに使用されなくなった場合に、自動生
成された QVDファイル(493ページ)をロードスクリプトの実行後に消去
する通常の手順を無視します。この設定は、通常オフにしておきます。

スクリプトログを即時
フラッシュする

性能上の理由から、通常スクリプトログは個々のステートメントの後にデ
ィスクに書き込まれることはありません。このチェックボックスをオンに
すると、スクリプトログの書き込みが行われます。これは、他のプログラ
ムを使用してスクリプトの実行をログ経由で監視する場合に便利です。た
だし、この設定を使用すると、スクリプトに大量のステートメントが含ま
れているような場合にスクリプトの実行時間が著しく増加します。

スクリプト実行後、ス
クリプトダイアログを
再度表示する

スクリプトがロードスクリプトの編集ダイアログから実行され、このチ
ェックボックスがオンであれば、ダイアログはスクリプト実行後にもう一
度開かれます。

新規ドキュメント作成
時に "新規作成ウィ
ザード" を表示する

新規作成ウィザードを開き、Excelの 1シートを使用して新しいドキュメ
ントを作成する方法を手順を追って説明します。

参照元のない QVD バ
ッファを削除する

このボタンを押すと、前述の照会先のない QVD バッファを削除しないを
設定することによって保持された孤立したQVDバッファを手動で削除でき
ます。
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最近使用したドキュメ
ント

このグループを使用して、ファイルメニューとスタートページにある最近
使用したQlikViewファイルのリストを制御します。
メニューに表示する数では、ファイルメニューにリストされる最近使用し
たファイルの数を変更できます。デフォルトは8です。
スタートページに表示する数では、スタートページメニューにリストさ
れる最近使用したファイルの数を変更できます。デフォルトは64です。
これらの変更は再起動した後で有効になります。
メニューにフルパスを表示チェックボックスをオンにすると、ファイルメ
ニューの幅が必要に応じて広くなり、最近使用したファイルのリストにフ
ルパスを表示します。
URL の削除ボタンをクリックすると、最近使用したファイルのリストから
すべてのURLを削除します。

ログファイルのエン
コード

このグループでは、ログファイル用の文字セットを設定できます。初期設
定はANSIですが、Unicodeを選択することも可能です。

選択スタイル設定 スタイル
デフォルトの選択スタイルを設定します。QlikViewでは、リストボックス
やマルチボックスでデータを表示したり選択したりするためにいくつかの
異なる方法をサポートしています。QlikView Classic、コーナータ
グ、LED、および LED チェックボックススタイルはすべて、選択値、絞
込値、および除外値を示すために色分けを使用しています。チェックボッ
クススタイルと LED チェックボックススタイルはWindows の標準イン
ターフェースに類似しており、各値にチェックボックスが付いています。
このデフォルトは、ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)
ページにある対応する設定を変更することにより、そのドキュメントで上
書きできます。QlikView Serverでドキュメントを操作している場合、一
部のマクロトリガーは動作が制限されます。選択スタイルの詳細について
は、QlikViewリファレンスマニュアルの選択スタイルを参照してくださ
い。選択スタイルの詳細については、選択スタイル(120ページ)を参照し
てください。
配色
デフォルトの選択配色を設定します。色に基づいた選択スタイルを使用す
る場合、多数の異なる配色が使用可能です。色分け(119ページ) (選択さ
れていれば緑、ロックされていれば青など)は変更できませんが、さまざま
な色調と強度が可能です。このデフォルトは、ドキュメントプロパティ：
基本設定(508ページ)ページにある対応する設定を変更することにより、
そのドキュメントで上書きできます。
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表示言語の変更 ボタンを押すと表示言語の選択ダイアログが開きます。このダイアログには、コ
ンピュータで使用できるQlikView の表示言語がすべてリストされます。(さまざ
まな表示言語がインストール時に dll ファイルとして含まれます)。新しい言語を
選択した後、変更を反映するにはQlikView を再起動する必要があります。この
変更は、プログラムのユーザーインターフェースとオンラインヘルプ (使用する
コンピュータに適切なヘルプファイルがある場合)の両方の言語に影響します。
表示言語は settings.iniファイルを変更して設定することもできます (このフ
ァイルは C:\Users\username\AppData\Roaming\QlikTech\QlikViewにあ
ります)。InterfaceLanguageを編集して、サポートされている言語に設定しま
す。

ブックマーク選択時の
ポップアップタイムア
ウト時間 (秒)

このチェックボックスをオンにして、ブックマークポップアップウィンド
ウを設定した秒数が経過すると自動的に閉じるように遅延時間を入力しま
す。

WebView モードで表
示する

QlikView内でWebブラウザを使用しAJAXページとしてドキュメントを
表示するWebViewモードのオンとオフを切り替えます。

検索機能の設定 このグループでの設定はデフォルトの検索モードのために行われます。
検索対象に除外値を含める
テキスト検索には、連結値のみを検索する方法と、すべての値を検索する(
検索に除外値が含まれる場合)方法の2つの検索方法があります。このチ
ェックボックスをオンにすると、後者が有効になります。このデフォルト
値はシートオブジェクトレベルで上書きできます。
検索モードの指定
このドロップダウンボックスでは、リストボックスやマルチボックスなど
でのテキスト検索のデフォルトの検索モードを設定できます。デフォルト
は、直接入力を開始したときにだけ適用され、検索開始にはメニュー選択
もキーボードショートカットも使用しません。シートオブジェクトで異な
る設定を選択し、この設定を上書きすることができます。

前回使用したモード
最後に完了した検索の検索モードが使用されます。
ワイルドカード検索
ワイルドカード検索を容易にするため、カーソルを間に置い
た2つのワイルドカードが初期検索文字列として表示されま
す。
あいまい検索
あいまい検索を意味するチルダ(~) が初期検索文字列として
表示されます。
標準検索
初期値としての検索文字列は追加されません。ワイルドカー
ドなしに通常の検索が行われます。
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選択表示ボックスの値
の最大表示数

ここでは、現在の選択条件ダイアログや印刷の選択スタンプに表示される
ユニークな選択値の最大数を指定します。選択する値が多くなると、各々
の項目について"x項目：y"と表示されます。

物理メモリの制限 (%) このコントロールは、アプリケーションによって使用されるRAMの物理的
な最小値と最大値を設定します。このようにして、アプリケーションが物
理メモリにスワップするかどうかを制御できます。ただし、ここに設定し
たメモリ量でオペレーティングシステムが処理できるという保証はありま
せん。
設定が高すぎると、コンピュータの他の処理のパフォーマンスに影響しま
すので、コンピュータがQlikView専用であるのが好ましいとされます。
Windows の仮想メモリマネージャに精通するまでは、これらの設定を変
更しないでください。詳細については、Microsoft Windows のドキュメン
トの作業セットについて参照してください。
設定は次の通りです。
最小値
アプリケーション/プロセスに割り当てられるメモリの最小値をパーセン
テージで設定します。
最大値
アプリケーション/プロセスに割り当てられるメモリの最大値をパーセン
テージで設定します。
キャッシュ
アプリケーション/プロセスにキャッシュとして使用されるメモリ量をパー
センテージで設定します。

12.2 ユーザープロパティ：保存

このページにはQlikViewドキュメントの保存方法の設定が含まれています。
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ユーザープロパティ：保存

保存形式の指定 ここでは、新しいファイル用のデフォルトの保存形式を設定します。現在
のドキュメントにのみ影響する変更を行うには、代わりに ドキュメントプ
ロパティ：基本設定(508ページ)の 保存形式を選択します。

圧縮率
このドロップダウンリストは、新規のドキュメントの保存圧縮モードを指
定します。圧縮を使用すると、ファイルのサイズは一般的に60～80%小
さくなります(実際の結果はドキュメントによって異なります)。圧縮使用
時は、ドキュメント保存にかかる時間が多少長くなります。
[標準]圧縮では、テーブルデータ(QlikView内で既に圧縮済み)以外のド
キュメントのすべての部分が圧縮されます。
[高]圧縮(デフォルト)では、テーブルデータも圧縮されます。多少の容
量が節約されますが、保存時間とロード時間はより長くなります。
[なし]を選択すると、すべてのデータを圧縮しないで保存します。

リロード前に自動保存
する

このボックスをオンにすると、スクリプトが実行される前にドキュメント
を自動的に保存します。
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自動保存の設定 ここでは、現在のQlikViewファイルのバックアップを作成するルールを指
定できます。この自動保存機能は、システムコマンドはシステムがクラッ
シュした場合などにとても便利です。自動保存を一定の間隔(_ 分ごと) で
起きるようにやロードスクリプトを実行する度(リロード後) に起きるよう
に別々に設定できます。

注意!
新規のドキュメントについては、ユーザーがドキュメントに名前を付けて保存し
た後でないと、AutoRecoverファイルは保存されません。

バックアップの作成 ここでは、自動保存機能によって作成されたコピーを保持するルールを指
定できます。バックアップの作成チェックボックスをオンにすると、ドキ
ュメントのバックアップバージョンを何世代保持(最新の _ 世代) するか
を指定でき、またプログラムにも望ましい前のバージョンを選択して保持
させる(古い世代のファイルを追加保存する) ことができます。

12.3 ユーザープロパティ：エディタ

ユーザープロパティ：エディタ

このダイアログでは、QlikViewエディタで使用するテキストに自分の好みを設定することができます。
これには、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ) (ロードスクリプト)、 [数式の編集]
ダイアログ(917ページ)ダイアログ(チャートの数式) そしてマクロ編集用の モジュールの編集(1079
ページ)ダイアログ(モジュール) のエディタが含まれます。ここではテキストボックスでさまざまなテ
キストの種類をアクティブにし、それぞれにフォント、フォントサイズ、テキストの色を設定できま
す。
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ロードスクリプトと数式

標準のテキスト 以下のどのカテゴリにも属さないテキストです。

キーワード ロードスクリプトで使用するキーワード(スクリプトのステートメントと
キーワード(271ページ)で解説)。load、select、directory、semantic
などがあります。

コメント ロードスクリプトまたはチャートに入力されるコメント。

エラー QlikViewが検出するロードスクリプトもしくはチャート式内のエラーで
す。

ハイライトテキスト ロードスクリプトの中で、カーソルをかっこの近くに持っていくと、かっ
ことその中のカンマが強調表示されます。これにより、不足しているかっ
こやカンマが簡単に見つけられます。

項目名 ロードされ、チャートで使用される項目の名前です。

文字列 テキスト文字列としてそのままロードされるテキストです(通常は引用符で
囲まれている)。項目名と文字列の違いについては、スクリプトでの引用符
(358ページ)を参照してください。

関数 スクリプトで使用する関数(集計関数(364ページ)で解
説)。div、left、if、numなどがあります。

ファイル名 この名前のファイルから項目が取得されます。

マクロ スクリプトで使用される変数です。変数の詳細については、スクリプト変
数(346ページ)を参照してください。

集計関数 数式で使用する集計関数(集計関数(364ページ)で解
説)。sum、min、maxなどがあります。

演算子 ロードスクリプトと数式で使用する演算子(演算子(954ページ)で解
説)。+、like などがあります。

テーブルラベル 特定のテーブルに割り当てられたラベルです。詳細については、テーブル
名(345ページ)を参照してください。

Set 分析 数式で使用するSET分析の識別子、修飾子、演算子( Set分析 (992ペー
ジ)で解説)。
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モジュール

標準のテキスト 以下のどのカテゴリにも属さないテキストです。

キーワード Visual Basic Script で予約されたキーワードです。

ハイライトテキスト ロードスクリプトの中で、カーソルをかっこの近くに持っていくと、かっ
ことその中のカンマが強調表示されます。これにより、不足しているかっ
こやカンマが簡単に見つけられます。

数式

標準のテキスト 以下のどのカテゴリにも属さないテキストです。

コメント チャートの数式に入力されるコメント。

エラー かっこの不足など、QlikViewが検出する数式の中のエラーです。

ハイライトテキスト 数式の中で、カーソルをかっこの近くに持っていくと、かっことその中の
カンマが強調表示されます。これにより、不足しているかっこやカンマが
簡単に見つけられます。

項目名 使用する項目の名前です。

関数 チャートの数式でのQlikViewの標準関数名です。

ファイル名 この名前のファイルから項目が取得されます。

集計関数 数式で使用する集計関数(集計関数(364ページ)で解
説)。sum、min、maxなどがあります。

演算子 数式で使用する演算子(演算子(954ページ)で解説)。+、like などがあり
ます。

Set 分析 数式で使用するSET分析の識別子、修飾子、演算子( Set分析 (992ペー
ジ)で解説)。

ドキュメントの標準フォント
このグループで選択したフォントとフォントサイズがすべてのテキストタイプに適用されます。太字、
斜体、下線などのプロパティはチェックボックスを使用して個別に設定できます。
テキストの色ボタンをクリックすると、[色の設定]ダイアログが開き所定の色、もしくは色を作成して
テキストの色を定義することができます。
値をリセットするには、初期設定ボタンをクリックします。
次の機能も同様にエディタで使用できます。

ポップアップヘルプを
有効にする

関数の入力時に小さなポップアップウィンドウに表示するには、このオプ
ションをオンにします。
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カーソル位置を保持す
る

ロードスクリプトおよびマクロのエディタに、エディタを終了したときの
カーソルの位置を記憶させるには、このチェックボックスをオンにしま
す。この機能を使用しない場合、カーソルはマクロモジュールの先頭およ
びスクリプトの末尾にあります。

リッチテキスト形式で
クリップボードにコ
ピーする

エディタのウィンドウからクリップボードに純粋なテキストとしてだけで
はなくRTF としてもコピーするには、このチェックボックスをオンにしま
す。これによりRTF 対応のアプリケーションではテキストの書式設定を保
持したままでインポートして貼り付けることが可能です。

12.4 ユーザープロパティ：デザイン

ユーザープロパティ：デザイン

スクリプトとマクロのショートカットグループでは、スクリプトデバッグダイアログでの特定の操作
についてキーボードショートカットをカスタマイズできます。
スクリプト内で利用できるキーボードショートカットのリストを生成するには、スクリプト内で
CTRL+QSを入力します。

編集 リストからコマンドを選択し、変更ボタンをクリックして、そのコマンド
のキーボードショートカットをカスタマイズします。

2つのキー設定オプションがあります。

Visual Basic キーボードショートカットをVisual Basic のデバッグ環境に対応したデフ
ォルトに設定します。
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Visual C++ キーボードショートカットをVisual C++のデバッグ環境に対応したデフ
ォルトに設定します。

新規ドキュメントごと
にログファイルを作成
する

スクリプトが実行されると、ログファイル(.log) が生成されます。ファイ
ルには、始まりと完了時のタイムスタンプ、実行スクリプトの行数、スク
リプトに生成された行の数、そしてスクリプト実行失敗時のエラーメッ
セージが含まれます。

テーブルファイルウ
ィザードのサンプル表
示行数

読み込まれるテーブルを分析するために、テーブルファイルウィザードに
読み取られるレコードの数を指定します。

スクリプトエンジン設
定

VBScriptまたは JScriptを選択します。

デザイングリッド設定 スナップの間隔 (mm)
デザイングリッド表示の際のスナップポイント間の距離を設定します。
線の間隔 (mm)
デザイングリッド表示の際のグリッド線間の距離を設定します。

余白の標準単位 印刷：レイアウトページのデフォルトの余白単位がcmかインチ(inch) か
をここで選択できます。

スタイルの標準モード すべてのシートオブジェクトのオブジェクトスタイルに使用するモードを
1つ選択します。選択したモードは、すべての新規のドキュメントでデフ
ォルトとして使用されます。

シートオブジェクトの
標準スタイル

このドロップダウンで、シートオブジェクトのスタイルに使用するスタイ
ルを1つ選択します。選択したスタイルは、ドキュメント内のすべての
シートオブジェクトに使用されます。

標準のテーマ ここでは、新規に作成するドキュメントの標準のテーマとして設定する
QlikViewのテーマを選択できます。選択したテーマを使用するためには、
選択したテーマが常にディスクからアクセスできる必要があります。使用
するテーマが、QlikViewドキュメントで発生する可能性のあるすべてのタ
イプのオブジェクトに対して定義されていることも重要です。
テーマのファイルがデフォルトのQlikViewテーマカタログ以外の場所に
ある場合に備えて、ドロップダウンリストの最下部に参照コマンドがあり
ます。標準のテーマが指定されていない場合は、新規に作成されるドキュ
メントは標準のテーマなしで作成されます。
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コンテキストメニュー
にデザインメニュー項
目を常に表示

このチェックボックスをオンにすると、すべてのデザインメニューオプシ
ョンがコンテキストメニューで常に使用可能になります。
オフの場合、いくつかのデザインメニューオプションは [表示]メニュー
(62ページ)のデザイングリッドコマンドがオンになったとき有効になり
ます。

12.5 ユーザープロパティ：オブジェクト

ユーザープロパティ：オブジェクト

ここでは、シートオブジェクトのデフォルト設定が設定されます。

すべての確認メッセー
ジを有効にする

QlikViewが初めてコンピュータにインストールされたときは、多数の警告
ダイアログが有効になっています。これらはそれぞれ、シートやシートオ
ブジェクトを削除したり、メールを送信するなどの特定の操作を実行する
前に確認を求めます。それぞれの警告ダイアログには、"次回からこのメッ
セージを表示しない"というチェックボックスが付いています。チェック
ボックスをオンにすると、それ以降その警告ダイアログは表示されなくな
ります。過去に無効にした警告ダイアログをすべてオンにするには、この
グループの有効にするボタンをクリックします。
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テーブル初期設定 選択アイコンの表示
新規のテーブルボックス、ピボットテーブル、およびストレートテーブル
に、列選択インジケータ(ビーコン)をデフォルトで表示したい場合、この
チェックボックスをオンにします。

ソートアイコンの表示
新規のテーブルボックスとストレートテーブルに、最優先されるソート列
を示すアイコンをデフォルトで表示したい場合、このチェックボックスを
オンにします。

ドロップダウンリストの表示
新規のテーブルボックス、ピボットテーブル、およびストレートテーブル
の項目列に、ドロップダウン選択アイコンを表示したい場合、このチェッ
クボックスをオンにします。

「その他」の標準ラベ
ル

チャートのいくつかの種類では、最大値を設定してプロットするデータ点
の数を制限できます。この制限によって外れたすべてのデータ点は、まと
めて「その他」としてグループ化されます。「その他」の表示ラベルはこ
こで編集できます。

 「合計」の標準ラベル ここでは、棒グラフ、ピボットテーブル、およびストレートテーブルにお
ける「合計」の標準ラベルを指定できます。「合計」の表示ラベルはここ
で編集できます。

キャプションアイコン
初期設定

このグループでは、選択したキャプションアイコンに対するデフォルトが
設定できます。
追加したリストボックスのキャプションに検索アイコンを設定する
このチェックボックスをオンにすると、すべての新規のリストボックス
で、作成時に検索キャプションアイコンがオンになります。これは、より
快適な操作性のために、特にドキュメントをQlikView AJAXクライアント
に公開する場合にお勧めします。
追加したテーブルとチャートのキャプションに印刷と Excel 出力のアイコ
ンを含める
このチェックボックスをオンにすると、すべての新規のテーブルおよびチ
ャートで、作成時に印刷および Excel 出力キャプションアイコンがオンに
なります。これは、より快適な操作性のために、特にドキュメントを
QlikView AJAXクライアントに公開する場合にお勧めします。

スクロールバーの位置
を保持する

この設定が有効の場合、QlikView は、他のオブジェクトで選択が行われたとき
に、スクロールバーが設定されているテーブルやチャートのスクロールの位置を
保持しようとします。設定は、オブジェクトのレイアウトページでも有効にする
必要があります。
ドキュメントを閉じると、スクロールの位置は保持されません。

QlikView 11.20 SR13 97



12 ユーザープロパティ

チャートのマーカー最
大表示数

マーカー付きで表示できるデータ点の数の上限を指定できます。デフォル
トは100です。この機能は、折れ線グラフとコンボチャート上で、線と
マーカー付きの数式がオンになっている場合にのみ有効です。

チャートの背景のクリ
ックで選択をクリアす
る

このチェックボックスをオンにした場合、チャートのプロットエリアの背
景をクリックすると、チャートの軸項目で選択したものはすべてクリアさ
れます。

演算実行中のプログレ
スバーの表示

このグループでは、シートオブジェクトの計算完了に1秒以上かかる場合
の、進捗情報を表示するレベルを決められます。

表示しない
進捗情報は表示されません。

標準
プログレスバーが表示されます。

詳細
プログレスバーと追加のテキスト情報が表示されます。

12.6 フォント

[フォント]ダイアログ
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ここでは、フォント、スタイルおよびフォントサイズを設定します。
フォントの設定は、ひとつのオブジェクト用にはオブジェクトプロパティ：フォントページ、ドキュ
メント上のすべてのオブジェクト用にはドキュメントプロパティ：フォントページのオブジェクトに
適用するボタンで行うことができます。
さらに、新しいオブジェクト用のドキュメントのフォント初期設定は、ドキュメントプロパティ：フ
ォントページで設定できます。2つの初期フォントがあります。
1. 最初のデフォルトフォント(リストボックス、チャートなど) は、リストボックスやチャートな

どのほとんどのオブジェクトで使用されます。
2. 次のデフォルトフォント(テキストオブジェクトとボタン) は、一般的に大きなフォントを必要

とするボタンやテキストボックスに使用されます。
最後に、新しいドキュメントのフォント初期設定は、ユーザープロパティ：フォントページで設定で
きます。
チャート、ボタンおよびテキストオブジェクト (検索オブジェクト以外)には、フォントの色も指定
できます。色は、固定 (違う色を指定するには色ボタンをクリックします)もしくは計算 (数式で動的に
計算します)を選択します。数式は有効な色表現でなければなりません。カラー関数(453ページ)を使
用して作成されます。数式の結果が有効な色表現でない場合は、フォントの色はデフォルトで黒になり
ます。
その他の設定は次のとおりです。

ドロップシャドウ このチェックボックスをオンにすると、テキストにドロップシャドウが追
加されます。

下線 このチェックボックスをオンにすると、テキストに下線が引かれます。

選択したフォントのサンプルが、プレビューパネルに表示されます。
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12.7 ユーザープロパティ：エクスポート

ユーザープロパティ：エクスポート

クリップボードへのコピーグループには、シートオブジェクトをクリップボードにコピーする際のプロ
パティが含まれています。
キャプションと枠線を含めるグループでは、各シートオブジェクト(リストボックス、統計ボックス、
マルチボックス、テーブルボックス、入力ボックス、選択表示ボックスとチャート)について、これら
のレイアウト構造をコピーに含めるかどうかを個別に設定できます。
テーブルのコピー書式でテーブルをコピーするための内容を設定できます。QlikViewのテーブルの[オ
ブジェクト]メニューにあるクリップボードにコピーコマンドから、出力に含める情報を選択できま
す。

テーブル全体をコピー このオプションを選択すると、その選択状態における書式付きのテーブル
がクリップボードにコピーされます。この設定が望ましいのは、プレゼン
テーション用にコピーする時などです。

テーブルのデータのみ
をコピー

このオプションを選択すると、生データのみがコピーされます。この設定
が望ましいのは、ドキュメント間でデータをすばやく移動させたい時など
です。

メニューにオプション
を表示

このオプションを選択すると、クリップボードにコピーコマンドから両方
のオプションが常にドロップダウンリストとして使用できます。
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コピーの標準設定を画像以外にするグループでは、切り取りとコピーコマンド(編集メニュー)が使用
されたときにクリップボードに何を置くかを指定できます。通常はシートオブジェクトのぶっとマッ
プ画像がクリップボードに入りますが、いくつかのシートオブジェクトには追加のオプションを使用で
きます。

テーブルのデータをコ
ピー

このチェックボックスをオンにすると、テーブル(テーブルボックス、ス
トレートテーブル、およびピボットテーブル)は画像ではなくテーブル形
式でコピーされます。

チャートのデータをコ
ピー

このチェックボックスをオンにすると、チャートは画像ではなく基底とな
るテーブル値でコピーされます。

リストボックスの絞込
まれた値をコピー

このチェックボックスをオンにすると、リストボックスは画像ではなく絞
込値でコピーされます。

ボタンのテキストをコ
ピー

このチェックボックスをオンにすると、ボタンは画像ではなくテキストで
コピーされます。

ボタンのテキストをコ
ピー

このチェックボックスをオンにすると、テキストオブジェクトは画像では
なくテキストでコピーされます。

選択表示ボックスの選
択値をコピー

このチェックボックスをオンにすると、選択表示オブジェクトは画像では
なくテキストの選択スタンプでコピーされます。

クリップボードに出力する画像のズームサイズ設定では、シートの現在のズーム倍率とは関係なく、コ
ピーする画像のサイズを決定します。サイズが大きくなりますが、画像を大きくすると画質も上がりま
す。

エクスポート時の選択値出力設定グループでは、ファイルにエクスポートする際に選択スタンプを含め
るかどうかをタイプ別に設定できます。

HTML 出力時 HTMLファイルへのエクスポート時に選択スタンプを含める場合、このチ
ェックボックスをオンにします。

EXCEL 出力時 BIFF (Excel) ファイルへのエクスポート時に選択スタンプを含める場合、
このチェックボックスをオンにします。

エクスポート設定グループでは、デフォルトの出力形式を設定できます。
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数値書式 QlikViewの数値データの数値書式は、ユーザーが定義した設定などによっ
て、いつも他のプログラムと互換性があるとは限りません。ドロップダウ
ンでは、エクスポートする数値データの数値書式に関して3つのオプショ
ンを提供します。

書式あり
ドキュメントのシートオブジェクトに表示されるとおりの数字書式を保持
したまま数値データをエクスポートします。

桁区切りなし
数値データから桁区切りを削除します。

書式なし
データからすべての数字書式設定を削除し、未処理の数値データとしてエ
クスポートします。小数点記号は、システム設定(コントロールパネル) で
定義されたとおりになります。

エンコード 新規のドキュメントでエクスポートする際のデフォルトの文字セットを設
定します。ANSI、Unicode、UTF-8のいずれかを選択できます。

HTML 出力に地域設定
を使用する

このチェックボックスをオンにすると、HTML形式に出力する際に、小数
点記号に関してオペレーティングシステムの地域設定が使用されます。こ
のオプションをオフにすると、地域の設定に関係なく、小数点記号が使用
されます。

Excel 出力設定グループでは、Excel 出力メニューコマンドで使用する書式設定のデフォルトを設定
できます。

Excel のカラーパレッ
トを置換える

オフの場合は、Excelパレットの標準色がQlikViewで選択した色に取って
代わります。元の色は、標準パレットの中の一番近い色によって置き換え
られます。
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12.8 ユーザープロパティ：印刷

ユーザープロパティ、印刷

[チャートの印刷カラー設定]グループでは、チャートからのすべての出力を上書きする設定を指定でき
ます。3つの設定から1つ選択できます。

チャートの設定 カラーもしくはモノクロに関するチャート固有の設定が常に使用されま
す。

カラー印刷 ドキュメントで設定されている色の設定に関わりなく、ビットマップチ
ャートはすべてカラーで印刷されます。

白黒でチャートを印刷 ドキュメントで設定されている色の設定にかかわらず、ビットマップチ
ャートはすべてモノクロで印刷されます。

テーブル印刷時、その内容が数ページにまたがっている場合、すべてのページにヘッダー行や列を表示
したいことがあります。これについては、下のセクション [テーブルのヘッダー設定]グループで決定し
ます。

ヘッダー行を全ての
ページに印刷

このオプションを選択すると、すべてのページにヘッダー行が表示されま
す。

ヘッダー列を全ての
ページに印刷

このオプションを選択すると、すべてのページに(ピボットテーブルの)ヘ
ッダー列が表示されます。

新規オブジェクトの印
刷設定

このボタンは、[ページ設定]ダイアログを開き、ページの余白や印刷の向
きなどを設定できます。
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ポストスクリプトで印
刷する

Microsoft グラフィックスライブラリは、特定のプリンタのポストスクリ
プトドライバと干渉し合うため、[シートの印刷]からの印刷が期待してい
たものよりも鮮明でない場合があります。このチェックボックスをオンに
すると、これを避けることができます。ただし、その場合の印刷時間は大
幅に長くなる場合がある(最大数分)ため注意してください。

12.9 ユーザープロパティ：メール

ユーザープロパティ：メール

ここでは、QlikViewからメールを送信するための設定を行えます。この機能を使用するには、SMTP
サーバーへのアクセスが必要です。

送信者グループでは、QlikViewによって送信される電子メールに送信者として表示される名前と電子
メールアドレスを指定します。

エンコードでは、現在の設定で問題がある場合に、電子メールの送信に使用する文字コードを変更する
ことができます。
電子メールをエンコードするための [MIME 形式で送信する]チェックボックスも利用できます。

サーバーグループでは、QlikViewから発信するメールで使用するSMTPサーバーを指定します。

Address 使用するSMTPサーバーのアドレスです(URLまたは IP番号)。

ポート SMTPサーバーによって使用されるポートです。
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12 ユーザープロパティ

認証方法 SMTPサーバーから認証を求められる場合に、リストから認証方法を選択
します。

ユーザーID 認証に使用されるユーザー IDです。

パスワード 認証に使用されるパスワードです。

12.10 ユーザープロパティ：パス

ユーザープロパティ：パス

ここでは、QlikViewでの作業時に作成される一部のファイルのデフォルトのフォルダの場所を決定でき
ます。また、QlikView ServerおよびQlikView Publisherのドキュメントファイルフォルダへのショー
トカットの設定にも使用されます。さらに、QlikView Server、QlikView Publisher、およびQlikView
AccessPoint のコントロールパネルのURLを指定できます。このページには、変更可能なリソースの
場所のリストが含まれています。
ダイアログの上部のパネルには、変更可能なフォルダの場所のリストが含まれています。
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リソース 次のリソースの場所を変更可能です。

QVD バッファ
QVDファイル(493ページ)のデフォルトの格納場所です。ロードスクリ
プトの bufferedプレフィックスを付けた loadおよび selectステートメ
ントにて生成されます。

テーマ
ユーザー定義のレイアウトテーマのデフォルトの格納場所です。テーマ作
成ウィザード(727ページ)を参照してください。

ユーザードキュメント
デフォルトのルートフォルダの場所です。ユーザーブックマーク、マイレ
ポート、およびユーザーアラートが格納されます。フォルダの内容を移動
しないでこの場所を変更すると、既存のユーザーブックマーク、マイレ
ポート、およびユーザーアラートが失われるため注意してください。

サーバードキュメント
ここでは、QlikView Serverドキュメントフォルダの場所を適宜指定でき
ます。

Publisher ドキュメント
ここでは、QlikView Publisherソースドキュメントフォルダの場所を適宜
指定できます。

QlikView マネージメントコンソール (URL)
ここでは、QlikViewマネージメントコンソール(QMC)、またはQlikView
Enterprise マネージメントコンソール(QEMC) のURLを適宜指定できま
す。

QlikView Server AccessPoint (URL)
ここでは、QlikView AccessPoint を示すURLを適宜指定できます。

QlikView SDK (URL)
ここでは、QlikView SDKを示すURLを適宜指定できます。

ライセンスリースサーバー (URL)
ここでは、QlikViewのライセンスリースサーバーを示すURLを適宜指定
できます。

Publisher 認証テーブル (URL)
ここでは、QlikView Publisherで作成されたセクションアクセス認証テー
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ブルを示すURLを適宜指定できます。セクションアクセス管理
は、QlikView Management Console (QMC) で設定されています。詳細
については、QMCのヘルプを参照してください。

パス それぞれのフォルダーの場所へのパス

リセット このボタンは、選択したリソースの場所をQlikViewのデフォルトにリセッ
トします。リストに表示されたパスの前には<初期設定>というテキスト
が付きます。

編集 リソースフォルダの変更時は、このボタンによってフォルダの参照ダイア
ログが開きます。選択したフォルダをどの場所にするかを参照できま
す。URLのリソース変更時、このボタンにより開くダイアログでURLを入
力できます。

12.11 ユーザープロパティ：セキュリティ

ユーザープロパティ：セキュリティ

このページでは、悪意のあるマクロやスクリプトに対抗するためにQlikViewドキュメントに埋め込ま
れているQlikViewセキュリティ対策の設定を無効にできます。害を及ぼす可能性があるコードを受け
付けるかどうかをユーザーに確認する警告ダイアログは表示されません。これらのオプションは、既知
のドキュメントで作業する場合にのみ慎重に使用してください。

モジュールからの CreateObject と
ローカルファイルへのアクセスを許
可する

このボックスをオンにすると、CreateObject呼び出しが組
み込まれたマクロや外部ファイルにアクセスするマクロを探
すQlikViewのチェックがオフになります。
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スクリプトからのデータベースへの
書込/実行ステートメントの実行を許
可する

このボックスをオンにすると、selectステートメントに
executeコマンドとmode is write修飾子が組み込まれた
スクリプトを探すQlikViewのチェックがオフになります。

ボタン、スクリプト、モジュールか
らのローカルアプリケーション、ド
キュメントの実行を許可する

このボックスをオンにすると、外部プログラムをQlikView
スクリプト、モジュール、またはボタンから起動する際の
QlikViewのチェックがオフになります。

不明な拡張子によるドキュメントフ
ァイルの
作成、データのファイル出力を許可
する

このボックスをオンにすると、疑わしいファイル拡張子が付
いたファイルに保存またはエクスポートする際のQlikView
のチェックがオフになります。

マクロによる外部アプリケーション
の実行時に確認メッセージを表示す
る

このチェックボックスをオフにしない限り、QlikViewは、
マクロから他のアプリケーションを起動することを許可する
かどうかの確認を求めます。

。

12.12 ユーザープロパティ： ライセンス

ユーザープロパティ：ライセンス

QlikView ライセンス

このダイアログは、インストールされているQlikViewの現在の登録情報を表示します。

108 QlikView 11.20 SR13



12 ユーザープロパティ

変更
このボタンをクリックすると、ライセンス用の新しいシリアル番号および新しいコントロールナンバー
を入力できます。変更はQlikViewを再起動した後で有効になります。
ライセンス情報の削除
このボタンをクリックすると、次回アプリケーションを起動するときにライセンス番号が削除されま
す。
ライセンス使用許諾の表示
このボタンをクリックすると、ライセンス使用許諾を表示します。

OEM製品 ID

このオプションはOEMパートナーライセンスで有効になります。

新規ドキュメントに
OEM 製品 ID を使用
する

新規ドキュメント作成時にOEM製品 IDを使用するかどうかを確認するに
は、このチェックボックスをオンにします。

OEM 製品 ID 利用可能なOEM製品 IDをリストします。

編集 OEM製品 IDのエイリアスを編集するにはこのボタンをクリックします。
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13 エクスポートと印刷

13.1 印刷：基本設定

このページでは、プリンタと用紙に関する設定を指定できます。他の印刷設定は、印刷：レイアウト
(112ページ)と 印刷：ヘッダー/フッター(114ページ)ページで設定できます。

印刷：基本設定

[プリンタ]グループでは、ドロップダウンリストに使用できるプリンタがリストされます。プリンタの
[プロパティ]ボタンをクリックしてプロパティにアクセスします。
[用紙]グループでは、使用する用紙のサイズと給紙装置を選択します。
この[プロパティ]ページの他のオプションでは、 [印刷の向き]の変更や、 [印刷範囲]、 [印刷部
数]、 [部単位で印刷]の指定を行えます。
[サイズ]グループには、3つの異なる縮尺のオプションがあります。

任意倍率 _ % このチェックボックスをオンにし、印刷の縮尺を増加または減少させる
パーセント数を入力します。

ページ全体を表示 このチェックボックスをオンにし、用紙サイズに印刷の縮尺を合わせま
す。[印刷の向き]を変更すると良い結果が得られる場合があります。

次のページ数に合わせ
て印刷 _ x _ ページ

このチェックボックスをオンにし、指定したページ数に印刷の縮尺を合わ
せます。

注意！
ファイル：印刷コマンドから印刷ダイアログを開くと、サイズグループは無効になっていますが、代
わりにシートのオプショングループで選択したシートもしくはすべてのシートを決定できます。ま
た、背景を表示 (壁紙)の印刷も設定できます。

次のボタンも使用できます。
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13 エクスポートと印刷

設定の保存 このボタンをクリックすると、このダイアログで作業しながらヘッダーと
フッターの設定を保存できます。

印刷プレビュー このボタンは、現在の印刷可能なオブジェクトの詳細 印刷プレビュー
(116ページ)を表示するウィンドウを開きます。

印刷 このボタンをクリックすると、印刷を行い、このダイアログを閉じます。

13.2 印刷：レイアウト

印刷：レイアウト

このページでは、選択スタンプを印刷と余白の設定を行えます。他の印刷設定は、印刷：基本設定
(111ページ)と 印刷：ヘッダー/フッター(114ページ)ページで設定できます。

選択スタンプを印刷 [選択スタンプを印刷]グループでは、印刷に現在の選択(現在のオブジェ
クトに影響する現在の選択など)を含めるオプションがあります。印刷に
は、テキスト"選択の状態"が、項目と項目値のリストの次に表示されま
す。次のオプションは、どのページに [現在の選択]を含めるかを決定しま
す。[最初のページ]、[すべてのページ - ページの上部]、[すべてのペー
ジ - ページの下部]そして [最後のページ]です。

ラベル (上) 印刷されるシートオブジェクトの前に印刷するテキストを編集ボックスで
指定します。このテキストを 計算式(1053ページ)にすることも可能で
す。[...]ボタンをクリックすると、長い数式をより簡単に編集できる数式
の編集ダイアログが開きます。編集ボックスの隣のフォントボタンを使用
すると、テキストごとのフォントを選択できます。

結び 印刷されるシートオブジェクトの後ろに印刷するテキストを編集ボックス
で指定します。このテキストを 計算式(1053ページ)にすることも可能で
す。[...]ボタンをクリックすると、長い数式をより簡単に編集できる数式
の編集ダイアログが開きます。編集ボックスの隣のフォントボタンを使用
すると、テキストごとのフォントを選択できます。
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余白 [余白]グループでは、印刷されるオブジェクトの周りの余白を定義できま
す。変更は、[印刷]ダイアログの右にあるプレビューパネルで確認できま
す。mm、cm、または"で指定できます。デフォルトの単位は、ユーザー
プロパティ： [デザイン]ページで設定します。
上
用紙の上端と印刷されるオブジェクトの上の枠線との間の距離を指定しま
す。
ヘッダー
ヘッダーは、用紙の上端とヘッダーテキストの間の距離です。ヘッダーテ
キストが表示されるためには、この値を [上]より小さくする必要がありま
す。
左
用紙の左端と印刷されるオブジェクトの左の枠線との間の距離を指定しま
す。
右
用紙の右端と印刷されるオブジェクトの右の枠線との間の距離を指定しま
す。
下
用紙の下端と印刷されるオブジェクトの下の枠線との間の距離を指定しま
す。
フッター
フッターは、用紙の下端とフッターテキストの間の距離です。フッターテ
キストが表示されるためには、この値を [下]より小さくする必要がありま
す。

次のボタンも使用できます。

設定の保存 このボタンをクリックすると、このダイアログで作業しながらレイアウト
の設定を保存できます。

印刷プレビュー このボタンは、現在の印刷可能なオブジェクトの詳細 印刷プレビュー
(116ページ)を表示するウィンドウを開きます。

印刷 このボタンをクリックすると、印刷を行い、このダイアログを閉じます。
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13.3 印刷：ヘッダー/フッター

印刷：ヘッダー/フッター

このページでは、 [ヘッダー]と [フッター]の設定を指定できます。他の印刷設定は、印刷：基本設定
(111ページ)と 印刷：レイアウト(112ページ)ページで設定できます。
以下のボタンを使用して、特定のシステム情報の制御コードを任意のテキストパネルに挿入します。制
御コードは直接入力もできます。

ページ番号 このボタンをクリックするか、コード&[Page] を入力すると、ページ番号
が入力されます。

ページ このボタンをクリックするか、コード&[Pages] を入力すると、ページ総
数が入力されます。このオプションを差し込み文書のレポート使用する
と、印刷を開始する前に計算のために遅延が生じる可能性があります。こ
の状況が起こる時には、警告されます。

日付 このボタンをクリックするか、コード&[Date] を入力すると、現在の日付
が入力されます。日付の書式は、日付と時間(115ページ)ダイアログで設
定できます。

Time (時刻) このボタンをクリックするか、コード&[Time] を入力すると、現在の時刻
が入力されます。時刻の書式は [日付と時間]ダイアログで設定できます。

ファイル このボタンをクリックするか、コード&[File] を入力すると、ファイル名
が入力されます。

シート このボタンをクリックするか、コード&[Sheet] を入力すると、シート名
が入力されます。このオプションはレポートの印刷時には使用できませ
ん。

タイトル このボタンをクリックするか、コード&[Title] を入力すると、印刷するオ
ブジェクトのキャプションのタイトルが入力されます。このオプションは
レポートの印刷時には使用できません。
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図 [画像リスト]ダイアログから画像をインポートには、このボタンをクリッ
クします。画像は、ヘッダーやフッターパネルで画像として印刷されま
す。手動で、コード&[Picture=filename] を入力することもできます。こ
こで、filenameは、グラフィックスを含むファイルの完全なファイル名と
パスです。

レポート このボタンをクリックするか、コード&[Report] を入力すると、印刷され
るオブジェクトのタイトルが印刷されます。このオプションはレポートの
印刷時にのみ使用できます。

ヘッダーとフッターグループでは上記の設定を左側、中央、右側の3つのパネルで行います。表示し
たいパネルにカーソルを置くためにクリックし、ボタンをクリックするかコードを入力します。

次のボタンも使用できます。

フォント このボタンは、フォント(592ページ)ダイアログを開きます。

日付と時間 このボタンは、日付と時間(115ページ)ダイアログを開きます。

初期設定 このボタンをクリックして、ヘッダーとフッターの設定をデフォルトにリ
セットします。

設定の保存 このボタンをクリックすると、このダイアログで作業しながらヘッダーと
フッターの設定を保存できます。

印刷プレビュー このボタンは、現在の印刷可能なオブジェクトの詳細 印刷プレビュー
(116ページ)を表示するウィンドウを開きます。

印刷 このボタンをクリックすると、印刷を行い、このダイアログを閉じます。

13.4 日付と時間

[日付と時間]ダイアログ

ここでは、日付と時間の表示を設定できます。
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システム初期設定を使
用

このチェックボックスをオンにし、Windows などのシステムの日付と時間
の書式を適用します。

現在の設定 現在の日付と時刻の書式が表示されます。

日付 ここでは、日付の書式を設定できます。ドロップダウンリストから書式を
選択します。

日付セパレーター 日付の区切りとして使用する文字を選択します。

Time (時刻) [時刻]グループでは、時刻の書式を設定できます。
24h
24時間制で時刻を表示するにはこのチェックボックスをオンにします。
12h
12時間制で時刻を表示するにはこのチェックボックスをオンにします。
時刻区切り
時刻の区切りとして使用する文字を選択します。
秒の表示
時刻の書式に秒数を表示するにはこのチェックボックスをオンにします。

13.5 シートの印刷

このダイアログを開くには、[ファイル]メニューから [シートの印刷]を選択します。このダイアログ
は、基本設定ページのサイズグループがシートのオプショングループに置き換わっている点以外は、
一般的な印刷ダイアログと同じです。

シートのオプション

[シートのオプション]グループには次の設定があります。

選択したシート このオプションを選択すると、現在のシートだけが印刷されます。

すべてのシート このオプションを選択すると、ドキュメント内のすべてのシートが印刷さ
れます。

背景を表示 印刷時にシートの背景(壁紙)を含める場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。

13.6 印刷プレビュー

印刷可能なシートオブジェクトがどのように印刷されるかを見るために詳細な印刷プレビューを表示す
るには、プレビュー機能を使用します。拡大鏡で、プレビューのサイズをページ全体とサイズと実際の
100%のサイズを切り替えます。

印刷 アクティブなオブジェクトを印刷できる 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログに移
動します。
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ページ数 このドロップダウンメニューで、プレビューに表示するページをすばやく変更できま
す。

前のペー
ジ

プレビューが複数ページある場合は、このボタンをクリックすると前のページが表示さ
れます。

Next プレビューが複数ページある場合は、このボタンをクリックすると次のページが表示さ
れます。

ページの
追加

アクティブなオブジェクトが1ページに収まらない場合に、プレビューを拡張してもう
1ページ含めるようにします。

ページの
削除

現在のプレビューページを削除します。

閉じる このダイアログを閉じます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

13.7 コピーモード

論理モードからコピーモードに切り替えます。コピーモードでは、クリックされた値は、QlikViewド
キュメントの論理状態を変更せずにクリップボードにコピーされます。コピーモードをオンにする
と、 クリップボードコピーリスト(117ページ)ダイアログが開きます。このダイアログで、コピーす
るための値のリストを作成できます。

クリップボードコピーリスト

[クリップボードコピーリスト]ダイアログ
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編集メニューの コピーモード(117ページ)から開きます。このダイアログにより、クリップボードへ
のコピーを簡単に行うことができます。ダイアログが開かれている間は、QlikViewがコピーモードに
なり、クリックした値は自動的にクリップボードコピーリストにコピーされます。ドキュメントがコ
ピーモードの間、QlikViewのロジックは無効になります。

クリップボードの書式 このグループでは、コピーリストの書式を設定します。[列]、[カンマ区
切り線]、[タブ区切り線]のオプションを選択できます。

引用符 このグループでは、選択した要素の引用符を設定できます。
[ ' で引用する]は、すべての要素をシングルクォートで囲みます。コピー
した要素を項目値としてスクリプトに貼り付ける場合に便利です。
[ " で引用する]は、すべての要素をダブルクォートで囲みます。コピーし
た要素を項目名としてスクリプトに貼り付けたり、QlikViewマクロなどの
Visual Basic スクリプトに貼り付ける場合に便利です。
[なし]は、要素を引用符で囲みません。

OK クリップボードコピーリストダイアログを閉じ、内容をWindows のク
リップボードに転送します。

キャンセル 内容をWindows のクリップボードに転送せずに、クリップボードコピー
リストダイアログを閉じます。

13.8 エクスポート/内容をエクスポート

名前を付けて保存ダイアログを開きます。ここで、出力データの名前、場所、ファイル形式を指定でき
ます。
ファイルはカンマ区切りファイル、セミコロン区切りファイル、タブ区切りファイル、Webページ
(HTML)、XML、Excel(xls) のいずれの形式でも保存できます。デフォルトの形式は、タブ区切りファ
イル*.qvo (QlikViewOutput) です。

注意！
qvo ファイルに出力すると、QlikViewドキュメントに表示されるデータが出力されます。Excelに出力
すると、基底のデータが出力されますが、Excelの書式で表示されます。
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14 ロジックと選択

QlikViewでは選択を行うことが主な操作方法になります。選択により、QlikViewにロードされたデー
タのサブセットがフィルタリングされます。
選択を使用して詳細を知りたいものを指し示すと、QlikViewは色分けされた絞込値と除外された値を異
なる色で示します。

14.1 1 つの項目値の選択

値をクリックするだけで、項目から値を1つ選択できます。一度選択すると、セルが緑になり、新しい
状態(選択済み)を示します。選択は現在のシートおよび他のシート上にある別のシートオブジェクト
の多数の値の状態に影響を与える可能性があります。
白いセルは、連結された項目値を表し、灰色のセルは選択によって除外された項目値を表します。選択
を行うと、関連のあるすべてのテーブル間で自然結合が動的に評価されます。
ほとんどの種類のシートオブジェクトで選択を行うことができます。
以前に選択された値を解除するには、その値をクリックします。また、[クリア]を [オブジェクト]メ
ニューから選択するか、[クリア]コマンドのひとつを [選択]メニューから選択することもできます。
除外値をクリックすると、この値と競合する選択は取り消され、クリックした値が選択されます。

14.2 色分け

項目値の状態は、セルの色で示されます。
デフォルトで次の配色が使用されます。

l 選択値緑
l 連結値白
l 除外値灰色

特別な状況で使用できる他の色分けもあります。
l 選択肢白/黄色
l ロック値青
l 強制除外の結果赤

デフォルトの配色(Classic) のデフォルトの色は、[ドキュメントプロパティ：基本設定]ページの [選
択スタイル設定]グループで別の配色を選択すると変更できます。
選択状態の表示切替(576ページ)オプションをオンにすると、対応するリストボックス内の選択され
ていないセルが他の項目の選択によって除外されていない限り、それらのセルは選択肢の値(白または
薄い黄色)として表示されます。ただし、それらのセルは論理的に除外されているため、絞込値(連結値
および選択値)で実行される計算には含まれません。選択状態の表示切替オプションをオフにすると、
選択されていないセルが除外(灰色)対象として表示されます。
チェックボックス選択スタイルには、この配色は使用されません。
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14.3 選択スタイル

QlikViewでは、リストボックスやチャート、その他のオブジェクトで項目値を表示したり選択したり
するための数多くの異なる方法をサポートしています。[QlikView Classic]、[コーナータグ]、およ
び[LED]スタイルはすべて、選択値、絞込値、および除外値を示すために色分けを使用しています。[
チェックボックス]スタイルはWindows の標準インターフェースに類似しており、各々の値にチェッ
クボックスが付いています。LED チェックボックスは、色分けとチェックボックススタイルを組み合
わせて使用するスタイルです。
色に基づいた選択スタイルを使用する場合、多数の異なる配色が使用可能です。基本色(選択されてい
れば緑、ロックされていれば青など)は変更できませんが、さまざまな色調と強度が可能です。
使用するスタイルは、いくつかの異なる方法で管理できます。

l [ドキュメントプロパティ：基本設定]ページ(ドキュメントプロパティ：基本設定(508ペー
ジ))

l [ユーザープロパティ：基本設定]ページ(ユーザープロパティ(85ページ))
l [リストボックスプロパティ：プレゼンテーション]ページ(リストボックスプロパティ：プレ
ゼンテーション(587ページ))

論理状態の表現

QlikViewでの項目値の論理状態は、[QlikView Classic]スタイルで色分けされており、リストボック
スとマルチボックスのセル内の背景とテキストの色分けによって表現します。その他のシートオブジェ
クト内やシートタブに、選択を示す選択ビーコンが表示される場合があります。リストボックスとマル
チボックスのデータの左に表示されることのある&および !文字は、AND選択と強制除外(NOT選択
と呼ばれることもあります)を示します。
[チェックボックス]スタイルでは、色分けは、リストボックスとマルチボックス内の絞込値と除外値
を示すセルの背景の白と灰色だけです。ただし、すべてのセルにデータのアイコン機能があり、論理ス
テータスを示します。これらのアイコンは、ドキュメントの他の部分の選択ビーコンの場所にも表示さ
れます。
違いを次の表にまとめました。

QlikView の状
態

QlikView の色
分けスタイル

Windows チェ
ックボックス
スタイル (アイ

コン)

絞込値 白/黒

除外値 灰色/ライトグ
レー

選択値 緑/黒
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QlikView の状
態

QlikView の色
分けスタイル

Windows チェ
ックボックス
スタイル (アイ

コン)

除外値の選択 灰色/ライトグ
レー

ロック 青/黄色

除外値のロック 灰色/ライトグ
レー

AND選択 緑/黒と&

強制排除の対象 赤/黒と !

論理的な動作

[チェックボックス]スタイルと [LED チェックボックス]スタイルの論理的な動作は、色分けのスタ
イルと2つの点で異なります。
1. チェックボックスと LED チェックボックススタイルでの選択はすべて、選択の切り替えと見な

されます。つまり、色分けスタイルでCtrlキーを押しながら選択する場合と同じように動作しま
す。

2. すべてのリストボックスは、プロパティの実際の設定とは関係なく、[選択状態の表示切替]オ
プションが選択されているように処理されます。

14.4 インジケータ

インジケータ(ビーコン)は色の付いたドットで、 tabsや ステータスバー(83ページ)の右手角に表示
されます。インジケータは、現在表示しているシート上で利用できない項目に実行されている選択につ
いて、注意を促すためのものです。QlikViewドキュメントのすべてのシートは常に内部で結合されてい
るため、たとえそれが即座に現れなくても、選択はアクティブなシートの表示に影響します。これが、
インジケータを使用する主な理由です。
QlikViewテーブル(テーブルボックス、ストレートテーブル、およびピボットテーブル)のデータ項目
の右上角にも選択インジケータが表示されます。テーブルの選択はそれ自身が色分けされていないた
め、これは便利なオプションです。オプションは、ユーザープロパティ：オブジェクト(96ページ)ダ
イアログで選択/選択解除できます。
選択インジケータは、選択表示ボックスと自由に移動できる選択表示ウィンドウにも表示され、選択値
とロック値を区別します。

インジケータの配色

インジケータの色は、一般的な配色に従います。
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緑 選択値

青 ロック値

赤 強制除外に含まれているANDモードの値

例：
以下は、異なるインジケータが選択表示ボックスでどのように表示されるかを示したものです。

14.5 項目内の複数選択

1つの項目内で複数選択を行うには(1つの項目からの複数の値を許可するなど)、次の方法がありま
す。

l リストボックス内にカーソルを置き、マウスボタンを押しながら複数の項目値の上をドラッグす
る。

l 選択する最初の項目値をクリックし、Ctrlキーを押しながらその他の選択する項目をそれぞれク
リックする。

l 選択する最初の項目値をクリックし、Shift キーを押しながら選択する1番下の項目値をクリック
する。これにより、その間にある値すべてが選択されます。ただし、ソート機能がオンになって
いると、最初の選択で順序が変更される場合があり、正しく次を選択することが難しくなる場合
があります。

l テキスト検索を確認してEnterを押す。これにより、一致するすべての項目値が選択されま
す。Ctrlキーを押しながらEnterを押すと、テキスト検索による選択が前の選択に追加されま
す。

選択された項目を選択解除するには、Ctrlキーを押しながらその選択をクリックします。
1つのリストボックスで複数の項目を選択し、他のリストボックスの選択可能な連結値から新しく選択
する場合、1つ目のリストボックスの選択値の一部が除外される場合があります。ただし、2つ目のリ
ストボックスの選択を取り消すと、デフォルトでは、以前の選択が元の状態に戻ります。
複数選択は通常、論理和ORとして解釈されます。つまり、QlikViewは選択した項目値のいずれかに関
連するソリューションを見つけます。

14.6 選択の移動

キーボードのキーを使用すると、アクティブなリストボックスまたは開いているマルチボックス項目の
現在の選択を移動できます。

i 現在の選択をリストボックスの1つ下に移動します。最後の値に届くと、選択は最初
の項目に戻ります。リストボックスで何も選択されていない場合は、リストボック
スはセルを一度に1つ下にスクロールします。
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h 現在の選択をリストボックスの1つ上に移動します。最初の値に届くと、選択は最後
の項目に戻ります。リストボックスで何も選択されていない場合は、リストボック
スはセルを一度に1つ上にスクロールします。

Page Up 最も外側のにある選択値の間の距離と等しい間隔分、現在の選択をリストボックスの
上方に移動します。最初の値に届くと、選択は最後の項目に戻ります。リストボック
スで何も選択されていない場合は、リストボックスは一度に1ページ上にスクロール
します。

Page
Down

最も外側のにある選択値の間の距離と等しい間隔分、現在の選択をリストボックスの
下方に移動します。最後の値に届くと、選択は最初の項目に戻ります。リストボック
スで何も選択されていない場合は、リストボックスは一度に1ページ下にスクロール
します。

Home 現在の選択をリストの先頭に移動します。

End 現在の選択をリストの末尾に移動します。

例：
以下のリストボックスでEとF を選択し、異なるキーを使うと以下の結果を得られます。

i F とGが選択されます。

h DとEが選択されます。

Page Up CとDが選択されます。

Page
Down

GとHが選択されます。

Home AとBが選択されます。

End Iと J が選択されます。

14.7 選択されている項目値のロック

除外されている項目値を選択すると、新しい選択と競合する前の選択は取り消されます。このように前
の選択が取り消されることを防ぐには、[オブジェクト]メニューを開いて [ロック]コマンドを選択
し、リストボックス内のすべての選択をロックします。
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前に設定したロックを解除するには、リストボックスの [オブジェクト]メニューを開き、[アンロッ
ク]を選択します。すべての選択全体に対する一般的なロックとアンロックは、[選択]メニューから実
行できます。
他の項目でロックされている選択と競合する値を選択しようとすると、選択は失敗します。
リストボックス、マルチボックス、スライダーオブジェクトの [ロック項目の上書き]設定により、項
目内のロックされている選択を特定のシートオブジェクトから上書きできます。その項目は、他の項目
での選択による論理的な変更に対してはロックされます。スライダーオブジェクトでは、このオプショ
ンは、デフォルトでオンになっています。

14.8 現在の選択条件

選択表示ウィンドウでは、選択値が項目名と項目値にリストされます。このウィンドウは常にシートの
上に配置され、ドキュメントの選択状態を把握するのに役立ちます。状態列で、インジケータ(121
ページ)は、選択値とロック値を区別するために使用されます。表示メニューまたはツールバーの選択
表示ボタンから開きます。
強調表示されている項目がない状態で選択表示ウィンドウ内を右クリックすると、次のコマンドを含む
フロートメニューが表示されます。

すべての選択をクリア ドキュメントのすべての選択値を選択解除します。

選択値をすべてロック
する

ドキュメントのすべての選択値をロックします。

すべてをアンロック ドキュメントのすべてのロックされている値をロック解除します。

データ ドキュメントのすべての選択値の名前と選択されている項目の名前をクリ
ップボードにコピーします。

選択表示ウィンドウは、サイズ変更可能であるということとドキュメントの作業中に開いたままにでき
るという点でシートオブジェクトと同じです。現在のQlikViewドキュメントを閉じても、これは開い
たままになり、その内容は別のドキュメントが開かれると変更されます。シートオブジェクトと同様
に、新しい選択が行われると即座に動的に更新され、現在の選択の概要をいつでも把握できます。
選択表示ウィンドウに表示されるユニークな選択値の最大数は、ユーザープロパティダイアログ(ユー
ザープロパティ(85ページ)) で指定されます。選択する値が多くなると、各々の項目について「x項
目：y」と表示されます。
[AND] ボックスでの選択では、それが選択か除外かによって&または !が先頭に表示されます。

注意!
検索により項目内で選択を行った場合は、項目値として検索文字列が表示されます。
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14.9 他のオブジェクトの選択

ほとんどのオブジェクトでは項目で直接選択を行うことができます。テーブルでは、セルの色が緑色に
なり、値が選択されていることを示します。クリックして単一の値を選択するか、マウスでペイントし
て複数の値を選択します。
また、検索によって選択することも可能です。
次のセクションでは、さまざまなタイプのオブジェクトで選択を行う方法について説明します。以下の
説明のようにオブジェクトで選択を行えない場合は、チャートが分離モード、もしくは読み取り専用
モードに設定されている可能性があります。

統計ボックス

統計ボックスでは、[最小値]、[最大値]、[中央値]などいくつかの統計量をクリックし、それに対応す
る値を選択できます。統計ボックスでは、その選択はマークされませんが、その他のボックスでマーク
されます。

マルチボックス

マルチボックスの1行は項目を表します。小さな矢印をクリックすると、項目に属する値のリストを表
示します。選択と検索は、リストボックスと同様にこのリストでも行うことができます。

テーブルボックス

任意のセルをクリックするか、1行以上かつ1列以上で構成される領域をペイントすると選択できま
す。ドロップダウンリストチェックボックスがオンの場合、列のヘッダーに矢印が表示されます。矢印
をクリックすると、この項目に属する値のリストを表示します。選択と検索は、リストボックスと同様
にこのリストでも行うことができます。

スライダー/カレンダオブジェクト

スライダーでは、ひとつの項目を基準に、スライダーを目的の位置に合わせて値の選択を行うことがで
きます。スライダーが適宜に設定されている場合、スライダーのサイズをマウスのクリックで変更する
ことが可能です。この場合、複数の値を選択できます。
カレンダオブジェクトにある小さなカレンダのアイコンをクリックするとカレンダが開きます。カレン
ダオブジェクトの設定に基づいて、マウスで日付または期間を選択でき、その選択が基底の項目に転送
されます。Ctrl+Clickを使用すると、異なる月や年であっても複数の期間を選択できます。

棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、グリッドチャート、
および散布図

このようなオブジェクトでは、さまざまな方法で選択を行うことができます。
l 単一のデータ点をクリックするか、プロットエリア内で複数のデータ点をペイントできます。ペ
イントすると、範囲内の領域は緑のラスタがかかって表示されます。選択したデータ点の計算に
使用される軸の値が選択されます。

l チャートの凡例内(凡例が軸の値でなくチャートの数式を示している場合を除く)をクリックする
かペイントできます。
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l 軸とそのラベル(散布図を除く)をクリックするかペイントできます。対応する項目値が選択され
ます。

l 数式の軸とそのラベルをペイントできます。指定された結果領域でデータ点を生成する項目値が
選択されます。

ユーザーの要望を反映して、2軸以上の折れ線グラフと棒グラフでペイントして選択する場合の
QlikViewの選択ロジックの動作は、他のチャートとは少し異なります。これらのグラフでの選択は、両
方の軸に同時には影響を与えません。
折れ線グラフの選択は、主に第2軸で行われます。つまり、ある線をペイントすると、x軸のすべての
軸の値の線全体が選択されます。
棒グラフでは、逆が適用されます。選択は、最初に第1軸に適用されます。つまり、1つの棒のセグメ
ントをクリックすると、そのセグメントのx軸の値が選択され、すべてのスタックやクラスターのセグ
メントは選択可能のままです。選択で第1軸の選択が1つの値に絞り込まれた場合、古い選択ロジック
が再度適用され、第2軸も選択できるようになります。
コンボチャートでは、選択はすべての軸に影響を与えます。

円グラフ

プロットエリア内で1つのスライスをクリックするか、複数のスライスをペイントすると選択できま
す。ペイントすると、範囲内の領域は緑のラスタがかかって表示されます。選択したデータ点の計算に
使用される軸の値が選択されます。
チャートの凡例をクリックするかペイントして、選択を行うことも可能です。

ブロックチャート

ブロックチャートの各ブロックを選択できます。ドリルダウン機能を使用して、特定の軸を参照しま
す。最初のブロックを選択すると最初の軸が参照され、最初のブロック内で2番目のブロックを選択す
ると、2番目の軸が参照されます。
領域をペイントして、複数のブロックを選択することもできます。この選択領域は、マウスボタンを放
すまで緑色で表示されます。そういった選択は第1軸のひとつの値、もしくは複数の値を照会します。
ブロックに対応するこれらの値を基準に計算が行われます。選択が第1軸に属する複数値のブロック枠
をまたがる場合、選択した範囲の値だけではなく、第2、第3軸に属する関連するすべての値にも影響
します。

ゲージチャート

ゲージチャートでは軸が定義されていないため、選択を行うことはできません。

ストレートテーブル

1つのセルをクリックするか、複数のセルをペイントすると、ストレートテーブルの軸の列内で選択で
きます。この選択領域は、マウスボタンを放すまで緑色で表示されます。
軸を示す列のドロップダウンリストチェックボックスがオンの場合、小さな矢印が列のヘッダーに表
示されます。矢印をクリックすると、項目のすべての値のリストを表示します。このリストでは選択と
検索を実行できます。
1つのセル内をクリックすると、数式の列内で選択できます。選択した数式のセルの計算に使用される
軸の値が選択されます。
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ピボットテーブル

1つのセルをクリックすると、ピボットテーブルの軸の列/行内で選択できます。選択されたセルは、マ
ウスボタンを放すまで緑色で表示されます。
軸を示す列のドロップダウンリストチェックボックスがオンの場合、小さな矢印が列のヘッダーに表
示されます。矢印をクリックすると、項目のすべての値のリストを表示します。このリストでは選択と
検索を実行できます。
1つのセル内をクリックすると、数式の列内でも選択できます。選択した数式のセルの計算に使用され
る軸の値が選択されます。

14.10 検索

QlikViewオブジェクトで値をクリックして選択を行う代わりに、テキストまたは数値検索を使用して選
択することもできます。

検索を使用した選択

次のセクションでは、テキスト検索を使用して選択を行う方法と、QlikViewが異なるコマンドに応答す
る方法について説明します。以下の手順を行ってください。
1. リストボックスのキャプションをクリックして、検索文字列を入力します。文字列では、大文字

と小文字が区別されます。
検索文字列がポップアップの検索ボックスに表示されます。検索文字列の条件を満たす選択された項目
のすべての値が結果に表示されます。
2. Enterを押すか、結果のセルのひとつをクリックして値を選択します。Ctrlキーを押しながら

Enterを押すと、テキスト検索による選択が前の選択に追加されます。
EnterキーまたはEsc キーを押すか、レイアウト内をクリックすると、検索ボックスは自動的に閉じま
す。検索ボックスのxアイコンをクリックして検索ボックスを閉じることもできます。検索ボックスは
サイズ変更可能で、再度開いたときにそのサイズを維持します。

複数のリストボックスでの検索

検索にはアクティブなリストボックスがすべて含まれます。複数のリストボックスを検索するに
は、Shift を押しながらキャプションをクリックしてリストボックスをアクティブにします。複数のア
クティブなリストボックスに連結値がある限り、Enterを押して結果の値を選択することはできませ
ん。
すでに選択が行われている場合、検索を解釈できる方法は2通りあります。

l 連結値のみを検索
l すべての値を検索(検索で除外された値を含む)

作業する検索モードを設定するには、ユーザープロパティダイアログの検索対象に除外値を含めるを
オンまたはオフにします。このモードで特定の個別のシートオブジェクトも設定できます。

注意：
論理積(AND) オプションを項目に設定すると、検索された値を複数選択できない場合があります。
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テキスト検索

検索の最も簡単な方法は、テキスト検索です。入力したテキスト文字列に一致する項目値が検索されま
す。
ワイルドカードを使用しない標準検索の場合、QlikViewは検索文字列と同じように始まる単語を検索し
ます。検索文字列に空白で区切られた複数の単語が含まれる場合、QlikViewはそれを複数の検索文字列
と解釈し、いずれかの文字列を含む項目値を表示します。
ワイルドカードが使用されると、検索文字列全体に合致するレコードのみが表示され、空白が論理和
(or) と解釈されることはありません。ワイルドカードは、その位置に関係なく検索文字列に複数回指定
することができます。次のワイルドカードを使用できます。

* 0個以上の文字。

? 任意の1文字。

^ フィールド値の文字の始め
このワイルドカードはその他のワイ
ルドカードとあわせて使われます。

Enterを押して検索された値を選択するか、Esc を押して操作をキャンセルします。

例：
選択された検索方法に応じて以下の結果が返されます。

文字列 検索方法 結果

ab 標準 abで始まる単語を含むすべての値が返されます。

*^ab* ワイルドカード abで始まる単語を含むすべての値が返されます。
abの標準検索と同様ですが、ワイルドカードを使ってより複雑
な検索ができる点で標準検索とは異なります。SET 分析など、
プログラムでの検索でも使用できます。

a* ワイルドカード 文字aで始まるすべての値が返されます。

*b* ワイルドカード 文字bを含むすべての値が返されます。

あいまい検索

あいまい検索は、検索文字列への類似度に応じてすべての項目を比較し、ソートする以外は、標準の検
索に類似しています。あいまい検索は、スペルミスが問題となるような場合に特に便利です。お互いに
ほとんど同じ値を複数検索するのにも役立ちます。
あいまい検索が使用されるときは、チルダ記号(~) が検索文字の前に表示されます。
テキスト検索をチルダ記号で開始すると、あいまい検索モードでテキスト検索ウィンドウが開きます。
検索ウィンドウにはチルダ(~) が表示され、その後にカーソルが置かれています。入力すると、すべて
の値が検索文字列との類似性の高さに基づいてソートされ、最も一致している値がリストの一番上にき
ます。Enterキーを押すと、リストの最初の値が選択されます。
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数値検索

数値検索を使用して選択することもできます。テキスト検索とほぼ同じです。唯一の違いは、検索文字
列が以下の関係演算子のいずれかで始まる必要があるという点です。

演算子 説明

> より大きい

>= 以上

< 未満

<= 以下

例：

>900 900より大きいすべての値を検索します

<=900 900以下のすべての値を検索します

>900<1000 900より大きく、かつ1000より小さい値がすべて検索
されます

<900>1000 900より小さい、または1000より大きい値がすべて検
索されます

初期検索モード

テキストを入力し始める場合の動作は異なる可能性があります。QlikViewが検索文字列にワイルドカー
ドを追加して、ワイルドカード検索を行うことがあります。
好みの検索モードは、オブジェクトのプロパティ、もしくはユーザープロパティで設定できます。

検索文字列の評価

検索文字列が入力、編集された後、QlikViewは上記のどの検索動作を選択するかを評価します。
検索文字列にワイルドカード文字が含まれている場合は、標準検索ではなくワイルドカード検索が行わ
れます。
検索文字列にワイルドカード、より大きい(>)、より小さい(<) といった文字を追加するか削除する
と、いつでも検索モードを変更できます。

連想検索

検索ボックスには、右側にシェブロン(>>) が含まれています。これをクリックすると、検索ボックス
は右側に拡張され、1つ目の検索結果の横に2つ目の検索結果が表示されます。この2つ目のリストに
は、他の項目で合致した検索結果が含まれます。2つ目の検索結果をクリックし、一時的な選択を行う
ことができます。この選択により、1つ目の選択結果がさらに絞り込まれます。2つ目の検索結果で選
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択を行うと、最初のリストで選択を行う前に新しい検索文字列を入力することができます。最後に、1
つ目の検索結果で選択を行うと、2つ目の検索結果は閉じられます。

高度な検索

複雑な検索式では、[高度な検索]ダイアログを使用できます。これはキーボードのショートカット
CTRL+SHIFT+F で呼び出せます。等号(=) を使用してテキスト検索を開始する場合は、関連項目と
ブール論理の検索条件を含む高度な検索式を入力できます。等号の後には、任意の有効なQlikViewレ
イアウト数式を入力できます( [数式の編集]ダイアログ(917ページ))。この数式は、検索項目の項目
値ごとに評価されます。検索式が0以外の値を返すすべての値が選択されます。

例：
=MyField like 'A*' or MyField like '*Z'

項目MyField を含むリストボックスから例を呼び出すと、文字Aで始まるか文字Zで終
わるすべての項目値が検索で返されます。

例：
=sum(Sales)>sum(Budget)

項目Salesmanを含むリストボックスから例を呼び出すと、関連付けられている売り上
げ値が関連付けられているBudget より大きなすべての営業担当が検索で返されます。

14.11 [高度な検索]ダイアログ

[高度な検索]ダイアログ

[高度な検索]ダイアログを使用すると、QlikView項目に適用する複雑な検索クエリを作成できます。
アクティブなリストボックスに入力して検索を開始するときに表示される標準の 検索(127ページ)ボ
ックスとは異なり、検索の結果は、検索ボタンを押して検索を実行するまでレイアウトに対話的に表示
されません。ダイアログは、QlikViewレイアウトでの作業中は開いたままにできます。ダイアログは全
面的にサイズ変更可能で、大きく複雑な数式を簡単に編集できます。
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検索を行う項目 検索を実行する項目。ダイアログに入力するときにアクティブなリスト
ボックスの項目に設定されます。ドロップダウンを使用していつでも検
索項目を変更できます。

検索の数式 検索の数式を入力する場所です。通常の検索ボックスを使用した場合と
同じルールが適用されます。

検索 検索を検索項目に適用します。

元に戻す QlikViewは、過去の選択条件を100段階まで記憶します。選択条件の
リストを1つ前に戻すにはこのボタンをクリックします。

やり直し 選択条件のリストを1つ次に進めるにはこのボタンをクリックします(
直前の元に戻すコマンドを取り消すのと同じです)。[元に戻す]コマン
ドを直前で使用した場合に限り使用できます。

検索項目の選択をクリ
ア

現在の検索項目の選択をクリアします。

すべての選択をクリア ドキュメント内のすべての選択をクリアします。

ヘルプ 高度な検索の [ヘルプ]ダイアログを開きます。

閉じる ダイアログを閉じます。

ダイアログの最下部にある3つのタブを含むパネルは、高度な検索の数式を構築する際に役立ちます。

項目

[項目]タブを選択すると、QlikView項目データに関連する構文を貼り付けるためのコントロールを使
用できます。

集計 このドロップダウンから、QlikViewレイアウトで使用できる統計集計関数
を選択できます。

テーブル このドロップダウンで、選択する項目のあるテーブルを選択すると、項目
のドロップダウンを使用した操作が簡単になります。

項目 このドロップダウンリストには、使用可能なすべての項目がリストされま
す。上のテーブルドロップダウンで特定のテーブルを選択すると、リスト
を絞り込むことができます。

システム項目の表示 このチェックボックスをオンにすると、ドキュメントの項目のリストにシ
ステム項目が表示されます。

Distinct デフォルトでは、統計関数は、元のテーブル内の出現数に基づいて計算さ
れます。ただし、重複を計算してはならない場合があります。その場合
は、このチェックボックスをオンにしてから関数を貼り付けます。

貼り付け 選択した関数または項目そのものを検索の数式編集ボックスに貼り付けま
す。分位数関数を使用する場合には、パーセンテージを使用できます。
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関数

[関数]タブを選択すると、QlikViewの一般的な関数に関連する構文を貼り付けるためのコントロール
を使用できます。

関数の種類 ドロップダウンで関数の種類を選択すると、関数のドロップダウンを使用
した操作が簡単になります。

関数 QlikViewレイアウトで使用できるすべての関数の中から、数式に貼り付け
る関数をドロップダウンから選択できます。上記の [関数の種類]ドロップ
ダウンで選択し、特定のカテゴリに属する関数のみを表示するようにリス
トを限定できます。

貼り付け 選択した関数名を [検索の数式]編集ボックスに貼り付けます。

ダイアログの最下部に、関数ドロップダウンで選択している関数の引数の構文が表示されるパネルがあ
ります。

変数

[変数]タブを選択すると、QlikViewの変数に関連する構文を貼り付けるためのコントロールを使用で
きます。

変数 ドロップダウンで、ドキュメントで現在定義されているすべての変数を確
認できます。
貼り付け
選択した関数を検索の数式編集ボックスに貼り付けます。
システム変数の表示
このチェックボックスをオンにすると、システム変数が変数ドロップダ
ウンのリストに表示されます。

ダイアログの最下部に、変数ドロップダウンで選択している変数の現在の値を表示するパネルがありま
す。

14.12 リストボックスのANDモード

項目での複数選択は、初期設定では論理和(OR) として解釈され、項目の選択値のいずれかに関連づけ
られているデータが他の項目で表示されます。
ただし、リストボックスでANDモードを設定することが可能です。ANDモードに設定されたリスト
ボックスで複数選択を行うと、選択された項目値のすべてに関連するデータのみが他の項目に表示され
ます。

例：
顧客が異なる品物を購入したことに関する情報がデータソースに含まれています。
初期モードでいくつかの品物を選択すると、選択した品物を購入した顧客がQlikViewに表示されま
す。
ANDモードでいくつかの品物を選択すると、選択した品物を購入した顧客がQlikViewに表示されま
す。

132 QlikView 11.20 SR13



14 ロジックと選択

ANDモードの前提条件

項目のモードは、リストボックスプロパティ：基本設定ページで設定します。
And モードがアクティブな場合、選択値の前にアンパサンド("&") が表示されます。
値をクリックしてしばらく保持すると、選択が(AND) 選択 (緑)からNOT選択(赤)に切り替わりま
す。アンパサンドも感嘆符("!") に置き換わります。強制排除や強制排除のマークを持つNOT選択は、
And モードに設定されているリストボックスでのみ作成できます。

ANDモードの基準

項目は、常に論理ANDモードに設定できるとは限りません。関連する項目が他の1つの項目のみにリ
ンクされている場合に限り、ANDに論理的な意味があるからです。次の条件を満たす必要があります。

l 項目が1つの論理テーブルにのみ存在する
l 項目は2項目あるうちの2列目である
l テーブルに重複するレコードがあってはならない
l その項目のロードにはdistinct 修飾子を使用する。テーブルのロードにSelect ステートメントを
使用する場合、Load distinct *ステートメントで先行する必要があります。

ANDモードでのリストボックスの設定

以下の手順は、初期モード(論理和OR) の代わりにANDモードでリストボックスを設定する方法を説
明しています。以下の手順を行ってください。
1. ANDモード基準が満たされていることを確認してください。
2. リストボックスを右クリックして、[プロパティ]を選択します。
3. [基本設定]タブで [And モード]チェックボックスをオンにします。

強制除外

強制除外(NOT選択と呼ばれることもあります)はAND選択に密接に関連しています。強制除外では、
明示的に項目値を除外できます。つまり、QlikViewに検出される結果は、除外値に関連付けられませ
ん。
強制除外を行うには、セルをクリックして、セルが赤くなるまでマウスボタンを押し続けます。この方
法でCtrlキーを押しながらクリックすると、前の選択/除外に対する追加要求である除外が行われま
す。強制除外は、ANDモードの項目でのみ実行できます。

14.13 循環参照

データモデルの少なくとも3つのテーブルの間でキーが円を形成する場合は循環参照が作成されます。
これにより、QlikViewの連想ロジックにループが生成されます。循環参照を避けるため、QlikViewは
1つ以上のテーブルを疎結合に設定します。この場合、スクリプトをリロードすると警告ダイアログが
表示されます。
[ドキュメントプロパティ]ダイアログの [テーブル]タブに疎結合テーブルの概要が示されます。

例：
データは以下を含む3つのテーブルからロードされます。
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l いくつかの国代表サッカーチームの名前
l いくつかの都市のサッカークラブ
l いくつかのヨーロッパ諸国の都市

このデータ構造はあまりよくありません。項目名 Teamが国代表チームと地方クラブの2つの異なる目
的で使用されているためです。テーブル内のデータで非現実的なロジック状況が発生します。
テーブルをQlikViewにロードする際、QlikViewはどのデータ接続が最も重要でないかを判定し、この
テーブルを疎結合にします。
[ファイル/テーブルビューアー]を選択して、QlikViewがデータ接続の関連性を解釈する方法を確認
します。

これで、所在する都市と国が含まれているテーブルが、異なる国の代表チームのテーブルと異なる都市
の地方クラブのテーブルに対して疎結合になります。

循環参照を解決する

循環参照が発生した場合は、同一の名前を持つ項目のいずれかに一意の名前を割り当てて、QlikViewの
スクリプトを編集する必要があります。以下の手順を行ってください。
1. [スクリプトエディタ]を開きます。
2. 重複する項目名のいずれかのLOADステートメントを編集します。この例では、地方チームとそ

の都市が含まれているテーブルのLOADステートメントに、Teamの新しい名前が含まれます(
例：LocalClub)。更新されたLOADステートメントは以下のようになります。
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LOAD City, Team as LocalClub

3. スクリプトをリロードしてください。
これですべてのテーブルで機能するロジックができあがりました。この例では、イタリアが選択された
場合、イタリア代表チーム、イタリアの都市、各都市の地元クラブが関連付けられます。

[テーブルビューアー]を開くと、疎結合された接続が通常の接続に置き換えられていることがわかり
ます。

14.14 疎結合テーブル

循環参照が含まれているデータをQlikViewにロードすると、疎結合テーブルが自動的に作成されま
す。これにより、循環参照がQlikView内部ロジックでループを作成することを防ぎます。疎結合テー
ブルは、予想される理解可能な方法でデータを視覚化できるように取り扱う必要があります。

参照項目：

循環参照(133ページ)
疎結合テーブルの意図的な作成(1113ページ)

14.15 並列ステート

説明

[並列ステート]を使用して、重複したデータアイテム間の比較分析( 例えば、バスケット解析目的) を
行えます。選択状態の場合、選択の組み合わせを保持します。

QlikView 11.20 SR13 135



14 ロジックと選択

QlikViewデベロッパーはQlikViewドキュメントに複数の状態を作成し、ドキュメントの特定のオブジ
ェクトにこれらの状態を適用できます。エンドユーザーはこれらのオブジェクト(サーバーオブジェク
ト)のコピーを作成し、それらのオブジェクトに異なるステートを設定することが可能です。
[分離設定]と [並列ステート]の最も重要な違いは、特定の状態が設定されたオブジェクトはすべて、そ
の状態で行われた選択の影響を受けるということです。特定のステートが設定されたオブジェクトは、
他のステートにおける選択の影響を受けません。
[並列ステート]は、ロードスクリプトでは使用できません。

注意！
[並列ステート]機能は、QlikViewデベロッパーによって有効化されて、慎重に使用されなければなり
ません。なぜなら、並列ステートに、オブジェクトや数式が存在することを示す自動オンスクリーン表
示がないため、エンドユーザーに多大な混乱を引き起こす可能性があるからです。QlikView開発者は
StateName()関数を使用してこの情報をエンドユーザーに提供できます。

並列ステートの設定

以下を行い、並列ステートを設定して有効にしてください。
1. ドキュメントプロパティ：基本設定タブの[並列ステート]をクリックします。

[並列ステート]のダイアログが開きます。
2. [追加]をクリックして、ステートを多数作成し、それらに名前を設定します。その名前は、ス

テートの識別子として参照されます。
3. [OK]をクリックしてダイアログを閉じます。

これで、QlikViewデベロッパーは、スクリーンオブジェクト内から、新規の[並列ステート]を作成する
ことができます。
QlikView ServerからQlikViewドキュメントにアクセスするエンドユーザーは、[並列ステート]を利
用できますが[並列ステート]を作成することはできません。

ステートをオブジェクトに割り当てる

以下を行い、ステートをオブジェクトに割り当ててください：
1. [プロパティ]ダイアログを開き、[基本設定]タブを選択します。
2. オブジェクトに使用したいステートの識別子に [並列ステート]を設定します。

他のオブジェクトが同じステートに設定されない限り、オブジェクトは、選択の条件により、そのオブ
ジェクトは、ドキュメントの残りのオブジェクトに影響されません。
[初期ステート]と [継承済み] の2つのステートは常に使用できます。[初期ステート]はQlikViewで
最も頻繁に使用されるステートで、$で表現されます。QlikViewドキュメントは常に[初期ステート]に
あります。オブジェクトはシートやコンテナといった上位レベルのオブジェクトからステートを継承で
きます。つまりステートは、ドキュメント-シート -シートオブジェクトの順番で継承されます。シー
トとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常に継承済みステートになりま
す。
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並列ステートの比較

同じオブジェクトの2つのステートを比較することができます。例えば、 Set分析 (992ページ)を使用
している数式のステートを割り当てるにことにより、同じ軸を持つデータの両方のステートを表示する
ために、折れ線グラフを作成することができます。
例：
ステートGroup1とGroup2を定義した場合、折れ線グラフで、これら2つの数式を示すことによって、
グループのフィールドAdj.Closeの平均を比較することができます：
Avg({[Group1]} [Adj.Close])

Avg({[Group2]} [Adj.Close])

並列ステート使用時の論理的な動作

[クリア]ボタンはすべてのステートに影響します。
Inter Explorerプラグインでは、メニュー項目が、特定のステートの選択をクリアすることができるク
リアボタンのドロップダウンメニューに追加されます。このメニューは、Ajaxクライアントでは利用
できませんが、特定のステートで、クリアのアクションと関連付けられたアクションボタンを作成する
ことにより、同じ機能を実現できます。
[元に戻す]と [やり直し]ボタンはすべてのステートに影響します。特定のステートにおいて、元に戻
したりやり直したりする機能はありません。
[ロック]と [アンロック]ボタンはすべてのステートに影響します。これらのボタンで特定のステート
をロック/アンロックすることはできません。特定のステートにあるリストボックスを右クリックして
表示されるメニューを使用し、ステートの特定項目をロックすることが可能です。
[選択]メニューのメニュー項目はすべてのステートに適用されます。このメニューには特定のステート
に影響する機能はありません。

注意！
[並列ステート]はリンクオブジェクトで使用できます。オブジェクトのインスタンスすべてにそのス
テートが適用されます。リンクオブジェクトでは、リンクするオブジェクトのひとつのステートを変更
すると、その他のオブジェクトも同じステートになります。

注意！
変数は初期ステートになります。他のステートにおける変更は変数値に影響しません。

注意！
トリガーはすべてのステートで発生します。

注意！
アクションは特定のステートで発生するように設定できます。[マクロの実行]アクションは例外とな
ります。特定のステートで起動するように設定できますが、マクロはすべてのステートで発生します。

注意！
存在しないステート(デベロッパーが削除したステート)が設定されたオブジェクトは、[並列ステー
ト]ドロップダウンを介して初期ステートに戻ります。ここには以下のような情報が表示されます。
AlternateStateName <unavailable>
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注意!
State引数のある チャート項目関数(1023ページ)は、並列ステートと一緒にのみ使用できます。 
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15 ブックマーク

15.1 ブックマークの種類

現在の選択条件の状態を後で使用するためにブックマークとして保存できます。ブックマーク
は、QlikViewドキュメントに定義されたすべてのステートの選択条件を記録します。QlikViewバージ
ョン11 (またはそれ以降)で作成されたブックマークを呼び出すと、すべてのステートの選択条件が適
用されます。ブックマークには、次の種類があります。

ドキュメントブック
マーク

qvwドキュメント内に保存されます。ドキュメントがローカルで開かれて
いる場合も、QlikView Serverから開かれている場合でも使用できます。

ユーザーブックマーク ユーザーのコンピュータに別途保存されます。マイブックマークは、作成
したユーザーが、作成に使用したコンピュータ上でのみ使用できます。ド
キュメントが移動されたり、名前が変更されると、関連する個人用のブッ
クマークはすべて失われます。

個人用サーバーブック
マーク

認証されたユーザーがQlikView Server上でドキュメントを操作している
場合に限り使用できます。サーバーのリポジトリに保存され、認証された
コンピュータのユーザーがアクセスできます。

共有サーバーブック
マーク

認証されたユーザーがQlikView Server上でドキュメントを操作している
場合に限り使用できます。個人用サーバーブックマークを作成したユー
ザーは、これを他のユーザーと共有するためのフラグを付けられます。こ
れで他のユーザーが使用できるようになります。個人用サーバーブック
マークと同様、共有サーバーブックマークはサーバーのリポジトリに保存
されます。

一時ブックマーク は、一部の機能を使用するときにQlikViewによって作成されます。たとえ
ば、ブックマークをリンクとしてメールで送信およびドキュメントチェー
ンなどです。認証されたユーザーがQlikView Server上でドキュメントを
操作している場合に限り使用できます。

注意!
データモデルに変更を加えると、項目名に変更がなくても既存のブックマークが機能しなくなる可能性
があります。

15.2 [ブックマークの追加]ダイアログ

ブックマークメニューからブックマークの追加を選択するか、Ctrl+Bを押すと、現在の選択の状態を
ブックマークとして保存できます。また、QlikViewレイアウトのブックマークオブジェクトからもブ
ックマークは作成できます。これにより、ブックマークの追加ダイアログが開きます。
ローカルドキュメントを操作しているか、QlikView Server上のドキュメントを操作しているかによっ
てダイアログは多少異なります。最初にローカルドキュメントのダイアログについて説明し、次にサー
バードキュメントとの違いを説明します。
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ローカルドキュメントの [ブックマークの追加]ダイアログ

ブックマーク名 作成されるブックマークのデフォルト名は、現在の日付です。さらに、特
定の日に作成された最初のブックマークには、番号1、2番目には2が付
きます。ただし、名前を入力してデフォルト名をよりわかりやすいテキス
トに変更できます。

このブックマークをドキュメ
ントのブックマークにする

チェックボックスをオンにすると、ブックマークはドキュメントと共に保
存されます。このオプションは、ローカルドキュメントでのみ使用できま
す。チェックボックスをオフにすると、ブックマークはユーザーブック
マークとして作成され、コンピュータにローカルで保存されます。

選択条件を含める チェックボックスをオンにすると、アプリケーションの選択条件がブック
マークに含まれます。

このブックマークの条件を選
択時の条件に追加適用する

チェックボックスをオンにすると、ドキュメントの既存の選択を最初にク
リアしないでブックマークが適用されます。
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レイアウト状態を含める このチェックボックスをオンにすると、ブックマークの作成時にアクティ
ブだったシート上のすべてのシートオブジェクトのレイアウト状態が保存
されます。この中には、チャートのサイクル位置などが含まれます。レイ
アウト情報を含むブックマークを再度呼び出すと、シートがアクティブに
され、シートオブジェクトがその状態に復元されます。
ブックマークのレイアウト状態には、オブジェクトの全体的なプロパティ
ではなく、表示状態(最小化/最大化)と展開状態のみが含まれます。
アクティブなシート上のあらゆるピボットテーブルのレイアウトは、コン
テナオブジェクト内にない限り保持されます。ただし、ピボットテーブル
の列の位置は保持されません。
ピボットテーブルのレイアウトに関してはリセットオプションはありませ
ん。ピボットテーブルの元のレイアウトを使用してドキュメントのクリア
選択状態でドキュメントブックマークを作成することが回避方法になりま
す。

スクロールバーの位置を含め
る

このチェックボックスをオンにすると、ブックマークのテーブルオブジェ
クトに、現在の垂直スクロールの位置が含まれます。

入力フィールドの値を含める このチェックボックスをオンにすると、入力フィールドの値がブックマー
クに含まれます。

説明文 ブックマークを再度呼び出した場合に表示される、ブックマークを説明す
るテキストかメッセージを編集ボックスに入力できます。

ポップアップメッセージ チェックボックスをオンにすると、ブックマークを再度呼び出すたびにブ
ックマーク情報のテキスト(存在する場合)がポップアップウィンドウに表
示されます。

サーバードキュメントとの違いは次のとおりです。
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このブックマークをサーバー
のブックマークにする

このチェックボックスをオンにすると、ブックマークは個人用サーバーブ
ックマークとして作成され、サーバーのリポジトリに保存されます。この
オプションは認証ユーザーだけが使用でき、QlikView Serverとドキュメ
ントでサーバーブックマークを作成できることが前提です。
チェックボックスをオフにすると、ブックマークはユーザーブックマーク
として作成され、コンピュータにローカルで保存されます。

他のユーザーとブックマーク
を共有

サーバーブックマークを作成できる場合に、このチェックボックスをオン
にすると、即座にブックマークを同じサーバードキュメントの認証ユー
ザーと共有して使用できます。ブックマークダイアログのマイサーバー
ブックマークページで共有チェックボックスをオフにすることで、いつで
も共有を取り消せます。

注意!
ブックマークにソート順は保存されません。ブックマークを選択すると、プロパティで定義されている
ソート順に置き換わります。
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15.3 [ブックマーク]ダイアログ

サーバードキュメントの操作で表示される 5つのタブが表示された [ブックマーク]ダイアログ

[ブックマーク]メニューから [ブックマークの整理]を選択し、[ブックマーク]ダイアログを開きま
す。[ブックマーク]ダイアログは、2ページ(ローカルドキュメントの場合)または5ページ (サーバー
ドキュメントの場合)に分かれていて、ドキュメントブックマークとマイブックマーク、マイサーバー
ブックマーク(サーバードキュメントのみ)、他のユーザーとの共有サーバーブックマーク(サーバード
キュメントのみ)、一時的なブックマーク(サーバードキュメントのみ)となります。ブックマークの種
類の違いに関する詳細は、ブックマークの種類(139ページ)を参照してください。
ダイアログの上部に、QlikViewドキュメントで現在定義されているブックマークが表示されます。ブッ
クマークは次の複数の列で表され、ソートすることができます。

表示 ブックマークオブジェクトのリストとブックマークメニューにブックマー
クを表示する場合は、このチェックボックスをオンにします。チェックボ
ックスをオフのままにすると、ブックマークは表示されませんが、このダ
イアログからアクセスできます。

名前 ブックマークの名前。ブックマークをアルファベット順でソートするに
は、列のヘッダーをクリックします。2回クリックすると、ブックマーク
はアルファベット順の降順でソートされます。

+ ブックマークのチェックボックスをオンにすると、ドキュメント内の既存
の選択を最初にクリアしないでブックマークが適用されます。ドキュメン
トの既存の選択条件に矛盾しない限り、その選択条件にブックマークが追
加適用されます。
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レイアウト ブックマークがレイアウト情報と共に作成されている場合、ブックマーク
のレイアウト設定をチェックボックスを使用して切り替えることができま
す。レイアウト設定がオンの場合、プログラムはブックマークが作成され
たときに設定されていたレイアウトを再形成しようとします。これには、
正しいシートへの切り替えとシート上のシートオブジェクトのレイアウト
更新が含まれます。

レイアウト情報なしにブックマークを作成した場合、この設定を使用して
レイアウト情報を追加することはできません。

更新日時 ブックマークが作成された日付と時刻の情報。

ID ブックマークの一意の ID。作成時に、各ブックマークには制御用に 内部
マクロインタープリタ(1077ページ)から一意の IDが割り当てられま
す。ドキュメントの最初のブックマーク(種類ごと)には、ID BM01が割
り当てられます。これは、同じ IDのドキュメントブックマークとサー
バーブックマークを持つことができることを意味します。

ブックマーク IDは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)を使用し
てドキュメントの他のブックマーク、シートまたはシートオブジェクトで
現在使用されていない他の文字列に変更できます。ブックマークの名前を
変更しても、ブックマーク IDは変更されません。ブックマークをエクス
ポートしてからインポートすると、新しいブックマーク IDが作成されま
す。ブックマーク IDの先頭には、その種類(ドキュメント、ユーザーな
ど)を説明するプレフィックスが付きます。

ポップアップ ブックマークに説明文を追加した場合にこのチェックボックスをオンにす
ると、ポップアップテキストとして表示します。

説明文 ブックマークに説明文を追加した場合、ここに表示されます。

共有 このチェックボックスは、[マイサーバーブックマーク]ページでのみ使
用できます。マイサーバーブックマークのいずれかでチェックをオンにす
ると、ブックマークは、共有サーバーブックマークページで同じサーバー
ドキュメントの他の認証ユーザーからも使用できるようになります。ブッ
クマークは、マイサーバーブックマークページに限られ、共有サーバー
ブックマークページには表示されません。チェックボックスをオフにする
ことで、いつでも共有を取り消せます。

ダイアログの下部に、上のリストで現在選択されているブックマークで操作を実行できるボタンが表示
されます。

選択 画面に選択されたブックマークを表示します。

Replace 選択したブックマークを現在の選択に置き換えます。自分で作成したブッ
クマークのみ、置換することが可能です。
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名前の変更 ブックマークの新しい名前を指定できるブックマーク名の変更ダイアログ
が開きます。自分で作成したブックマークのみ、名前の変更が可能です。

削除 選択したブックマークを削除します。自分で作成したブックマークのみ、
削除が可能です。

すべての選択をクリア ダイアログの現在のパネルにあるすべてのブックマークを削除します。自
分で作成したブックマークのみ、削除が可能です。

クリア選択状態の設定 強調表示したブックマークの選択を[クリア選択状態]として使用する場
合、このボタンをクリックします。

説明文の編集 ここでは説明文を編集できます。

インポート 保存したブックマーク(.qbm) ファイルを参照して選択すると、ブック
マークのインポート(146ページ)ダイアログが開き、ブックマークをイン
ポートできます。

エクスポート ブックマークのエクスポート(146ページ)ダイアログが開き、選択したブ
ックマークをQlikView bookmark (.qbm) ファイルにエクスポートできま
す。

上へ 選択したブックマークをリストの1つ上に移動します。クリックアンドド
ロップし、リスト内を移動させることも可能です。

下へ 選択したブックマークをリストの1つ下に移動します。

ユーザーブックマーク
をサーバーに転送する

このテキストは、サーバードキュメントの操作中にのみ [マイブックマー
ク]タブに表示されます。テキストをクリックすると、すべてのローカル
ユーザーブックマークをサーバーリポジトリに保存されるサーバーブック
マークに変換できます。マイサーバーブックマークは、コンピュータを変
更したりサーバードキュメントの名前を変更した場合でもサーバーからア
クセスできるので、使用することをお勧めします。変換が行われる前に、
確認のメッセージが表示されます。転送は、すべてかゼロのどちらかで(ア
クティブなドキュメント内で)一方向です。
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15.4 ブックマークのエクスポート

[ブックマークのエクスポート]ダイアログ

ブックマークのエクスポートダイアログでは、現在のドキュメントで定義されているすべてのブック
マークがリスト表示されます。チェックされたブックマークのみが、出力されたブックマーク(.qbm)
ファイルに含まれます。
OKをクリックすると、ファイル名とブックマークファイルの場所を指定するように要求されます。保
存すると、ブックマークファイルは後で使用したり、同じQlikViewアプリケーションを使用する他の
ユーザーに配布することができます。

15.5 ブックマークのインポート

ブックマークメニューからインポートを選択すると、ブックマークをブックマークファイルにイン
ポートできます。QlikViewブックマークファイル(拡張子 .qbm) を選択できるダイアログが開きま
す。ブックマークのインポートダイアログが開きます。
ブックマークのインポートダイアログでは、選択したブックマークファイルに含まれるすべてのブック
マークをリスト表示します。

注意!
ブックマークは、ブックマークが参照する項目と項目値が含まれているQlikViewドキュメントにのみ
インポートする必要があります。
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[ブックマークのインポート]ダイアログ

インポート可能なブックマー
ク

左側に、ブックマークファイルで定義されているブックマークがすべて表
示されます。

現在のブックマーク 右側に、既存のユーザーブックマークまたはドキュメントのドキュメント
ブックマークのリストが表示されます。ブックマークは、ユーザーブック
マークまたはドキュメントブックマークとしてインポートされる必要があ
ります。ダイアログ上部のラジオボタンによってブックマークのインポー
ト方法が決まります。

インポート インポート可能なブックマークリストで1つまたは複数のブックマークを
強調表示にし、このボタンを押してインポートします。

名前の変更 ブックマーク名の変更ダイアログを開き、インポートする前に強調表示し
たブックマークに新しい名前を指定できます。
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15.6 並列ステートとブックマーク

ブックマークは、QlikViewドキュメントに定義されたすべてのステートの選択条件を記録しま
す。QlikViewバージョン11 (またはそれ以降)で作成されたブックマークを呼び出すと、すべてのス
テートの選択条件が適用されます。
数式でブックマークに含まれた特定のステートを活用することができます。例えば、この数式
は「Group 1」ステート用にBM01ブックマークで定義された選択条件によって生成されたデータセッ
トの売り上げ(Sales) を計算します。

例：
sum({[Group 1]::BM01} Sales)

注意！
QlikView 11を使用する場合、バージョン11以前に作成されたQlikViewドキュメントのブックマーク
はデフォルトステートが含まれます。バージョン11で作成または修正されたブックマークはすべての
ステートを含みます。これらのブックマークがQlikView 11より前のバージョンで使用される場合、追
加されたステートは無視されます。

注意!
ブックマークは参照するステートが存在しない場合(QlikView開発者がステートを削除)、無効なス
テートを無視します。
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16 レポート

レポートの印刷では、1つのテーブルまたはグラフを印刷することがよくあります。QlikViewではこれ
を、シートオブジェクトを選択し、メニューまたはツールバーから [印刷]を選択することで簡単に行
えます。ただし、複数のチャートやテーブルを含む、より複雑なレポートを作成しなければならないこ
ともあります。このような場合、QlikViewの [レポートの編集]機能が重要になります。QlikViewレ
ポートエディタを使用すると、ヘッダーやフッターなどのページレイアウトを完全に制御しながら、
多数の異なるシートオブジェクトを1ページまたは複数のページにまとめることができます。
QlikViewレポートは、ドキュメントレポートとマイレポートの2つのエディションに分類されます。

ドキュメントレポート QlikViewドキュメントで作成され、QVWファイルの一部として保存され
ます。ローカルでまたはQlikView Serverを通してQlikViewドキュメント
にアクセスするユーザーは、ドキュメント内のドキュメントレポートにア
クセスできます。

マイレポート QlikView Serverからドキュメントを操作するユーザーによって作成され
ます。レポートは、ユーザーブックマークと同様にローカルクライアント
マシンに保存されます。ローカルユーザーのみが各自のマイレポートへの
アクセス権を保持します。Windows ベースのQlikViewクライアントから
のみマイレポートを作成できます(AJAXクライアントからは作成できませ
ん)。

マイサーバーレポー
ト

認証されたユーザーがQlikView Server上でドキュメントを操作している
場合に限り使用できます。サーバーのリポジトリに保存され、認証された
コンピュータのユーザーがアクセスできます。

共有サーバーレポート 認証されたユーザーがQlikView Server上でドキュメントを操作している
場合に限り使用できます。マイサーバーレポートを作成したユーザーは、
他のユーザーと共有するフラグを付けられます。これで他のユーザーが使
用できるようになります。マイサーバーレポートと同様、共有サーバーレ
ポートはサーバーのリポジトリに保存されます。

注意!
"レポートジェネレータ"という用語を使用する場合、通常はソフトウェア製品の十分に定義されたカ
テゴリを指します。通常、これらはいくつかのSQLクエリのデータを結合して動作し(グラフィカル
インターフェースによってユーザーには隠されます)、それぞれ異なる方法でフォーマットされて印刷
されます。QlikViewレポートはQlikViewシートオブジェクトからデータを取得しますが、SQLクエ
リからデータを描画できません。QlikViewでレポートを作成できるということはまったく正しいです
が、QlikViewレポートエディタを従来の意味でレポートジェネレータに分類することは正しくありま
せん。
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16.1 [レポート] メニュー

QlikViewの画面上部にあるレポートメニューには、レポートの編集コマンドがあります。レポート編
集(150ページ)ダイアログが開き、新しいレポートの作成や既存レポートの編集を行えます。このダイ
アログから、レポートの削除/選択、レポートのレイアウトのデザイン、ページやイメージの追加などを
行うこともできます。[レポートの編集]には、使用可能なレポートがすべてリストされ、すばやく選択
できます。
レポートには、ドキュメントに保存されるドキュメントレポートと、ユーザーのコンピュータに個別に
保存されるマイレポートがあります。を参照してください レポート編集(150ページ)。

16.2 レポート編集

[レポートの編集]ダイアログは、 [レポートリスト]と [ページの編集]の2ページで構成されます。
初めて[レポートの編集]を開くと、[レポートリスト]が表示されます。
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レポートリスト

[レポートの編集]ダイアログの [レポートリスト]ページ

[レポートリスト]ページは、レポートを管理するために使用されます。新しいレポートを作成した
り、既存のレポートを削除することができます。このページは、レポート編集で編集するためのレポー
トを選択する場所でもあります。ページの上部には、ドロップダウンとレポートのリストが表示されま
す。ドロップダウンメニューは以下のとおりです。
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レポート ドキュメントのレポート
アクティブなドキュメント内のすべてのドキュメントレポートのリストを
開きます。レポート名をクリックすると、レポートを印刷するための [印
刷]ダイアログが開きます。
マイレポート
ユーザーのコンピュータに個別に保存されたレポートのリストを開きま
す。レポート名をクリックすると、レポートを印刷するための [印刷]ダイ
アログが開きます。
マイサーバーレポート
マイサーバーレポートは、認証されたユーザーがQlikView Serverドキュ
メントを操作している場合に限り使用できます。サーバーのリポジトリに
保存され、認証されたコンピュータのユーザーがアクセスできます。
共有サーバーレポート
共有サーバーレポートは、認証されたユーザーがQlikView Serverドキュ
メントを操作している場合に限り使用できます。マイサーバーレポートを
作成したユーザーは、他のユーザーと共有するフラグを付けられます。こ
れで他のユーザーが使用できるようになります。マイサーバーレポートと
同様、共有サーバーレポートはサーバーのリポジトリに保存されます。

レポートには、ドキュメントに保存される [ドキュメントレポート]と、ユーザーのコンピュータに個
別に保存される [マイレポート]があります。レポート編集ダイアログの上部にある [レポート]ドロ
ップダウンリストで、表示される [ドキュメントレポート]または [ユーザーレポート]を選択しま
す。.サーバードキュメントの場合は、[マイサーバーレポート]、[共有サーバーレポート]、または [
マイレポート]を選択できます。リスト自体にはいくつかの列が含まれます。

名前 レポートの名前。

ID 一意のレポート ID (以下を参照)。

ページ レポートで現在定義されているページ数。

共有 このチェックボックスは、[マイサーバーレポート]リストでのみ使用で
きます。マイサーバーレポートのいずれかでチェックをオンにすると、レ
ポートは、[共有サーバーレポート]リストで同じサーバードキュメントの
他の認証ユーザーからも使用できるようになります。レポートは、[マイ
サーバーレポート]リストに限られ、[共有サーバーレポート]リストには
表示されません。共有を取り消すには、いつでもチェックボックスをオフ
にします。

作成者 レポートの作成者の認証された名前。
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追加 新しいレポートを作成するには、このボタンを押します。上部の [レポー
トのリスト]で [ドキュメントレポート]が選択されている場合、新しいレ
ポートはドキュメントレポートになります。[マイレポート]が選択されて
いる場合、新しいレポートはマイレポートになります。レポートに名前を
付けることができるように、[レポートの追加]ダイアログが開きます。[
他のレポートからページをコピーする]チェックボックスをオンにし、
ページをコピーするための既存のレポートをドロップダウンメニューで選
択します。

削除 [レポートのリスト]で現在選択されているレポートを削除するには、この
ボタンを押します。

上へ [レポートのリスト]で現在選択されているレポートをリストの1つ上に移
動するには、このボタンを押します。

下へ [レポートのリスト]で現在選択されているレポートをリストの1つ下に移
動するには、このボタンを押します。

マイレポートをサー
バーに転送する

このテキストは、サーバードキュメントを操作し、リストの上部のドロッ
プダウンで [マイレポート]を選択した場合にのみ表示されます。テキス
トをクリックすると、すべてのローカルのレポートをサーバーリポジトリ
に保存されるサーバーのレポートに変換できます。マイサーバーレポート
は、コンピュータを変更したりサーバードキュメントの名前を変更した場
合でもサーバーからアクセスできるので、使用することをお勧めします。
変換が行われる前に、確認のメッセージが表示されます。転送は、すべて
かゼロのどちらかで(アクティブなドキュメント内で)一方向です。

編集 >> 選択したレポートの [ページの編集]を起動します。このボタンを押す操作
は、[レポートのリスト]でレポートをダブルクリックする操作と同じで
す。
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レポート編集

[レポートの編集]ダイアログの [レポート編集]ページ

[ページの編集]は、[レポートリスト]ページで選択したレポートのページを定義するために使用され
ます。このページには、レポートページの設計を支援する2つのパネルと1つのツールバーがありま
す。下部には、次のボタンが表示されます。

レポートリスト >> [レポートのリスト]ページに戻ります。
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[編集] メニュー

コピー レポートの現在の選択アイテムとページをコピーします。ページプレビ
ューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

レポートの貼り付け クリップボードからレポートを貼り付けます。

ページの貼り付け クリップボードからページを貼り付けます。

アイテムの貼り付け クリップボードからアイテムを貼り付けます。ページプレビューパネル内
で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

グリッド レポートアイテムの配置を補助するため、レポートにグリッドを表示しま
す。

[レポート] メニュー

追加 レポートを追加します。[レポートリスト]を表示しているときにのみ有効
です。

削除 レポートを削除します。[レポートリスト]を表示しているときにのみ有効
です。

上へ 選択したレポートをレポートのリストの1つ上に移動します。[レポート
リスト]を表示しているときにのみ有効です。

下へ 選択したレポートをレポートのリストの1つ下に移動します。[レポート
リスト]を表示しているときにのみ有効です。

エクスポート XMLドキュメントとしてレポートファイルを保存します。[レポートリス
ト]を表示しているときにのみ有効です。

インポート XMLとして保存されたレポートをインポートします。[レポートリスト]
を表示しているときにのみ有効です。

印刷プレビュー [印刷プレビュー]ダイアログを開き、QlikViewドキュメントの現在の選択
範囲で印刷したときの現在のレポートの外観を確認できます。

印刷 [印刷]ダイアログを開き、現在のレポートを印刷します。

レポート設定 [レポート編集：[レポート設定]ダイアログ(162ページ)] ダイアログを
開きます。このダイアログでは、レポートのさまざまなプロパティを設定
できます。これには、余白、ヘッダー/フッターの設定などが含まれます。
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ページ メニュー

上へ 現在選択されているページを1つ上に移動します。これは、ページリスト
パネルでページをドラッグアンドドロップして行うこともできます

下へ 現在選択されているページを1つ下に移動します。これは、ページリスト
パネルでページをドラッグアンドドロップして行うこともできます

複式ページの追加 現在選択されているページの後に複式ページを追加します。

単式ページの追加 現在選択されているページの後に単式ページを追加します。

削除 現在選択されているページを削除します。

ページ設定 [レポート編集：[ページ設定]ダイアログ(165ページ)] ダイアログを開
きます。このダイアログでは、選択したページのさまざまなプロパティを
設定できます。
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アイテムメニュー

左揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを左
に揃えます。ページプレビューパネル内で右クリックして表示され
るコマンドにもあります。

左右中央揃え 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを水平中央位置に配置します。ページプレ
ビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

右揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを右
に揃えます。ページプレビューパネル内で右クリックして表示され
るコマンドにもあります。

下揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを下
に揃えます。ページプレビューパネル内で右クリックして表示され
るコマンドにもあります。

上下中央揃え 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを垂直軸の中央に揃えます。ページプレビ
ューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

上揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを上
に揃えます。ページプレビューパネル内で右クリックして表示され
るコマンドにもあります。

左右に整列 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを水平軸上に等間隔に整列します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

上下に整列 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを垂直軸上に等間隔に整列します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

左詰め 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。一番左のオブジェクトの左端を基準にして右方向に、最小限の間
隔を取ってアクティブなシートオブジェクトを配置します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。
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上詰め 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。一番上のオブジェクトの上端を基準にして下方向に、最小限の間
隔を取ってアクティブなシートオブジェクトを配置します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

幅を揃える (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。現在選択しているアイテム
を同じ幅に揃えます。ページプレビューパネル内で右クリックして
表示されるコマンドにもあります。

高さを揃える (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。現在選択しているアイテム
を同じ高さに揃えます。ページプレビューパネル内で右クリックし
て表示されるコマンドにもあります。

画像の追加 新しいテキストオブジェクトをドキュメントの非表示の場所に作成
し、イメージを選択できる[テキストオブジェクトプロパティ]ダイ
アログを開きます。イメージが通常の印刷アイテムとしてプレビュー
パネルに表示されます。このパネルでは、他の印刷アイテムと同様に
移動およびサイズ変更できます。

テキストの追加 新しいテキストオブジェクトをドキュメントの非表示の場所にを作成
し、[テキストオブジェクトプロパティ]ダイアログを開きます。こ
のダイアログでは、新しいテキストオブジェクトのプロパティを編集
できます。テキストオブジェクトが通常の印刷アイテムとしてプレビ
ューパネルに表示されます。このパネルでは、他の印刷アイテムと同
様に移動およびサイズ変更できます。

選択表示ボックスの追加 レポートの選択スタンプオブジェクトを作成します。選択スタンプが
通常の印刷アイテムとしてプレビューパネルに表示されます。このパ
ネルでは、他の印刷アイテムと同様に移動およびサイズ変更できま
す。

削除 現在選択されているアイテムを削除します。ページプレビューパネ
ル内で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

アイテム設定 [レポート編集：[アイテム設定]ダイアログ(168ページ)] ダイアロ
グを開きます。このダイアログでは、選択した印刷アイテムのさまざ
まなプロパティを設定できます。ページプレビューパネル内で右ク
リックして表示されるコマンドにもあります。 

2つのパネルの下部には、異なるメニューの機能がアイコンとして表示されています。
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ページ設定 [レポート編集：[ページ設定]ダイアログ(165ページ)] ダイアログ
を開きます。このダイアログでは、選択した印刷アイテムのさまざま
なプロパティを設定できます。ページプレビューパネル内で右クリ
ックして表示されるコマンドにもあります。

削除 強調表示されたページを削除します。

追加 現在選択されているページの後に単式ページまたは複式ページを追
加します。

アイテム設定 [レポート編集：[アイテム設定]ダイアログ(168ページ)] ダイアロ
グを開きます。このダイアログでは、選択した印刷アイテムのさまざ
まなプロパティを設定できます。ページプレビューパネル内で右ク
リックして表示されるコマンドにもあります。

削除 強調表示されたアイテムを削除します。

追加 新しい画像や新しいテキスト、新しい現在の選択スタンプを追加しま
す。

ページリストパネル

左側には、レポートのすべてのページのリストが表示されます。QlikViewレポートには、単式ページと
複式ページの2種類の異なるページを含めることができます。レポートには、任意の数のページを追加
したり、2種類のページを任意の組み合わせで混入できます。

単式ページ

単式ページには、任意の数のシートオブジェクトを含めることができます。ページは常に1用紙ページ
(またはPDF ページ)に印刷されますので、シートオブジェクトはページに合わせて拡大または切り捨
てする必要があります。ページではシートオブジェクトを重ねることができます。テキストを追加でき
ます。

複式ページ

複式ページには、印刷するデータ量に応じて、複数の用紙ページ(またはPDF ページ)に広げることが
できる1つのシートオブジェクトを含めることができます。複式ページは、大きなテーブルを印刷する
ときの典型的な選択肢です。動的サイズのオブジェクトのほかに、ページの序文やアペンディックス領
域には固定サイズのオブジェクトを追加できます。これらの領域は、単式ページと同様に動作します。

ページリストの操作

編集するページを選択するには、リストのそのページをクリックします。ページリストパネルに直接関
連付けられた多数のツールバーコマンドがあります。

単式ページの追加 現在選択されているページの後に単式ページを追加します。

複式ページの追加 現在選択されているページの後に複式ページを追加します。

ページの削除 現在選択されているページを削除します。
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ページを上へ 選択したページをリストの1つ上に上げます。ページリストパネル
でページをドロップアンドダウンすることもできます。

ページを下へ 選択したページをリストの1つ下に下げます。ページリストパネル
でページをドロップアンドダウンすることもできます。

プレビューパネル

ページリストパネルの右側には、ページリストパネルで現在選択されているページのプレビューが表
示されます。

レポートへのシートオブジェクトの追加

レポートページプレビューにアイテムを追加するには、レイアウトからシートオブジェクトをドラッ
グ、またはダブルクリックするだけです。印刷オブジェクトは、QlikViewレイアウトの現在の外観どお
りにプレビューに表示されます。当然、レポートのオブジェクトの正確な外観は、選択したデータの変
更だけでなく、プロパティの変更についても、印刷時のレイアウトでのシートオブジェクトの外観を動
的に反映します。レイアウトの複数のシートオブジェクトを選択し、1つのグループとしてレポートに
ドラッグできます。複式ページの中央の動的領域には、1つの印刷オブジェクトしか追加できないこと
に注意してください。

ページでの印刷オブジェクトのサイズ変更と配置

追加されると、シートオブジェクトはプレビューパネルに表示されます。オブジェクトの周囲には境界
線が表示され、各角にはオブジェクトが選択されていることを示すプレースホルダが表示されます。マ
ウスでオブジェクトをポイントし、目的の位置に移動します。角のプレースホルダを使用して、サイズ
を調整します。破線は、現在の余白を示します。この余白の外側には印刷オブジェクトを配置できませ
ん。

ページでの印刷オブジェクトの移動と選択

印刷オブジェクトを選択するには、それをクリックします。1つの印刷オブジェクトが選択される
と、TABキーを使用して、選択を次のオブジェクトに移動できます(逆に移動するにはSHIFT+TAB
キー)。Shift キーを押しながらクリックして、複数のオブジェクトを選択します。複式ページでは、印
刷オブジェクトを異なる領域の間でドラッグします。
プレビューパネルでアイテムが強調表示されると、配置/整列ツールバーのコマンドが有効になりま
す。

上揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを上
に揃えます。

上下中央揃え 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを垂直軸の中央に揃えます。ページプレビ
ューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

下揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを下
に揃えます。
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左揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを左
に揃えます。

左右中央揃え 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを水平中央位置に配置します。ページプレ
ビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもあります。

右揃え (Shift キーを押しながらクリックして) 2つ以上の印刷オブジェクトが
選択されているときにだけ使用できます。選択したオブジェクトを右
に揃えます。

左右に整列 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを水平軸上に等間隔に整列します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

上下に整列 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。選択したオブジェクトを垂直軸上に等間隔に整列します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

左詰め 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。一番左のオブジェクトの左端を基準にして右方向に、最小限の間
隔を取ってアクティブなシートオブジェクトを配置します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

上詰め 印刷オブジェクトが2つ以上選択されているときにだけ使用できま
す。一番上のオブジェクトの上端を基準にして下方向に、最小限の間
隔を取ってアクティブなシートオブジェクトを配置します。ページ
プレビューパネル内で右クリックして表示されるコマンドにもありま
す。

ツールバーコマンド

ページプレビューパネルに直接関連付けられた2つのツールバーコマンドがあります。

デザイングリッド デザイングリッドのオンとオフを切り替えます。これは、位置合わせ
機能付きグリッドもアクティブにします。デザイングリッドと位置合
わせ機能付きグリッドをアクティブにすると、ページのシートオブジ
ェクトを揃えることが簡単になりますが、あまり正確に制御できなく
なります。
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ズーム このドロップダウンでは、プレビューパネル全体の拡大率を指定しま
す。拡大率を大きくすると、オブジェクトの正確な配置がより簡単に
なります。

次に、[レポートの編集] ダイアログ内からレポートを印刷するために使用するツールバーボタンがい
くつかあります。

印刷プレビュー [印刷プレビュー]ダイアログを開き、QlikViewドキュメントの現在
の選択範囲で印刷したときの現在のレポートの外観を確認するには、
このボタンを押します。このボタンは、[レポートの編集]ダイアログ
の [レポート編集]ページにも用意されています。

印刷 [印刷]ダイアログを開き、現在のレポートを印刷するには、このボタ
ンを押します。このボタンは、[レポートの編集]ダイアログの [レ
ポート編集]ページにも用意されています。

コピー 強調表示されたレポート、ページ、アイテムをコピーします。

貼り付け コピーされたレポート、ページ、アイテムを貼り付けます。

最後に、コピーしたレポート、ページ、アイテムを貼り付けるためのツールバーボタンがあります。

レポート編集： [レポート設定]ダイアログ

このダイアログには、レポートのグローバル(ページ関連以外)設定が表示されます。ダイアログは、4
ページで構成されます。

[設定]ページ

レポート設定：[設定]ページ

このページには、レポートの基本的なプロパティが含まれます。
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名前 レポートの名前。これには、テキスト文字列を指定できます。動的更新に
対応する計算式として名前を指定することもできます。

レポート ID レポートの一意の ID。作成時に、各レポートを含むQlikViewレイアウト
エンティティには、制御用にオートメーションから一意の IDが割り当てら
れます。デフォルトで IDは、数値と、エンティティのタイプを定義する文
字の組み合わせで構成されます。ドキュメントの最初のレポートには、ID
RP01が割り当てられます。IDは、ドキュメント内の他のレポート、シー
トオブジェクト、シート、ブックマーク、またはアラートで現在使用され
ていない他の文字列に変更できます。

コメント この項目は、レポートの作成者がレポートの目的またはレポートの詳細を
説明できるコメント項目です。これは、このダイアログの外部では使用さ
れません。

用紙サイズの指定 ドロップダウンで、レポートの用紙サイズを指定できます。選択した用紙
サイズの縦横比は、ページプレビューパネルに反映されます。最終的に、
設計した用紙サイズとは別の用紙サイズでレポートを印刷する場
合、QlikViewは印刷オブジェ トを新しい用紙サイズに合わせるように
拡大または縮小して、レポートの内容を調整しようとします。

条件付き表示 このチェックボックスをオンにすると、右側の編集ボックスに入力した条
件式の値に応じて、レポートが動的に表示または非表示にされます。使用
可能なレポートのリストが生成されるたびに、条件式が評価されます。条
件が真の場合にのみ、レポートが表示されます。ドキュメントの管理権限
を持つユーザーは、ドキュメントプロパティ：セキュリティ(528ページ)
ページにあるすべてのシートとシートオブジェクトを表示をすべての表
示条件より優先的に使用できます。このコマンドは、次のキーボードシ
ョートカットで呼び出すこともできます：CTRL+SHIFT+S。
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[余白]ページ

レポート設定：[余白]ページ

このページには、レポートの余白の設定が含まれます。コントロールは、印刷ダイアログの
Header/Footerページのコントロールと同じです。

[ヘッダー/フッター]ページ

レポート設定：[ヘッダー/フッター]ページ

このページには、レポートのヘッダー/フッターの設定が含まれます。コントロールは、印刷ダイアロ
グの 印刷：ヘッダー/フッター(114ページ)ページのコントロールと同じです。
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[選択]ページ

レポート設定：[選択]ページ

このページには、レポートの印刷時に使用される選択の設定が含まれます。

初期選択 これらのラジオボタンを使用して、レポート印刷に関する最初の選択を指
定できます。使用する設定に関係なく、レポート印刷の前に適用されてい
た選択は、印刷後に再設定されます。

現在の選択条件 レポート印刷の基礎として現在の選択を使用します(デフォルト)。

すべての選択をクリア レポートの印刷前に、ドキュメント内の現在のすべての選択がクリアされ
ます。印刷の完了後に、元の選択が再度適用されます。

現在の選択条件 レポートの印刷前に、ドロップダウンボックスで選択できるブックマーク
が適用されます。印刷の完了後に、元の選択が再度適用されます。

設定項目の絞込値ごと
にレポートを印刷する

このチェックボックスをオンにすると、下のドロップダウンボックスで指
定された項目で各絞込値を選択しながら、レポート全体が繰り返し印刷さ
れます。指定された項目に絞込値がない場合は、何も印刷されません。印
刷の完了後に、元の選択が再度適用されます。ページ番号を使用する場合
は、印刷されるすべてのページに連続してページ番号が付けられます。

レポート編集：[ページ設定]ダイアログ

このダイアログでは、現在選択されているページに関する設定が表示されます。ダイアログは3ページ
あります。
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基本設定

ページ設定：[基本設定]ページ

このページには、ページの基本的なプロパティが含まれます。

方向 各ページで、向きについて個別に設定できます。縦と横を選択できます。
選択は、上のページリストパネルに反映されます。

ページの種類 レポートを印刷するページの種類を単式ページまたは複式ページ (テーブ
ルデータ用)に設定します。

用紙サイズに合わせる この設定は、複式ページでのみ使用できます。
指定なし
シートオブジェクトの印刷で拡大縮小を行いません。各方向に必要な数の
ページが使用されます。
任意倍率
シートオブジェクトの印刷が元のサイズの特定のパーセンテージで拡大縮
小されます。各方向に必要な数のページが使用されます。
複数ページ表示
シートオブジェクトの印刷が特定のページ数に収まるように拡大縮小され
ます。
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設定

ページ設定：[基本設定]ページ

このページには、複式ページの序文とアペンディックス領域に関する設定が含まれます。単式ページで
は使用できません。

序文とアペンディック
スを使用する

複式ページで動的サイズの内容のほかに、固定サイズの印刷アイテムを使
用できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。しか
し、このチェックボックスをオンにすると、バージョン7.5より前の
QlikViewとの下位互換性がなくなります。

序文の配置 チェックボックスの1つ、2つ、または3つをオンにすると、[先頭ペー
ジ]、すべての [中間ページ]、または [最終ページ]の序文領域を印刷でき
ます。

序文の高さ 序文領域の各ページに割り当てられた高さを定義します。数値は、印刷可
能領域(用紙の高さからヘッダー/フッター領域を引いたサイズ)のパーセ
ント値で指定します。この設定は、ページプレビューパネルで境界線を直
接ドラッグして変更することもできます。

序文の間隔 序文領域とメイン領域の間の間隔を定義します。値は、印刷可能領域(用紙
の高さからヘッダー/フッター領域を引いたサイズ)のパーセント値で指定
します。

アペンディックスの配
置

チェックボックスの1つ、2つ、または3つをオンにすると、[先頭ペー
ジ]、すべての [中間ページ]、または [最終ページ]のアペンディックス領
域を印刷できます。
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アペンディックスの高
さ

アペンディックス領域の各ページに割り当てられた高さを定義します。数
値は、印刷可能領域(用紙の高さからヘッダー/フッター領域を引いたサイ
ズ)のパーセント値で指定します。この設定は、ページプレビューパネル
で境界線を直接ドラッグして変更することもできます。

アペンディックスの間
隔

序文領域とメイン領域の間の間隔を定義します。値は、印刷可能領域(用紙
の高さからヘッダー/フッター領域を引いたサイズ)のパーセント値で指定
します。

差し込み文書

ページ設定：[差し込み文書]ページ

このページには、一連の出力ページのプロパティが含まれます。つまり、指定された項目の絞込値ごと
にページが繰り返し印刷されます。
設定項目の絞込値ごとにページを印刷するチェックボックスをオンにすると、下のドロップダウンボ
ックスで指定された項目で各絞込値を選択しながら、ページが繰り返し印刷されます。指定された項目
に絞込値がない場合は、何も印刷されません。選択のループがレポートレベルでも指定された場合( [
選択]ページ(165ページ)を参照)、レポートの選択によってページレベルのループ変数のすべての値
が除外されるという状況が発生することがあります。そのレポートループ値のため、ページがスキップ
されます。印刷の完了後に、元の選択が再度適用されます。ページ番号を使用する場合は、印刷される
すべてのページに連続してページ番号が付けられます。

レポート編集： [アイテム設定]ダイアログ

このダイアログでは、ページプレビューパネルで現在選択されている印刷アイテム(オブジェクト)に
関する設定が表示されます。ダイアログは2ページあります。
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基本設定

アイテム設定：[基本設定]ページ

基本設定ページには、ページプレビューパネルで現在選択されている印刷アイテムに関する設定が含
まれます

オブジェクト ID 印刷するシートオブジェクトのシートオブジェクト ID。

プロパティ 印刷アイテムに関連付けられたシートオブジェクトの[プロパティ]ダイア
ログを開きます。このダイアログで行った変更は、実際のシートオブジェ
クトに適用され、レポート印刷の結果に反映されます。

縮小/拡大 このコントロールは、単式ページのオブジェクトにのみ使用できます。こ
こで、印刷オブジェクトをそれに割り当てられた四角形内に収めるための
サイズを選択できます。

拡大/縮小なし 印刷オブジェクトのサイズを変更しません。印刷オブジェクトがプレース
ホルダの四角形に対して大きすぎる場合は、印刷オブジェクトが切り捨て
られます。小さすぎる場合は、印刷オブジェクトの周囲が空白になりま
す。

塗りつぶし プレースホルダの四角形に合わせるように印刷オブジェクトのサイズを変
更します。

縦横比を固定して塗り
つぶし

元のシートオブジェクトの割合を維持しながら、プレースホルダの四角形
に収まるように印刷オブジェクトのサイズを変更します。

枠線の使用 通常、印刷オブジェクトはフレームまたは境界線なしでページに印刷され
ます。このチェックボックスをオンにすると、オブジェクトの周囲に境界
線を付けることができます。

フレームの色 境界線の色を選択するには、このボタンを押します。

フレームの幅 ここで、境界線の幅を指定できます。
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位置

アイテム設定：[位置]ページ

位置ページには、印刷可能領域におけるオブジェクトの位置とサイズの設定が含まれます。

Left 左端に対する現在の選択アイテムの位置を設定します。0は印刷可能領域
の左端を示します。

上 上端に対する現在の選択アイテムの位置を設定します。0は印刷可能領域
の上端を示します。

幅 印刷可能領域の幅を1000とした現在の選択アイテムの位置を設定しま
す。

高さ 印刷可能領域の高さを1000とした現在の選択アイテムの位置を設定しま
す。

Z レベル 現在選択されているアイテムのレイアーを設定します。重なる場合、一番
低いレベル(1) のアイテムが先に印刷され、次に、次のレイヤーが印刷さ
れます。
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17 アラート

17.1 アラートの作成

アラートを定義する最も簡単な方法は、[アラートウィザード]を使用することです。このウィザード
は、[ツール]メニューから呼び出すことができます。また、[アラート]ダイアログでもアラートを作
成および管理できます。このダイアログは、[ツール]メニューから開くことができます。アラート
は、QlikViewドキュメントの一部として保存されます。アラートは、Windows バージョンのQlikView
からのみ作成・トリガー作成できます(AJAXクライアントからはできません)。

17.2 アラートの使用

QlikViewアラートチェックは、次の3つの異なる方法でトリガーできます。
1. ドキュメントのデータが変更されている可能性がある場合(ドキュメントが開いている場合、ス

クリプトが実行された場合、またはデータの削除操作が実行された場合など)、QlikViewレイア
ウトで自動的にトリガーされます。

2. 特別なオートメーションAPIを使用してマクロから手動でトリガーできます。詳細について
は、『QlikView APIガイド』を参照してください。

3. QlikViewをバッチモードで実行する外部プログラムに、発生したアラートのリストを指定され
たコンテキストから取得するための特別なオートメーションAPIがある場合にトリガーできま
す。

アラートチェックのトリガーの後に続くイベントの連鎖は、次のように表すことができます。
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アラートが発生した後に変更が発生するまでアラートを一時停止できます。たとえば、ドキュメントを
開くたびに予算目標を達成したことを知らされることがわずらわしいことがあります。その場合は、ア
ラートを一度だけ発生させ、翌月まで一時停止するように設定できます。
フローチャートで示すように、アラートの各トリガーにより、QlikViewドキュメントで論理操作の連鎖
が開始されます。通常、QlikViewは次の主要な手順を実行する必要があります。
1. アラートに関連する選択を適用する。
2. 条件式の値を計算する。
3. 元の選択を復元する。

アクション1と3の実行に必要なそれぞれの時間は、選択が対話型で適用された場合の通常の"クリッ
ク時間"と等しくなります。手順2に必要な時間は、数式がシートオブジェクト内などにあった場合と
同じです。合計すると、アラートのチェックに必要な時間は、大きなドキュメントではかなりの時間に
なります。これは、ファイルのオープンやリロードでトリガーされる単一のアラートではあまり問題で
はありませんが、マクロからトリガーされる大量のアラートを使用している場合は、ドキュメントの機
能が低下しないように注意する必要があります。
アラート(172ページ)ダイアログで、すべてのQlikViewアラートを作成および管理できます。

17.3 アラート

アラートを定義する最も簡単な方法は、アラートウィザード(176ページ)を使用することです。この
ウィザードは、ツールメニューから呼び出すことができます。
アラートダイアログはツールメニューから開きます。このダイアログはアラートの管理に使用し、ア
ラートは、QlikViewドキュメントの一部として保存されます。アラートは、いずれのWindows 版
QlikView (AJAXクライアントを除く)からでもトリガーできます。
アラートは、通常3つの基本的な部分で構成される複合エンティティです。
1. 条件。つまり、論理条件(true または false のいずれか) を形成するQlikView数式。
2. 論理状態 (ブックマーク、すべての選択をクリア、または現在の選択条件)。条件式の状態をチェ

ックする前に適用する必要があります。
3. 1つまたは複数のアクション。条件がチェックされ、true と評価された場合に実行されます。典

型的なアクションは、ポップアップウィンドウでのメッセージの表示や、1人または複数の受信
者への電子メールメッセージの送信などです。マクロを使用して詳細なアクションをプログラム
できます。

アラートをオンにして、条件が満たされ、アクションが実行された場合、アラートが発生したと言いま
す。QlikViewアラートチェックは、次の3つの異なる方法でトリガーできます。
a. ドキュメントのデータが変更されている可能性がある場合(ドキュメントが開いている場合、ス

クリプトが実行された場合、またはデータの削除操作が実行された場合など)、QlikViewレイア
ウトで自動的にトリガーされます。

b. 特別なオートメーションAPIを使用して 内部マクロインタープリタ(1077ページ)から手動で
トリガーできます。詳細に関してはQlikViewファイルの APIguide.qvw (QlikViewでマクロ機
能を使用する方法を説明するQlikViewファイルで、通常、プログラムと一緒にインストールさ
れています)を参照してください。
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c. QlikViewをバッチモードで実行する外部プログラムに、発生したアラートのリストを指定され
たコンテキストから取得するための特別なオートメーションAPIがある場合にトリガーできま
す。

アラートを作成する場合には注意が必要です。マクロからトリガーされる大量のアラートがドキュメン
トの機能を低下させる可能性があります。

17.4 [アラート]ダイアログ

[アラート]ダイアログ

ダイアログの左上部には、ドキュメントで現在定義されているすべてのアラートのリストが表示されま
す。リストには、3つの列が含まれます。ID、有効化そして説明文です。

ID アラートの一意の IDは、アラートのリストとともに、ID編集ボックスに
も表示されます。作成時に、各アラートを含むQlikViewレイアウトエン
ティティには、制御用に 内部マクロインタープリタ(1077ページ)から
一意の IDが割り当てられます。ドキュメントの最初のアラートには、ID
AL01が割り当てられます。この IDは ID編集ボックスで後から編集でき
ます。

有効にする アラートを有効/無効にするために、チェックボックスをオンまたはオフに
します。

Description [説明文]で定義されるアラートの説明(以下を参照)。

追加 追加ボタンは標準のアラートを編集できるリストに新規追加します。

削除 リストから削除するには、アラートを選択して削除ボタンをクリックしま
す。
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条件 [条件]グループは、条件式の定義に使用されます。(条件)
これはアラートが発生するときに true (ゼロ以外)と評価されるQlikView
式です。
すべての選択をクリア
このオプションをオンにすると、アラート条件を評価するときに、すべて
の選択をクリアする状態が使用されます。
ブックマーク
すべての選択をクリアチェックボックスがオンでない場合は、アラート条
件がテストされる前に適用されるブックマークを指定できます。ブック
マークは、ブックマーク IDとして指定する必要があります。アラートが正
しく動作するには、そのブックマークが存在していなければ成りません。
ブックマークの指定を行わず、すべての選択をクリアチェックボックスも
オフの場合、アラート条件のテスト時には現在の選択条件(ドキュメントの
論理状態)が使用されます。
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イベント イベントグループは、イベントの自動チェックの定義に使用されます。
ドキュメント起動時
ドキュメントが開いたときにアラートが自動的にチェックされます。
リロード完了時
ドキュメントのロードスクリプトが実行(リロード) された後に、アラー
トが自動的にチェックされます。また、ドキュメントに保存されている最
後のリロード時間が最後にアラートがチェックされた時間より後である場
合は、ドキュメントが開いたときにもアラートがチェックされます。
データ削除完了時
ドキュメントのデータ削除(データの削除コマンド)後に、アラートが自
動的にチェックされます。また、ドキュメントに保存されている最後の削
除時間が最後にアラートがチェックされた時間より後である場合は、ドキ
ュメントが開いたときにもアラートがチェックされます。
再設定
アラートが発生した後の自動的にチェックされるアラートの再発生を一定
の日数一時停止できます。1日の一部を指定するには、小数を使用しま
す。値0は、一時停止時間がないことを示します。
トリガーレベル
自動的にチェックされるアラートの再発生は、アラートの発生後にアラー
トステータスが変更されたかどうかに基づいて一時停止することもできま
す。このドロップダウンリストでは、3レベルの再発生を選択できます。

イベント発生時
選択すると、トリガーイベントが発生してアラート条件が満たされるたび
に、アラートが発生します。

メッセージ変更時
選択すると、アラートメッセージが変更されるまで、アラートの発生が一
時停止されます。これは、動的なメッセージテキストの変更を意味しま
す。(評価されるメッセージが変更されるには、アラート条件の状態が必ず
しも変更される必要はありません。[メールの件名] (以下を参照してくだ
さい)は、メッセージの変更と見なされます。)

状態の変更時
選択すると、アラートの状態が変更されるまで(つまり、アラートの条件が
少なくとも1回のチェックでは満たされなかったが、その後のチェックで
は満たされた状態になる)、アラートの発生が一時停止されます。これは、
アラート一時停止の最も強力なタイプです。

ポップアップの表示 アラートが発生したときにアラートメッセージをポップアップで表示する
場合は、ポップアップの表示チェックボックスをオンにします。
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カスタムポップアウト
を使用する

カスタムポップアウトを使用するグループでは、選択したアラートにカス
タムポップアップフォーマットを定義できます。このチェックボックスを
オンにすると、ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)で定義
されている標準のポップアップアラートを変更できます。ポップアップ
設定ボタンで、ポップアップウィンドウ設定(514ページ)ダイアログを
開きます。

モード モードグループでは、対話型のアラート(レイアウトの自動トリガー)イベ
ントとして、または、バッチトリガー用のオートメーションAPIを通して
QlikView PublisherなどQlikViewをバッチモード(コマンドラインの実
行)で実行する外部プログラムに関連するアラートとして定義するため
に、適切なオプションを選択できます。このグループのチェックボックス
がいずれもオフの場合は、マクロを使用してアラートを手動でチェックす
ることもできます。

Description アラートの作成者がアラートの目的を説明できるコメント項目です。この
ダイアログのアラートのリストでのみ使用されます。

メッセージ メッセージ編集ボックスに、アラートと共に表示されるメッセージを入力
します。ポップアップアラートの場合、テキストはポップアップで表示さ
れるメッセージとなり、メールアラートの場合、これはメールの本文とな
ります。メッセージのテキストは、動的に更新される 計算式(1053ペー
ジ)として定義することができます。[...]ボタンをクリックすると、完全
な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

メールの件名 [メールの件名]編集ボックスには、アラートメッセージのメールの件名に
使用されるテキストを入力します。テキストは、動的に更新される計算ラ
ベル数式として定義することができます。[...]ボタンをクリックすると、
完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できま
す。空白にした場合、件名には"QlikViewアラート"と表示されます。

メールの宛先 メールの宛先パネルには、セミコロンで区切られたメールアドレスのリス
トを入力します。アラートが発生するたびに、これらのアドレスに電子
メールメッセージが送信されます。リストは、動的に更新される計算文字
列式として定義することができます。

17.5 アラートウィザード

アラートウィザードでは、アラートを簡単に定義できます。
処理には、次の基本的な手順が含まれます。

手順 1 - アラートに名前を付ける/アラートを説明する 178ペー
ジ
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手順 2 - アラート条件を定義する 179ペー
ジ

手順 3 - アラート条件がいつテストされるかを定義する 180ペー
ジ

手順 4 - テストの延期を定義する 181ペー
ジ

手順 5 - アラートが発生したときに実行されるアクションを定
義する

182ペー
ジ

選択によっては、上記の手順の一部がスキップされる場合があります。
アラートウィザードを起動する
アラートウィザードを起動するにはツールメニューからアラートウィザードを選択します。

アラートウィザードの最初のスタートページ

アラートウィザードの 2番目のスタートページ
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初めてウィザードを起動すると、2つのスタートページが表示されます。最初のページでは、アラート
の概念が説明され、2番目のページではウィザードの概略および関連する基本的な手順が説明されま
す。後でウィザードを使用するときに、最初のページをスキップする場合は、いずれかのページまたは
両方のページの [次回からこの画面を表示しない]チェックボックスをオンにします。次へボタンをク
リックして進みます。

手順1-アラートに名前を付ける/アラートを説明する

アラートウィザードの 1ページ目

アラートの説明文に名前や簡単なテキストを入力し、作成するアラートを説明します。この項目は、ア
ラートの作成者がアラートの目的またはアラートの詳細を説明できるコメント項目です。[アラート]ダ
イアログのアラートリストでのみ使用されます。次へボタンをクリックして進みます。
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手順2-アラート条件を定義する

アラートウィザードの 2ページ目

この手順では、アラート条件とアラート条件がチェックされるときに使用される選択状態を定義しま
す。

アラートの条件 アラートが発生するときに true (ゼロ以外)と評価されるQlikView式を入
力します。

[アラートをテストす
る際の選択条件]

ここでは、アラート条件の結果をテストするときに使用される選択状態を
決定します。3つの選択肢があります。
現在の選択条件
アラートの条件はアラート確認時の選択条件で精査されます。
すべての選択をクリア
アラートの条件が精査される前に、すべての選択が一時的に解除されま
す。
ブックマーク
アラートの条件が精査される前に、指定したブックマークが一時的に適用
されます。

次へボタンをクリックして進みます。
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手順3-アラート条件がいつテストされるかを定義する

アラートウィザードの 3ページ目

この手順では、アラートがいつチェックされる必要があるかを定義します。オートメーションコールを
用いてアラートをいつでも手動実行することができます。関連イベントでの自動チェックは、このペー
ジの設定を使用して行うことができます。

イベント 以下のイベント時にアラートが自動的にチェックされるようにする場合
は、このチェックボックスをオンにします。
ドキュメント起動時
ドキュメントを開いたときにアラートを自動的に精査する場合は、このチ
ェックボックスをオンにします。
リロード完了時
ドキュメントのリロード(ロードスクリプト実行)完了時にアラートを自動
的に精査する場合は、このチェックボックスをオンにします。
データ削除完了時
ドキュメントのデータ削除(データ削除コマンド)完了時にアラートを自動
的に精査する場合は、このチェックボックスをオンにします。

アラートバッチ バッチトリガー向けの特別なオートメーションAPIを使用して、外部プロ
グラムからトリガーするようにアラートを設計する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

次へボタンをクリックして進みます。
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手順4-テストの延期を定義する

アラートウィザードの 4ページ目

この手順では、アラートが発生した後の一時停止時間を定義できます。この一時停止時間内はアラート
のチェックが禁止されます。これにより、例えば1日1回ドキュメントを最初に開いたときにのみア
ラートを発する設定が可能になります。

再設定 アラートが発生した後の自動的にチェックされるアラートの再発生を一
定の時間一時停止できます。このボックスに日数を入力します。少数値
を使用して1日を分割して指定できます。

トリガーレベル 自動的にチェックされるアラートの発生は、データ変更に基づいて一時
停止することもできます。このドロップダウンでは、3つの再発レベル
から選択できます。
イベント発生時
トリガーイベントが生じてアラート条件が満たされるたびにアラートが
発せられます。
メッセージ変更時
アラートメッセージが変更されるまで、アラートの発生が一時停止され
ます。これは、動的なメッセージテキストの変更を意味します。評価さ
れたメッセージを変更するために、アラートの条件の状態を変更する必
要はありません。
状態の変更時
アラートの状態が変更されるまで(つまり、アラートの条件が少なくと
も1回の精査では満たされなかったが、その後の精査では満たされた状
態になる)、アラートを発するのを一時停止します。これは、アラート
一時停止の最も強力なタイプです。

次へボタンをクリックして進みます。
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手順5-アラートが発生したときに実行されるアクションを定義する

アラートウィザードの 5ページ目

この最後の手順では、アラートが発生したときに実行されるアクションを決定します。マクロで確認す
るだけのアラートの場合、このステップは必要ないかも知れません。

メッセージ ここに、アラートと共に表示されるメッセージを入力します。ポップアッ
プアラートの場合、これはポップアップで表示されるメッセージです。
メールアラートの場合、これはメールの本文となります。動的更新に対応
するQlikView式としてテキストを定義することもできます。[...] ボタン
をクリックすると、完全な数式の編集ダイアログが開かれ、長い数式を簡
単に編集できます。

ポップアップの表示 アラートが発生したときにアラートメッセージをポップアップで表示する
場合は、このチェックボックスをオンにします。

メールの送信 発生しているアラートの結果としてメールを送信するには、このチェック
ボックスをオンにします。アラートメッセージのテキストがメールの本文
となります。

メールの件名 送信メールで件名として使用されるテキストを入力します。件名を
QlikView式として定義できます。

メール受信者 セミコロンで区切られたメールアドレスのリストを入力します。アラート
が発せられると、これらのアドレス宛にメールでメッセージが送られま
す。リストをQlikView式として定義できます。

新しいアラートの作成を終了するには、[終了]をクリックします。
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[変数一覧]ダイアログ

変数一覧ダイアログは、隠し変数以外のすべての変数とその値を1つのリストに表示します。QlikView
式の ドル記号展開(356ページ)機能と組み合わせて、変数一覧を未完成式のリポジトリとして使用す
ることもできます。

変数 この2列のリストでは、隠し変数以外のすべての変数の名前とそれぞれの
値を確認できます。

定義 上記のリストで変数を強調表示し、その定義を表示します。テキストは自
由に編集できます。変更内容は、上記リストの値列に直ちに反映されま
す。[...]ボタンをクリックすると、数式の編集ダイアログが開かれます。

コメント 変数の作成者が変数の目的と機能を記載するコメント項目です。

追加 [変数の新規作成]ダイアログを開きます。ここで、新しい変数を定義でき
ます。

削除 変数を削除するには、リスト内で変数を強調表示してこのボタンをクリッ
クします。
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[数式一覧]ダイアログ

このダイアログは、すべてのドキュメント式、シート式、およびシートオブジェクトの数式を1つのリ
ストに表示します。このリストから、1つの数式を編集したり、複数の数式に対して[検索/置換]を実
行することもできます。リストから1つまたは複数の数式を選択します。選択した行は黒で表示されま
す。最後の数式よりも下の部分をクリックすると、選択が解除されます。
ダイアログの左上では、次のチェックボックスをオンにできます。1つ以上のチェックボックスを選択
します。

l チャートの数式
l チャートの属性
l [色の数式]
l [条件付き表示]
l [その他の数式]

[列] 列ダイアログを開きます。ここでは、数式一覧ダイアログにどの列を
表示するかをカスタマイズできます。[数式]列をオフにすることはでき
ません。
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検索/置換 検索/置換ダイアログが開きます。このダイアログで、数式の現在のリ
スト内で特定のテキストを検索して別のテキストに置換します。数式に
複数箇所の変更や一括の変更を行うこともできます。

エクスポート このボタンを使用して、以下の(一覧)テーブルをテキストファイルに
エクスポートします。

適用 ダイアログを開いたまま、リストに対して加えた変更をドキュメント、
シート、およびシートオブジェクトのプロパティに適用します。このコ
マンドを使用すると、[キャンセル]を使用してダイアログを閉じても、
それまでに行った変更内容は元に戻りません。

編集 リストで1つの数式を選択してからこのボタンを使用すると、選択した
数式の数式の編集ダイアログが開きます。

列ダイアログ(以下を参照)の設定に基づいて、次の列がダイアログ下側の数式リストに含まれます。

シート ID 数式が出現するシートのシート ID。ドキュメント式の場合は空です。

[シート名] 数式が出現するシートの名前(タブタイトル)。ドキュメント式の場合は空
です。

オブジェクト ID 数式が出現するシートオブジェクトのシートオブジェクト ID。ドキュメ
ントとシートの数式の場合は空です。

オブジェクト名 数式が出現するオブジェクトの名前。

パス 数式の型を簡潔に説明した"フレンドリな名前"で、プロパティ内の数式の
場所を示します。

ラベル オブジェクトの数式のラベル。

フルパス プロパティ構造内での数式の正確な場所を示します。表記は、QlikView
Automation Interface のオブジェクトプロパティ階層に対応しま
す。QlikView Automation Interface については、「QlikView APIガイ
ド」を参照してください。

数式 数式の定義。

このダイアログから行われた変更は、通常の元に戻すコマンドで元に戻すことができます。
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20.1 QlikViewレイアウトでのファイル参照

QlikViewレイアウトでは、多くの場所で外部ファイルを情報や背景イメージなどとして参照できます。
外部ファイルは、ローカルパスまたはURLによって参照されます。
場合によっては、外部ファイルをQlikViewドキュメントに含めることが適していることもあります。
これについては、QlikViewドキュメントの内部ファイル(187ページ)を参照してください。
標準画像ファイルの小さなセットがQlikViewプログラム自体に埋め込まれているため、特別な準備を
行うことなく、すべてのドキュメントでこれを使用できます。これについては、QlikViewプログラム
ファイルの内部ファイル(187ページ)を参照してください。

20.2 QlikView ドキュメントの内部ファイル

ロードスクリプトの Load (313ページ)ステートメントとLoadステートメントのプレフィックスであ
る infoに対して、bundleプレフィックスをその前に付けたり、置き換えて使用することができます。
外部ファイルが読み取られ、QlikViewドキュメントに埋め込まれます。これにより、ファイルの内容を
参照するための外部ファイルが不要になるため、QlikViewドキュメントはポータブルドキュメントに
なります。
[INFOの表示]および info 関数では、埋め込みファイルが使用可能であれば自動的に使用します。埋め
込みファイルの明示参照を示す構文は次のとおりです。

qmem://fieldname/fieldvalue |

qmem://fieldname<index>

ここで、indexは、項目内の値の内部インデックスです。

例：
'qmem://Country/Austria'

'qmem://MyField/34'

20.3 QlikViewプログラムファイルの内部ファイル

QlikViewプログラムファイルには画像ファイルと音声ファイルが一式埋め込まれており、使用するこ
とができます。これらは特別な準備を必要とせず、レイアウトから直接参照できます。参照の構文は次
のとおりです。

qmem://<builtin>/filename

ここで、filenameは、以下にリストされたファイル名の1つです(拡張子を含む)。

例：
'qmem://<builtin>/Arrow_N_G.png'

='qmem://<builtin>/Smiley'&if(sum(Result)<0,1,3)&'_Y.png'
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矢印のイメージ

矢印には、8種類の方向と4種類の色があり、表示できます。ファイル名は、単語Arrowの後に方向
が続く形式で示されます。( _N、 _NE、 _E、 _SE、 _S、_SW、 _W、 _NW )。その後に、緑色を
表す _G、赤色を表す _R、そして黄色を表す _Yが続きます。ファイル名に色が指定されていない場
合、灰色の矢印となります。

その他のイメージ

セットの中には、その他にも多くの画像が含まれています。これらは、通常複数の色で提供されます。
以下に利用できる画像をリストにしました。

Check.png Check_G.png Cross.png Cross_R.png

Minus.png Minus_R.png Plus.png Plus_G.png

Smiley1.png Smiley1_G.png Smiley1_Y.png Smiley2.png

Smiley2_B.png Smiley2_Y.png Smiley3.png Smiley3_R.png

Smiley3_Y.png Thumb1.png Thumb2.png Question.png

Question_G.png Question_R.png Question_Y.png Exclamation.png

Exclamation_G.png Exclamation_R.png Exclamation_Y.png

20.4 サウンド

QlikView内のバンドルされたリソースとして、次のパスを使用し、多数の音声ファイルを使用できま
す。

qmem://<bundled>/sounds/qv_bttn.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_can.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_clear.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_load.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_lock.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_menu.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_ok.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_redo.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_reex.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_save.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_scrpt.wav
qmem://<bundled>/sounds/qv_ulock.wav
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qmem://<bundled>/sounds/qv_undo.wav

注意!
このリストはQlikViewの今後のバージョンで変更される可能性があります。
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QlikViewがどういったデータソースにどのようにアクセスするのかについての簡単な説明です。この
ヘルプは、経験の少ないユーザー用に作成されています。すぐに見つけるのが難しいかもしれない他の
ヘルプに直接飛ぶためのリンクがあります。
QlikViewには、数々のデータソースからひとつのQlikViewドキュメントにデータを結合させるという
とても強力な能力があります。これには、必要に応じて複数のデータベースから読込みができることも
含まれます。プログラムは、インターネットのソースや他のサーバー、また外部ファイルからもデータ
を結合することができます。
QlikViewは、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)画面で管理されるロードスクリプ
トを実行し、さまざまなデータソースに接続してデータ取得します。ロードスクリプトでは、読み込む
項目とテーブルを指定します。また、特別なロードスクリプトステートメントや数式を使用してデータ
構造を操作することも可能です。ロードスクリプトには特別な スクリプト構文(271ページ)が使用さ
れます。
ロードスクリプトは、リロードボタンをクリックすると実行されます。ロードスクリプト実行後にリ
ストボックスの追加ダイアログが開きます。そこでは、QlikViewのシートに表示するリストボックス
の 項目(207ページ)を選択します。
ロードスクリプト実行中に、QlikViewは異なるテーブルに共通する項目(キー項目)を確認し、データ
を関連付けます。QlikViewドキュメントのデータのデータ構造は、テーブルビューアー(222ページ)
で見ることができ、ファイルメニューから開くことができます。項目名の変更(464ページ)を行って
テーブル間に異なる関連付けを取得し、データ構造を変更できます。
QlikViewにデータがロードされると、データはQlikViewドキュメント( QlikViewファイル(51ペー
ジ)) に保存されます。これがプログラムの機能性の中心となり、無制限のデータ連結方法、膨大な利用
可能軸の数、分析スピード、圧縮されたサイズなどで特徴付けられます。QlikViewドキュメントが開か
れるとデータはRAMに展開されます。
最後に、QlikViewデータベースの役割と本質の理由から、QlikViewでの分析は常にドキュメントがそ
のデータソースにオフラインにあるときに行います。そのため、データを更新するには、ロードスクリ
プトをリロードする必要があります。

21.1 ファイルデータのロード

QlikViewは、その項目がコンマ、タブ、セミコロンなどで区切られたテーブルを表すファイルからデー
タを読むことができます。他にもdifファイル (Data Interchange Format)、固定長レコードファイ
ル、HTMLテーブル、Excelファイル、xmlファイル、およびnative QVD ( QVDファイル(493ペー
ジ)) とQVXファイルなどの形式があります。多くの場合、項目の1行目には項目名が含まれます。
ファイルは、ロードスクリプトで Load (313ページ)ステートメントを使用してロードされます。
ロードスクリプトエディタでステートメントを入力する代わりに、テーブルファイルウィザードを使
用して自動的にステートメントを生成できます。詳細に関しては ファイルウィザード：ソース(241
ページ)を参照してください。
loadステートメントでは、スクリプト式(361ページ)セット一式が使用できます。
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別のQlikViewドキュメントからデータを読み込むには Binary (278ページ)ステートメントを使用し
ます。
データベースからデータをロードする方法については データベースからのデータのロード(193ペー
ジ)を参照してください。

21.2 データベースからのデータのロード

市販のデータベースシステムからデータをMicrosoft OLE DB/ ODBCインターフェースを介して
QlikViewへロードします。そのためには、DBMSに適したDriverがインストールされていることと、
データベースがODBCデータソースとして設定されている必要があります。
これが完了すると、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)で接続ボタンをクリックし、
データベースへの接続を設定できます。これにより、ロードスクリプトに Connect (283ページ)ス
テートメントが生成されます。
その後、 Select (SQL) (332ページ)ステートメントで、読み込むテーブルと項目を定義します。この
ステートメントを作成するには、選択ボタンをクリックします。詳細に関しては Select ステートメン
トの作成(230ページ)を参照してください。
Direct Queryステートメントで、読み込む項目とテーブルも定義できます。詳細に関しては Direct
Discovery (193ページ)を参照してください。
また、Direct Discovery (193ページ)機能を使用することで、集約関数クエリ結果を大規模なデータ
ベースから(QlikViewデータモデルにロードせずに)にロードすることが可能です。

21.3 Direct Discovery

Direct Discoveryは、より大きなデータセットとインメモリデータとをシームレスに結び付ける集計さ
れたクエリを通じて、追加のソースデータへアクセスすることにより、QlikViewインメモリデータモ
デルの連想機能を拡張します。Direct Discoveryは、ビジネスユーザーがビッグデータソース上で連
想分析の制約を受けずに行えるように、その機能を向上させました。インメモリデータとDirect
Discoveryデータ上で選択を行い、QlikViewのイメージカラーである緑、グレー、白という同じ色で
データセットの連想結果を見ることができます。チャートは、双方のデータセットから同時にデータを
分析します。
特別なスクリプト構文「DIRECTQUERY」を活用して、Direct Discoveryのためにデータを選択しま
す。Direct Discovery構造が確立すると、QlikViewオブジェクトを作成するために、インメモリデー
タと共にDirect Discoveryの項目も使用できます。QlikViewオブジェクトでDirect Discovery項目を
使用すると、外部データソースで自動的にSQLクエリを実行します。Direct Discovery とインメモリ
データとの違い(200ページ)を参照してください。
QlikView ServerおよびPublisherでDirect Discoveryを使用するアプリケーションを起動するには、
特定の設定が必要です。QlikView Server とPublisher におけるDirect Discovery (205ページ)を参
照してください。

Direct Discovery項目の種類

Direct Discoveryのデータ項目には、DIMENSION、MEASUREおよびDETAILの 3種類があります。
この3種類の項目は、ロードスクリプトのDirect Queryステートメントを使用してDirect Discovery
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の選択が行われた時、データ項目に設定されます。DIMENSION項目はメモリにロードされて、インメ
モリデータとDirect Discovery項目のデータを関連付けるために使用されます。
一方MEASURE項目は、「メタレベル」で認識されます。MEASURE項目はメモリにロードされませ
ん(テーブルビューにはMEASUREの項目は表示されません)。その理由は、MEASURE項目でのデータ
の集積が、メモリではなく、データベースで起こるようにするためです。しかし、MEASURE項目は
QlikView式で使用され、数式構文は変更されません。その結果、データベースのDirect Discovery項
目は、エンドユーザーには透過的に使用されます。

注:
Direct Discoveryの、双方向的でSQL特有の性質のため、特定のQlikViewオブジェクトのみが
MEASURE項目を使用できます。リストボックス、マルチボックス、統計ボックス、ミニチャート
は、MEASURE項目には対応していません。

DIMENSION項目は、インメモリデータとDirect Discoveryデータ間を関連付けるために使用されま
す。MEASURE項目とは異なり、DIMENSION項目は、Direct DiscoveryデータをQlikViewユーザー
インターフェースでの選択に利用したい場合に、リストボックスの定義に使用できます。またDirect
DiscoveryのDIMENSION項目は、チャートのdimensionの値を定義する際にも使用されます。

注：
DIMENSION項目をリストボックスで使用する場合、リストボックスに表示されるデータ値は、直接
のクエリで更新されることはありません。Direct Discoveryの項目データは、リロードされた場合にの
み更新されます。

通常、dimensionとして使用されることになる、不連続値を含む項目は、DIMENSIONキーワードで
ロードする必要がありますが、集計関数においてのみ使用する数値には、MEASURE項目としてマーク
しなければなりません。DIMENSION項目は、オブジェクト式では使用できません。
DETAIL項目は、ユーザーがdetailデータをドリルするテーブルボックスでの表示を望む「コメント」
項目といった、情報やdetailデータを提供します。DETAIL項目は、チャート式やすべての集計関数にお
いて、使用できません。リストボックスでも使用はできません。通常、DETAILとして指定されている
項目には、「コメント」のように、実際に集計することができないデータが含まれています。
ただし、どの項目でもDETAIL項目に指定できます。DETAILとして項目を指定すると、集計関数では
使用されず、テーブルボックスにのみ表示されることになります。
DETACH項目はDIMENSION項目と似た振る舞いをします。ただし、リストボックスやチャートで
DETACHを選択しているときに、クエリを関連付けないといった場合を除きます( Direct Discovery
とインメモリデータとの違い(200ページ)を参照してください)。
以下の 集計関数(364ページ)は、MEASURE項目に使用できます。

l Sum (合計値)
l Avg (平均値)
l Count (値の個数)
l Min (最小値)
l Max (最大値)

以下の表には、Direct Discovery項目の種類の特性および使用方法が要約されています。
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項目の種類 メモ
リ内
です
か？

連想
を形
成し
ます
か？

リストボック
スで使用され
ますか？

チャートの数式
で使用されます

か？

テー
ブル
ボッ
クス
で使
用さ
れま
す
か？

DIMENSION はい はい はい はい はい

MEASURE いい
え

いい
え

aggr() 式のみ
において

はい はい

DETAIL いい
え

いい
え

いいえ いいえ はい

DETACH はい いい
え

はい はい はい

Direct Discoveryの全項目はテーブルボックスでの使用が可能で、インメモリ項目と組み合わせて使用
します。

Direct Discoveryのマルチテーブルサポート

Direct Discoveryを使用すると、複数のテーブルをロードしたり、ANSI SQLの結合機能を使って表示
したりできます。単一チャートでは、すべての数式がQlikViewの論理テーブルから取得される必要が
ありますが、これは結合ステートメントを介してリンクされたソースからの、複数のテーブルの組み合
わせの場合もあります。ただし、同じチャートの他のテーブルから取得した軸を使用することもできま
す。
たとえば、Where 条件式またはJoin条件節のいずれかを使用して、Direct Discoveryでロードした
テーブルをリンクできます。

Direct Discovery テーブルをWhere条件式でリンクする

このスクリプト例では、AW2012データベースからデータをロードします。Product テーブルと
ProductSubcategoryテーブルは、共通のProductSubCategoryID項目を使用してWhere 条件式でリ
ンクされています。

Product_Join:
DIRECT QUERY
DIMENSION

[ProductID],
[AW2012].[Production].[Product].[Name] as [Product Name],
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[AW2012].[Production].[ProductSubcategory].[Name] as [Sub
Category Name],

Color,
[AW2012].[Production].[Product].ProductSubcategoryID as

[SubcategoryID]
MEASURE

[ListPrice]
FROM [AW2012].[Production].[Product],

[AW2012].[Production].[ProductSubcategory]
WHERE [AW2012].[Production].[Product].ProductSubcategoryID =

[AW2012].[Production].[ProductSubcategory].ProductSubcategoryID ;

Direct Discovery テーブルを Join On条件式でリンクする

Direct Discoveryテーブルは、Join On条件式を使用してリンクすることもできます。このステートメ
ント例では、SalesOrderID項目を介してSalesOrderHeaderテーブルをSalesOrderDetail テーブル
に結合し、さらにCustomerID項目を介してCustomerテーブルをSalesOrderHeaderテーブルに結
合します。
この例では、同じ論理関数テーブルから数式を作成します。つまり、それらの数式を同じチャートに使
用します。たとえば、SubTotalとOrderQtyを計算基準としてチャートを作成することができます。

Sales_Order_Header_Join:
DIRECT QUERY
DIMENSION

AW2012.Sales.Customer.CustomerID as CustomerID,
AW2012.Sales.SalesOrderHeader.SalesPersonID as SalesPersonID,
AW2012.Sales.SalesOrderHeader.SalesOrderID as SalesOrderID,
ProductID,
AW2012.Sales.Customer.TerritoryID as TerritoryID,
OrderDate,
NATIVE('month([OrderDate])') as OrderMonth,
NATIVE('year([OrderDate])') as OrderYear

MEASURE
SubTotal,
TaxAmt,
TotalDue,
OrderQty

DETAIL
DueDate,
ShipDate,
CreditCardApprovalCode,
PersonID,
StoreID,
AccountNumber,
rowguid,
ModifiedDate

FROM AW2012.Sales.SalesOrderDetail
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JOIN AW2012.Sales.SalesOrderHeader
ON (AW2012.Sales.SalesOrderDetail.SalesOrderID =

AW2012.Sales.SalesOrderHeader.SalesOrderID)
JOIN AW2012.Sales.Customer
ON(AW2012.Sales.Customer.CustomerID =

AW2012.Sales.SalesOrderHeader.CustomerID);

注:
FROM句のalias ではテーブルを参照できません。完全なテーブル名を使用する必要があります。

QlikViewオブジェクトのDirect Discovery項目

Direct Discovery構造が設定されると、ソースのテーブルのDirect Discovery項目がユーザーイン
ターフェースで利用できるようになります。DIMENSIONとして指定されている項目は選択条件に利用
できるので、インメモリ項目とDirect Discovery項目間を関連付けることができます。
MEASURE項目は、ユーザーインターフェースでは印が付いています。

上記の通り、QlikViewオブジェクトのMEASURE項目の使用には一部制約があります。MEASURE項目
を使用すると軽快な使用感が損なわれる可能背性があるため、使用する際はこの点に注意することが重
要です。MEASURE項目のデータ値はメモリにロードされませんが、QlikViewアプリケーションのユー
ザーインターフェースで使用すると、メモリやCPUが消費されます。例えば、仮にビッグデータソー
ス内のある項目に、10億単位の値が存在している場合、このような項目を使用すると、パフォーマンス
に重大な影響が及びます。
Direct Discovery を使用したリストボックスおよびテーブルボックスの作成方法(601ページ)およ
び Direct Discovery を使用したチャート作成方法(949ページ)を参照してください。

サポートされているデータソース

QlikView Direct Discoveryは、以下のデータソースに対して使用できます(32 Bit 接続と64 Bit 接続
の双方に対応)：

l ODBC/OLEDBデータソース：SQL Server、Teradata、Oracle をはじめあらゆる
ODBC/OLEDBソースに対応。

l SQL対応のカスタムコネクタ：SAP SQLコネクタ、SQL準拠のデータストア用のカスタムQVX
コネクタ。

32ビットおよび64ビット接続の両方に対応しています。
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SAPの場合、Direct Discoveryを使用できるのは、QlikView SAP SQL Connectorのみで、SET変数に
は以下のパラメータが必要となります。

SET DirectFieldColumnDelimiter=' ';

SET DirectIdentifierQuoteChar=' ';

SAPはOpenSQLを使用していているので、コンマでなくスペースでカラムを区切ります。そのため、
上記のSETステートメントは、ANSI SQLとOpenSQLの相違に対応するために置き換えられます。
Direct DiscoveryはGoogle Big Queryでの使用も可能で、SET変数には以下のパラメータが必要とな
ります。

SET DirectDistinctSupport=false;

SET DirectIdentifierQuoteChar='[]';

SET DirectIdentifierQuoteStyle='big query'

Google Big Queryは SELECTDISTINCTや引用符で囲まれた列/テーブル名をサポートしていません。
また、'[ ]'を使用する非ANSI引用符の設定を採用しています。

対応しているデータ型

Direct Discoveryでは全てのデータ型がサポートされていますが、特定のソースデータの形式
は、QlikView向けに定義する必要があります。"SETDirect...Format" 構文を使用すると、ロードスク
リプトで定義できる場合があります。以下の例は、Direct Discoveryのデータベースソースとして使用
される、データベースのデータ形式の定義方法を示しています。

例：
SET DirectDateFormat='YYYY-MM-DD';

生成されたSQLステートメントにおいて、Direct Discoveryが通過形式の値を設定する方法を制御する
スクリプト変数は2つあります。

SET DirectMoneyFormat (default '#.0000')

SET DirectMoneyDecimalSep (default '.')

この2つの変数の構文は、MoneyFormatと MoneyDecimalSepとで同じですが、使用の際には異な
る重要な点が2つあります。

l これは表示形式ではないので、通貨記号や桁区切りは含まれていません。
l 既定値はロケールによって引き出されるのではなく、値に組み込まれていて変更できません。(ロ
ケール固有の書式設定には通貨記号が含まれています。)

データ型変換変数(444ページ)を参照してください。
Direct Discoveryは、一部のデータベース( 特にSQL Server) で必要とされている場合、拡張された
文字列リテラル(N'<extended string>') 向けにSQL標準形式を使用して、拡張Unicode データの選
択をサポートできます。スクリプト変数 DirectUnicodeStrings (291 ページ)を用いる
と、Direct Discoveryでこの構文は有効となります。この変数を"true" に設定すると、文字列リテラル
の前で"N"を使用できるようになります。
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Teradata クエリのバンドサポート

Teradata クエリのバンドとは、より向上した会計、優先度設定、ワークロード管理を目的として、エ
ンタープライズアプリケーションが、根底にあるTeradata データベースと連携して動作することを可
能にする機能です。クエリのバンドを使用すると、クエリ周辺のメタデータ(ユーザー認証情報など)を
ラップすることができます。
以下の2つの変数が用意されており、そのいずれも評価の後にデータベースに送信される文字列です。

l SQLSessionPrefixはデータベースへの接続が作成されると送信されます。
l SQLQueryPrefixはクエリごとに送信されます。

例：
SET SQLSessionPrefix = 'SET QUERY_BAND = ' & Chr(39) & 'Who=' & OSuser() &

';' & Chr(39) & ' FOR SESSION;';

たとえばOSuser() はWA\sbtを返し、これは SET QUERY_BAND = 'Who=WA\sbt;' FOR
SESSION;に照らして評価され、接続が作成されるとデータベースに送信されます。

セキュリティ

以下のセキュリティにおけるベストプラクティスは、Direct Discoveryを使用する際に考慮に入れる必
要があります。

l Direct Discovery機能を含む同じQlikViewアプリケーションを使用するすべてのユーザーは、
同じ接続を使用します。パススルー認証やユーザーごとの資格認証には、対応していません。

l セクションアクセスはサーバーモードでのみサポートされています。
l NATIVEキーワードの数式で、データベースのカスタムSQLステートメントを実行できます。
ロードスクリプで設定されているデータベース接続は、データベース読み取り専用のアクセス権
を持つアカウントを使用する必要があります。

l Direct Discoveryにはログ機能はありませんが、ODBCのトラッキング機能を使用できます。
ログ(200ページ)のセクションを参照してください。

l データベースがクライアントのリクエストであふれることがあります。
l QlikView Serverログファイルに詳細なエラーメッセージが出ることがあります。

サポートしているQlikView機能

Direct Discoveryの双方向的なSQL構文特有の性質により、一部のQlikView機能には対応していませ
ん。

l 高度な計算(Set 分析、複雑な数式)
l 計算軸
l Direct Discovery項目を使用しているQlikViewオブジェクトの比較分析( 並列ステート)
l Direct DiscoveryのMEASUREおよびDETAIL項目はグローバル検索には対応していません。
l Direct Discoveryテーブルを用いたQlikViewアプリケーションからのバイナリロード
l ループと分割
l Direct Discoveryテーブルの合成キー
l スクリプトでのテーブルの名前付けは、Directテーブルには適用されません
l ロードスクリプト上のDIRECTQUERYキーワード後にワイルドカード記号*を使用(DIRECT
QUERY *)
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l Oracle の LONGデータ型の列を含むデータベースのテーブルはサポートされていません。
l 科学的記数法における大きな桁数の整数は、[-9007199254740990, 9007199254740991]の
範囲外の場合、丸め誤差および定義されていない動作を引き起こす可能性があります。

ログ

データソースに渡されるDirect Discovery SQLステートメントは、データベース接続のトレースファ
イルに記録されます。標準的なODBC接続の場合、ODBCデータソース管理者がトレースを開始しま
す。

結果のトレースファイルには、ユーザーの選択内容やインタラクションを通じて生成されたSQLス
テートメントの詳細が記されています。

21.4 Direct Discovery とインメモリデータとの違い

インメモリモデル

QlikViewのインメモリモデルでは、ロードスクリプトのテーブルから選択された項目のユニーク値は
すべて、項目構造にロードされ、同時に、連想データはテーブルにロードされます。項目データおよび
連想データはすべて、メモリで保持されています。
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メモリにロードされたもう一つの関連テーブルは、共通の項目を共有することがあります。そしてその
テーブルは、共通の項目に新しいユニーク値を追加したり、既存値を共有したりする場合があります。

Direct Discovery

Direct Discoveryの Loadステートメント(Direct Query) でテーブル項目をロードする
と、DIMENSION項目のみで似たテーブルが作成されます。インメモリ項目では、DIMENSION項目の
ユニーク値がメモリにロードされます。ただし、項目間の関係性はデータベースに残ります。
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MEASURE項目値もまた、データベースに残ります。

Direct Discovery構造が確立すると、特定のQlikViewオブジェクトと共にDirect Discovery項目を使
用できます( QlikViewオブジェクトのDirect Discovery 項目 (197ページ)参照)。そして、インメモ
リ項目を使った関連付けのためにもDirect Discovery項目を使用できます。QlikViewオブジェクトで
Direct Discovery項目が使用されると、QlikViewは、外部のデータ上で実行する適切なSQLクエリを
自動生成します。選択を行うと、データベースのクエリのWHERE条件でDirect Discoveryの関連デー
タ値が使用されます。
各選択条件を使って、Direct Discoveryの項目を含むチャートは再計算されます。そして、QlikViewに
よって作成されたSQLクエリを実行することにより、元のデータベーステーブルに計算結果が表示さ
れます。計算の条件の機能を使い、チャートを再計算するタイミングを指定できます。条件が合わない
間は、QlikViewはチャートを再計算するクエリを送信しません。
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インメモリ項目とDirect Discovery項目とのパフォーマンスの違い

インメモリでの処理スピードは常に、ソースデータベースでの処理スピードよりも速くなりま
す。Direct Discoveryのパフォーマンスは、Direct Discoveryクエリを処理するデータベースを稼働し
ているシステムのパフォーマンスに影響を及ぼします。
Direct Discoveryのベストプラクティスを引き出す標準的なデータベースおよびクエリを使用すること
ができます。パフォーマンスの調整はすべて、ソースデータベース上で行われます。Direct Discovery
は、QlikViewアプリケーションのクエリのパフォーマンス調整には対応していません。しかし、接続
プーリング機能を使用することで、データベースへの非同期・同時呼び出しを行うことはできます。
プーリング機能を設定するロードスクリプト構文は以下の通りです。

SET DirectConnectionMax=10;

QlikViewキャッシュにより、ユーザーエクスペリエンス全体が改善されます。以下 キャッシュと
Direct Discovery (204ページ)を参照してください。
一部項目の関連付けを解除することでも、DIMENSION項目を含むDirect Discoveryのパフォーマンス
を改善できます。これは、Direct Query上でDETACHキーワードを用いて実行されました。関連付け
を解除された項目では、関連付けのためのクエリは実行されませんが、フィルターの一部として残って
いるので、選択時間を短縮できます。
QlikViewのインメモリ項目とDirect DiscoveryのDIMENSION項目の両方の全データがメモリ内に保
持されている間、項目へのロード方法の違いは、メモリへのロードのスピードに影響を及ぼします。同
じ値を持つ複数のインスタンスが存在する場合、QlikViewのインメモリ項目は、項目値のコピーを1つ
だけ保持します。ただし、全項目データをロードして、重複データが抽出されます。
DIMENSION項目もまた、項目値のコピーを1つだけ保持し、重複値はメモリにロードされる前に、
データベースで抽出されます。通常のDirect Discovery使用のように、大量のデータを取り扱う場合、
インメモリ項目のために使用されるSQL SELECTロード経由よりも、DIRECTQUERYロードとしてず
っと素早くデータをロードします。

データインメモリとデータベースデータとの違い

QlikViewは、インメモリデータで関連付けを行う場合、大文字と小文字を区別します。Direct
Discoveryは、データベースで大文字と小文字の区別を行って、ソースデータベースからデータを選択
します。大文字と小文字の区別をしないデータベースの場合、Direct Discoveryのクエリは、インメモ
リのクエリが返さないデータを返す場合があります。大文字と小文字を区別しないデータベースに以下
のデータが存在する場合、値"Red" のDirect Discoveryのクエリは以下の4行をすべて返します。

ColumnA ColumnB

red one

Red two

rED three

RED four
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一方、"Red" のインメモリの選択は、唯一、以下を返します：
Red two

QlikViewは、データベースが合致しない選択データで一致する値を生成するまで、データを正規化しま
す。その結果、インメモリクエリは、Direct Discoveryクエリよりも一致度が高い値を生成する場合が
あります。例えば、以下のテーブルでは、前後のスペースの位置により、数値"1"に対する値が変化し
ます。

ColumnA ColumnB

' 1' space_before

'1' no_space

'1 ' space_after

'2' two

標準的なQlikViewインメモリにデータが存在する、ColumnAのリストボックスで"1"を選択する
と、QlikViewは最初の3行を関連付けます。

' 1' space_before

'1' no_space

'1 ' space_after

リストボックスにDirect Discoveryのデータが含まれている場合、"1"の選択は、"no_space" にのみ
関連付けられます。Direct Discoveryのデータに返される一致結果は、データベースによって異なりま
す。"no_space" のみを返すデータベースもあれば、SQL Serverのように、"no_space" と "space_
after" を返すものもあります。

キャッシュとDirect Discovery

QlikViewのキャッシュは、クエリの選択状態をメモリに保存します。同じ種類の選択が行われる
と、QlikViewは、ソースデータのクエリを実行しないで、キャッシュのクエリを利用します。異なる選
択を行うと、データソースでSQLクエリを実行します。キャッシュされている結果は、ユーザー間で
共有されます。
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DirectCacheSeconds (291ページ)のシステム変数を用いて、キャッシュに時間制限を設けることが
できます。制限時間に達すると、QlikView Serverは、これまでの選択条件で生成されたDirect
Discoveryのクエリ結果のキャッシュをクリアします。そして、QlikViewは選択条件のソースデータに
照会して、指定の制限時間に達するまで、再度キャッシュを作成します。
Direct Discoveryのクエリ結果の既定のキャッシュ時間は、30分間です。ただ
し、DirectCacheSeconds のシステム変数が使用されている場合を除きます。

21.5 QlikView Server と Publisher におけるDirect Discovery

QlikView Serverの設定

QlikViewアプリケーションでDirect Discoveryを使用する場合は、QlikView Serverの一部の設定を確
認する必要があります。

注意!
これらの設定は、同じQlikView Server上に存在するすべてのQlikViewドキュメントに影響します。

オブジェクト
演算時間限界
(Object
Calculation
Time Limit)

Direct Discoveryの機能はQlikViewから外部システムのクエリを行うため、チャー
トの計算時間は基本となるシステムのパフォーマンスに応じて異なります。QlikView
マネージメントコンソールの[Object Calculation Time Limit] (オブジェクト演
算時間限界)の値は、Direct Discoveryクエリ結果がデータソースからQlikViewチ
ャートに返されるだけの時間が確保されるよう、高めに設定することが推奨されま
す。この設定は、QlikView Management Console にリストされているQlikView
Serverの [パフォーマンス]タブで行います。

チャートの
マーカー最大
表示数

[Max Symbols in Charts] (チャートのマーカー最大表示数)は、QlikViewチャート
に表示するデータポイントの数を設定する際に使用します。Direct Discoveryクエ
リは多数のdistinct 値を返すことがあるため、適切な数のデータポイントが
QlikViewチャートに表示されるよう、この設定で確認します。
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Config.xml
ファイルに
おける QVS
タイムアウ
ト設定

QlikView Server とは別の外部システムのクエリを実行するのにDirect Discovery を使用す
る場合、Config.xml ファイルにおけるサーバーのタイムアウト設定は、QlikView がクエリ
の結果を得られるように、十分な時間を確保できるように調整する必要があります。クエリ
を完了するのに十分な時間が確保できない場合、AJAXクライアントを使用すると、「サー
バーへの接続が見当たりません」というエラーが返されます。
既定の設定は 60秒ですが、設定で最大クエリ時間を延ばす必要があるかもしれませ
ん。config.xml ファイルは、C:\ProgramData\QlikTech\WebServerディレクトリにあ
ります。XML タグは <QvsTimeout>です。アップグレードをする間に、設定の既定値が上
書きされるので、注意してください。

QlikView Publisher

QlikView Publisherは、Direct Discoveryが使用するデータベースのテーブルへの読み取りアクセス権
を必要とします。Publisherを使うQlikViewアプリケーションでDirect Discoveryを使用する場
合、Publisherを実行するサービスアカウントに必要な読み取りアクセス権があるか確認してくださ
い。もしなければ、定期的にデータを最新情報に更新する間、PublisherはDirect Discoveryのテーブ
ルを読み取ることができません。
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22 変数および項目

この章では、QlikViewのさまざまなデータ伝送エンティティの中で特に重要な要素である項目と変数
について説明します。

22.1 項目

項目は、QlikViewの主要なデータ伝送エンティティです。項目には通常、項目値と呼ぶいくつかの値が
含まれています。データベース用語で、QlikViewに処理されたデータはデータファイルから読み込む
と言います。ファイルは複数の項目から成り、各データエントリはレコードとなります。ファイル、
項目、レコードは、それぞれテーブル、列、行と同等です。QlikView AQLロジックは、項目とその項
目値にのみ働きます。
項目データは、 Load (313ページ)または Select (SQL) (332ページ)、Direct Query、 Binary (278
ページ)ステートメントで取得します。項目(入力フィールド(208ページ)以外)のデータを変更する
唯一の方法は、スクリプトを再実行することです。ユーザーは、レイアウトやオートメーションを使用
して項目値を操作することはできません。QlikViewに読み取られた項目値は、表示、論理的な選択、計
算にのみ使用できます。
項目値には、数値データや英数字(テキスト)データを含めることができます。数値は、実際にはデュア
ル値、数値とその時点の書式設定されたテキスト表現、を持ちます。シートオブジェクトなどにはテキ
スト表現が表示されます。
QlikViewのレイアウトでは、項目の内容が リストボックス(569ページ)に表示されます。

項目タグ

システムタグには3つの異なる種類があり、それは、ユーザーが変更できないスクリプト生成システム
タグと、ロードスクリプト内で変更できるスクリプト生成システムタグ、ユーザーが対話式に設定する
システムタグです。システムタグの前には、常に$サインが付きます。
次のシステムタグは、スクリプト生成の終わりに自動的に生成されます。ユーザーはこれらを変更する
ことはできません。

l $system - システム項目であることを示します。
l $key - キー項目であることを示します。
l $keypart - 項目が1つ以上の複数の合成キーの一部であることを示します。
l $synthetic - 合成キーであることを示します。

次のシステムタグは、スクリプト生成の終わりに自動的に生成されますが、スクリプト構文を使用して
変更または上書きすることが可能です。 Tag Field (342ページ)と Untag Field (344ページ)を参照し
てください。

l $hidden - 非表示項目であることを示します。
l $numeric - 項目内のすべての(null値以外)値は数値です。
l $integer - 項目内のすべての(null値以外)値は整数です。
l $text - 項目内の値は数値ではありません。
l $ascii - 項目の値には標準のASCII文字列のみが含まれます。
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l $date - 項目内のすべての(null値以外)値は、日にち(整数)に変換されます。
l $timestamp - 項目内のすべての(null値以外)値は、日時に変換されます。

次のタグは、ドキュメントプロパティ：テーブル(535ページ)ダイアログで設定されます。ユーザー
が、有効と無効を切り替えられます。

l $dimension - チャートの軸やリストボックスなどでの使用を推奨する項目であることを示しま
す。

l $measure - 数式での使用を推奨する項目であることを示します。
ユーザーは、カスタムタグを追加することもできます。これらは、スクリプト構文(271ページ)を使
用してロードスクリプトで追加するか、ドキュメントプロパティ：テーブル(535ページ)ダイアログ
で追加します。これらのカスタムタグに、システムタグと同じ名前を使用することはできません。

注意!
ロードスクリプトと ドキュメントプロパティ：テーブル(535ページ)の両方で同じタグが操作され
る場合、ロードスクリプトの設定が優先されます。

22.2 入力フィールド

項目(207ページ)のデータを変更するには、スクリプトを実行する必要があると前述しました。しか
し、バージョン8以降のQlikViewは、スクリプトを実行しなくても変更できる特別な項目の型(入力フ
ィールド)をサポートしています。
入力フィールドは、QlikViewのその他の項目と似ていますが、スクリプトで読み取られた項目の値につ
いては、その他の項目とは異なり、スクリプトを再度実行しなくても後で変更することができます。入
力フィールドは、あらゆるタイプのシートオブジェクトの他の項目と同じように使用できます。

注意！
入力フィールドにおけるデータの保存効率は、通常の項目と比較すると非常に落ちるため、大量データ
には向いていません。

入力フィールドを使用する場合、ロードスクリプトは、各項目値のプレースホルダを作成します。これ
を後で編集して、新しいデータを設定できます。項目を loadまたはselect ステートメントに含める前
に、ロードスクリプトに Inputfield (305ページ)ステートメントでリストすることで、すべての項目
を入力フィールドに変えることができます。
入力フィールドの値は、リストボックスのセル、テーブルボックスのセル、およびテーブルチャート
の数式セルで変更できます。入力フィールドが含まれるリストボックスおよびテーブル列のみを編集で
きます。編集可能なセル上にポインタを置くと、入力アイコンが表示されます。アイコンをクリックす
ると、そのセルは入力編集モードに設定されます。上/下矢印キーを使用して、入力編集モードのままで
セル間を移動できます。QlikViewドキュメント全体は、新しい値が入力されるたびに自動的に再計算さ
れます。

注意!
計算項目を入力フィールドとして使用することはできません。入力フィールドの機能が自動的に無効と
なります。
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テーブルチャートの数式セルには、特別な入力フィールドの集計関数(990ページ)を設定し、さらに
値を入力する必要があります。変更は、"均等配布"または "比例配布"などの事前定義されたアルゴリズ
ムに基づいて基底の項目値に配布し直されます。

注意！
binaryステートメントを使用してファイルをロードした場合、入力項目として定義された項目は入力
項目として扱われません。

Version 9では、入力フィールドへ相対的変動の指定機能を拡張追加しました。次の構文が適用されま
す(nは番号です)。

%+n 現在の値を n%増加します 

%-n 現在の値を n%減少します 

+=n 現在の値を n増加します 

-=n 現在の値を n減少します 

*=n 現在の値を n倍します 

/=n 現在の値を n分割します 

例：
%+10現在の値を10%増加します
+=56現在の値を56増加します
*=2現在の値を2倍します
/=2現在の値を2分割します
/=0は、変更されません。

プログラムで値を抽出および設定するためのオートメーションAPIも用意されています。

22.3 変数

QlikViewの変数は、エンティティと呼ばれ、1つのデータ値を含みます。変数は、通常その値を
Let、Setもしくは他の制御ステートメントからAutomation呼び出しやレイアウトの 入力ボックス
(647ページ)を介して取得します。変数の値は通常、ユーザーによっていつでも変更できます。
変数には、数値データや英数字データを含めることができます。変数値の最初の文字がイコールサイン
(=) の場合、値は式(QlikView式)として評価され、式の実際のテキストではなく結果が表示されるか
返されます。

注意!
変数と項目には、それぞれ一意の名前を付けることが推奨されます。

22.4 QlikViewの他のエンティティ

チャート軸

チャート軸はチャートの値のセットであり、チャートでその数式の値が計算されるときに、繰り返し処
理の対象になります。簡単なケースでは、チャート軸は標準の棒グラフのx軸上に表示されるもので
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す。
1つのチャートは、1つ以上の軸を持つことができます。上限は、チャートタイプ、データの複雑さ、
およびメモリ使用量によって異なります。円グラフ、折れ線グラフ、および散布図は、最大2つ、棒グ
ラフとグリッドチャートは3つの軸を表示できます。レーダーチャートには1つの軸だけが表示さ
れ、ゲージチャートには軸は表示されません。
一般的に、チャート軸は、チャートプロパティダイアログの軸ページに指定された項目から値が取得
されます。1つの軸は、1つの項目ではなく項目のグループで構成されることもあります(下の「グルー
プ」を参照)。
チャート軸は数式から計算することもできます。

グループ

グループ、またはより正確に言うと項目グループは項目のコレクションであり、チャート軸としての項
目の代わりに使用できます。次の2つの型の項目グループがあります。
ドリルダウングループは、チャート内でドリルダウンが可能な項目階層を作成するために使用します。
サイクリックグループは、非階層的であり、通常はユーザーがチャート軸の項目をマウスクリックだけ
で切り替えるための便利な手段として使用されます。
グループは、ドキュメントプロパティ：グループページで指定されます。

数式 (計算式)

数式は、特別な構文に基づいて集約される項目、変数、演算子、および関数の組み合わせで構成されま
す。使用できる関数は、レイアウト内のスクリプト、チャート、および他の部分のどこであるかによっ
て多少異なります。
スクリプトでは、スクリプト実行によって数式が渡されるときに数式が評価されます。チャートとその
他のレイアウトオブジェクトでは、数式が含む項目、変数、または関数のいずれかで値または論理ス
テータスが変更されるとき、常に数式が自動的に評価されます。
スクリプト式の詳細については、スクリプト式(361ページ)を参照してください。
チャートの数式の詳細については、チャートの数式(951ページ)を参照してください。
他のレイアウトオブジェクトで数式を使用する場合の詳細については、計算式(1053ページ)を参照し
てください。
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[ロードスクリプトの編集]ダイアログ

ロードスクリプトの編集ダイアログは、 [ファイル]メニュー(55ページ)から、もしくはツールバー

の ロードスクリプトの編集アイコン をクリックして開きます。
このダイアログでは、スクリプトを入力して実行し、QlikViewドキュメントをODBCデータソースや
さまざまなタイプのデータファイルに接続し、要求した情報を取得できます。
スクリプトは、手作業で入力することも自動的に生成することもできます。スクリプトの複雑なステー
トメントは、少なくとも一部を手作業で入力する必要があります。スクリプトの作成で使用できるス
テートメント、式、関数などについては、スクリプト構文(271ページ)および スクリプト式(361
ページ)で説明しています。
ロードスクリプトの編集ダイアログでは、オートコンプリートを採用しているため、入力すると、最後
まで入力しなくても入力したい内容をプログラムが予測します。スクリプト構文で使われる単語も予測
に含まれます。スクリプトはまた、構文のコンポーネント別に色分けされます。ツール＞エディタ設定
を選択して、カスタマイズできます。
ダイアログの上部には、スクリプトに関連するさまざまなコマンドのメニューバーがあります。最も多
く使用されるコマンドは、ツールバーにもあります。ツールバーには、ロードスクリプトのタブを選択
できるドロップダウンリストもあります。
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[ロードスクリプトの編集]ダイアログのメニュー

[ファイル] メニュー
リロード スクリプトを実行し、ダイアログを閉じ、[シートプロパティ]ダイ

アログの [項目]ページを開きます。このコマンドは、ロードスクリ
プトの編集ダイアログのツールバーでも使用できます。

デバッグ デバッガでスクリプトの実行を開始します。デバッガは、スクリプト
内のエラーの検索に使用します。スクリプトのすべてのステートメン
トを監視でき、スクリプトを実行しながら変数の値を確認できます。
このコマンドは、ロードスクリプトの編集ダイアログのツールバー
でも使用できます。

隠しロードスクリプト
の編集

隠しスクリプトのスクリプトタブを開きます。ここで、スクリプトの
非表示部分を定義できます。この部分は、リロードを実行するとき、
一般的なスクリプトの前に実行されます。隠しスクリプトのタブは常
に、開いているスクリプトタブの左側に表示されます。隠しスクリプ
トの作成またはアクセスには、パスワードが必須です。

隠しロードスクリプト
用パスワードの変更

隠しパスワード新規作成ダイアログを開きます。ここでは、隠しスク
リプトにアクセスするための新しいパスワードを設定できます。

隠しロードスクリプト
の作成

隠しロードスクリプト用パスワード新規作成ダイアログを開き、隠
しロードスクリプト用のパスワードを設定します。すると、"Hidden
Script" という名前の新しいタブがスクリプト画面に追加されます。
ここで、スクリプトの非表示部分を定義できます。この部分は、リ
ロードを実行するとき、一般的なスクリプトの前に実行されます。隠
しスクリプトのタブは常に、開いているスクリプトタブの左側に表示
されます。

隠しロードスクリプト
の削除

ロードスクリプトの編集ダイアログボックスから、隠しロードスク
リプトを削除します。

上書き保存 アクティブなドキュメントをファイルに保存します。データ、スクリ
プト、およびレイアウトが保存されます。このコマンドは、次のキー
ボードショートカットで呼び出すこともできます：Ctrl+S。このコ
マンドは、[ロードスクリプトの編集]ダイアログのツールバーでも
使用できます。

名前を付けて保存 アクティブなドキュメントに新しい名前を付けて新しいドキュメント
ファイルとして保存します。

外部スクリプトファイ
ルを開く

スクリプトを含むファイルを参照するダイアログが開き、スクリプト
パネルに新しいタブを追加してファイルを開きます。スクリプトパネ
ルでは、QlikViewの色分けを使用してスクリプトを編集できます。
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外部スクリプトファイ
ルの保存

外部スクリプトファイルを保存します。

スクリプトファイルに
エクスポート

スクリプト全体をテキストファイルに保存します。テキストファイ
ルは、表示されるスクリプトの保存ダイアログで指定します。ファ
イルには、拡張子 .qvs が付きます。

アクティブな画面の印
刷

任意のプリンタでアクティブなロードスクリプトタブを印刷できま
す。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこ
ともできます：Ctrl+P。このコマンドは、[ロードスクリプトの編
集]ダイアログのツールバーでも使用できます。

すべての画面を印刷 任意のプリンタですべてのロードスクリプトを印刷できます。このコ
マンドからは隠しスクリプトは印刷されません。

テーブルビューアー テーブルビューアー(222ページ)ダイアログが開かれ、このダイア
ログで、テーブル、項目、関連付けを視覚的に表示してロードされた
データの構造を調べることができます。このコマンドは、次のキー
ボードショートカットで呼び出すこともできます：CTRL+T。

[編集] メニュー
元に戻す 最後の変更を元に戻します(複数の操作を元に戻せます)。CTRL+Z

を押した場合と同じです。

やり直し 最後の元に戻すをやり直します。CTRL+Yを押した場合と同じで
す。

切り取り 選択されたテキストをクリップボードにエクスポートします。このコ
マンドは、[ロードスクリプトの編集]ダイアログのツールバーでも使
用できます。CTRL+Xを押した場合と同じです。

コピー 選択されたテキストをクリップボードにコピーします。このコマンド
は、ロードスクリプトの編集ダイアログのツールバーでも使用でき
ます。CTRL+Cを押した場合と同じです。

貼り付け クリップボードの内容をダイアログのカーソルの位置に貼り付けま
す。このコマンドは、ロードスクリプトの編集ダイアログのツール
バーでも使用できます。CTRL+Vを押した場合と同じです。

削除 選択されたスクリプトテキストを削除します。DELを押した場合と同
じです。

スクリプト全体を削除 スクリプトをクリアします。つまり、最初に自動生成された setス
テートメント以外のすべてのテキストを削除します。
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すべて選択 スクリプトのテキスト全体を選択します。CTRL+Aを押した場合と同
じです。

検索/置換 ダイアログが開かれ、ロードスクリプト内の数字または文字を検索し
て置換することができます。このコマンドは、ロードスクリプトの編
集ダイアログのツールバーでも使用できます。CTRL+F を押した場
合と同じです。

行指定 ダイアログが開かれ、ここからスクリプト内の指定した行番号に移動
できます。CTRL+Gを押した場合と同じです。

大文字に設定 選択されたスクリプトテキストを大文字にします。

小文字に設定 選択されたスクリプトテキストを小文字にします。

大文字小文字を反転 選択されたスクリプトテキストの大文字小文字を逆に変更します。

先頭文字を大文字に設
定

選択されたスクリプトテキストの先頭文字を大文字にします。

コメント スクリプト内のテキスト行をコメントに変換します。
参照項目： Rem (327ページ)

コメント解除 テキスト行を元のスクリプトテキストに変換します。

インデント設定 ロードスクリプトでハイライトされた行にインデントを設定します。

インデント解除 ロードスクリプトでハイライトされた行のインデントを解除します。

[挿入] メニュー
Set ステートメント Setステートメントウィザード(220ページ)を開き、新しいSetステー

トメントの入力や事前定義されたステートメントの選択ができます。

環境変数 オペレーティングシステムのデフォルト設定に基づき、スクリプト内に
データ型変換変数を入力します。

スクリプトファイル スクリプトまたはスクリプトの一部が含まれたファイルを参照するダイア
ログが開き、そのファイルの内容をロードスクリプトのカーソルの位置に
挿入します。

Include ステートメン
ト

スクリプトファイルの挿入ダイアログを開きます。ここでは、qvs (既に
保存されているQlikViewスクリプトファイル)、txt、またはsql形式のス
クリプトファイルを参照できます。

ドメイン SID スクリプトで使用するNTドメインセキュリティ IDを取得しま
す。NTDOMAINSIDは、NTのセキュリティを管理する予約項目の1つと
してセクションアクセスで使用されます。
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テストスクリプト テストスクリプトを自動生成し、挿入します。

Load ステートメント ファイルロードもしくはインラインロードで、LOADステートメントを
挿入します。インラインロードを選択すると インラインデータウィザー
ド(237ページ)ダイアログが開かれ、スプレッドシートスタイルのコント
ロールから load inline ステートメントを作成できます。

セクションアクセス Publisher認証テーブル、またはインラインロードで、section access ス
テートメントを挿入します。
[Publisher認証]を選択すると、ファイルウィザード：オプション(257
ページ)ダイアログが開きます。
[インラインロード]を選択すると、アクセス制限テーブルウィザード
(239ページ)ダイアログを開きます。

Connect ステートメ
ント

ロードスクリプトにconnect ステートメントを挿入します。

Disconnect ステート
メント

ロードスクリプトにdisconnect ステートメントを挿入します。

タブメニュー
タブメニューは、スクリプトの構造を整理するのに役立ちます。

タブの追加 新しいスクリプトタブを追加します。スクリプトは、左から右の順にタブ
ごとに実行されます。現在のスクリプトタブが隠しスクリプトの一部の場
合は、新しいタブが隠しスクリプト内にも作成されます。

カーソル位置にタブを
挿入

アクティブなタブの後に新しいタブを挿入します。カーソルの後に置かれ
ているアクティブなタブ上のテキストはすべて、新しいタブに移動しま
す。

名前の変更 アクティブなタブの名前を変更するダイアログを開きます。

上へ アクティブなタブを1つ左に移動します。隠しスクリプトタブの左には、
タブを移動できません。

下へ アクティブなタブを1つ右に移動します。

前のタブと結合する アクティブなタブ上のすべてのテキストが前のタブの末尾に移動し、アク
ティブなタブは削除されます。

削除 アクティブなタブを削除します。最後に残るスクリプトタブは、削除でき
ません。

[ツール] メニュー
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ODBC アドミニスト
レータ 64 bit

64-bit ODBCドライバ用[ODBCデータソースアドミニストレータ]ダイ
アログを開きます。

ODBC アドミニスト
レータ 32 bit

32-bit ODBCドライバ用[ODBCデータソースアドミニストレータ]ダイ
アログを開きます。

エディタ設定 ユーザープロパティ：エディタ(91ページ)ページが開かれ、ロードスク
リプトに表示されるさまざまなテキストタイプのフォントと色を設定でき
ます。

構文チェック ロードスクリプトの構文を確認し、初めのエラーで停止します。

[ヘルプ] メニュー
[ヘルプ]は、QlikViewのHTMLヘルプファイルを開きます。

[ロードスクリプトの編集]ダイアログのパネル

ロードスクリプトの編集ダイアログには、上にスクリプトパネルと下にツールパネルの2つのパネル
があります。

スクリプトパネル

スクリプトパネルには、実際のスクリプトが含まれます。スクリプトの各行に番号が付けられます。ス
クリプトは、タブで分けられたページに分割でき、左のタブから右のタブへ順に実行されます。
隠しスクリプトが使用されている場合は、一番左に別のタブで表示されます(パスワードが設定されて
いる場合)。
スクリプトは、構文のコンポーネント別に色分けされます。ツールメニューからエディタ設定を選択
すると、色分けをカスタマイズできます。

ツールパネル

ツールパネルには、スクリプトを生成するための機能を含む4つのタブページがあります。

データページ
データページには、QlikViewにデータを取得する基本的なコマンドが含まれます。
データベースグループのコマンドは、データソースへの接続とデータソースから項目を選択するため
に使用します。市販のDBMSを使用する場合は、QlikViewとデータベースとのインターフェースに
ODBCまたはOLE DBを使用できる場合があります。ODBC/OLE DBインターフェースからデータを取
得する前に、DBMSをサポートするODBCドライバかOLEDBドライバをコンピュータにインストール
する必要があります。適切なODBC/OLE DBドライバをインストールしたら、データベースをODBC
データソースとして設定する必要があります。

OLE DB OLE DBを使用してデータソースへの接続を確立します。

ODBC ODBCを使用してデータソースへの接続を確立します。

216 QlikView 11.20 SR13



23   [ロードスクリプトの編集]ダイアログ

QVSAdminDataProvider.dll このカスタムコネクタを使用してQlikView Serverに接続
し、DMSや共有オブジェクトから情報をロードすることができま
す。

カスタム カスタムデータソースもドロップダウンボックスに表示され、
選択できます。QlikViewは、オープンソースのプラグインイン
ターフェースを提供し、従来のファイル、ODBC、またはOLE
DBインターフェースではカバーしないさまざまな種類のデータ
ソースに対するプログラムカスタムインターフェースを実現でき
ます。典型的な例は、Webサービスから使用できるデータです。
プラグインは、QlikTechのオープンソースとして(要求したとき
に)提供されるテンプレートコードの仕様に従ってプログラムを
作成し、dllとしてコンパイルする必要があります。次にdll
を、QV.EXEファイルの隣に置き、カスタムソースを使用できる
ようにします。

32 Bit 互換モード 通常、QlikView 64ビットは64ビットプロバイダを使用しま
す。32ビットドライバのデータソースを使用する場合に、この
チェックボックスをオンにして強制的にODBC/OLEDB connect
ステートメントを32ビットプロバイダで実行します。

接続 データソースを選択できるデータリンクプロパティダイアロ
グ、またはODBCデータソースを選択できる データソースへの
接続(229ページ)ダイアログを開きます。

選択 Select ステートメントの作成(230ページ)ダイアログを開きま
す。

ファイルデータグループでは、他のデータソースからのデータ取得が行えます。

相対パス このチェックボックスをオンにすると、絶対パスでなく相対パスがロード
スクリプトで使用されます。通常、相対パスは、ドキュメントを異なるコ
ンピュータ間で移動させる場合に必要です。この設定は、[ユーザープロパ
ティ]ダイアログでも使用できます。そこで変更すると、ロードスクリプ
トの編集および隠しロードスクリプトの編集ダイアログで変更されま
す。

FTP の使用 テーブルファイル、QlikView ファイル、またはファイルの Includeを
クリックしたときにFTPサーバーからファイルを選択するにはこのチェッ
クボックスをオンにします。
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テーブルファイル テーブルファイルをリスト表示する ファイルを開く(235ページ)ダイア
ログを開きます。1つまたは複数のファイルを選択し、[OK] を押すと、1
つまたは複数の loadステートメントが生成されます。実行すると、スクリ
プトによって、対応するファイルからデータがロードされます。FTP の使
用オプションをオン(上記を参照)にした場合は、リストからサーバーを選
択します(または使用するサーバーを入力し、[接続]をクリックします)。
サーバーを選択したら、テキストファイルを選択します。

QlikView ファイル QlikView ドキュメントを開くダイアログを開きます。ファイルを選択す
ると、binaryステートメントがロードスクリプトの1行目に生成されま
す。このステートメントはQlikViewファイルからデータがロードします
が、レイアウト設定は使用されません。

Web ページ ファイルウィザード：ソース(241ページ)ダイアログが開かれ、データ
ベーステーブルのソースとしてURLを入力できます。

項目値 ファイルウィザード：ソースダイアログが開かれ、既にロードされた項目
の内容をロードできます。

[変数] ページ
変数ページには、QlikView変数に関連する構文を貼り付けるためのコントロールがあります。

貼り付け 選択された関数をロードスクリプトに貼り付けます。

システム変数の表示 このチェックボックスをオンにすると、システム変数が変数ドロップダウ
ンのリストに表示されます。

QlikViewは、オープンソースのプラグインインターフェースを提供し、従来のファイル、ODBC、ま
たはOLEDBインターフェースではカバーしないさまざまな種類のデータソースに対するプログラムカ
スタムインターフェースを実現できます。典型的な例は、Webサービスから使用できるデータです。
プラグインは、QlikTechのオープンソースとして(要求したときに)提供されるテンプレートコードの
仕様に従ってプログラムを作成し、dllとしてコンパイルする必要があります。次にdllを、QV.EXEフ
ァイルの隣に置き、カスタムソースを使用できるようにします。選択できるようにドロップダウンボッ
クスに表示されます。

[関数] ページ
[関数]ページには、データのQlikViewの標準の関数をナビゲートしたり、貼り付けるためのツールが
含まれています。

関数の種類 下にある関数リストで対応する関数を表示するには、ドロップダウンリス
トで関数の種類を選択します。
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関数 このドロップダウンリストには、QlikViewの標準スクリプト関数が含まれ
ています。

貼り付け 関数リストで関数を選択し、スクリプトのカーソルのある位置に貼り付け
ます。

[変数] ページ
変数ページには、QlikView変数に関連する構文を貼り付けるためのコントロールがあります。

貼り付け 選択された変数をロードスクリプトに貼り付けます。

システム変数の表示 このチェックボックスをオンにすると、システム変数が変数ドロップダウ
ンのリストに表示されます。

[設定] ページ
設定ページには、QlikViewスクリプトのセキュリティ設定が含まれます。

スクリプト権限の追加 データベースを R/W モードで開く
このチェックボックスをオンにすると、select ステートメントでmode
is write修飾子が使用できるようになります。
外部プログラムを実行する
このオプションをオンにすると、スクリプト内でexecute ステートメント
を使用できます。

設定 データベース接続の認証情報を暗号化する
このチェックボックスをオンにすると、connectステートメントの
USERIDとPASSWORDがスクリプト内で暗号化されます。
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23.1 Set ステートメントウィザード

Set ステートメントウィザード

現在の Set ステートメ
ント

変数名
新しい変数名の入力、または、下で選択した組込み変数の編集を行いま
す。貼り付けをクリックするとここに組込み変数が挿入されます。
変数値
上で新しい変数名を入力した場合、ここで値を定義します。下で組込み変
数値を選択した場合、ここで編集することができます。

組込み Set ステートメ
ント

変数グループ
使用する変数の種類を選択します。
変数
使用する変数を選択します。
組込み値
変数の組込み値を選択します。
貼り付け
ボタンをクリックすると、組込み値が現在の Set ステートメントに貼り
付けられ、編集することができます。
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23.2 検索/置換 (ロードスクリプト)

[検索/置換]ダイアログ

このダイアログは、ロードスクリプト内で特定のテキスト文字列を検索し、検索結果の複数箇所の変更
や一括の変更を行う場合に使用します。ロードスクリプトの編集ダイアログの編集メニューから開け
ます。

検索 検索対象のテキスト文字列。

置換 検索対象文字列を置換するテキスト。

次を検索 検索文字列の次の検索結果に選択を移動します。

Replace 選択されている部分の中で置換を行います。

すべて置換 検索文字列が出現するすべての箇所で置換を行います。

大文字/小文字の区別 このチェックボックスをオンにすると、テキスト検索は大文字と小文字を
区別します。

単語の検索 このチェックボックスをオンにすると、単語単位(スペース、またはアル
ファベット以外の文字による区切り)の検索文字列が出現する箇所だけが検
索されます。

すべてのタブの検索 このチェックボックスをオンにすると、すべてのスクリプトタブで検索お
よび置換処理が行われます。

上へ このラジオボタンをオンにすると、ロードスクリプトが上方向に検索され
ます。

下へ このラジオボタンをオンにすると、ロードスクリプトが下方向に検索され
ます。

23.3 隠しスクリプト

隠しスクリプトは、スクリプトの特別な部分であり、リロードを実行するとき、通常のスクリプトの前
に実行されます。隠しスクリプトは、パスワードで保護されています。
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ロードスクリプトの編集ダイアログのファイルメニューから隠しロードスクリプトの編集を選択す
ると、パスワードを入力するように求められます。パスワードは、隠しスクリプトにアクセスする前に
入力する必要があります。ドキュメント内の隠しスクリプトに初めてアクセスする場合(つまり隠しス
クリプトの作成時)は、新しいパスワードの確認を求められます。この隠しスクリプトタブは、その他
のすべてのスクリプトタブの左に表示され、ドキュメントを閉じるまでその場所に存在します。

注意!
隠しスクリプトを使用する場合、binaryコマンドは通常のスクリプトでは使用できません。

注意！
ドキュメントプロパティ：セキュリティページで隠しロードスクリプトの進捗を表示チェックボッ
クスがオンでなければ、隠しスクリプトの実行中にロードスクリプトの進捗ダイアログは更新されま
せん。隠しスクリプトが使用されている場合、ログファイルにエントリは作成されません。

注意！
隠しスクリプトに section accessが含まれる場合、そのセクションは、通常のスクリプト内では許可
されていません。また、隠しスクリプトが含まれたQlikViewファイルに対する binary loadで始まる
スクリプト内でも許可されません。

23.4 テーブルビューアー

[テーブルビューアー]ダイアログは、[ファイル]メニューから [テーブルビューアー]を選択する
か、CTRL+Tを押すと開きます。
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[テーブルビューアー]ダイアログ

このダイアログは、現在のQlikViewドキュメントのデータテーブル構造を表示するために使用しま
す。テーブルはボックスとして表示され、ボックス内には、テーブルに含まれる項目のリストが表示さ
れます。ボックス間のコネクタ線は関連を表します。3つ以上の線が交わる場合は、小さな点の形式で
接続ポイントが置かれます。
テーブル、コネクタポイント、およびコネクタが折れ曲がるすべての点を、マウスのドラッグアンド
ドロップで移動できます(以下を参照)。レイアウトをこのように再配置した場合、[キャンセル]でダイ
アログを終了しない限り、変更内容はドキュメントと共に保存されます。
ビューには、2つ種類があります。それぞれのレイアウトは個別に保存されます。2つのビューは次の
とおりです。

l 内部テーブル ビューがデフォルトのビューです。QlikView が保存するデータテーブルを表示します。
複数の項目を共有するテーブルでは、複合合成キーが作成されます。合成テーブルは、テーブルのリンク
に使用されます。このビューは、QlikView ロジックの理解に最適です。また、テーブルの各ペアがテー
ブル間に最大で 1つのコネクタを持つ場合に明確なレイアウトを示すこともできます。

l [ソース テーブル ビュー]は、QlikView が読み取るデータテーブルを表示します。ここには合成項目や
合成テーブルはありません。複合キーは、テーブル間の複数のコネクタで表されます。

カーソルをテーブル内の項目のいずれかの上に置くと、この項目の内容に関する情報のツールヒントが
ポップアップで表示されます。

l 情報密度は、テーブルのレコード総数に対する、この項目内で値を持つ (NULL でない)レコードの数の
割合です。

l サブセット割合は、この項目のユニーク値の合計数(他のテーブルも)に対する、このテーブル
内で検出されたこの項目のユニーク値の数の割合です。

l テーブルのコメントがツールヒントに表示されます。
l 項目のコメントがツールヒントに表示されます。
l ロードスクリプトやドキュメントプロパティ：テーブルページで追加されたタグ (システムタ
グを含む)がツールヒントに表示されます。

テーブルレイアウトでは、次の操作を実行できます。(リストを展開するには
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こちらをクリックしてください)。
テーブルキャプション
をクリックする

テーブル、そのテーブルに論理的に直接関連付けられてい
るすべてのテーブル、およびそれらのテーブル間の接続を
強調表示します。

テーブルキャプション
をポイントしてドラッ
グする

レイアウト内でテーブルを移動します。

テーブルキャプション
にマウスを置く

テーブルに関するポップアップ情報を表示します。

テーブル内の項目をク
リックする

テーブル、項目、その項目を含むすべてのテーブル、およ
びそれらのテーブル間の接続を強調表示します。

テーブル内の項目にマ
ウスを置く

項目に関するポップアップ情報を表示します。

テーブルを右クリック
する

プレビューをクリックすると、ロードしたデータのサンプ
ルレコードを表示するダイアログが開きます。

コネクタポイントまた
はコネクタが折れ曲が
る点をポイントしてド
ラッグする

レイアウト内でコネクタポイントを移動します。

コネクタポイントまた
はコネクタが折れ曲が
る点を右クリックする

コネクタポイントを自動配置に戻します。

レイアウトの背景をク
リックする

テーブル、項目、およびコネクタのすべての強調表示を取
り消します。

ダイアログのツールバーとボタンでは、次のコマンドを使用できます(リスト
を展開するにはこちらをクリックしてください)。
画像のエクスポート ファイルブラウザダイアログが開かれ、現在のテーブルビューをビ

ットマップまたはpng画像としてディスク上のファイルに保存できま
す。
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構造のエクスポート このボタンを押すと、ドキュメントのテーブル構造を一連のテキスト
ファイルにエクスポートできます。
これらのテキストファイルはそれぞれ、1つはテーブル用
(filename.Tables.tab)、1つは項目用(filename.Fields.tab)、1つ
はマッピング用(filename.Mappings.tab) に分かれています
が、QlikViewロジックを活用して詳細な分析を行うためにQlikView
に簡単に読み取ることができます。エクスポートするターゲットフォ
ルダを選択できるダイアログが表示されます。デフォルトでは、ファ
イルはQlikViewドキュメントと同じフォルダに保存されます。

印刷 現在のテーブルビューを印刷できる[印刷]ダイアログを開きま
す。CTRL+Pを押した場合と同じです。

画像コピー 現在のテーブルビューを画像としてクリップボードにコピーしま
す。CTRL+Cを押した場合と同じです。

自動レイアウト調整 現在のビュー内でテーブルを再配置します。

ズーム このドロップダウンボックスで現在のビューのズーム倍率を設定でき
ます。

ビュー 内部テーブルビューかソーステーブルビューを選択します(上記参
照)。
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23.5 データリンクプロパティ
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[データリンクプロパティ]ダイアログ

このダイアログは、OLE DBデータソースへの接続(通常はODBC経由)の作成に使用します。このダ
イアログは、ロードスクリプトの編集ダイアログのツールパネルのデータページで接続ボタンをク
リックすると開きます。
最初のページは、OLE DBプロバイダの名前をリストします。ODBCデータ接続を作成するには、OLE
DB Provider for ODBC Driversを選択し、[次へ>>]をクリックして[接続]ページに移動します。
[接続]ページの [1. データソースを指定します]で、設定済みデータソースの中からデータソースを
選択します。問題になる可能性があるODBCデータソースが2種類あります。

定義済みのデータソース

データソース名を使用するラジオボタンを選択すると、ODBCデータソースの作成(38ページ)で説
明されている手順に従って定義済みのデータソースにアクセスできます。ドロップダウンリストには、
定義されているすべてのデータソースが含まれます。使用するデータソースを選択します。
必要に応じて、データソースのユーザー名とパスワードを指定できます。接続のテストボタンを押し
て、接続をテストすることもできます。
最後に [OK]ボタンをクリックします。connect ステートメントの準備ができました。
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汎用的なデータソース

[データソースの選択]ダイアログ：[コンピュータデータソース]ページ

[データソースの選択]ダイアログの[コンピュータデータソース]ページ
汎用的なデータソースは、データベースファイルなどで使用されます。汎用的なデータソースを使用
する場合または新しいソースを作成する場合は、接続文字列を使用するラジオボタンを選択してビル
ドをクリックします。これにより、[データソースの選択]ダイアログが開きます。
データソースは、ファイルデータソースとコンピュータデータソースの2種類を使用できます。コン
ピュータデータソースは、ローカルマシンおよびユーザー専用で、ファイルデータソースは、ファイ
ル専用です。2つのうちどちらでも使用できます。それぞれがデータソースの選択ダイアログで個別
のページを持ちます。
汎用的なデータソースは、データベースファイルなどで使用されます。汎用的なデータソースを使用
する場合または新しいソースを作成する場合は、[接続文字列を使用する]ラジオボタンを選択して [ビ
ルド]をクリックします。これにより、[データソースの選択]ダイアログが開きます。
データソースは、ファイルデータソースとコンピュータデータソースの2種類を使用できます。コン
ピュータデータソースは、ローカルマシンおよびユーザー専用で、ファイルデータソースは、ファイ
ル専用です。2つのうちのいずれかを使用します。それぞれがデータソースの選択ダイアログで個別
のページを持ちます。
データソースをダブルクリックし、開いたダイアログで適切なデータベースファイルを参照します。

注意!
MSAccess データソースの場合は、途中で表示されるダイアログで [データベース]ボタンをクリック
する必要があります。

RETURNキーを押すと、データリンクプロパティダイアログの2番目のページに戻ります。
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必要に応じて、データソースのユーザー名とパスワードを指定します。接続のテストボタンを押し
て、接続をテストすることもできます。
最後に [OK]ボタンをクリックします。connectステートメントの準備ができました。

23.6 データソースへの接続

[データソースへ接続]ダイアログ

このダイアログは、ODBCデータソースへの接続の作成に使用します。このダイアログは、データベー
スのODBCオプションを選択している場合に、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)の
ツールパネルのデータページで接続ボタンをクリックすると開きます。
このページでは、データソースを選択します。初期設定では、システムDSNのみが表示されます。す
べてのDSNを表示するには、ユーザー DSN の表示チェックボックスをオンにします。
必要に応じて、データソースのユーザー名とパスワードを指定できます。接続のテストボタンを押し
て、接続をテストすることもできます。
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[接続テスト]ダイアログ

最後に [OK]ボタンをクリックします。connectステートメントの準備ができました。

23.7 Select ステートメントの作成

[Select ステートメントの作成]ダイアログ

このダイアログは、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)のツールパネルのデータ
ページで選択ボタンをクリックすると開きます。事前に選択したデータソースよりロードするための
テーブルと項目を定義するために使用します。
ダイアログは3つのグループで構成されます。ひとつ目のグループには、データソースに関する情報が
表示されます。
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データソース 現在のODBC/OLE DBデータソースの名前です。

データベース ロップダウンリストの使用できるデータベースから選択できます。

所有者 データベースの所有者の名前がここに表示されます。ドロップダウンリス
トの使用できる所有者から選択できます。

Connect このボタンをクリックすると、データソースへの接続(229ページ)ダイ
アログが開きます。

ドライバ このボタンをクリックすると、ODBC ドライバ情報もしくはOLEDB ド
ライバ情報ダイアログが開きます。このダイアログでは、現在使用中のド
ライバのサポート機能に関する情報を確認できます。

サポート データベースに関するサポート情報を表示するダイアログが開きま
す。QlikTechサポートに問い合わせを行うときや、QlikViewドキュメン
トに関する不具合や問題を報告するときは、この情報を使用してくださ
い。

[サポート]ダイアログ

2つ目のグループは、テーブルと項目の選択に使用されます。

データベースのテーブ
ル

このリストには、使用できるデータベーステーブルが表示されます。選択
するには、テーブル名をクリックします。リストに表示されるテーブルの
種類は、右のチェックボックスから制御できます(以下の説明を参照)。
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項目 このリストには、選択したテーブルで使用できるすべての項目が表示され
ます。selectステートメントに含める項目をリストから1つまたは複数選
択します。"*" を使用すると、すべての項目名を一度に選択できます。項
目を選択すると、3つ目のグループのロードスクリプトページ(以下の説
明を参照)に反映されます。ドロップダウンコントロールで選択すると、
データベースの [オリジナル順]またはアルファベットの [テキスト順]で
項目をソートできます。

キー項目のアイコンを
表示

このチェックボックスをオンにすると、ソースのデータベースでキー項目
として定義されている項目は項目リストにキーアイコンとともに表示され
ます。

テーブル [データベースのテーブル]リストに通常のデータベーステーブルを表示す
る場合は、このチェックボックスをオンにする必要があります。

ビュー [データベースのテーブル]リストにデータベースビューを表示する場合
は、このチェックボックスをオンにする必要があります。

シノニム [データベースのテーブル]リストにデータベーステーブルのシノニムを表
示する場合は、このチェックボックスをオンにする必要があります。

システムテーブル [データベースのテーブル]リストにデータベースシステムテーブルを表
示する場合は、このチェックボックスをオンにする必要があります。

別名 データベースのテーブルリストにデータベースのテーブルの別名を表示す
る場合は、このチェックボックスをオンにする必要があります。

3つ目のグループには、生成された selectステートメントと選択したテーブルと項目に関する情報が表
示されます。グループには次のページがあります。

ロードスクリプト

ロードスクリプトページには、生成される selectステートメントのスクリプトの内容が表示されま
す。
右の3つのラジオボタンは、スクリプト内の selectステートメントの書式設定を制御します。
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列 スクリプト内の1行に1項目名を表示する selectステートメントを生成す
るには、このオプションを選択します。

行 スクリプト内に全体が1行に表示される selectステートメントを生成する
には、このオプションを生成します。

構造化 スクリプト内に構造的な selectステートメントを生成するには、このオプ
ションを生成します。

ロード文を先行 このオプションを選択すると、selectステートメントを入力として使用
し、loadステートメントが先行する selectステートメントが生成されま
す。selectステートメント内で*が使用されている場合でも、すべての項
目が loadステートメントにリストされます。

追加 生成した selectステートメントを保存するにはこのボタンをクリックしま
す。ダイアログを閉じることなく selectステートメントが生成されます。
古いステートメントは、仕切りを隔てた上のプレビューパネルに表示され
ます。この手順は、何度も繰り返せます。

テーブル

テーブルページには、選択したデータベーステーブルに関する詳細な情報が表示されます。
詳細 -テーブル、列およびプレビューページを拡大ビューにサイズ変更できるダイアログで開きま
す。

列

列ページには、現在のテーブルの選択された列(項目)に関する詳細情報を表示します。

プレビュー

プレビューページには、現在の selectステートメントで生成される先頭の数行のプレビューが表示さ
れます。
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BLOB

BLOBページでは、BLOBと呼ばれる大きなバイナリーオブジェクトをQlikViewドキュメントにバン
ドルできます。通常、データベース管理システムでひとつのエンティティとして持つ画像やテキストフ
ァイルといったものです。iアイコンがBLOBを含む項目に表示されます。データベースのBLOBは、
サイズ(KB) と種類といった情報と共にBLOB ビューアーにリストされます。BLOBが画像の場合、リ
ストの横にプレビュー表示されます。QlikViewでは jpg、png、bmp、pdf、rtfの BLOBをサポートし
ます。
バンドルボタンで、バンドルダイアログを開きます。

BLOB データ用キー項
目

リストでサイズ変更するBLOBを選択します。

画像を縮小する BLOBのサイズ変更を行うためのオプションを有効にします。画像のピク
セルサイズ変更用の幅と高さを適用します。

縦横比の設定はありません。

注意！
ODBCを使用しているときのみBLOBをバンドルできます。

テーブルと項目を選択して、OKボタンをクリックすると、生成された selectステートメントが
QlikViewのカーソル位置に挿入されます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、変更内容は取り消
されます。
通常、ODBCドライバは、このダイアログで生成されるよりも複雑な selectステートメントを解釈で
きます。より複雑な selectステートメントを生成する方法には、Microsoft Queryなどのクエリツー
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ルがあります。これは、selectステートメントをグラフィカルに作成します。他の方法でより複雑なク
エリを作成した場合、selectステートメントをコピー(CTRL+C) してQlikViewロードスクリプトに
貼り付け(CTRL+V) ます。(MSQueryでは、SQLボタンをクリックします。)

23.8 ファイルを開く

このダイアログは、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)のテーブルファイルボタン
で開きます。
ファイルを開くダイアログで、ロードする table filesを指定します。複数のファイルを選択する場合
は、CtrlまたはShift キーを押しながらファイルをクリックしてください。開くボタンをクリックする
と、選択したファイルがファイルウィザードで読み取られます。

23.9 インターネットファイル/QlikView ドキュメントを開く

[インターネットファイルを開く]ダイアログ

このダイアログは、QlikView ドキュメントまたはテーブルファイルボタンのいずれかをロードスク
リプトの編集ダイアログのツールパネルにあるデータページで FTP の使用チェックボックスがオン
の時にクリックすると表示されます。いずれのボタンを押したかによって、QlikView ドキュメントを
開くまたはインターネットファイルを開くダイアログが開かれますが、機能は同じです。このダイア
ログを使用してQlikViewドキュメントを開くこともできます。これは、[ファイル]メニューから
[FTP から開く]を選択して行います。
ドロップダウンリストボックスから、開くファイルが含まれたサーバーを選択します。サーバーがリス
トにない場合(またはリストがない場合)は、サーバー名を入力し、接続をクリックします。
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FTP サーバーアドレ
ス

FTPサーバーに初めて接続するとき、ここにアドレスを入力する必要があ
ります。

ユーザー名 匿名でのログインチェックボックスがオフの場合は、ここにユーザー名を
入力します。

パスワード 匿名でのログインチェックボックスがオフの場合は、ここにパスワードを
入力します。

Connect このボタンをクリックして選択したサーバーに接続します。この手順を回
避するには、リストから直接サーバーを選択します。

FTP パッシブモード ファイアウォールを通して接続するには、FTPパッシブモードを使用する
必要の可能性があります。

匿名でのログイン ユーザー名とパスワードを指定せずにログインできます。

ファイル名 サーバー接続時に、選択したファイルの名前がここに表示されます。

ファイルの種類 表示したいファイルの種類をここに指定します。

開く このボタンをクリックすると、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ
(211ページ)のロードスクリプトに loadステートメントが生成されま
す。
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23.10 インラインデータウィザード

インラインデータウィザード

インラインデータウィザードダイアログは、挿入メニューの Load ステートメント>インライン
ロードから開きます。これを使用して、スクリプトに load inlineステートメントを作成します。
ダイアログにはスプレッドシートに似たものが含まれており、多くの点でスプレッドシートと同じよう
に機能します。ただし、このスプレッドシートでの計算式は、Microsoft Excelなどでの計算式のように
は評価されないため注意してください。
インラインテーブルで、各列はQlikViewにロードされる項目を表します。各行はテーブルのレコード
です。データセルを選択するには、それをクリックします。値を入力、もしくはクリップボードからコ
ピします。Enterキーまたは矢印キーを押すと値が確定し、別のセルに移動します。
最上行(ラベル)は、項目ラベル用です。ラベル用のセルをダブルクリックし、編集します。ラベル行に
値を入力しない場合、項目名はF1、F2などが使用されます。

[編集] メニュー

編集メニューには基本の編集コマンドがあります。
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列の挿入 1つまたは複数の列が選択されている場合、新しい空白の列を挿入しま
す。

列の削除 選択されている列を削除します。

行の挿入 1つまたは複数の行が選択されている場合、新しい空白の行を挿入しま
す。

行の削除 選択されている行を削除します。

[ツール] メニュー

ツールメニューには、ドキュメントのデータが含まれます。ここからドキュメントデータインポート
ウィザードを開き、ドキュメントに存在項目から項目値を貼り付けることができます。ダイアログで
は、選択した項目に項目値がいくつ存在するかを確認できます。また、すべての値、選択値、または除
外値をインラインウィザードに挿入するように選択することもできます。
OKボタンをクリックするとダイアログが閉じ、ダイアログのテーブルグリッドの内容を反映した
Load inlineステートメントが生成されます。

ドキュメントデータインポートウィザード
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23.11 アクセス制限テーブルウィザード

アクセス制限テーブルウィザード

アクセス制限テーブルウィザードダイアログは、挿入メニューのセクションアクセス＞インライン
ロードから開きます。これを使用して、QlikViewドキュメントのアクセス制御用 Load Inlineステー
トメントを作成します。セキュリティ(501ページ)を参照してください。
ダイアログには、次のコマンドが含まれます。

使用項目 リストにはQlikViewのセクションアクセス内のすべてのセキュリティ項
目が含まれます。含める項目のチェックボックスをオンにします。

基本ユーザーアクセ
ステーブル

このボタンを押すと、[ACCESS]、[USERID]、および [PASSWORD] が
オンになり、その他の項目はオフになります。

Basic NT
Security

このボタンを押すと、[ACCESS]、[PASSWORD]、[NTNAME]、および
[NTDOMAINSID] がオンになり、その他の項目はオフになります。

OKボタンでダイアログを閉じると、インラインデータウィザード(237ページ)ダイアログが表示さ
れ、選択した項目が列のラベルになっています。このダイアログでOKボタンをクリックする
と、Load Inlineステートメントが Section (332ページ)ステートメントに続いて作成され、次に
Section Applicationステートメントが作成されます。

23.12 ファイルウィザード

ファイルウィザードは、 [ロードスクリプトの編集]ダイアログ(211ページ)のツールパネルの
データページでテーブルファイルボタンを使用してファイルまたはHTMLテーブルを開くと自動的に
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表示されます。このウィザードは[ファイル]メニューからqvw以外のファイルを開いたときにも表示
されます。
QlikViewが認識できるファイルの種類は、区切り記号付きテキストファイル(csvファイルなど)、固
定レコード長のファイル、差分ファイル、Excelファイル、HTMLファイル、およびXMLファイルで
す。このマニュアルでは、これらの種類のファイルをテーブルファイルと呼びます。
ファイルは、ローカルネットワークまたはインターネットから直接ダウンロードできます。
ローカルネットワークに格納されているファイルをロードするには、[ロードスクリプトの編集]ダイ
アログの [テーブルファイル]ボタンを使用します。ファイル
に、.csv、.txt、.tab、.skv、.fix、.dif、.htm、.html、.shtml、.xhtml、.php、または .aspなどの
テーブルファイル拡張子が付いていれば、そのファイルは [ファイルを開く]ダイアログに表示されま
す。別の拡張子が付いている場合でもファイルを開くことは可能です。その場合は、[ファイルを開く]
で[ファイルの種類]を [すべてのファイル (*.*)]に設定します。ただし、内容はQlikViewで解釈で
きる必要があります。QlikViewが内容を解釈できるかどうかは、ファイルにどの拡張子が付いているか
とは別の問題です。
ファイルを直接インターネットからロードするには、FTP参照ダイアログのファイル名テキストボッ
クスにURL (Webブラウザからコピーしたもの)を貼り付けて、開くをクリックします。
ファイルを既に選択していると、ファイルウィザードが開きます。ウィザードは、ソース、種類、変
換、オプションそしてスクリプトの5ページから構成されます。[ソース]ページでは変更はめったに
必要ないため、ウィザードは [種類]ページから始まります。<<前に戻るおよび次へ>>ボタンによ
り、ページを移動します。
種類およびオプションページには、ファイルのプレビューがあり、QlikViewがファイルをどのように
解釈しているかを確認できます。ロードスクリプトページでは、[ロードスクリプトの編集]ダイアロ
グでのロードスクリプトの表示方法を設定します。
終了ボタンによりウィザードが閉じ、ロードスクリプトに loadステートメントが生成されます。
ローカルネットワークに格納されているファイルをロードするには、[ロードスクリプトの編集]ダイ
アログの [テーブルファイル]ボタンを使用します。ファイル
に、.csv、.txt、.tab、.skv、.fix、.dif、.htm、.html、.shtml、.xhtml、.php、または .aspなどの
テーブルファイル拡張子が付いていれば、そのファイルはファイルを開くダイアログに表示されま
す。別の拡張子が付いている場合でもファイルを開くことは可能です。その場合は、ファイルを開くで
ファイルの種類をすべてのファイル (*.*)に設定します。ただし、内容はQlikViewで解釈できる必要
があります。QlikViewが内容を解釈できるかどうかは、ファイルにどの拡張子が付いているかとは別の
問題です。
ファイルを直接インターネットからロードするには、FTP参照ダイアログの [ファイル名]テキストボ
ックスにURL (Webブラウザからコピーしたもの)を貼り付けて、[開く]をクリックします。
ファイルを既に選択していると、ファイルウィザードが開きます。ウィザードは、ソース、種類、変
換、オプションそしてスクリプトの5ページから構成されます。[ソース]ページでは変更はめったに
必要ないため、ウィザードは [種類]ページから始まります。<<前に戻るおよび次へ>>ボタンによ
り、ページを移動します。
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[種類]および [オプション]ページには、ファイルのプレビューがあり、QlikViewがファイルをどのよ
うに解釈しているかを確認できます。ロードスクリプトページでは、ロードスクリプトの編集ダイア
ログでのロードスクリプトの表示方法を設定します。
終了ボタンによりウィザードが閉じ、ロードスクリプトに loadステートメントが生成されます。

ファイルウィザード：ソース

ファイルウィザード：ソース

このページには、テーブルのソースに関するすべての設定が含まれています。ソースは通常、[ファイル
を開く]ダイアログからファイルが選択されると直ちに定義されます。ただし、インターネットのペー
ジからテーブルを直接取得した場合など、ソース定義に変更が必要な場合は、ここでそれを行います。
種類ページで< 前に戻るボタンを押すと、ソースページが表示されます。

ローカルファイ
ル

ローカルファイルへのパスを入力する、もしくは参照ボタンをクリックしてエ
クスプローラで検索します。

インターネット
ファイル

インターネットファイルへのパスを入力します。

項目から テーブルと項目を選択するための ドキュメントのデータソース(242ページ)
ダイアログを開きます。
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ドキュメントのデータソース

[ドキュメントデータソース]ダイアログ

このダイアログは、アクティブなドキュメントのテーブルデータをリスト表示します。データソースと
してロードされている項目の使用を可能にします。

項目値 テーブル
ドロップダウンメニューでアクティブなドキュメントにロードされたテーブルを
表示します。
項目
選択テーブルの項目。
値
選択項目の値。

ファイルのパ
ス

選択したテーブルと項目の名前。
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値の種類 選択した項目の種類。
テキスト
値がテキストの場合、ここに表示されます。
Info
項目値に連結された情報がある場合、ここに表示されます。
Blob
項目値に連結されたBLOBがある場合、ここに表示されます。

ファイルウィザード：種類

このページには、ファイルの種類とテーブルの種類に関する設定が含まれます。設定はファイルの種類
によって異なります。

ファイルウィザード：種類

このページには、ファイルの種類とテーブルの種類に関する設定が含まれます。設定はファイルの種類
によって異なります。 
テーブルファイルを開く際に、プログラムはファイルの内容を解釈しようとします。パラメータの初期
値はここで設定されますが、ユーザーは手動で変更することもできます。

ファイルの種類 区切り、固定長レコード、DIF、Excel (xls)、Excel
(xlsx)、HTML、QVD、XML、QVXといったファイルの種類をここで設定でき
ます。
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プレビューパネ
ル

選択した設定の結果がプレビューパネル(ダイアログのページの下部)に表示さ
れます。設定を変更すると、プレビューパネルの内容もそれに応じて変更され
ます。プレビューパネルで直接変更することもできます。まず、項目名の右に
ある[×] ボタンをクリックして項目を省略できます。クロス記号「×」が感嘆
符「!」に変わると、その項目は loadステートメントに含まれなくなります。
この変更を取り消すには、もう一度感嘆符をクリックします。項目の名前を変更
する場合は、項目名をクリックして、そのボックスに新しい名前を入力
し、Enterキーを押して承認します。as句が loadステートメントに自動的に作
成されます。最後に、固定長レコードファイル(および一部のHTMLテーブル)
では、プレビューパネルで直接クリックして、列幅を設定できます。

ファイルウィザード：種類 -区切り

ファイルウィザード :種類 - [区切り]

区切り記
号

使用する区切り記号の種類を指定します。事前に定義されたもの以外の区切り文字を使
用するには、カスタムを選択して目的の区切り文字を検索します。カスタムを選択する
とDelimiter Selectorダイアログが開き、コンピュータで利用可能な区切り文字から選
択することが可能です。

ヘッダー
サイズ

ここでは、ファイルのヘッダー部分、つまり指定した行数または一定のバイト数を省略
するかどうかを選択できます(区切りファイル、固定長レコードファイル、および
Excelファイルのみ)。ヘッダーは省略される場合があります。

文字セッ
ト

テーブルファイルの文字セットはここで設定します。設定したい文字セットがドロップ
ダウンメニューにない場合、カスタムを選択できます。これによってコードページの
選択ダイアログが開き、コンピュータにインストールされた文字セットから選択するこ
とが可能です。

引用符 使用されている クォート(321ページ)を設定します。標準、なし、またはMSQから
選択します。

コメント ファイルによっては、レコードの間にコメントを使用しているものがあります。多くの
場合、コメント行は、特殊文字や、//などの文字で始まります。ここでは、QlikView
がコメントであることを認識するためのコメントの開始を示す文字を指定できます。
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ラベル テーブルの1行目に項目名(列ヘッダー)が格納されている場合、このコントロールを
先頭行に設定する必要があります。ここでは、項目名を明示的にも指定できます。その
場合、このコントロールを明示的に設定する必要があります。テーブルに項目名が含
まれていない場合、なしを使用する必要があります。

EOF を無
視する

場合によっては、ファイルの終わりをマークするのに特殊文字が使用されることもあり
ます。この文字がテキストファイルの途中で見られた場合(例: 引用符で囲まれている
など)は、このオプションを有効にして無視することができます。

ファイルウィザード：種類 -固定長レコード

ファイルウィザード :種類 - [固定長レコード]

ヘッダーサイズ ここでは、ファイルのヘッダー部分、つまり指定した行数または一定のバイト数
を省略するかどうかを選択できます(区切りファイル、固定長レコードファイ
ル、およびExcelファイルのみ)。

レコードサイズ レコードのサイズに、特定の行数またはバイト数を指定します(固定長レコード
ファイルのみ)。

文字セット テーブルファイルの文字セットはここで設定します。設定したい文字セットが
ドロップダウンメニューに無い場合、カスタムを選択します。これによって
コードページの選択ダイアログが開き、コンピュータにインストールされた文
字セットから選択することが可能です。

EOF を無視する 場合によっては、ファイルの終わりをマークするのに特殊文字が使用されること
もあります。この文字がテキストファイルの途中で見られた場合(例: 引用符で
囲まれているなど)は、このオプションを有効にして無視することができます。

タブサイズ タブの長さにスペースを組込みます。

先頭行 ラベルを組み込みます。テーブルの1行目に項目名が保存されている場合に使
用します。
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固定位置を解析 固定長レコードファイルと一部のHTMLテーブルの列幅を解析して設定しま
す。解析後、プレビューパネルで列区切り位置の追加や削除を行うことができ
ます。

固定位置を解除 すべての列区切り位置をクリアします(固定長レコードファイルと一部のHTML
テーブル)。

ファイルウィザード：種類 -DIF

ファイルウィザード :種類 - [Dif]

ラベル テーブルの1行目に項目名(列ヘッダー)が格納されている場合、このコント
ロールを先頭行に設定する必要があります。[DIF] 形式では、項目名を明示的
にも指定できます。その場合、このコントロールを明示的に設定する必要があ
ります。テーブルに項目名が含まれていない場合、なしを使用する必要があり
ます。

文字セット
(492 ページ)

テーブルファイルの文字セットはここで設定します。設定したい文字セットが
ドロップダウンメニューに無い場合、カスタムを選択します。これによって
コードページの選択ダイアログが開き、コンピュータにインストールされた文
字セットから選択することが可能です。

ファイルウィザード：種類 -Excel (XLS)

ファイルウィザード :種類 - [Excel (XLS)]
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テーブル テーブルグループでは、HTMLファイルやExcelファイルなど、複数のテーブ
ルが含まれているファイルから読み取る際に特定のテーブルを選択できま
す。Excelでは、ブックのすべてのシートとワークシートのすべての名前付き領
域(名前が付いた複数のセルなど)が、テーブル候補として識別されます。Excel
シート名には、&、>、または<を使用できない点に留意してください。
シート上の名前付き領域を定義する場合、選択した [範囲]は [ワークブック]
でなくてはならず、[参照先]項目は元の値(デフォルトで割り当てられた値)を
維持する必要があります。これに従わなければ、名前付き領域がテーブルとして
表示されない可能性があります。

ヘッダーサイズ ここでは、ファイルのヘッダー部分、つまり指定した行数または一定のバイト数
を省略するかどうかを選択できます(区切りファイル、固定長レコードファイ
ル、およびExcelファイルのみ)。

ラベル テーブルの1行目に項目名(列ヘッダー)が格納されている場合、このコント
ロールを先頭行に設定する必要があります。[DIF] 形式では、項目名を明示的
にも指定できます。その場合、このコントロールを明示的に設定する必要があ
ります。テーブルに項目名が含まれていない場合、なしを使用する必要があり
ます。

ファイルウィザード：種類 -Excel (XLSX)

ファイルウィザード :種類 - [Excel (XLSX)]

テーブル テーブルグループでは、HTMLファイルやExcelファイルなど、複数のテーブ
ルが含まれているファイルから読み取る際に特定のテーブルを選択できま
す。Excelでは、ブックのすべてのシートとワークシートのすべての名前付き領
域(名前が付いた複数のセルなど)が、テーブル候補として識別されます。Excel
シート名には、&、>、または<を使用できない点に留意してください。
シート上の名前付き領域を定義する場合、選択した [範囲]は [ワークブック]
でなくてはならず、[参照先]項目は元の値(デフォルトで割り当てられた値)を
維持する必要があります。これに従わなければ、名前付き領域がテーブルとして
表示されない可能性があります。

ヘッダーサイズ ここでは、ファイルのヘッダー部分、つまり指定した行数または一定のバイト数
を省略するかどうかを選択できます(区切りファイル、固定長レコードファイ
ル、およびExcelファイルのみ)。
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ラベル テーブルの1行目に項目名(列ヘッダー)が格納されている場合、このコント
ロールを先頭行に設定する必要があります。[DIF] 形式では、項目名を明示的
にも指定できます。その場合、このコントロールを明示的に設定する必要があ
ります。テーブルに項目名が含まれていない場合、なしを使用する必要があり
ます。

ファイルウィザード：種類 -HTML

ファイルウィザード :種類 - [Html]

テーブル テーブルグループでは、HTMLファイルやExcelファイルなど、複数の
テーブルが含まれているファイルから読み取る際に特定のテーブルを選択
できます。Excelでは、ブックのすべてのシートとワークシートのすべて
の名前付き領域(名前が付いた複数のセルなど)が、テーブル候補として識
別されます。

ラベル テーブルの1行目に項目名(列ヘッダー)が格納されている場合、このコン
トロールを先頭行に設定する必要があります。[DIF] 形式では、項目名を
明示的にも指定できます。その場合、このコントロールを明示的に設定す
る必要があります。テーブルに項目名が含まれていない場合、なしを使用
する必要があります。

文字セット テーブルファイルの文字セットはここで設定します。設定したい文字セッ
トがドロップダウンメニューに無い場合、カスタムを選択します。これに
よってコードページの選択ダイアログが開き、コンピュータにインストー
ルされた文字セットから選択することが可能です。

固定位置を解析 固定長レコードファイルと一部のHTMLテーブルの列幅を解析して設定し
ます。解析後、プレビューパネルで列区切り位置の追加や削除を行うこと
ができます。

固定位置を解除 すべての列区切り位置をクリアします(固定長レコードファイルと一部の
HTMLテーブル)。
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ファイルウィザード：種類 -QVD

このファイルの種類に変更できる設定はありません。

ファイルウィザード：種類 -XML

ファイルウィザード :種類 - [Xml]

テーブル 見つかったテーブルがこのリストに表示されます。各テーブルは、XML構
造のどこにあるかを示すパスとして表示されます。テーブルを選択する
と、その項目が右側の [項目]パネルに表示されます。終了ボタンをクリ
ックすると、チェックしたテーブルそれぞれに対して Loadステートメン
トが生成されます。

XML このシートには、解釈されたXML構造が表示されます。

項目 このシートには、選択したテーブルの項目と生成されたキーが表示されま
す。

ファイルウィザード：種類 -QVX

QVX形式のファイルには、データテーブルや実際のデータに関する情報がメタデータとして含まれま
す。QlikView独自のフォーマットでQlikView内部での変換の必要性がほとんど無いように最適化され
たQVD形式と比べると、QVX形式は公開用で、従来のデータベースフォーマットからデータを出力す
る場合にはある程度変換が必要となります。QVXファイルは、loadステートメントを使用してロード
スクリプトで読み込みます。
このファイルの種類に変更できる設定はありません。

ファイルウィザード：変換

ファイルウィザード：変換ダイアログでは、テーブルに対してフィルターしたり、詳細な変換を行うこ
とができます。HTMLには一般的に使用される標準的なデータの格納方法がないため、これはHTMLフ
ァイルで特に重要になります。そのため、比較的構造化された他のデータ形式と同じように簡単に
QlikViewにHTMLテーブルを読み取らせることは不可能です。
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ファイルウィザード：変換ダイアログを開くには、変換オプションを有効にするボタンをクリックし
て変換手順を有効にする必要があります。メモリを節約するため、初期設定では手順を無効にしてあり
ます。

ファイルウィザード、変換オプションを有効にする

ファイルウィザード：変換ダイアログは、テーブルをQlikViewに適したものに変換するための多様な
フィルターを提供します。ダイアログには、以下に記載する6ページがあります。ファイルウィザー
ド：変換ダイアログの左下にあるボタンはすべてのページで使用されます。

元に戻す 最後に追加した変更を元に戻します。

やり直し 最後に行った元に戻すをやり直します。

リセット テーブルを元の状態にリセットします。
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不要なデータ

ファイルウィザード：変換：不要なデータ

このページでは、不要なデータが含まれた行や列をテーブルから削除できます。HTMLファイルでは、
単に読みやすくするためという理由で余分な行や列があることが珍しくありません。これら
は、QlikViewにデータをロードする前に削除する必要があります。
列や行は両方とも明示的に削除でき、その場合インデックスがスクリプトに格納されます。また、行は
条件付き基準を使用して削除できます。

選択分を削除 強調表示された行や列を削除します。

条件付き削除 行の選択条件の指定(258ページ)ダイアログが開かれ、行の削除に関する
条件付き基準を設定できます。
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塗りつぶし

ファイルウィザード：変換：セルの置換え

このページを使用して、セル値を置換できます。ほとんどの場合、特定の記述に一致するセルは同じ列
の別の値で置換されます。よくある事例は、空のセルが続き、その直前の空ではないセルに関連性のあ
る値が含まれている場合です。

セルの置換え セルの置換え(260ページ)ダイアログを開き、条件や方法を指定できま
す。
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列

ファイルウィザード：変換：列

[列]ページを使用して、ある列の内容を新しい列にコピーします。新しい列には、コピー元の列のすべ
てのセルまたは選択したセルが含まれます。この機能は、列に別の種類の値が含まれている場合に便利
です。また、HTMLリンクが含まれた列を複製するためにも使用できます。これにより、ある列にはリ
ンクのテキストが含まれ、別の列にはそのURLが含まれるようになります。

新規作成 新規列用セルの指定(261ページ)ダイアログを開きます。ここでは新しい
列の作成方法を指定できます。

ラベル 列のラベルを設定します。

QlikView 11.20 SR13 253



23   [ロードスクリプトの編集]ダイアログ

コンテキスト

ファイルウィザード：変換：コンテキスト

HTMLテーブルでは、表示されるよりも多くの情報を格納できます。たとえば、セルの内容がクリック
可能な場合、ブラウザのジャンプ先のアドレスも格納されます。ファイルウィザード：変換ページは、
セルのテキストを表示しますが、セルに属している追加情報も表示できます。また、この情報を
QlikViewに読み取ることも可能です。
追加情報は常にタグで囲まれています。タグには名前があり、属性を持っている場合があり、値が含ま
れていることがあります。セルのコンテキストは次のように見えます。

例：

<A href=www.myurl.com/mypage.html name=”MyName”>
My link text
</A>

表示されるセルのテキストはMy link textです。コンテキストには、開始タグと終了タグが含まれてい
ます。タグはハイパーテキストリンクを指定しています。開始タグは hrefと nameという2つの属性
を持っています。
コンテキストページを使用して、主要文字列ではなく、タグの属性を読み取ることができます。その他
の操作も可能です。ウィザードでセルを右クリックし、コンテキストの表示を選択すると、セルのコン
テキストを表示できます。
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セルの展開 コンテキストセルの展開(262ページ)ダイアログを開きます。ここでは、1つ
のセルの内容を複数のセルに展開することを定義できます。このボタンを有効に
するには、列と行の両方を選択する必要があります。ただし、列のすべてのセル
が展開されます。

セルの置換 コンテキストの置換(263ページ)ダイアログを開きます。ここでは、セルの内
容の置換を定義できます。このボタンを有効にするには、列と行の両方を選択す
る必要があります。ただし、列のすべてのセルが置き換えられます。

改ページ

ファイルウィザード：変換：改ページ

ここでは、改行されたテーブルを直すことができます。改行されたとは、テーブルの次の部分が続く際
に、下に続くのではなくテーブルの最初の部分の横に続くことです。上記の例では、右半分が移動して
左半分の下に配置されます。

改ページ テーブルを改ページします。まず、2つの部分の境界線をカーソルで設定する必
要があります。テーブルは垂直にも水平にも分割可能です。

条件付き改ページ テーブルを垂直に分割する場合の条件を定義します。行の選択条件の指定(258
ページ)ダイアログを開きます。
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回転

ファイルウィザード：変換：回転

Webデザイナはテーブルを回転させて見栄えをよくします。回転機能の主な目的は、テーブルを"正常
な状態"に戻せるようにすること、項目を列、最初の行の項目名などで取得できるようにすることで
す。

Left テーブルを反時計回りに回転します。

Right テーブルを時計回りに回転します。

行列の入れ替え テーブルの行列を入れ替えます。つまり、対角線軸にテーブルを逆にした形で、
右上のセルが左下のセルになり、逆も同様になります。ただし、左上と右下のセ
ルはその場所にとどまります。
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ファイルウィザード：オプション

ファイルウィザード：オプション

ファイルパラメータ

ラベル テーブルの1行目に項目名(列ヘッダー)が格納されている場合、このコント
ロールを先頭行に設定する必要があります。[DIF] 形式では、項目名を明示的
に指定することもできます。その場合は、このコントロールを明示的に設定する
必要があります。テーブルに項目名が含まれていない場合、なしを使用する必
要があります。

条件節

Where 条件 Where 条件 (264ページ)ダイアログが開かれ、loadステートメントの
where句を作成できます。

クリア クロステーブルのwhere条件の変換を取り消します。
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接頭辞

Crosstable Crosstable (285ページ)ダイアログが開かれ、クロステーブルを3列 (または
それ以上)テーブルに変換するためのパラメータを設定できます。

階層構造 階層パラメータ(266ページ)ダイアログが開かれ、階層テーブル(パラメータ
はロードスクリプトに丸括弧で表示されます)のためのパラメータを設定できま
す。

クリア クロステーブルまたは階層構造テーブルの変換を取り消します。

クロステーブル変換とwhere句の両方が使用されている場合は、where句が先に評価されます。した
がって、クロステーブルから変換後にwhere句を適用することはできません。ただし、既に変換済み
のテーブルにwhere句を適用する必要がある場合は、一時的なテーブルを持つ構造が問題を解決しま
す。

TempTable: Crosstable (...) Load ... from ...;

RealTable: Load ... resident TempTable where ...;

Drop Table TempTable;

行の選択条件の指定

[行の選択条件の指定]ダイアログ
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このダイアログは、ファイルウィザード：変換ダイアログの不要なデータページ(条件付き削除ボタ
ン)、列ページ(新規作成ボタン)、または改ページページ(条件付き改ページボタン)から開けます。
ここでは、1つもしくは複数の行を選択し、論理条件を定義できます。内容によって、定義された行の
削除、新しい列へのコピー、または、テーブルを複数に分割します。
条件グループでは、列が特定の値や他の列と等しくなる条件、レコード範囲、またはすべてのレコード
を指定できます。複数の条件を組み合わせて適用できます。条件を定義したら、追加ボタンを押して変
換条件に含めます。

値の比較 セルをセル条件と照合し true か false かを評価します。

列の比較 セルを別の列の対応するセルと照合します。

範囲 x個の行を選択し、次のy個の行をスキップします。この開始位置と終了位置は
インデックスを使用して指定できます。

すべての行 すべての行を選択する場合に、この条件を使用します。

列 条件を適用する列番号を設定します。

最小 [範囲]モードでのみ表示されます。行の削除や別の条件の適用を開始する行番
号を設定します。

最大 [範囲]モードでのみ表示されます。行の削除や別の条件の適用を終了する行番
号を設定します。

選択 [範囲]モードでのみ表示されます。ここでは、行を周期的に選択するか、スキ
ップを周期的に行うかを設定できます。たとえば、2行を選択し、次の1行をス
キップすることを周期的に行います。すべての行を使用する場合は、選択行数
を1に設定し、スキップ行数を0に設定します。

オプション このサブグループでは、選択したものに修飾子を指定できます。
大文字/小文字の区別
大文字と小文字の区別を付けて比較する場合、このチェックボックスをオンにしま
す。
NOT
選択条件を反転する場合、このチェックボックスをオンにします。

条件 (AND) このグループでは、変換に指定された条件や変換に含まれる条件が表示されます。条件
は論理AND演算子で結合されます。
追加
リストに現在の条件を追加します。
削除
選択された条件をリストから削除します。
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セルの置換え

[セルの置換え]ダイアログ

指定 [指定]グループでは、どのような場合にセルを置き換えるかを指定できま
す。

データ置換対象列番号 条件を適用する列番号を設定します。

セルの条件 セル条件を設定できる セルの条件(260ページ)ダイアログを表示しま
す。

置換え元データ セルをどのように置き換えるかについての方針を設定します。[上]、[左
隣]、[右隣]、または [下]の値のうち1つを使用します。

セルの条件

[セルの条件]ダイアログ

このダイアログは、セルの置換え(260ページ)ダイアログから開きます。セルの内容を照会する論理
条件を指定することが可能です。

セルの値 ドロップダウンメニューにはいくつか論理オプションがあります。文字列を比
較するには、比較するための文字列を隣の項目に入力します。セルの内容の長さ
を比較するには、右端に比較する名さ(数値)を入力します。
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NOT 論理条件NOTを使用して条件を反転させる場合、このオプションをオンにしま
す。

大文字/小文字の
区別

値の比較を大文字と小文字を区別して行う場合は、このオプションをオンにしま
す。

新規列用セルの指定

[新規列用セルの指定]ダイアログ

このダイアログは、既存の列から新しい列を自動的に生成するための条件を指定するのに使用します。
ファイルウィザード：変換ダイアログの列ページからアクセスします。

セルと列 ソース列番号
セル値のコピー元になる列番号を設定します。
セル選択条件の指定
行の選択条件の指定(258ページ)ダイアログが開かれ、行の選択条件を設定し
ます。
データ置換対象列番号
コピー先の列番号を指定します。

詳細オプション NULL値を前の値で置き換える
空のセルをセル内の直前の値で置き換えます。
ソース行の削除
その内容をコピーした後、コピー元の行を削除します。
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コンテキストセルの展開

[コンテキストセルの展開]ダイアログ

このダイアログで、1つのセルの内容を複数のセルに展開できます。場合によっては、1つの列内の複
数の行が<TD>と</TD>タグによってHTMLテーブルの1つのセルに格納されてることがありま
す。このようなセルは列に展開できます。列内の異なる行どうしの区切り記号として使用されているタ
グをマークします。通常、これは<BR>記号です。

セルの挿入 挿入するセルの数です。通常、これは1に設定されていますが、行を追加
する必要がある場合は、このコントロールを大きな数に設定できます。

行の選択条件 展開する行の条件です。
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コンテキストの置換

[コンテキストの置換]ダイアログ

このダイアログで、セルの値をセル内の隠し情報と交換できます。
セルは、その他の複数のタグを含むこともできます。それぞれに1つ、場合によっては複数の属性が付
きます。適切なタグと属性を選択してから [OK]ボタンを押すと、セルの内容がその属性の値に置き換
えられます。

タグ セル内のタグのリストです。

属性 選択されたタグの属性です。

値 属性の値です。
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Where条件

[Where 条件式]ダイアログ

簡易設定 どの項目をwhere 句に含めるのか、どの演算子/関数を使用するのかを決定
します。また、既存の項目値を基準にした定数を入力することもできます。各
行の左端にあるドロップダウンリストでANDまたはORを選択すると2行目
や3行目がアクティブになります。

詳細設定 自分で条件句を最初から入力する場合に詳細設定をオンにします。

全件 このオプションはロードスクリプトにWhere (1=1)を入力します。そこで更
に編集することが可能です。

Crosstable

クロステーブルは、ヘッダーデータが直交する2つ以上のリストに値のマトリックスを持つ一般的な
テーブルの種類です。このうちのひとつは列ヘッダーとして使われます。典型的な例では、1ヶ月ごと
にひとつの列が使用されます。クロステーブルをストレートテーブルに変換するには、crosstableプ
レフィックスを使用します。その結果、列ヘッダー(月の名前など)がひとつの項目(属性項目)に保存
され、列のデータ(月の数)は2番目の項目(データ項目)に保存されます。
構文は次のとおりです。

crosstable (attribute field name, data field name [ , n ] ) (
loadstatement | selectstatement )

ここで
attribute field nameは、属性値が格納されている項目です。
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data field nameは、データ値が格納されている項目です。
nは、汎用的な形式に変換されるテーブルに先行する修飾子項目の数です。デフォルトは1。

例：
Crosstable (Month, Sales) Load * from ex1.csv;

Crosstable (Month,Sales,2) Load * from ex2.csv;

Crosstable (A,B) Select * from table3;

クロステーブルウィザード

クロステーブルウィザード

クロステーブルウィザードは、ダイアログ形式でcrosstable ステートメントを作成します。このダイ
アログは、ファイルウィザードのオプションページでクロステーブルボタンをクリックすると開きま
す。クロステーブルウィザードには次のオプションがあります。

行見出し項目 変換後に項目に先行する行見出しとする項目の数。

列見出しの項目名 変換後に列見出しとなる項目(属性値)すべてを含む新しい項目の名前。

値の項目名 列見出しとなる項目のデータを含む新しい項目の名前。
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階層パラメータ

[階層パラメータ]ダイアログ

ソースパラメータ ID 項目 (NodeID)
ノード IDを含む項目の名前です。
親 ID 項目 (ParentID)
親ノードのノード IDを含む項目の名前です。
ノード名項目 (NodeName)
ノード名を含む項目の名前です。
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階層パラメータ Parent Name (ParentName)
新しい ParentName項目の名前です。このパラメータはオプションです。
Path Name(PathName)
新しい Path項目の名前で、ルートからノードへのパスを含みます。このパラ
メータはオプションです。
Depth Name (Depth)
新しいDepth項目の名前に使われる文字列で、階層のノードのレベルを含みま
す。このパラメータはオプションです。
Path Source (PathSource)
ノードのパスを構築するために使用されるノードの名前を含む項目の名前です。
このパラメータはオプションです。省略するとNodeNameが使用されます。
パス区切り記号 (PathDelimiter)
新しい Path項目に区切り文字として使われる文字列です(例：\ )。このパラ
メータはオプションです。省略すると" / " が使用されます。

従属パラメータ 先祖 Id (AncestorID)
新しい ancestor id項目の名前で、先祖ノードの IDを含みます。
先祖項目名 (AncestorName)
新しい ancestor項目の名前で、先祖ノードの名前を含みます。
階層差分レベル項目名 (DepthDiff)
新しいDepthDiff項目の名前で、先祖ノードとの関係を示す階層におけるノー
ドのレベルを含みます。このパラメータはオプションです。
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ファイルウィザード：ロードスクリプト

ファイルウィザード：ロードスクリプト

ロードスクリプトページでは、ロードスクリプトの編集ダイアログでのロードスクリプトの表示方法
を設定します。ここでは、スクリプトの解釈を簡単にするために行の最大表示文字数も設定できます。
Load All (*)テーブルのすべての項目をロードします。
完了ボタンで loadステートメントを生成し、ウィザードを閉じます。

268 QlikView 11.20 SR13



23   [ロードスクリプトの編集]ダイアログ

デバッガ

スクリプトデバッガ

デバッガでロードスクリプトを実行すると、スクリプトエラーの識別がより簡単になります。デバッガ
では、すべてのスクリプトステートメントをモニターし、スクリプト実行中に、変数値を確認できま
す。
デバッガの上部にあるパネルにスクリプトが表示されます。スクリプト実行の進捗は黄色いカーソルで
示されます。ブレイクポイントは、行番号をクリックすると挿入、もう一度にクリックすると削除でき
ます。[クリア]ボタンをクリックするとすべてのブレイクポイントを削除できます。ブレイクポイント
に行き当たると、指示があるまでスクリプトの実行を止めます。
現在実行中のステートメントは、中央のパネルに表示されます。
左下のパネルには、エラーおよびステータスコードが表示されます。これは、基本的にはデバッガ以外
でスクリプトが実行される時に [ロードスクリプトの進捗]ダイアログで表示される情報と同じです。
右下のウィンドウには、すべての 変数(209ページ)とそれぞれの値を表示します。変更された変数は
赤で示されます。

ブレイクポイント 右側のスクリプトウィンドウで設定されているブレイクポイントはクリア
できます。ブレイクポイントは赤い円として表示されます。
クリア
すべてのブレイクポイントをクリアします。
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デバッグ このグループには、デバッガでのスクリプトの実行方法を決める設定が含
まれます。
開始
これは通常のスクリプト実行です。スクリプトはブレイクポイントに行き
当たるまで、または最後まで実行されます。
アニメーション
スクリプトは上記と同じように実行しますが、各ステートメントの後で一
時休止します。この方法では、もう少し詳しくスクリプト実行をモニター
できます。
ステップ
一度にひとつのスクリプトステートメントを実行します。

ロードレコード数の制
限

下のボックスに数値を入力します。入力した数値は、各 loadと selectス
テートメントで許可される最大レコード数です。これは、生データを使用
してスクリプトをテストする場合、実行時間を制限するとても有効な手段
です。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

ここで中止 デバッガを閉じます。それまでにロードされたデータは保持されます。

キャンセル スクリプト実行を中止し、ロードされたすべてのデータを廃棄します。

バッファ $ (include)経由で参照される外部スクリプトファイルを示すタブを開き
ます。
開く
スクリプトファイルを開くためのダイアログを表示します。ファイルの内
容は別のタブの下に表示され、デバッグに使用できます。
閉じる
現在のデバッガのスクリプトタブを閉じます。メインタブを閉じることは
できません。
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24 スクリプト構文

スクリプトでは、ロジックに含まれるデータソースの名前、テーブルの名前、および項目の名前が定義
されます。さらに、アクセス権を定義する項目がスクリプトで定義されます。
スクリプトは、連続して実行される多数のステートメントで構成されます。
これ以降の章で使用するBNF 構文表記の形式記述については、 BNF (1115ページ)を参照してくださ
い。

24.1 スクリプトのステートメントとキーワード

QlikViewのスクリプトは多数のステートメントから構成されます。ステートメントは、一般のスクリプ
トステートメントもしくは スクリプト制御ステートメント(276ページ)のいずれかです。先頭にプレ
フィックスが付くステートメントもあります。
一般に正規ステートメントは、何らかの形でデータの操作に使用されます。これらのステートメントは
スクリプト内で何行でも記述できます。常にセミコロン(;) で終了する必要があります。
通常、制御ステートメントはスクリプト実行の流れを制御するために使用されます。制御ステートメン
トの各句は1スクリプト行に収める必要があり、セミコロン(;) または改行コード(end-of-line) で終
了する必要があります。
正規ステートメントには必要に応じてプレフィックスを適用できますが、制御ステートメントには適用
されることはありません。ただし、whenおよび unlessプレフィックスは数個の特定の制御ステート
メント句のサフィックスとして使用できます。
次のセクションでは、スクリプトのすべてのステートメント、制御ステートメント、およびプレフィッ
クスがアルファベット順にリストされています。
スクリプトのすべてのキーワードは、小文字と大文字のどのような組み合わせでも入力できます。ただ
し、ステートメントで使用されている項目名と変数名は大文字と小文字の区別があります。
スクリプトステートメントは、次の通りです。

追加 276ペー
ジ

Alias 277ペー
ジ

Binary 278ペー
ジ

Buffer 278ペー
ジ

Bundle 279ペー
ジ

QlikView 11.20 SR13 271



24 スクリプト構文

Call 280ペー
ジ

コメントフィールド 281ペー
ジ

コメントテーブル 282ペー
ジ

Concatenate 283ペー
ジ

Connect 283ペー
ジ

Crosstable 285ペー
ジ

Direct Query

Directory 293ペー
ジ

Disconnect 293ペー
ジ

Do..loop 293ペー
ジ

Drop Field 294ペー
ジ

Drop Table 295ペー
ジ

Execute 295ペー
ジ

Exit Script 296ペー
ジ

First 296ペー
ジ

For..next 296ペー
ジ

For each..next 297ペー
ジ

272 QlikView 11.20 SR13



24 スクリプト構文

Force 299ペー
ジ

Generic 300ペー
ジ

Hierarchy 300ペー
ジ

HierarchyBelongsTo 301ペー
ジ

If..then..elseif..else..end if 302ペー
ジ

Image_size 303ペー
ジ

Info 303ペー
ジ

Inner 304ペー
ジ

Inputfield 305ペー
ジ

IntervalMatch 306ペー
ジ

IntervalMatch (拡張構文) 308ペー
ジ

Join 309ペー
ジ

Keep 309ペー
ジ

Left 310ペー
ジ

Let 312ペー
ジ

Load 313ペー
ジ

Loosen Table 321ペー
ジ
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Mapping 322ペー
ジ

Map ... using 323ペー
ジ

NoConcatenate 323ペー
ジ

NullAsNull 324ペー
ジ

NullAsValue 324ペー
ジ

Outer 325ペー
ジ

Qualify 326ペー
ジ

Rem 327ペー
ジ

Rename Field 327ペー
ジ

Rename Table 328ペー
ジ

Replace 330ペー
ジ

Right 329ペー
ジ

Sample 331ペー
ジ

Section 332ペー
ジ

Select (SQL) 332ペー
ジ

Semantic 334ペー
ジ

Set 335ペー
ジ
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Sleep 335ペー
ジ

SQL 335ペー
ジ

SQLColumns 336ペー
ジ

SQLTables 336ペー
ジ

SQLTypes 337ペー
ジ

Star 338ペー
ジ

Store 339ペー
ジ

Sub..end sub 340ペー
ジ

Switch..case..default..end switch 341ペー
ジ

Tag Field 342ペー
ジ

Trace 342ペー
ジ

Unless 343ペー
ジ

Unmap 343ペー
ジ

Unqualify 344ペー
ジ

Untag Field 344ペー
ジ

When 345ペー
ジ
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スクリプト制御ステートメント

QlikViewのスクリプトは多数のステートメントから構成されます。ステートメントは、スクリプトの
ステートメントとキーワード(271ページ)またはスクリプト制御ステートメントのどちらかになりま
す。
通常、制御ステートメントはスクリプト実行の流れを制御するために使用されます。制御ステートメン
トの各句は1スクリプト行に収める必要があり、セミコロン(;) または改行コード(end-of-line) で終
了する必要があります。
プレフィックスは、制御ステートメントには適用されません。ただし、例外として、whenおよび
unlessプレフィックスは、数個の特定の制御ステートメントで使用できます。
スクリプトのすべてのキーワードは、小文字と大文字のどのような組み合わせでも入力できます。
スクリプト制御ステートメントは、次の通りです。

If..then..elseif..else..end if 302ペー
ジ

For..next 296ペー
ジ

For each..next 297ペー
ジ

Do..loop 293ペー
ジ

Switch..case..default..end switch 341ペー
ジ

Exit Script 296ペー
ジ

Sub..end sub 340ペー
ジ

Call 280ペー
ジ

追加

addプレフィックスは、スクリプト内の任意の Load (313ページ)、 Select (SQL) (332ページ)、ま
たは Map ... using (323ページ)ステートメントに追加できます。partial reloadsでのみ有効です。
パーシャルリロード中に、テーブル名が add load/add selectステートメント(テーブルが存在する
場合)で生成されるQlikViewのテーブルは、 add load/add selectステートメントの結果に追加され
ます。重複のチェックは実行されません。そのため、通常はaddプレフィックスを使用するステートメ
ントには、重複を防ぐ distinct修飾子またはwhere句を記述します。map...usingステートメント
では、パーシャルスクリプトの実行中にマッピングも発生します。
構文は次のとおりです。
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24 スクリプト構文

add [only] (loadstatement |selectstatement |mapstatement)

ここで
onlyはオプションの修飾子で、通常の(パーシャルでない)リロード中は、ステートメントが無視され
ることを意味します。

例：
Tab1:

LOAD Name, Number FROM Persons.csv;

ADD LOAD Name, Number FROM newPersons.csv;

通常のリロードでは、データは Persons.csvからリロードされ、QlikViewテーブル Tab1に保存され
ます。NewPersons.csvのデータは、同じQlikViewテーブルに連結されます。concatenatedを参照
してください。
パーシャルリロードでは、データはNewPersons.csvからロードされ、QlikViewテーブル Tab1に追
加されます。重複のチェックは実行されません。

Tab1:

SELECT Name, Number FROM Persons.csv;

ADD LOAD Name, Number FROM NewPersons.csv Where not exists(Name);

重複チェックは、Nameが以前にロードされたテーブルデータに存在するかどうか( exists(field [ ,
expression ] ) (412ページ)の exists関数を参照)を確認することによって行われます。
通常のリロードでは、データは Persons.csvからリロードされ、QlikViewテーブル Tab1に保存され
ます。NewPersons.csvのデータは、同じQlikViewテーブルに連結されます。
パーシャルリロードでは、データはNewPersons.csvからロードされ、QlikViewテーブル Tab1に追
加されます。重複チェックは、Nameが以前にロードされたテーブルデータに存在するかどうかを確認
することによって行われます。

Tab1:

LOAD Name, Number FROM Persons.csv;

ADD ONLY LOAD Name, Number FROM NewPersons.csv Where not exists(Name);

通常のリロードでは、データは Persons.csvからリロードされ、QlikViewテーブル Tab1に保存され
ます。NewPersons.csvをロードするステートメントは無視されます。
パーシャルリロードでは、データはNewPersons.csvからロードされ、QlikViewテーブル Tab1に追
加されます。重複チェックは、Nameが以前にロードされたテーブルデータに存在するかどうかを確認
することによって行われます。
スクリプトのステートメントとキーワードへ戻る

Alias

aliasステートメントは、エイリアスの設定に使用されます。後続のスクリプトで項目が出現するたび
に項目の名前がエイリアスに従って変更されます。構文は次のとおりです。

alias fieldname as aliasname{ , fieldname as aliasname }

ここで
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fieldnameと aliasname：fieldnameはソースデータの項目名を示し、aliasnameはその代わりに使
用したい別名を示します。

例：
Alias ID_N as NameID;

Alias A as Name, B as Number, C as Date;

このステートメントで定義された名前の変更は、後続のすべての Select (SQL) (332ページ)および
Load (313ページ)ステートメントで使用されます。項目名に定義された新しい aliasは、これより後
のスクリプトの任意の場所で新しいalias ステートメントに定義できます。
スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Binary

binaryステートメントは、別のQlikViewドキュメントからのデータをロードする際に使用します(セ
クションアクセスデータなど)。レイアウト情報や変数はロードされません。スクリプトでは、binary
ステートメントを1つだけ使用でき、スクリプトの最初のステートメントとしてのみ置くことができま
す。構文は次のとおりです。

binary file

ここで
file ::= [ path ] filename

例：
Binary customer.qvw;

Binary c:\qv\customer.qvw;

pathは、ファイルのパスをこのスクリプト行を含むqvwファイルへの絶対パスまたは相対パスで指定
します。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Buffer

bufferプレフィックスを使用すると、QVDファイルを自動的に作成して管理できます。このプレフィ
ックスは、ロードスクリプトのほとんどの Load (313ページ)および Select (SQL) (332ページ)ス
テートメントで使用できます。ステートメントの結果をキャッシュ/バッファするために QVDファイル
(493ページ)を使用することを示します。
多くの制限が存在します。最も代表的な制限は、いずれの複雑なステートメントの"基底"にもファイル
の loadまたは selectステートメントが存在する必要があるということです。
QVDファイルの名前は、計算で求められた名前(160ビットの16進ハッシュ。後続の loadまたは
selectステートメントとその他の識別情報の全体)であり、通常Application Data フォルダか、ユー
ザープロパティ：パス(105ページ)ページで指定された別のフォルダに保存されます。つまり、QVD
バッファは、後続の loadまたは selectステートメントの変更によって無効になることを意味します。
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通常、QVDバッファが削除されるのは、そのバッファを作成したドキュメントのスクリプト全体の実行
でバッファが参照されなくなったときと、そのバッファを作成したドキュメントが存在しなくなったと
きです。ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)ページの照会先のない QVD バッファを保
持するオプション(第1条件)と ユーザープロパティ(85ページ)ダイアログの照会先のない QVD バ
ッファを削除しないオプション(第2条件)をそれぞれオンにして、削除機能をオフにすることができ
ますが、一般的には推奨しません。
構文は次のとおりです。

buffer[ (option [ , option] ) ] ( loadstatement | selectstatement )

ここで
option ::= incremental | expiry
expiry::= stale [after]amount[ (days | hours)]
amountは、期間を指定する数字です。10進数を使用できます。単位が省略されている場合は、days
と判断されます。
incrementalオプションにより、機能は基底のファイルの一部分のみを読み取ることができます。フ
ァイルの以前のサイズは、QVDファイルのXMLヘッダーに保存されます。これは、ログファイルで特
に便利です。事前にロードされたすべてのレコードは、QVDファイルから読み取られ、次の新しいレ
コードは、元のソースから読み取られ、最後に更新されるQVDファイルが作成されま
す。incrementalオプションは loadステートメントとテキストファイルでのみ使用でき、古いデータ
が変更されたり削除されている場合、incremental loadは使用できませんのでご注意ください。
通常、stale afterオプションは、元のデータに一般的なタイムスタンプがないDBソースで使用されま
す。代わりに、QVDスナップショットを使用できる期間を指定できます。stale after句は、QVDバッ
ファが作成されてから、有効期限切れと判断されるまでの期間を示します。それまでの間、QVDバッ
ファはデータソースとして使用され、その後は元のデータソースが使用されます。次にQVDバッファ
ファイルは、自動的に更新され、新しい期間が始まります。
オプションが使用されない場合は、スクリプトの最初の実行で作成されたQVDバッファが無制限に使
用されます。

例：

buffer SQL SELECT * FROM MyTable;

buffer (stale after 7 days) SQL SELECT * FROM MyTable;

buffer (incremental) LOAD * FROM MyLog.log;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Bundle

Bundleプレフィックスは、画像やサウンドなどの外部ファイル、または項目値に接続されているオブ
ジェクトをqvwファイルに保存するために使われます。
画像やサウンドなどの外部情報を項目値に接続する場合は、テーブルを Infoプレフィックスでロード
します。移植性を保持するには、外部ファイルを .qvwファイル自身に持たせる必要があります。これ
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を行うには、Bundleプレフィックスを使用します。バンドルされた info ファイルは、その過程で圧縮
されますが、それでもファイルとRAM両方の追加スペースを使用します。そのため、このソリューシ
ョンを使用する前にバンドルするファイルのサイズと数の両方を考慮する必要があります。
info は、info chart 関数を使用して通常の info としてレイアウトから参照できます。または特殊構文を
使用して内部ファイルとして参照できます。構文は、 qmem:// fieldname / fieldvalue または
qmem:// fieldname / < index>です。ここで indexは、項目値の内部インデックスです。
Bundleを使用する場合は、Infoプレフィックスを省略できます。

Bundle[Info] ( loadstatement | selectstatement)

例：
Bundle Info Load * Fom flagoecd.csv;

Bundle SQL Select * From infotable;

Call

call制御ステートメントは、以前の subステートメントで定義されているサブルーチンを呼び出しま
す。構文は次のとおりです。

callname ( [ paramlist ])

ここで

name は、サブルーチンの名前です。

paramlist は、サブルーチンに渡す実パラメータのカンマ区切りのリストです。
リスト内の各項目は、項目名、変数名、または任意の数式です。

callステートメントで呼び出されるサブルーチンは、スクリプトの実行中に先に出現する subステート
メントで定義される必要があります。
パラメータはサブルーチンにコピーされます。callステートメントのパラメータが数式ではなく変数の
場合、パラメータはサブルーチンが終了したときにコピーして戻されます。
callステートメントは、制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わるため、行を
またぐことはできません。

例：
// 例 1

sub INCR (I,J)

I = I + 1

exit sub when I < 10

J = J + 1

end sub

call INCR (X,Y)

// 例 2 - ディスク上の QV に関連するファイルをすべてリストする

sub DoDir (Root)

for each Ext in 'qvw', 'qvo', 'qvs', 'qvt', 'qvd'
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for each File in filelist (Root&'\*.' &Ext)

Load '$(File)' as Name, FileSize( '$(File)' ) as

Size, FileTime( '$(File)' ) as FileTime

autogenerate 1;

next File

next Ext

for each Dir in dirlist (Root&'\*' )

call DoDir (Dir)

next Dir

end sub

call DoDir ('C:')

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

コメントフィールド

データベースやスプレッドシートの項目のコメント(metadata) を表示する方法を提供します。ドキュ
メントに存在しない項目名は無視されます。項目名が何度も発生する場合は、最後の値が使用されま
す。
次の構文を使用してデータソースからコメントを読むために、キーワードを使用できます。

comment *fieldlist using mapname

*fieldlistは、コメントする項目のカンマ区切りのリストです。*を使用すると、項目リス
トはすべての項目を示します。項目名にはワイルドカード文字の*および?を使用できま
す。ワイルドカード文字を使用する際、項目名を引用符で囲む必要がある場合がありま
す。
mapnameは、以前にmapping loadまたはmapping select ステートメントで読み取ら
れているマッピングテーブルの名前です(Mapping (322ページ)を参照してください)。

使用するマッピングテーブルは2列で構成され、1列目には項目名が、2列目にはコメントが含まれま
す。
個々のコメントを設定するには次の構文を使用します。

comment fieldname with comment

fieldnameは、コメントする項目の名前です。
commentは、項目に追加するコメントです。

例 1:
commentmap:

mapping load * inline [

a,b

Alpha,This field contains text values

Num,This field contains numeric values

];
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comment fields using commentmap;

例 2:
comment field Alpha with AFieldContainingCharacters;

comment field Num with A field containing numbers’;

comment Gamma with 'Mickey Mouse field';

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

コメントテーブル

データベースやスプレッドシートのテーブルのコメント(メタデータ)を表示する方法を提供します。ド
キュメントに存在しないテーブル名は無視されます。テーブル名が何度も発生する場合には、最後の値
が使用されます。
次の構文を使用してデータソースからコメントを読むために、キーワードを使用できます。

comment tables tablelist using mapname

ここで

tablelist := (table{,table})
mapnameは、以前にmapping loadまたはmapping select ステートメントで読み取ら
れているマッピングテーブルの名前です(Mapping (322ページ)を参照してください)。

個々のコメントを設定するには次の構文を使用します。

comment tables tablename with comment

ここで

tablenameは、コメントするテーブルの名前です。
commentは、テーブルに追加するコメントです。

例 1:
Commentmap:

mapping Load * inline [

a,b

Main,This is the fact table

Currencies, Currency helper table

];

comment tables using commentmap;

例 2:
comment table Main with ‘Main fact table’;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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Concatenate

連結される2つのテーブルに異なる 項目(207ページ)のセットが存在する場合に、Concatenateプ
レフィックスを使用すると2つのテーブルを強制的に concatenationできます。このステートメント
は、既存の指定されたテーブルまたは最後に作成された logical tableと強制的に連結します。連結は原
則的にSQLUNIONステートメントと同じですが、2つの相違点があります。まず、Concatenateプ
レフィックスは、テーブルに同一の項目名が含まれているかどうかに関わらず使用できます。また、同
一のレコードは削除されません。LOADステートメントにDISTINCT述語が使用されている場合、生成
される表は明確になります。データが連結されているか、結合されているかを問わず、テーブルに追加
されたデータも明確になります。
構文は次のとおりです。

concatenate、連結 [ (tablename ) ] ( loadstatement | selectstatement
)

例：
Concatenate LOAD* FROM file2.csv;
Concatenate SQL SELECT * FROM table3;
tab1:

Load * from file1.csv;

tab2:

load * from file2.csv;

......

Concatenate (tab1) load * from file3.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)に戻ります。

Connect

一般的なデータベースには、OLE DB/ODBCインターフェースからアクセスできます。ODBCでは、ま
ず、ODBC管理者を使用してデータソースを指定する必要があります(Windows のコントロールパネ
ルを参照)。どのデータベースを使用するかは、QlikViewで CONNECTステートメントによって定義
します。構文は次のとおりです。

ODBC CONNECT TO connect-string [ ( access_info ) ]

OLEDB CONNECT TO connect-string [ ( access_info ) ]

CUSTOM CONNECT TO connect-string

ここで
connect-string ::= datasourcename { ;conn-spec-item }
接続文字列は、データソースの名前と、1つ以上の接続指定アイテムのオプションリストです。データ
ソース名に空白が含まれる場合または接続指定アイテムがリストされる場合は、接続文字列を スクリプ
トでの引用符(358ページ)で囲む必要があります。
datasourcenameは定義されたODBCデータソース、あるいはOLE DBプロバイダを定義する文字列
でなくてはなりません。
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conn-spec-item ::=DBQ=database_specifier | DriverID=driver_specifier | UID=userid |
PWD=password
使用できる接続指定アイテムは、データベースによって異なります。上記以外のアイテムを使用できる
データベースもあります。OLE DBでは一部の接続特有の項目は必須で、オプションではありません。
access_info ::= access_item { , access_item }
access_item ::= ( userid is userid | xuserid isscrambledusername ) | (password is
password |xpassword isscrambledpassword) | codepage is codepageID |mode iswrite
codepageID ::= ansi|oem|unicode| codepagenumber
connect ステートメントが付属のウィザードで生成され、ユーザープロパティ(85ページ)ページの
データベース接続の認証情報を暗号化するチェックボックスがオンの場合、ユーザー IDとパスワード
は、暗号化されたxuserid is / xpassword is構文で生成されます。connect ステートメントを入力す
る場合は、暗号化されない userid is / password is構文を使用してユーザー IDとパスワードを指定
する必要があります。OLEDB connectスクリプトの一部が暗号化できないため、現時点では、完全な
暗号化はODBC connectステートメントでのみ使用できます。暗号化は単なる認証情報の曖昧化であ
り、適切なセキュリティ対策ではない点に留意してください。
codepage is指定子は、特定のODBC/OLE DBドライバで各国語文字の問題が発生する場合に使用で
きます。
access_info でmode is writeを指定すると、接続は読み取り/書き込みモードで開かれます。それ以
外のすべての場合では、接続は読み取り専用で開かれます。
ODBCを CONNECTの前に置くと、ODBCインターフェースが使用され、そうでない場合は、OLE
DBが使用されます。

例：
ODBC CONNECT TO 'Nwind;

DBQ=C:\Program Files\Access\Samples\Northwind.mdb' (UserID is sa,
Password is admin);

このステートメントで定義されるデータソースは、新しい CONNECTステートメントが実行されるま
で、後続の Select (SQL) (332ページ)ステートメントで使用されます。
32ビットプロバイダを使用するか64ビットプロバイダを使用するか、connect ステートメントが
データベースに接続する方法は、起動しているWindows とQlikViewのバージョンによって決定されま
す。

Windows QlikView Connect ステートメント 結果

64-bit 64-bit connect 64-bit ODBC使用

64-bit 64-bit connect32 32-bit ODBC使用

64-bit 64-bit connect64 64-bit ODBC使用

64-bit 32-bit connect 32-bit ODBC使用
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64-bit 32-bit connect32 32-bit ODBC使用

64-bit 32-bit connect64 64-bit ODBC使用

32-bit 32-bit connect 32-bit ODBC使用

32-bit 32-bit connect32 32-bit ODBC使用

32-bit 32-bit connect64 スクリプトエラー

Connect32

このステートメントは Connectステートメントと同じ方法で使用されますが、64ビットシステムを強
制して32ビットODBC/OLEDBプロバイダを使用します。カスタム接続には適用されません。

Connect64

このステートメントは Connectステートメントと同じ方法で使用されますが、64ビットプロバイダを
強制的に使用します。カスタム接続には適用されません。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Crosstable

クロステーブルは、ヘッダーデータが直交する2つ以上のリストに値のマトリックスを持つ一般的な
テーブルの種類です。このうちのひとつは列ヘッダーとして使われます。典型的な例では、1ヶ月ごと
にひとつの列が使用されます。クロステーブルをストレートテーブルに変換するには、crosstableプ
レフィックスを使用します。その結果、列ヘッダー(月の名前など)がひとつの項目(属性項目)に保存
され、列のデータ(月の数)は2番目の項目(データ項目)に保存されます。
構文は次のとおりです。

crosstable (attribute field name, data field name [ , n ] ) (
loadstatement | selectstatement )

ここで
attribute field nameは、属性値が格納されている項目です。
data field nameは、データ値が格納されている項目です。
nは、汎用的な形式に変換されるテーブルに先行する修飾子項目の数です。デフォルトは1。

例：
Crosstable (Month, Sales) Load * from ex1.csv;

Crosstable (Month,Sales,2) Load * from ex2.csv;

Crosstable (A,B) Select * from table3;
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クロステーブルウィザード

クロステーブルウィザード

クロステーブルウィザードは、ダイアログ形式でcrosstable ステートメントを作成します。このダイ
アログは、ファイルウィザードのオプションページでクロステーブルボタンをクリックすると開きま
す。クロステーブルウィザードには次のオプションがあります。

行見出し項目 変換後に項目に先行する行見出しとする項目の数。

列見出しの項目名 変換後に列見出しとなる項目(属性値)すべてを含む新しい項目の名前。

値の項目名 列見出しとなる項目のデータを含む新しい項目の名前。

Direct Query

DIRECT QUERYステートメントを使用すると、ODBCまたは Direct Discovery (193ページ)機能
を使っているOLE DB接続を介して、テーブルをリンクできます。
DIRECT QUERYDIMENSIONfieldlist [MEASURE fieldlist] [DETAIL fieldlist] ] [DETACH
fieldlist]FROM tablelist
[WHERE where_clause]
DIMENSION、MEASUREおよびDETAILのキーワードを、任意の順序で使用できます。
DIMENSIONおよびFROMのキーワードの条件節は、すべてのDIRECTQUERYステートメントで必要
です。FROMキーワードはDIMENSIONキーワードの前に表示する必要があります。

注：STALEキーワードはもう、Direct Query構文には存在しません。Direct Discoveryクエリ結果の
キャッシュ制限は、DirectCacheSeconds (291ページ)スクリプト変数によって設定されます。

DIMENSIONキーワードの直後に指定されている項目はメモリにロードされて、インメモリデータと
Direct Discoveryデータ間を関連付けるために使用できます。
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注：
DIRECT QUERYステートメントには、DISTINCTまたはGROUP BY条件節には含まれません。

MEASUREキーボードを使用して、DIMENSIONキーワードの後にリストされているリンクされた項
目以外で、QlikViewでどの項目を利用するか定義できます。MEASURE項目は、「メタレベル」で認
識されます。MEASUREの項目値は、データベースにのみあります。
tablelistは、データのロード元となるデータベースのテーブル名またはビュー名のリストです。一般的
には、データベース上で実行されたJOINが含まれるビューとなります。
通常、dimensionとして使用されることになる、不連続値を含む項目は、DIMENSIONキーワードで
ロードする必要がありますが、集計関数においてのみ使用する数値は、MEASUREキーワードと一緒に
選択する必要があります。
DETAIL項目は、ユーザーがdetail データをドリルするテーブルボックスでの表示を望む「コメント」
項目といった、情報やdetail データを提供します。DETAIL項目は、チャート式では使用できません。
DETACH項目はDIMENSION項目と似ていますが、リストボックスやチャートでDETACHを選択して
いるときに、クエリを関連付けないといった場合を除きます。以下に例を挙げます。

Direct Query

DIMENSION A

MEASURE X,Y,Z

DETACH B,C

From MySalesTable;

この例では、BとC項目のリストボックスの色は灰色で、これらリストボックスには緑と白の選択は表
示されていません。MEASURE Aを含むリストボックスとチャートのみが、選択されると更新されま
す。
例：
この例では、項目Dim1、Dim2、Num1、Num2およびNum3Inを含むTableName と呼ばれるデー
タベースのテーブルが、使用されています。Dim1とDim2がQlikViewのデータセットにロードされま
す。
DIRECT QUERY DIMENSTION Dim1, Dim2 MEASURE Num1, Num2, Num3 FROM TableName

Dim1とDim2がdimensionとして使用できます。Num1、Num2およびNum3は、集計関数の
QlikViewで利用できます。Dim1とDim2も集計関数で利用できます。Dim1とDim2の集計関数の種
類は、データ型によって異なります。例えば、多くの場合、DIMENSION項目には、名前やアカウント
番号といった文字列データが含まれています。これらデータは合計できませんが、数えることは可能で
す。count(Dim1).

注：
DIRECTQUERYステートメントは、編集スクリプトダイアログボックスに直接書き込まれます。これ
らステートメントは、SELECTステートメントのように、SELECTステートメントの作成のダイアログ
ボックスで生成されません。DIRECTQUERYステートメントの構文の簡素化のために、SELECTス
テートメントの作成のダイアログボックスでSELECTステートメントを生成して、その生成されたス
クリプトを編集して、DIRECTQUERYステートメントに変更することができます。
例えば、SELECTステートメントは次の通りです：
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SQL SELECT
SalesOrderID、
RevisionNumber、
OrderDate、

SubTotal
TaxAmt

FROM AdventureWorks.Sales.SalesOrderHeader;

は次のDIRECTQUERYステートメントに変更できます：

DIRECT QUERY

DIMENSION (DIMENSION)

SalesOrderID、
RevisionNumber、

MEASURE
SubTotal

TaxAmt

DETACH
OrderDate、

FROM AdventureWorks.Sales.SalesOrderHeader

項目リスト

項目リストは、項目指定 fieldname {, fieldname}のカンマ区切りのリストです。項目指定は項目名
で、データベースの列名とQlikViewの項目名で同じ名前が使用される場合があります。あるいは、項
目指定が「項目エイリアス」の場合があります。この場合、データベースの数式や列名は、QlikViewの
項目名が与えられます。
項目名は、簡易設定の名前か引用符で囲まれた名前のどちらかになります。簡易設定の名前の場合、ア
ルファベット順のUnicode 文字から始まり、アルファベット、数字、アンダースコアの組み合わせが続
きます。引用符で囲まれた名前の場合、二重引用符から始まり、連続した文字が含まれます。引用符で
囲まれた名前に、二重引用符が含まれている場合、2つの隣接する二重引用符を使って引用符を表しま
す。
QlikViewの項目名は大文字と小文字の区別をします。しかしデータベースの項目名は、データベースに
よって大文字と小文字を区別する場合と、そうでない場合とに分かれます。Direct DiscoveryQuery
は、項目の識別子や別名のすべての大文字と小文字の区別を保存しています。以下の例では、エイリア
スの「MyState」は、データベースの列「STATEID」のデータを保存するために、内部で使用されてい
ます。
DIRECT QUERY Dimension STATEID as MyState Measure AMOUNT from SALES_TABLE;

これは、エイリアスを含むSQL SELECTステートメントの結果とは異なります。エイリアスが明示的に
引用符で囲まれていない場合、結果には、対象のデータベースによって返された列の大文字と小文字の
既定の区別が含まれています。以下の例では、Oracle データベースに対するSQL SELECTステートメ
ントは、大文字と小文字の混合のエイリアスと指定されているにも関わらず、QlikViewの内部エイリア
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スとして、すべて大文字の「MYSTATE」を作成します。SQL SELECTステートメントは、Oracle の
ケースがすべて大文字に設定されているデータベースによって返される列名を使用します。
SQL Select STATEID as MyState, STATENAME from STATE_TABLE;

このようなビヘイビアーを回避するために、エイリアスを指定するLoadステートメントを使用してく
ださい。
Load STATEID as MyState, STATENAME;
SQL Select STATEID, STATEMENT from STATE_TABLE;

この例では、「STATEID」列は、「MyState」としてQlikViewによって内部で保存されています。
ほとんどのデータベースのスカラー式は、項目指定として許可されています。関数呼び出しも、項目指
定で使用できます。数式には、一重引用符に囲まれたブール値や数値、文字列である定数が含まれてい
ます(埋め込まれた一重引用符は隣接する一重引用符によって表されます)。
例：
DIRECT QUERY DIMENSION SalesOrderID, RevisionNumber MEASURE SubTotal AS

"Sub Total" FROM AdventureWorks.Sales.SalesOrderHeader

DIRECT QUERY DIMENSION "SalesOrderID" AS "Sales Order ID" MEASURE
SubTotal,TaxAmt,(SubTotal-TaxAmt) AS "Net Total" FROM
AdventureWorks.Sales.SalesOrderHeader

DIRECT QUERY DIMENSION (2*Radius*3.14159) AS Circumference,
Molecules/6.02e23 AS Moles MEASURE Num1 AS numA FROM TableName

DIRECT QUERY DIMENSION concat(region, 'code') AS region_code MEASURE Num1
AS NumA FROM TableName

Direct Discoveryは、ロードステートメントでの集計関数の使用をサポートしていません。集計関数を
使用する場合、結果を予測することはできません。以下のようなロードステートメントを使用しないで
ください。
DIRECT QUERY DIMENSION stateid, SUM(amount*7) AS MultiFirst MEASURE amount
FROM sales_table

ロードステートメントの中に、SUMを入れるべきではありません。
Direct Discoveryはまた、Direct QueryステートメントでQlikView機能をサポートしていません。例
えば、以下のDIMENSION項目の指定は、「Mth (月)」の項目が、チャートのdimensionとして使用
されている場合、失敗となります。
month(ModifiedDate) as Mth

nativeのデータソース構文

DIRECTQUERYステートメントは設計上、SQLをサポートするデータソースにとって中立的なデータ
ソースです。よって、同じDIRECTQUERYステートメントは、変更することなく、異なるSQLデータ
ベースに使用できます。Direct Discoveryは、必要に応じてデータベースに適したクエリを生成しま
す。
native のデータソース構文が使用されるのは、ユーザーがクエリを実行するデータベースを知り、デー
タベース固有のSQLに対する拡張子を有効活用したい場合です。native のデータソース構文は、以下
に対応しています。

l DIMENSIONおよびMEASUREの条件節の項目式として
l WHERE句のコンテンツとして

例：
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DIRECT QUERY

DIMENSION Dim1, Dim2

MEASURE

NATIVE ('X % Y') AS X_MOD_Y

FROM TableName

DIRECT QUERY

DIMENSION Dim1, Dim2

MEASURE X, Y

FROM TableName

WHERE NATIVE ('EMAIL MATCHES "\*.EDU"')

テーブル名

FROMキーワードで指定されたデータベースのテーブル名は、ピリオドで区切られた項目名(複数可)で
構成されています。簡易設定の名前および引用符で囲んだ名前の両方が可能です。テーブル名が大文字
と小文字の区別をしているか否かは、データベースによって異なります。

Where条件式

データベースのWHERE句の全構文はここでは定義されていません。しかしほとんどのSQL「リレーシ
ョナル式」は、関数呼び出し、文字列のLIKE演算子、ISNULLと ISNOTNULL、および INを含め、
可能です。BETWEENは含まれていません。
NOTは単項演算子で、特定のキーワードの修飾子とは反対です。
例：
WHERE x > 100 AND "Region Code" IN ('south', 'west')

WHERE Code IS NOT NULL and Code LIKE '%prospect'

WHERE NOT X in (1,2,3)

この最後の例は、以下のように書くことはできません。
WHERE X NOT in (1,2,3)

制限されている用語

以下の用語はキーワードとして用いられるので、引用符で囲まないで列や項目名として使用することは
できません。

l and
l as
l detach
l detail
l dimension
l distinct
l from
l in
l is
l like
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l measure
l native
l not
l or
l where

Direct Discovery システム変数

DirectCacheSeconds
チャートのDirect Discoveryのクエリ結果にキャッシュ制限を設定できます。制限時間に達した場
合、Direct Discoveryの新たなクエリを実行すると、QlikView Serverがキャッシュをクリアしま
す。QlikViewは選択のためにソースデータのクエリを実行して、指定した時間制限に沿ったキャッシ
ュが再度作成されます。選択の各組み合わせの結果は、個別にキャッシュされます。つまり、キャッシ
ュは個別に各選択に合わせて更新されます。1番目の選択は、選択された項目のみのキャッシュを更新
し、2番目の選択が関連項目のキャッシュを更新します。2番目の選択に、最初の選択で更新された項
目が含まれている場合、キャッシュ制限に達しなかったときに、再びキャッシュが更新されることはあ
りません。
Direct Discoveryのキャッシュは、テーブルボックスには当てはまりません。テーブルボックスの選
択は、毎回データソースのクエリを実行します。
制限値は、秒単位で設定する必要があります。既定のキャッシュ制限は、1800秒 (30分)です。
DirectCacheSeconds で使用される値は、DIRECTQUERYステートメントが実行された時に設定され
た値です。値は、ランタイムで変更できません。
SET DirectCacheSeconds=1800

DirectConnectionMax
接続プーリング機能を使用することで、データベースへの非同期の同時呼び出しを行うことができま
す。プール能力を設定するロードスクリプト構文は以下のとおりです。
SET DirectConnectionMax=10

数値の設定は、シートオブジェクトの更新中にDirect Discoveryコードが使用する、データベース接
続の最大数を指定します。既定の設定は1です。

注：
この変数を設定する場合、注意を要します。1以上の変数を設定すると、MSSQL Serverへの接続時に
問題が起きることが確認されています。
以前リリースされたDirect Discoveryでのこの変数の名前は、「LinkedConnectionMax」で、既定数
は4です。

DirectUnicodeStrings
Direct Discoveryは、一部のデータベース(特にSQL Server) で必要とされている場合、拡張された文
字列リテラル向けにSQL標準形式を使用して拡張Unicode データの選択をサポートできます。この構
文の使用は、スクリプト変数がDirectUnicodeStrings のDirect Discoveryで有効にできます。
この変数を true に設定すると、文字列リテラルの前でANSIの標準ワイド文字マーカー「N」を使用で
きるようになります。すべてのデータベースがこの標準に対応しているわけではありません。既定の設
定は false です。
DirectDistinctSupport
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QlikViewオブジェクトでDIMENSIONの項目値が選択されると、ソースのデータベースのクエリが生
成されます(「Direct Discovery とインメモリデータとの違い(200ページ)」を参照してください)。
クエリがグループ化を必要としている場合、Direct DiscoveryはDISTINCTキーワードを使用して、ユ
ニーク値のみを選択します。しかし一部のデータベースは、キーワードによるGROUPを必要としてい
ます。DirectDistinctSupport を "false" に設定し、ユニーク値のクエリで、DISTINCTの代わりに
GROUP BYを生成します。
SET DirectDistinctSupport=false

DirectDistinctSupport を true に設定すると、DISTINCTが使用されます。DirectDistinctSupported
を設定しない場合、既定の動作はDISTINCTを使用します。

Direct Discovery 文字変数

DirectFieldColumnDelimiter
項目の区切り記号としてカンマ以外の文字を必要とするデータベース向けに、Direct Discoveryステー
トメントで項目の区切り記号として使用する文字を設定できます。指定された文字は、SETステートメ
ントで一重引用符によって囲む必要があります。
SET DirectFieldColumnDelimiter= '|'

DirectStringQuoteChar
生成されたクエリの文字列を引用符で囲むために使用される文字を指定することができます。既定は、
一重引用符です。指定された文字は、SETステートメントで一重引用符によって囲む必要があります。
SET DirectStringQuoteChar= '"'

DirectIdentifierQuoteStyle
生成したクエリで、識別子の非ANSI引用の使用を指定できます。この時、非ANSI引用が利用できる
のは、GoogleBQのみです。デフォルトはANSIです。大文字、小文字、混合ケースが使用できます
(ANSI, ansi, Ansi)。
SET DirectIdentifierQuoteStyle="GoogleBQ"

例えば、下記のSELECTステートメントで、ANSI引用が使用されています。
SELECT [Quarter] FROM [qvTest].[sales] GROUP BY [Quarter]

DirectIdentifierQuoteStyle が "GoogleBQ"に設定されると、SELECTステートメントが下記のように
引用を使用します。
SELECT [Quarter] FROM [qvTest.sales] GROUP BY [Quarter]

DirectIdentifierQuoteChar
生成されたクエリで、識別子の引用を制御するための文字を指定できます。1文字 (二重引用符など)あ
るいは2文字 (一組の角括弧など)に設定できます。既定は、ニ重引用符です。
SET DirectIdentifierQuoteChar='YYYY-MM-DD'

DirectTableBoxListThreshold
Direct Discovery項目がテーブルボックスで使用されると、表示される列数の制限を設定するために、
閾値が設定されます。既定の閾値は1000レコードです。を設定すると、既定の閾値設定を変更できま
す。ロードスクリプトのDirectTableBoxListThreshold変数以下に例を挙げます。
SET DirectTableBoxListThreshold=5000
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閾値の設定は、Direct Discovery項目を含むテーブルボックスにのみ適用されます。インメモリ項目の
みを含むテーブルボックスは、DirectTableBoxListThreshold設定による制約は受けません。
選択が、閾値の制限より少ないレコード数しかない場合、テーブルボックスにはいずれの項目も表示さ
れません。

Directory

Load (313ページ)ステートメントでは、ファイルを検索するためのディレクトリを定義する
directoryステートメントを前に置くことができます。

directorypath

ここで
pathは、ファイルへのパスとして解釈されるテキストで、qvwファイルへの絶対パスまたは相対パス
です。

例：
Directory c:\userfiles\data;

このステートメントで定義されるディレクトリは、新しい directoryステートメントが実行されるま
で、後続の Load (313ページ)ステートメントで使用されます。
[ロードスクリプトの編集]ダイアログで相対パスを有効にすると directoryステートメントが自動的
に生成されます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Disconnect

現在のODBC/OLEDB/カスタム接続を終了します。このステートメントはオプションです。新しい
connectステートメントが実行されるときまたはスクリプトの実行が終了したときに接続は自動的に終
了します。構文は次のとおりです。
disconnect

例：
disconnect;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Do..loop

do..loop制御ステートメントはスクリプト変換構文で、論理条件が満たされるまで、ひとつまたは複
数のステートメントを実行します。構文は次のとおりです。

do[ ( while | until ) condition ] [statements]
[exit do [ ( when | unless ) condition ] [statements]
loop[ ( while | until ) condition ]

ここで
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condition は、true または false を評価する論理式です。

statements は、1つ以上のQlikView スクリプトステートメントのグループです。

whileまたは until条件句は、do..loopステートメントに1つだけ置けます。つまり、doの後か
loopの後のいずれかです。各 conditionは、初めて出現したときのみ解釈されますが、ループ内で出現
するたびに評価されます。
exit do句が loop内で出現した場合、スクリプトの実行は loopの終了を示す loop句の後の最初のス
テートメントに移ります。オプションのwhenまたは unlessサフィックスを使用すると、exit do句
を条件付きにできます。
do..loopステートメントは、制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わってい
るため、使用可能な3つの句(do、exit do、および loop) が、行をまたぐことはできません。

例：
// file1.csv ～ file9.csv のファイルをロードする

Set a=1;

Do while a<10

Load * from file$(a).csv;

Let a=a+1;

ループ

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Drop Field

drop fieldステートメントを使用すると、スクリプトの実行中にいつでもデータモデルおよびメモリ
から1つ以上のQlikView項目を削除できます。
構文は次のとおりです。

drop field[ s ] fieldname [ , fieldname2 ...] [from tablename1 [ ,
tablename2 ...]]

drop fieldと drop fieldsは、どちらも使用でき、結果は同じです。
テーブルが指定されていない場合は、その項目が存在するすべてのテーブルから項目が削除されます。

例：
drop field A;

drop fields A,B;

drop field A from X;

drop fields A,B from X,Y;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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Drop Table

drop tableステートメントを使用すると、スクリプトの実行中にいつでもデータモデルおよびメモリ
から1つ以上のQlikView内部テーブルを削除できます。この結果として削除されるアイテムは以下の
通りです。

l 実際のテーブル
l 削除されずに残るテーブルに属さないすべての項目
l 削除されずに残る項目に、削除されるテーブルから排他的に生じた項目値。

構文は次のとおりです。

drop table[ s ]tablename [, tablename2 ...]

drop tableと drop tablesは、どちらも使用できます。

例：
drop table Orders, Salesmen, T456a;

この1行でテーブル3つがメモリから削除されます。

Tab1:
SQL SELECT * FROM Trans;

LOAD Customer, Sum( sales ) resident Tab1 group by Month;

drop table Tab1;

この結果として、メモリには集計値だけが残ります。Trans のデータは削除されます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Execute

Executeステートメントを使用すると、QlikViewロードスクリプトの再実行中、例えば変換が必要な
場合に、他のプログラムを実行できます。
構文は次のとおりです。

execute commandline

ここで
commandlineは、オペレーティングシステムがコマンドラインとして解釈するテキストです。

例：
Execute C:\Program Files\Office12\Excel.exe;

Execute winword macro.doc;

Execute cmd.exe /C C:\BatFiles\Log.bat

注意!
/C は cmd.exe のパラメータですので、必ず含めて下さい。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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Exit Script

exit script 制御ステートメントは、スクリプトの実行を停止します。スクリプト内の任意の場所に挿入
できます。オプションのwhenまたはunless 句を使用すると、exit script ステートメントを条件付き
にできます。構文は次のとおりです。

exit script[ (when | unless) condition ]

ここで
conditionは、true または false を評価する論理式です。

exit scriptステートメントは、制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わるた
め、行をまたぐことはできません。

例：
exit script

exit script;

exit script when a=1

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

First

Load (313ページ)または Select (SQL) (332ページ)ステートメントの Firstプレフィックスは、レ
コードの長さに関係なく、設定した最大レコード件数のみをデータソースからロードするために使用さ
れます。
構文は次のとおりです。

first n ( loadstatement | selectstatement )

ここで
nは、読み取る最大レコード件数を示す整数を評価する任意の数式です。

例：
First 10 LOAD * FROM abc.csv;

First (1) SQL SELECT * FROM Orders; (注意：かっこはオプションです。)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

For..next

for..next制御ステートメントは、カウンタ付きのスクリプト反復構文です。forと nextで囲まれた
ループ内のステートメントは、指定された上限と下限の間のカウンタ変数の各値分実行されます。構文
は次のとおりです。

forcounter = expr1 to expr2 [ step expr3 ]

[statements]

[exit for [ ( when | unless ) condition ]

[statements]

next[counter]
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ここで
counterは変数名です。counterが nextの後に指定されている場合は、対応する forの後に検出され
るものと同じ変数名である必要があります。
expr1は、ループが実行される counter変数の最初の値を判定する数式です。
expr2は、ループが実行される counter変数の最後の値を判定する数式です。
expr3は、ループが実行されるたびに counter変数の増分を示す値を判定する数式です。
conditionは、true または false を評価する論理式です。
statementsは、1つ以上のQlikViewスクリプトステートメントのグループです。

数式 expr1、expr2、および expr3は、ループに入る最初のときにのみ評価されます。counter変数の
値をループ内のステートメントで変更できますが、これは良いプログラミングとは言えません。
exit for句が loop内で出現した場合、スクリプトの実行は loopの終了を示す next句の後の最初のス
テートメントに移ります。オプションのwhenまたは unlessサフィックスを使用すると、exit for句
を条件付きにできます。
for..nextステートメントは制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わっている
ため、使用可能な3つの句(for..to..step、exit forおよび next) は行をまたぐことはできません。

例：
// file1.csv ～ file9.csv のファイルをロードする

FOR a=1 to 9

LOAD * FROM file$(a).csv;

NEXT

FOR counter=1 to 9 step 2

SET filename=x$(counter).csv;

IF rand( )<0.5 THEN

EXIT For Unless counter=1

END IF

LOAD a,b FROM $(filename);

NEXT

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

For each..next

for each..next制御ステートメントは、カンマ区切りリストの各値で1つ以上のステートメントを実
行するスクリプト反復構文です。forと nextで囲まれたループ内のステートメントは、リストの各値
分実行されます。特殊構文で現在のディレクトリ内のファイルとディレクトリの名前のリストを生成で
きます。構文は次のとおりです。

for each var in list

[statements]

[exit for [ ( when | unless ) condition ]

QlikView 11.20 SR13 297



24 スクリプト構文

[statements]

next[var]

ここで
varは、ループの実行のたびに list から新しい値を取得するスクリプト変数名です。varが nextの後
に指定されている場合は、対応する for eachの後に検出されるものと同じ変数名である必要がありま
す。

list := item { , item }

item := constant | (expression) | filelistmask | dirlistmask

constantは任意の数字または文字列です。スクリプトに直接書き込まれた文字列はシングルクォート
で囲む必要がある点に留意してください。シングルクォートのない文字列は変数として解釈され、変数
の値が使用されます。数字はシングルクォートで囲む必要はありません。
expressionは任意の式です。
maskは、有効なファイル名の文字および標準のワイルドカード文字 *と ?を含むファイル名またはデ
ィレクトリ名のマスクです。

注意!
'*.xls'のようにワイルドカードのマスクを使用すると、xls を含む拡張子(.xlsgなど)を持つファイル
もファイルのリストに含まれます。

conditionは、true または false を評価する論理式です。
statementsは、1つ以上のQlikViewスクリプトステートメントのグループです。

filelistmask構文は、ファイル名のマスクに一致する現在のディレクトリのすべてのファイルのカンマ
区切りリストを生成します。dirlistmask構文は、ディレクトリ名のマスクに一致する現在のディレク
トリのすべてのディレクトリのカンマ区切りリストを生成します。
var変数の値をループ内のステートメントで変更できますが、これは良いプログラミングとは言えませ
ん。
exit for句が loop内で出現した場合、スクリプトの実行は loopの終了を示す next句の後の最初のス
テートメントに移ります。オプションのwhenまたは unlessサフィックスを使用すると、exit for句
を条件付きにできます。
for each..nextステートメントは制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終了す
るため、使用可能な3つの句(for each、exit forおよび next) は行をまたぐことはできません。

例：
FOR Each a in 1,3,7,'xyz'

LOAD * FROM file$(a).csv;

NEXT

// list all QV related files on disk

SUB DoDir (Root)
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FOR Each Ext in 'qvw', 'qva', 'qvo', 'qvs'

FOR Each File in filelist (Root&' \*.'&Ext)

LOAD

'$(File)' as Name,

FileSize( '$(File)' ) as Size,

FileTime( '$(File)' ) as FileTime

autogenerate 1;

NEXT File

NEXT Ext

FOR Each Dir in dirlist (Root&' \*' )

call DoDir (Dir)

NEXT Dir

ENDSUB

CALL DoDir ('C:')

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻ります。

Force

forceステートメントによって、QlikViewは、後続の Load (313ページ)および Select (SQL) (332
ページ)ステートメントの項目値を大文字のみ、小文字のみ、常に先頭を大文字化、またはそのまま(混
合)として強制的に解釈します。このステートメントを使用すると、異なる表記規則に従って作成され
たテーブルの項目値を関連付けられます。
構文は次のとおりです。

force ( capitalization | case upper | case lower | case mixed )

例：
Force Capitalization;

Force Case Upper;

Force Case Lower;

Force Case Mixed;

何も指定されない場合、force は大文字と小文字を混在させると見なされます。force ステートメント
は、新しい force ステートメントが実行されるまで有効です。
forceステートメントは、ロードされるすべての項目値で大文字と小文字が区別されるアクセスセクシ
ョンでは効果がありません。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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Generic

汎用データベースの解凍とロードは、genericプレフィックスで実行できます。汎用データベースに関
する説明は、QlikViewレファレンスマニュアルを参照してください。汎用データベースに関する説明
は、ロードされたデータの評価(473ページ)の汎用データベースを参照してください。
generic ステートメントでロードされたテーブルは、自動連結できません。
構文は次のとおりです。

Generic( loadstatement | selectstatement )

例：
Generic LOAD * FROM abc.csv;

Generic SQL SELECT * FROM table1;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Hierarchy

hierarchyプレフィックスは、階層テーブルをQlikViewデータモデルで有用なテーブルに変換するた
めに使われます。
Loadまたは Selectステートメントの前に入れることができ、ロードステートメントの結果をテーブ
ル変換の入力として使用します。
入力テーブルは、隣接ノードテーブルである必要があります。
通常隣接するノードテーブルは、それぞれのレコードがノードと一致し、親ノードへのリファレンスを
含む項目を持つテーブルです。このようなテーブルではノードは1つのレコードにのみ記録されます
が、子供をいくつでも持つことができます。テーブルには、もちろんノードの属性を記述する追加項目
が含まれるかもしれません。
プレフィックスにより展開ノードテーブルが作成されます。そのレコード数は通常、入力テーブルと同
じですが、階層の各レベルがさらに別個の項目に格納されます。展開されたノードテーブルのレベル
は、ピボットテーブルやツリー構造で使用するパスフィールドなどで簡単に使えます。隣接するノー
ドテーブルと展開ノードテーブルに関する詳細は、QlikViewリファレンスマニュアルの階層を参照し
てください。隣接するノードテーブルと展開ノードテーブルに関する詳細は、ロードされたデータの
評価(473ページ)の階層を参照してください。
通常、入力テーブルはノードごとにレコードがひとつで、その場合の出力テーブルには同じ数のレコー
ドが含まれます。しかし、時に複数の親を持つノードがあり、1つのノードが入力テーブルの複数のレ
コードで表されることがあります。その場合、出力テーブルのレコード数は入力テーブルよりも多くな
ります。
nodeid列で見つからないparent id のあるノードはすべて(parent id がないノードも含まれます)、
ルートとみなされます。また、直接でも間接でもルートノードにつながるノードのみがロードされ、循
環参照を回避します。
親ノードのノード名とノードのパス、ノードのレベルを含む追加項目を作成できます。
構文は次のとおりです。
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Hierarchy (NodeID, ParentID, NodeName, [ParentName], [PathSource],
[PathName], [PathDelimiter], [Depth])(loadstatement |
selectstatement)

ここで
NodeIDはnode idが含まれている項目名です。この項目は入力テーブルになくてはなりません。
ParentID は、親ノードのノード IDを含む項目の名前です。この項目は入力テーブルになくてはなり
ません。
NodeNameは、ノードの名前を含む項目の名前です。この項目は入力テーブルになくてはなりませ
ん。
ParentNameは、新しい ParentName項目の名前に使われる文字列です。省略するとこの項目は作
成されません。
PathSourceは、ノードのパスを構築するために使用されるノードの名前を含む項目の名前です。この
パラメータはオプションです。省略するとNodeNameが使われます。
PathNameは、新しいパス項目の名前に使われる文字列で、ルートからノードへのパスを含みます。
このパラメータはオプションです。省略するとこの項目は作成されません。
PathDelimiterは、新しい Path項目に区切り文字として使われる文字列です。このパラメータはオ
プションです。省略すると '/'が使われます。
Depthは、新しいDepth項目の名前に使われる文字列で、階層のノードのレベルを含みます。このパ
ラメータはオプションです。省略するとこの項目は作成されません。

例：
Hierarchy(NodeID, ParentID, NodeName) LOAD

NodeID,

ParentID,

NodeName,

属性

FROM data.xls (biff, embedded labels, table is [Sheet1$];

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

HierarchyBelongsTo

hierarchybelongstoプレフィックスは、階層テーブルをQlikViewデータモデルで有用なテーブルに
変換するために使われます。
Loadまたは Selectステートメントの前に入れることができ、ロードステートメントの結果をテーブ
ル変換の入力として使用します。
入力テーブルは、隣接ノードテーブルである必要があります。
通常隣接するノードテーブルは、それぞれのレコードがノードと一致し、親ノードへのリファレンスを
含む項目を持つテーブルです。このようなテーブルでノードは1つのレコードにのみ記録されますが、
子供をいくつでも持つことができます。テーブルには、もちろんノードの属性を記述する追加項目が含
まれるかもしれません。隣接するノードテーブルと展開ノードテーブルに関する詳細は、QlikViewリ
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ファレンスマニュアルの階層を参照してください。隣接するノードテーブルと展開ノードテーブルに
関する詳細は、ロードされたデータの評価(473ページ)の階層を参照してください。
プレフィックスは、階層における先祖(ancestor) と子供の関係をすべて含むテーブルを作成します。
先祖(ancestor) 項目は階層のツリー全体を選択するのに使用できます。ほとんどの場合、出力テーブ
ルにはノードごとに複数のレコードが含まれています。
レベルの違うノードを持つ追加項目が作成されます。
構文は次のとおりです。

HierarchyBelongsTo (NodeID, ParentID, NodeName, AncestorID,
AncestorName, [DepthDiff])(loadstatement | selectstatement)

ここで
NodeIDはnode idが含まれている項目名です。この項目は入力テーブルになくてはなりません。
ParentID は、親ノードのノード IDを含む項目の名前です。この項目は入力テーブルになくてはなり
ません。
NodeNameは、ノードの名前を含む項目の名前です。この項目は入力テーブルになくてはなりませ
ん。
AncestorIDは、新しい先祖 ID項目の名前に使われる文字列で、先祖ノードの IDを含みます。
AncestorNameは、新しい先祖項目の名前に使われる文字列で、先祖ノードの名前を含みます。
DepthDiffは、新しいDepthDiff項目の名前に使われる文字列で、先祖ノードとの関係を示す階層に
おけるノードのレベルを含みます。このパラメータはオプションです。省略するとこの項目は作成され
ません。

例：
HierarchyBelongsTo (NodeID, ParentID, Node, Tree, ParentName) LOAD

NodeID,

ParentID,

NodeName

FROM data.xls (biff, embedded labels, table is [Sheet1$];

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

If..then..elseif..else..end if

if..then制御ステートメントは、1つ以上の論理条件に応じて異なるパスに従うようスクリプトの実行
を強制するスクリプト選択構文です。構文は次のとおりです。

ifcondition then

[ statements ]

{ elseif condition then

[ statements ] }

[ else

[ statements ] ]

end if
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ここで
conditionは、true または false で評価できる論理式です。
statementsは、1つ以上のQlikViewスクリプトステートメントのグループです。

if..thenステートメントは制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わっているた
め、使用可能な4つの句(if..then、elseif..then、else、および end if) は行をまたぐことはできま
せん。

例：
if a=1 then

load * from abc.csv;

sql select e, f, g from tab1;

end if

if a=1 then; drop table xyz; end if;

if x>0 then

load * from pos.csv;

elseif x<0 then

load * from neg.csv;

else

load * from zero.txt;

end if

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Image_size

この句は、データベース管理システムからの画像のサイズを変更して項目に合わせるために Info (303
ページ)プレフィックスとともに使用します。幅と高さはピクセルで指定します。

例：
Info Image_size(122,122)Select ID, Photo From infotable;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Info

テキストファイル、画像、動画などの外部情報を項目値にリンクする場合は、infoプレフィックスを使
用してロードされたテーブルで行います。(qvwファイル内に情報を保存したい場合は、 Bundle (279
ページ)プレフィックスを使用します。)テーブルは2列だけで構成する必要があります。最初の列には
情報のキーとなる項目値、2つ目の列には画像のファイル名などの情報要素を格納します。
同じことが、例えば、データベース管理システムからの画像にも適用されます。バイナリ項目BLOBで
は、info select ステートメントで bundleされます。つまり、バイナリデータは取得され、QVWドキ
ュメントの中に保存されます。バイナリデータは select文の2つ目の項目であることが必要です。
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構文は次のとおりです。 

info ( loadstatement | selectstatement )

例：
Info LOAD * FROM flagoecd.csv;

Info SQL SELECT * FROM infotable;

Info SQL SELECT Key, Picture FROM infotable;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Inner

Join (309ページ)および Keep (309ページ)プレフィックスの前に、プレフィックス innerを置くこ
とができます。
joinの前に使用すると、内部結合であることを指定します。結果のテーブルには、生データテーブルか
らの項目値の組み合わせのみが含まれます。連結項目値は双方のテーブルに示されます。
keepの前に使用すると、QlikViewに保存される前に双方の生データテーブルが共通部分に縮小されま
す。

inner( join | keep) [ (tablename ) ](loadstatement |selectstatement
)

例：

Table1

A B

1 aa

2 cc

3 ee

Table2

A C

1 xx

4 yy

QVTable:

SQL SELECT * FROM table1;

inner join SQL SELECT * FROM table2;
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QVTable

A B C

1 aa xx

QVTab1:

SQL SELECT * FROM Table1;

QVTab2:

inner keep SQL SELECT * FROM Table2;

QVTab1

A B

1 aa

QVTab2

A C

1 xx

keepの例の2つのテーブルは、項目Aを介して関連付けられます。
スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Inputfield

loadまたは selectステートメントで参照される前に項目を inputfieldステートメントにリストする
と、項目は入力フィールドとしてフラグを付けられます。
入力フィールドの動作は、通常の項目と異なる部分があります。最も重要な違いは、スクリプトを実行
せずに対話形式またはプログラムで項目の値を変更できるということです。項目値は、loadまたは
select ステートメントで項目にロードする必要があります。スクリプトでロードされる各項目値は、項
目値を置き換える値のプレースホルダを作成します。既存の項目値のみを対話形式またはプログラムで
変更できます。置き換え値はユーザーによって異なります。たとえば、入力フィールドをサーバーで使
用している場合、異なるユーザーには異なる入力フィールド値が表示されます。
入力フィールドでは、すべての項目値は、同じ値を持つ複数の項目がある場合でもdistinct として処理
されます。
構文は次のとおりです。

inputfieldfieldlist

*fieldlistは、入力フィールドとしてフラグを付けられる項目のカンマ区切りのリストです。項目名には
ワイルドカード文字の*および?を使用できます。ワイルドカード文字を使用する際、項目名を引用符
で囲む必要がある場合があります。

例：
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Inputfield B;

Inputfield A,B;

Inputfield B??x*;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

IntervalMatch

IntervalMatchプレフィックスを使用すると、不連続数値が1つ以上の数値間隔に一致するテーブル
を作成できます。
これは、間隔をロードする Load (313ページ)または Select (SQL) (332ページ)ステートメントの前
に配置する必要があります。IntervalMatchプレフィックスのあるステートメントの前に、不連続デー
タ点を含む項目(以下の例ではTime) がQlikViewにすでにロードされていなくてはなりません。この
プレフィックス自体は、データベーステーブルからこの項目を読み取りません。このプレフィックス
は、ロードされた間隔テーブルを変換して追加行(不連続数値データ点)を含むテーブルにします。ま
た、新しいテーブルで不連続データ点と間隔の可能な組み合わせごとにレコードが1つ存在するように
レコード数を増やします。
間隔は重複することができ、不連続値は、すべての一致する間隔にリンクされます。
構文は次のとおりです。

intervalmatch (matchfield) (loadstatement | selectstatement )

matchfieldは、間隔にリンクする不連続の数値を含む項目です。
loadstatementまたは selectstatementの結果は、2列のテーブルである必要があり、1つ目の項目
には各間隔の下限、2つ目の項目には各間隔の上限が格納されます。間隔は常に閉じているので、終端
は間隔に含まれます。数値以外の範囲では間隔が無視されます(未定義のままになります)。
1つ以上の追加キー項目を含む IntervalMatchの拡張構文もあります。 IntervalMatch (拡張構文)
(308ページ)を参照してください。

例：
以下の2つのテーブルのうち、最初のテーブルはさまざまな注文(Order) の製造の開始(Start) と終了
(End) 時間を定義します。2つ目のテーブルは、いくつかの個々のイベントを示しま
す。IntervalMatchプレフィックスを使用すると、どの注文がイベントに影響されたか、どの注文がど
のシフトで処理されたかを知るために2つのテーブルを論理的に接続することができます。

OrderLog

Start End Order

1:00 3:35 A

2:30 7:58 B

3:04 10:27 C
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7:23 11:43 D

EventLog

Time Event Comment

0:00 0 Start of shift 1

1:18 1 Line stop

2:23 2 Line restart 50%

4:15 3 Line speed 100%

8:00 4 Start of shift 2

11:43 5 End of production

最初に、通常どおりに2つのテーブルをロードします。次に、Time項目を Start項目と End項目で定
義される時間の間隔にリンクします。

OrderLog:

LOAD * INLINE [

Start, End, Order

01:00, 03:35, A

02:30, 07:58, B

03:04, 10:27, C

07:23, 11:43, D

];

EventLog:

LOAD * INLINE [

Time, Event, Comment

00:00, 0, Start of shift 1

01:18, 1, Line stop

02:23, 2, Line restart 50%

04:15, 3, Line speed 100%

08:00, 4, Start of shift 2

11:43, 5, End of production

];

IntervalMatch (Time) LOAD Start, End Resident OrderLog;

QlikViewでは、次のようなテーブルボックスを作成できるようになりました。
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テーブル ボックス

Time Event Comment Order Start End

0:00 0 Start of shift 1 - - -

1:18 1 Line stop A 1:00 3:35

2:23 2 Line restart 50% A 1:00 3:35

4:15 3 Line speed 100% B 2:30 7:58

4:15 3 Line speed 100% C 3:04 10:27

8:00 4 Start of shift 2 C 3:04 10:27

8:00 4 Start of shift 2 D 7:23 11:43

11:43 5 End of production D 7:23 11:43

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

IntervalMatch (拡張構文)

拡張された IntervalMatchプレフィックスを使うと、不連続数値を1つ以上の数値間隔に一致させる
と同時に1つ以上の追加キーの値を一致させるテーブルを作成できます。
これは強力かつ柔軟な機能で、時間の経過に伴って変化する軸(穏やかに変化する軸)のあるトランザク
ションを連結するために使用できます。
IntervalMatchプレフィックスは、間隔をロードする Load (313ページ)または Select (SQL) (332
ページ)ステートメントの前に配置する必要があります。IntervalMatchプレフィックスのあるステー
トメントの前に、不連続データ点を含むテーブルと追加キーがQlikViewにすでにロードされていなく
てはなりません。このプレフィックスは、ロードされた間隔テーブルとキーを変換して追加行(不連続
数値データ点)を含むテーブルにします。また、新しいテーブルで不連続データ点と間隔、キー項目の
値の可能な組み合わせごとにレコードが1つ存在するようにレコード数を増やします。
構文は次のとおりです。

intervalmatch (matchfield,keyfield1 [ , keyfield2, ... keyfield5 ]
) (loadstatement | selectstatement )

matchfieldは、間隔にリンクする不連続の数値を含む項目です。
keyfield(s)は、変換で一致させる追加属性が含まれた項目です。
loadstatementまたは selectstatementの結果では、最初の2つの項目は各間隔の下限と上限を格納
し、3つ目 (およびその後の項目)は intervalmatchステートメントのキー項目を格納する必要があり
ます。間隔は常に閉じているので、終端は間隔に含まれます。数値以外の範囲では間隔が無視されます
(未定義のままになります)。
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未定義の間隔範囲が無視されるのを防ぐためには、間隔の下限または上限を構成する項目に対して
NULL値のマップを許可する必要があるかもしれません。これは、 NullAsValue (324 ページ)ス
テートメント、または不連続数値データポイントの前後でNULLを数値に置き換える明示的なテストに
よって対応することができます。

例：
Inner Join IntervalMatch (Date,Key) LOAD FirstDate, LastDate, Key
resident Key;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Join

joinプレフィックスは、ロードされたテーブルを既存の指定されたテーブルまたは直前に作成された
データテーブルと結合します。結合は、すべての共通するNatural Joinに対して行われる 項目(207
ページ)です。joinプレフィックスの前には、 Inner (304ページ)、Outer (325ページ)、 Left (310
ページ)、または Right (329ページ)のプレフィックスのいずれかを配置することができます。LOAD
ステートメントにDISTINCT述語が使用されている場合、生成される表は明確になります。データが連
結されているか、結合されているかを問わず、テーブルに追加されたデータも明確になります。
構文は次のとおりです。

[inner | outer | left | right ]join [ (tablename ) ]( loadstatement
| selectstatement )

例：
Join LOAD * FROM abc.csv;

Join SQL SELECT * FROM table1;

tab1:

LOAD * FROM file1.csv;

tab2:

LOAD * FROM file2.csv;

......

join (tab1) LOAD * FROM file3.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)に戻ります。

Keep

keepプレフィックスは Join (309ページ)プレフィックスに類似しています。joinプレフィックスと
同様に、ロードされたテーブルを既存の指定されたテーブルまたは直前に作成されたデータテーブルに
比較します。
ただし、ロードされたテーブルを既存のテーブルに結合する代わりに、2つのテーブルの片方または両
方がQlikViewに保存される前に共通するテーブルデータに基づいてテーブルを縮小することができま
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す。実施された比較は、すべての共通項目で行われる自然結合に相当します(対応する結合と同じ方法
など)。ただし、2つのテーブルは結合されず、別の名前のテーブルとしてQlikViewに維持されます。

注意!
QlikViewスクリプト言語における明示的な Join (309ページ)プレフィックスは、2つのテーブルの完
全な結合を実行します。結果として、1つのテーブルが生成されます。多くの場合、このような結合か
らは、かなり大きなテーブルが作成されます。QlikViewの主な機能の1つは、テーブルを結合する代
わりに複数のテーブル間で関連付けを作成できることです。これにより、メモリの使用量が削減され、
速度が向上して柔軟性が大幅に高まります。このため、一般的にはQlikViewスクリプトでの明示的な
結合は避けるべきです。keepの機能は、明示的な結合の使用回数を減らす目的で設計されています。

keepプレフィックスの前には、 Inner (304ページ)、 Left (310ページ)、または Right (329ページ)
のいずれかのプレフィックスを置く必要があります。構文は次のとおりです。

(inner | left | right) keep[ (tablename ) ]( loadstatement |
selectstatement )

例：
Inner Keep LOAD * FROM abc.csv;

Left Keep SQL SELECT * FROM table1;

tab1:

LOAD * FROM file1.csv;

tab2:

LOAD * FROM file2.csv;

......

Left keep (tab1) LOAD * FROM file3.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Left

Join (309ページ)および Keep (309ページ)プレフィックスの前に、leftプレフィックスを置くこと
ができます。
joinの前に使用すると、左結合であることを指定します。結果のテーブルには、生データテーブルから
の項目値の組み合わせのみが含まれます。連結項目値は最初のテーブルに示されます。
keepの前に使用すると、QlikViewに保存される前に2つ目のテーブルは、1つ目のテーブルとの共通
部分に縮小されます。

left( join | keep) [ (tablename ) ](loadstatement |selectstatement
)

例：

Table1

A B
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1 aa

2 cc

3 ee

Table2

A C

1 xx

4 yy

QVTable:

select * from table1;

left join select * from table2;

QVTable

A B C

1 aa xx

2 cc

3 ee

QVTab1:

select * from Table1;

QVTab2:

left keep select * from Table2;

QVTab1

A B

1 aa

2 cc

3 ee
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QVTab2

A C

1 xx

keepの例の2つのテーブルは、項目Aを介して関連付けられます。

tab1:

Load * from file1.csv;

tab2:

load * from file2.csv;

......

left keep (tab1) load * from file3.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Let

letステートメントは、 Set (335ページ)ステートメントの対として作成され、スクリプト変数(346
ページ)の定義に使用されます。letステートメントでは、setステートメントとは逆に、変数に代入さ
れる前に" = "の右側の数式が評価されます。
letという単語は省略できますが、その場合、ステートメントは制御ステートメントになります。let
キーワードがないステートメントは、1つのスクリプト内に収まる必要があり、セミコロン(;) または
改行コード(end-of-line) で終了できます。
構文は次のとおりです。

let variablename=expression

単語 letは省略できます。
Set x=3+4;

Let y=3+4;

z=$(y)+1;

$(x) は '3+4' として評価されます。
$(y) は '7' として評価されます。
$(z) は '8' として評価されます。

例：
Let T=now( );

$(T)には現在の時刻の値が渡されます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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Load

loadステートメントは、ファイル、スクリプトで定義されたデータ、前にロードされたテーブ
ル、Webページ、後続の selectステートメントの結果、または自動的に生成されたデータから項目を
ロードします。loadステートメントの一般的な構文は以下のとおり。

load [ distinct] *fieldlist

[( from file [ format-spec ] |

from_field fieldassource [format-spec]

inline data [ format-spec ] |

resident table-label |

autogenerate size )]

[where criterion | while criterion ]

[group_by groupbyfieldlist ]

[order_by orderbyfieldlist ]

ここで
distinct述語は、重複するレコードのうちの最初のレコードだけをロードする場合に使用します。
*fieldlist ::= ( * | field { , field } )

ロードする項目のリスト。*を使用すると、項目リストはテーブルのすべての項目を示します。
field ::= ( fieldref | expression ) [ as aliasname ]

項目定義には、常にリテラル、既存項目への参照、または数式を含める必要があります。
fieldref ::= ( fieldname |@fieldnumber|@startpos:endpos [ I | U | R| B ] )
fieldnameは、テーブル内の項目名を指定するテキストです。項目の名前に文字以外の記号やスペース
が含まれる場合は、ストレート二重引用符または角かっこで囲む必要があるという点に注意してくださ
い。明示的に表現できない項目名もあります。その場合、次のような表記規則を使用します。
@fieldnumberは、区切り記号付きテーブルファイルの項目番号を表します。"@"が前に付いた正の整
数である必要があります。常に1から項目の数までの番号が付けられます。
@startpos:endposは、固定長レコードのファイル内の項目の先頭と末尾の位置を表します。位置はど
ちらも正の整数である必要があります。2つの数の前に"@"を付け、コロン(:) で区切る必要がありま
す。常に1から位置の数までの番号が付けられます。@startpos:endposの直後に IかUの文字が続
く場合は、バイトの読み取りは符号付き(I) バイナリまたは符号なし(U) の整数 (Intelのバイト順)と
解釈されます。読み取られる位置の数は、1、2、または4である必要があります。@startpos:endpos
の直後に文字Rが続く場合は、読み取られるバイトはバイナリの実数(IEEE 32ビットまたは64ビット
の浮動小数点)として解釈されます。読み取られる位置の数は、4または8である必要がありま
す。@startpos:endposの直後に文字Bが続く場合は、読み取られるバイトはCOMP-3標準に従った
BCD (Binary Coded Decimal) 数として解釈されます。任意のバイト数を指定できます。
expressionは、同じテーブルの1つ以上の他の項目に基づいた数値関数または文字列関数です。詳細
については、スクリプト式(361ページ)の構文を参照してください。
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項目に新しい名前を割り当てるには、asを使用します。エイリアス名に文字以外の記号やスペースが含
まれる場合は、ストレート二重引用符または角かっこで囲む必要があるという点に注意してください。

注意!
テーブルに同じ項目名の項目が2つ含まれている場合、通常はテキストファイルからロードする
際、asを使用して項目名が変更されていても項目を1つだけロードできます。

fromは、データをファイルからロードする必要がある場合に使用します。
file ::= [ path ] filename

pathは、ファイルのパスをQlikViewドキュメント(qvwファイル)への絶対パスまたは相対パ
スで指定します。パスを省略すると、directoryステートメントで指定されたディレクトリのフ
ァイルが検索されます。directoryステートメントが存在しない場合は、作業中のディレクトリ
が検索されます。通常は、このディレクトリはQlikViewファイルが置かれているディレクトリ
です。パスは、インターネットまたはイントラネット上の位置を示すURLアドレス(HTTPまた
FTP) にすることもできます。
filenameには、標準のDOSワイルドカード文字(*および?) が含まれる場合があります。.これ
により、指定されたディレクトリ内の一致するすべてのファイルがロードされます。

format-spec ::= ( fspec-item { , fspec-item } )
この書式指定は、角かっこで囲まれた複数の 書式指定アイテム(317ページ)のリストで構成さ
れます。

事前にロードされた項目からデータをロードする場合は、from_fieldを使用します。
fieldassource ::= (tablename, fieldname)

項目は、事前にロードされた tablenameと fieldnameの名前です。
format-spec ::= ( fspec-item {, fspec-item } )

この書式指定は、角かっこで囲まれた複数の 書式指定アイテム(317ページ)のリストで構成さ
れます。

スクリプト内でデータを入力し、ファイルからロードしない場合は、inlineを使用します。インライン
データウィザード(237ページ)を使用して load inlineステートメントを作成できます。
data ::= [ text ]

inline句で入力されるデータは、ダブル スクリプトでの引用符(358ページ)または角かっこで
囲む必要があります。囲まれているテキストは、ファイルの内容と同じ方法で解釈されます。そ
のため、テキストファイル内に新しい行を挿入するように、inline句のテキストでも、スクリプ
トを入力しているときにEnterキーを押します。

以前にロードされたテーブルからデータをロードする場合は、residentを使用します。
Table labelは、元のテーブルを作成した loadまたは selectステートメントの前に置かれるラベルで
す。ラベルには最後にコロン(:) を記述します。
データをQlikViewで自動的に生成する場合は、autogenerateを使用します。
size ::= number

Numberは、生成されるレコード数を示す整数です。項目のリストには、データベースからデー
タを取得する数式を記述できません。数式では、定数とパラメータを使用しない関数(rand() や
recno() など)のみを使用できます。
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whereはレコードを選択に含めるかどうかを示す句です。選択が含まれるのは、criterionが true の場
合に限ります。
whileは、レコードを繰り返し読み取るかどうかを示す句です。criterionが true の間は同じレコード
が読み取られます。有効に利用するために、通常、while句は IterNo()関数を含む必要があります。
criterionは論理式です。
データを集計(グループ化)する項目を定義するには、group by句を使用します。集計項目は、ロード
される数式に挿入します。ロードされる数式では、集計項目以外の項目は、集計関数の外部で使用でき
ます。
groupbyfieldlist ::= (fieldname { ,fieldname } )
order byは、loadステートメントで処理される前に常駐しているテーブルのレコードをソートしま
す。1つ以上の項目の昇順または降順で置かれているテーブルをソートできます。最初に数値、次に各
国のASCII値の順でソートされます。この句は、データソースが常駐テーブルの場合に限り使用できま
す。ordering field には、常駐テーブルをソートする項目を指定します。項目は、名前または常駐テーブ
ル内での番号(最初の項目が番号1)で指定できます。
orderbyfieldlist ::= fieldname [ sortorder ] { , fieldname [ sortorder ] }
sortorderは昇順のasc または降順のdesc です。sortorderを指定しない場合は、asc と見なされま
す。
fieldname、path、filename、aliasnameは、それぞれの名前を示すテキスト文字列です。ソース
テーブルのフィールドは fieldnameとして使用できます。ただし、as 句 (aliasname) を使用して作成
された項目は範囲外になり、同じ loadステートメント内では使用できません。

注意!
from、inline、from field、またはautogenerate 句でデータのソースが指定されない場合、データは
直後のselect または loadステートメントの結果からロードされます。後続のステートメントには、プ
レフィックスを記述できません。

例：
さまざまなファイル形式

Load * from data1.csv;

Load * from 'c:\userfiles\data1.csv' (ansi, txt, delimiter is ',',
embedded labels);

Load * from 'c:\userfiles\data2.txt' (ansi, txt, delimiter is '\t',
embedded labels);

Load * from file2.dif (ansi, dif, embedded labels);

Load @1:2 as ID, @3:25 as Name, @57:80 as City from data4.fix (ansi,
fix, no labels, header is 0, record is 80);

Load * from C:\qdssamples\xyz.qvx (qvx);

特定の項目の選択、項目の計算
Load FirstName, LastName, Number from data1.csv;

Load @1as A, @2 as B from data3.txt' (ansi, txt, delimiter is '\t', no
labels);

Load FirstName&' '&LastName as Name from data1.csv;

Load Quantity, Price, Quantity*Price as Value from data1.csv;
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特定のレコードの選択
Load distinct FirstName, LastName, Number from data1.csv;

Load * from Consumption.csv where Litres>0;

ファイルにないデータのロード
Load * Inline

[CatID, Category

0,Regular

1,Occasional

2,Permanent];

Load * Inline [UserID, Password, Access

A, ABC456, User

B, VIP789, Admin];

Load RecNo( ) as A, rand( ) as B autogenerate(10000);(注意：autogenerate
の後のかっこはオプションです。)

事前にロードされているテーブルからのデータのロード
tab1:

Select A,B,C,D from transtable;

Load A,B,month(C),A*B+D as E resident tab1;

Load A,A+B+C resident tab1 where A>B;

Load A,B*C as E resident tab1 order by A;

Load A,B*C as E resident tab1 order by 1,2;

Load A,B*C as E resident tab1 order by C desc, B asc, 1 desc;

事前にロードされている項目からのデータのロード
Load A from_field (Characters, Types);

後続のテーブルからのデータのロード
Load A, B, if(C>0,'positive','negative') as X, weekday(D) as Y;

Select A,B,C,D from Table1;

データのグループ化
Load ArtNo, round(Sum(TransAmount),0.05) as ArtNoTotal from table.csv
group by ArtNo;

Load Week, ArtNo, round(Avg(TransAmount),0.05) as WeekArtNoAverages
from table.csv group by Week, ArtNo;
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1つのレコードの反復読み取り
My Tab:

Load Student,

mid(Grades,IterNo( ),1) as Grade,

pick(IterNo( ), 'Math', 'English', 'Science', 'History') as Subject
from Tab1.csv

while mid(Grades,IterNo( ),1)<>' ';

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻ります。

書式指定アイテム

各書式指定アイテムは、次のようなテーブルファイルの特定のプロパティを定義します。
fspec-item ::= [ ansi | oem | mac | UTF-8 | Unicode | txt | fix | dif | biff | ooxml | html
| xml | qvd |delimiter is char | no eof | embedded labels | explicit labels | no labels |
table is [ tablename ] | header is n | header is line | header is n lines | comment is string |
record is n | record is line | record is n lines | no quotes |msq | filters (filter specifiers ) ]
次のプロパティを定義できます。

文字セット 492ペー
ジ

テーブルの書式 318ペー
ジ

区切り記号 319ペー
ジ

No eof 319ペー
ジ

ラベル 319ペー
ジ

ヘッダーサイズ 320ペー
ジ

レコードの長さ 320ペー
ジ

クォート 321ペー
ジ

文字セット

文字セットは、ファイルで使われる文字セットを定義する Loadステートメントのファイル指定子で
す。
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次の文字セットを使用できます。
ansi
oem
mac
utf8
unicode
codepage is N

ファイルは、 ansi (Windows)、oem (DOS、OS/2、AS400など)、unicode、utf8、mac等の文字
セットで書き込めます。oem文字セットからの変換はMacOSでは実装されていません。codepage 指
定子を使うと、Windows codepage を使用できます。何も指定されない場合、Windows では
codepage 1252と見なされます。
QlikViewの旧バージョンで使われていた ansi、oem、mac指定子もまだ機能します。ただし、新し
いQlikViewで Loadステートメントを作成する際には生成されません。

例：
LOAD * FROM a.txt (utf8, txt, delimiter is ',' , embedded labels)
LOAD * FROM a.txt (unicode, txt, delimiter is ',' , embedded labels)

LOAD * FROM a.txt (codepage is 10000, txt, delimiter is ',' , no
labels)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

テーブルの書式

テーブルの書式は、Loadステートメントのファイル指定子で、ファイルのタイプを定義します。

txt 区切り記号付きテキストファイル txtでは、テーブル内の列は文字で区
切られます。

fix 固定レコード長ファイル .fixでは、各列は特定文字数の幅です。

dif .dif (Data Interchange Format) ファイルでは、テーブルを定義する
ための特殊な書式が使用されます。

biff QlikViewは、biff (Binary Interchange File Format) 形式を使用して
標準のExcelファイルを解釈することもできます。

ooxml QlikViewはExcel 2007 ooxml形式
(OpenOfficeXML) のデータを解釈できます。

html テーブルがhtmlページまたはファイルの一部の場合は、htmlを使用
してください。
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qvd qvdは、QlikViewドキュメントからエクスポートされた独自の QVD
ファイル(493ページ)ファイル形式を示します。

qvx qvxは、QlikViewへのパフォーマンスの高い出力ファイル/ストリーム
形式です。

何も指定されない場合、txtファイルと見なされます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

区切り記号

この指定子は、区切られた txtファイルにのみ対応します。

delimiter ischar

区切り記号付きテーブルファイルでは、delimiter is指定子を使用して(127 ASCII文字から)任意の
区切り記号を指定できます。ここで charは1文字です。

いくつか特別なケースがあります。

"\t" は、引用符が付いた、または付いていないタブ記号を表します。
"\\" は、バックスラッシュ記号( \ ) を表します。

単語"spaces" は、ひとつ以上のスペースの組み合わせをすべて表します。32より小さい
ASCII値や、CRとLF を例外とする印刷不可能な文字は、スペースとして解釈されま
す。

何も指定されない場合、区切り記号は ","と見なされます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

No eof

この指定子は、区切られた txtファイルにのみ対応します。

no eof

このオプションを使用すると、ファイルの終わりを示すASCII文字26は無視されます。この指定子を
使用すると、文字26を項目値の一部として使えます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

ラベル

ラベルは、ファイルのどこで項目名が見つけられるか定義する Load (313ページ)ステートメントのフ
ァイル指定子です。
可能な選択肢は以下のとおりです。

embedded labels
explicit labels
no labels
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項目名は、ファイル内のさまざまな場所に置くことができます。1件目のレコードに項目名が含まれる
場合は、embedded labelsを使用します。項目名が見つからない場合は、no labelsを使用しま
す。DIFファイルでは、明示的な項目名の独立したヘッダーセクションが使用される場合があります。
その場合、explicit labelsを使用します。何も指定しない場合は、explicit labels、DIFファイルと
見なされます。

例：
LOAD * FROM a.txt (unicode, txt, delimiter is ',' , embedded labels)

LOAD * FROM a.txt LOAD * FROM a.txt (unicode, txt, delimiter is ',' ,
embedded labels)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

ヘッダーサイズ

テーブルファイルでヘッダーのサイズを指定します。
構文は次のとおりです。

header isn

header is line

header isnlines

header is指定子で任意のヘッダー長を指定できます。ヘッダーは、QlikViewで使用されないテキスト
セクションです。ヘッダー長はバイト単位(header is n)、または行単位(header is lineまたは
header is n lines) で指定できます。この nは、ヘッダー長を表す正の整数です。指定されない場合
は、header is 0と見なされます。header is指定子は、テーブルファイルにのみ対応します。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

レコードの長さ

固定長レコードファイルのレコードの長さを指定します。

record isn

record is line

record isnlines

固定レコード長のファイルでは、レコード長を record is指定子で指定する必要があります。レコード
長はバイト単位(record isn)、または行単位(record is lineまたは record isnlines) で指定できま
す。この nは、レコード長を表す正の整数です。record is指定子は、fixファイルにのみ対応します。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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クォート

クォートは Loadステートメントのファイル指定子で、クォートを使用できるかどうか、また、クォー
トと区切り文字間の優先を定義します。
テキストファイルのみで使用できます。利用可能なオプションは次のとおりです。

no quotes

msq

指定子が省略される場合は標準的な引用符(" " または ' 'など)が使用されますが、項目値の最初と最後
の空白でない文字に限ります。
テキストファイル内で スクリプトでの引用符(358ページ)が受け入れられない場合は、no quotes
指定子を使用する必要があります。
msqは新しいスタイルの引用符を指定するために使われ、項目に複数行の内容を含めることができま
す。改行文字を含む項目は、ダブルクォートで囲む必要があります。

msq指定子の限界のひとつは、項目の内容の最初または最後の文字としてダブルクォート(") 文字が
ひとつだけ使われると、複数行の最初または最後として解釈され、ロードされるデータセットで予測で
きない結果につながる可能性があるという点です。この場合は、標準的な引用符を使用して指定子を省
略してください。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

XML (XML ファイルのみ)

xmlsax

xmlsimple

pattern ispath

Xmlsaxと xmlsimpleはお互いに排他的で、XMLを使用する場合ひとつだけ指定できます。pattern
を使用する場合、ファイルの指定されたタグの初めから終わりまでが読まれます。pathにスペースが含
まれている場合は、このパスを引用符で囲む必要があります。

注意!
xmlsaxを使用するには、Microsoft の xmlパーサーMSXML 3.0以降をコンピュータにインストール
する必要があります。MSXMLは、Windows XPおよびMS Internet Explorer 6に標準装備されていま
す。Microsoft のホームページからもダウンロードできます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Loosen Table

循環参照を含むデータがQlikViewにロードされると、QlikView内部ロジックで循環参照によるループ
の生成を防ぐため、疎結合テーブルが自動的に作成されます。
Loosen Tableステートメントを使用すると、スクリプトの実行中に1つ以上のQlikView内部データ
テーブルを明示的に疎結合に宣言できます。

QlikView 11.20 SR13 321



24 スクリプト構文

スクリプトで Loosen Tableステートメントを1度以上使用すると、QlikViewはスクリプト実行前に
疎結合化されたテーブルの設定を無視します。
構文は次のとおりです。

Loosen Table[s] tablename [ , tablename2 ...]

Loosen Tableと Loosen Tablesのどちらの構文も使用できます。

例：
Tab1:

Select * from Trans;

Loosen table Tab1;

注意！
対話的にまたはスクリプトで明示的に疎結合を宣言されたテーブルで、分割できないデータ構造の循環
参照が検出されると、循環参照がなくなるまで、他のテーブルが1つ以上強制的に疎結合にされます。
その場合、ループのアラートダイアログで警告が表示されます。

参照項目：

循環参照(133ページ)
疎結合テーブルの意図的な作成(1113ページ)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Mapping

mappingプレフィックスはマッピングテーブルを作成するために使用します。マッピングテーブル
は、スクリプト実行中に項目値と項目名を置き換えるといった操作で使用できます。
このプレイっクスは Load (313ページ)または Select (SQL) (332ページ)ステートメントの前に入れ
ることができ、ロードステートメントの結果をマッピングテーブルとして保存します。マッピング
テーブルは、2列で構成され、1列目は比較の値、2列目はマッピング値です。マッピングテーブルは
一時的にメモリに保存され、スクリプトの実行後に自動的に削除されます。
マッピングテーブルの内容には、map … usingステートメントや rename fieldステートメン
ト、Applymap()関数、Mapsubstring()関数などを使用してアクセスすることができます。
構文は次のとおりです。

mapping( loadstatement |selectstatement )

例：
Mapping LOAD * FROM x.csv

mapping SQL SELECT a, b FROM map1

map1:

mapping LOAD * inline [

x,y

US,USA

322 QlikView 11.20 SR13



24 スクリプト構文

U.S.,USA

America,USA ];

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Map ... using

map ... usingステートメントは、特定の項目値または数式を指定したマッピングテーブルの値にマッ
プします。マッピングテーブルは、Mapping (322ページ)ステートメントで作成します。
自動マッピングは、map ... usingステートメントの後、スクリプトが終わるまで、または unmapス
テートメントが発生するまで、ロードされた項目に対して実行されます。
マッピングは、項目がQlikViewの内部テーブルに保存される一連のイベントの最後に実行されます。
つまり、マッピングは数式の部分で項目名が出現するたびに行われるのではなく、内部テーブルの項目
名に値が保存されるときに実行されます。数式レベルでのマッピングが必要な場合は、Applymap()
関数を使用する必要があります。

注意！
最適化モードでQVDファイルをロードする際、map ... usingステートメントは機能しません。

構文は次のとおりです。

map *fieldlist usingmapname

*fieldlistは、スクリプト内でここからマップされる項目のカンマ区切りのリストです。*を使用する
と、項目リストはすべての項目を示します。項目名にはワイルドカード文字の*および?を使用できま
す。ワイルドカード文字を使用する際、項目名を引用符で囲む必要がある場合があります。
mapnameは、mapping loadまたはmapping selectステートメントによって以前に読み取られた
マッピングテーブルの名前です。

例：

map Country using
Cmap;

マッピングテーブルCmapを使用して項目Country のマッピングを有効にしま
す。

map A, B, C using X; マッピングテーブルXを使用して項目A、B、および Cのマッピングを有効にし
ます。

map * using
GenMap;

マッピングテーブルGenMapを使用してすべての項目のマッピングを有効にし
ます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

NoConcatenate

NoConcatenateプレフィックスは、同一の項目セットでロードされた2つのテーブルを強制的に別個
の内部テーブルとして取り扱います(さもなければ、自動的に連結されます)。
構文は次のとおりです。

noconcatenate( loadstatement | selectstatement )

例：
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Load A,B from file1.csv;

noconcatenate load A,B from file2.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

NullAsValue

NullAsValueステートメントは、発生したNULLをどの項目で値に変換するか指定します。
デフォルトでは、NULL値は不明または未定義の入力と見なされます。ただし、特定のデータベースコ
ンテキストでは、NULL値は単なる欠損値ではなく、特殊な値であると見なされます。NullAsValueス
テートメントでは、通常のNULL値は他のNULL値にリンクできないという事実を一時停止できます。
NullAsValueステートメントはスイッチとして機能し、後続のロードステートメントで有効になりま
す。NullAsNull (324ページ)ステートメントを使用してそのオン/オフを切り替えることができます。
NullAsValueは、どの文字列をNULL値として使用するか指定する変数NullValueと組み合わせるこ
とができます。変数NullValueを使用していない場合、NullAsValueはNULLを空の文字列に置き換
えます。
構文は次のとおりです。

NullAsValue*fieldlist

*fieldlistは、NullAsValueが有効である項目のカンマ区切りのリストです。*を使用すると、項目リ
ストはすべての項目を示します。項目名にはワイルドカード文字の*および?を使用できます。ワイル
ドカード文字を使用する際、項目名を引用符で囲む必要がある場合があります。

例：
NullAsValue A,B;

Set NullValue = 'NULL' ;
Load A,B from x.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

NullAsNull

NullAsNullステートメントは、以前に NullAsValue (324ページ)ステートメントで設定されたNULL
値の文字列値への変換を無効にします。
NullAsValueステートメントはスイッチとして機能し、NullAsValueまたはNullAsNullステートメ
ントのいずれかを使用するとスクリプトで複数回オンにしたりオフにしたりできます。
構文は次のとおりです。

NullAsNull*fieldlist

*fieldlistは、NullAsValueが無効になっている項目のカンマ区切りのリストです。*を使用すると、
項目リストはすべての項目を示します。項目名にはワイルドカード文字の*および?を使用できます。
ワイルドカード文字を使用する際、項目名を引用符で囲む必要がある場合があります。

例：
NullAsNull A,B;

Load A,B from x.csv;
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スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Outer

Join (309ページ)プレフィックスの前に outerプレフィックスを明示的に記述すると、外部結合を指
定できます。外部結合では、2つのテーブルのすべての組み合わせが生成されます。結果のテーブルに
は、生データテーブルからの項目値の組み合わせのみが含まれます。連結項目値は片方または双方の
テーブルに示されます。outerプレフィックスはオプションです。

outer join [ (tablename ) ](loadstatement |selectstatement )

例：

Table1

A B

1 aa

2 cc

3 ee

Table2

A C

1 xx

4 yy

select * from table1;

join select * from table2;

OR
select * from table1;

outer join select * from table2;

結合したテーブル

A B C

1 aa xx

2 cc -
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3 ee -

4 - yy

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Qualify

Qualifyステートメントは、項目名の修飾を切り替えるために使用されます(項目名がプレフィックス
としてテーブル名を取得するなど)。
qualifyステートメントでは、項目名をテーブル名で修飾して、異なるテーブルにある同じ名前の項目
の自動的な関連付けを一時停止できます。修飾されると、テーブルで検出された場合に項目名が変更さ
れます。新しい名前は、tablename.fieldnameの形式になります。Tablenameは現在のテーブルのラ
ベルと同じです。ラベルが存在しない場合は、loadおよび selectステートメントで fromの後に記述
された名前です。
修飾は、Qualifyステートメントの後にロードされたすべての項目で行われます。

注意！
qualifyステートメントは、パーシャルリロードと併せて使用できません。

デフォルトで、スクリプトの実行の開始時、修飾は常に無効です。qualifyステートメントを使用し、
いつでも項目名の修飾をアクティブにできます。Unqualify (344ページ)ステートメントを使用する
と、修飾をいつでも無効にできます。
構文は次のとおりです。

qualify*fieldlist

*fieldlistは、修飾が有効である項目のカンマ区切りのリストです。*を使用すると、項目リストはすべ
ての項目を示します。項目名にはワイルドカード文字の*および?を使用できます。ワイルドカード文
字を使用する際、項目名を引用符で囲む必要がある場合があります。

例：
Qualify B;

Load A,B from x.csv;

Load A,B from y.csv;

2つのテーブル x.csvと y.csvでは、Aのみが関連付けられます。3つの項目は、A、x.B、y.Bという
結果になります。

不明なデータベースでは、例に挙げているように、最初は1つまたは2～3の項目を関連付けることか
ら始めると便利です。

qualify *;

unqualify TransID;

select * from tab1;

select * from tab2;

select * from tab3;
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TransIDのみが tab1、 tab2、 tab3テーブル間の関連付けに使用されます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Rem

remステートメントは、スクリプト内にコメントを挿入するため、またはスクリプトを削除する代わり
に一時的に無効にするために使用します。
remとその後のセミコロン ;の間にあるすべてがコメントと見なされます。
構文は次のとおりです。

rem string

ここで
stringは任意のテキストです

例：
Rem ** これはコメントです **;

ヒント!
スクリプト内でコメント化を行うには他に2つの方法があります。
1. /*と */の間にコメント化したい部分を置くことにより、スクリプトの (2つの引用文の間以外)どこに

でもコメントを作成することができます。
コメントのある行はスクリプトエディターの複数の後続タブに拡張できます。ただし、最初のタブにあ
るコメント行だけが緑色になります。

2. ロードスクリプト内で //を入力すると、同じ行のそれより右にあるテキストはすべてコメントになりま
す。(例外として、 //: はインターネットアドレスの一部に使用されます。)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Rename Field

既存の1つ以上のQlikView項目をロードした後、名前を変更します。
2つの異なる名前の付いた項目の名前を変更して、同じ名前にすることはできません。スクリプトは支
障なく実行できますが、2番目の項目の名前を変更できなくなります。
構文は次のとおりです。

rename field (using mapname | oldname to newname{ , oldname to
newname })

rename fields (using mapname | oldname to newname{ , oldname to
newname })

ここで
mapnameは、以前にロードされたマッピングテーブルの名前であり、1つ以上の項目名の古い名前と
新しい名前のペアを含みます。
oldnameは古い項目名です。
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newnameは新しい項目名です。
rename fieldと rename fieldsのどちらの構文も使用できます。

例：
Rename field XAZ0007 to Sales;

FieldMap:

Mapping SQL SELECT oldnames, newnames FROM datadictionary;

Rename fields using FieldMap;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Rename Table

既存の1つ以上のQlikView内部テーブルをロードした後、名前を変更します。
2つの異なる名前の付いたテーブルの名前を変更して、同じ名前にすることはできません。スクリプト
は支障なく実行できますが、2番目のテーブルの名前を変更できなくなります。
構文は次のとおりです。

rename table (using mapname | oldname to newname{ , oldname to
newname })

rename tables (using mapname | oldname to newname{ , oldname to
newname })

ここで
mapnameは、以前にロードされたマッピングテーブルの名前であり、1つ以上のテーブル名の古い名
前と新しい名前のペアを含みます。
oldnameは古いテーブル名です。
newnameは新しいテーブル名です。
rename tableと rename tablesのどちらの構文も使用できます。

例：
Tab1:

Select * from Trans;

Rename table Tab1 to Xyz;

TabMap:

Mapping load oldnames, newnames from tabnames.csv;

Rename tables using TabMap;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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Right

Join (309ページ)および Keep (309ページ)プレフィックスの前に、rightプレフィックスを置くこ
とができます。
joinの前に使用すると、右結合であることを指定します。結果のテーブルには、生データテーブルから
の項目値の組み合わせのみが含まれます。連結項目値は2番目のテーブルに示されます。
keepの前に使用すると、QlikViewに保存される前に1つ目のテーブルは、2つ目のテーブルとの共通
部分に縮小されます。

right(join | keep)[(tablename )](loadstatement |selectstatement )

例：

Table1

A B

1 aa

2 cc

3 ee

Table2

A C

1 xx

4 yy

QVTable:

select * from table1;

right join select * from table2;

QVTable

A B C

1 aa xx

4 - yy

QVTab1:

select * from Table1;
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QVTab2:

right keep select * from Table2;

QVTab1

A B

1 aa

QVTab2

A C

1 xx

4 yy

keepの例の2つのテーブルは、項目Aを介して関連付けられます。

tab1:

Load * from file1.csv;

tab2:

load * from file2.csv;

......

right keep (tab1) load * from file3.csv;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Replace

replaceプレフィックスは、スクリプト内の任意の Load (313ページ)、 Select (SQL) (332ペー
ジ)、または Map ... using (323ページ)ステートメントに追加できます。replace load/replace
selectステートメントは、テーブル名が replace load/replace selectステートメントで生成された
QlikViewテーブルを削除し、replace load/replace selectステートメントの結果に含まれる新しい
テーブルに置き換えます。partial reloadでも完全なリロードでも効果は同じです。replace
map...usingステートメントでは、パーシャルスクリプトの実行中にマッピングも発生します。
構文は次のとおりです。

replace[only](loadstatement |selectstatement |map...usingstatement)

ここで
onlyはオプションの修飾子で、通常の(パーシャルでない)リロード中は、ステートメントが無視され
ることを意味します。

例：
Tab1:
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Replace load * from File1.csv;

通常のリロードおよびパーシャルリロードでは、最初にQlikViewテーブルTab1が削除されます。次
にFile1.csvからロードされた新しいデータがTab 1に保存されます。

Tab1:

Replace only load * from File1.csv;

通常のリロード中には、このステートメントは無視されます。
パーシャルリロードでは、最初に以前に名前が付けられたQlikViewテーブルTab1が削除されます。
次にFile1.csvからロードされた新しいデータがTab 1に保存されます。

Tab1:

Load a,b,c from File1.csv;

Replace load a,b,c from File2.csv;

通常のリロードでは、最初にファイルFile1.csvがQlikViewテーブルTab1に読み取られますが、直ち
に削除され、File2.csvの新しいデータに置き換えられます。File1.csvのすべてのデータは失われま
す。
パーシャルリロードでは、最初にQlikViewテーブルTab1が削除されます。次にFile2.csvからロード
された新しいデータに置き換えられます。

Tab1:

Load a,b,c from File1.csv;

Replace only load a,b,c from File2.csv;

通常のリロードでは、データはFile1.csvからロードされ、QlikViewテーブルTab1に保存されま
す。File2.csvは無視されます。
パーシャルリロードでは、最初にQlikViewテーブルTab1が削除されます。次にFile2.csvからロード
された新しいデータに置き換えられます。File1.csvのすべてのデータは失われます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Sample

Load (313ページ)と Select (SQL) (332ページ)ステートメントの sampleプレフィックスは、デー
タソースからランダムなサンプルのレコードをロードするために使用されます。
レコードはすべて読み取られますが、QlikViewにロードされるのは一部のみです。
構文は次のとおりです。

sample p ( loadstatement | selectstatement )

ここで
pは0より大きく1以下の数を評価する任意の数式です。数は指定したレコードが読み取られる確率を
示します。
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注：
最適化されたQVDファイルをロードする際は、sampleプレフィックスを使用できません。

例：
Sample 0.15 Select * from Longtable;

Sample(0.15) Load * from Longtab.csv; (注意：かっこはオプションです。)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Section

sectionステートメントでは、後続の Load (313ページ)および Select (SQL) (332ページ)ステート
メントをデータと見なすかアクセス権の定義と見なすかを定義できます。
構文は次のとおりです。

section(access | application)

例：
Section access;

AuthorizationTable:
SQL SELECT ACCESS, NTNAME, REGION FROM AuthorizationTable ;

Section application;

何も指定されない場合、section applicationと見なされます。section定義は、新しいsectionス
テートメントが実行されるまで有効です。

Semantic (334ページ)プレフィックスと併せてsection accessステートメントを使用することはで
きません。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Select (SQL)

ODBCデータソースまたはOLE DBプロバイダからの 項目(207ページ)の選択は、標準的なSQL
SELECTステートメントを使用して実行されます。ただし、使用できる SELECTステートメントの範
囲は多くの場合、使用するODBCドライバまたはOLE DBプロバイダによって異なります。次に、構文
を簡単に説明します。

select[all | distinct | distinctrow | top n [percent] ] *fieldlist
from tablelist
[where criterion ]
[group by fieldlist [having criterion ] ]
[order by fieldlist [asc | desc] ]
[ (inner | left | right | full)join tablename on fieldref =
fieldref ]

distinctは、選択された項目の重複する値の組み合わせを1回だけロードするときに使用する述語で
す。
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distinctrowは、ソーステーブルの重複するレコードを1回だけロードするときに使用する述語で
す。
*fieldlist ::= ( *| field ) { , field }

選択する項目のリスト。*を使用すると、項目リストはテーブルのすべての項目を示します。
fieldlist ::= field { ,field }

カンマで区切られた1つ以上の項目のリスト。
field ::= ( fieldref | expression ) [ as aliasname ]

数式には1つ以上の他の項目に基づいた数値または文字列の関数を使用できます。通常は、+、-
、*、/、& (文字列の連結)、sum(fieldname)、count(fieldname)、avg(fieldname) (平
均)、month(fieldname) のような演算子と関数を使用できます。詳細については、ODBCドラ
イバまたはOLE DBプロバイダのマニュアルを参照してください。

fieldref ::= [ tablename .] fieldname
tablename と fieldname は、テキスト文字列です。スペースなどを含む場合は、ストレート二
重引用符で囲む必要があります。

項目に新しい名前を割り当てるには、as句を使用します。
tablelist ::= table { ,table }

項目が選択されるテーブルのリスト。
table ::= tablename [ [ as] aliasname ]

tablenameは、引用符内に置くことも置かないことも可能です。
whereはレコードを選択に含めるかどうかを示す句です。
criterionは論理式で、非常に複雑になる場合もあります。使用できる演算子には、数値演算子と関数
=、<>または#(等しくない)、>、>=、<、<=、and、or、not、exists、some、all、inおよび
新しい SELECTステートメントなどがあります。詳細については、使用するODBCドライバまたは
OLE DBプロバイダのマニュアルを参照してください。
group byは、複数のレコードを1つに集計(グループ化)するために使用される句です。1つのグルー
プ内の特定の項目は、すべてのレコードが同じ値を持つ必要があります。そうでない場合は、項目は
sumまたはaverage などの数式内でのみ使用できる必要があります。1つ以上の項目に基づいた数式
は、項目記号の数式内で定義されます。
havingは、where句がレコードを修飾するのと同じ方法でグループを修飾します。
order byは、selectステートメントの結果のテーブルのソート順を示すために使用される句です。
joinは、複数のテーブルを1つに結合することを示す修飾子です。項目名とテーブル名にスペースや各
国語文字セットが含まれる場合は、引用符で囲む必要があります。スクリプトがQlikViewによって自
動的に生成される場合は、 Connect (283ページ)ステートメントのデータソースのデータソース定義
で指定されるODBCドライバまたはOLE DBプロバイダで推奨される引用符が使用されます。
さらに、union演算子を使用すると、複数の selectステートメントを1つに連結できます。

selectstatementunionselectstatement
selectステートメントは、ODBCドライバに解釈されるため、次のような一般的なSQL構文からの違
いがODBCドライバの機能によって発生する場合があります。
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asは使用できない場合があります。この場合、aliasnameを fieldnameの直後に記述する必要があり
ます。
aliasnameを使用する場合は、asを記述する必要がある場合があります。
distinct、as、where、group by、order by、または unionはサポートされていない場合がありま
す。
ODBCドライバによっては前述した引用符の一部を使用できない場合があります。

注意！
これはSQLSELECTステートメントのすべてを説明したものではありません。たとえば、SELECTス
テートメントはネストでき、複数の結合を1つの SELECTステートメントで実行でき、数式で非常に
多くの関数を使用できる場合があります。

例：
SELECT * FROM `Categories`;

SELECT `Category ID`, `Category Name` FROM `Categories`;

SELECT `Order ID`, `Product ID`,

`Unit Price` * Quantity * (1-Discount) as NetSales

FROM `Order Details`;

SELECT `Order Details`.`Order ID`,

Sum(`Order Details`.`Unit Price` * `Order Details`.Quantity) as
`Result`

FROM `Order Details`, Orders

where Orders.`Order ID` = `Order Details`.`Order ID`

group by `Order Details`.`Order ID`;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Semantic

semanticプレフィックスを使用すると、オブジェクト間の関係を含むテーブルをロードできます。
構文は次のとおりです。

semantic( loadstatement | selectstatement)

例：
Semantic Load * from abc.csv;

Semantic Select Object1, Relation, Object2, InverseRelation from
table1;

semanticステートメントでロードされたテーブルは、concatenatedできません。

Section (332ページ)ステートメントと併せて、semanticプレフィックスを使用することはできませ
ん。
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スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Set

setステートメントは、スクリプト変数(346ページ)の定義に使用されます。これらは、文字列、パ
ス、ドライバなどを置き換えるために使用されます。
構文は次のとおりです。

setvariablename=string

例：
Set FileToUse=Data1.csv;

Set Constant="My string";

Set BudgetYear=1997;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Sleep

sleepステートメントは、スクリプトの実行を nミリ秒間一時停止します。nは、3600000 (1時間待
機に相当)以下の正の整数です。値には数式も使用できます。
構文は次のとおりです。

sleepn

例：
sleep 10000;

sleep t*1000;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

SQL

SQLステートメントを使用すると、ODBCまたはOLE DB接続から任意のSQLコマンドを送信できま
す。単純に次のように入力します。

SQL

コマンドが後に続きます。

例：
SQL leave;

SQL Execute <storedProc>
QlikViewは、読み取り専用モードでODBC接続を開いているため、データベースを更新するSQLス
テートメントを送るとエラーが返されます。
構文:

SQL SELECT * from tab1;
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この構文は使用可能で、今後のドキュメントでは、推奨される Select (SQL) (332ページ)の構文です
(一貫性のため)。ただし、SQLプレフィックスは、selectステートメントではオプションのままです。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

SQLColumns

sqlcolumnsステートメントは、接続が実行されるODBCデータソースの列を説明する項目のセット
を返します。この項目を SQLTables (336ページ)および SQLTypes (337ページ)コマンドで生成さ
れる項目と組み合わるとデータベースの把握に役立ちます。12の標準項目は次のとおりです。

TABLE_QUALIFIER
TABLE_OWNER
TABLE_NAME
COLUMN_NAME
DATA_TYPE
TYPE_NAME
PRECISION
LENGTH
SCALE
RADIX
NULLABLE
REMARKS

これらの項目の詳細については、ODBCリファレンスを参照してください。
構文は次のとおりです。

sqlcolumns

例：
connect to 'MS Access 7.0 Database; DBQ=C:\Course3\DataSrc\QWT.mbd';

sqlcolumns;

注意！
このコマンドをサポートしていないODBC driversもあります。
項目追加が生じるODBCドライバもあります。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

SQLTables

sqltablesステートメントは、接続が実行されるODBCデータソースのテーブルを説明する項目のセ
ットを返します。この項目を SQLColumns (336ページ)および SQLTypes (337ページ)コマンドで
生成される項目と組み合わるとデータベースの把握に役立ちます。5つの標準項目は次のとおりです。

TABLE_QUALIFIER
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TABLE_OWNER
TABLE_NAME
TABLE_TYPE
REMARKS

これらの項目の詳細については、ODBCリファレンスを参照してください。
構文は次のとおりです。

sqltables

例：
connect to 'MS Access 7.0 Database; DBQ=C:\Course3\DataSrc\QWT.mbd';

sqltables;

注意！
このコマンドをサポートしていないODBCドライバもあります。
項目追加が生じるODBCドライバもあります。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

SQLTypes

sqltypesステートメントは、接続が実行されるODBCデータソースの種類を説明する項目のセットを
返します。この項目を SQLColumns (336ページ)および SQLTables (336ページ)コマンドで生成さ
れる項目と組み合わるとデータベースの把握に役立ちます。15つの標準項目は次のとおりです。

TYPE_NAME
DATA_TYPE
PRECISION
LITERAL_PREFIX
LITERAL_SUFFIX
CREATE_PARAMS
NULLABLE
CASE_SENSITIVE
SEARCHABLE
UNSIGNED_ATTRIBUTE
MONEY
AUTO_INCREMENT
LOCAL_TYPE_NAME
MINIMUM_SCALE
MAXIMUM_SCALE

これらの項目の詳細については、ODBCリファレンスを参照してください。
構文は次のとおりです。

sqltypes
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例：
connect to 'MS Access 7.0 Database; DBQ=C:\Course3\DataSrc\QWT.mbd';

sqltypes;

注意！
このコマンドをサポートしていないODBC driversもあります。
項目追加が生じるODBCドライバもあります。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Star

指定された文字列は、NULL値など項目に表示されるいかなる値も表示するために使用されま
す。QlikViewアプリケーションでは特にワイルドカードとして使用されます。後続の Load (313ペー
ジ)および Select (SQL) (332ページ)ステートメントに影響を与えます。構文は次のとおりです。

star is[ string ]

ここで
stringは任意のテキストですアスタリスク(*) といった単一記号の文字であるかもしれません。文字列
に空白が含まれる場合は、スクリプトでの引用符(358ページ)で囲む必要があります

注意!
スクリプトではstarを使用しないようお勧めします。既存のQlikViewアプリケーションを維持するた
めにサポートされているためです。

制限事項：

l Starの文字は、情報のロードファイルでは使用できません。
l Starの文字は、キー項目やテーブルをリンクする項目では使用できません。

Star ステートメントの例：

Star is *;

Star is %;

Star is;

何も指定されない場合は、star is;と見なされます。つまり、利用可能なStarの「ワイルドカード」は
存在しません。Star値として指定された文字列は、新しく starステートメントが作成されない限り、
有効です。

ロード スクリプトで使用されている Star 文字列の例：

Star is ASTERISK;

LOAD *

Inline [
カテゴリ, 場所

国, アメリカ合衆国

都市, ロンドン

国, フランス
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24 スクリプト構文

都市, パリ

国, イタリア

都市, ローマ

国, スペイン

都市, マドリッド

ASTERISK, モナコ

ASTERISK, バチカン市

];

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻ります。

Store

スクリプト内で storeステートメントを使用してQVDファイルやCSVファイルを作成することができ
ます。ステートメントは、明示的に名前を付けられたQVDまたはCSVファイルを作成します。ステー
トメントは、1つの論理テーブルからのみ項目をエクスポートします。テキストの値はUTF-8形式で
CSVファイルに出力されます。区切り文字を指定できます。 Load (313ページ)を参照してくださ
い。CSVファイルへの storeステートメントはBIFF 出力をサポートしません。

store[ *fieldlist from] table into filename [ format-spec ];

*fieldlist::= ( * | field ) { , field } )は、選択する項目のリストです。*を使用すると、項目リストはす
べての項目を示します。 
field::= fieldname [as aliasname ]
fieldnameは、テーブル内の項目名を指定するテキストです。項目の名前にスペースなどが含まれる場
合は、ストレート二重 スクリプトでの引用符(358ページ)または角かっこで囲む必要があります。
aliasnameは、結果のQVDファイルまたはCSVファイルで使用される項目の別名です。
tableはスクリプトでラベルが付けられ、既にロードされているデータのソースとして使用されるテー
ブルです。
filenameは、ターゲットファイルの名前です。ファイル名の解釈は、loadステートメント内の名前と
同様です。directoryステートメントが適用されます。
format-spec ::= ( ( txt | qvd ) )
この書式指定は、テキストファイル用にはテキスト txtで、qvdファイル用にはテキスト qvdで構成
されます。書式指定が省略されている場合は、qvdで処理されます。

例：
Store mytable into xyz.qvd (qvd);

Store * from mytable into xyz.qvd;

Store Name, RegNo from mytable into xyz.qvd;

Store Name as a, RegNo as b from mytable into xyz.qvd;

store mytable into myfile.txt (txt);

store * from mytable into myfile.txt (txt);

(最初の2つの例の機能は同じです。)
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スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Sub..end sub

sub..end sub制御ステートメントは、サブルーチンを定義し、callステートメントから呼び出されま
す。
構文は次のとおりです。

sub name [ ( paramlist )] statements end sub

ここで

name は、サブルーチンの名前です。

paramlist は、サブルーチンの仮パラメータの変数名のカンマ区切りのリストです。これはサブ
ルーチン内の変数として使用できます。

statements は、1つ以上のQlikViewスクリプトステートメントのグループです。

引数はサブルーチンにコピーされ、callステートメントで対応する実パラメータが変数名の場合は、サ
ブルーチンの終了後、コピーして戻されます。
サブルーチンに callステートメントで渡される実パラメータよりも仮パラメータが多い場合は、余分な
パラメータはNULLに初期化され、サブルーチン内でローカル変数として使用できます。
subステートメントは、制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わっているた
め、2つの句それぞれ(subと end sub) が、行をまたぐことはできません。
subステートメントが別の制御ステートメント内で定義されている場合(たとえば、For … Nextループ
や If … Then構文)、サブルーチンはその制御ステートメントのスコープ内でのみ利用できます。つま
り、サブルーチンを別の制御ステートメント外から呼び出す必要がある場合、subステートメントはそ
の制御ステートメント内では定義できません。これは、制御ステートメント内で includeシステム変数
を使用して含まれたスクリプトファイルでサブルーチンが定義されている場合も同様です。

例：
// 例 1

sub INCR (I,J)

I = I + 1

exit sub when I < 10

J = J + 1

end sub

call INCR (X,Y)

// 例 2 - パラメータ転送

sub ParTrans (A,B,C)

A=A+1

B=B+1

C=C+1

end sub
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A=1

X=1

C=1

call ParTrans (A, (X+1)*2)

上記の結果、サブルーチン内でローカルにAは1に初期化され、Bは4、CはNULLに初期化されま
す。
サブルーチンを終了する際、グローバル変数Aは2を値として取得します(サブルーチンからコピーし
て返されます)。2番目の実パラメータ“(X+1)*2” は変数ではないため、コピーして返されません。最
後に、グローバル変数Cはサブルーチン呼び出しの影響を受けません。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Switch..case..default..end switch

switch制御ステートメントは、expressionの値に基づいて異なるパスに従うようスクリプトを実行さ
せるスクリプト選択構文です。
構文は次のとおりです。

switch expression { case valuelist [ statements ]} [ default
statements ]end switch

ここで

数式 は、任意の式です。

valuelist は、expressionの比較される値のカンマ区切りのリストです。スクリプ
トの実行は、valuelistの値が expressionの値と等しい最初のグループの
ステートメントで続行されます。valuelistの各値には任意の数式を使用で
きます。すべての case句で一致しない場合は、default句(指定した場
合)のステートメントが実行されます。

statements は、1つ以上のQlikViewスクリプトステートメントのグループです。

switchステートメントは制御ステートメントであり、セミコロンまたは改行コードで終わっているた
め、使用可能な4つの句(switch、case、default、および end switch) は行をまたぐことはできま
せん。

例：
switch I

case 1

load '$(I): CASE 1' as case autogenerate 1;

case 2

load '$(I): CASE 2' as case autogenerate 1;

default

load '$(I): DEFAULT' as case autogenerate 1;

end switch
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スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Tag Field

項目にタグを適用する方法を提供します。ドキュメントに存在しない項目名は無視されます。項目名や
タグ名が何度も発生する場合には、最後の値が使用されます。
dimensionタグの付いた項目は、数式の編集ダイアログ以外のQlikViewの項目選択リストの上部に表
示されます。
measureタグの付いた項目は、数式の編集ダイアログの項目選択リストの上部に表示されます。
次の構文を使用して項目にタグを追加するために、キーワードを使用できます。

tag fieldsfieldlistusingmapname

fieldlistは、ロードスクリプト内でここからタグ付けされる項目のカンマ区切りのリストです。

mapnameは、Mapping (322ページ) loadまたは Mapping (322ページ) select ステートメントに
よって以前に読み取られたマッピングテーブルの名前です。
個々のタグを設定するには次の構文を使用します。

tag fieldfieldnamewithtagname

fieldnameは、タグを付ける項目の名前です。
tagnameは、項目に表示されるタグの名前です。

例 1:
tagmap:

mapping Load * inline [

a,b

Alpha,MyTag

Num,MyTag

];

tag fields using tagmap;

例 2:
tag field Alpha with ‘MyTag2’;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Trace

traceステートメントを使用すると、[ロードスクリプトの進捗]ウィンドウとスクリプトのログファ
イルに stringが書き込まれます。
これはデバッグの際に非常に有用です。Trace ステートメントの前に計算される変数の$拡張を使用す
ると、メッセージをカスタマイズできます。
構文は次のとおりです。

trace string
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例：
trace Main table loaded;

Let MyMessage = NoOfRows('MainTable') & ' rows in Main Table';
trace $(MyMessage);

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Unless

unlessプレフィックスとサフィックスは条件句の作成に使用されます。条件句は、ステートメントま
たはexit 句を実行するかどうかを決定します。if..end ifステートメントの簡単な代替として使用され
ます。構文は次のとおりです。

( unless condition statement | exitstatement unless condition )

ここで
conditionは、true または false を評価する論理式です。
statementは、制御ステートメントを除くQlikViewスクリプトステートメントです。
exitstatementは、exit for、exit doまたは exit sub句、または exit scriptステートメン
トです。

statementまたは exitstatementは、conditionが false で評価される場合に限り実行されます。
unlessプレフィックスは、他のwhenや unlessプレフィックスを含む1つ以上の他のステートメン
トを持つステートメントで使用できます。

例：
exit script unless A=1;

unless A=1 load * from myfile.csv;

unless A=1 when B=2 drop table Tab1;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Unmap

unmapステートメントは、その後にロードされる項目向けに前のmap ... usingステートメントで指
定されていた項目値 Mapping (322ページ)を無効にします。
構文は次のとおりです。

unmap*fieldlist

*fieldlistは、ロードスクリプト内でこれ以降マップされなくなる項目のカンマ区切りのリストです。*
を使用すると、項目リストはすべての項目を示します。項目名にはワイルドカード文字の*および?を
使用できます。ワイルドカード文字を使用する際、項目名を引用符で囲む必要がある場合があります。

例：
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unmap Country; 項目Countryのマッピングを無効にします。

unmap A, B, C; 項目A、B、およびCのマッピングを無効にします。

unmap * ; すべての項目のマッピングを無効にします。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Unqualify

unqualifyステートメントは、qualifyステートメントで以前に有効にされた項目名の修飾を無効にす
るために使用します。構文や詳細情報については、 Qualify (326ページ)ステートメントを参照してく
ださい。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

Untag Field

項目からタグを削除する方法を提供します。ドキュメントに存在しない項目名は無視されます。項目名
やタグ名が何度も発生する場合には、最後の値が使用されます。
次の構文を使用して項目からタグを削除するために、キーワードを使用できます。

untag fields fieldlist >using mapname

fieldlistは、タグを削除する項目のカンマ区切りのリストです。
mapnameは、Mapping (322ページ) loadまたは Mapping (322ページ) select ステートメントに
よって以前に読み取られたマッピングテーブルの名前です。
個々のコメントを削除するには次の構文を使用します。

untag fieldfieldnamewithtagname

ここで
fieldnameは、タグを削除する項目の名前です。
tagnameは、項目から削除されるタグの名前です。

例 1:
tagmap:

mapping Load * inline [

a,b

Alpha,MyTag

Num,MyTag

];

untag fields using tagmap;

例 2:
untag field Alpha with MyTag2;];

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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When

whenプレフィックスとサフィックスは条件句の作成に使用されます。条件句は、ステートメントまた
はexit 句を実行するかどうかを決定します。if..end ifステートメントの簡単な代替として使用されま
す。構文は次のとおりです。

( when condition statement | exitstatement when condition )

ここで
conditionは、true または false を評価する論理式です。
statementは、制御ステートメントを除くQlikViewスクリプトステートメントです。
exitstatementは、exit for、exit doまたは exit sub句、または exit scriptステートメン
トです。

statementまたは exitstatementは、conditionが true で評価される場合に限り実行されます。
whenプレフィックスは、他のwhenや unlessプレフィックスを含む1つ以上の他のステートメント
を持つステートメントで使用できます。

例：
exit script when A=1;

when A=1 load * from myfile.csv;

when A=1 unless B=2 drop table Tab1;

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る

24.2 テーブル名

テーブルの名前付け

QlikView内部テーブルは、QlikView内部データベースに保存されるときに名前が付けられます。テー
ブル名は、load...resident、peekなどで使用され、レイアウト内の $Tableシステム項目で確認でき
ます。
テーブルの名前は、次のルールに従って付けられます。
1. ラベルが loadまたは selectステートメントの直前にある場合は、そのラベルがテーブル名とし

て使用されます。ラベルの後にはコロン(:) が必要です(以下の「テーブルラベル」を参照)。
2. ラベルを指定しない場合、loadまたは selectステートメント内のキーワード fromの直後にあ

るファイル名またはテーブル名が使用されます。最大32文字まで使用されます。ファイル名の
場合は、拡張子が省略されます。

3. インラインでロードされるテーブルには、INLINExxという名前が付けられます。ここで、xxは
数値です。最初のインラインテーブルには、INLINE01という名前が付けられます。

4. 自動生成されるテーブルには、AUTOGENERATExxという名前が付けられます。ここで、xは数
値です。最初の自動生成テーブルには、AUTOGENERATE01という名前が付けられます。
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5. 上のルールに従って生成されたテーブル名が既存のテーブル名と競合する場合は、名前に-xが付
けられます。ここで、xは数値です。数値は、競合がなくなるまで増やされます。たとえば、3
つのテーブルに Budget、Budget-1、および Budget-2という名前を付けることができます。

テーブル名に対応する section access、section application、およびマッピングテーブルという3
つの個別のドメインがあります。section accessおよび section application内で生成されるテーブ
ル名は個別に扱われます。参照されるテーブル名がセクション内にない場合、QlikViewは他のセクショ
ンも検索します。マッピングテーブルは個別に扱われ、他の2つのドメインのテーブル名とは関係あり
ません。

テーブルラベル

loadステートメントの resident句または peek関数を含む数式が後で参照するために、内部テーブル
にラベルを付けることができます。ラベルは、数値および文字で構成される任意の文字列で、内部テー
ブルを作成する最初の Load (313ページ)または Select (SQL) (332ページ)ステートメントの前に配
置します。ラベルの最後にコロン":" を付ける必要があります。

例：
Table1:

Load a,b from c.csv;

Load x,y from d.csv where x=peek("a",y,Table1);

Transactions:

Select * from Transtable;

Load Month, sum(Sales) resident Transactions group by Month;

24.3 スクリプト変数

スクリプト変数は、テキストまたは数値を代入できるエンティティです。使用する場合は、変数の代わ
りにその値が使用されます。マクロ展開用のスクリプトやさまざまな制御ステートメントで変数を使用
できます。例えばパスのように、同じ文字列がスクリプト内に何度も繰り返し出てくる場合に便利で
す。
一部の特別なシステム変数は、スクリプトの実行開始時にそれらの前の値に関係なくQlikViewによっ
て設定されます。
スクリプト変数を定義する場合は、次の構文

setvariablename = string
または

let variable = expression
これSetコマンドは、イコールサインの右側に、変数にテキストを割り当てるのに対し、Letコマンド
は数式を評価します。
変数では、大文字と小文字が区別されます。

例：
set HidePrefix = $ ; // 変数は文字列‘$’を値として得ます。
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let vToday = Num(Today()); // 今日の日付をシリアル番号で返します。

次のスクリプト変数を使用できます。

エラー変数 354ページ

データ型変換変数 444ページ

システム変数 347ページ

値を操作する変数 349ページ

Direct Discovery システム変数 Direct Discovery (193ページ)

Direct Discovery 文字変数 Direct Discovery (193ページ)

システム変数

これらの変数は、QlikViewで特別な意味を持ちます。

Floppy

見つかった最初のフロッピードライブのドライブ文字を返します。通常は a:です。システム定義変
数。

CD

見つかった最初のCD-ROMドライブのドライブ文字を返します。CD- ROMが見つからない場合は、c:
が返されます。システム定義変数。

$(Include =filename )

$(Must_Include =filename )
includeとmust_include変数は、スクリプトに含む必要があるテキストが格納されたファイルを指
定します。このため、スクリプト全体をファイルに入れることができます。これは、ユーザーによって
定義される変数です。
includeとmust_includeの違いは、includeは、スクリプトのリロード中にファイルが見つからな
かった場合にサイレントに失敗して、must_includeは、ファイルが見つからなかった場合にエラーを
返します。

例：
$(Include=abc.txt);

$(Must_Include=def.txt);

つまり、set Include =filenameという構文は、適用できません。

HidePrefix
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このテキスト文字列から始まるすべての項目名は、システム項目と同様に非表示になります。ユーザー
定義変数。

例：
set HidePrefix='_' ;

このステートメントを使用すると、システム項目が非表示の場合、アンダースコア(_) から始まる項目
名が項目名リストに表示されません。

HideSuffix

このテキスト文字列で終わるすべての項目名は、システム項目と同様に非表示になります。ユーザー定
義変数。

例：
set HideSuffix='%';

このステートメントを使用すると、システム項目が非表示の場合、パーセント記号(%)で終わる項目名
が項目名リストに表示されません。

QvPath

QlikView実行可能ファイルへの参照文字列を返します。システム定義変数。

QvRoot

QlikView実行可能ファイルのルートディレクトリを返します。システム定義変数。

QvWorkPath

現在のQlikViewドキュメントへの参照文字列を返します。システム定義変数。

QvWorkRoot

現在のQlikViewドキュメントのルートディレクトリを返します。システム定義変数。

StripComments

この変数を0に設定すると、スクリプト内の/*..*/ および //コメントを除去することが禁止されま
す。/*..*/ コメントを使用して selectステートメントでヒントを定義する特定のデータベースドライ
バでは、スクリプトエラーが起こる可能性があります。コメントが必要なステートメントを過ぎたらす
ぐに、この変数を1にリセットすることをお勧めします。この変数が設定されない場合、コメントの除
去は常に実行されます。

例：
set StripComments=0;

348 QlikView 11.20 SR13



24 スクリプト構文

Verbatim

通常、QlikViewデータベースにロードされる前に、すべての項目値から前後の空白文字(ASCII 32) が
自動的に除去されます。この変数を1に設定すると、空白文字の除去が一時停止されます。

例：
set Verbatim = 1;

OpenUrlTimeout

この変数は、URLソース (HTMLのページなど)からのデータの取得時にQlikViewが遵守する必要があ
るタイムアウトを秒単位で定義します。省略すると、タイムアウトは約20分です。

例：
set OpenUrlTimeout=10

WinPath

Windows への参照文字列を返します。システム定義変数。

WinRoot

Windows のルートディレクトリを返します。システム定義変数。

値を操作する変数

NullDisplay

定義した記号は、最下位レベルのデータでODBCから取得されたすべてのNULL値の代わりに使用され
ます。ユーザー定義変数。

例：
set NullDisplay='<NULL>';

NullInterpret

定義した記号は、テキストファイル、Excelファイルおよび inline ステートメント内で見つかった場
合、NULLと解釈されます。ユーザー定義変数。

例：
set NullInterpret=' ';

set NullInterpret =;

はExcelの空白値に対してnull値を返しません(csvテキストファイルには返します)

set NullInterpret ='';

はExcelの空白値に対してnull値を返します(csvテキストファイルには返しません)
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NullValue

定義した記号は、未定義ではなく不明と見なされるすべてのNULL値の代わりに使用されます。影響を
受けるNULL値は、nullasvalueステートメントに含まれるNULL値だけです。

例：
set NullValue='<NULL>';

OtherSymbol

load/selectステートメントの前にある"他のすべての値"として扱われる記号を定義します。ユー
ザー定義変数。

例：
set OtherSymbol='+';

データ型変換変数

次の変数はシステムに定義されます。新しいドキュメントを作成したときに、現在のオペレーティング
システムの設定に従って、変数は自動的に生成されます。データ型変換変数は、新しいQlikViewドキ
ュメントのロードスクリプトの最上部に含まれ、これらは、スクリプトの実行時に特定の数値書式設定
におけるオペレーティングシステムのデフォルトの代わりに使用されます。これらを自由に削除、編
集、または複製できます。

ThousandSep

定義した桁区切り記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の桁区切り記号の代わりに使用さ
れます。

例：
Set ThousandSep=','; (例えば、7 百万は 7,000,000,000 として指定する必要がありま

す。)

DecimalSep

定義した小数点記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の小数点の記号の代わりに使用され
ます。

例：
Set DecimalSep='.';

MoneyThousandSep

定義した桁区切り記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の通貨の桁区切り記号の代わりに
使用されます。

例：
Set MoneyThousandSep=',';
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MoneyDecimalSep

定義した小数点記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の通貨の小数点の記号の代わりに使
用されます。

例：
Set MoneyDecimalSep='.';

MoneyFormat

定義した記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の通貨記号の代わりに使用されます。

例：
Set MoneyFormat='$ #,##0.00; ($ #,##0.00)';

DirectMoneyDecimalSep

定義した小数点記号は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成さ
れたSQLステートメントで通貨の小数点の記号の代わりに使用されます。この記号
は、DirectMoneyFormat で使用している記号と一致している必要があります。
デフォルト値は、「.」です。

例：
Set DirectMoneyDecimalSep='.';

DirectMoneyFormat

定義した記号は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成された
SQLステートメントで通貨の書式の代わりに使用されます。桁区切りの通貨記号は含めないでくださ
い。
デフォルト値は「#.0000」です。

例：
Set DirectMoneyFormat=' #.0000';

TimeFormat

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の時刻の書式の代わりに使用されます。

例：
Set TimeFormat='hh:mm:ss';

DateFormat

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の日付の書式の代わりに使用されます。
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例：
Set DateFormat='M/D/YY';

DirectTimeFormat

定義した時刻書式は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成され
たSQLステートメントで時刻書式の代わりに使用されます。

例：
Set DirectTimeFormat='hh:mm:ss';

DirectDateFormat

定義した日付書式は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成され
たSQLステートメントで、日付書式との代わりに使用されます。

例：
Set DirectDateFormat='MM/DD/YYYY';

TimestampFormat

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の日時の書式の代わりに使用されます。

例：
Set TimestampFormat='M/D/YY hh:mm:ss[.fff]';

DirectTimeStampFormat

定義した日付と時刻の書式は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために
生成されたSQLステートメントで日付と時刻の書式の代わりに使用されます。

例：
Set DirectTimestampFormat='M/D/YY hh:mm:ss[.fff]';

MonthNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の月名の表記規則の代わりに使用されま
す。

例：
Set MonthNames='1月;2月;3月;4月;5月;6月;7月;8月;9月;10月;11月;12月';

LongMonthNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の長い月名の表記規則の代わりに使用され
ます。
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例：
Set LongMonthNames='1月;2月;3月;4月;5月;6月 - -

DayNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の曜日の名前の表記規則の代わりに使用さ
れます。

例：
Set DayNames='月;火;水;木;金;土;日';

LongDayNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の長い曜日名の表記規則の代わりに使用さ
れます。

例：
Set LongDayNames='月曜日;火曜日;水曜日;木曜日;金曜日;土曜日;日曜日';

ShowCalendarWeek

AJAXとWebviewのカレンダーで週番号の表示・非表示を設定します。既定ではFalse に設定されて
います。
カレンダーは ISO基準を採用していて、月曜日が週の始まりで、月曜日から木曜日まで(4日間ルール)
を1週となります。
設定可能な値は次のとおりです。
'true' (または1あるいは '1')
'false' (または0あるいは '0')

例：
Set ShowCalendarWeek='true';

ExponentNumberNotation

この変数は、指数の数値を含む、ロードされた値の解釈方法を設定します。EとDは、指数のプレフィ
ックスとして使用されます。
設定可能な値は次のとおりです。
0 (1.23E6と1.23D6はいずれも、指数の数値として解釈されません)
1 (1.23D6ではなく1.23E6は、指数の数値で既定値として解釈されます)
2 (1.23E6と1.23D6はいずれも、指数の数値として解釈されます)

例：
Set ExponentNumberNotation=2;
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その他の関数(384ページ)へ戻ります。

エラー変数

以下の変数は、スクリプト内でエラー処理に使用できます。

ErrorMode 354ペー
ジ

ScriptError 354ペー
ジ

ScriptErrorDetails 355ペー
ジ

ScriptErrorCount 356ペー
ジ

ScriptErrorList 356ペー
ジ

5つのすべての変数の値は、スクリプト実行後にも残ります。スクリプト内部のエラー処理に関する最
後の4つの変数の値は、ErrorMode=0であることが条件です。

ErrorMode

この変数は、スクリプトの実行中にエラーが発生したときにQlikViewによって実行されるアクション
を定義します。
デフォルト(ErrorMode=1) では、スクリプトの実行が中止され、ユーザーのアクションが要求され
ます(バッチモード以外)。
ErrorMode =0を設定すると、QlikViewはロードに失敗した際のすべてのエラーメッセージを抑制し
ます。ロードの失敗によりスクリプトの実行が停止している場合、スクリプトは続行されません。
ErrorMode =2を設定すると、QlikViewはユーザーにアクションを要求することなく、エラーの発生
直後に「ロードスクリプトの実行がキャンセルされました」というエラーメッセージを表示します。

例：
set ErrorMode=0;

ScriptError

最後に実行されたスクリプトステートメントのエラーコードを返します。この変数は、各スクリプト
ステートメントが正常に実行されるたびに、0にリセットされます。エラーが発生すると、変数は内部
のQlikViewエラーコードに設定されます。エラーコードは、数値とテキスト値のデュアル値です。以
下のエラーコードがあります。

0 エラーなし

1 一般エラー
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2 構文エラー

3 一般ODBCエラー

4 一般OLE DBエラー

5 一般カスタムデータ
ベースエラー

6 一般XMLエラー

7 一般HTMLエラー

8 ファイルが見つかりま
せん

9 データベースが見つか
りません

10 テーブルが見つかりま
せん

11 項目が見つかりません

12 ファイル形式が正しく
ありません

13 BIFF エラー

14 暗号化されたBIFF エ
ラー

15 サポートされていない
バージョンのBIFF エ
ラー

16 セマンティックエラー

例：
set ErrorMode=0;

load * from abc.qvw;

if ScriptError=8 then

exit script;

//no file;

end if

ScriptErrorDetails
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上のいくつかのエラーコードについて、より詳細なエラーの説明を返します。最も重要なことは、この
変数には、エラーコード3と4についてODBCおよびOLE DBドライバによって返されるエラーメッ
セージが含まれることです。

ScriptErrorCount

現在のスクリプトの実行中にエラーを発生させたステートメントの総数を返します。この変数は、スク
リプトの実行開始時に常に0にリセットされます。

ScriptErrorList

この変数には、最後のスクリプトの実行中に発生したすべてのスクリプトエラーの連結されたリストが
含まれます。各エラーは、改行文字(LF) で区切られます。

24.4 ドル記号展開

ドル記号展開はロードスクリプトや数式で使用されるテキスト置換の定義です。このプロセスは、たと
え新しいテキストが短くても展開が可能です。置換はロードスクリプトステートメントや数式が評価さ
れる直前に行われます。技術的に言えば、これはマクロ展開です。
マクロ展開は常に '$('で始まり、') 'で終わり、かっこの間のコンテンツでテキスト置換をどのように行
うかを定義します。スクリプトマクロとの混同を避けるために、これ以降、マクロ展開をドル記号展開
と呼びます。

注意!
マクロ展開は、スクリプトマクロ(スクリプトモジュールで定義されたVBもしくはJava スクリプト)
には関係ありません。

注意!
ドル記号展開は、計算できるマクロ展開の数に制限があります。1,000以上の展開は演算できません。

変数を使用するドル記号展開

ロードスクリプトや数式でのテキスト置換に変数を使用する場合は、次の構文が使用されます。
$( variablename )

$(variablename)により、variablename内の値に展開されます。variablenameが存在しない場合
は、空の文字列に展開されます。
数値の変数展開では、構文 $( variablename )が地域に適した小数点記号(多くの国では小数点)を使
用して数字を生成します。このような展開は小数点を使用する必要があるため、スクリプト内の数字で
は使用できません。その代わり、展開$ (# variablename) を使います。(ハッシュ記号に注意してくだ
さい。)これは、常に variablenameの数値の有効な少数点値を生成します。非常に大きい/小さい数値
の場合は、指数表示が使用されることもあります。variablenameが存在しない場合、または数値が含
まれていない場合は、0に展開されます。

例：
次のスクリプトを実行すると、
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SET DecimalSep=',';

LET X = 7/2;

$(X ) は 3,5に展開され、$(#X ) は 3.5に展開されます。

例：
set Mypath=C:\MyDocs\Files\

...

load * from $(MyPath)abc.csv;

set CurrentYear=1992;

...

select * from table1 where Year=$(CurrentYear);

パラメータを使用するドル記号展開

パラメータは変数展開で使用できます。変数には、$1、$2、$3などの仮パラメータが含まれている必
要があります。変数を展開する場合、パラメータをカンマ区切りされたリストに記述します。

例：
set MUL=’$1*$2’;

set X=$(MUL(3,7)); //はXに "3*7" を返します
let X=$(MUL(3,7)); //はXに21を返します
仮パラメータの数が実パラメータより多い場合は、実パラメータに対応する仮パラメータだけが展開さ
れます。実パラメータの数が仮パラメータの数より多い場合は、余分な実パラメータが無視されます。

例：
set MUL=’$1*$2’;

set X=$(MUL); //はXに "$1*$2" を返します
set X=$(MUL(10)); //はXに "10*$2" を返します
let X=$(MUL(5,7,8)); //はX に 35 を返します
パラメータ$0は、呼び出しで実際に渡されるパラメータの数を返します。

例：
set MUL='$1*$2 $0 par'; 

set X=$(MUL(3,7)); //はX に "3*7 2 par" を返します

数式を使用するドル記号展開

数式はドル記号展開で使用できます。かっこの間のコンテンツは等号で始める必要があります。
$( =expression )
数式が評価され、値が展開に使用されます。

例：
$(=Year(Today())); //は例えば"2008" などを返します
$(=Only(Year)-1); //は選択値の前年を返します

QlikView 11.20 SR13 357



24 スクリプト構文

ファイルの Include ステートメントのドル記号展開

ファイル Include が、ドル記号展開を使用して作成されます。構文は次のとおりです。
$( include=filename )
上記のテキストはイコールサインの後に指定するファイルの内容で置き換えられます。この機能
は、テキストファイルのスクリプト全体、またはその一部を保存する場合にとても便利です。

例：
$(include=C:\Documents\MyScript.qvs);

24.5 スクリプトでの引用符

さまざまな方法で、スクリプトのステートメントに引用符を使用することができます。

Loadステートメント内で

Load (313ページ)ステートメントでは、引用符として次の記号を使用する必要があります。

Description(説明) マーカー ASCII 例:

項目名 二重引用符 " " 34 "string"

square brackets [ ] 91, 93 [string]

抑音符号 `` 96 `string`

文字列リテラル 一重引用符 ' ' 39 'string'

選択ステートメントで

Select (SQL) (332ページ)ステートメントがODBCdriverによって解釈される場合、少し異なる可能性
があります。通常、項目とテーブル名にはストレート二重引用符(ALT+0034) を使用し、文字列にはス
トレート単一引用符(ALT+0039) を使用し、抑音符号の使用は避ける必要があります。ただし、一部の
ODBCドライバでは、引用符として抑音符号を使用できるだけでなく、それらを優先するものもありま
す。そのような場合、生成される Select (SQL) (332ページ)ステートメントには抑音符号の引用符が
含まれます。

Microsoft Access 引用符のサンプル
Microsoft Access ODBC Driver 3.4 (MS Access 7.0に付属)では、selectステートメントの分析時に
次の引用符を使用できます。

項目名およびテーブル名: [ ] " " ` `

文字列リテラル: ' '

その他データベースには、異なる規則がある場合があります。
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Loadステートメント外で

Load (313ページ)ステートメント外のQlikViewが数式を期待するところでは、二重引用符は、項目参
照ではなく、変数参照を意味します。二重引用符を使用する場合、囲まれた文字列は、変数として解釈
されて、その変数値が使用されます。

コンテキスト外での項目参照およびテーブル参照

QlikViewの一部のスクリプトの関数は、作成済みの項目を参照しているか、Exists() and Peek()な
ど Load (313ページ)ステートメントの出力に存在します。これら項目参照は、コンテキスト内の項目
を参照するソース項目の参照、つまり、 Load (313ページ)ステートメントの入力デーブル内とは異な
り、コンテキスト外項目参照と呼ばれます。
コンテキスト外項目参照およびテーブル参照は文字列とみなされ、よって、一重引用符を必要としま
す。

名前と文字列の違い

次のサンプルを比較すると、名前と文字列の違いがよりはっきりとします。

例 1:
'Sweden' as Country

この数式が loadまたは selectステートメントの項目リストに含まれる場合は、テキスト文字列
"Sweden"が項目値としてQlikView項目 "Country"にロードされます。

例 2:
"land" as Country

この数式が loadまたは selectステートメントの項目リストに含まれる場合は、"land"という名前の
データベース項目またはテーブル列の内容が項目値としてQlikView項目 "Country"にロードされま
す。つまり、landは項目参照として扱われます。

数値と文字列リテラルの違い

次の数式を比較すると、数値と文字列リテラルの違いがよりはっきりします。

例 1:
'12/31/96'

上の文字列は、数式の一部として使用される場合、第一段階では、"12/31/96"というテキスト文字列と
して解釈されて、次は、日付の形式が‘MM/DD/YY’の場合、日付と解釈されます。.このような場合、数
値とテキストの両方で表された値が二重で、QlikViewに保管されます。

例 2:
12/31/96

上の文字列が数式の一部として使用された場合、12÷31÷96のように数字として、解釈されます。

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)も参照してください。
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25 スクリプト式

数式は、 Load (313ページ)ステートメントと Select (SQL) (332ページ)ステートメントの両方で使
用できます。ここで説明する構文と functionsは、select ステートメントではなく、loadステートメ
ントに適用されます。これは、select ステートメントがQlikViewではなく、ODBCdriverによって解
釈されるためです。ただし、ほとんどのODBCドライバは、以下で説明する多くの関数を解釈できま
す。
数式は、functions、項目(207ページ)と 演算子(954ページ)で構成され、スクリプト構文(271
ページ)に組み込まれます。
QlikViewスクリプト内のすべての数式は、数値と文字列のいずれか適切なものを返します。論理関数と
演算子(954ページ)は、false の場合0、true の場合 -1を返します。数値から文字列への変換および
その逆の変換は、暗黙に行われます。論理演算子と関数は、0を false と解釈し、それ以外のすべてを
true と解釈します。
数式の一般的な構文は、次のとおりです。

expression ::= (constant constant |

fieldref |

operator1 expression |

expression operator2 expression |

function |

( expression ) )

ここで
constantは、ストレート単一引用符で囲まれた文字列(テキスト、日付、または時刻)または数値で
す。定数は、桁区切り記号を使用せずに記述します。定数の小数点記号は小数点を使用します。
fieldrefは、ロードされるテーブルの項目名です。
operator1は、単項演算子(右側にある1つの数式に対して作用する)です。
operator2は、二項演算子(両側にある2つの数式に対して作用する)です。
function ::= functionname (parameters )
parameters ::= expression { , expression }
パラメータの数と型は、任意ではありません。使用する関数によって異なります。
このように、数式と関数を自由にネストでき、解釈可能な値を式が返す限り、QlikViewはエラーメッ
セージを表示しません。

25.1 演算子

QlikViewには、1つのオペランドのみを使用する単項演算子と、2つのオペランドを使用する二項演算
子という2種類の演算子があります。ほとんどの演算子は、二項演算子です。
次の演算子を定義できます。

QlikView 11.20 SR13 361

../../../../../Content/Script_functions.htm
../../../../../Content/ODBC.htm
../../../../../Content/Driver.htm
../../../../../Content/Script_functions.htm


25 スクリプト式

数値演算子 954ペー
ジ

文字列演算子 954ペー
ジ

論理演算子 955ペー
ジ

関係演算子 955ペー
ジ

ビット演算子 956ペー
ジ

数値演算子

すべての数値演算子はオペランドの数値を使用し、結果として数値を返します。

+ 正の数値(単項演算子)または加算を表す記号。この二項演算子は、2つの
オペランドの和を返します。

- 負の数値(単項演算子)または減算を表す記号。この単項演算子は-1倍し
たオペランドを返し、二項演算子は2つのオペランドの差を返します。

* 乗算。この演算子は、2つのオペランドの積を返します。

/ 除算。この演算子は、2つのオペランドの割合を返します。

文字列演算子

2つの文字列演算子があります。一方はオペランドの文字列値を使用し、結果として文字列を返しま
す。他方はオペランドを比較し、一致したかどうかを示す論理値を返します。

& 文字列連結。この演算は、2つのオペランド文字列を順に連結したテキス
ト文字列を返します。

例：
'abc' & 'xyz'は、"abcxyz"を返します

like ワイルドカード文字列を使用した文字列比較。演算子の前の文字列が演算
子の後の文字列と一致した場合、この演算は論理値 true (-1) を返しま
す。2番目の文字列には、ワイルドカード文字* (任意の数の任意の文字)
または?(1つの任意の文字)が含まれることがあります。
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例：
'abc' like 'a*'は、true (-1) を返します
'abcd' like 'a?c*'は、true (-1) を返します
'abc' like 'a??bc'は、false (0) を返します

論理演算子

すべての論理演算子は、オペランドを論理的に解釈し、結果として true (-1) または false (0) を返しま
す。

not 論理否定。いくつかの単項演算子の1つ。この演算は、オペランドの論理
否定を返します。

と 論理積(and)。この演算は、オペランドの論理積を返します。

または 論理和(or)。この演算は、オペランドの論理和を返します。

Xor 排他的論理和。この演算は、オペランドの排他的論理和を返します。つま
り、論理和と似ていますが、両方のオペランドが true の場合は、結果が
false であるという違いがあります。

関係演算子

すべての関係演算子はオペランドの値を比較し、結果として true (-1) または false (0) を返します。す
べての関係演算子が二項演算子です。

< 未満 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

<= 以下 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

> より大きい 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

>= 以上 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

= 等しい 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

<> 等しくない 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。
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precedes ASCII文字順序
でより小さい

<演算子とは異なり、比較の前に引数値の数値解釈は行われま
せん。演算子の左側の値がテキスト表現で、それがASCII比較
で右側の値のテキスト表現の前に来る場合は true を返します。
例：

' 11' precedes ' 2'は true を返します
これを次の例と比較します。

' 11' < ' 2'は false を返します

follows ASCII文字順序
でより大きい

>演算子とは異なり、比較の前に引数値の数値解釈は行われま
せん。演算子の左側の値がテキスト表現で、それがASCII比較
で右側の値のテキスト表現の後ろに来る場合は true を返しま
す。
例：

' 23' follows ' 111'は true を返します
これを次の例と比較します。

' 23' > ' 111'は false を返します

ビット演算子

すべてのビット演算子はオペランドを符号付き整数(32ビット)に変換し、同じ方法で結果を返しま
す。すべての操作は、ビット単位で行われます。

bitnot ビット反転。 単項演算子。この演算は、ビットごとに行われるオペランドの論
理否定を返します。

bitand ビット単位の論理
積。

この演算は、ビットごとに行われるオペランドの論理積を返しま
す。

bitor ビット単位の論理
和。

この演算は、ビットごとに行われるオペランドの論理和を返しま
す。

bitxor ビット単位の排他的
論理和。

この演算は、ビットごとに行われるオペランドの排他的論理和を
返します。

>> ビット右シフト。 単項演算子。この演算は、1つ右にシフトしたオペランドを返し
ます。

<< ビット左シフト。 単項演算子。この演算は、1つ左にシフトしたオペランドを返し
ます。

25.2 集計関数

これらの関数は、group by句を持つ Load (313ページ)ステートメントに対する項目リストでのみ使
用できます。
集計関数は次のとおりです。
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基本集計関数 365ペー
ジ

文字列集計関数 366ペー
ジ

カウンタ集計関数 367ペー
ジ

高度な集計 368ペー
ジ

ロードスクリプトの統計集計関数 369ペー
ジ

ロードスクリプトの財務集計関数 373ペー
ジ

ロードスクリプトの統計検定関数 374ペー
ジ

注意！
集計関数では、値が見つからない場合NULLを返しますが、SumとCount は例外として0を返しま
す。

基本集計関数

sum([distinct]expression)

group by句で定義されたレコードでのexpressionの合計を返します。expressionの前にdistinct
がある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, sum(Sales) as SalesPerMonth

from abc.csv group by month;

min( expression[, rank] )

group by句で定義されたレコードでの expressionの数値の最小値を返します。rankのデフォルトは
1で、これが最小値に対応します。rankを2と指定すると、2番目に低い値が返されます。rankが3
のときは3番目に低い値が返され、以下同様に値が返されます。

例：
Load Month, min(Sales) as SmallestSalePerMonth from abc.csv group by
Month;

Load Month, min(Sales, 2) as SecondSmallestSalePerMonth from abc.csv
group by Month;

max( expression[, rank] )
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group by句で定義されたレコードでの expressionの数値の最大値を返します。rankのデフォルトは
1で、これが最大値に対応します。rankを2と指定すると、2番目に高い値が返されます。rankが3
のときは3番目に高い値が返され、以下同様に値が返されます。

例：
Load Month, max(Sales) as LargestSalePerMonth from abc.csv group by
Month;

Load Month, max(Sales, 2) as SecondLargestSalePerMonth from abc.csv
group by Month;

only(expression)

group by句で定義されたレコードについてexpressionが持つ数値が1つだけの場合、その値が返さ
れます。それ以外の場合はNULLが返されます。

例：
Load Month, only(Price) as OnlyPriceSoldFor from abc.csv group by
Month;

mode(expression)

group by句で定義されたレコードでのexpressionの最頻値 (最もよく現れる値)を返します。複数の
値が同じ頻度で現れる場合は、NULLが返されます。modeは、数値とテキスト値のどちらも返すこと
ができます。

例：
Load Month, mode( ErrorNumber ) as MostCommonErrorNumber from abc.csv
group by Month;

Load Month, mode( Product ) as ProductMostOftenSold from abc.csv group
by Month;

firstsortedvalue ([distinct ] expression [, sort-weight [, n ]])

expressionが group by句の定義によってレコードが反復するときのsort-weight でソートされたと
きのexpressionの最初の値を返します。sort-weight は、対応するexpressionの最初にソートされる
値に重み付けの最も軽い値が対応するように、数値を返します。sort-value 式の前にマイナス記号を入
れると、関数は最後の値を返します。数式の複数の値が同じ最低のsort-orderを持つ場合、関数は
NULLを返します。nを1より大きくすると、n番目の値を返します。expressionの前にdistinctがあ
る場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Customer,

firstsortedvalue(PurchasedArticle, OrderDate) as FirstProductBought
from abc.csv

group by Customer;

文字列集計関数

MinString(expression)

group by句で定義されたレコードでのexpressionの最初のテキスト値を返します。テキスト値が見
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つからない場合は、NULLを返します。

例：
Load Month, MinString(Month) as FirstSalesMonth from abc.csv group by
Year;

MaxString(expression)

group by句で定義されたレコードでのexpressionの最後のテキスト値を返します。テキスト値が見
つからない場合は、NULLを返します。

例：
Load Month, MaxString(Month) as LastSalesMonth from abc.csv group by
Year;

FirstValue(expression)
group by句で定義されたレコードのexpressionのロード順での最初の値を返します。テキスト値が
見つからない場合は、NULLを返します。この関数は、スクリプト関数としてのみ使用できます。

例：
Load City, FirstValue(Name), as FirstName from abc.csv group by City;

LastValue(expression)
group by句で定義されたレコードのexpressionのロード順での最後の値を返します。テキスト値が
見つからない場合は、NULLを返します。この関数は、スクリプト関数としてのみ使用できます。

例：
Load City, LastValue(Name), as FirstName from abc.csv group by City;

concat ([ distinct ] expression [, delimiter [, sort-weight]])

group by句で定義されたレコードに対して反復するexpressionのすべての値が集計された文字列連
結を返します。各値は、delimiterの文字列によって区切られます。連結の順序は、sort-weight によっ
て決定されます。sort-weight は、最初にソートされる項目に重み付けの最も軽い値が対応するよう
に、数値を返します。expressionの前にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Department, concat(Name,';') as NameList from abc.csv group by
Department;

詳細については、 concat関数の例(1034ページ)を参照してください。

カウンタ集計関数

count([distinct ] expression | * )

group by句で定義されたレコードでのexpressionの値の個数を返します。expressionの前
にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
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Load Month, count(Sales) as NumberOfSalesPerMonth from abc.csv group
by Month;

Load Month, count(distinct Customer) as CustomerBuyingPerMonth from
abc.csv group by Month;

LoadMonth, count(*) as NumberOfRecordsPerMonth from abc.csv group by
Month;

NumericCount([distinct ] expression )

group by句で定義されたレコードでのexpressionの数値の個数を返します。expressionの前
にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, NumericCount(Item) as NumberOfNumericItems from abc.csv
group by Month;

TextCount([distinct ] expression)

group by句で定義されたレコードでのexpressionの英数字の個数を返します。expressionの前
にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, TextCount(Item) as NumberOfTextItems from abc.csv group by
Month;

NullCount([distinct ] expression )

group by句で定義されたレコードでのexpressionのNULLの個数を返します。expressionの前
にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, NullCount(Item) as NumberOfNullItems from abc.csv group by
Month;

MissingCount([distinct ] expression )

group by句で定義されたレコードでのexpressionの欠損値の個数を返します。expressionの前
にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, MissingCount(Item) as NumberOfMissingItems from abc.csv
group by Month;

高度な集計

高度な集計のための特別な関数があります。

aggr ([ distinct | nodistinct ] [{set_expression}]expression {,
dimension})

dimensionに対して計算された expressionの値のセットを返します。結果は、aggr関数が存在する
コンテキストで評価された 'ローカルチャート'の数式列と比較できます。各 dimensionは、1つの項目
にする必要があります。数式(計算軸)にすることはできません。
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expression引数の前に nodistinct修飾子が配置された場合、軸の値の各組み合わせは、基底のデータ
構造に基づいて、複数の戻り値を生成できます。expression引数の前に distinct修飾子が配置されて
いるか、修飾子がまったく使用されていない場合は、軸の値の各組み合わせは1つの戻り値しか生成で
きません。
デフォルトでは、集計関数は選択によって定義されたレコードのセットに対して集計します。 Set分析
(992ページ)数式でレコードのセットを定義することも可能です。
計算軸の追加(749ページ)にこの関数を使用することで、複数レベルにネストされたチャート集計が
可能になります。ネストされた集計と関連事項(1047ページ)も参照してください。
チャート式で使用する場合は、ピボットテーブルの行の合計(1049ページ)を取得できます。

例：
aggr( sum(Sales), Country )

aggr( nodistinct sum(Sales), Country )

aggr( sum(Sales), Country, Region )

count( aggr( sum(Sales), Country ))

ロードスクリプトの統計集計関数

fractile(expression, fractile)

group by句で定義されたレコードでの expressionの分位数を返します。

例：
Load Class, fractile( Grade, 0.75 ) as F from abc.csv group by Class;

kurtosis([distinct ] expression)

group by句で定義されたレコードでの expressionの尖度を返します。expressionの前にdistinct
がある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, kurtosis(Sales) as SalesKurtosis from abc.csv group by
Month;

correl(x-expression, y-expression)

group by句で定義された複数のレコードに対して反復するx-expressionと y-expressionの一対の
数で表される一連の座標に関して集計された相関係数を返します。一対のデータのどちらか、または両
方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。

例：
Load Month, correl(X,Y) as CC from abc.csv group by Month;

avg([distinct] expression)

group by句で定義されたレコードでの expressionの平均値を返します。expressionの前にdistinct
がある場合、すべての重複は無視されます。

例：
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Load Month, avg(Sales) as AverageSalesPerMonth from abc.csv group by
Month;

stdev([distinct] expression)

group by句で定義されたレコードでの expressionの標準偏差を返します。expressionの前
にdistinctがある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, stdev(Sales) as SalesStandardDeviation from abc.csv group
by Month;

skew([ distinct] expression)

group by句で定義されたレコードでの expressionの歪度を返します。expressionの前にdistinct
がある場合、すべての重複は無視されます。

例：
Load Month, skew(Sales) as SalesSkew from abc.csv group by Month;

median (expression)

group by句で定義されたレコードについて集計されたexpressionの中央値を返します。

例：
Load Class, Median(Grade) as MG from abc.csv group by Class;

sterr ([distinct] expression)

group by句で定義されるレコードに対して反復する expressionで表される一連の値に関して集計さ
れた標準誤差(stdev/sqrt(n)) を返します。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されます。関数の引
数の前に distinctという語がある場合、関数の引数の評価から生じる重複は無視されます。

例：
Load Key, sterr(X) as Z from abc.csv group by Key;

steyx (y-expression, x-expression)

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標について、回帰上の各x値に対して予想されるy値の集計された標準誤差を返しま
す。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となる
データが無視されます。

例：
Load Key, steyx(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_m (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計されたm値(傾き)を返しま
す。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となる
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データが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_m(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_b (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計されたb値 (y切片)を返しま
す。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となる
データが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_b(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_r2 (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計された r2値(決定係数)を返しま
す。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となる
データが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0と x0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。

例：
Load Key, linest_r2(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_sem (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計されたm値の標準誤差を返しま
す。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となる
データが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
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y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_sem(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_seb (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計されたb値の標準誤差を返しま
す。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となる
データが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_seb(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_sey (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計されたy推定値の標準誤差を返
します。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対と
なるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_sey(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_df (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計された自由度を返します。一対
のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが
無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_df(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;
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linest_f (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計されたF統計値 (r2/(1-r2)) を返
します。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対と
なるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_f(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_ssreg (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計された回帰変動を返します。一
対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータ
が無視されます。

連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0と
x0の両方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となる
データが必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算でき
ます。 

例：
Load Key, linest_ssreg(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

linest_ssresid (y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表
される一連の座標に対して、等式y=mx+bで表される直線回帰の集計された残差変動を返します。一
対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータ
が無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 

例：
Load Key, linest_ssresid(Y,X) as Z from abc.csv group by Key;

ロードスクリプトの財務集計関数

irr(expression)
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group by句で定義されたレコードに対して反復するexpression内の数で表される一連のキャッシュフ
ローから集計された内部収益率を返します。これらのキャッシュフローは、年金の場合のように均等で
ある必要はありません。ただし、このキャッシュフローは、毎月、毎年のように、定期的に発生する必
要があります。内部収益率は、定期的に発生する支払い(負の値)と収入 (正の値)からなる投資の利率
です。この関数の計算には、正の値と負の値が少なくともそれぞれ1つずつ必要です。テキスト
値、NULL値、欠損値は無視されます。

例：
Load Year, irr(Payments) as IRate from abc.csv

group by Year;

xirr (valueexpression, dateexpression )

group by句で定義されたレコードに対して反復するvalueexpressionと dateexpressionの 1組の数
で表されるキャッシュフロー明細表(定期でなくてもよい)について集計された内部収益率を返しま
す。すべての支払いは、年365日計算で割り引かれます。一対のデータのどちらか、または両方にテキ
スト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。

例：
Load Year, xirr(Payments, PayDates) as Irate from abc.csv group by
Year;

npv (rate, expression)

group by句で定義されたレコードに対して反復するexpression内の数として表される割引率、将来の
支払い(負の値)、および収入(正の値)に基づく一連の投資について、集計された正味現在価値を返しま
す。結果は、金額のデフォルトの数値書式で返されます。rate は、期間あたりの利率です。支払および
入金は、各期間の最後に発生すると見なされます。テキスト値、null値、および欠損値は無視されま
す。

例：
Load Year, npv(0.05, Payments) as PValue from abc.csv group by Year;

xnpv (rate, valueexpression, dateexpression)

group by句で定義されたレコードに対して反復するvalueexpressionと dateexpressionの 1組の数
で表されるキャッシュフロー明細表(定期でなくてもよい)について集計された正味現在価値を返しま
す。rate は、期間あたりの利率です。結果は、金額のデフォルトの数値書式で返されます。すべての支
払いは、年365日計算で割り引かれます。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null
値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。

例：
Load Year, npv(0.05, Payments, PayDates) as PValue from abc.csv group
by Year;

ロードスクリプトの統計検定関数

次の3つの関数は、カイ二乗検定に適用されます。
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chi2test_p (col, row, observed_value [, expected_value])

group by句で定義されたレコードに対して反復する1つまたは2つの連続値に対するカイ二乗検定の
p値 (有意)を返します。検定は、指定された colと rowの行列上の変動をテストする observed_
valueの値、または observed_valueの値と対応する expected_valuesの比較によって実行されま
す。数式にテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。

例：
Load Year, chi2test_p(Gender,Description,Observed,Expected) as X from
abc.csv group by Year;

chi2test_df (col, row, observed_value [, expected_value])

group by句で定義されたレコードに対して反復する1つまたは2つの連続値に対するカイ二乗検定の
df値 (自由度)を返します。引数の記述については、 chi2test_p (col, row, observed_value [,
expected_value]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, chi2test_df(Gender,Description,Observed,Expected) as X from
abc.csv group by Year;

chi2test_chi2 (col, row, observed_value [, expected_value])

group by句で定義されたレコードに対して反復する1つまたは2つの連続値に対するカイ二乗検定の
値を返します。引数の記述については、 chi2test_p (col, row, observed_value [, expected_
value]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, chi2test_chi2(Gender,Description,Observed,Expected) as X
from abc.csv group by Year;

次の8つの関数は、2つの独立標本のスチューデント t検定に適用されます。

TTest_t (group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計された t値
を返します。これらの値は、valuesによって返され、groupの2つの値によって論理的にグループ分
けされます。eq_varが偽と指定されている場合は2つの標本の個別分散と見なされ、そうでない場合
は標本間の等分散と見なされます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数は
NULLを返します。

例：
Load Year, ttest_t(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_df (group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定df値 (自由度)を返します。引数の記述については、 TTest_t (group, value [, eq_
var = true]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest_df(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_sig (group, value [, eq_var = true])
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group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定両側有意水準を返します。引数の記述については、 TTest_t (group, value [, eq_
var = true]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest_sig(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_dif (group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定平均差を返します。引数の記述については、 TTest_t (group, value [, eq_var =
true]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest_dif(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_sterr (group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定平均差の標準誤差を返します。引数の記述については、 TTest_t (group, value [,
eq_var = true]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest_sterr(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_conf (group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計された t値
を返します。両側有意水準は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結
果として信頼区間は95%になります。その他の引数の記述については、 TTest_t (group, value [,
eq_var = true]) (375ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest_conf(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_lower (group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について、信頼区間の下
端に関して集計された値を返します。引数の記述については、 TTest_t (group, value [, eq_var =
true]) (375ページ)および TTest_conf (group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]]) (376ペー
ジ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest_lower(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest_upper (group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について、信頼区間の上
端に関して集計された値を返します。引数の記述については、 TTest_t (group, value [, eq_var =
true]) (375ページ)および TTest_conf (group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]]) (376ペー
ジ)関数を参照してください。

例：
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Load Year, ttest_upper(Group, Value) as X from abc.csv group by Year;

次の8つの関数は、入力データ系列が加重2段組で与えられる2つの独立標本スチューデント t検定に
適用されます。

TTestw_t (weight, group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計された t値
を返します。これらの値は、valuesによって返され、groupの2つの値によって論理的にグループ分
けされます。valueの各値は、weight の対応する値に従って1回または複数回カウントされます。eq_
varが偽と指定されている場合は2つの標本の個別分散と見なされ、そうでない場合は標本間の等分散
と見なされます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返しま
す。

例：
Load Year, ttestw_t(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTestw_df (weight, group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定df値 (自由度)を返します。引数の記述については、 TTestw_t (weight, group,
value [, eq_var = true]) (377ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttestw_df(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTestw_sig (weight, group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定両側有意水準を返します。引数の記述については、 TTestw_t (weight, group, value
[, eq_var = true]) (377ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttestw_sig(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTestw_dif (weight, group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定平均差を返します。引数の記述については、 TTestw_t (weight, group, value [,
eq_var = true]) (377ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttestw_dif(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTestw_sterr (weight, group, value [, eq_var = true])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計されたスチ
ューデント t検定平均差の標準誤差を返します。引数の記述については、 TTestw_t (weight, group,
value [, eq_var = true]) (377ページ)関数を参照してください。
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例：
Load Year, ttestw_sterr(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group
by Year;

TTestw_conf (weight, group, value [, sig = 0.025 [, eq_var =
true]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について集計された t値
を返します。両側有意水準は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結
果として信頼区間は95%になります。その他の引数の記述については、 TTestw_t (weight, group,
value [, eq_var = true]) (377ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttestw_conf(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group
by Year;

TTestw_lower (weight, group, value [, sig = 0.025 [, eq_var =
true]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について、信頼区間の下
端に関して集計された値を返します。引数の記述については、 TTestw_t (weight, group, value [,
eq_var = true]) (377ページ)および TTest1w_conf (weight, value [, sig = 0.025 ]) (381ページ)
関数を参照してください。

例：
Load Year, ttestw_lower(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group
by Year;

TTestw_upper (weight, group, value [, sig = 0.025 [, eq_var =
true]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する2つの独立した一連の値について、信頼区間の上
端に関して集計された値を返します。引数の記述については、 TTestw_t (weight, group, value [,
eq_var = true]) (377ページ)および TTest1w_conf (weight, value [, sig = 0.025 ]) (381ページ)
関数を参照してください。

例：
Load Year, ttestw_upper(Weight, Group, Value) as X from abc.csv group
by Year;

次の8つの関数は、1標本のスチューデント t検定に適用されます。

TTest1_t (value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計された t値を返します。値
は、valueによって返す必要があります。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、
関数はNULLを返します。

例：
Load Year, ttest1_t(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_df (value)
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group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定df値 (自由度)を返します。引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)関数を参照し
てください。

例：
Load Year, ttest1_df(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_sig (value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定両側有意水準を返します。引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)関数を参照して
ください。

例：
Load Year, ttest1_sig(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_dif (value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定平均差を返します。引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)関数を参照してくださ
い。

例：
Load Year, ttest1_dif(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_sterr (value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定平均差の標準誤差を返します。引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)関数を参照
してください。

例：
Load Year, ttest1_sterr(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_conf (value [, sig = 0.025 ])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計された t値を返します。両
側有意水準は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区
間は95%になります。その他の引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)関数を参照
してください。

例：
Load Year, ttest1_conf(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_lower (value [, sig = 0.025 ])

group by句で定義されたレコードに対して反復する1つの一連の値について、信頼区間の下端に関し
て集計された値を返します。引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)および
TTest1_conf (value [, sig = 0.025 ]) (379ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest1_lower(Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1_upper (value [, sig = 0.025 ])
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group by句で定義されたレコードに対して反復する1つの一連の値について、信頼区間の上端に関し
て集計された値を返します。引数の記述については、 TTest1_t (value) (378ページ)および
TTest1_conf (value [, sig = 0.025 ]) (379ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest1_upper(Value) as X from abc.csv group by Year;

次の8つの関数は、入力データ系列が加重2段組で与えられる1標本スチューデント t検定に適用され
ます。

TTest1w_t (weight, value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計された t値を返します。値
は、valueによって返す必要があります。valueの各値は、weightの対応する値に従って1回または複
数回カウントされます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返
します。

例：
Load Year, ttest1w_t(Weight, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1w_df (weight, value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定df値 (自由度)を返します。引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)関
数を参照してください。

例：
Load Year, ttest1w_df(Weight, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1w_sig (weight, value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定両側有意水準を返します。引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)関数
を参照してください。

例：
Load Year, ttest1w_sig(Weight, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1w_dif (weight, value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定平均差を返します。引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)関数を参照
してください。

例：
Load Year, ttest1w_dif(Weight, Value) as X from abc.csv group by Year;

TTest1w_sterr (weight, value)

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたスチューデント t検
定平均差の標準誤差を返します。引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)
関数を参照してください。

例：
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Load Year, ttest1w_sterr(Weight, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTest1w_conf (weight, value [, sig = 0.025 ])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計された t値を返します。両
側有意水準は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区
間は95%になります。その他の引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)
関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest1w_conf(Weight, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTest1w_lower (weight, value [, sig = 0.025 ])

group by句で定義されたレコードに対して反復する1つの一連の値について、信頼区間の下端に関し
て集計された値を返します。引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)およ
び TTest1w_conf (weight, value [, sig = 0.025 ]) (381ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest1w_lower(Weight, Value) as X from abc.csv group by
Year;

TTest1w_upper (weight, value [, sig = 0.025 ])

group by句で定義されたレコードに対して反復する1つの一連の値について、信頼区間の上端に関し
て集計された値を返します。引数の記述については、 TTest1w_t (weight, value) (380ページ)およ
び TTest1w_conf (weight, value [, sig = 0.025 ]) (381ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ttest1w_upper(Weight, Value) as X from abc.csv group by
Year;

次の5つの関数は、z検定に適用されます。

ZTest_z (value [, sigma])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz値を返します。値
は、valueによって返す必要があります。母平均0が仮定されます。他の平均について検定する場合
は、標本値からその値を減算します。標準偏差が既知の場合は、sigmaに記述します。sigmaの記述を
省略すると、実際の標本標準偏差が使用されます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれて
いると、関数はNULLを返します。

例：
Load Year, ztest_z(Value-TestValue) as X from abc.csv group by Year;

ZTest_sig (value [, sigma])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz検定両側有意水準
を返します。引数の記述については、 ZTest_z (value [, sigma]) (381ページ)関数を参照してくださ
い。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。

例：
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Load Year, ztest_sig(Value-TestValue) as X from abc.csv group by Year;

ZTest_dif (value [, sigma])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz検定平均差を返し
ます。引数の記述については、 ZTest_z (value [, sigma]) (381ページ)関数を参照してくださ
い。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。

例：
Load Year, ztest_dif(Value-TestValue) as X from abc.csv group by Year;

ZTest_sterr (value [, sigma] )

group by句で定義されるレコードに対して反復する一連の値に関して集計された平均の差のz検定標
準誤差を返します。引数の記述については、 ZTest_z (value [, sigma]) (381ページ)関数を参照して
ください。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。

例：
Load Year, ztest_sterr(Value-TestValue) as X from abc.csv group by
Year;

ZTest_conf (value [, sigma [, sig = 0.025 ])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz値を返します。両
側有意水準は、sigで指定します。指定されない場合、sigは 0.025に設定され、その結果として信頼区
間は95%になります。その他の引数の記述については、 ZTest_z (value [, sigma]) (381ページ)関
数を参照してください。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返
します。

例：
Load Year, ztest_conf(Value-TestValue) as X from abc.csv group by
Year;

ZTest_lower ( [set_expression] [ total [<fld {,fld}>] group, value [, sig = 0.025 [, eq_var =
true]])
チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数
の記述については、 ZTest_z (value [, sigma]) (381ページ)および ロードスクリプトの統計検定関
数(374ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数でリストされている制限
と同じ制限が適用されます。この関数は、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数の説明
と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_lower( Group, Value )

ztest_lower( Group, Value, false )

ZTest_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
sig = 0.025 [, eq_var = true]])
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チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数
の記述については、 ZTest_z (value [, sigma]) (381ページ)および ロードスクリプトの統計検定関
数(374ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数でリストされている制限
と同じ制限が適用されます。この関数は、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数の説明
と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_upper( Group, Value )

ztest_upper( Group, Value, false )

次の5つの関数は、入力データ系列が加重2段組で与えられるz検定に適用されます。

ZTestw_z (weight, value [, sigma])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz値を返します。値
は、valueによって返す必要があります。標本平均0が仮定されます。他の平均について検定する場合
は、標本値からその値を減算します。valueの各値は、weightの対応する値に従って1回または複数回
カウントされます。標準偏差が既知の場合は、sigmaに記述します。sigmaの記述を省略すると、実際
の標本標準偏差が使用されます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数は
NULLを返します。

例：
Load Year, ztestw_z(Weight,Value-TestValue) as X from abc.csv group by
Year;

ZTestw_sig (weight, value [, sigma])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz検定両側有意水準
を返します。引数の記述については、 ZTestw_z (weight, value [, sigma]) (383ページ)関数を参照
してください。

例：
Load Year, ztestw_sig(Weight,Value-TestValue) as X from abc.csv group by Year;

ZTestw_dif (weight, value [, sigma])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz検定平均差を返し
ます。引数の記述については、 ZTestw_z (weight, value [, sigma]) (383ページ)関数を参照してく
ださい。

例：
Load Year, ztestw_dif(Weight,Value-TestValue) as X from abc.csv group
by Year;

ZTestw_sterr (weight, value [, sigma])

group by句で定義されるレコードに対して反復する一連の値に関して集計された平均の差のz検定標
準誤差を返します。引数の記述については、 ZTestw_z (weight, value [, sigma]) (383ページ)関数
を参照してください。

例：
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Load Year, ztestw_sterr(Weight,Value-TestValue) as X from abc.csv
group by Year;

ZTestw_conf (weight, value [, sigma [, sig = 0.025 ]])

group by句で定義されたレコードに対して反復する一連の値について集計されたz値を返します。両
側有意水準は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区
間は95%になります。その他の引数の記述については、 ZTestw_z (weight, value [, sigma]) (383
ページ)関数を参照してください。

例：
Load Year, ztestw_conf(Weight,Value-TestValue) as X from abc.csv group
by Year;

ZTestw_lower ( [set_expression] [ total [<fld {,fld}>] group, value [, sig = 0.025 [, eq_var
= true]])
チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数
の記述については、 ZTestw_z (weight, value [, sigma]) (383ページ)および ロードスクリプトの
統計検定関数(374ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数でリストされている制限
と同じ制限が適用されます。この関数は、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数の説明
と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_lower( Group, Value )

ztestw_lower( Group, Value, false )

ZTestw_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value
[, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数
の記述については、 ZTestw_z (weight, value [, sigma]) (383ページ)および ロードスクリプトの
統計検定関数(374ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数でリストされている制限
と同じ制限が適用されます。この関数は、ロードスクリプトの統計検定関数(374ページ)関数の説明
と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_upper( Group, Value )

ztestw_upper( Group, Value, false )

25.3 その他の関数

集計関数に加え、QlikViewでは100を超える標準関数が次のグループで提供されます。

一般的数値関数 385ページ

範囲関数 (スクリプト) 391ページ
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指数関数と対数関数 396ページ

三角関数と双曲線関数 397ページ

統計的分布関数 397ページ

財務関数 400ページ

数学定数とパラメータ フリー関数 402ページ

統計関数 403ページ

文字列関数 405ページ

マップ関数 410ページ

レコード関数 412ページ

条件付き関数 414ページ

論理関数 416ページ

Null 関数 416ページ

システム関数 416ページ

ロードスクリプトのファイル関数 419ページ

表関数 423ページ

ドキュメント関数 424ページ

日付と時間関数 424ページ

データ型変換変数 444ページ

書式設定関数 447ページ

カラー関数 453ページ

一般的数値関数

次の関数では、パラメータは数式であり、xは実際の数値と解釈されます。

div(x1 , x2)
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整数除算です。パラメータは両方とも実数として解釈されます。したがって、パラメータは整数である
必要はありません。除算によって得られる実数の整数部分が結果として返されます。

例：
div( 7,2 )は、3を返します。
div( 9,3 ) は、3を返します。
div( -4,3 ) は、-1を返します。
div( 4,-3 ) は、-1を返します。
div( -4,-3 ) は、1を返します。

mod(x1 , x2)

数学的モジュロ関数です。パラメータは両方とも整数値である必要があります。x2は0より大きくなけ
ればなりません。結果は、整数除算による負でない余りが返されます。

例：
mod( 7,2 ) は、1を返します。
mod( 7.5,2 ) は、NULLを返します。
mod( 9,3 ) は、0を返します。
mod( -4,3 ) は、2を返します。
mod( 4,-3 ) は、NULLを返します。
mod( -4,-3 ) は、NULLを返します。

fmod(x1 , x2)

一般化モジュロ関数です。パラメータは両方とも実数として解釈されます。したがって、パラメータは
整数である必要はありません。結果は、整数除算の余りとして得られる実数です。

例：
fmod( 7,2 ) は、1を返します。
fmod( 7.5,2 ) は、1.5を返します。
fmod( 9,3 ) は、0を返します。
fmod( -4,3 ) は、-1を返します。
fmod( 4,-3 ) は、1を返します。
fmod( -4,-3 ) は、-1を返します。

ceil(x [ , base [ , offset ]])

端数 xは、offsetに合わせて baseの一番近い倍数まで切り上げられます。結果は数値です。

例：
ceil( 2.4 ) は、3を返します。
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ceil( 2.6 ) は、3を返します。
ceil( 3.88 , 0.1 ) は、3.9を返します。
ceil( 3.88 , 5 ) は、5を返します。
ceil( 1.1 , 1 , 0.5 ) は、1.5を返します。

floor(x [ , base [ , offset ]])

端数 xは、offsetに合わせて baseの一番近い倍数まで切り捨てられます。結果は数値です。

例：
floor( 2.4 ) は、2を返します。
floor( 2.6 ) は、2を返します。
floor( 3.88 , 0.1 ) は、3.8を返します。
floor( 3.88 , 5 ) は、0を返します。
floor( 1.1 , 1 , 0.5 ) は、0.5を返します。

frac(x)

xの小数部を返します。小数部は、 frac(x) + floor(x ) = xと定義されます。

例：
frac( 11.43 )は、0.43を返します。
frac( -1.4 )は、0.6を返します。

round(x [ , step [ , offset ]])

端数 xは、offsetに合わせてstepの n値まで切り上げ、もしくは切り捨てられます。結果は数値で
す。xが区間の中心に位置する場合は、切り上げられます。関数は IEEE標準64ビットの浮動小数点数
の基準に準拠します。

例：
round( 2.4 ) は、2を返します。
round( 2.6 ) は、3を返します。
round( 2.5 ) は、3を返します。
round( 3.88 , 0.1 ) は、3.9を返します。
round( 3.88 , 5 ) は、5を返します。
round( 1.1 , 1 , 0.5 ) は、1.5を返します。

fabs(x)

xの絶対値です。結果は正の数値です。

例：
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fabs( 2.4 ) は、2.4を返します。
fabs( -3.8 ) は、3.8を返します。

numsum(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの数値の合計を返します。numsumでは、+演算子とは対照的に、数値でない値は
すべて0として処理されます。

例：
numsum( 1,2,4 ) は、7を返します。
numsum( 1,'xyz' ) は、1を返します。
numsum( null( ) ) は、0を返します。

注意!
numsum関数は、現在サポートされていません。 rangesum(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (391
ページ)関数をご使用ください。

numcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの数値の個数を返します。

例：
numcount( 1,2,4, )は、3を返します。
numcount( 2,xyz )は、1を返します。
numcount( null( ) )は、0を返します。

注意!
numcount関数は、現在サポートされていません。 rangecount(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (391
ページ)関数をご使用ください。

numavg(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの数値の平均を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
numavg( 1,2,4 )は、2.33333333を返します。
numavg( 1,'xyz' )は、1を返します。
numavg( null( ) 'abc' )は、NULLを返します。

注意!
numavg関数は、現在サポートされていません。 rangeavg(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (391ペー
ジ)関数をご使用ください。

nummin(expr1 [ , expr2, ... exprN ])
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引数1からNまでの最小値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
nummin( 1,2,4 )は、1を返します。
nummin( 1,'xyz' )は、1を返します。
nummin( null( ) 'abc' )は、NULLを返します。

注意!
nummin関数は、現在サポートされていません。 rangemin(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (391
ページ)関数をご使用ください。

nummax(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの最大値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
nummax( 1,2,4 )は、4を返します。
nummax( 1,'xyz' )は、1を返します。
nummax( null( ) 'abc' )は、NULLを返します。

注意!
nummax関数は、現在サポートされていません。 rangemax(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (392
ページ)関数をご使用ください。

fact(n)

正の整数 nの階乗を返します。数 nが整数でない場合は、切り捨てられます。正の数でない場合
は、NULLが返されます。

例：
fact( 1 ) は、1を返します。
fact( 5 )は、120 ( 1 * 2 * 3 * 4 * 5= 120 ) を返します。
fact( -5 )は、NULLを返します。

combin(n1, n2)

n1項のグループから選択できる n2項の組み合わせの数を返します。項の選択順は重要ではありませ
ん。整数でない項目は切り捨てられます。

例：
全35のロトナンバーから7個の数を選ぶ場合の組み合わせは何とおりでしょうか。
combin( 35,7 )は、6724 520を返します。

permut(n1, n2)
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n1項のグループから選択できる n2項の順列の数を返します。項の選択順は重要です。整数でない引
数は切り捨てられます。

例：
8選手による100m決勝で、金、銀、銅のメダルの分配方法は何とおりあるでしょうか。
permut( 8,3 )は、336を返します。

even(n)

nが偶数ならば true、nが奇数ならば false、また、nが整数でない場合はNULLを返します。

例：
even( 3 )は、false を返します。
even( 2 * 10 )は、true を返します。
even( 3.14 )は、NULLを返します。

odd(n)

nが奇数ならば true、nが偶数ならば false、また、nが整数でない場合はNULLを返します。

例：
odd( 3 )は、true を返します。
odd( 2 * 10 )は、false を返します。
odd( 3.14 )は、NULLを返します。

sign(x)

xが正の数か、0か、負の数かにより、1、0、または-1を返します。数値が見つからない場合
は、NULLを返します。

例：
sign( 66 )は、1を返します。
sign( 0 )は、0を返します。
sign( 234 )は、-1を返します。

bitcount(i)

iに設定されたビット数を返します。最初の48ビットだけが意味のあるものだとしても iは符号付きの
64ビットの整数と解釈されます。48ビットを超える値はNULLを返します。

例：
bitcount ( 3 )は、2を返します。
bitcount( 100 )は、3を返します。
bitcount( -1 )は、32を返します。
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bitcount( n )+bitcount (bitnot n )は、64を ( nが有効な整数であるならば)返しま
す。

その他の関数へ戻る

範囲関数 (スクリプト)

範囲関数は、一般的数値関数(385ページ):
numsum、numavg、numcount、nummin、nummax (もうサポートされません)に置き換わり
ます。

rangesum(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の合計を返します。rangesumでは、+演算子とは対照的に、数値でない値
はすべて0として処理されます。

例：
rangesum (1,2,4)は、7を返します。
rangesum (1,'xyz')は、1を返します。
rangesum (null( ))は、0を返します。

rangeavg(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の平均を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
rangeavg (1,2,4)は、2.33333333を返します。
rangeavg (1,'xyz')は、1を返します。
rangeavg (null( ), 'abc')は、NULLを返します。

rangecount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の値の数を返します。Null値はカウントされません。

例：
rangecount (1,2,4)は、3を返します。
rangecount (2,'xyz')は、2を返します。
rangecount (null( ))は、0を返します。

rangemin(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の最小数値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
rangemin (1,2,4)は、1を返します。
rangemin (1,'xyz')は、1を返します。
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rangemin (null( ), 'abc')は、NULLを返します。

rangemax(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の最大数値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
rangemax (1,2,4)は、4を返します。
rangemax (1,'xyz')は、1を返します。
rangemax (null( ), 'abc')は、NULLを返します。

rangestdev(expr1 [ , expr2, ... exprN ] )

引数1からNまでの範囲の標準偏差を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
rangestdev (1,2,4)は、1.5275252316519を返します。
rangestdev (null( ))は、NULLを返します。

rangeskew(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の歪度を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
rangeskew (1,2,4)は、0.93521952958283を返します。

rangekurtosis(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の尖度を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
rangekurtosis (1,2,4,7)は、-0.28571428571429を返します。

rangefractile(fractile, expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の分位数を返します。

例：
rangefractile (0.24,1,2,4,6)は、1を返します。
rangefractile (0.5,1,2,3,4,6)は、3を返します。
rangefractile (0.5,1,2,5,6)は、3.5を返します。

rangenumericcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の数値の個数を返します。
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例：
rangenumericcount (1,2,4)は、3を返します。
rangenumericcount (2,'xyz')は、1を返します。
rangenumericcount (null( ))は、0を返します。

rangetextcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲のテキスト値の数を返します。

例：
rangetextcount (1,2,4)は、0を返します。
rangetextcount (2,'xyz')は、1を返します。
rangetextcount (null( ))は、0を返します。

rangenullcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲のNULL値の数を返します。

例：
rangenullcount (1,2,4)は、0を返します。
rangenullcount (2,'xyz')は、0を返します。
rangenullcount (null( ),null( ))は、2を返します。

rangemissingcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでのうち、数値でない値(NULL値を含む)を返します。

例：
rangemissingcount (1,2,4)は、0を返します。
rangemissingcount (2,'xyz') は、1を返します。
rangemissingcount (null( )) は、1を返します。

rangeminstring(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでのテキストソート順で、最初の位置になるテキスト値を返します。

例：
rangeminstring (1,2,4)は、1を返します。
rangeminstring ('xyz','abc')は、"abc" を返します。
rangeminstring (null( ))は、NULLを返します。

rangemaxstring(expr1 [ , expr2, ... exprN ])
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引数1からNまでのテキストソート順で、最後の位置になるテキスト値を返します。

例：
rangemaxstring (1,2,4)は、4を返します。
rangemaxstring ('xyz','abc')は、"xyz" を返します。
rangemaxstring (null( ))は、NULLを返します。

rangemode(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の最頻値、つまり最もよく現れる値を返します。複数の値が同じ最大頻度を持
つ場合は、NULLが返されます。

例：
rangemode (1,2,9,2,4)は、2を返します。
rangemode ('a',4,'a',4)は、NULLを返します。
rangemode (null())は、NULLを返します。

rangeonly(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

N個の数式の値域にNULLでない値が1つだけ存在する場合には、その値を返します。それ以外の場合
は、NULLを返します。

例：
rangeonly (1,2,4)は、NULLを返します。
rangeonly (1,'xyz')は、NULLを返します。
rangeonly (null( ), 'abc')は、"abc" を返します。

rangecorrel(x-value , y-value { , x-value , y-value})

一連の座標の相関係数を返します。
X-valueと y-valueは、1つの値です。各 y-valueは、1つの x-valueに対応する必要があります。
この関数の計算には、少なくとも2組の座標が必要です。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されま
す。

例：
rangecorrel (2,3,6,8,9,4)は、0,269を返します。

rangeirr(value { ,value} )

値の数値で表される一連のキャッシュフローについて、内部収益率を返します。これらのキャッシュフ
ローは、年金の場合のように均等である必要はありません。ただし、このキャッシュフローは、毎月、
毎年のように、定期的に発生する必要があります。内部収益率は、定期的に発生する支払い(負の値)と
収入 (正の値)からなる投資の利率です。
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Valueは、3番目のオプションパラメータを持つ チャートのレコード関数(1013ページ)によって返
される単一の値または値域です。この関数の計算には、少なくとも1つの正の値と1つの負の値が必要
です。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されます。

例：
rangeirr(-70000,12000,15000,18000,21000,26000) は、0,0866 を返します。

rangeirr(above(sum(value), 0, 10))

rangeirr(above(total value, 0, rowno(total)))

rangenpv (rate, value { ,value} )

割引率 rate、一連の将来の支払い(負の値)、および収入(正の値)に基づいて、投資の正味現在価値を
返します。結果は、金額のデフォルトの数値書式で返されます。
rateは、期間あたりの利率です。
valueは、各期末に発生する支払い、または収入です。value は、3番目のオプションパラメータを持
つ チャートのレコード関数(1013ページ)によって返される単一の値または値域です。テキスト
値、NULL値、欠損値は無視されます。

例：
rangenpv(0.1,-10000,3000,4200,6800)は、1188,44を返します。
rangenpv(0.05, above(sum(value), 0, 10))

rangenpv(0.05, above(total value, 0, rowno(total)))

rangexirr(value, date { ,value, date} )

キャッシュフロー明細表に対する内部収益率を返します。キャッシュフロー明細表は、定期的である必
要はありません。一連の定期的キャッシュフローに対する内部収益率の計算には、 rangeirr(value {
,value} ) (394ページ)関数を使用します。
valueは、支払明細表の日付に対応する一連のキャッシュフローまたは単一のキャッシュフローで
す。value は、3番目のオプションパラメータを持つ チャートのレコード関数(1013ページ)によって
返される単一の値または値域です。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されます。すべての支払い
は、年365日計算で割り引かれます。一連の値は、少なくとも1つの正の値と1つの負の値を含む必要
があります。
dateは、キャッシュフローの支払いに対応する支払日または支払期日表です。

例：
rangexirr(-2500,'2008-01-01',2750,'2008-09-01')は、0,1532を返します。
rangexirr (above(sum(value), 0, 10), above(date, 0, 10))

rangexirr(above(total value,0,rowno(total)),

above(total date,0,rowno(total)))

rangexnpv(rate, value, date { ,value, date} )
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キャッシュフロー明細表に対する正味現在価値を返します。キャッシュフロー明細表は、定期的である
必要はありません。結果は、金額のデフォルトの数値書式で返されます。一連の定期的キャッシュフ
ローに対する正味現在価値の計算には、 rangenpv (rate, value { ,value} ) (395ページ)関数を使用
します。
rateは、期間あたりの利率です。
valueは、支払明細表の日付に対応する一連のキャッシュフローまたは単一のキャッシュフローで
す。value は、3番目のオプションパラメータを持つ チャートのレコード関数(1013ページ)によって
返される単一の値または値域です。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されます。すべての支払い
は、年365日計算で割り引かれます。一連の値は、少なくとも1つの正の値と1つの負の値を含む必要
があります。
dateは、キャッシュフローの支払いに対応する支払日または支払期日表です。

例：
rangexnpv(0.1, -2500,'2008-01-01',2750,'2008-09-01')は、80,25を返します。
rangexnpv (0.1, above(sum(value), 0, 10), above(date, 0, 10))

rangexnpv(0.1, above(total value,0,rowno(total)),

above(total date,0,rowno(total)))

その他の関数へ戻る

指数関数と対数関数

次の関数では、パラメータは数式であり、xは実際の数値と解釈されます。

exp(x)

自然対数の底 eを底として持つ指数関数です。結果は正の数値です。

log(x)

xの自然対数です。この関数は x> 0のときにのみ定義されます。結果は数字になります。

log10(x)

xの常用対数(10を底とする対数)です。この関x数は、x>0のときにのみ定義されます。結果は数にな
ります。

sqrt(x)

xの平方根です。この関数は、x>= 0のときにのみ定義されます。結果は正の数になります。

sqr (x )

xの二乗です。結果は数値になります。

pow(x,y)
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xの y乗を返します。結果は数値になります。

その他の関数へ戻る

三角関数と双曲線関数

次の関数では、パラメータは数式であり、xは実際の数値と解釈されます。
角度はすべてラジアンで表します。

cos( x)

xの余弦です。結果は、-1から1の間の数になります。

acos(x)

xの逆余弦で。すこの関数は-1≤x≤のときにのみ定義されます。結果は、0からpの間の数値になりま
す。

sin(x)

xの正弦です。結果は、-1から1の間の数になります。

asin(x)

xの逆正弦です。この関数は-1≤x≤1の時にのみ定義されます。結果は、- p/2からp/2の間の数値にな
ります。

tan( x)

xの正接です。結果は数値になります。

atan(x)

xの逆正接です。結果は、- p/2から p/2の間の数値になります。

atan2( y,x)

逆正接関数の2次元一般化です。原点と、x座標と y座標で表される点との間の角度を返します。結果
は、- pから+ pの間の数値になります。

cosh(x)

xの双曲線余弦です。結果は正の数値です。

sinh(x)

xの双曲線正弦です。結果は数値になります。

tanh(x)

xの双曲線正接です。結果は数値になります。

その他の関数へ戻る

統計的分布関数

下記の統計的分布関数は、すべてCephes ライブラリを使用してQlikViewに実装されます。使用され
るアルゴリズム、精度などの詳細な参照文献は、http://www.netlib.org/cephes/に掲載されていま
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す。Cephes 関数ライブラリの使用には、許可が必要です。

chidist (value, degrees_freedom)

カイ二乗分布の片側確率の値を返します。カイ二乗分布は、カイ二乗検定に関連付けられます。value
は、分布を評価する値です。valueは、負の値でないことが条件です。degrees_freedomは、自由度
を数値で示す正の整数です。両方の引数は数値であることが必要であり、数値でない場合はnullが返さ
れます。この関数は、次のようにchiinv関数に関連します。
prob = chidist(value,df) ならば、chiinv(prob, df) = value になります。

例：
chidist( 8, 15 ) は、0.9237827 を返します。       

chiinv (prob, degrees_freedom)

カイ二乗分布の片側確率の逆関数の値を返します。probは、カイ二乗分布に関連付けられた確率です。
これは、0から1の間の数である必要があります。degrees_freedomは、自由度を数値で示す整数で
す。両方の引数は数値であることが必要であり、数値でない場合はnullが返されます。この関数は、次
のように chidist (value, degrees_freedom) (398ページ)関数に関連します。
prob = chidist(value,df) ならば、chiinv(prob, df) = value になります。

例：
chiinv(0.9237827, 15 ) は、8.0000001 を返します。          

normdist (value, mean, standard_dev)

指定された平均と標準偏差について、累積正規分布を返します。valueは、分布を評価する値で
す。Meanは、分布の算術平均を示す値です。standard_devは、標準偏差を示す正の値です。すべて
の引数は数値であることが必要であり、数値でない場合はnullが返されます。mean= 0かつ
standard_dev= 1ならば、関数は標準正規分布を返します。この関数は、次のように norminv
(prob, mean, standard_dev) (398ページ)関数に関連します。
prob = normdist(value, m, sd) ならば、norminv(prob, m, sd) = value です。

例：
normdist( 0.5, 0, 1 ) は、0.6914625 を返します。     

norminv (prob, mean, standard_dev)

指定された平均と標準偏差について、累積正規分布の逆関数分布を返します。probは、正規分布に関連
付けられた確率です。これは、0から1の間の数である必要があります。meanは、分布の算術平均を
示す値です。standard_devは、標準偏差を示す正の値です。すべての引数は数値であることが必要で
あり、数値でない場合はnullが返されます。この関数は、次のように normdist (value, mean,
standard_dev) (398ページ)関数に関連します。
prob = normdist(value, m, sd) ならば、norminv(prob, m, sd) = value です。

例：
norminv( 0.6914625, 0, 1 ) は、0.4999717 を返します。         

tdist (value, degrees_freedom, tails)
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スチューデント t分布における確率を返します。ここでの数値は tの計算値であり、この tに対して確率
が計算されます。valueは、分布を評価する値です。負の値でないことが条件です。degrees_
freedomは、自由度を数値で示す正の整数です。tailsは1 (片側分布)または2 (両側分布)のどちらか
です。すべての引数は数値であることが必要であり、数値でない場合はnullが返されます。この関数
は、次のように tinv (prob, degrees_freedom) (399ページ)関数に関連します。
prob = tdist(value, df ,2) ならば、tinv(prob, df) = value になります。

例：
chdist( 1, 30, 2 ) は、0.3253086 を返します。       

tinv (prob, degrees_freedom)

スチューデント t分布の t値を確率と自由度の関数として返します。probは、t分布に関連付けられた
両側確率です。これは、0から1の間の数である必要があります。degrees_freedomは、自由度を数
値で示す整数です。両方の引数は数値であることが必要であり、数値でない場合はnullが返されます。
この関数は、次のように tdist (value, degrees_freedom, tails) (398ページ)関数に関連します。
prob = tdist(value, df ,2) ならば、tinv(prob, df) = value になります。

例：
tinv(0.3253086, 30 ) は、1 を返します。          

fdist (value, degrees_freedom1, degrees_freedom2)

F 分布を返します。valueは、分布を評価する値です。valueは、負の値でないことが条件で
す。degrees_freedom1は、分子の自由度を数値で示す正の整数です。Degrees_freedom2は、分
母の自由度を数値で示す正の整数です。すべての引数は数値であることが必要であり、数値でない場合
はnullが返されます。この関数は、次のように finv (prob, degrees_freedom1, degrees_
freedom2) (399ページ)関数に関連します。
prob = fdist(value, df1, df2) ならば、finv(prob, df1, df2) = value です。

例：
fdist( 15, 8, 6 ) は、0.0019369 を返します。       

finv (prob, degrees_freedom1, degrees_freedom2)

F 分布の逆関数を返します。probはF分布に関連する確率で、0から1の間の数である必要がありま
す。degrees_freedomは、自由度を数値で示す整数です。すべての引数は数値であることが必要であ
り、数値でない場合はnullが返されます。この関数は、次のように fdist (value, degrees_
freedom1, degrees_freedom2) (399ページ)関数に関連します。
prob = fdist(value, df1, df2) ならば、finv(prob, df1, df2) = value です。

例：
finv( 0.0019369, 8, 5 ) は、15.0000197 を返します。          

その他の関数へ戻る
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財務関数

注意!
すべての財務関数で、同じ単位を使用して rateと nperを指定することが重要です。年利6%の5年
ローンの月賦には、rateに0.005 (6%/12)、nperに60 (5*12) を使用します。同じローンの年賦の
場合は、rateに6%、nperに5を使用します。

すべての引数で、支払う現金は負の数で表します。受領する現金は正の数で表します。
財務関数に使用される引数をリストします(rangeで始まるもの以外)：
rateは、期間あたりの利率です。
nperは、年金の支払期間の総数です。
pmtは、各期間で行われる支払いです。年金の期間内で変更することはできません。pmtが省略されて
いる場合は、引数 pvを指定する必要があります。
pvは、現在価値、つまり将来の一連の支払額が現在持つ価値の合計額です。pvが省略されている場合
は、0 (ゼロ)と見なされるので、引数 pmtを指定する必要があります。
fvは、将来価値、または最終支払が行われた後の目標とする現金残高です。fvは、省略されると0と見
なされます。
typeは、支払い期限が期末の場合は0で、支払い期限が期首の場合は1です。typeは、省略されると
0と見なされます。

fv(rate, nper, pmt [ ,pv [ , type ] ])

定期、定額支払、固定金利での投資の将来価値を返します。結果は、通貨(448ページ)のデフォルト
の数値書式で返されます。

例：
月々$20、年率6%の月払いで、新しいVCRを36回払いで買います。請求書は毎月末に届き
ます。最終支払が行われた時点での投資総額はいくらでしょうか。
fv(0.005,36,-20)は、$786.72を返します。

nper(rate, pmt, pv [ ,fv [ , type ] ])

定期、定額支払、固定金利での投資の期間数を返します。

例：
月々$20、年率6%の月払いで、VCRを売ります。請求書は毎月末に届きます。最終支払が行
われた後の受領額が$786.72になるためには何期必要でしょうか。
nper(0.005,-20,0,800)は、36を返します。

pmt(rate, nper, pv [ ,fv [ , type ] ] )

定額支払、固定金利でのローンの支払いを返します。結果は、通貨(448ページ)のデフォルトの数値
書式で返されます。
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ローン期間の支払総額を算出するには、返された pmtの値に nperを掛けます。

例：
次の公式は、$20,000のローンを年率10%、8ヶ月で完済する場合の月々の支払額を返しま
す。
pmt(0.1/12,8,20000)は、-$2,594.66を返します。

同じローンで、支払期日が期首である場合の支払は次のようになります。
pmt(0.1/12,8,20000,0,1)は、-$2,573.21を返します。

pv(rate, nper, pmt [ ,fv [ , type ] ])

投資の現在価値を返します。結果は、通貨(448ページ)のデフォルトの数値書式で返されます。現在
価値は、将来の一連の支払いが現在持っている価値の総額です。たとえば、借金をした場合、その融資
額が貸手にとっての現在価値です。

例：
月末ごとに$100が7%の利率で5年間にわたって支払われるとすると、その現在価値はいくら
でしょうか。
pv(0.07/12,12*5,100,0,0)は、-$5,050.20を返します。

rate(nper, pmt , pv [ ,fv [ , type ] ])

年金の期間あたりの利率を返します。結果は、固定小数点2桁と%のデフォルトの数値書式で返され
ます。
rateは、反復によって計算され、ゼロまたは複数の解を持つことがあります。rateを繰り返しても結
果が収束しない場合は、NULL値が返されます。

例：
期間が5年の$10,000の年金ローンで、月々の支払額が$300の場合の利率は何%でしょう
か。
rate(60,-300,10000)は、2.18%を返します。

その他の関数へ戻る

Black and Schole

ブラック&ショールズオリジナル方程式は、オプションの理論値を計算します。QlikViewにおける
BlackAndSchole関数は、ブラック&ショールズオリジナル方程式(ヨーロッパスタイルオプショ
ン)に基づいてオプションの理論値を返します。以下 Black and Schole 方程式(402ページ)を参照し
てください。構文は次のとおりです。

BlackAndSchole(strike , time_left , underlying_price , vol , risk_
free_rate , type)

ここで
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Strikeは、将来の株の購入価格です。
Time_leftは、残存期間です。
Underlying_priceは、株の時価です。
Volは、期間あたりの予想変動率(%)です。
Risk_free_rateは、期間あたりのリスクフリー利回り(%)です。
Typeは、コールオプションの場合は"c"、"call"、または任意のゼロでない数値、プットオプションの
場合は"p"、"put"、または"0"です。

例：

BlackAndSchole(130, 4, 68.5, 0.4, 0.04, 'call')は、11.245... を返します。
(これは、予想変動率を年40%、リスクフリー利回りを4%としたとき、時価68.5の株を4年
以内に1株あたり価値130で購入可能なオプションの理論価格です)

Black and Schole 方程式

その他の関数へ戻る

数学定数とパラメータフリー関数

これらにはパラメータがありません。しかし、かっこは必要です。

e( )

自然対数の底、eです。この関数は、2.71828... を返します。

pi( )

pこの関数は、3.14159... を返します。

rand( )

0と1の間の乱数を返します。

402 QlikView 11.20 SR13



25 スクリプト式

true( )

数式の中で論理真として使用できるテキスト値"true" と数値 -1のデュアル値を返します。

false( )

数式の中で論理偽として使用できるテキスト値"false" と数値0のデュアル値を返します。

その他の関数へ戻る

統計関数

これらの関数にはパラメータがありません。しかし、かっこは必要です。

RecNo( )

ソースデータテーブルで現在読み取られている行数を整数で返します。最初のレコードの番号は1で
す。

RowNo( )

結果として得られるQlikViewの内部テーブルの現在行の位置を整数で返します。原データ表上のレ
コード数をカウントするRecNo( )とは異なり、RowNo( )関数はwhere句で除外されたレコード
はカウントせず、元のデータテーブルが別のテーブルと連結されてもリセットされません。最初の行の
番号は1です。

注意!
先行するロード文、つまり、同じテーブルから読み取られた多数の積み上げ Loadステートメントを使
用する場合は、LoadステートメントでRowNo( )のみを使用できます。その後の先行 Loadステー
トメントでRowNo( )を使用すると、0が返されます。

例：
データテーブル：

Tab1.csv

A B

1 aa

2 cc

3 ee

Tab2.csv

A B
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5 xx

4 yy

6 zz

QVTab:

Load *, RecNo( ), RowNo( ) from Tab1.csv where A<>2;

Load *, RecNo( ), RowNo( ) from Tab2.csv where A<>5;

結果としてのQlikView内部テーブル：

QVTab

A B RecNo( ) RowNo( )

1 aa 1 1

3 ee 3 2

4 yy 2 3

6 zz 3 4

IterNo( )

この関数は、while 句と共に使用される場合にのみ意味を持ちます。 Load (313ページ)を参照してく
ださい。IterNo( )は、while句のある loadステートメントで、1つのレコードが評価された回数を
示す整数を返します。最初の反復の番号は1です。

autonumber(expression[ , AutoID])

スクリプトの実行中に expressionの評価によって発生する個々の値について、一意の整数値を返しま
す。この関数は、たとえば複合キーのコンパクトメモリ表示を作成する場合などに使用します。
autonumber関数が1つのスクリプト内の複数のキーで使用されている場合に、複数のカウンタイン
スタンスを作成するには、オプションのパラメータ AutoIDを使用して各カウンタに名前を付けること
ができます。

例：
autonumber( Region&Year&Month )

autonumber( Region&Year&Month, 'Ctr1' )

autonumberhash128(expression {, expression})
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複合入力式の値の128ビットハッシュ値を計算し、スクリプトの実行中に発生する個々のハッシュ値に
ついて一意の整数値を返します。この関数は、たとえば複合キーのコンパクトメモリ表示を作成する場
合などに使用します。

例：
autonumberhash128 ( Region, Year, Month )

autonumberhash256(expression {, expression})

複合入力式の値の256ビットハッシュ値を計算し、スクリプトの実行中に発生する個々のハッシュ値に
ついて一意の整数値を返します。この関数は、たとえば複合キーのコンパクトメモリ表示を作成する場
合などに使用します。この関数は、スクリプト関数としてのみ使用できます。

例：
Autonumberhash256 ( Region, Year, Month )

fieldvaluecount(fieldname)

項目内の固有の値の数を返します。fieldnameは、文字列として指定する必要があります(たとえば、
引用符で囲まれた文字)。

例：
let x = fieldvaluecount('Alfa');

その他の関数へ戻る

文字列関数

次の関数では、パラメータは数式であり、sは文字列と解釈されます。

ord( s)

文字列 sの最初の文字のアスキーコード。結果は整数になります。

例：
ord('A')は、65を返します。

chr( n)

ASCII (1-127)、ANSI (128-255)、またはUnicode (256以上)で数字 nに対応する文字。結果は文字
列になります。

例：
chr(65)は、文字列 "A"を返します。

len( s)

文字列sの長さです。結果は整数になります。
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例：
len(Name)は、Name = 'Peter'のとき 5を返します。

left( s , n)

文字列sのサブストリングです。結果は、sの最初のn文字からなる文字列になります。

例：
left('abcdef',3)は、"abc"を返します。
left(Date, 4)は、Date = 1997-07-14のとき 1997を返します。

より複雑な例については、次の index関数を参照してください。

right( s , n)

文字列sのサブストリングです。結果は、sの最後のn文字からなる文字列になります。

例：
right('abcdef',3 )は、"def"を返します。
right( Date,2 )は、Date = 1997-07-14のとき 14を返します。

mid(s, n1[, n2 ])

文字列sのサブストリングです。結果は、n1で始まり長さが n2文字の文字列になります。n2が省略さ
れていると、この関数は文字 n1で始まる文字列の右端の部分を返します。文字列内での位置は、1から
順に番号が付けられます。

例：
mid('abcdef',3 )は、"cdef"を返します。
mid('abcdef',3, 2 )は、"cd"を返します。
mid( Date,3 )は、Date = 970714のとき 0714を返します。
mid( Date,3,2 )は、Date = 970714のとき 07を返します。

より複雑な例については、次の index関数を参照してください。

index(s1 , s2[ , n])

サブストリングの位置です。この関数は、文字列 s1内のサブストリング s2が n番目に発生する開始位
置を返します。nが省略されている場合は、1番目のものについて処理されます。nが負の場合は、文字
列 s1の終わりから検索が実行されます。結果は整数になります。文字列内での位置は、1から順に番号
が付けられます。

例：
index( 'abcdefg', 'cd' )は、3を返します。
index( 'abcdabcd', 'b', 2 )は、6を返します。
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index( 'abcdabcd', 'b', -2 )は、2を返します。
left( Date, index( Date,'-') -1 )は、Date = 1997-07-14のとき 1997を返しま
す。
mid( Date, index( Date, '-', 2 ) -2, 2 )は、Date = 1997-07-14のとき 07を返
します。

upper(textexpression)

数式内のすべてのデータを大文字に変換します。

例：
upper( 'abcD' )は、"ABCD"を返します。

lower( textexpression )

数式内のすべてのデータを小文字に変換します。

例：
lower( 'abcD' )は、"abcd"を返します。

repeat( s, n)

文字列 sを n回繰り返すことによって構成される文字列を返します。

例：
repeat( ' * ', rating )は、rating= 4のとき "****" を返します。

ltrim(s )

文字列 sの先頭のスペースを削除して返します。

例：
ltrim ( ' abc' )は、"abc" を返します。
ltrim ( 'abc ' )は、"abc " を返します。

rtrim(s )

文字列sの末尾のスペースを削除して返します。

例：
rtrim ( ' abc' )は、" abc" を返します。
rtrim ( 'abc ' )は、"abc" を返します。

trim(s )

文字列 sの先頭と末尾のスペースを削除して返します。
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例：
trim ( ' abc' )は、"abc" を返します。
trim ( 'abc ' )は、"abc" を返します。
trim ( ' abc ' )は、"abc" を返します。

subfield(s, 'delimiter' [ , index ] )

パラメータが3つの場合、このスクリプト関数は、区切り記号("delimiter") を含む長い文字列 sか
ら、指定されたサブストリングを返します。indexは、返すサブストリングを示す任意の整数で
す。subfieldが loadステートメント内の項目式で使用される場合、indexが省略されると、loadス
テートメントは subfield関数により、sにある各サブストリングの入力データの完全なレコードを自動
的に生成します。
パラメータが2つの場合、この subfield関数は、区切り記号 'delimiter'を持つ大きな文字列 sの各サ
ブストリングについて1つのレコードを生成します。1つの loadステートメントで複数の subfield関
数が使用されている場合は、すべての組み合わせのデカルト積が生成されます。

例：
(パラメータ3つ)
subfield(S, ';' ,2)は、Sが 'abc;cde;efg' のとき "cde" を返します。
subfield(S, ';' ,1)は、Sが空の文字列のとき、NULLを返します。
subfield(S, ';' ,1)は、Sが ";" のとき、空の文字列を返します。

KeepChar(s1 , s2)

文字列 s2に含まれないすべての文字を文字列 s1から削除して返します。

例：
keepchar ( 'a1b2c3','123' ) は、"123"を返します。

PurgeChar(s1, s2)

文字列 s2に含まれるすべての文字を文字列 s1から削除して返します。

例：
purgechar ( 'a1b2c3','123' ) は、 "abc"を返します。

capitalize(s)

文字列 sのすべての単語の頭文字を大文字に変換して返します。

例：

capitalize ('my little pony')は、"My Little Pony" を返します。
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capitalize ( 'AA bb cC Dd')は、"Aa Bb Cc Dd" を返します。

evaluate(s )

テキスト文字列 sが有効なQlikView式として評価可能な場合に、評価された数式の結果を返します。s
が無効な数式の場合は、NULLを返します。

注意!
これらの文字列関数は、チャート式では使用できません。

例：
evaluate ( 5 * 8 )は、 40を返します。

TextBetween(s , beforetext , aftertext [, n ])

文字列 s内で n番目に現れる beforetextと、その後で初めて出現する aftertextの間にあるテキストを
返します。

例：
TextBetween('<abc>', '<', '>')は、"abc" を返します。
>TextBetween('<abc><de>', '<', '>',2)は、"de" を返します。

Replace(s, fromstring ,tostring)

文字列 s内の指定されたすべてのサブストリングを別のサブストリングで置き換えた文字列を返しま
す。この関数は非再帰関数で、左から右へ処理されます。
sは、元の文字列です。
fromstringは、文字列に1回以上現れる文字列です。
tostringは、文字列に現れる fromstringを置き換える文字列です。

例：
replace('abccde','cc','xyz')は、"abxyzde" を返します。

FindOneOf(text , characterset [ , n])

文字列 characterset内のいずれかの文字が文字列 text内で n番目に現れる位置を返します。nが省略
されていると、最初に現れる文字の位置を返します。一致する文字列がない場合は、0が返されます。

例：
findoneof( 'my example text string', 'et%s')は、"4" を返します。
findoneof( 'my example text string', 'et%s', 3)は、"12" を返します。
findoneof( 'my example text string', '¤%&')は、"0" を返します。

hash128(expression {, expression})
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複合入力式の値の128ビットハッシュ値を返します。結果は文字列になります。

例：
hash128 ( 'abc', 'xyz', '123' )

hash128 ( Region, Year, Month )

hash160(expression {, expression})

複合入力式の値の160ビットハッシュ値を返します。結果は文字列になります。

例：
hash160 ( Region, Year, Month )

hash256(expression {, expression} )

複合入力式の値の256ビットハッシュ値を返します。結果は文字列になります。

例：
hash256 ( Region, Year, Month )

substringcount(text , substring)

文字列テキスト内に出現するsubstring文字列の回数を返します。結果は整数になります。一致
するものがない場合は、0を返します。

例：
substringcount ( 'abcdefgcdxyz', 'cd' )は、2を返します。

applycodepage(text, codepage)

数式に記載されたテキストや項目に異なるコードページを適用します。コードページの書式は数
値である必要があります。

その他の関数へ戻る

マップ関数

ApplyMap関数を使用して、事前にロードされたマッピングテーブルに任意の数式をマップできま
す。構文は次のとおりです。

applymap('mapname', expr [ , defaultexpr ] )

ここで
mapnameは、以前にmapping loadまたはmapping selectステートメントで作成されたマッピ
ングテーブルの名前です(Mapping (322ページ)を参照)。名前は一重の直線 スクリプトでの引用符
(358ページ)で囲む必要があります。
exprは、結果がマップされる数式です。
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defaultexprは、exprに一致する値がマッピングテーブルに存在しない場合に、デフォルトのマッピン
グ値として使用されるオプションの数式です。デフォルト値が与えられていない場合は、exprがそのま
ま返されます。

例：
// 次のマッピング テーブルを前提とする

map1:

mapping load * inline [

x, y

1, one

2, two

3, three ] ;

ApplyMap ('map1', 2 )は"two" を返します。
ApplyMap ('map1', 4 )は4を返します。
ApplyMap ('map1', 5, 'xxx')は"xxx" を返します。
ApplyMap ('map1', 1, 'xxx')は"one" を返します。
ApplyMap ('map1', 5, null( ) )はNULLを返します。
ApplyMap ('map1', 3, null( ) )は"three" を返します。

MapSubstring関数を使用して、事前にロードされたマッピングテーブルに任意の数式の一部をマッ
プできます。マッピングは大文字と小文字を区別し、反復しません。サブストリングは左から右にマッ
プされます。構文は次のとおりです。

mapsubstring('mapname', expr)

この関数を使用して、事前にロードされたマッピングテーブルに任意の数式の一部をマップできます。
マッピングは、非再帰で、大文字と小文字は区別されます。サブストリングは左から右にマップされま
す。Mapnameは、mapping loadまたはmapping selectステートメントによって以前に読み取ら
れたマッピングテーブルの名前です(Mapping (322ページ)を参照)。名前は一重の直線引用符で囲む
必要があります。exprは、結果がサブストリングによってマップされる数式です。

例：
// 次のマッピング テーブルを前提とする

map1:

mapping load * inline [

x, y

1, <one>

aa, XYZ

x, b ] ;

MapSubstring ('map1', 'A123')は"A<one>23" を返します。
MapSubstring ('map1', 'baaar')は"bXYZar" を返します。
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MapSubstring ('map1', 'xaa1')は"bXYZ<one>"を返します。

その他の関数へ戻る

レコード関数

これらの関数は、以前にロードされたデータのレコードの値が現在のレコードの評価に必要な場合に使
用します。

exists(field [ , expression ] )

特定の項目値がこれまでにロードしたデータの指定した項目に存在するかどうかを決定します。field
は、項目名に評価される名前または文字列数式です。項目は、スクリプトによってこれまでにロードさ
れたデータの中に存在する必要があります。exprは、指定された項目内で検索する項目値に評価される
数式です。省略されると、現在のレコードの指定された項目の値が使用されます。

例：
exists(Month, 'Jan')は、項目値 'Jan'が項目 'Month'の現在の内容に含まれていれば、-1
(true) を返します。
exists(IDnr, IDnr)は、現在のレコード内の項目 IDnrの値が、この項目を含む前に読み取
られたレコードに既に存在している場合、-1 (true) を返します。
exists (IDnr)は、前の例と同一です。
Load Employee, ID, Salary from Employees.csv;
Load FirstName& ' ' &LastName as Employee, Comment from Citizens.csv

where exists (Employee, FirstName& ' ' &LastName);

従業員である人に関するコメントのみが読み取られます。
Load A, B, C, from Employees.csv where not exists (A);

これは、項目Aに対してdistinct loadを実行するのと同じです。

previous(expression )

previousの入力レコードのデータを使用して、expressionの値を返します。内部テーブルの最初のレ
コードでは、この関数はNULLを返します。previous関数をネストすることで、さらに前のレコード
にアクセスすることもできます。データは入力ソースから直接取得されるため、QlikViewにまだロード
されていない(つまり、その連想データベースに保存されていなくても)項目を参照することができま
す。

例：
Load *, Sales / previous(Sales) as Increase from ...;

Load A, previous(previous( A )) as B from ...;

peek(fieldname [ , row [ , tablename ] ] )

内部テーブル tablenameの rowで指定されたレコード内の項目 fieldnameの内容を返します。データ
は、QlikViewの連想データベースから取得されます。
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fieldnameは、文字列として指定する必要があります(たとえば、引用符で囲まれた文字)。
Rowは、整数である必要があります。0は最初のレコード、1は2番目のレコードを示し、以下同様に
表されます。負の数は、テーブルの最後から見た順序を表します。-1は、読み取られた最後のレコード
を示します。
rowが指定されていない場合は、-1として処理されます。
tablenameはテーブルのラベルで(テーブルラベル(346ページ)を参照)、末尾にコロンを付けませ
ん。tablenameが指定されていない場合は、現在のテーブルとして処理されます。ロードステートメ
ント以外で使用する、または他のテーブルを参照する場合は、tablename を指定する必要があります。

例：
peek( 'Sales' )

は、以前に読み取られたレコードの Salesの値を返します( previous(Sales)と同じです)。
peek( 'Sales', 2 )

現在の内部テーブルから読み取られた3番目のレコードの Salesの値を返します。
peek( 'Sales', -2 )

は、現在の内部テーブルに読み取られた最後から2番目のレコードの Salesの値を返します。
peek( 'Sales', 0, 'Tab1' )

は、Tab1というラベルの内部テーブルに読み取られた最初のレコードの Salesの値を返しま
す。
Load A, B, numsum( B, peek( 'Bsum' ) ) as Bsum...;

は、BsumにBの累積を作成します。

FieldValue(fieldname , n )

項目 fieldnameの nの位置にある項目値を返します(ロード順)。fieldnameは文字列値である必要が
あり、項目名はシングルクォートで囲みます。n= 1では、最初の項目値が返されます。nが項目値よ
り大きい場合は、NULLが返されます。

注意：この関数は、ユニーク項目値でのみ機能します。

例：
FieldValue( 'HelpText', 5 )

FieldIndex(fieldname , value )

項目 fieldname内の項目値 valueの位置を返します(ロード順)。valueが項目値の中にない場合は、0
を返します。fieldnameは文字列値である必要があり、項目名はシングルクォートで囲みます。

例：
FieldIndex( 'Name', 'John Doe' )

lookup(fieldname, matchfieldname, matchfieldvalue [, tablename])
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項目matchfieldnameに最初に値matchfieldvalueが現れたときに対応する fieldnameの値を返しま
す。
fieldname、matchfieldnameおよび tablenameは、文字列として指定する必要があります(たとえ
ば、引用符で囲まれた文字)。
連結などの複雑な操作が行われた結果として作成されたテーブルでは検索順が明確に定義されません
が、それ以外の場合、検索はロード順に実行されます。
fieldnameとmatchfieldnameは両方とも、tablenameで指定された同一のテーブルの項目であるこ
とが必要です。tablenameが省略されている場合は、現在のテーブルとして処理されます。
一致するものがない場合は、nullが返されます。

例：
lookup('Price', 'ProductID', InvoicedProd, 'pricelist')

その他の関数へ戻る

条件付き関数

if(condition , then , else)

パラメータが3つの condition、then、および elseは、すべて数式です。最初の conditionは論理的に
解釈されます。他の2つの thenと elseは、任意の型にすることができます。これらは同一の型である
ことが望まれます。conditionが真のとき、この関数は数式 thenの値を返します。conditionが偽のと
き、この関数は数式 elseの値を返します。

例：
if( Amount>= 0, 'OK', 'Alarm' )

alt(case1[ , case2 , case3 , ...] , else)

alt関数は、有効な数値表現を持つ最初のパラメータを返します。一致するものが見つからない場合
は、最後のパラメータを返します。任意の数のパラメータを使用できます。

例：
alt( date#( dat , 'YYYY/MM/DD' ),

date#( dat , 'MM/DD/YYYY' ),

date#( dat , 'MM/DD/YY' ),

'No valid date' )

は、項目date に含まれる日付が3つの指定された日付の書式のうちのいずれかに従っているかどうか
をテストします。従っている場合は、元の文字列と日付の有効な数値表現を返します。一致するものが
ない場合、"No valid date" というテキストが返されます(有効な数値表現は含まれません)。

pick(n, expr1[ , expr2,...exprN])

リストの n番目の数式を返します。nは1からNの間の整数です。

例：
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pick( N'A''B'4, , , )

N= 2のとき 'B'を返します。
N= 3のとき 4を返します。

match( str, expr1 [ , expr2,...exprN ] )

match関数は、大文字と小文字を区別して比較を行います。

例：
match( M, 'Jan','Feb','Mar')

M= Febのとき 2を返します。
M= Aprまたは janのとき 0を返します。

mixmatch( str, expr1 [ , expr2,...exprN ] )

mixmatch関数は、大文字と小文字を区別せずに比較を行います。

例：
mixmatch( M, 'Jan','Feb','Mar')

M= janのとき 1を返します。

wildmatch( str, expr1 [ , expr2,...exprN ] )

wildmatch関数は、大文字と小文字を区別せずに比較を行います。比較文字列にはワイルドカード文
字( *と ?) を使用できます。

例：
wildmatch( M, 'ja*','fe?','mar')

M= Januaryのとき 1を返します。
M= fexのとき 2を返します。

class(expression, interval [ , label [ , offset ]])

expressionsの分類を作成します。ビン幅は、intervalによって設定された数によって決まります。結
果は、aとbをビンの上限と下限として、a<=x<bとして示されます。xは、labelに記述された任意
の文字列で置き換えることができます。デフォルトの分類開始点は、通常、0です。これは、offsetを
追加することによって変更できます。

例：
class( var,10 )は、var = 23のとき、"20<=x<30"を返します。
class( var,5,'value' )は、var = 23のとき、"20<= value <25"を返します。
class( var,10,'x',5 )は、var = 23のとき "15<=x<25"を返します。

その他の関数へ戻る
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論理関数

IsNum( expr)

数式が数として解釈できる場合は-1 (true)、それ以外の場合は0 (false) を返します。

IsText(expr)

数式がテキスト表現を持つときは-1 (true)、それ以外の場合は0 (false) を返します。

IsPartialReload( )

現在のリロードが部分的である場合は-1 (true)、それ以外の場合は0 (false) を返します。

その他の関数へ戻る

Null関数

Null( )

実NULL値を返します。

IsNull(expr)

exprがNULLを返すときは-1 (true)、それ以外の場合は0 (false) を返します。

その他の関数へ戻る

システム関数

ClientPlatform( )

例えば、Mobile.iPhoneといったクライアントが使用しているプラットフォームの名前を返します。
すべての携帯クライアントはMobile で開始され、ピリオド(.) と携帯デバイスの種類が続きます。Ajax
を使用するクライアントでは、Browser.FirefoxのようにBrowser、ピリオド(.) とブラウザの名前
を返します。

注意!
この関数が返すのは、QVPXプロトコルを使用する携帯クライアントとAjaxクライアントのみです。

OSuser( )

オペレーティングシステムによって返される現在のユーザー名を含む文字列を返します。

QVuser( )

section accessでの入力に基づいて、現在のQlikViewユーザーのユーザー名を含む文字列を返しま
す。

ComputerName( )

オペレーティングシステムによって返されるコンピュータ名を含む文字列を返します。

ReloadTime( )
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最後に実行が完了したスクリプトのタイムスタンプを返します。

GetActiveSheetID()

アクティブなシートの IDを含む文字列を返します。

GetRegistryString(path, key)

指定されたレジストリの pathにある指定されたレジストリの keyの値を返します。この関数は、チ
ャートとロードスクリプトで使用できます。

例：
getregistrystring('HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\QlikTech\QlikViewServer\Settings
7','EnableSessionLog')

qlikviewversion()

QlikViewのフルバージョンとビルド番号(7.52.3797.0409.3など)を文字列として返します。この関
数は、QlikViewビルト7.52.3795以降でのみ使用できます。

MsgBox(str msg [, str caption [, mb_buttons [, mb_icons[, mb_
defbutton]]]] )

この関数は、スクリプトでのみ使用でき、スクリプトの実行中にメッセージボックスを開きます。パラ
メータmsgおよびcaptionは、それぞれメッセージテキストとキャプションテキストとして使用され
ます。パラメータmb_buttonsは、メッセージボックスにどのボタンが表示されるかを下記に従って
定義します。

0または 'OK' ： [OK] ボタンひとつ
1または 'OKCANCEL'： [OK] と [キャンセル]のボタン2つ
2または 'ABORTRETRYIGNORE'： [中止]、[再試行]、[無視する]のボタン3つ
3または 'YESNOCANCEL'： [はい]、 [いいえ]、[キャンセル]のボタン3つ
4または 'YESNO'： [はい]と [いいえ]のボタン2つ
5または 'RETRYCANCEL'： [再試行]と [キャンセル]のボタン2つ

パラメータmb_iconsは、メッセージボックスにどのアイコンが表示されるかを下記に従って定義しま
す。

0もしくは空の文字列：アイコンなし
16もしくは 'ICONHAND'：重大なエラーに使用される"X"のついたアイコン
32もしくは 'ICONQUESTION'：疑問符のついたアイコン
48もしくは 'ICONEXCLAMATION'：小さなエラー、注意、アラートに対して使用される感嘆
符の付いたアイコン
64もしくは 'ICONASTERISK'：情報メッセージに使用される iの付いたアイコン

パラメータmb_defbuttonは、メッセージボックスを表示する際に、どのボタンにフォーカスを置く
かを下記に従って定義します。

0または 'DEFBUTTON1'：最初のボタンにフォーカスを置く
256または 'DEFBUTTON2'：2番目のボタンにフォーカスを置く
512または 'DEFBUTTON3'：3番目のボタンにフォーカスを置く
768または 'DEFBUTTON4'：4番目のボタンにフォーカスを置く
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この関数は、ユーザーによって押されたボタンを次のように整数値で返します。
1： [OK]
2： [キャンセル]
3： [中止]
4： [再試行]
5： [無視する]
6： [はい]
7： [いいえ]

パラメータ3、4、および5は内部で追加されるため、上記以外の数値が使用された場合、予想外の組み
合わせのアイコンとボタンが表示される可能性があります。
このメッセージボックス関数は、ダイアログがキャンセルされたり、閉じられたり、表示できない場合
にはNULLを返します。

例：
Load
MsgBox('Message 2', 'msgbox', 'OKCANCEL', 'ICONASTERISK') as x, 2 as r
autogenerate 1;

Input(str cue [, str caption])

この関数は、スクリプトでのみ使用でき、スクリプトの実行中にユーザーに値の入力を促す入力ボック
スを開きます。パラメータcue およびcaptionは、それぞれメッセージテキストとキャプションテキ
ストとして使用されます。この関数は、入力された値を返します。
この入力ボックス関数は、ダイアログがキャンセルされたり、閉じられたり、表示できない場合には
NULLを返します。

例：
Load
Input('Enter value', 'Input box') as v,
Recno () as r
autogenerate 3;

DocumentName( )

現在のQlikViewドキュメントのファイル名について、パスなしで拡張子を含む文字列を返します。

DocumentPath( )

現在のQlikViewドキュメントについて、フルパスを含む文字列返します。

DocumentTitle( )

現在のQlikViewドキュメントのタイトルを含む文字列返します。
Author( )
現在のQlikViewドキュメントの作成者を含む文字列返します。作成者は[ドキュメントプロパティ]ダ
イアログの[基本設定]タブで設定します。

GetObjectField ([index])

軸の名前を返します。indexは、返す使用軸を示す任意の整数です。

例：
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getobjectfield(2)

StateName ()

オブジェクトで使用されているステート名を返します。QlikView開発者はこの関数を使用し、オブジェ
クトのステートが変更された場合に動的テキストと動的カラーを機能させることができます。この関数
が機能するのはオブジェクト上のみですので注意してください。チャートの数式で、数式が参照するス
テートを断定するために使用することはできません。次の例は、この関数の使用方法です。

例：
動的テキスト
='Region - ' & if(StateName() = '$', 'Default', StateName())

例：
動的カラー
if(StateName() = 'Group 1', rgb(152, 171, 206),

if(StateName() = 'Group 2', rgb(187, 200, 179),

rgb(210, 210, 210)

)

)

GetExtendedProperty (name[, objectid])

指定したオブジェクト IDを持つシートオブジェクトに名前の付いた拡張プロパティの値を返します。
オブジェクトが指定されていない場合は、シートオブジェクトには使用される数式が含まれます。
拡張プロパティは、定義ファイルの拡張オブジェクトで定義されます。

例：
GetExtendedProperty ('Greeting')

その他の関数へ戻ります。

ロードスクリプトのファイル関数

ファイル関数(ロードスクリプト式内でのみ有効)は、現在読み込まれているテーブルファイルに関す
る情報を返します。これらの関数は、テーブルファイル以外のデータソースに関してはNULLを返しま
す。(例外： ConnectString( )).
関数をクリックすると、詳細情報が表示されます。

Attribute(filename, attributename)

MP3、WMA、WMVまたはJPG といった異なるファイル形式のメタタグの値をテキストで返します。
filenameはメディアファイルのファイル名で、必要に応じてパスを含みます。
attributenameはメタ情報のタグ名です。
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filenameファイルが存在しない、サポートされたファイル形式でない、または attributename
に記載されたメタのタグが含まれない場合、nullを返します。
'Artist'や 'Date Picture Taken'など、たくさんのメタタグを使用できます。サポートされたタ
グは、自動的にスクリプト内に生成されます。生成するためのキーボードショートカット
は、jpgファイル用はCTRL+ Q,J,P,G (QJPG をタイプする間CTRLキーを押し続けま
す)、mp3ファイル用はCTRL+ Q,M,P,3、wmaファイル用はCTRL+ Q,W,M,Aです。

注意!
関連のある仕様に従って保存されたメタタグのみを読み取れます(MP3ファイルの ID2v3、JPG ファ
イルのEXIF など)。Windows File Explorerに保存されたメタ情報は読み取れません。

例：
Attribute('File', 'Title') as X,

は、各レコードの項目 Xにmp3タグの "title" を返します。

ConnectString()

ODBC またはOLE DB 接続のアクティブな接続 文字列を返します。connect ステートメン
トが実行されていない場合、または disconnectステートメントの後では、空の文字列が返さ
れます。
filebasename()

現在読み取り中のテーブルファイルのファイル名を、パスや拡張子を省略した文字列で返します。

例：
Load *, filebasename( ) as X from

C:\UserFiles\abc.txt

は、各レコードの項目Xに 'abc'を返します。

filedir()

現在読み取り中のテーブルファイルのディレクトリパスを文字列で返します。

例：
Load *, filedir( ) as X from

C:\UserFiles\abc.txt

は、各レコードの項目Xに 'C:\UserFiles'を返します。

fileextension()

現在読み取り中のテーブルファイルの拡張子を文字列で返します。

例：
Load *, fileextension( ) as X from

C:\UserFiles\abc.txt

は、各レコードの項目Xに 'txt'を返します。

filename()

現在読み取り中のテーブルファイルのファイル名を、パスを省略し、拡張子を付けて文字列で返しま
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す。

例：
Load *, filename( ) as X from

C:\UserFiles\abc.txt

は、各レコードの項目Xに 'abc.txt'を返します。

filepath()

現在読み取り中のテーブルファイルのフルパスを文字列で返します。

例：
Load *, filepath( ) as X from

C:\UserFiles\abc.txt

は、各レコードの項目Xに 'C:\UserFiles\abc.txt'を返します。

filesize()

ファイル filenameのサイズをバイト数で表した整数を返します。filenameが指定されていない場合
は、現在読み取り中のファイルのサイズを返します。

例：
filesize( 'xyz.xls' )

'xyz.xls'のファイルサイズを返します。
Load *, filesize( ) as X from abc.txt ;

読み込まれた各レコードの項目Xに、指定されたファイル(abc.txt) のサイズを整数で返しま
す。

filetime([ filename ])

ファイル filenameが最後に更新された日付と時間のタイムスタンプを返します。filenameが指定され
ていない場合、この関数は、現在読み取り中のテーブルファイルを参照します。

例：
filetime( 'xyz.xls' )

ファイルxyz.xls の最終更新のタイムスタンプを返します。
Load *, filetime() as X from abc.txt ;

読み取られた各レコードの項目Xに、ファイル(abc.txt) が最後に更新された日付と時間をタイ
ムスタンプとして返します。

GetFolderPath()

マイクロソフトウィンドウズのSHGetFolderPath関数の値、例えばミュージックフォルダへのパス
など、を返します。関数はウィンドウズエクスプローラで見られるスペースを使用しませんので注意し
てください。

例：
GetFolderPath('MyMusic')

GetFolderPath('MyPictures')
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GetFolderPath('MyVideos')

GetFolderPath('MyReceivedFiles')

GetFolderPath('MyShapes')

GetFolderPath('ProgramFiles')

GetFolderPath('Windows')

QvdCreateTime(filename)

QVDファイルにXMLヘッダーがあれば、その日付と時刻(ない場合はNULL) を返します。
filenameはQVDファイルのファイル名で、必要に応じてパスを含みます。

例：
QvdCreateTime('MyFile.qvd')

QvdCreateTime('C:\MyDir\MyFile.qvd')

QvdNoOfRecords(filename)

QVDファイル内に現在あるレコードの数を返します。
filenameはQVDファイルのファイル名で、必要に応じてパスを含みます。

例：
QvdNoOfRecords ('MyFile.qvd')

QvdNoOfRecords ('C:\MyDir\MyFile.qvd')

QvdNoOfFields(filename)

QVDファイル内の項目数を返します。
filenameはQVDファイルのファイル名で、必要に応じてパスを含みます。

例：
QvdNoOfFields ('MyFile.qvd')

QvdNoOfFields ('C:\MyDir\MyFile.qvd')

QvdFieldName(filename , fieldno)

項目番号 fieldnoがQVDファイル内にあれば、その名前(ない場合はNULL) を返します。
filenameはQVDファイルのファイル名で、必要に応じてパスを含みます。
fieldnoは、QVDファイルに含まれる表内の項目の番号(0が基数)です。

例：
QvdFieldName ('MyFile.qvd', 3)

QvdFieldName ('C:\MyDir\MyFile.qvd', 5)

QvdTableName(filename)

QVDファイルに含まれるテーブルの名前を返します。
filenameはQVDファイルのファイル名で、必要に応じてパスを含みます。

例：
QvdTableName ('MyFile.qvd')

QvdTableName ('C:\MyDir\MyFile.qvd')
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その他の関数へ戻る

表関数

表関数は前回ロードされたデータテーブルに関する情報を返します。

FieldName(nr ,'TableName')

事前にロードされたテーブル内の指定された番号の項目名を返します。
この関数は、loadステートメントで使用されている場合、現在ロード中の表を参照することはできませ
ん。

例：
LET a = FieldName(4,'tab1');

T1:
Load a, b, c, d from abc.csv
T2: 
Load FieldName (2, 'T1') Autogenerate 1;

FieldNumber('field ' ,'TableName')

事前にロードされたテーブル内の指定された項目の番号を返します。
この関数は、loadステートメントで使用されている場合、現在ロード中の表を参照することはできませ
ん。

例：
LET a = FieldNumber('Customer','tab1');

T1:
Load a, b, c, d from abc.csv
T2: 
Load FieldNumber ('b', 'T1') Autogenerate 1;

NoOfFields([ 'TableName ' ])

事前にロードされたテーブル内の項目数を返します。

例：
LET a = NoOfFields('tab1');

Load *, NoOfFields( ) from abc.csv;

NoOfRows('TableName ' )

事前にロードされたテーブル内の行(レコード)数を返します。
この関数は、loadステートメントで使用されている場合、現在ロード中の表を参照することはできませ
ん。

例：
LET a = NoOfRows('tab1');
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Load * from abc.csv where NoOfRows( )<30;

NoOfTables()

事前にロードされたテーブルの数を返します。

TableName( 'TableNumber' )

指定した番号のテーブル名を返します。
この関数は、loadステートメントで使用されている場合、現在ロード中の表を参照することはできませ
ん。

TableNumber( 'TableName' )

指定したテーブルの番号を返します。
この関数は、loadステートメントで使用されている場合、現在ロード中の表を参照することはできませ
ん。

その他の関数へ戻る

ドキュメント関数

これらの関数は、チャートとスクリプトで使用できます。

ReportComment(report_number)

アクティブなドキュメントの指定した番号のレポートのコメントを返します。

ReportName(report_number)

アクティブなドキュメントの指定した番号のレポート名を返します。

ReportID(report_number)

アクティブなドキュメントの指定した番号のレポート IDを返します。

ReportNumber(report_id_or_name)

アクティブなドキュメントの指定した IDもしくは名前のレポート番号を返します。

NoOfReports()

アクティブなドキュメントのレポート数を返します。

その他の関数へ戻る

日付と時間関数

以下の例では、デフォルトの日付と時間の書式hh:mm:ss と YYYY-MM-DD (ISOスタンダード)が仮
定されています。

second(expr)

秒です。exprの小数部が標準的な数値の解釈に従って時間と判断される場合に、秒を表す整数を返しま
す。

例：
second( '09:14:36' )は、36を返します。
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second( '0.5555' )は、55を返します。(0.5555= 13:19:55であるため)
使用されている時間の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。この問題を解決するには、設定を変更するか、 Time# (1028ページ)変換関数を
使用します。

minute(expr)

分です。exprの小数部が標準的な数値の解釈に従って時間と判断される場合に、分を表す整数を返しま
す。

例：
minute( '09:14:36' )は、14を返します。
minute( '0.5555' )は、19を返します。(0.5555= 13:19:55であるため)

使用されている時間の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の second(expr) (424ページ)を参照してください。

hour(expr)

時間です。exprの小数部が標準的な数値の解釈に従って時間と判断される場合に、時間を表す整数を返
します。

例：
hour( 09:14:36 )は、9を返します。
hour( 0.5555 )は、13を返します。(0.5555= 13:19:55であるため)

使用されている時間の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の second(expr) (424ページ)を参照してください。

day(date)

日です。exprの小数部が標準的な数値の解釈に従って日付と判断される場合に、日を表す整数を返しま
す。

例：
day( '1971-10-30' )は 30を返します。

使用されている日付の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。この問題を解決するには、設定を変更するか、Date# (1027ページ)変換関数を使
用します。

week(date)

週の周期です。exprの小数部が標準的な数値の解釈に従って日付と判断される場合に、週を表す整数を
返します。

例：
week( '1971-10-30' )は 43を返します。

使用されている日付の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の day(date) (425ページ)を参照してください。

month(date)
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月です。exprの小数部が書式設定によって数値を指定することができる日付と判断される場合に、月を
表す文字列を返します。

例：
month( '1971-10-30' )はOctを返します。

使用されている日付の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の day(date) (425ページ)を参照してください。

year(date)

年です。exprの小数部が標準的な数値の解釈に従って日付と判断される場合に、年を表す整数を返しま
す。

例：
year( '1971-10-30' )は、1971を返します。

使用されている日付の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の day(date) (425ページ)を参照してください。

weekyear(date)

週の周期が属している年です。週の周期は1～52前後です。年によっては、週#1が12月 (例: 1997
年12月)に始まることもあれば、前年の週#53 (例: 1999年1月)に始まることもあります。週の周期
が別の年に属する場合、yearおよびweekyearの関数はそれぞれ異なる値を返します。

例：
weekyear( '1996/12/30' )は、1997を返します。
weekyear( '1997-01-02' )は、1997を返します。
weekyear( '1997/12/30' )は、1997を返します。
weekyear( '1999/01/02' )は、1998を返します。

使用されている日付の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の day(date) (425ページ)を参照してください。

weekday(date)

週/日です。0から6の間の整数を返します。

例：
weekday( '1971-10-30' )は、5を返します。

使用されている日付の書式がOSで設定されている書式と一致しない場合、QlikViewは正しく解釈する
ことができません。上記の day(date) (425ページ)を参照してください。

now([ timer_mode])

システム時間から現在の時刻のタイムスタンプを返します。timer_mode には、以下の値が含まれるこ
とがあります。
0以前に完了したリロードの時間(現在継続されているリロード以外)
1関数の呼び出し時間
2ドキュメントが開かれた時間   
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timer_modeのデフォルトは1です。timer_mode = 1は、オペレーティングシステムを1秒ごとに
ポーリングし、システムを遅くする可能性があるため、注意して使用する必要があります。

today([timer_mode] )

システム時間から現在の日付を返します。timer_modeには、以下の値が含まれることがあります。
0スクリプトの実行日付
1関数の呼び出し日付
2ドキュメントが開かれた日付   
timer_modeのデフォルトは2です。timer_mode = 1は、オペレーティングシステムを1秒ごとに
ポーリングし、システムを遅くする可能性があるため、注意して使用する必要があります。

LocalTime([timezone [, ignoreDST ]])

指定されたタイムゾーンのシステム時間から得た現在の時間のタイムスタンプを返します。timezone
はWindows コントロールパネルの地域と言語のオプションの場所に示されている任意の地域を含む
文字列を指定できるほか、'GMT+hh:mm'または 'UTC+hh:mm'形式の文字列としても指定できま
す。timezone が指定されていない場合は、現地時間を返します。ignoreDSTが-1 (true) のとき、夏
時間は無視されます。

例：
localtime ('Paris')

localtime ('GMT+01:00')

localtime ('Paris',-1)

localtime()

MakeDate(YYYY [ , MM [ , DD ] ] )

年 YYYY、月MM、日DDから算出された日付を返します。
月が定義されていない場合は、1 (1月)と見なされます。
日が定義されていない場合は、1 (1日)と見なされます。

例：
makedate(1999)は、1999-01-01を返します。
makedate(99)は、0099/01/01を返します。
makedate(1992,12)は、1992/12/01を返します。
makedate(1999,2,14)は、1999/02/14を返します。

MakeWeekDate(YYYY [ , WW [ , D ] ] )

年 YYYY、週WW、曜日Dから算出された日付を返します。
曜日が指定されていない場合は、0 (月曜日)として処理されます。

例：
makeweekdate(1999,6,6)は、1999-02-14を返します。
makeweekdate(1999,6)は、1999-02-08を返します。

MakeTime(hh [ , mm [ , ss [ .fff ] ] ] )

時間 hh、分mm、秒 ss、ミリ秒 fffから算出された時間を返します。
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分が指定されていない場合は、00として処理されます。
秒が指定されていない場合は、00として処理されます。
ミリ秒が定義されていない場合は、000と見なされます。

例：
maketime( 22 )は、22-00-00を返します。
maketime( 22, 17 )は、22-17-00を返します。
maketime( 22, 17, 52 )は、22-17-52を返します。

AddMonths(startdate, n , [ , mode] )

startdateの nヶ月後の日付、または nが負の場合は startdateの nヶ月前の日付を返します。
modeを指定することにより(省略した場合は0)、指定された月の未修正の日(mode=0)、または月末
から算出された日(mode=1) に日付を設定できます。

例：
addmonths ('2003-01-29',3)は、'2003-04-29'を返します。
addmonths ('2003-01-29',3,0)は、'2003-04-29'を返します。
addmonths ('2003-01-29',3,1)は、'2003-04-28'を返します。
addmonths ('2003-01-29',1,0)は、'2003-02-28'を返します。
addmonths ('2003-01-29',1,1)は、'2003-02-26'を返します。
addmonths ('2003-02-28',1,0)は、'2003-03-28'を返します。
addmonths ('2003-02-28',1,1)は、'2003-03-31'を返します。

AddYears(startdate, n)
startdateの n年後の日付、または nが負の場合は startdateの n年前の日付を返します。

例：
addyears ('2009-01-29',3)は、'2012-01-29'を返します。
addyears ('2009-01-29',-1)は、'2008-01-29'を返します。

YearToDate(date [ , yearoffset [ , firstmonth [ , todaydate] ] ])

dateが年初から当日までの間に含まれれば true、そうでなければ false を返します。オプションのパラ
メータがどれも使用されない場合、年初から当日までとは、さかのぼって直近の1月1日からスクリプ
トを最後に実行した日付までを含む1暦年以内のいずれかの日付を意味します。
yearoffsetを指定することにより(省略した場合は0)、同じ期間の別の年について true を返すように
関数を変更することができます。負の yearoffsetは過去の年を表し、正の値は将来の年を表します。昨
年の年初から当日までは、yearoffset= -1と指定することによって得ることができます。
firstmonthを1から12の間で指定することにより(省略した場合は1)、年の始めを任意の月の1日に
移動することができます。例えば事業年度を5月1日から開始する場合に、firstmonth= 5と指定しま
す。
todaydateを指定することにより(省略した場合は最後にスクリプトを実行したタイムスタンプ)、期間
の上限として使用する日付を移動できます。
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例：
最終リロード日付= 1999-11-18と仮定
yeartodate( '1998-11-18')は、false を返します。
yeartodate( '1999-02-01')は、true を返します。
yeartodate( '1999/11/18')は、true を返します。
yeartodate( '1999/11/19')は、false を返します。
yeartodate( '1998-11-18', -1)は、true を返します。
yeartodate( '1999-11-18', -1)は、false を返します。
yeartodate( '1999-04-30', 0, 5)は、false を返します。
yeartodate( '1999-05-01', 0, 5)は、true を返します。

TimeZone( )

Windows で定義されている現在のタイムゾーンの名前を返します。

例：
timezone( )

GMT( )

システム時間とWindows の時間設定から導かれる現在のグリニッジ標準時を返します。

例：
gmt( )

UTC( )

現在の協定世界時間を返します。

例：
utc( )

DaylightSaving( )

夏時間に調整するための現在の時間をWindows での定義に基づいて返します。

例：
daylightsaving( )

SetDateYear (timestamp, year)

timestampに基づいてタイムスタンプを返します。ただし、年は yearで置き換えられま
す。timestampは、QlikViewの標準タイムスタンプ(しばしば日付のみ)です。yearは、4桁で表さ
れる年です。

例：
setdateyear ('2005-10-29', 2006)は、'2006-10-29'を返します。
setdateyear ('2005-10-29 04:26', 2006)は、'2006-10-29 04:26'を返します。

SetDateYearMonth (timestamp, year, month)
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timestampに基づいてタイムスタンプを返します。ただし、年は yearで、月はmonthで置き換えら
れます。timestampは、QlikViewの標準タイムスタンプ(しばしば日付のみ)です。yearは、4桁で
表される年です。monthは、1桁または2桁で表される月です。

例：
setdateyearmonth ('2005-10-29', 2006, 3)は、'2006-03-29'を返します。
setdateyearmonth('2005-10-29 04:26', 2006, 3) は、'2006-03-29 04:26'を返します。

InYear (date, basedate , shift [, first_month_of_year = 1])

basedateを含む年の中に dateがあれば、true を返します。年は、shiftによって補正すること
ができます。shiftは、basedateを含む年について値が0になる整数です。負の値の shiftは過
去の年を示し、正の値は将来の年を示します。扱う年度(事業年度)が1月から始まらない場合
は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定します。

例：
inyear ( '2006-01-25', '2006-01-01', 0 )は、true を返します。
inyear ( '2005-01-25', '2006-01-01', 0 )は、false を返します。
inyear ( '2006/01/25', '2006-01-01', -1 )は、false を返します。
inyear ( '2005/01/25', '2006-01-01', -1 )は、true を返します。
inyear ( '2006-01-25', '2006-07-01', 0, 3 )は、false を返します。
inyear ( '2006-03-25', '2006-07-01', 0, 3 )は、true を返します。

InYearToDate (date, basedate , shift [, first_month_of_year = 1])

dateが basedateの最後の1000分の1秒まで、basedateを含む年の中にある場合は、true
を返します。年は、shiftによって補正することができます。shiftは、basedateを含む年につい
て値が0になる整数です。負の値の shiftは過去の年を示し、正の値は将来の年を示します。扱
う年度(事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値
を指定します。

例：
inyeartodate ( '2006-01-25', '2006-02-01', 0 )は、true を返します。
inyeartodate ( '2006-01-25', '2006-01-01', 0 )は、false を返します。
inyeartodate ( '2005/01/25', '2006-02-01', -1 )は、true を返します。

InQuarter (date, basedate , shift [, first_month_of_year = 1])

basedateを含む四半期の中に dateがあれば、true を返します。四半期は、shiftによって補正
することができます。shiftは、basedateを含む四半期について値が0になる整数です。負の値
の shiftは過去の四半期を示し、正の値は将来の四半期を示します。扱う年度(事業年度)が1月
から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定します。

例：
inquarter ( '2006-01-25', '2006-01-01', 0 )は、true を返します。
inquartertodate ( '2006-01-25', '2006-04-01', 0 )は、false を返します。
inquartertodate ( '2006-01-25', '2006/01/01', -1 )は、false を返します。
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inquarter ( '2005/12/25', '2006-01-01', -1 )は、true を返します。
inquarter ( '2006-01-25', '2006-03-01', 0, 3 )は、false を返します。
inquarter ( '2006-03-25', '2006-03-01', 0, 3 )は、true を返します。

InQuarterToDate (date, basedate , shift [, first_month_of_year =
1])

dateがbasedate の最後の1000分の1秒まで、basedateを含む四半期の中にある場合
は、trueを返します。四半期は、shiftによって補正することができます。shiftは、basedate
を含む四半期について値が0になる整数です。負の値の shiftは過去の四半期を示し、正の値は
将来の四半期を示します。扱う年度(事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_
yearで2から12の間の値を指定します。

例：
inquartertodate ( '2006-01-25', '2006-01-25', 0 )は、true を返します。
inquartertodate ( '2006-01-25', '2006-01-24', 0 )は、false を返します。
inquartertodate ( '2005/12/25', '2006/02/01', -1 )は、false を返します。

InMonth (date, basedate , shift)

basedateを含む月の中に dateがあれば、true を返します。月は、shiftによって補正すること
ができます。shiftは、basedateを含む月について値が0になる整数です。負の値の shiftは過
去の月を示し、正の値は将来の月を示します。

例：
inmonth ( '2006-01-25', '2006-01-01', 0 )は、true を返します。
inmonth ( '2006-01-25', '2006-04-01', 0 )は、false を返します。
inmonth ( '2006-01-25', '2006/01/01', -1 )は、false を返します。
inmonth ( '2005/12/25', '2006-01-01', -1 )は、true を返します。

InMonthToDate (date, basedate , shift)

dateが basedateの最後の1000分の1秒まで、basedateを含む月の中にある場合は、true
を返します。月は、shiftによって補正することができます。shiftは、basedateを含む月につい
て値が0になる整数です。負の値の shiftは過去の月を示し、正の値は将来の月を示します。

例：
inmonthtodate ( '2006-01-25', '2006-01-25', 0 )は、true を返します。
inmonthtodate ( '2006-01-25', '2006-01-24', 0 )は、false を返します。
inmonthtodate ( '2006-01-25', '2006/02/28', -1 )は、true を返します。

InMonths (n, date, basedate , shift [, first_month_of_year = 1])

dateが基準日を含むnヶ月の期間(1月1日から整列)内にあれば、 true を返します。Nは
(1)、2、(3)、4、または6でなければなりません。期間は shiftによって補正することができま
す。shiftは整数で、0は basedateを含む期間を示します。負の値の shiftは過去の期間を示
し、正の値は将来の期間を示します。扱う年度(事業年度)が1月から始まらない場合は、first_
month_of_yearで2から12の間の値を指定します。
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例：
inmonths ( 4, '2006-01-25', '2006-01-01', 0 )は、true を返します。
inmonths ( 4, '2006-01-25', '2006-05-01', 0 )は、false を返します。
inmonths ( 4, '2006-01-25', '2006/01/01', -1 )は、false を返します。
inmonths ( 4, '2005/12/25', '2006-01-01', -1 )は、true を返します。
inmonths ( 4, '2006-01-25', '2006-03-01', 0, 3 )は、false を返します。
inmonths ( 4, '2006-04-25', '2006-03-01', 0, 3 )は、true を返します。

InMonthsToDate (n, date, basedate , shift [, first_month_of_year =
1])

dateが basedateの最後の1000分の1秒まで、basedateを含む nヶ月の期間(1月1日から
整列)の中にある場合は、true を返します。Nは(1)、2、(3)、4、または6でなければなりま
せん。期間は shiftによって補正することができます。shiftは整数で、0は basedateを含む期
間を示します。負の値の shiftは過去の期間を示し、正の値は将来の期間を示します。扱う年度(
事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定し
ます。

例：
inmonthstodate ( 4, '2006-01-25', '2006-04-25', 0 )は、true を返します。
inmonthstodate ( 4, '2006-04-25', '2006-04-24', 0 )は、false を返します。
inmonthstodate ( 4, '2005/11/25', '2006/02/01', -1 )は、true を返します。

InWeek (date, basedate , shift [, weekstart])

basedateを含む週の中に dateがあれば、true を返します。週は、shiftによって補正すること
ができます。shiftは整数で、0は basedateを含む週を示します。負の値の shiftは過去の週を
示し、正の値は将来の週を示します。週の開始を日曜日と月曜日の間の午前0時にしない場合
は、weekstartを使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、また
はその両方を示す実数で指定できます。 

例：
inweek ( '2006-01-12', '2006-01-14', 0 )は、true を返します。
inweek ( '2006-01-12', '2006-01-20', 0 )は、false を返します。
inweek ( '2006-01-12', '2006/01/14', -1 )は、false を返します。
inweek ( '2006/01/07', '2006-01-14', -1 )は、true を返します。
inweek ( '2006-01-12', '2006-01-09', 0, 3 )は、false を返します。

InWeekToDate (date, basedate , shift [, weekstart])

dateが basedateの最後の1000分の1秒まで、basedateを含む週の中にある場合は、true
を返します。週は、shiftによって補正することができます。shiftは整数で、0は basedateを
含む週を示します。負の値の shiftは過去の週を示し、正の値は将来の週を示します。週の開始
を日曜日と月曜日の間の午前0時にしない場合は、weekstartを使用して補正値を日数で示しま
す。これは、日数または1日未満の長さ、またはその両方を示す実数で指定できます。
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例：
inweektodate ( '2006-01-12', '2006-01-12', 0 )は、true を返します。
inweektodate ( '2006-01-12', '2006-01-11', 0 )は、false を返します。
inweektodate ( '2006-01-12', '2006/01/05', -1 )は、false を返します。

InLunarWeek (date, basedate , shift [, weekstart])

basedateを含む週周期(毎年1月1日に始まる連続する7日間の期間)の中に dateがある場合
は、true を返します。週周期は、shiftによって補正することができます。shiftは整数で、0は
basedateを含む週周期を示します。負の値の shiftは過去の週周期を示し、正の値は将来の週周
期を示します。週周期の開始日を補正する場合は、weekstartを使用して補正値を日数で示しま
す。これは、日数または1日未満の長さ、またはその両方を示す実数で指定できます。 

例：
inlunarweek ( '2006-01-12', '2006-01-14', 0 )は、true を返します。
inlunarweek ( '2006-01-12', '2006-01-20', 0 )は、false を返します。
inlunarweek ( '2006-01-12', '2006/01/14', -1 )は、false を返します。
inlunarweek ( '2006/01/07', '2006-01-14', -1 )は、true を返します。
inlunarweek ( '2006-01-11', '2006-01-08', 0, 3 )は、false を返します。

InLunarWeekToDate (date, basedate , shift [, weekstart])

dateが basedate (basedateの最後のミリ秒までを含む)を含む週周期(各年の1月1日からの
連続する7日間)の一部に含まれる場合は、true を返します。週周期は、shiftによって補正する
ことができます。shiftは整数で、0は basedateを含む週周期を示します。負の値の shiftは過
去の週周期を示し、正の値は将来の週周期を示します。週周期の開始日を補正する場合
は、weekstartを使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、また
はその両方を示す実数で指定できます。

例：
inlunarweektodate ( '2006-01-12', '2006-01-12', 0 )は、true を返します。
inlunarweektodate ( '2006-01-12', '2006-01-11', 0 )は、false を返します。
inlunarweektodate ( '2006-01-12', '2006/01/05', 1 )は、true を返します。

InDay (timestamp, basetimestamp , shift [, daystart])

basetimestampを含む日の中に timestampがある場合は、true を返します。日は、shiftによ
って補正することができます。shiftは整数で、0は basetimestampを含む日を示します。負の
値の shiftは過去の日を示し、正の値は将来の日を示します。日の開始時刻を深夜0時にしない
場合は、daystartを使用して1日未満の長さを補正値として指定します。例えば、0.125は午
前3時を意味します。

例：
inday ( '2006-01-12 12:23', '2006-01-12 00:00', 0 )は、true を返します。
inday ( '2006-01-12 12:23', '2006-01-13 00:00', 0 )は、false を返します。
inday ( '2006-01-12 12:23', '2006/01/12 00:00', -1 )は、false を返します。
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inday ( '2006/01/11 12:23', '2006-01-12 00:00', -1 )は、true を返します。
inday ( '2006-01-12 12:23', '2006-01-12 00:00', 0, 0.5 )は、false を返しま
す。
inday ( '2006-01-12 11:23', '2006-01-12 00:00', 0, 0.5 )は、true を返しま
す。

InDayToTime (timestamp, basetimestamp , shift [, daystart])

timestampが basetimestampの1000分の1秒まで正確に、basetimestampを含む日の中
にある場合は、true を返します。日は、shiftによって補正することができます。shiftは整数
で、0は basetimestampを含む日を示します。負の値の shiftは過去の日を示し、正の値は将
来の日を示します。日の開始時刻を深夜0時にしない場合は、daystartを使用して1日未満の
長さを補正値として指定します。例えば、0.125は午前3時を意味します。

例：
indaytotime ( '2006-01-12 12:23', '2006-01-12 23:59', 0 )は、true を返し
ます。
indaytotime ( '2006-01-12 12:23', '2006-01-12 00:00', 0 )は、false を返し
ます
indaytotime ( '2006/01/11 12:23', '2006-01-12 23:59', -1 )は、true を返し
ます。

YearStart( date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

dateを含む年の最初の日付の最初のミリ秒のタイムスタンプに相当する値を返します。デフォル
トの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat です。shiftは整数で、0は dateを
含む年を示します。負の値の shiftは過去の年を示し、正の値は将来の年を示します。扱う年度(
事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定し
ます。

例：
基底の数値が '2001-01-01 00:00:00.000'に対応するとき、yearstart ( '2001-10-19'

)は、'2001-01-01'を返します。
基底の数値が '2000-01-01 00:00:00.000'に対応するとき、yearstart ( '2001-10-19',

-1 )は、'2000-01-01'を返します。
基底の数値が '2001-04-01 00:00:00.000'に対応するとき、yearstart ( '2001-10-19',

0, 4 )は、'2001-04-01'を返します。

YearEnd( date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

dateを含む年の最後の日付の最後のミリ秒のタイムスタンプに相当する値を返します。デフォル
トの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat です。shiftは整数で、0は dateを
含む年を示します。負の値の shiftは過去の年を示し、正の値は将来の年を示します。扱う年度(
事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定し
ます。
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例：
基底の数値が '2001-12-31 23:59:59.999'に対応するとき、yearend ( '2001-10-19' )

は、'2001-12-31'を返します。
基底の数値が '2000-12-31 23:59:59.999'に対応するとき、yearend ( '2001-10-19', -

1 )は、'2000-12-31'を返します。
基底の数値が '2002-03-31 23:59:59.999'に対応するとき、yearend ( '2001-10-19',

0, 4 )は、'2002-03-31'を返します。

YearName(date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]] )

dateを含む年の最初の日の最初のミリ秒のタイムスタンプに基底の数値が対応するとき、4桁の
年の表示値を返します。shiftは整数で、0は dateを含む年を示します。負の値の shiftは過去の
年を示し、正の値は将来の年を示します。扱う年度(事業年度)が1月から始まらない場合
は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定します。表示値は、2年を表す文字列に
なります。

例：
基底の数値が '2001-01-01 00:00:00.000'に対応するとき、yearname ( '2001-10-19')

は、'2001'を返します。
基底の数値が '2000-01-01 00:00:00.000'に対応するとき、yearname ( '2001-10-19',

-1 )は、'2000'を返します。
基底の数値が '2001-04-01 00:00:00.000'に対応するとき、yearname ( '2001-10-19',

0, 4 )は、'2001-2002'を返します。

QuarterStart(date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

dateを含む四半期の最初のミリ秒のタイムスタンプに対応する値を返します。デフォルトの出力
形式は、スクリプトに設定されているDateFormat です。shiftは整数で、dateを含む四半期を
示します。負の値の shiftは過去の四半期を示し、正の値は将来の四半期を示します。扱う年度(
事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定し
ます。

例：
基底の数値が '2005-10-01 00:00:00.000'に対応するとき、quarterstart ( '2005-10-

29' )は、'2005-10-01'を返します。
基底の数値が '2005-07-01 00:00:00.000'に対応するとき、quarterstart ( '2005-10-

29', -1 )は、'2005-07-01'を返します。
基底の数値が '2005-09-01 00:00:00.000'に対応するとき、quarterstart ( '2005-10-

29', 0, 3 )は、'2005-09-01'を返します。

QuarterEnd(date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

dateを含む四半期の最後のミリ秒のタイムスタンプに相当する値を返します。デフォルトの出力
形式は、スクリプトに設定されているDateFormat です。shiftは整数で、dateを含む四半期を
示します。負の値の shiftは過去の四半期を示し、正の値は将来の四半期を示します。扱う年度(
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事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定し
ます。

例：
基底の数値が '2005-12-31 23:59:59.999'に対応するとき、quarterend ( '2005-10-29'

)は、'2005-12-31'を返します。
基底の数値が '2005-09-30 23:59:59.999'に対応するとき、quarterend( '2005-10-29',

-1 )は、'2005-09-30'を返します。
基底の数値が '2005-11-30 23:59:59.999'に対応するとき、quarterend ( '2005-10-

29', 0, 3 )は、'2005-11-30'を返します。

QuarterName(date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

四半期の最初の日付の最初のミリ秒を持つタイムスタンプに基底の数値が対応するとき、四半期
の月および年の表示値を(MonthNames スクリプト変数に従った書式で)返します。shiftは整
数で、dateを含む四半期を示します。負の値の shiftは過去の四半期を示し、正の値は将来の四
半期を示します。扱う年度(事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで
2から12の間の値を指定します。

例：
基底の数値が '2005-10-01 00:00:00.000'に対応するとき、quartername ( '2005-10-

29' )は、'Oct-Dec 2005'を返します。
基底の数値が '2005-07-01 00:00:00.000'に対応するとき、quartername ( '2005-10-

29', -1 )は、'Jul-Sep 2005'を返します。
基底の数値が '2005-09-01 00:00:00.000'に対応するとき、quartername ( '2005-10-

29', 0, 3 )は、'Sep-Nov 2005'を返します。

MonthStart(date [, shift = 0])

dateを含む月の最初の日付の最初のミリ秒のタイムスタンプに対応する値を返します。デフォル
トの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat です。shiftは整数で、0は dateを
含む月を示します。負の値の shiftは過去の月を示し、正の値は将来の月を示します。

例：
基底の数値が '2001-10-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthstart ( '2001-10-19'

)は、'2001-10-01'を返します。
基底の数値が '2001-09-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthstart ( '2001-10-

19', -1 )は、'2001-09-01'を返します。

MonthEnd(date [, shift = 0])

dateを含む月の最後の日付の最後のミリ秒のタイムスタンプに相当する値を返します。デフォル
トの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat です。shiftは整数で、0は dateを
含む月を示します。負の値の shiftは過去の月を示し、正の値は将来の月を示します。

例：
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基底の数値が '2001-02-28 23:59:59.999'に対応するとき、monthend ( '2001-02-19' )

は、'2001-02-28'を返します。
基底の数値が '2001-01-31 23:59:59.999'に対応するとき、monthend ( '2001-02-19',

-1 )は、'2001-01-31'を返します。

MonthName(date [, shift = 0])

月の最初の日の最初のミリ秒を持つタイムスタンプに基底の数値が対応するとき、月および年の
表示値を(MonthNames スクリプト変数に従った書式で)返します。shiftは整数で、0はdate
を含む月を示します。負の値の shiftは過去の月を示し、正の値は将来の月を示します。

例：
基底の数値が '2001-10-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthname ( '2001-10-19'

)は、'Oct 2001'を返します。
基底の数値が '2001-09-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthname ( '2001-10-19',

-1 )は、'Sep 2001'を返します。

MonthsStart(n, date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

dateを含むnヶ月の期間(1月1日から始まる)の最初の1000分の1秒を含むタイムスタンプ
に対応する値を返します。デフォルトの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat
です。Nは(1)、2、(3)、4、または6でなければなりません。shiftは整数で、0は dateを含む
期間を示します。負の値の shiftは過去の期間を示し、正の値は将来の期間を示します。扱う年
度(事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指
定します。

例：
基底の数値が '2001-09-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthsstart ( 4, '2001-

10-19' )は、'2001-09-01'を返します。
基底の数値が '2001-05-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthsstart ( 4, '2001-

10-19', -1 )は、'2001-05-01'を返します。
基底の数値が '2001-10-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthsstart ( 4, '2001-

10-19', 0, 2 )は、'2001-10-01'を返します。

MonthsEnd(n, date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

dateを含むnヶ月の期間(1月1日から始まる)の最後の1000分の1秒を含むタイムスタンプ
に対応する値を返します。デフォルトの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat
です。Nは (1)、2、(3)、4、または6でなければなりません。shiftは整数で、0は dateを含む
期間を示します。負の値の shiftは過去の期間を示し、正の値は将来の期間を示します。扱う年
度(事業年度)が1月から始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指
定します。

例：
基底の数値が '2001-08-31 23:59:59.999'に対応するとき、monthsend ( 4, '2001-07-

19' )は、'2001-08-31'を返します。
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基底の数値が '2001-08-31 23:59:59.999'に対応するとき、monthsend ( 4, '2001-10-

19', -1 )は、'2001-08-31'を返します。
基底の数値が '2002-01-31 23:59:59.999'に対応するとき、monthsend ( 4, '2001-10-

19', 0, 2 )は、'2002-01-31'を返します。

MonthsName(n, date [, shift = 0 [, first_month_of_year = 1]])

nヶ月期間(1月1日開始)を含む dateの最初のミリ秒を持つタイムスタンプに基底の数値が対応する
とき、期間の月および年の表示値を(MonthNames スクリプト変数に従った書式で)返します。Nは
(1)、2、(3)、4、または6でなければなりません。shiftは整数で、0は dateを含む期間を示します。
負の値の shiftは過去の期間を示し、正の値は将来の期間を示します。扱う年度(事業年度)が1月から
始まらない場合は、first_month_of_yearで2から12の間の値を指定します。

例：
基底の数値が '2001-09-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthsname ( 4, '2001-10-

19' )は、'Sep-Dec 2001'を返します。
基底の数値が '2001-05-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthsname ( 4, '2001-10-

19', -1 )は、'May-Aug 2001'を返します。
基底の数値が '2001-10-01 00:00:00.000'に対応するとき、monthsname ( 4, '2001-10-

19', 0, 2 )は、'Oct-Jan 2002'を返します。

WeekStart(date [, shift = 0 [,weekoffset = 0]])

dateを含む暦週の最初の日付(月曜日)の最初の1000分の1秒を含むタイムスタンプに対応す
る値を返します。デフォルトの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat で
す。shiftは整数で、0は dateを含む週を示します。負の値のshift は過去の週を示し、正の値は
将来の週を示します。週の開始を日曜日と月曜日の間の午前0時にしない場合は、weekoffset
を使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、またはその両方を示
す実数で指定できます。

例：
基底の数値が '2006-01-09 00:00:00.000'に対応するとき、weekstart ( '2006-01-12'

)は、'2006-01-09'を返します。
基底の数値が '2006-01-02 00:00:00.000'に対応するとき、weekstart ( '2006-01-12',

-1 )は、'2006-01-02'を返します。
基底の数値が '2006-01-10 00:00:00.000'に対応するとき、weekstart ( '2006-01-12',

0, 1 )は、'2006-01-10'を返します。

WeekEnd(date [, shift = 0 [,weekoffset = 0]])

dateを含む暦週の最後の日付(日曜日)の最後の1000分の1秒を含むタイムスタンプに対応す
る値を返します。デフォルトの出力形式は、スクリプトに設定されているDateFormat で
す。shiftは整数で、0は dateを含む週を示します。負の値の shiftは過去の週を示し、正の値は
将来の週を示します。週の開始を日曜日と月曜日の間の午前0時にしない場合は、weekoffset
を使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、またはその両方を示
す実数で指定できます。
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例：
基底の数値が '2006-01-15 23:59:59.999'に対応するとき、weekend ( '2006-01-12' )

は、'2006-01-15'を返します。
基底の数値が '2006-01-08 23:59:59.999'に対応するとき、weekend ( '2006-01-12', -

1 )は、'2006-01-08'を返します。
基底の数値が '2006-01-16 23:59:59.999'に対応するとき、weekend ( '2006-01-12',

0, 1 )は、'2006-01-16'を返します。

WeekName(date [, shift = 0 [,weekoffset = 0]])

dateを含む週の最初の日の最初のミリ秒のタイムスタンプに基底の数値が対応するとき、年と週
の周期の表示値を返します。shiftは整数で、0は dateを含む週を示します。負の値の shiftは過
去の週を示し、正の値は将来の週を示します。週の開始を日曜日と月曜日の間の午前0時にしな
い場合は、weekoffsetを使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長
さ、またはその両方を示す実数で指定できます。

例：
基底の数値が '2006-01-09 00:00:00.000'に対応するとき、weekname ( '2006-01-12' )

は、'2006/02'を返します。
基底の数値が '2006-01-02 00:00:00.000'に対応するとき、weekname ( '2006-01-12',

-1 )は、'2006/01'を返します。
基底の数値が '2006-01-10 00:00:00.000'に対応するとき、weekname ( '2006-01-12',

0, 1 )は、'2006/02'を返します。

LunarweekStart( date [, shift = 0 [,weekoffset = 0]])

dateを含む週周期(毎年1月1日に始まる連続する7日の期間)の最初の1000分の1秒とタイ
ムスタンプに対応する値を返します。デフォルトの出力形式は、スクリプトに設定されている
DateFormat です。shiftは整数で、値0は dateを含む週周期を示します。負の値の shiftは過
去の週周期を示し、正の値は将来の週周期を示します。週周期の開始日を補正する場合
は、weekoffsetを使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、ま
たはその両方を示す実数で指定できます。

例：
基底の数値が '2006-01-08 00:00:00.000'に対応するとき、lunarweekstart ( '2006-

01-12' )は、'2006-01-08'を返します。
基底の数値が '2006-01-01 00:00:00.000'に対応するとき、lunarweekstart ( '2006-

01-12', -1 )は、'2006-01-01'を返します。
基底の数値が '2006-01-09 00:00:00.000'に対応するとき、lunarweekstart ( '2006-

01-12', 0, 1 )は、'2006-01-09'を返します。

LunarweekEnd(date [, shift = 0 [,weekoffset = 0]])

date を含む週周期(毎年1月1日に始まる連続する7日の期間)の最後の1000分の1秒とタイ
ムスタンプに対応する値を返します。デフォルトの出力形式は、スクリプトに設定されている
DateFormat です。shiftは整数で、値0は日付を含む週周期を示します。負の値の shiftは過去
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の週周期を示し、正の値は将来の週周期を示します。週周期の開始日を補正する場合
は、weekoffsetを使用して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、ま
たはその両方を示す実数で指定できます。

例：
基底の数値が '2006-01-14 23:59:59.999'に対応するとき、lunarweekend ( '2006-01-

12' )は、'2006-01-14'を返します。
基底の数値が '2006-01-07 23:59:59.999'に対応するとき、lunarweekend ( '2006-01-

12', -1 )は、'2006-01-07'を返します。
基底の数値が '2006-01-15 23:59:59.999'に対応するとき、lunarweekend ( '2006-01-

12', 0, 1 )は、'2006-01-15'を返します。

LunarWeekName(date [, shift = 0 [,weekoffset = 0]])

date を含む週周期(毎年1月1日から始まる連続する7日の期間)の最初の日付の1000分の1
秒およびタイムスタンプに対応する数値を基底として、年および週の周期の表示値を返しま
す。shiftは整数で、値0は日付を含む週周期を示します。負の値の shiftは過去の週周期を示
し、正の値は将来の週周期を示します。週周期の開始日を補正する場合は、weekoffsetを使用
して補正値を日数で示します。これは、日数または1日未満の長さ、またはその両方を示す実数
で指定できます。

例：
基底の数値が '2006-01-08 00:00:00.000'に対応するとき、lunarweekname ( '2006-01-

12' )は、'2006/02'を返します。
基底の数値が '2006-01-01 00:00:00.000'に対応するとき、lunarweekname ( '2006-01-

12', -1 )は、'2006/01'を返します。
基底の数値が '2006-01-09 00:00:00.000'に対応するとき、lunarweekname ( '2006-01-

12', 0, 1 )は、'2006/02'を返します。

DayStart(timestamp [, shift = 0 [, dayoffset = 0]])

timestampを含む日の最初のミリ秒のタイムスタンプに対応する値を返します。デフォルトの
出力形式は、スクリプトに設定されている TimestampFormatです。shiftは整数で、0は date
を含む日を示します。負の値の shiftは過去の日を示し、正の値は将来の日を示します。日の開
始時刻を深夜0時にしない場合は、dayoffset を使用して1日未満の長さを補正値として指定し
ます。例えば、0.125は午前3時を意味します。

例：
基底の数値が '2006-01-25 00:00:00'に対応するとき、daystart ( '2006-01-25 16:45'

)は、'2006-01-25 00:00:00'を返します。
基底の数値が '2006-01-24 00:00:00'に対応するとき、daystart ( '2006-01-25

16:45', -1 )は、'2006-01-24 00:00:00'を返します。
基底の数値が '2006-01-25 12:00:00'に対応するとき、daystart ('2006-01-25 16:45',

0, 0.5 )は、'2006-01-25 12:00:00'を返します。

DayEnd(timestamp [, shift = 0 [, dayoffset = 0]])
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timestampを含む日の最後のミリ秒のタイムスタンプに対応する値を返します。デフォルトの
出力形式は、スクリプトに設定されているTimestampFormat です。shiftは整数で、0は date
を含む日を示します。負の値の shiftは過去の日を示し、正の値は将来の日を示します。日の開
始時刻を深夜0時にしない場合は、dayoffsetを使用して1日未満の長さを補正値として指定し
ます。例えば、0.125は午前3時を意味します。

例：
dayend ( '2006-01-25 16:45' )は、基底の数値が '2006-01-25 23:59:59.999'に対応
するとき、'2006-01-25 23:59:59'を返します。
dayend ( '2006-01-25 16:45', -1 )は、基底の数値が '2006-01-24 23:59:59.999'に
対応するとき、'2006-01-24 23:59:59'を返します。
dayend ('2006-01-25 16:45', 0, 0.5 )は、基底の数値が '2006-01-26
11:59:59.999'に対応するとき、'2006-01-26 11:59:59'を返します。

DayName(timestamp [, shift = 0 [, dayoffset = 0]])

timestampを含む日の最初の1000分の1秒を持つタイムスタンプに対応する数値を基底とし
て、日付を表示する値を返します。shiftは整数で、0は dateを含む日を示します。負の値の
shiftは過去の日を示し、正の値は将来の日を示します。日の開始時刻を深夜0時にしない場合
は、dayoffsetを使用して1日未満の長さを補正値として指定します。例えば、0.125は午前3
時を意味します。

注：プロセッサの設定によっては、DayName() 関数を使用すると、ロードに要する時間が大幅に増大
する可能性があります。この問題は、次の関数を変わりに使用することで解決できます。
TimeStamp(Floor(YourTimeStamp), 'YYYY-MM-DD')

例：
dayname ( '2006-01-25 16:45' )は、基底の数値が '2006-01-25 00:00:00.000'に対
応するとき、'2006-01-25'を返します。
dayname ( '2006-01-25 16:45', -1 )は、基底の数値が '2006-01-24 00:00:00.000'
に対応するとき、'2006-01-24'を返します。
dayname ('2006-01-25 16:45', 0, 0.5 )は、基底の数値が '2006-01-25
12:00:00.000'に対応するとき、'2006-01-25'を返します。

age(timestamp, date_of_birth)

date_of_birthに生まれた人の timestamp時点での年齢(満年齢)を返します。

例：
age('2007-01-25', '2005-10-29')は、1を返します。  
age('2007/10/29', '2005-10-29')は、2を返します。  

networkdays (start:date, end_date {, holiday})

オプションで示された holidaysを考慮して、start_dateと end_dateの間の当日を含む勤務日
数(月曜日から金曜日)を返します。すべてのパラメータは有効な日付またはタイムスタンプであ
る必要があります。
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例：
networkdays ('2007-02-19', '2007-03-01')は、9を返します。  
networkdays ('2006-12-18', '2006-12-31', '2006-12-25', '2006-12-26')

は、8を返します。  

firstworkdate(end_date, no_of_workdays {, holiday} )

遅くともend_date 以前に終了する場合に、オプションで示された休日を考慮して、勤務日数を
number_of_workdays (月曜日から金曜日)とするために必要な最も遅い開始日を返しま
す。end_dateおよび holidayは、有効な日付またはタイムスタンプである必要があります。

例：
firstworkdate ('2007-03-01', 9)は、'2007-02-19'を返します。  
firstworkdate ('2006-12-31', 8, '2006-12-25', '2006-12-26')は、'2006-12-
18'を返します。  

lastworkdate(start_date, no_of_workdays {, holiday})

開始日が start_dateである場合に、オプションで示された holidayを考慮して、勤務日数を
number_of_workdays (月曜日から金曜日)とするために必要な最も早い終了日を返しま
す。start_dateおよび holidayは、有効な日付またはタイムスタンプである必要があります。 

例：
lastworkdate ('2007-02-19', 9)は、'2007-03-01'を返します。  
lastworkdate ('2006-12-18', 8, '2006-12-25', '2006-12-26')は、'2006-12-
29'を返します。  

ConvertToLocalTime(timestamp [, place [, ignore_dst=false]])

UTCまたはGMTタイムスタンプをデュアル値として現地時間に変換します。場所は、世界中の
都市、場所、タイムゾーンです。 
有効な場所とタイムゾーン：
アブダビ、アデレード、アラスカ、アルマトイ、アムステルダム、アリゾナ、アスタナ、アテ
ネ、大西洋時間(カナダ)、オークランド、アゾレス、バグダッド、バクー、バンコク、北京、ベ
オグラード、ベルリン、ベルン、ボゴタ、ブラジリア、ブラティスラバ、ブリスベン、ブリュッ
セル、ブカレスト、ブダペスト、ブエノスアイレス、カイロ、キャンベラ、カーボベルデ諸島、
カラカス、カサブランカ、中央アメリカ、中央時間(米国およびカナダ)、チェンナイ、チワワ、
重慶、コペンハーゲン、ダーウィン、ダッカ、東部時間(米国およびカナダ)、エジンバラ、エカ
テリンブルグ、フィジー、ジョージタウン、グリーンランド、グリニッジ標準時間、ダブリン、
グアダラハラ、グアム、ハノイ、ハラレ、ハワイ、ヘルシンキ、ホバート、香港、インディアナ
(東部)、日付変更線西側、イルクーツク、イスラマバード、イスタンブール、ジャカルタ、エル
サレム、カブール、カムチャツカ、カラチ、カトマンズ、カルカッタ、クラスノヤルスク、クア
ラルンプール、クウェート、キエフ、キエフ、ラパス、リマ、リスボン、リュブリャナ、ロンド
ン、マドリード、マガダン、マーシャル諸島、マサトラン、メルボルン、メキシコシティー、中
部大西洋、ミッドウェー島、ミンスク、モンロビア、モンテレー、モスクワ、山岳部時間(米国
およびカナダ)、ムンバイ、マスカット、ナイロビ、ニューカレドニア、ニューデリー、ニューフ
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ァンドランド、ノボシビルスク、ヌクアロファ、大阪、太平洋時間(米国およびカナダ)、パリ、
パース、ポートモレスビー、プラハ、プレトリア、キト、ラングーン、リガ、リヤド、ローマ、
サモア、サンティアゴ、札幌、サラエボ、サスカチュワン、ソウル、シンガポール、スコピエ、
ソフィア、ソロモン諸島、スリジャヤワルダナプラコッテ、サンクトペテルブルク、ストックホ
ルム、シドニー、台北、タリン、タシケント、トビリシ、テヘラン、ティフアナ、東京、ウラン
バートル、ウルムチ、モスクワ、ウェリントン、西中央アフリカ、ウィーン、ビリニュス、ウラ
ジオストク、ボルゴグラード、ヤクーツク、エレバン、ザグレブです。
GMT、GMT-01:00、GMT+04:00なども場所として有効です。
3番目のパラメータが1または true() に設定されている場合を除き、結果として返される時間は
夏時間に調整されます。

例：
ConvertToLocalTime(’2007-11-10 23:59:00’,’Paris’)は、'2007-11-11
00:59:00'および対応する内部タイムスタンプ表現を返します。
ConvertToLocalTime(UTC(), ’GMT-05:00’)は、北米東海岸、例えばニューヨークの時
間を返します。

DayNumberOfYear(date[,firstmonth])

dateを含む年の最初の日付の最初のミリ秒のタイムスタンプに準じたその年の日番号を返しま
す。この関数は、いつも366日を基準に年を使用します。
firstmonthを1から12の間で指定することにより(省略した場合は1)、年の始めを任意の月の
1日に移動することができます。例えば事業年度を3月1日から開始する場合、firstmonth= 3
と指定します。

例：
DayNumberOfYear(date)は、年の初めからカウントした日番号を返します。
DayNumberOfYear(date,3)は、3月の初めからカウントした日番号を返します。

DayNumberOfQuarter(date[,firstmonth])

dateを含む期の最初の日付の最初のミリ秒のタイムスタンプに準じたその期の日番号を返しま
す。
この関数は、いつも366日を基準に年を使用します。
firstmonthを1から12の間で指定することにより(省略した場合は1)、年の始めを任意の月の
1日に移動することができます。例えば事業年度を3月1日から開始する場合、firstmonth= 3
と指定します。

例：
DayNumberOfQuarter(Date)は、最初の期の最初の日からカウントしたその期の日番号を返
します。
DayNumberOfQuarter(Date,3)は、3月の初めからカウントしたその期の日番号を返しま
す。

その他の関数へ戻ります。
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データ型変換変数

次の変数はシステムに定義されます。新しいドキュメントを作成したときに、現在のオペレーティング
システムの設定に従って、変数は自動的に生成されます。データ型変換変数は、新しいQlikViewドキ
ュメントのロードスクリプトの最上部に含まれ、これらは、スクリプトの実行時に特定の数値書式設定
におけるオペレーティングシステムのデフォルトの代わりに使用されます。これらを自由に削除、編
集、または複製できます。

ThousandSep

定義した桁区切り記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の桁区切り記号の代わりに使用さ
れます。

例：
Set ThousandSep=','; (例えば、7 百万は 7,000,000,000 として指定する必要がありま

す。)

DecimalSep

定義した小数点記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の小数点の記号の代わりに使用され
ます。

例：
Set DecimalSep='.';

MoneyThousandSep

定義した桁区切り記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の通貨の桁区切り記号の代わりに
使用されます。

例：
Set MoneyThousandSep=',';

MoneyDecimalSep

定義した小数点記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の通貨の小数点の記号の代わりに使
用されます。

例：
Set MoneyDecimalSep='.';

MoneyFormat

定義した記号は、オペレーティングシステム(地域の設定) の通貨記号の代わりに使用されます。

例：
Set MoneyFormat='$ #,##0.00; ($ #,##0.00)';
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DirectMoneyDecimalSep

定義した小数点記号は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成さ
れたSQLステートメントで通貨の小数点の記号の代わりに使用されます。この記号
は、DirectMoneyFormat で使用している記号と一致している必要があります。
デフォルト値は、「.」です。

例：
Set DirectMoneyDecimalSep='.';

DirectMoneyFormat

定義した記号は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成された
SQLステートメントで通貨の書式の代わりに使用されます。桁区切りの通貨記号は含めないでくださ
い。
デフォルト値は「#.0000」です。

例：
Set DirectMoneyFormat=' #.0000';

TimeFormat

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の時刻の書式の代わりに使用されます。

例：
Set TimeFormat='hh:mm:ss';

DateFormat

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の日付の書式の代わりに使用されます。

例：
Set DateFormat='M/D/YY';

DirectTimeFormat

定義した時刻書式は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成され
たSQLステートメントで時刻書式の代わりに使用されます。

例：
Set DirectTimeFormat='hh:mm:ss';

DirectDateFormat
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定義した日付書式は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために生成され
たSQLステートメントで、日付書式との代わりに使用されます。

例：
Set DirectDateFormat='MM/DD/YYYY';

TimestampFormat

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の日時の書式の代わりに使用されます。

例：
Set TimestampFormat='M/D/YY hh:mm:ss[.fff]';

DirectTimeStampFormat

定義した日付と時刻の書式は、Direct Discovery (193ページ)を使用してデータをロードするために
生成されたSQLステートメントで日付と時刻の書式の代わりに使用されます。

例：
Set DirectTimestampFormat='M/D/YY hh:mm:ss[.fff]';

MonthNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の月名の表記規則の代わりに使用されま
す。

例：
Set MonthNames='1月;2月;3月;4月;5月;6月;7月;8月;9月;10月;11月;12月';

LongMonthNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の長い月名の表記規則の代わりに使用され
ます。

例：
Set LongMonthNames='1月;2月;3月;4月;5月;6月 - -

DayNames

定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の曜日の名前の表記規則の代わりに使用さ
れます。

例：
Set DayNames='月;火;水;木;金;土;日';

LongDayNames
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定義した書式は、オペレーティングシステム(地域の設定) の長い曜日名の表記規則の代わりに使用さ
れます。

例：
Set LongDayNames='月曜日;火曜日;水曜日;木曜日;金曜日;土曜日;日曜日';

ShowCalendarWeek

AJAXとWebviewのカレンダーで週番号の表示・非表示を設定します。既定ではFalse に設定されて
います。
カレンダーは ISO基準を採用していて、月曜日が週の始まりで、月曜日から木曜日まで(4日間ルール)
を1週となります。
設定可能な値は次のとおりです。
'true' (または1あるいは '1')
'false' (または0あるいは '0')

例：
Set ShowCalendarWeek='true';

ExponentNumberNotation

この変数は、指数の数値を含む、ロードされた値の解釈方法を設定します。EとDは、指数のプレフィ
ックスとして使用されます。
設定可能な値は次のとおりです。
0 (1.23E6と1.23D6はいずれも、指数の数値として解釈されません)
1 (1.23D6ではなく1.23E6は、指数の数値で既定値として解釈されます)
2 (1.23E6と1.23D6はいずれも、指数の数値として解釈されます)

例：
Set ExponentNumberNotation=2;

その他の関数(384ページ)へ戻ります。

書式設定関数

書式設定関数は、項目や数式の書式表示を決定します。これらの関数を使用して、小数点記号、桁区切
り記号などを設定することができます。数値、時間、および日付の書式を設定する最も簡単な方法は、
ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ダイアログを使用する方法です。

注意！
わかりやすくするために、すべての数値表現で小数点記号として小数点を使用しています。

その他の関数へ戻る
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Num

num(expression [ , format-code [ , decimal-sep [ , thousands-sep ]
] ] )

num関数は、format-codeで与えられる文字列に従って数値的に expressionの書式を設定します。
小数点記号および桁区切り記号を3番目および4番目のパラメータとして設定することができます。2
番目から4番目のパラメータが省略されると、データ型変換変数(444ページ)で指定された数値書式
設定が最初に使用されて、データ型変換変数が設定されていない場合、次にオペレーティングシステム
の数値書式設定が使用されます。

例：
下記の例では、次の2つの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

数値書式  # ##0,# #,##0.#

num( A, '0.0' )はA=35648.375のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 35 648 375 35648.375

数値 35648375 35648.375

num( A, '#,##0.##', '.' , ',' )はA=35648のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 35,648.00 35,648.00

数値 35648 35648

num( pi( ), '0,00' )は、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 3,14 003

数値 3.141592653 3.141592653

その他の関数へ戻る

通貨

money(expression [ , format-code [ , decimal-sep [ , thousands-sep
] ] ])
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money関数は、format-codeで与えられる文字列に従って数値的に expressionの書式を設定しま
す。小数点記号および桁区切り記号を3番目および4番目のパラメータとして設定することができま
す。パラメータ2～4が省略されていると、オペレーティングシステムによって設定されている数値書
式が使用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

通貨の書式 kr # ##0,00 $ #,##0.00

money( A )はA=35648のとき、次を返します。

設定 1 設定 2

文字列 kr 35 648,00 $ 35,648.00

数値 35648,00 35648,00

money( A, '#,##0 ¥', '.' , ',' )はA=3564800のとき、次を返します。

設定 1 設定 2

文字列 3,564,800 ¥ 3,564,800 ¥

数値 3564800 3564800

その他の関数へ戻る

日付

date(expression [ , format-code ])

date関数は、format-codeで与えられた文字列に従って、expressionを日付として書式設定しま
す。書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されている日付の書式が使
用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

日付書式 YY-MM-DD M/D/YY

date( A )は、A=35648の場合、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 97-08-06 8/6/97
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数値 35648 35648

date( A, 'YY.MM.DD' )は、A=35648の場合、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 97-08-06 97-08-06

数値 35648 35648

date(A, 'DD.MM.YY')は、A=35648.375の場合、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 06.08.1997 06.08.1997

数値 35648,375 35648,375

date( A, 'YY.MM.DD' )は、A=8/6/97の場合、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 NULL (なし) 97.08.06

数値 NULL 35648

その他の関数へ戻る

Time (時刻)

time(expression [ , format-code ])

time 関数は、format-code で与えられた文字列に従って、expressionを時間として書式設定します。
書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されている時間の書式が使用さ
れます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

時間書式 hh:mm:ss hh.mm.ss

time( A )は、A=0.375のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 09:00:00 09.00.00

数値 0,375 0,375
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time( A )は、A=35648.375のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 09:00:00 09.00.00

数値 35648,375 35648,375

time( A, 'hh-mm' )は、A=0.99999のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 23-59 23-59

数値 0,99999 0,99999

その他の関数へ戻る

Dual

dual( s , x )

任意の文字列表現 sと、与えられた数値表現 xとを関連付けます。QlikViewでは、1つの項目に複数の
データが読み取られたとき、その文字列表現が異なっていても同じ有効な数値表現を持つ場合、それら
はすべて最初に現れた文字列表現を共有します。この関数は、スクリプト式とチャート式で使用できま
す。
スクリプトでは、dual関数は、一般的にスクリプトの早い段階、関係する項目に他のデータが読み取ら
れる前に使用され、リストボックスなどで表示される最初の文字列表現を作成します。

注意！
デュアル値が大きすぎて、項目オブジェクトに入りきらない場合、##と示されます。文字列のように
... と省略されることはありません。

例 (スクリプト)：
load dual ( string,numrep ) as DayOfWeek inline

[ string,numrep

Monday,0

Tuesday,1

Wednesday,2

Thursday,3

Friday,4

Saturday,5

Sunday,6 ];

load Date, weekday(Date) as DayOfWeek from afile.csv;

スクリプトの例は、曜日がプレーンテキストで書かれた項目DayOfWeekを生成します。QlikView
は、すべての目的について、項目を数値項目として扱います。
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その他の関数へ戻る

時間間隔

interval(expression [ , format-code ])

interval関数は、format-codeによって与えられる文字列に従って、expressionを時間間隔として書
式設定します。書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されている時間
の書式が使用されます。時間間隔は、時間、日数、または日数と時、分、秒、1秒未満の間隔の組み合
わせとして書式を設定できます。

例：
この例では、次のオペレーティングシステムの設定を前提としています。

短い日付の書式: YY-MM-DD

時間書式: hh:mm:ss

小数点記号: 。

interval( A )は、A=0.375のとき、次のようになります。

文字列 09:00:00

数値 0,375

interval( A )は、A=1.375のとき、次のようになります。

文字列 33:00:00

数値 1,375

interval( A, 'D hh:mm' )は、A=1.375のとき、次のようになります。

文字列 1 09:00

数値 1,375

interval( A-B, 'D hh:mm' )は、A=97-08-06 09:00:00かつB=96-08-06 00:00:00のと
き、次のようになります。
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文字列 365 09:00

数値 365,375

その他の関数へ戻る

日付と時刻

timestamp(expression [ , format-code ])

timestamp関数は、format-codeで与えられた文字列に従って、expressionを時間と日付として書
式設定します。書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されている日付
と時間の書式が使用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定1 デフォルト設定2

日付書式 YY-MM-DD M/D/YY

時間書式 hh:mm:ss hh:mm:ss

timestamp( A )は、A=35648.375のとき、次のようになります。

設定1 設定2

文字列 97-08-06 09:00:00 8/6/97 09:00:00

数値 35648,375 35648,375

timestamp( A,'YYYY-MM-DD hh.mm')は、A=35648のとき、次のようになります。

設定1 設定2

文字列 1997-08-06 00.00 1997-08-06
00.00

数値 35648 35648

その他の関数へ戻る

カラー関数

これらの関数は、画像チャートの計算された色をサポートするシートオブジェクトプロパティの色の数
式で使用できます。
RBG、HSLおよび syscolor関数は、255のアルファ値(不透明)の色を返します。
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任意で、どの色にもアルファ係数のパラメータを指定できます。0のalpha は、完全な透明色に相当し
ます。255のalpha は、完全な不透明色に相当します。

color (n)

この関数は、関連するチャートカラーマップの色番号 nの色表現を返します。色表現はデュアル値で構
成され、テキスト表現は 'RGB(r, g, b)'形式で提供されます。r、g、およびbは、赤、緑、青の色の値
を表す0～255の数値です。数値表現は、Visual Basic で定義されているとおりの赤、緑、青の色要素
を表す整数です。チャートプロパティ：色(785ページ)ダイアログの計算された色の数式以外では、
この関数は常に黒を返します。

RGB (e1, e2, e3 )

この機能は、赤の色要素 e1、緑の色要素 e2、および青の色要素 e3で定義された色の色表現を返しま
す。3つのすべてのパラメータは、0～255の範囲で整数に評価される数式にする必要があります。色
表現はデュアル値で構成され、テキスト表現は 'RGB(r, g, b)'形式で提供されます。r、g、およびb
は、赤、緑、青の色の値を表す0～255の数値です。数値表現は、Visual Basic で定義されているとお
りの赤、緑、青の色要素を表す整数です。

ARGB(alpha, e1, e2, e3)

この機能は、alpha のアルファ係数(不透明度)を使用して赤の色要素 e1、緑の色要素 e2、および青の
色要素 e3で定義された色の色表現を返します。4つのすべてのパラメータは、0～255の範囲で整数
に評価される数式にする必要があります。色表現はデュアル値で構成され、テキスト表現は 'RGB(a,r,
g, b)'形式で提供されます。a、r、g、およびbは、アルファ、赤、緑、青の色の値を表す0～255の
数値です。数値表現は、Visual Basic で定義されているとおりのアルファ、赤、緑、青の色要素を表す
整数です。

HSL (hue, saturation, luminosity)

この関数は、0~ 1の hue値、0~ 1の saturation値、0~ 1の luminosity値で定義されている色の
色表現を返します。色表現はデュアル値で構成され、テキスト表現は 'RGB(r, g, b)'形式で提供されま
す。r、g、およびbは、赤、緑、青の色の値を表す0～255の数値です。数値表現は、Visual Basic で
定義されているとおりの赤、緑、青の色要素を表す整数です。

black( )

黒(RGB 0,0,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定できま
す。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

darkgray( )

濃い灰色(RGB 128,128,128) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを
指定できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当し
ます。

lightgray( )

明るい灰色(RGB 192,192,192) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータ
を指定できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当
します。

white( )
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白(RGB 255,255,255) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定で
きます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

blue( )

青(RGB 0,0,128) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定できま
す。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

lightblue( )

明るい青(RGB 0,0,255) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定で
きます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

green( )

緑(RGB 0,128,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定できま
す。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

lightgreen( )

明るい緑(RGB 0,255,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定で
きます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

cyan( )

シアン(RGB 0,128,128) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定
できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当しま
す。

lightcyan( )

明るいシアン(RGB 0,255,255) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータ
を指定できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当
します。

red( )

赤(RGB 128,0,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定できま
す。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

lightred( )

明るい赤(RGB 255,0,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定で
きます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

magenta( )

マゼンタ(RGB 128,0,128) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指
定できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当しま
す。

lightmagenta( )

明るいマゼンタ(RGB 255,0,255) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメー
タを指定できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相
当します。

brown( )
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茶(RGB 128,128,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定でき
ます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

yellow( )

黄(RGB 255,255,0) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを指定でき
ます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当します。

qliktechblue( )

Qliktechの青 (RGB 8,18,90) のRGBカラー表現を返します。任意で、アルファ係数のパラメータを
指定できます。0の alphaは、完全な透明色に相当します。255の alphaは、完全な不透明色に相当し
ます。

qliktechgray( )

Qliktechの灰色 (RGB 158,148,137) のRGBカラー表現を返します。

Colormix1(Value , ColorZero , ColorOne)

この関数は、0～1の間の値を基準に2色グラデーションのRGBカラー表現を返します。
value = 0のとき、1つ目の色を返します。
value = 1のとき、2つ目の色を返します。
0< value < 1のとき、相当する中間の陰影を持つ色を返します。
valueは、0と1の間の実数です。
ColorZeroは、色を間隔の下端に関連付ける有効なRGBカラー表現です。
ColorOneは、色を間隔の上端に関連付ける有効なRGBカラー表現です。

例：
colormix1(x, black( ) , red( ) )

Colormix2(Value , ColorMinusOne , ColorOne[ , ColorZero])

この関数は、-1と1の間の値に基づいて2色グラデーションのRGBカラー表現を返します。中心位置
に中間色を指定することもできます。
value = -1のとき、1つ目の色を返します。
value = 1のとき、2つ目の色を返します。
-1< value < 1のとき、相当する中間の陰影を持つ色を返します。
valueは、-1と1の間の実数です。
ColorMinusOneは、色を間隔の下端に関連付ける有効なRGBカラー表現です。
ColorOneは、色を間隔の上端に関連付ける有効なRGBカラー表現です。
ColorZeroは、色を間隔の中間に関連付ける有効なオプションのRGBカラー表現です。

例：
colormix2(x, red( ) , green( ) )

colormix2(x, red( ) , green( ), black( ) )
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1つ目の例は、赤から茶色を通って緑までのグラデーションで色を返します。2つ目の例は、赤
から黒を通って緑までのグラデーションを返します。

syscolor(nr)

Windows システム色 nrのRGBカラー表現を返します。nrは、Windows API関数GetSysColor(nr)
へのパラメータに相当します。nrには次のような値を指定できます。

0は、COLOR_SCROLLBARに対応します。
1は、COLOR_BACKGROUNDに対応します。
2は、COLOR_ACTIVECAPTIONに対応します。
3は、COLOR_INACTIVECAPTIONに対応します。
4は、COLOR_MENUに対応します。
5は、COLOR_WINDOWに対応します。
6は、COLOR_WINDOWFRAMEに対応します。
7は、COLOR_MENUTEXTに対応します。
8は、COLOR_WINDOWTEXTに対応します。
9は、COLOR_CAPTIONTEXTに対応します。
10は、COLOR_ACTIVEBORDERに対応します。
11は、COLOR_INACTIVEBORDERに対応します。
12は、COLOR_APPWORKSPACEに対応します。
13は、COLOR_HIGHLIGHTに対応します。
14は、COLOR_HIGHLIGHTTEXTに対応します。
15は、COLOR_BTNFACEに対応します。
16は、COLOR_BTNSHADOWに対応します。
17は、COLOR_GRAYTEXTに対応します。
18は、COLOR_BTNTEXTに対応します。
19は、COLOR_INACTIVECAPTIONTEXTに対応します。
20は、COLOR_BTNHIGHLIGHTに対応します。
21は、COLOR_3DDKSHADOWに対応します。
22は、COLOR_3DLIGHTに対応します。
23は、COLOR_INFOTEXTに対応します。
24は、COLOR_INFOBKに対応します。
26は、COLOR_HOTLIGHT (Win2000) に対応します。
27は、COLOR_GRADIENTACTIVECAPTION (Win2000) に対応します。
28は、COLOR_GRADIENTINACTIVECAPTION (Win2000) に対応します。

ColorMapHue( x )
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この関数は、HSVカラーモデルの色相コンポーネントを制御するcolormapから取得した色のカラー
表現を返します。colormapは赤で始まり、黄色、緑、シアン、青、マゼンダを経て赤に戻ります。x
には0～1の値を指定しなければなりません。

ColorMapJet( x )

この関数は、青で始まり、シアン、黄色、オレンジを経て赤に戻るcolormapから取得した色のカラー
表現を返します。xには0～1の値を指定しなければなりません。

その他の関数へ戻ります。
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26 データ構造

26.1 データロードのステートメント

データは、loadまたは selectステートメントを使用してロードされます。各ステートメントは、1つ
の内部テーブルを生成します。テーブルは常にリストとして表示されます。各レコード(行)には、オブ
ジェクトタイプの新しいインスタンス、各項目(列)には、オブジェクトの特定の属性またはプロパテ
ィが含まれます。

規則

以下の規則はデータをQlikViewにロードする際に適用されます。
l QlikViewでは、loadステートメントで生成されるテーブルと selectステートメントで生成され
るテーブルに違いはありません。つまり、複数のテーブルがロードされる場合、テーブルが
loadステートメント、selectステートメント、またはその2つの組み合わせのどれによって
ロードされたかは意味を持ちません。

l QlikViewロジックでは、ステートメント内またはデータベース内の元のテーブルの項目の順序は
任意です。

l 項目名は、項目を識別したり、関連付けを作成する処理で使用されます。これは大文字と小文字
を区別するため、スクリプトでは頻繁に項目名を変更する必要があります。項目名の変更(464
ページ)を参照してください。

26.2 スクリプトの実行

典型的な loadまたは selectステートメントでは、イベントの順序はおおよそ次のようになります。
1. 数式の評価
2. asによる項目の名前変更
3. aliasによる項目の名前変更
4. 項目名の修飾
5. 項目名が一致する場合はデータのマッピング
6. 内部テーブルのデータのソート

26.3 システム項目

データソースから抽出された項目に加えて、QlikViewはシステム項目も生成します。これらはすべて
"$"で始まり、通常の項目と同様にシートに表示できます。スクリプト項目は通常、scriptの実行中に
作成され、主にドキュメント設計の支援に使用されます。

システム項目の表示

以下の手順を行ってください。
1. シートを右クリックして、[システム項目]を選択します。
2. [システム項目の表示]チェックボックスをオンにします。

システム項目は、他の項目としても利用できます。
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利用可能なシステム項目

次のシステム項目は表示できます。

$Table スクリプトによってロードされたすべての内部テーブルを表示します。1
つのテーブルが選択されると、そのリストボックスのキャプションに info
シンボルが表示されます。これをクリックすると、テーブルがファイルか
ら読み込まれている場合、そのテーブルを表示できます。

$Field テーブルから読み取られた項目を表示します。リストボックスプロパテ
ィ：基本設定ページで、このリストボックスにレコード数の表示を設定
すると、複数の内部テーブルにあるキー項目を簡単に確認できます。

$Fields リストボックスの数値は、さまざまなテーブルの項目数を表示します。

$FieldNo リストボックスは、テーブルの項目の位置を表示します。

$Rows リストボックスは、テーブルの行数を表示します。

$Info ドキュメントに info テーブルが含まれる場合、その名前がここに表示され
ます。

システムテーブル

QlikViewは自動的にピボットテーブルを作成して、システム項目を使用します。このテーブルはシス
テムテーブルと呼ばれ、$Fieldと $Tableの2つの軸と数式 only([$Field])が含まれています。デフ
ォルトで、システムテーブルは頻度に基づいてソートされます。システムテーブルオブジェクトは
QlikView Serverクライアント(AJAXおよびプラグインクライアント)では利用できません。
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システムテーブルの作成

以下の手順を行ってください。
1. シートを右クリックして、[シートオブジェクトの追加]を選択します。
2. [システムテーブル]を選択します。

26.4 論理テーブル

loadステートメントまたは selectステートメントは、それぞれ1つのテーブルを生成します。通
常、QlikViewは、各ステートメントの結果を 1つの論理テーブルとして処理します。ただし、この規則
にはいくつかの例外があります。

l 2つ以上のステートメントにより、同一の項目名を持つテーブルが生成された場合は、これらの
テーブルが連結されて 1つの論理テーブルとして処理されます。

l loadまたは selectステートメントの前に次のいずれかの修飾子がある場合は、データが変更さ
れるか、別々に処理されます。

concatenate このテーブルは別の名前のテーブルに連結( 追加) されるか、最後に作成
された論理テーブルに連結されます。

crosstable このテーブルは、クロステーブル形式から列形式に変換されます。

generic このテーブルは、他のいくつかの論理テーブルに分割されます。

info このテーブルは、論理テーブルとしてではなく、ファイル、サウン
ド、URLなどの外部情報へのリンクを含む情報テーブルとしてロードされ
ます。

intervalmatch このテーブル( 厳密に2つの列を含む) は、数値間隔として解釈されま
す。これらは、指定された項目内の離散数値に関連付けられます。

join このテーブルは、QlikViewにより別の名前のテーブル、または最後に作成
された論理テーブルと結合され、共通する項目が結合されます。

keep このテーブルは別の名前のテーブル、または最後に作成された論理テーブ
ルにより共通する項目に限定されます。

mapping このテーブル( 厳密に2つの列を含む) は、マッピングテーブルとして読
み取られます。これらは他のテーブルに関連付けられることはありませ
ん。

semantic このテーブルは、論理テーブルとしてではなく、結合されない関係( プレ
デセッサ、サクセッサのほか、同じタイプの他のオブジェクトに対するそ
の他の参照) を含むセマンティックテーブルとしてロードされます。

データがロードされると、論理テーブルが関連付けられます。論理テーブルとその関連は[テーブルビ
ューアー]ダイアログで見ることができます。テーブルビューアー(222ページ)を参照してくださ
い。
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26.5 論理テーブル間の関連付け

データの関連付け

1つのデータベースに多くのテーブルを含めることができます。各テーブルはリストと見なすことがで
きます。つまり、リスト内の各レコードは、特定のタイプのオブジェクトのインスタンスを表します。

例：
2つのテーブルが異なる対象を扱うリストの場合(たとえば、1つは顧客のリストで、もう1つが請求書
のリスト)、この2つのテーブルに顧客番号などの共通する項目があると、通常、この2つのテーブル
の間には関係が存在することを示唆します。標準のSQLクエリツールでは、ほとんどの場合、この2
つのテーブルは結合されます。
QlikViewスクリプトで定義されたテーブルは、論理テーブルと呼ばれます。QlikViewは、項目名に基
づいてテーブル間の関連付けを作成し、選択が行われると( たとえば、リストボックスの項目値を選択
すると) 、結合を実行します。
つまり、QlikViewの関連付けは、QlikViewの結合とほとんど同じです。唯一の違いは、結合はスクリ
プトが実行されるときに実行されます。論理テーブルは、この結合の結果です。それに対して、関連付
けは、論理テーブルの作成後に行われます。関連付けは、常に論理テーブル間で行われます。

4つのテーブル:国 (Country) のリスト、顧客 (Customer) のリスト、取引 (Transaction) のリスト、およびメ
ンバーシップ (Membership) のリストは、Country および CustomerID 項目によって互いに関連付けられてい
ます。

QlikViewの関連付けとSQL自然外部結合の比較

QlikViewの関連付けとSQL自然外部結合はよく似ています。ただし、QlikViewの関連付けの方がより
一般的です。通常、SQLの外部結合は、1つのテーブルから別のテーブルへの一方向の投影で
す。QlikViewの関連付けは、常に完全な(双方向)自然外部結合です。

関連付け項目のレコード数情報

ほとんどの関連付け項目(2つ以上のテーブル間に共通する項目)の使用には、いくつかの制限がありま
す。項目が複数のテーブルに存在する場合、QlikViewは、データのレコード数の計算に使用するテーブ
ルを特定することは困難です。
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QlikViewは、データを分析することにより、計算に含めるメインテーブルを特定するための確実な方
法が存在するどうかを確認しますが(存在する場合もあります)、ほとんどの場合は推測することしかで
きません。間違った推測は致命的な結果を引き起こす可能性があるため(QlikViewが計算ミスをしたよ
うに見えます)、関連付け項目のデータ解釈があいまいな場合、プログラムは特定の操作が許可されない
ように設計されています。

項目関連付けの制限
1. 項目を表示するリストボックスで、レコード数情報を表示することはできません。リストボッ

クスプロパティ：基本設定ページのレコード数の表示オプションは淡色表示されます。
2. 項目の統計ボックスでは、ほとんどの統計エントリにn/a が表示されます。
3. チャートでは、Distinct修飾子をアクティブにしない限り、項目のレコード数情報に基づく関数

(sum、count、average 関数など)を含む数式を作成することはできません。リロードするたび
に、QlikViewはすべてのチャート式をスキャンして、データ構造が変更された結果としてあいま
いさが存在しているかどうかを確認します。あいまいな数式が見つかった場合は、警告ダイアロ
グが表示され、その数式は無効になります。問題が修正されるまで、その数式を有効にすること
はできません。ログファイルが有効にされている場合は、すべてのあいまいな数式がログにリス
トされます。

回避方法
これらの制限に対しては、簡単な対処方法があります。レコードの個数が作成されるテーブルから、項
目を新しい名前で余分にロードします。次に、レコード数を含むリストボックス、統計ボックス、また
はチャートの計算で、その新しい項目を使用します。

合成キー

複数の内部テーブル間に複数の項目が共通して含まれている場合は、複合キーの関係が存在することを
示します。QlikViewは、合成キーを使用してこの関係を処理します。このキーは、複合キーのすべての
存在する組み合わせを表す匿名項目です。データ量、テーブル構造、その他の要因により、複合キーの
数が増加するとQlikViewはそれらの複合キーを効率的に処理できる場合とできない場合があります。
そのため、QlikViewが大量の時間とメモリを消費することがあります。残念ながら実際の制限は予測不
可能であり、制限を決定するための実用的な方法は、試行錯誤の繰り返し以外にありません。
アプリケーションのデザイナーが意図しているテーブル構造を全体的に分析するようお勧めします。こ
の中には以下が含まれます。

l 独自の非複合キーを作成します。通常は、AutoNumberスクリプト関数内で文字列連結を使用
します。

l 必要な項目だけが連結されていることを確認。たとえば、日付をキーとして使用する場合
は、year、month、または day_of_monthなどを複数の内部テーブルからロードしないでくだ
さい。

循環参照

データ構造に循環参照("ループ") が存在する場合、テーブルは、2つの項目間に複数の関連付けのパス
が存在するように関連付けられます。
通常、このようなデータ構造は、データの解釈にあいまいさが生じるため、できる限り避ける必要があ
ります。
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循環参照のある 3つのテーブル

QlikViewは、疎結合テーブルを使用してループを壊すことにより、循環参照の問題を解決しま
す。QlikViewがロードスクリプトの実行中に循環データ構造を見つけると、警告ダイアログが表示さ
れ、1つ以上のテーブルが疎結合として設定されます。通常、QlikViewは、ループ内の最も長いテーブ
ルを疎結合しようとします。多くの場合、これはトランザクションテーブルなので、通常はこのテーブ
ルを疎結合します。

疎結合テーブルの自動調整

QlikViewのデフォルトの選択とは別のテーブルを疎結合したい場合は、2つの異なる方法で変更できま
す。

l スクリプトの loosen tableステートメントで特定のテーブルを疎結合として宣言します。この
ステートメントの詳細については、 Loosen Table (321ページ)を参照してください。

l スクリプトの実行後、[ドキュメントプロパティ：テーブル]を選択し、疎結合テーブルの設定
を変更します。循環参照と疎結合テーブルの詳細については、循環参照(133ページ)を参照し
てください。

26.6 項目名の変更

スクリプトの項目名の変更は、テーブル間のリンクを構築するだけでなく、時に不可解なデータベース
の項目名を、ユーザーにも理解可能な名前にするために、QlikViewの全デベロッパーが行うことです。

項目名を変更する理由

項目名を変更する必要がある状況の一部を、下記の例が説明しています。

例 1:
2つの項目は同じことを意味しているにも関わらず、異なる名前が付けられています。

l Customersテーブルの項目 ID
l Ordersテーブルの項目 CustomerID

2つの項目は特定の顧客 IDコードを示しており、双方に同じ名前(CustomerIDなど)を付ける必要が
あります。

例 2:
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2つの項目は同じ名前ですが、実際には異なるものを表しています。
l Invoicesテーブルの項目Date
l Ordersテーブルの項目Date

この2つの項目は、InvoiceDateとOrderDateなどに名前を変更した方がよいでしょう。

例 3:
データベース内に単純なスペルミスが存在したり、大文字と小文字に関する規則が異なっている可能性
があります。QlikViewでは大文字と小文字が区別されるため、大文字と小文字に関しても修正する必要
があります。

異なる方法を使用した項目名の変更

項目名はスクリプト内で変更できるため、元のデータを変更する必要はありません。項目名の変更につ
いては、さまざまな方法があります。

As指定子の使用

as指定子の使用することにより、 Select (SQL) (332ページ)またはSelect (SQL) (page 1) ステート
メント内部で、別名を作成する方法が、最も典型的な方法です。

例：
Load ID as CustomerID, Name, Address, Zip, City, State from
Customer.csv;

この方法の利点は、他のデベロッパーにも理解しやすいスクリプトを作成できるところです。変更する
項目名が多い場合は、この方法を使用しない方がいいかもしれません。なぜなら、スクリプトに新しい
項目名をすべて手動で入力する必要があるからです。
ヒント!ファイルウィザードを使用してデータをロードする場合、プレビューパネルで直接、項目名を
変更できます。このウィザードにより、自動的に、as指定子がスクリプトに追加されます。ファイル
ウィザード：種類(243ページ)を参照してください。

AliasまたはQualify ステートメントの使用

Load (313ページ)または Select (SQL) (332ページ)ステートメントの前に、 Alias (277ページ)ま
たは Qualify (326ページ)ステートメントを使用します。この2つのステートメントは似ています。な
ぜなら、Loadまたは Selectステートメントの出力で、項目名を「サイレントに」変更するからです。

例：
Alias ID as CustomerID;

Load * from Customer.csv;

しかし、AliasまたはQualifyステートメントを使用した結果、オリジナルの項目名を参照する常駐
ロードを使用することはできません。その代わり、AliasまたはQualifyステートメントで定義されて
いる項目名を参照する必要があります。特に、AliasまたはQualifyステートメントが、Loadステー
トメントよりもはるか以前に、スクリプトに書かれていた場合、紛らわしい時があります。Aliasまた
はQualifyステートメントのせいで、あなたのスクリプトが、他のデベロッパーにはより理解しづらい
ものとなります。
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項目名の変更ステートメントの使用

スクリプト実行の終わりで、全てのまたは一部の項目名を変更したい場合、これは非常によい方法で
す。最もよい方法は、新旧の項目名でマッピングテーブルを使用することで、下記のようにこの方法を
使用します。

例：
FieldNameMap;

Mapping Load OldFieldName, NewFieldName From FieldNames ;

FieldMap を使用した項目名の変更

管理しやすいように、お使いのデータベースまたはExcelシートに、そのマッピングテーブルを保管す
ることができます。
as指定子の使用と、項目名の変更ステートメントの使用を組み合わせて利用するのが、よい解決策かも
しれません。as指定子は、データモデルを定義するために使用され、項目名の変更ステートメント
は、ユーザーにとって扱いやすい項目にするために使用されます。詳細については、 Rename Field
(327ページ)と Mapping (322ページ)を参照してください。

シートオブジェクトの名前変更

項目名で定義された論理的な関連付けを変更しないで、リストボックスやその他のシートオブジェクト
の名前を変更することができます。シートオブジェクトのオブジェクトメニューから、[プロパティ]
を選択して名前を変更します。

26.7 複数テーブルを1つに連結

自動連結

2つ以上のロードされたテーブルの項目名と項目数が完全に一致する場合、QlikViewは、さまざまなス
テートメントのコンテンツを1つのテーブルに自動連結します。

例：
load a, b, c from table1.csv;

load a, c, b from table2,csv;

生成される内部テーブルには、項目a、b、およびcが含まれます。レコード数は、テーブル1とテーブ
ル2のレコード数の合計になります。

規則:
l 項目の数と名前は、完全に同じである必要があります。
l 2つのステートメントの順序は任意に指定できます。

強制連結

2つ以上のテーブルにまったく同じ項目のセットが存在しない場合でも、QlikViewは2つのテーブルを
強制的に連結することができます。それには、ロードスクリプトで concatenateプレフィックスを使
用します。このプレフィックスは、テーブルを別の名前のテーブルまたは最後に作成されたテーブルに
連結します。
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例：
load a, b, c from table1.csv;

concatenate load a, c from table2,csv;

生成される内部テーブルには、項目a、b、およびcが含まれます。生成されるテーブルのレコード数
は、テーブル1とテーブル2のレコード数の合計です。テーブル2から挿入されるレコードの項目bの
値は、NULLになります。

規則:
l 項目の名前は、完全に同じである必要があります。
l concatenateステートメントで、先にロードされたテーブルの名前が指定されていない限
り、concatenateプレフィックスは最後に作成された内部テーブルを使用します。2つのス
テートメントの順序は任意に指定することはできません。

連結の防止

2つ以上のロードされたテーブルの項目名と項目数が完全に一致する場合、QlikViewは、さまざまなス
テートメントのコンテンツを1つのテーブルに自動連結します。nonconcatenateステートメントを
使用するとこれを防止することができます。そのため loadまたは selectステートメントでロードされ
たテーブルは、既存のテーブルに連結されません。

例：
load a, b, c from table1.csv;

nonconcatenate load a, b, c from table2.csv

26.8 Join と Keep

スクリプトでテーブルを結合することができます。その場合、QlikViewロジックは、個々のテーブルで
はなく、結合の結果である1つの内部テーブルを扱うようになります。これが必要な場合もあります
が、欠点があります。

l ロードされたテーブルのサイズが大きくなり、QlikViewの動作が遅くなることがあります。
l 元のテーブル内のレコード数を取得できなくなり、情報の一部が失われる可能性があります。

keep機能は、QlikViewにテーブルが格納される前に、2つのテーブルの1つまたは両方をテーブル
データの共通部分に縮小する効果があり、明示的な結合の使用回数を減らす目的で設計されています。

注意！
このマニュアルでは、結合という用語は、内部テーブルが作成される前に行われる結合という意味で使
用します。ただし、実質的には、内部テーブルが作成された後で行われる関連付けも結合に含まれま
す。

SQLの Selectステートメント内での結合

いくつかのODBCドライバを使用して、selectステートメント内で結合を作成することができます。
これは、joinプレフィックスを使用して結合を作成することと、ほぼ同じです。
ただし、ほとんどのODBCドライバは、完全な(双方向)外部結合を作成できません。これらのドライ
バで作成できるのは、左または右外部結合だけです。左(右)外部結合には、左(右)テーブルに結合
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キーが存在する組み合わせだけが含まれます。完全な外部結合には、すべての組み合わせが含まれま
す。QlikViewは、自動的に完全な外部結合を作成します。
また、selectステートメントで結合を作成することは、QlikViewで結合を作成することよりもかなり
複雑です。

例：
SELECT DISTINCTROW

[Order Details].ProductID, [Order Details].

UnitPrice, Orders.OrderID, Orders.OrderDate, Orders.CustomerID

FROM Orders

RIGHT JOIN [Order Details] ON Orders.OrderID = [Order
Details].OrderID;

この selectステートメントは、架空の会社への注文(Orders) を含むテーブルを注文詳細(Order
Details) を含むテーブルに結合します。これは、右外部結合です。つまり、OrderDetailsのすべての
レコードが含まれ、Ordersテーブルには存在しないOrderIDを持つレコードも含まれます。ただ
し、Orders に存在しても、OrderDetailsに存在しない注文は含まれません。

Join

結合を作成する最も簡単な方法は、スクリプトで joinプレフィックスを使用することです。これは、内
部テーブルを別の名前のテーブルまたは最後に作成されたテーブルに結合します。この結合は、外部結
合になり、2つのテーブルからのすべての可能な値の組み合わせを作成します。

例：
load a, b, c from table1.csv;

join load a, d from table2.csv;

生成される内部テーブルには、項目a、b、c、およびdが含まれます。レコード数は、2つのテーブル
の項目値によって異なります。

規則:
l ジョインされる項目の名前は、完全に同じである必要があります。
l ジョインされる項目数は任意です。通常、テーブルには1つまたはいくつかの共通する項目があ
ります。項目が何も共通しない場合、テーブルのデカルト積は生成されません。すべての項目が
共通することも考えられますが、通常これは意味がありません。

l joinステートメントで、先にロードされたテーブルの名前が指定されていない限り、joinプレ
フィックスは最後に作成されたテーブルを使用します。2つのステートメントの順序は任意に指
定することはできません。

Keep

QlikViewスクリプト言語における明示的な joinプレフィックスは、2つのテーブルの完全な結合を実
行します。結果として、1つのテーブルが生成されます。多くの場合、このような結合からは、かなり
大きなテーブルが作成されます。QlikViewの主な機能の1つは、テーブルを結合する代わりにテーブル
間に関連付けを作成できることです。これにより、メモリの使用量が削減され、速度が向上し、柔軟性
が大幅に高まります。keepの機能は、明示的な結合の使用回数を減らす目的で設計されています。
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2つの loadまたは selectステートメントの間の keepプレフィックスは、2つのテーブルの片方また
は両方がQlikViewに保存される前に、それらのテーブルを共通するテーブルデータに基づいて縮小し
ます。keepプレフィックスの前には、キーワード inner、left、または rightのいずれかを置く必要
があります。テーブルからのレコードの選択は、対応する joinと同じ方法で行われます。ただし、2つ
のテーブルは結合されず、別の名前のテーブルとしてQlikViewに保存されます。

Inner

QlikViewスクリプト言語内の joinおよび keepプレフィックスの前に、プレフィックス innerを置く
ことができます。
joinの前に使用すると、2つのテーブル間の結合が内部結合であることを指定します。結果のテーブル
には、両方のテーブルのすべてのデータセットの中で2つのテーブル間で連結するもののみが格納され
ます。
keepの前に使用すると、QlikViewに保存される前に2つのテーブルは、共通部分に縮小されます。

例：

QVTable:

Select * from Table1;

inner join select * from Table2;

QVTab1:

Select * from Table1;

QVTab2:

inner keep select * from Table2;

QlikView 11.20 SR13 469



26 データ構造

keepの例の2つのテーブルは、項目Aを介して関連付けられます。

Left

QlikViewスクリプト言語内の joinおよび keepプレフィックスの前に、leftプレフィックスを置くこ
とができます。
joinの前に使用すると、2つのテーブル間の結合が左結合であることを指定します。結果のテーブルに
は、1つ目のテーブルのすべてのデータと2つのテーブルが連結するもののみが格納されます。
keepの前に使用すると、QlikViewに保存される前に2つ目のテーブルは、1つ目のテーブルとの共通
部分に縮小されます。

例：

QVTable:

Select * from Table1;

left join select * from Table2;

QVTab1:

Select * from Table1;

QVTab2:

left keep select * from Table2;

keepの例の2つのテーブルは、項目Aを介して関連付けられます。
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Right

QlikViewスクリプト言語内の joinおよび keepプレフィックスの前に、rightプレフィックスを置く
ことができます。
joinの前に使用すると、2つのテーブル間の結合が右結合であることを指定します。結果のテーブルに
は、2つ目のテーブルのすべてのデータと2つのテーブルが連結するもののみが格納されます。
keepの前に使用すると、QlikViewに保存される前に1つ目のテーブルは、2つ目のテーブルとの共通
部分に縮小されます。

例：

QVTable:

Select * from Table1;

right join select * from Table2;

QVTab1:

Select * from Table1;

QVTab2:

right keep select * from Table2;

keepの例の2つのテーブルは、項目Aを介して関連付けられます。
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27 ロードされたデータの評価

27.1 汎用データベース

汎用データベースは、項目名が項目値として1列に、項目値が2番目の列に保存されるテーブルです。
通常、汎用データベースは、さまざまなオブジェクトの属性に対して使用されます。
次の例を見てください。これは、ballと boxの2つのオブジェクトを含む汎用データベースで
す。color、およびweight 属性は両方のオブジェクトに共通しています
が、diameter、height、length、およびwidth属性は共通ではありません。

オブジェクト 属性 値

ball color red

ball diameter 10 cm

ball weight 100 g

box color black

box height 16 cm

box length 20 cm

box weight 500 g

box width 10 cm

属性の多くは特定のオブジェクトに関連していないため、それぞれの属性が固有の列を持つような方法
でデータを保存することは不適切であると考えられます。
一方、length、color、およびweight 属性を混在させて表示すると、混乱を招く可能性があります。
このデータベースが標準の方法でQlikViewにロードされた場合は、画面に3種類のリストボックスが
表示されます。

ただし、このテーブルが汎用データベースとしてロードされた場合、2列目と3列目は別のリストボッ
クスとして分割されます。次に、2列目の一意の値1つに対して1つの項目が生成されます。
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この場合は、次のような単純な構文が使用されます。

例：
Generic select * from GenericTable;

汎用データベースのロードで、loadステートメントを使用するか selectステートメントを使用するか
は問題ではありません。

27.2 クロステーブル

クロステーブルは、ヘッダーデータが直交する2つのリストに値のマトリックスを持つ一般的なテーブ
ルの種類です。次のようなテーブルになります。

例 1:

ex1.xlsx

Year (
年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月

2008 45 65 78 12 78 22

2009 11 23 22 22 45 85

2010 65 56 22 79 12 56

2011 45 24 32 78 55 15

2012 45 56 35 78 68 82

このテーブルをQlikViewにそのままロードすると、年(Year) の 1つの項目と、それぞれの月ごとに1
つの項目が生成されます。ただし、通常はこのようなテーブルが必要になることはありません。たとえ
ば、各ヘッダーカテゴリ(年 (Year) および月 (Month)) に対して1つの項目、およびマトリックス内の
データ値用に1つの項目を生成し、合計3つの項目を生成することが考えられます。
この場合は、loadまたは selectステートメントに crosstableプレフィックスを追加します。
このクロステーブルをロードするためのステートメントは、次のようになります。

crosstable (Month, Sales) load * from ex1.xlsx ;

QlikViewでは、次のように表示されます。
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クロステーブルでは、いくつか行見出しとなる列を表示することがあります。これらの列は、直接的な
方法で読み取ります。例2は、このようなテーブルの例です。

例 2:

ex2.xlsx

販売員 Year (年) 1月 2月 3月 4月 5月 6月

A 2008 45 65 78 12 78 22

A 2009 11 23 22 22 45 85

A 2010 65 56 22 79 12 56

A 2011 45 24 32 78 55 15

A 2012 45 56 35 78 68 82

B 2008 57 77 90 24 90 34

B 2009 23 35 34 34 57 97

B 2010 77 68 34 91 24 68

B 2011 57 36 44 90 67 27

B 2012 57 68 47 90 80 94
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この場合は、左側に2つの行見出し列があり、その後にマトリックス列が続きます。行見出し列の数
は、次のように、crosstableプレフィックスの3番目のパラメータとして指定できます。

crosstable (Month, Sales, 2) load * from ex2.xlsx ;

QlikViewでは、次のように表示されます。

構文の説明については、 Crosstable (285ページ)を参照してください。

27.3 不連続データと間隔の一致

loadまたはselect ステートメントで intervalmatchプレフィックスを使用すると、不連続の数値が1
つ以上の数値間隔にリンクされます。これはとても強力な機能であり、次の例のような実稼働環境など
で使用できます。

例：
次の2つのテーブルを見てください。最初のテーブルは、さまざまな注文(Order) の製造の開始
(Start) と終了 (End) を示します。2つ目のテーブルは、いくつかの個々のイベントを示します。どの
注文がイベントに影響されたか、どの注文がどのシフトで処理されたかを知るためには、どのように
個々のイベントを注文に関連付ければよいでしょうか。
Table OrderLog

Table EventLog
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最初に、通常どおりに2つのテーブルをロードします。次に、Time 項目を Start項目と End項目で定
義される間隔にリンクします。

Select * from OrderLog;

Select * from EventLog;

Intervalmatch (Time) select Start,End from OrderLog;

QlikViewでは、次のようなテーブルボックスが作成されます。

主に注文 Aがラインストップ(Line stop) の影響を受けた一方で、ラインスピード(Line speed) の減
少は注文 Bおよび Cにも影響を与えたことが容易に理解できます。注文 CおよびDだけは、一部がシ
フト2で処理されました。
intervalmatchを使用する場合は、次の点に注意してください。

l intervalmatchステートメントの前に、不連続データ点を含む項目(上の例のTime) が
QlikViewに読み取られている必要があります。intervalmatchステートメントは、データベー
ステーブルからこの項目を読み取りません。

l intervalmatch loadまたは selectステートメントで読み取られたテーブルは、厳密に2つの
項目(上記の例では、Start と End) を含む必要があります。他の項目へのリンクを確立するため
には、間隔項目と共に、個別の loadまたは selectステートメント(上記の例では最初のselect
ステートメント)で他の項目を読み取る必要があります。

l 間隔は常に閉じているので、終端は間隔に含まれます。NULLの範囲は間隔を無限に拡張します
が、数値以外の範囲は間隔を無視します。

l 間隔は重複することができ、不連続値は、すべての一致する間隔にリンクされます。

27.4 SCD (穏やかに変化する軸)の問題を拡張された
IntervalMatch 構文を使用して解決

拡張された intervalmatch構文を使用して、ソースデータ内でSCD (穏やかに変化する軸)の既知の
問題を処理できます。
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サンプルスクリプト:

SET NullInterpret='';

IntervalTable:

Load Key, ValidFrom, Team from IntervalTable.xls;

NullAsValue FirstDate,LastDate;

Key:

Load

Key,

ValidFrom as FirstDate,

date(if(Key=previous(Key),

previous(ValidFrom) - 1)) as LastDate,

Team

resident IntervalTable order by Key, ValidFrom desc;

drop table IntervalTable;

Transact:

Load Key, Name, Date, Sales from Transact.xls;

inner join intervalmatch (Date,Key) load FirstDate, LastDate, Key
resident Key;

上記の例に関するコメント:

次のステートメント
SET NullInterpret='';

は、テーブルファイルからデータを読み取る際にのみ必要になります。欠損値はnull値ではなく、空の
文字列として定義されるからです。
IntervalTable からデータをロードすると、次のテーブルが生成されます。

nullasvalueステートメントでは、リストされている項目にnull値をマップできます。
previousおよび order byを使用して Key、FirstDate、LastDate (属性項目)を作成し、その後、こ
のキーテーブルで置き換えた IntervalTable をドロップします。
Transact からデータをロードすると、次のテーブルが生成されます。
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inner joinに続く intervalmatchステートメントは、Transact テーブルに接続する合成キーを使用
して、上のキーを置き換えます。次のテーブルが生成されます。

27.5 階層構造

不平衡の n- レベル階層は、例えば地理的もしくは組織的次元をデータで表すのによく使用されます。
これらの種類の階層は、通常隣接するノードテーブルに記録されます。つまりテーブルでは、それぞれ
のレコードはノードと一致し、親ノードへのリファレンスを含む項目を持っています。

このようなテーブルでノードは1つのレコードにのみ記録されますが、子供をいくつでも持つことがで
きます。テーブルには、もちろんノードの属性を記述する追加項目が含まれるかもしれません。パフ
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ォーマンスと構造上の理由から、階層全体をリンクする単一のトップノードを使用するようお勧めしま
す(この例では「The World」)。
隣接するノードテーブルは、メンテナンスには最適ですが、毎日の仕事で使用するのは困難です。代わ
りに、クエリと分析では他の表現が使用されます。展開されたノードテーブルは一般的な表示の1つ
で、階層のそれぞれのレベルは別個の項目に記録されます。展開されたノードテーブルのレベルは、ピ
ボットテーブルやツリー構造で簡単に使えます。hierarchyキーワードは、QlikViewスクリプトで隣
接するノードテーブルから展開ノードテーブルへの変換に使用されます。詳細に関しては Hierarchy
(300ページ)を参照してください。

展開ノードテーブルの問題は、どのレベルで検索/選択するかといった既知の知識を必要とするため、
検索や選択にレベル項目を簡単に使用できないことです。先祖テーブルは、この問題を解決する別の表
現です。この表現はブリッジテーブルとも呼ばれます。

先祖テーブルには、データで見つかった子供と先祖の関係をすべて記録する1つのレコードがありま
す。子供と先祖のキーと名前を含みます。つまり、すべてのレコードは特定のノードがどのノードに属
するかを示します。hierarchybelongstoキーワードは、QlikViewスクリプトで隣接するノードテー
ブルから先祖テーブルへの変換に使用されます。詳細に関しては 階層パラメータ(266ページ)を参照
してください。
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階層のQlikViewソリューションには展開ノードテーブルと先祖テーブルの両方が必要です。前者はピ
ボットテーブルの作成と一般にノードの説明に必要で、後者はツリー全体の選択を可能にします。両者
はNodeIDなどのノードキーでリンクします。また、トランザクションテーブルにもリンクします。

27.6 セマンティックリンク

通常は、目的の項目値をクリックすることで、明示的に選択を行います。一方、セマンティックリンク
を使用して、間接的に選択を行う方法もあります。セマンティックリンクは、項目値に似ていますが、
オブジェクト自体ではなく、オブジェクト間の関係を記述する点が異なります。セマンティックリンク
は、ボタンのリストとして表示されます。
セマンティックリンクをクリックすると、他の項目で選択が行われます。

セマンティックテーブルの規則

セマンティックリンクは、オブジェクト間のリレーションを含むテーブルをロードすることで作成され
ます。

l このテーブルは、厳密に3つまたは4つの列を含む必要があります。
l セマンティックテーブルには、異なる項目の項目値間のリレーション、または同じ項目の項目値
間のリレーションのいずれかが含まれる必要があります。この2つを混在させることはできませ
ん。

l セマンティックテーブルをロードする loadまたは selectステートメントは、その前に
semantic修飾子を使用して、論理テーブルでないことを示す必要があります。

通常は、4つの列が使用されます。1列目には、他の項目値へのリレーションを持つ項目値が含まれ、3
列目には、関連付けられた項目値が含まれます。2列目には、リレーションの名前が含まれる必要があ
ります。4列目には、逆リレーションの名前が含まれる必要があります。
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3つの列を使用する場合は、逆リレーションの明示的な名前は指定できません。2列目に提供された名
前がリレーションと逆リレーションの両方で使用されます。この名前の前または後に矢印が付けられま
す。

同じ項目内の項目値間にリレーションが存在する場合、1列目と3列目は同じ名前にする必要がありま
す。また、2列目と4列目の名前(リレーションのタイプ)も同じにする必要があります。ただし、リ
レーションが異なる項目の項目値間のものである場合は、すべての列は相互に異なる名前である必要が
あります。

例: データからのセマンティック テーブルの抽出
セマンティックテーブルは、必ずしもQlikViewの外部のテーブルとして存在する必要はありません。
個別の loadステートメントを使用して、オブジェクトの既存のテーブルからこのテーブルを抽出する
方が柔軟性は高くなります。

QlikViewのサンプルディレクトリに含まれるpresidentsの例では、前任者(Predecessor)および後
任者(Successor)リンクを生成するためのスクリプトは次のようになります。

Directory presidents;

Load * from presdnts.csv (ansi, txt, delimiter

is ',', embedded labels);

Semantic Load

No -1 as No,

'Successor' as Relation,

No,

'Predecessor' as Relation

from presdnts.csv (ansi, txt, delimiter is ',',

embedded labels) where No > 1;

2つ目の loadステートメントは、右の図のようなテーブルを生成します。このテーブルはセマンティ
ックテーブルとしてロードされます。最初のレコードでは、存在しない0番目の社長に最初の社長がリ
ンクされるため、where句を使用して最初のレコードを取り除きます。
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この loadステートメントには、Noというラベルの2つの項目とRelationというラベルの2つの項目
が含まれることにも注目してください。このような loadステートメントを使用して内部テーブルを
ロードすると、スクリプト実行エラーが発生します。1つの内部テーブルのロード手順では、同じ名前
の項目が存在していないことが要求されるためです。同様に、このような selectステートメントも、ほ
とんどのODBCドライバの要件に合わせるため、使用できません。代わりに、presidents テーブルが
データベース内に存在する場合は、次の構造を使用してください。

Connect to DataBase;

Select * from presdnts;

Alias No2 as No, Relation2 as Relation;

Semantic Select

No -1 as No,

'Successor' as Relation,

No as No2,

'Predecessor' as Relation2

from presdnts where No > 1;

presidents の例は、セマンティックリンクを使用するための1つの単純な例です。これらのセマンテ
ィックリンクは、家系図でも使用できます。この場合、セマンティックリンクは、いとこ(cousin)、
兄弟姉妹(sibling)、祖母 (grandmother) などになります。会社における社員の場合、セマンティック
リンクは、上役(superior)、直属の上司(reports to)、秘書(secretary)などになります。

例: 関連する値をリレーション名として使用する
関連する項目値をリレーションの名前として使用すると、よりわかりやすくなる場合があります。社長
(presidents) の例では、すべての前任者(predecessor) を 1つの列に含め、すべての後任者
(successor) を別の列に含めることができます。

これらのリンクを作成するには次のロードスクリプトが必要です。
Load

No as DuplicateOfNo,

FirstName & ' ' & LastName as Name,

*

from presdnts.csv;

Semantic Load

No -1 as No,

QlikView 11.20 SR13 483



27 ロードされたデータの評価

FirstName & ' ' & LastName as Successor,

No as DuplicateOfNo,

'Dummy1'

from presdnts.csv where No > 1;

Semantic Load

No +1 as No,

FirstName &' ' & LastName as Predecessor,

No as DuplicateOfNo,

'Dummy2'

from presdnts.csv;

セマンティックリンクをクリックすると、3列目の項目DuplicateOfNoが選択されます。これは常
に、セマンティックテーブルでセマンティックリンクに表示される社長の数です。
最初は明確に認識することができない可能性がありますが、上記のコンストラクション内の逆リレーシ
ョンはほとんど役にたちません。これらは社長の名前を表示し、クリックされると、表示されている社
長の前任者/後継者が選択されます。これがDummy1およびDummy2と呼ばれている理由であり、
最初のリレーション(2列目)だけが使用されます。
リストボックスにダミーリレーションが表示されるのを避けるために、2列目と4列目を異なるタイプ
のリレーションとして処理する必要があります。つまり、1列目と3列目を異なる項目名にする必要が
あります。そのために、社長の数を含むNoとDuplicateOfNoの2つの列を使用しています。
リレーションを含む2つの異なるリストボックスが必要なので、2つの異なる semanticステートメン
トが必要です。
この例は、3列のセマンティックテーブルでも実行できますが、ほとんどの場合、逆リレーションを含
むリストボックスは、ユーザーを混乱させる可能性があります。

27.7 項目値への情報のリンク

テキストファイル、イメージ、または外部アプリケーションファイルの形式の情報をQlikViewドキュ
メントのデータに関連付けることができます。この機能を使用するには、どの情報ファイルをどの項目
値にリンクするかを記述するテーブルを作成し、そのテーブルを情報テーブルとして使用することを
QlikViewに伝える必要があります。次に、この手順について説明します。
情報テーブルには2つの列が必要です。最初の列は、項目名が付けられ、その項目に属する値のリスト
が含まれます。2列目は、任意の名前が付けられ、情報(テキストの場合)または情報を含むファイル(
イメージ、アプリケーション)への参照が含まれます。次の図を参照してください。
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特定の項目値にリンクされたファイルを定義する情報テーブル

このテーブルを情報テーブルとしてロードするためのステートメントは、次のとおりです。
Info Load Country, I from Flagsoecd.csv (ansi, txt, delimiter is ',',
embedded labels);

情報にリンクされているリストボックスまたはマルチボックス項目が選択されると、項目名の横に情報
アイコン が表示されます。このアイコンは、その情報にアクセスできることを示します。このアイ
コンをクリックすると、情報が表示されたり、アプリケーションファイルがロードされます。[リスト
ボックスプロパティ]ダイアログの [レイアウト]ページで、情報アイコンをオフにすることができま
す。
2列目にテキストが入力されると、そのテキストが内部テキストビューアーに表示されます。
このテキスト内では、新しい行を示すために改行を使用することはできません。代わりに、情報ファイ
ル内ではシンボル"\n" を使用します。

l 2列目に画像ファイル(bmp拡張子)の名前を入力すると、そのイメージが内部イメージビュー
アーに表示されます。

l 2列目にサウンドファイル(wav拡張子)を入力すると、そのサウンドが再生されます。
l 2列目に実行可能ファイルの名前を入力すると、そのファイルが実行されます。
l 2列目にその他のファイルの名前を入力すると、そのファイルに関連付けられているプログラム
でファイルが開かれます。

l 2列目にURL (インターネットアドレスなど)を入力すると、登録されているインターネットブ
ラウザを使用してそのアドレスがアクセスされます。

情報(info) ファイルには、スターマークを含めることはできません。ただし、OtherSymbol (
OtherSymbol (488ページ)を参照)として定義されているシンボルは使用できます。
bundle info loadを使用すると、外部データをQlikViewドキュメントにバンドルできます。詳細につ
いては Bundle (279ページ)を参照してください。

27.8 データクレンジング

さまざまなテーブルからデータをロードする場合は、同じ情報を示す項目値に必ずしも一貫して名前が
付けられているとは限らないことに注意してください。この一貫性の欠如は手間がかかるだけでなく、
関連付けの妨げにもなるため、この問題を解決する必要があります。これは、項目値を比較するための
マッピングテーブルを作成して、洗練された方法で解決できます。
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マッピングテーブル

mapping loadまたはmapping selectからロードされたテーブルは、他のテーブルとは異なる方法
で処理されます。メモリの別の領域に保存され、スクリプトの実行中にマッピングテーブルとしてのみ
使用されます。スクリプトの実行後は、自動的に削除されます。

マッピングテーブルの例

規則：

l マッピングテーブルは、2列で構成される必要があります。1列目は比較の値、2列目はマッピ
ング値です。

l 2つの列に名前を付ける必要がありますが、名前には関連性はありません。列の名前と通常の内
部テーブルの項目名との関係はありません。

マッピングテーブルの使用

国をリストする複数のテーブルをロードすると、1つの国の名前が複数の異なる名前で表示されること
があります。この例では、「U.S.A.」が「US」、「U.S.」、「United States」としてリストされてい
ます。

連結されたテーブル内で、United States を示す3つの異なるレコードが存在しないようにするため
に、表示されたものに似たテーブルを作成し、それをマッピングテーブルとしてロードできます。
スクリプト全体は、次のようになります。

CountryMap:

Mapping Load x,y from MappingTable.txt

(ansi, txt, delimiter is ',', embedded

labels);
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Map Country using CountryMap;

Load Country,City from CountryA.txt

(ansi, txt, delimiter is ',', embedded labels);

Load Country, City from CountryB.txt

(ansi, txt, delimiter is ',', embedded labels);

mappingステートメント(この構文の詳細については、Mapping (322ページ)を参照)は、ファイル
MappingTable.txtを CountryMapラベルのマッピングテーブルとしてロードします。
mapステートメント(この構文の詳細については、Map ... using (323ページ)を参照)は、以前に
ロードされたマッピングテーブル CountryMapを使用して、項目 Countryのマッピングを有効にしま
す。
loadステートメントは、テーブル CountryAおよび CountryBをロードします。これらのテーブルは
同じ項目のセットを含むため、連結され(複数テーブルを1つに連結(466ページ)を参照)、どちらも
項目 Countryを含みます。この項目値がマッピングテーブルの1列目の項目値と比較されます。項目
値U.S.、United States、およびUSが検出され、マッピングテーブルの2列目の値(USA) に置き換
えられます。
自動マッピングは、項目がQlikViewテーブルに保存される一連のイベントの最後に実行されます。典
型的な loadまたは selectステートメントでは、イベントの順序はおおよそ次のようになります。
1. 数式の評価
2. as による項目の名前変更
3. alias による項目の名前変更
4. テーブル名の修飾(適用できる場合)
5. 項目名が一致する場合はデータのマッピング

つまり、マッピングは数式の部分で項目名が出現するたびに行われるのではなく、QlikViewテーブルの
項目名に値が保存されるときに実行されます。
マッピングを無効にするには、unmapステートメント( Unmap (343ページ)を参照)を使用しま
す。
数式レベルのマッピングの場合は、applymap関数(マップ関数(410ページ)を参照)を使用しま
す。
サブストリングレベルのマッピングの場合は、mapsubstring関数(マップ関数(410ページ)を参
照)を使用します。

27.9 データ内のワイルドカード

データ内でワイルドカードを使用することもできます。ワイルドカードは2種類あります。この項目の
すべての値として解釈されるスターマークと、この項目の残りのすべての値として解釈されるオプショ
ンのシンボルです。

スターマーク

スターマークは、この項目内のすべての値(リストされている値)、つまりこのテーブル内の任意の場所
にリストされている値として解釈されます。ロードスクリプトのアクセスセクションでロードされた
テーブルのシステム項目(USERID、PASSWORD、NTNAME、または SERIAL) の 1つで使用される場
合は、この項目のすべての絞込値(リストされていない値も含む)として解釈されます。

QlikView 11.20 SR13 487



27 ロードされたデータの評価

スターマークは、情報ファイルでは使用できません。また、キー項目(テーブルを結合するために使用
される項目)でも使用できません。
明示的に指定しない限り、スターマークは使用されません。ロードスクリプトで starステートメント
を作成する方法については、 Star (338ページ)を参照してください。

OtherSymbol

テーブル内のその他のすべての値、つまりロードされたテーブルで明示的に検出されなかったすべての
値を表す方法が必要になることがよくあります。これは、OtherSymbolと呼ばれる特別な変数を使用
して表します。"その他のすべての値"として処理されるOtherSymbolを定義するには、load/select
ステートメントの前に次の構文を使用します。

SET OTHERSYMBOL=<sym>;

load/selectステートメントの前。<sym>には任意の文字列を指定できます。
定義されたシンボルが内部テーブル内に出現すると、QlikViewは、値が検出された項目にそれまでロー
ドされていないすべての値として、そのシンボルを定義します。OtherSymbolの出現後に項目で検出
された値は無視されます。
この機能をリセットするには、次の構文を使用します。

SET OTHERSYMBOL=;

例：
Table Customers

CustomerID名前

1 ABC Inc.

2 XYZ Inc.

3 ACME INC

+ 未定義

Table Orders

CustomerID名前

1 1234

3 1243

5 1248

7 1299

スクリプト内で、上記の最初のテーブルがロードされる前の場所に、次のステートメントを挿入しま
す。
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SET OTHERSYMBOL=+;

1、2、または3以外のCustomerIDへのすべての参照、たとえばOrderID 1299をクリックする
と、NameはUndefinedになります。

注意!
OtherSymbolは、テーブル間の外部結合の作成での使用を意図していません。

27.10 QlikViewでのNull 値の処理

データベースクエリまたはテーブル間の結合の結果、特定の項目にデータが生成されない場合、通常、
結果はNULL値になります。
QlikViewロジックは、次のNULL値を実数として処理します。

l ODBC接続から返されたNULL値
l QlikViewスクリプトのテーブルの強制連結の結果として作成されたNULL値
l QlikViewスクリプトの joinステートメントの結果として作成されたNULL値
l テーブルボックスに表示される項目値の組み合わせ、またはエクスポートボタンによってエクス
ポートされる項目値の組み合わせを生成した結果として作成されたNULL値

通常は、これらのNULL値を関連付けや選択で使用することはできません。ただし、nullasvalueス
テートメントを使用することにより、項目レベルでNULL値を処理することができます。NullAsValue
(324ページ)を参照してください。さらに、ODBCからのNULL値は、nulldisplayを使用して処理で
きます(以下を参照)。
定義用のテキストファイルにNULL値を含めることはできません。

ODBCからのNULL値の関連付け/選択

ODBCデータソースからNULL値を関連付けまたは選択することができます。この目的のために、スク
リプト変数が定義されています。次の構文を使用する場合:

SET NULLDISPLAY=<sym>;

シンボル<sym>が、データ入力の最下位レベルにあるODBCデータソースからのすべてのNULL値
の代わりに使用されます。<sym>には任意の文字列を指定できます。
この機能をデフォルト解釈にリセットするには、次の構文を使用します。

SET NULLDISPLAY=;

注意!
NULLDISPLAYの使用は、ODBCデータソースからのデータにのみ影響します。

ODBCからのNULL値を空の文字列としてQlikViewロジックにもたせるには、空の文字列を
NULLDISPLAY変数に次のように割り当てます(二重引用符を使用)。

SET NULLDISPLAY=";

この割り当ては、スクリプト内のすべての selectステートメントの前で行う必要があります。空の文字
列は、その他の任意の値として処理され、NULL値の関連付けおよび選択が可能です。
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テキストファイルからのNULL値の作成

シンボルを定義することができます。このシンボルがテキストファイルまたは inline句に存在する場
合は、実NULL値として解釈されます。次のステートメントを使用します。

SET NULLINTERPRET=<sym>;

シンボル<sym>は、NULLとして解釈されます。<sym>には任意の文字列を指定できます。
この機能をデフォルト解釈にリセットするには、次の構文を使用します。

SET NULLINTERPRET=;

注意!
NULLINTERPRETの使用は、テキストファイルおよび inline 句のデータのみに影響します。

数式におけるNULL値の伝達

NULL値は、いくつかの論理的および妥当な規則に基づいて、数式を介して伝達されます。

関数

一般的な規則としては、関数が定義されている範囲外にパラメータが指定されると、関数はNULLを返
します。

例：

asin(2) 次のようになります。 NULL

log(-5) 次のようになります。 NULL

round(A,0) 次のようになります。 NULL

上記の結果として、評価で必要なパラメータのいずれかがNULLである場合、関数は原則としてNULL
を返します。

例：

sin(NULL) 次のようになります。 NULL

chr(NULL) 次のようになります。 NULL

if(NULL, A, B) 次のようになります。 B

if(TRUE, NULL, A) 次のようになります。 NULL

if(TRUE, A, NULL) 次のようになります。 A

2番目の規則の例外には、型をテストするための論理関数があります。

例：
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isnull(NULL) 次のようになります。 TRUE (-1)

isnum(NULL) 次のようになります。 FALSE (0)

算術および文字列演算子

文字列連結の場合を除き、NULLがこれらの演算子のどちらの側で発生しても、NULLが返されます。

例：

A + NULL 次のようになります。 NULL

A - NULL 次のようになります。 NULL

A / NULL 次のようになります。 NULL

A * NULL 次のようになります。 NULL

NULL / A 次のようになります。 NULL

0 /NULL 次のようになります。 NULL

0 * NULL 次のようになります。 NULL

A&NULL 次のようになります。 A

関係演算子

関係演算子のいずれかの側にNULLが発生した場合は、特別な規則が適用されます。

例：

NULL rel.op.NULL 次のようになります。 NULL

A <>NULL 次のようになります。 TRUE (-1)

A< NULL 次のようになります。 FALSE (0)

A <= NULL 次のようになります。 FALSE (0)

A = NULL 次のようになります。 FALSE (0)

A >=NULL 次のようになります。 FALSE (0)

A > NULL 次のようになります。 FALSE (0)
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27.11 文字セット

文字セットは、ファイルで使われる文字セットを定義する Loadステートメントのファイル指定子で
す。
次の文字セットを使用できます。

ansi
oem
mac
utf8
unicode
codepage is N

ファイルは、 ansi (Windows)、oem (DOS、OS/2、AS400など)、unicode、utf8、mac等の文字
セットで書き込めます。oem文字セットからの変換はMacOSでは実装されていません。codepage 指
定子を使うと、Windows codepage を使用できます。何も指定されない場合、Windows では
codepage 1252と見なされます。
QlikViewの旧バージョンで使われていた ansi、oem、mac指定子もまだ機能します。ただし、新し
いQlikViewで Loadステートメントを作成する際には生成されません。

例：
LOAD * FROM a.txt (utf8, txt, delimiter is ',' , embedded labels)
LOAD * FROM a.txt (unicode, txt, delimiter is ',' , embedded labels)

LOAD * FROM a.txt (codepage is 10000, txt, delimiter is ',' , no
labels)

スクリプトのステートメントとキーワード(271ページ)へ戻る
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28 QVDファイル

QVD (QlikView Data) ファイルは、QlikViewからエクスポートされたデータのテーブルを含むファイ
ルです。QVDは、ネイティブQlikViewファイルで、QlikViewでのみ読み書きすることができます。フ
ァイル形式は、QlikViewスクリプトからデータを高速に読み取れるように最適化され、サイズもコンパ
クトです。QVDファイルからのデータの読み取りは、他のデータソースから読み取る場合よりも一般
に10～100倍高速になります。
QVDファイルは、標準(高速)と最適化(超高速)の2つのモードで読み取ることができます。選択モー
ドは、QlikViewスクリプトエンジンによって自動的に決定されます。最適化モードは、ロードされた
すべての項目が変換(項目に対して実行される式)なしに読み取られる場合にのみ使用できます。ただ
し、項目名は変更することができます。QlikViewにレコードを解凍させるWHERE句は、最適化された
ロードを無効にします。項目変換が実行されると、標準のExtract-Transform-Load (ETL) に従って、
最適化された.qvdが抽出および処理されます。これによって、パフォーマンスが低下します。指定した
形式は維持されず、代わりに、基となる未加工の数値形式が使用および認識されます。.qvdにある項目
は変換できます。変換すると、以前の「最適化された」.qvdは、標準の最適化されていない .qvdにな
ります。
QVDファイルは、厳密に1つのデータテーブルを保持し、3つの部分で構成されます。

1. テーブル内の項目や、後続情報およびその他のメタデータのレイアウトを記述する整形式
XMLヘッダー(UTF-8文字セット)。

2. バイト埋め込み形式のシンボルテーブル。
3. ビット埋め込み形式の実際のテーブルデータ。

28.1 QVDファイルの使用目的

QVDファイルは、多くの目的で使用することができます。少なくとも4つの重要な利点が考えられま
す。複数がどんな状況にでも当てはまります。

ロード速度の向上

QVDファイルの入力データの変更されない部分または変化が遅い部分をバッファリングすることで、大
きなデータセットに対するスクリプトの実行が大幅に高速化します。

データベースサーバーの負荷の減少

外部データソースから取得するデータ量を大幅に削減もできます。これにより、外部データベースおよ
びネットワークトラフィックの負荷が減少します。さらに、複数のQlikViewスクリプトが同じデータ
を共有する場合は、ソースデータベースからデータを一度QVDファイルにロードするだけで済みま
す。他のアプリケーションは、このQVDファイルから同じデータを使用できます。

複数のQlikViewアプリケーションからのデータの統合

Binary (278ページ)スクリプトのステートメントでは、1つのQlikViewアプリケーションから別のア
プリケーションにデータをロードできます。しかし、QVDファイルを使用すると、QlikViewスクリプ
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トは任意の数のQlikViewアプリケーションからのデータを統合できます。これにより、アプリケーシ
ョンの可能性が広がり、たとえば、さまざまな部署からの類似するデータを統合することができます。

増分/差分ロード

多くの一般的な状況で、QVD機能を使用することにより、増大するデータベースから新しいレコードを
排他的にロードする増分ロードを簡単に実行できます。
QVDファイルの使用と増分ロードについての詳細は次のリンクを参照してください。

QVDファイルを使用した増分ロード(495ページ)

28.2 QVDファイルの作成

3つの異なる方法から1つを使用してQVDファイルを作成できます。

1. QlikViewスクリプトで Store (339ページ)コマンドを使用した明示的な作成と命名。ス
クリプトでは、選択した場所にある明示的に名前が付けられたファイルに、事前に読み取
られたテーブルまたはその一部をエクスポートするように記述します。

2. スクリプトからの自動作成とメンテナンス。loadまたは selectステートメントの前に
Buffer (278ページ)プレフィックスを指定すると、QlikViewは自動的にQVDファイル
を作成します。QVDファイルは、一定の条件下でデータのリロード時に元のデータソー
スの代わりに使用できます。

3. レイアウトまたは 内部マクロインタープリタ(1077ページ)から明示的に作成されて名
前が付けられます。データは、GUIコマンドまたはオートメーションマクロを使用し
て、QlikViewレイアウトからエクスポートされます。GUIでは、ほとんどのシートオブ
ジェクトのオブジェクトメニューにある [エクスポート]コマンドに、使用可能なエクス
ポート形式の1つとしてQVDが含まれています。

読込み時間など、結果のQVDファイルに違いはありません。

28.3 QVDファイルからのデータの読み取り

QlikViewは、次の方法でQVDファイルの読込み、またはアクセスを行います。
1. 明示的なデータソースとしてのQVDファイルのロード。QVDファイルは、他の種類のテ

キストファイル(csv、fix、dif、biffなど)と同様に、QlikViewスクリプトの loadステー
トメントで参照できます。ファイルウィザード：種類(243ページ)では、同じ原則で
QVDファイルを扱います。

例：

load * from xyz.qvd (qvd);

load Name, RegNo from xyz.qvd (qvd);

load Name as a, RegNo as b from xyz.qvd (qvd);

2. バッファQVDファイルの自動ロード。loadまたは selectステートメントで Buffer
(278ページ)プレフィックスを使用する場合は、読み取り用の明示的なステートメントは
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必要ありません。QlikViewが、QVDファイルからデータを使用するか、元の loadまた
は selectステートメントを使用してデータを取得するか、その範囲を決定します。

3. スクリプトによるQVDファイルへのアクセス。qvdで始まるたくさんのスクリプト関数
を使用して、QVDファイルのXMLヘッダーにあるデータのさまざまな情報を取得できま
す。これらの関数の詳細については、ロードスクリプトのファイル関数(419ページ)を
参照してください。

11.20以降、QVDのインポートはサポートされていません。

28.4 QVDファイルを使用した増分ロード

増分ロードは、データベースではきわめて一般的なタスクです。増分ロードとは、データベースから新
しいレコードまたは変更されたレコードだけをロードすることを指します。残りのデータは、既に何ら
かの方法でアクセス可能になっています。QVDファイル(493ページ)で、ほとんどの場合増分ロード
を実行できます。
基本手順を以下に説明します。

1. データベーステーブルからの新しいデータをロードします(時間がかかるが、限定されたレ
コード数をロードします)。
2. QVDファイルからの古いデータをロードします(ロードするレコード数は多いが短時間)。
3. 新しいQVDファイルを作成します。
4. ロードされるテーブルごとに手順の繰り返します。

このソリューションの実際の複雑さはソースデータベースの条件によって異なりますが、以下に示す基
本的なケースを確認できます。

1) ケース1: 追加のみ(496ページ) (通常はログファイル)
2) ケース2: 挿入のみ(更新または削除なし) (496ページ)
3) ケース3: 挿入および更新(削除なし) (497ページ)
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4) ケース4: 挿入、更新、および削除(498ページ)
次に、それぞれのケースごとのソリューションについて簡単に説明します。QVDファイルは、最適化と
標準のどちらかのモードで読み取ることができます。(使用されるモードは、オペレーションの複雑さに
よってQlikViewスクリプトエンジンが自動的に選択します。)最適化モードは、(概算で)標準モード
の約10倍、データベースからのロードは普通の方法で約100倍の速度です。

ケース 1: 追加のみ

最も単純なケースはログファイルです。このようなファイルではレコードが追加されるだけで、削除さ
れることはありません。次の条件が適用されます。

l データベースは、テキストファイル (ODBC/OLE DB以外)に含まれているログファイル (またはレコー
ドが挿入または削除ではなく追加される他のファイル)でなくてはなりません。

l QlikView は、以前に読み取られたレコード数を常に記録し、ファイルの末尾に追加されたレコードだけ
をロードします。

スクリプトの例:
Buffer (Incremental) Load * From LogFile.txt (ansi, txt, delimiter is
'\t', embedded labels);

ケース 2: 挿入のみ (更新または削除なし)

単純なログファイル以外のデータベースにデータが存在する場合は、ケース1の方法は機能しません。
ただし、少しの作業を追加するだけで問題を解決できます。次の条件が適用されます。

l データソースには、任意のデータベースを使用できます。
l QlikView は、最後のスクリプト実行後にデータベースに挿入されたレコードをロードします。
l 項目ModificationDate (または同様の項目)は、どのレコードが新しいかをQlikView が認識するために
必要です。
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スクリプトの例:
QV_Table:

SQL SELECT PrimaryKey, X, Y FROM DB_TABLE

WHERE ModificationTime >= #$(LastExecTime)#

AND ModificationTime < #$(BeginningThisExecTime)#;

Concatenate LOAD PrimaryKey, X, Y FROM File.QVD;

STORE QV_Table INTO File.QVD;

(SQLWHERE句のハッシュ記号は日付の開始と終了を定義します。ご使用中のデータベースの適正な日
付構文については、データベースマニュアルを確認してください。)

ケース 3: 挿入および更新 (削除なし)

次のケースは、以前にロードされたレコード内のデータがスクリプト実行時に変更されている場合に適
用可能です。次の条件が適用されます。

l データソースには、任意のデータベースを使用できます。
l QlikView は、最後のスクリプト実行後にデータベースに挿入されたレコード、またはデータベースで更
新されたレコードをロードします。

l 項目ModificationDate (または同様の項目)は、どのレコードが新しいかをQlikView が認識するために
必要です。

l QlikView が QVDファイルから更新されたレコードをソートするためには、プライマリキー項目が必要
です。

l このソリューションでは、QVDファイルの読み取りは (最適化モードではなく)標準モードで行われま
す。標準モードはデータベース全体をロードするよりも、かなり高速です。
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スクリプトの例:
QV_Table:

SQL SELECT PrimaryKey, X, Y FROM DB_TABLE

WHERE ModificationTime >= #$(LastExecTime)#;

Concatenate LOAD PrimaryKey, X, Y FROM File.QVD

WHERE NOT Exists(PrimaryKey);

STORE QV_Table INTO File.QVD;

ケース 4: 挿入、更新、および削除

最も処理が難しいケースは、スクリプト実行時にソースデータベースからレコードが実際に削除されて
いる場合です。次の条件が適用されます。

l データソースには、任意のデータベースを使用できます。
l QlikView は、最後のスクリプト実行後にデータベースに挿入されたレコード、またはデータベースで更
新されたレコードをロードします。

l QlikView は、最後のスクリプト実行後にデータベースから削除されたレコードを削除します。
l 項目ModificationDate (または同様の項目)は、どのレコードが新しいかをQlikView が認識するために
必要です。

l QlikView が QVDファイルから更新されたレコードをソートするためには、プライマリキー項目が必要
です。

l このソリューションでは、QVDファイルの読み取りは (最適化モードではなく)標準モードで行われま
す。標準モードはデータベース全体をロードするよりも、かなり高速です。
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スクリプトの例:
Let ThisExecTime = Now( );

QV_Table:

SQL SELECT PrimaryKey, X, Y FROM DB_TABLE

WHERE ModificationTime >= #$(LastExecTime)#

AND ModificationTime < #$(ThisExecTime)#;

Concatenate LOAD PrimaryKey, X, Y FROM File.QVD

WHERE NOT EXISTS(PrimaryKey);

Inner Join SQL SELECT PrimaryKey FROM DB_TABLE;

If ScriptErrorCount = 0 then

STORE QV_Table INTO File.QVD;

Let LastExecTime = ThisExecTime;

End If

QlikView 11.20 SR13 499



500 QlikView 11.20 SR13



29 セキュリティ

29 セキュリティ

QlikViewにおけるセキュリティのメカニズムは、2つの異なる方法で設定できます。QlikViewドキュ
メントのロードスクリプトに組み込むか、QlikView Publisherを使用して設定します。

29.1 認証と承認

認証は、承認を求めている人が本人であることを検証するためのプロセスです。QlikViewで
は、Windows オペレーティングシステムに認証を任せるか、ユーザー IDとパスワード(Windows の
ユーザー IDとパスワードとは異なるもの)を要求するか、QlikViewライセンスキーを簡単な認証方法
として使用することができます。
承認は、識別された人がリソースを持つことを許可されているかどうかを判断することです。QlikView
は、Windows オペレーティングシステムに承認を任せるか、自身で承認を行うことができます。後者
の場合は、セキュリティテーブルをロードスクリプトに組み込む必要があります。

29.2 QlikView Publisher によるセキュリティ

QlikView Publisherでセキュリティを処理するように設定すると、各QlikViewファイルがいくつかの
ファイルに分割され、関連ユーザーまたはユーザーグループに関するデータが各ファイルに格納されま
す。これらのファイルは、正しいOSセキュリティ設定を含むフォルダに格納されます。つま
り、QlikViewはオペレーティングシステムに認証と承認を処理させます。
ただし、ファイル自体に組み込まれたセキュリティがないので、ダウンロードしたファイルは保護され
ません。
1つのファイルがいくつかに分割され、ユーザーは自分のデータを含むファイルを開くだけなので、通
常はファイルサイズが小さくなります。ただし、これにより、同じデータを含む複数のファイルがロー
ドされることがあるので、1つのファイルにすべてのデータを保持する場合に比べて、QlikView Server
が使用するメモリが増える可能性もあります。
詳細については、QlikView Publisherのドキュメントを参照してください。

29.3 QlikViewロードスクリプトのセクションアクセスによるセ
キュリティ

QlikViewロードスクリプトのセクションアクセスでセキュリティを処理するように設定すると、1つ
のファイルで多数のユーザーやユーザーグループのデータを保持できます。QlikViewは、セクション
アクセス内の情報を使用することにより、認証と承認を行い、ユーザーが自分のデータのみにアクセス
するようにデータを動的に削減します。
ファイル自体にセキュリティが組み込まれるので、ダウンロードしたファイルもある程度まで保護され
ます。ただし、セキュリティの必要性が高い場合は、ファイルのダウンロードとオフライン使用を禁止
する必要があります。ファイルは、QlikView Serverでのみ公開する必要があります。
1つのファイルにすべてのデータが保持されるので、このファイルはサイズが非常に大きくなる可能性
があります。
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この後のすべての情報は、QlikViewロードスクリプトのセクションアクセスによるセキュリティ方法
に関連します。

29.4 ロードスクリプトのセクション

アクセス制御は、QlikViewによる通常のデータのロード方法と同様にロードされる1つまたはいくつか
のセキュリティテーブルを使用して管理されます。このため、これらのテーブルは通常のデータベース
に格納できます。セキュリティテーブルを管理するスクリプトステートメントは、スクリプト内の
section accessで開始されるアクセスセクション内に指定します。
ロードスクリプトにアクセスセクションを定義する場合は、"通常の"データをロードする部分のスク
リプトを section applicationで開始される別のセクション内に配置する必要があります。

例：
Section Access;

Load * inline

[ACCESS,USERID,PASSWORD

ADMIN, A,X

USER,U,Y ];

Section Application;

Load...... from......

29.5 セクションアクセスのアクセスレベル

指定したユーザーまたはユーザーのグループに対して、QlikViewドキュメントへのアクセスを承認でき
ます。セキュリティテーブルでは、アクセスレベルのADMINまたはUSERをユーザーに割り当てるこ
とができます。アクセスレベルが割り当てられていないユーザーは、QlikViewドキュメントを開くこ
とができません。
管理者("ADMIN") アクセス権限を持つ人は、ドキュメントのすべての項目を変更できます。管理者ア
クセス権限("ADMIN") を与えられた人は、[ドキュメントプロパティ]ダイアログと [シートプロパテ
ィ]ダイアログの [セキュリティ]ページを使用して、ユーザーがドキュメントを変更する可能性を制限
できます。ユーザー権限("USER") を与えられた人は、[セキュリティ]ページにアクセスできません。

注意!
管理者アクセス権(ADMIN) はローカルドキュメントにのみ当てはまります。サーバー上で開かれたド
キュメントには、常にユーザー権限(USER) でアクセスされます。

29.6 セクションアクセスのシステム項目

アクセスレベルは、section access 内にロードされる1つまたはいくつかのテーブル内のユーザーに
割り当てられます。これらのテーブルには、さまざまなユーザー固有のシステム項目を含めることがで
きます。通常は、"USERID" と "PASSWORD"、およびアクセスレベルを定義する項目の"ACCESS" で
す。セクションアクセスのすべてのシステム項目が認証と承認に使用されます。section accessのす
べてのシステム項目を以下に説明します。
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セキュリティ項目は、すべてまたは任意の組み合わせをアクセスセクションにロードできます。また、
何もロードしないこともできます。このため、"USERID" を使用する必要がありません。シリアル番号
のみなど、他の項目を使用して承認を行うことができます。

ACCESS 対応するユーザーに与えられるアクセス権限を定義する項目。

USERID 許可されるユーザー IDを含む項目。QlikViewがユーザー IDの入力を要求し、この
項目の値と比較します。このユーザー IDは、Windows のユーザー IDと同じではあ
りません。

PASSWORD 許可されるパスワードを含む項目。QlikViewがパスワードの入力を要求し、この項
目の値と比較します。このパスワードは、Windows のパスワードと同じではありま
せん。

SERIAL QlikViewのシリアル番号に対応する番号を含む項目。
例：4900 2394 7113 7304。
QlikViewがユーザーのシリアル番号を確認し、それをこの項目の値と比較します。

NTNAME Windows NTのドメインユーザー名またはグループ名に対応する文字列を含む項
目。
QlikViewがOSからログオン情報を取得し、それをこの項目の値と比較します。

NTDOMAINSID Windows NTドメインのSIDに対応する文字列を含む項目。
例：S-1-5-21-125976590-4672381061092489882。
QlikViewがOSからログオン情報を取得し、それをこの項目の値と比較します。

NTSID Windows NTのSIDを含む項目。
例：S-15-21-125976590-467238106-1092489882-1378。
QlikViewがOSからログオン情報を取得し、それをこの項目の値と比較します。

OMIT この特定のユーザーに対して省略する項目を含む項目。ワイルドカードを使用したり、項目
を空にしたりできます。これを手軽に行うには、サブフィールドを使用します。

注意！
基底のデータ構造を変更してしまうので、主要な項目でOMITを適用すべきではありませ
ん。論理的な複数のアイランドや計算上の矛盾を引き起こす場合があります。

QlikViewは、QlikViewのシリアル番号を SERIAL項目と、Windows NTユーザー名およびグループを
NTNAMEと、Windows NTドメインのSIDをNTDOMAINSIDと、Windows NTのSIDをNTSIDと
比較します。さらに、ユーザー IDとパスワードの入力を要求し、それらをUSERIDおよび
PASSWORD項目と比較します。
ユーザー ID、パスワード、および環境プロパティの見つかった組み合わせが section accessテーブル
でも見つかると、対応するアクセスレベルでドキュメントが開きます。見つからない場合、QlikView
はドキュメントへのユーザーアクセスを拒否します。ユーザー IDやパスワードが正しく入力されない
場合は、ログオン手順全体を繰り返す必要があります。
QlikViewの特徴である同じ内部ロジックがアクセスセクションでも使用されているので、セキュリテ
ィ項目をさまざまなテーブルに配置できます。このため、システム管理者はセキュリティテーブルから
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QlikViewドキュメントを作成できます。この場合は、対応する項目値をクリックすることで、正しいシ
リアル番号、パスワードなどがシミュレートされます。)
ログオン手順では、QlikViewは最初に SERIAL、NTNAME、NTDOMAINSID、NTSIDをチェックし
て、この情報がドキュメントへのユーザーアクセスを許可するために十分であるかどうかを確認しま
す。十分である場合、QlikViewはユーザー IDとパスワードの入力を要求せずに、ドキュメントを開き
ます。
アクセス項目の一部のみがロードされる場合は、上の要件のうちの対応する部分が使用されます。
section access 内の Loadまたは Selectステートメントにリストされるすべての項目は、大文字で記
述する必要があります。データベース内の小文字を含む項目名は、Loadまたは Selectステートメント
で読み取られる前に、upper関数を使用して大文字に変換する必要があります。
upper(textexpression) (407ページ)を参照してください。ただし、QlikViewドキュメントを開くエ
ンドユーザーが入力するユーザー IDとパスワードは、大文字と小文字は区別されません。
ワイルドカード(*) は、この項目内のすべての値(リストされている値)、つまりこのテーブル内の任意
の場所にリストされている値として解釈されます。ロードスクリプトのアクセスセクションでロードさ
れたテーブルのシステム項目(USERID、PASSWORD、NTNAME、または SERIAL) の 1つで使用され
る場合は、この項目のすべての絞込値(リストされていない値も含む)として解釈されます。

注意!
QVDファイルからデータをロードする場合にupper関数を使用すると、ロードスピードが遅くなりま
す。

注意!
inline ステートメントでアクセステーブルを生成するには、アクセス制限テーブルウィザード(239
ページ)を使用します。

注意!
セクションアクセスを有効にしている場合は、ここに記載されているセクションアクセスシステム項
目名をデータモデルの項目名として使用できません。

例 1:
シリアル番号のみがチェックされます。特定の1台のコンピュータに管理者アクセス権限が与えられま
す。それ以外のすべてにユーザーアクセス権限が与えられます。このとき、スターを使用して"任意の
シリアル番号"を示すことができます。

ACCESS SERIAL

ADMIN 4900 2394 7113 7304

USER *

例 2:
管理者と、QlikViewがバッチジョブとして実行されているサーバーに、管理者アクセス権が与えられ
ます。ドメインのその他の人は、ユーザー IDとパスワードとして"USER"と入力することにより、
ユーザーアクセス権が与えられます。

504 QlikView 11.20 SR13



29 セキュリティ

ACCESS SERIAL NTDOMAINSID USERID PASSWORD

ADMIN * S-1-5-21-125976590-
467238106-1092489882

ADMIN ADMIN

ADMIN 4900 2394 7113
7304

* * *

USER * S-1-5-21-125976590-
467238106-1092489882

USER USER

29.7 QlikView機能の制限

ドキュメントプロパティ：セキュリティ(528ページ)ページと シートプロパティ：セキュリティ
(562ページ)ページにあるコントロールを使用すると、特定のメニュー項目へのアクセスを拒否した
り、レイアウトの変更を禁止することができます。これらの設定を本格的な保護の手段として使用する
場合は、ドキュメントユーザーがユーザーとしてログインすることが重要です。管理者としてログイン
した人は、いつでもセキュリティ設定を変更できます。
ユーザー権限でドキュメントを開いたユーザーには、[プロパティ]ダイアログの [セキュリティ]ペー
ジが表示されません。

29.8 動的データ削除

QlikViewとQlikView Serverは、section accessログインに基づいてドキュメントの一部のデータを
ユーザーに表示しない機能をサポートします。
第1に、システム項目のOMITを使用して項目(列)を非表示にできます。
第2に、Section Accessのデータを実際のデータにリンクして、レコード(行)を非表示にできます。
表示/除外する値の選択は、1つ以上の項目に section accessと section applicationで共通の名前
を付けて制御します。ユーザーログイン後、QlikViewは、section accessでの項目内の選択を
section applicationの完全に同じ名前(項目名は大文字で記述)の項目にコピーしようとします。選
択が行われると、QlikViewは選択によって除外されたすべてのデータをユーザーに表示しなくなりま
す。
この処理が行われるには、ドキュメントプロパティ：起動画面ページでセクションアクセスによる初
期データ削除オプションを選択する必要があります。QlikView Serverを使用する以外の方法で配布さ
れるドキュメントでこの機能を使用する場合は、[ドキュメントプロパティ]の同じページでバイナリ
ロード禁止オプションを選択して、データ保護を維持する必要があります。

注意!
section accessでは、すべての項目名と項目値がデフォルトで大文字に変換されるので、上で説明し
た転送で使用するすべての項目名とそれらの項目のすべての項目値を大文字にする必要があります。

例：
section access;

load * inline [

ACCESS, USERID,REDUCTION, OMIT

ADMIN, ADMIN,*,
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USER, A,1

USER, B, 2,NUM

USER, C, 3, ALPHA

];

section application;

T1:

load *,

NUM AS REDUCTION;

load

Chr( RecNo()+ord(‘A’)-1) AS ALPHA,

RechNo() AS NUM

AUTOGENERATE 3;

現在、項目REDUCTION (大文字)が section accessと section applicationの両方にあります(全
ての項目値も大文字)。通常、2つの項目はまったく異なり、区別されますが、[セクションアクセスに
よる初期データ削除]オプションを選択した場合、それらはリンクされ、ユーザーに表示されるレコー
ド数は減少します。
section accessの項目OMITで、ユーザーから隠すべき項目を定義します。
結果は次のようになります。
User Aは全ての項目を見ることができますが、REDUCTION=1に接続されたレコードのみとなりま
す。
User BはNUM以外の全ての項目を見ることができますが、REDUCTION=2に接続されたレコードの
みとなります。
User CはALPHA以外の全ての項目を見ることができますが、REDUCTION=3に接続されたレコード
のみとなります。

29.9 アクセス制限の継承

バイナリロードを使用すると、新しいQlikViewドキュメントによってアクセス制限が継承されます。
この新しいドキュメントへの管理者権限を持つ人は、新しい access sectionを追加して、この新しい
ドキュメントのアクセス権を変更できます。ユーザー権限を与えられた人は、スクリプトを実行した
り、スクリプトを変更できるので、バイナリロードされたファイルに独自のデータを追加できます。
ユーザー権限を与えられた人は、アクセス権を変更できません。これにより、データベース管理者はバ
イナリロードされたQlikViewドキュメントに対してもユーザーアクセスを制御できます。

29.10 暗号化

QlikView ServerとQlikViewWindows クライアントの間の通信は暗号化されます。ただし、AJAXク
ライアントを使用する場合、通信は暗号化されません。
さらに、すべてのQlikViewドキュメントが暗号化されるので、ビューアー、デバッガなどで情報を読
み取ることはできません。
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30 ドキュメントプロパティ

ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)ページを開きます。ここで、起動画面や音、デフォ
ルトのフォント、ソート順など、ドキュメント固有のパラメータを特定のドキュメントに指定できま
す。

30.1 ドキュメントプロパティ：基本設定

ドキュメントプロパティ：基本設定

タイトル ここでは、ウィンドウのキャプションに表示されるタイトルを入力できま
す。初期設定では、ドキュメントのファイル名が使用されます。変更する
には、タイトル編集ボックスにその内容を入力します。

作成者 作成者編集ボックスでは、QlikViewファイルの作成者を指定します。
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保存形式 このグループでは、QlikViewファイルの圧縮レベルを設定します。
圧縮率
標準と高オプションは、ロードや保存スピードに多少影響がでます
が、QlikViewファイルのサイズを大幅に減少させます。ドキュメントプロ
パティの圧縮率オプションの設定は、現在のドキュメントに作用します。
ユーザープロパティの圧縮率オプションの設定は、新規作成のドキュメン
トに作用します。圧縮率と新規作成ファイルに対する圧縮率のデフォルト
設定方法の詳細に関しては、ユーザープロパティダイアログのユーザー
プロパティ：保存(89ページ)を参照してください。

ポップアップアラート このボタンはポップアップアラートメッセージを定義するポップアップ
ウィンドウ設定ダイアログを開きます。

ポップアップヘルプ このボタンはポップアップヘルプメッセージを定義する ポップアップウ
ィンドウ設定(514ページ)ダイアログを開きます。

並列ステート 並列ステート機能はQlikView開発者によって有効化されます。開発者はこ
のボタンをクリックして並列ステートダイアログを開きます。詳細につい
ては、並列ステート(135ページ)を参照してください。

注意！
この機能がQlikViewドキュメントで本当に必要でない限り有効にしない
でください。

メモリ稼働統計 現在のQlikViewドキュメントのメモリ使用量統計を含むテーブルファイ
ルを保存するには、このボタンをクリックします。このファイルは、たと
えば、ドキュメントのさまざまな部分の必要メモリ量を分析するために
QlikViewで読み取ることができます。
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シート背景の設定 ドキュメントウィンドウのシート背景の設定の背景色は、このチェック
ボックスをオンにするとカスタマイズできます。色は、ボタンをクリック
すると表示される 色の設定(515ページ)ダイアログで、単色またはグラ
デーションとして定義できます。また、壁紙チェックボックスをオンにし
て変更ボタンをクリックし、背景にする画像を指定できます。画像の挿入
ダイアログが開き、画像ファイルを選択できます。背景の画像は次のオプ
ションで変更できます。

画像形式：
縮小/拡大なし：
画像はそのままのサイズで表示され、覆い隠すことが出来ない可能性があ
ります。
塗りつぶし：
画像は、縦横比を無視して、シート全体を覆うように拡大されます。
縦横比を固定する：
画像は、縦横比を維持したまま、できる限り拡大されます。
縦横比を固定して塗りつぶし：
画像は、縦横比を維持したまま、できる限り拡大されます。覆われなかっ
た領域は切り取られた画像で塗りつぶされます。
並べて表示：
このオプションを選択した場合、画像は、スペースがあるだけ繰り返し並
べて表示されます。

水平方向と垂直方向：
水平方向
画像は水平方向に整列できます：左揃え、中央揃え、または右揃え。
垂直方向
画像は垂直方向に整列できます：上揃え、上下中央揃え、または下揃え。

FTP をパッシブモード
で実行する

FTP をパッシブモードで実行するチェックボックスをオンにすると、パ
ッシブFTPが有効になります。FTPは、 インターネットファイ
ル/QlikViewドキュメントを開く(235ページ)ダイアログで起動しま
す。FTPパッシブモードオプションは、ファイアーウォールを通してサー
バーに接続する場合に使用します。

ログファイルの生成 ロードスクリプトの実行を追跡するには、ログファイルの生成を選択し
ます。ロードスクリプト実行中にロードスクリプトの進捗ウィンドウに表
示される情報が、qv.logとして保存されます。

ログファイル名に日付
と時刻を使用する

タイムスタンプを使用してログファイルに名前を付けます。(
例：sales.qvw.2009_02_26_12_09_50.log)。設定は、ログファイル
の生成チェックボックスをオンにすると有効になります。
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無効なメニューオプシ
ョンを隠す

無効なメニューオプションを隠すは、セキュリティ設定と併せて使用され
ます。通常は灰色表示になるメニューオプションが、ユーザーから完全に
隠されます。

タブを隠す タブを隠すチェックボックスをオンにすると、QlikViewのシートタブが
取り除かれます。シート間を移動するには、アクション(661ページ)(機
能：シートを右へ / シートを右へ) もしくは [表示]メニュー(62ページ)
のシートツールバーを使用する必要があります。オートメーション制御を
使用して、ユーザーにシートの移動や選択を一定の順序で行わせることも
できます。

照会先のない QVD バ
ッファを保持する

照会先のない QVD バッファを保持する設定は、作成元のドキュメントに
使用されなくなった場合に、自動生成された QVDファイル(493ページ)
をロードスクリプトの実行後に消去する通常の手順を無視します。この設
定は、通常オフにしておきます。

レガシー分位数計算 レガシー分位数計算チェックボックスをオンにすると、Qlikveiwは分位数
集計関数の結果として不連続値を使用します。チェックボックスをオフに
すると、QlikViewは、Microsoft Excelの Percentile 関数のように補間値
を使用します。7.5以前のバージョンのQlikViewでは、不連続値アルゴリ
ズムしかサポートされていません。

レイアウトを元に戻す
機能を無効にする

レイアウトを元に戻す機能を無効にするチェックボックスをオンにする
と、レイアウトを元に戻すためのバッファが一時停止されます。特定の
QlikViewドキュメントを配布するときに不必要なメモリ消費を避ける場合
に便利な機能です。ユーザーまたはマクロがレイアウトを変更するたび
に、通常、データのチャンクがレイアウトを元に戻すためのバッファに追
加されます。極端な場合は、QlikView Serverでドキュメントを配布する
ときに、蓄積されたバッファデータによって問題が発生することがありま
す。

WebView モードで表
示する

QlikView内でWebブラウザを使用しAJAXページとしてドキュメントを
表示するWebViewモードのオンとオフを切り替えます。

エクスポートエンコー
ド設定

エクスポートエンコード設定を使用し、新規のドキュメントでエクスポー
トする際のデフォルトの文字セットを設定しま
す。ANSI、Unicode、UTF-8のいずれかを選択できます。
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スタイルのモード スタイルのモードドロップダウンメニューで、すべてのシートオブジェク
トのオブジェクトスタイルを選択できます。

詳細設定では、シートオブジェクトのスタイルやオブジェクトのレイア
ウトページで設定/使用される枠線の種類などを設定できます。

簡易設定でも、シートオブジェクトのスタイルを選択することができま
すが、ほとんどは自動的に設定されます。スクロールのスタイルや枠線な
どが設定されます。設定のいくつかは、オブジェクトの レイアウト(593
ページ)ページで変更することができます。

シートオブジェクトの
スタイル

シートオブジェクトのスタイルドロップダウンで、シートオブジェクト
のキャプションのスタイルを選択します。選択したスタイルは、ドキュメ
ント内のすべてのキャプション付きのシートオブジェクトに使用されま
す。

タブのスタイル タブのスタイルのドロップダウンから、タブの表示スタイルを1つ選択し
ます。選択したスタイルは、ドキュメントのすべてのタブに使用されま
す。
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選択スタイル設定 QlikViewでは、リストボックスやマルチボックスでデータを表示したり
選択したりするためにいくつかの異なる方法をサポートしていま
す。QlikView Classic、コーナータグ、LED、および LED チェックボ
ックススタイルはすべて、選択値、絞込値、および除外値を示すために色
分けを使用しています。チェックボックススタイルと LED チェックボッ
クススタイルはWindows の標準インターフェースに類似しており、各値
にチェックボックスが付いています。このコントロールで個別のスタイル
を選択すると、ドキュメントをどこで開いても個別のスタイルで表示でき
ます。選択スタイルの詳細については、ユーザープロパティ(85ページ)
と リストボックスプロパティ：プレゼンテーション(587ページ)を参照
してください。色に基づいた選択スタイルを使用する場合、多数の異なる
配色が使用可能です。基本となる色の配色(選択されていれば緑、ロックさ
れていれば青など)は変更できませんが、さまざまな色調と強度が利用でき
ます。

スタイル
ドキュメントの選択のスタイルを設定します。ドロップダウンリストにあ
る使用可能な選択肢から選択してください。<初期設定>を選択すると、
ドキュメントは、常に、ドキュメントが開かれているコンピュータ上で
ユーザーがユーザープロパティで指定したスタイルで開かれます。

配色
ドキュメントの選択の配色を設定します。ドロップダウンリストにある使
用可能な選択肢から選択してください。<初期設定>を選択すると、ドキ
ュメントは、常に、ドキュメントが開かれているコンピュータ上でユー
ザーがユーザープロパティで指定した配色で開かれます。

透過性
リストボックスやマルチボックスで選択した色の透過性を設定します。

タブの背景 タブの背景ボタンをクリックし、タブ行の背景にカスタムカラーを指定し
ます。
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ポップアップウィンドウ設定

[ポップアップウィンドウ設定]ダイアログ

このダイアログは、[設定]メニューにあるドキュメントプロパティ： [基本設定]ページまたは [ア
ラート]ダイアログからアクセスできます。[ポップアップヘルプ]や [アラートポップアップ]のプロ
パティ設定に使用されます。
ダイアログでは、次のプロパティが設定できます。
フォントボタンをクリックすると、標準の フォント(592ページ)ダイアログが開き、ポップアップテ
キストのフォント設定を変更できます。
ポップアップウィンドウの背景色は、色のボタンをクリックすると表示される 色の設定(515ページ)
ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。
ポップアップ用のデフォルトアイコンは、それぞれ [ポップアップヘルプ]はクエスチョンマークそ
して [アラートポップアップ]はアラートアイコンです。他のオプションを選択する、もしくはアイ
コンなしを選択します。
設定した経過時間が過ぎた後自動的にポップアップウィンドウを閉じるには、[タイムアウト]編集ボッ
クスに経過時間を入力します。(この経過時間はミリ秒で表します。タイムアウトを0に設定すると、ポ
ップアップは、ユーザーが別の場所をクリックして移動しない限り画面に表示されたままになります。)
ポップアップに音をリンクするには、サウンドチェックボックスをオンにします。項目値への情報の
リンク(484ページ)を参照してください。下の編集ボックスには、.wavサウンドファイルの有効なパ
スを指定します。外部パス(例: c:\mysound.wav)、バンドルされているQlikViewサウンド(内部フ
ァイル(187ページ)) へのパス (例: qmem://<bundled>/sounds/qv_ok.wav) などを指定できま
す。
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色の設定

[色の設定]ダイアログ

QlikViewレイアウトの色を使うほとんどの面は、色の設定ダイアログで設定できます。領域全体をカ
バーする単色やグラデーション効果を指定します。下に記述されたグラデーションのオプションは、テ
キストの色などいくつかの目的には利用できず、ダイアログで灰色表示されます。

単色 一律の [基本色]を使用する基本オプション。

1 色グラデーション このオプションでは、明るさの変化を使用して1色グラデーション効果を
作成します。

2 色グラデーション 色のグラデーション効果は、[基本色]と指定した [第 2 色]の間で作成さ
れます。

色は、基本色グループと第 2 色グループで、固定もしくは計算に指定できます。

ダイアログでは、いずれの色設定もプレビュー表示されます。

基本色グループでは、単色およびグラデーションの基本色を決定します。
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固定 ひとつの基本色を指定します。色を変更するには、色付きボタンをクリッ
クします。

計算 色は数式から動的に計算することもできます。数式は有効な色表現でなけ
ればなりません。カラー関数(453ページ)を使用して作成します。[...]
ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い
数式を簡単に編集できます。数式の結果が有効な色表現でない場合は、プ
ログラムはデフォルトで黒を使用します。

明るさ 1 色グラデーションを使用する場合、このスライダでグラデーションの対
極における色の相対的な影/明るさを決定します。このスライダー設定
は、暗い(左)から明るい(右)となります。設定の中央位置は、同一色と
解釈されます。

第 2 色グループでは、2色グラデーションの2つ目の色を決定します。

固定 ひとつの基本色を指定します。色を変更するには、色付きボタンをクリッ
クします。

計算 色は カラー関数(453ページ)を使用して、数式から動的に計算すること
もできます。

[1 色グラデーション]または [2 色グラデーション]が選択されている場合、グラデーション効果の方
向は [グラデーションスタイル]グループの設定に基づいて決定されます。水平、垂直などのスタイル
とグラデーションの方向を示す4つのボタンエリアとを組み合わせて異なる結果を実現します。
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30.2 ドキュメントプロパティ：起動画面

ドキュメントプロパティ：起動画面

このページでは、ドキュメントの起動画面をカスタマイズできます。

画像 ドキュメントに起動画面の画像を設定する場合は、このチェックボックス
をオンにします。

選択 このボタンをクリックすると画像の挿入ダイアログが開き、画像
(bmp、jpg、jpegまたはpng) を選択できます。

マウスクリックで閉じ
る

起動画面の画像をユーザーがクリックすると、画像が閉じます。このチェ
ックボックスと下のチェックボックスのいずれかをオンにする必要があり
ます。

一定時間後に閉じる 起動画面の画像を自動的に閉じます。このチェックボックスと上のチェッ
クボックスのいずれかをオンにする必要があります。

ロード完了時に閉じる ファイルのロードが完了すると、起動画面の画像が閉じます。

サウンド ドキュメントに起動音を設定する場合は、このチェックボックスをオンに
します。これにより、選択ボタンが有効になります。
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選択 このボタンは音声ファイル選択ダイアログを開き、音声ファイルを参照で
きます。

再生 このボタンをクリックして、選択したサウンドを再生します。

セクションアクセスに
よる初期データ削除

セキュリティ(501ページ)オプションを選択した場合、ドキュメントを開
くときに(またはQlikView Serverで新しい接続を確立するときに)、ドキ
ュメントへのログオンに使用された認証に基づいてユーザーに特定のデー
タをまったく表示しないようにするための処理が実行されます。
QlikView Server上で排他的に実行されていないドキュメントに対してこ
の機能を使用する場合は、データアクセスセキュリティを維持するため
に、必ずバイナリロード禁止オプション(以下を参照)と組み合わせてく
ださい。この設定は、[セクションアクセスによる初期選択]と互いに矛盾
します。

強制削除 このチェックボックスがセクションアクセスによる初期データ削除と共
に選択されている場合は、データを削除する際に強制排除が使用されま
す。つまり、セクションアクセス削除項目の項目値が、対応するセクショ
ンアプリケーション項目で一致しない場合、ドキュメントへのアクセスは
拒否されます。ただし、この機能は管理者ステータスを持つユーザーには
適用されず、一致がない場合、これらのユーザーには削除されていない
データセットが表示されます。この設定は、QlikView 7.02以降で作成さ
れたドキュメントではデフォルトでオンになっており、最大限のアクセス
セキュリティを得るためにオンにすることをお勧めします。

セクションアクセスに
よる初期選択

このオプションを選択した場合は、ドキュメントを開くときに(または
QlikView Serverで新しい接続を確立するときに)、ドキュメントへのログ
オンに使用されたユーザー認証に基づいて選択されたデータを表示するた
めの処理が実行されます。QlikView Server上で排他的に実行されていな
いドキュメントに対してこの機能を使用する場合は、データアクセスセキ
ュリティを維持するために、必ずバイナリロード禁止オプション(以下を
参照)と組み合わせてください。この設定は、[セクションアクセスによる
初期データ削除]と互いに矛盾します。

バイナリロード禁止 このオプションが選択されている場合、別のQlikViewドキュメント内の
Binary (278ページ)ステートメントを使用してドキュメントのqvwファ
イルからデータをロードすることはできません。
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ドキュメントのサムネ
イル

サムネイルオプションを選択している場合の、アクセスポイントでのドキ
ュメントの表示方法を設定します。
なし
Missing Imageと書かれたサムネイルがアクセスポイントに表示されま
す。
開始シート
ドキュメントの開始シートがアクセスポイントに表示されます。
画像
参照ボタンをクリックし、アクセスポイントに表示する画像を選択しま
す。

30.3 ドキュメントプロパティ：シート

ドキュメントプロパティ：シート

ドキュメントプロパティ：シートページは、QlikViewドキュメントのすべてのシートやシートオブジ
ェクトを把握するのに役立ちます。このページには、シートとシートオブジェクトの2つのリストが
あります。
どちらのテーブルも、列ヘッダーをクリックして、任意の列でソートできます。

シートリストには以下の情報が含まれています。
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# 0で始まるシート番号(位置)。

シート ID シートの一意の ID。

タイトル シートタブに現在表示されているテキスト。

状態 シートの状態が「標準」、「隠す」、「条件付き」のどれであるかを示し
ます。

オブジェクト数 シートにある現在のシートオブジェクト数。

リストのシートをクリックし、下にある削除ボタンを使用する、また、このメニューから直接そのプ
ロパティダイアログを開きます。ここでは、ボタンを使用してシートを左へ/右へ動かすこともできま
す。

シートオブジェクトリストには以下の情報が含まれています。

シート ID シートの一意の ID。

オブジェクトID 既存のシートオブジェクトの一意のオブジェクトIDをリスト表示しま
す。リンクオブジェクトは、同じオブジェクト IDを共有します。

種類 オブジェクトの種類を明確に記載します。

キャプション シートオブジェクトのキャプションに現在表示されているテキスト。

表示モード オブジェクトの状態が「標準」、「最小化」、「最大化」、「隠す」、「
条件付き」のどれであるかを示します。

演算時間 オブジェクトの内容の前回の演算にかかったミリ秒単位の時間。この情報
は、チャート、テーブルボックス、または式を含むオブジェクトなど、実
際に演算するオブジェクトにのみ関係します。

レイヤー シートオブジェクトのプロパティダイアログのレイアウトページで設定
されレイヤーで、背面、標準位置、前面は、リストに表示される番号-
1、0、1に対応します。(ただし、シートオブジェクトのレイヤーは、
オートメーションAPIによって -128～+127の任意の番号に設定できま
す。)

メモリ オブジェクトの内容の前回の再演算にかかった一時メモリ量(KB)。この情
報は、チャート、テーブルボックス、または式を含むオブジェクトなど、
実際に演算するオブジェクトにのみ関係します。

左、上、右、
下

シートオブジェクトの端の、ドキュメントウィンドウの端との相対的な現
在位置(ピクセル単位)。

幅、高さ シートオブジェクトのサイズ・寸法(ピクセル単位)。

520 QlikView 11.20 SR13



30 ドキュメントプロパティ

左(最小化)、上(最小
化)、右(最小化)、
下(最小化)

アイコン化(最小化)時のシートオブジェクトの現在位置(ピクセル単
位)。

幅 シートオブジェクトの最小化アイコンの現在の幅(ピクセル単位)。

高さ シートオブジェクトの最小化アイコンの現在の高さ(ピクセル単位)。

構造のエクスポート このボタンを押すと、ドキュメントのシートおよびシートオブジェクト構
造を一連のテキストファイルにエクスポートできます。シート用のテキス
トファイル(filename.Sheets.tab) と、シートオブジェクト用のテキス
トファイル(filename.Objects.tab) が生成されますが、これら
は、QlikViewで簡単に読み取ることができ、QlikViewのロジックを十分
に活用して詳細に分析できます。エクスポートするターゲットフォルダを
選択できるダイアログが表示されます。デフォルトでは、ファイルは
QlikViewドキュメントと同じフォルダに保存されます。

リストのオブジェクトをクリックし、下にある削除ボタンを使用する、また、このメニューから直接そ
のプロパティダイアログを開きます。Ctrlキーを押しながらクリックすると複数のオブジェクトを選択
できます。

30.4 ドキュメントプロパティ：サーバー
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ドキュメントプロパティ：サーバー

このページでは、QlikView Server上で実行されるドキュメントの動作の一部を定義します。
サーバーのドキュメントがアップデートされた場合の更新モード
この設定は、QlikView Serverの更新されたドキュメントの処理方法を定義します。

クライアント側で更新
を開始します。古い
データがサーバーから
削除されたり、クライ
アントアプリケーショ
ンが古すぎた場合は、
接続を切断します。

サーバーがクライアントのデータの更新を自動的に開始しないようにする
場合は、このオプションを選択します。サーバーでドキュメントの新しい
バージョンが使用可能になると、クライアントは、以下のクライアント側
の更新開始モードの設定に従って更新を行うよう促されます。クライアン
トが古すぎるか(バージョン8以前)、QlikView Serverコントロールパネ
ルでAllow only one copy of document in memoryがサーバーで有
効に設定されており、クライアントが更新を実行できない場合は、接続が
切断されます。

クライアント側で更新
を開始します。古い
データがサーバーから
削除されたり、クライ
アントアプリケーショ
ンが古すぎた場合は、
自動的に更新されま
す。

可能な場合はクライアント側でデータの更新を開始し、必要に応じてサー
バーが自動的に更新を開始することを許可する場合は、このオプションを
選択します。サーバーでドキュメントの新しいバージョンが使用可能にな
ると、クライアントは、以下のクライアント側の更新開始モードの設定に
従って更新を行うよう促されます。クライアントが古すぎるか(バージョン
8以前)、QlikView ServerコントロールパネルのAllow only one copy
of document in memoryがサーバーで有効に設定されており、クライ
アントが更新を実行できない場合は、サーバーが更新を自動的に実行しま
す。

クライアント側の動作
なしにサーバー側で自
動的に更新を開始しま
す。

サーバーがクライアントのデータの更新を常に自動的に開始するようにす
る場合は、このオプションを選択します。サーバーでドキュメントの新し
いバージョンが使用可能になると、クライアントのデータが更新されま
す。

クライアント側の更新開始モード
この設定は、サーバーに新しいデータがあることをクライアントがどのように通知され、更新を開始す
るかを定義します。この設定は、上記のサーバーのドキュメントがアップデートされた場合の更新モー
ドでクライアント側での更新開始を選択した場合にのみ有効です。

ツールバーの更新ボタ
ンを有効にします。

新しいデータがあることは、ツールバーの [最新の情報に更新]ボタンが緑
色に変わって有効になることで示されます。対応する [ファイル]メニュー
コマンドも有効になります。ツールバーのボタンをクリックするか、[ファ
イル]メニューの [最新の情報に更新]コマンドを使用して更新を選択する
と、更新が実行されます。
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ツールバーの更新ボタ
ンを有効にし、ダイア
ログを表示して知らせ
ます。

ツールバーの [最新の情報に更新]ボタンが緑色に変わるほかに、プロンプ
トダイアログが表示されて、新しいデータがあることが示されます。ダイ
アログでは、すぐに更新するか後で更新するかを選択できます。後で更新
する場合は、ツールバーのボタンをクリックするか、[ファイル]メニュー
の [最新の情報に更新]コマンドを使用して更新を選択すれば、いつでも更
新を実行できます。

自動的に更新を開始
し、ダイアログに表示
して知らせます。

サーバーに新しいデータがあることがわかると、すぐに更新が開始されま
す。更新が実行中であることを示すダイアログが表示されます。

自動的に更新を開始し
ます。

サーバーに新しいデータがあることがわかると、すぐに更新が開始されま
す。更新が実行中であることを示すダイアログは表示されません。サー
バーの設定やドキュメントのサイズによっては、わずかの間、場合によっ
ては数分間、ドキュメントが「フリーズ」する場合があります。

サーバーオブジェクト
このグループの設定により、ドキュメントをQlikView Serverで実行しているときに、クライアントが
特定の要素を作成したり共有できないようにすることができます。QlikView Serverコントロールパネ
ルで [QlikView Server での共有を許可する]の設定を無効にすると、サーバー上のすべてのドキュメ
ントのあらゆる種類の共有オブジェクトを無効にできます。この設定は、以下の設定より優先します。

サーバーブックマーク
を許可する

リモートクライアントがQlikView Server上のドキュメントにブックマー
クを作成および共有することを許可する場合は、このチェックボックスを
オンにする必要があります。また、サーバーオブジェクトを許可 (Allow
Server Objects)を有効にする必要があります。

サーバーオブジェクト
を許可 (Allow
Server Objects)

リモートクライアントがQlikView Server上のドキュメントにシートオブ
ジェクトを作成および共有することを許可する場合は、このチェックボッ
クスをオンにする必要があります。

サーバーレポートを許
可する

リモートクライアントがQlikView Server上のドキュメントにレポートを
作成および共有することを許可する場合は、このチェックボックスをオン
にする必要があります。

OEM 製品 ID
このグループの設定では、OEM製品 IDをドキュメントに追加することができます。OEM製品 ID
は、OEMの顧客のみがドキュメントを開けるように設定する上で役立ちます。詳細については、Add
OEM Product IDを参照してください。このオプションはOEMパートナーライセンスで有効になりま
す。

OEM 製品 ID ドロップダウンリストからOEM 製品 ID選択します。

QlikView Server タイムアウト
ドキュメントをQlikView Serverで公開する場合は、セキュリティ強化のため、最大接続時間を設定し
て、アクティブでない接続や長すぎる接続をサーバーが切断するようにすることをお勧めします。この
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ページの下部にある設定を使用すると、これをドキュメントレベルで設定できます。したがって、機密
データを含むドキュメントに対する制限をそれ以外のドキュメントに対する制限より厳しくすることが
できます。
対応する設定はサーバー側にもあり、サーバー側の設定は、公開されたすべてのドキュメントに対して
有効です。この2つの設定のうち、より制限の厳しい設定が使用されます。

最大アイドル時間 (秒) このチェックボックスは、非アクティブな接続のタイムアウトを有効にし
ます。つまり、サーバーは、指定された時間ユーザーがクリック操作を行
っていない接続を切断します。非アクティブな接続がタイムアウトするま
での時間は、秒単位で設定します。

最大接続時間 (秒) このチェックボックスは、合計接続時間によるタイムアウトを有効にしま
す。つまり、サーバーは、指定された時間が経過すると、ユーザーがクリ
ックしたかどうかに関係なく、接続を切断します。接続がタイムアウトす
るまでの合計接続時間は、秒単位で設定します。

サーバーからの更新を
有効にする

サーバーでのドキュメントの更新を許可する場合には、このチェックボッ
クスをオンにします。

動的データ更新を有効
にする

サーバーでのドキュメントのダイナミック更新を許可する場合には、この
チェックボックスをオンにします。

セクションアクセスで
AccessPoint のドキ
ュメントリストにフィ
ルターをかける

このチェックボックスを有効にすると、AccessPoint や [サーバーから開く]で
ユーザーに表示されるドキュメントは、セクションアクセス、もしくは他のアク
セス権でアクセスできるドキュメントのみとなります。セクションアクセスの
NTNAME列に示される名前は、qvwファイルにプレーンテキストで保存されま
すが、パスワードは保存されません。

注意：このオプションが有効な場合、AccessPoint は、一部のケースで、セクシ
ョンアクセスに基づきユーザーにはアクセス権のないドキュメントをリストア
ップします。なぜなら、セクションアクセスの機能が作動するからです。しか
し、ユーザーはこれらドキュメントを閲覧できますが、開くことはできません。
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30.5 入力ボックスプロパティ：制約と
ドキュメントプロパティ：変数

入力ボックスプロパティ：制約とドキュメントプロパティ：変数

入力ボックスプロパティ：制約ページは、入力ボックスを右クリックし、フロートメニューからプロ
パティを選択して開きます。変数(209ページ)ページの表示変数に追加された 入力ボックスプロパ
ティ：基本設定(650ページ)は、制約ページの変数にリストされ、修正することができます。
ドキュメントプロパティ：変数ページは、設定 - ドキュメントプロパティ：変数から開けます。変
数のリストは、システム変数の表示チェックボックスで変更できます。新規作成ボタンで、ドキュメ
ントに新しい変数を追加できます。削除ボタンは、選択された変数を削除します。
選択変数の設定グループでは、選択された変数の現在の値が編集ボックスに表示されます。値は、計
算式として入力できます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイ
アログが開かれます。
変数は、通常ブックマークには含めませんが、ここでブックマークに含めるチェックボックスをオンに
できます。
入力制約グループでは、入力ボックスの変数にユーザーが入力したすべての値をチェックするための制
約を指定できます。値が指定された制約を満たさない場合、その値は拒否され、エラーメッセージを表
示できます。次の選択肢を使用できます。

制約なし 入力値はいかなる制約に対してもチェックされません。
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標準 入力値は、ドロップダウンボックスで選択した一般的な標準制約のいずれ
かに対してチェックされます。デフォルトでは、何も制約が選択されてお
らず、任意の値を変数に入力できます。標準、カスタム、組込み値のみ、
読み取り専用から1つだけを選択できます。

カスタム ユーザー指定の制約に関して入力値がチェックされます。制約は編集ボッ
クスに入力し、入力値が有効な場合にTRUE (0以外の値)を返すQlikView
式として表す必要があります。数式では、入力値はドル記号「$」で参照し
ます
例：

$>0を指定した場合、入力ボックスは、選択した変数に正の数のみを受
け付けます

変数の前の値は、変数名で参照できます。
例：

変数 abc に対する制約として $>=abc+1を指定した場合、入力ボック
スは「前の値+ 1」以上の値の数値エントリのみを受け付けます。

組込み値のみ 入力値は、組込み値グループで定義されている値のリストに対してチェッ
クされます。リストにある入力値だけが受け付けられます。

読み取り専用 変数を読み取り専用としてマークします。値は入力できません。

数式の編集ダイアログ
を有効にする

このチェックボックスをオンにすると、数式の編集ダイアログで変数値を
編集することができます。このダイアログは、値をクリックすると表示さ
れる [...]ボタンから開けます。

不正入力時のアラート
音

このチェックボックスをオンにした場合、ユーザーが制約を満たさない値
を入力しようとすると、警告のアラート音が鳴ります。

エラーメッセージ 通常、ユーザーが制約を満たさない値を入力しようとすると、その値は拒
否され、現在の変数値が入力されたままになります。このチェックボック
スをオンにすると、不正な入力があった場合にユーザーに提示する カスタ
ムエラーメッセージ(1059ページ)を指定できます。エラーメッセージ
を編集ボックスに入力します。動的に更新する 計算式(1053ページ)とし
て指定することもできます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式
の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

リスト表示する値グループでは、入力ボックスに値をリスト表示する方法や表示するかどうかを設定で
きます。

リストなし 以前に変数で使用された値のリストは保持されません。

最近使用した値のリス
ト

選択した変数の入力ボックスに、最近使用した値のドロップダウンリスト
が提供されます。以前の値をいくつ保存するかを入力ボックスで設定でき
ます。
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組込み値をドロップダ
ウン表示

選択した変数の入力ボックスに、組込み値のドロップダウンリストが提供
されます。

組込み値をスクロール
表示

選択した変数の入力ボックスに、スクロールコントロールが提供されま
す。組込み値の間でスクロールが行われます。

組込み値グループでは、ドロップダウンリストでユーザーに提示したり、有効な変数値の定義に使用で
きる組込み値のリストを指定できます。

連続値 このチェックボックスをオンにすると、下限値、(最小値)、上限値 (最大
値)、間隔値に基づいて、組込みの数値リストが生成されます。このオプ
ションは、単独で使用することも、リスト値と組み合わせて使用すること
もできます。

リスト値 このチェックボックスをオンにすると、任意の組込み値のリストを指定で
きます。値には、数値またはアルファベットを使用できます。英数値は引
用符で囲む必要があります(例: 'abc')。複数の値はセミコロン( ; ) で区切
ります(例: 'abc';45;14.3;'xyz')。このオプションは、単独で使用する
ことも、連続値と組み合わせて使用することもできます。

コメント この項目は、変数の作成者がその機能や目的を説明できるコメント項目で
す。
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30.6 ドキュメントプロパティ：セキュリティ

ドキュメントプロパティ：セキュリティ

このプロパティページでは、ドキュメントレベルのユーザー権限を設定できます。初期設定では、す
べてのオプションのチェックボックスがオンに設定されています。管理者権限を持つユーザーは、いつ
でもこのダイアログにアクセスして設定を変更できます。設定はさまざまな方法で、普通のユーザーが
ドキュメントの変更を行うのを防ぎます。オプションは次のとおりです。

データの削除 データの削除(60ページ)コマンドの使用を許可します。

シートの追加 ドキュメントへの新しいシートの追加を許可します。

ロードスクリプトの編
集

[ロードスクリプトの編集]ダイアログ (211ページ)ダイアログへのアクセスを
許可します。

リロード ロードスクリプトの実行を許可します。

注意！
データのリロードとパーシャル リロード (以下を参照)への許可は、ファイル
メニューから起動できるデータの削除 - 現在の除外値を削除を実行すると自動
的に無効となります。

パーシャルリロード パーシャルリロード(60ページ)の実行を許可します。
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モジュールの編集 モジュールの編集(1079ページ)ダイアログへのアクセスを許可します。

ドキュメントの保存 (
ユーザー)

ユーザー権限でのドキュメントの保存を許可します。

ドキュメントプロパテ
ィへのアクセス (ユー
ザー)

ユーザー権限での [設定：ドキュメントプロパティ]へのアクセスを許可
します。

シートの移動 シートを左へとシートを右へコマンドの使用を許可します。

エクスポートを許可す
る

エクスポート、印刷もしくはクリップボードにコピーコマンドの使用を許
可します。

(エクスポート禁止時
に) 印刷を許可する

印刷の目的のために [エクスポートを許可する]設定を無視します。

タブプロパティへのア
クセス

[タブプロパティへ]へのアクセスを許可します。

マクロによるセキュリ
ティの上書き

オートメーションによるマクロとコマンドを使用して、すべてのセキュリ
ティ設定を上書きします。

すべてのシートとシー
トオブジェクトを表示

シートやシートオブジェクトの表示条件が無視され、すべて表示されま
す。CTRL+SHIFT+Sを押して、この機能を切り替えることができます。

隠しロードスクリプト
の進捗を表示

隠しスクリプトの実行中も、ダイアログにスクリプトの進捗状況を表示し
ます。

ユーザーにリロードを
許可する

ユーザーモードでドキュメントが開かれている場合に、ロードスクリプト
のリロードを許可します。無効にすると、上記のリロードチェックボック
スがオンでもリロードできなくなります。

セキュリティを管理者
権限で上書きする

管理者としてログインした場合に、ドキュメントやシートレベルのすべて
のセキュリティ設定を上書きします。

モジュールパスワード モジュールの編集(1079ページ)ダイアログを開くためのパスワードを設
定します。パスワードを変更するには、[モジュールパスワード]ボタンを
再度クリックします。

シートプロパティ：セキュリティ(562ページ)ページで、さらにシートオブジェクトなどへの権限を
設定できます。
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30.7 ドキュメントプロパティ：トリガー

ドキュメントプロパティ：トリガー

トリガーページでは、ドキュメントイベント、変数イベント、項目イベントで呼び出すアクション(マ
クロアクションを含む)を設定できます。マクロの詳細については、モジュールの編集(1079ページ)
を参照してください。
すべてのアクションが次のイベントトリガーから呼び出せるわけではありません。アクションについて
は [アクションの追加]ダイアログ(662ページ)を参照してください。

注意!
QlikView Serverでドキュメントを操作している場合、一部のマクロトリガーは動作が制限されます。
マクロトリガーを含むサーバードキュメントを作成する前に、QlikViewリファレンスマニュアルの
QV-Server のQVドキュメントでのマクロの使用のセクションを参照してください。マクロトリガー
を含むサーバードキュメントを作成する前に、QVサーバー上のQVドキュメントでのマクロの使用
(1089ページ)のセクションを参照してください。で
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ドキュメントイベント
トリガー

このグループでは、ドキュメント内の選択したイベントで起動するアクシ
ョンを設定します。リストでイベントを選択してから、そのイベントにア
クションまたはマクロを割り当てます。
OnAnySelect
QlikViewドキュメントの任意の項目で選択が行われるたびに実行するアク
ションを割り当てる場合は、このイベントを選択します。
OnOpen
QlikViewドキュメントが開かれるたびに実行するアクションを割り当てる
場合は、このイベントを選択します。AJAXクライアントで実行した場
合、このイベントはサポートされません。
OnPostReduceData
[データの削除]コマンドが実行されるたびに実行するアクションを割り当
てる場合は、このイベントを選択します。
OnPostReload
ロードクリプトが再実行されるたびに実行するアクションを割り当てる場
合は、このイベントを選択します。
アクションの追加
このボタンをクリックすると アクション(661ページ)ページが開きま
す。このページでは、トリガーにアクションを追加します。アクションに
マクロを選択して既存のマクロ名を選択するか、任意の名前を入力できま
す。任意の名前を入力した場合は、後で モジュールの編集(1079ページ)
ダイアログでマクロを作成します。
選択したドキュメントイベントが発生するたびに、アクションが実行され
ます。イベントにアクションが適用されると、ボタンがアクションの編集
に変更され、イベントのアクションを変更できます。
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項目イベントトリガー このグループでは、ドキュメント内の指定された項目の論理状態が変化す
ると起動するようにアクションを設定します。リストから項目を選択し、
ボタンのひとつを押して、その項目にアクションを適用します。ボタンを
クリックすると アクション(661ページ)ページが開きます。ここでアク
ションを適用します。アクションには既存のマクロ名、または任意の名前
を入力できます。任意の名前を入力した場合は、後で モジュールの編集
(1079ページ)ダイアログでマクロを作成します。アクションの追加に関
する詳細については、アクション(661ページ)を参照してください。
アクションが項目に適用されると、ボタンがアクションの編集に変更され
ます。次の項目イベントトリガーがあります。
OnSelect
指定した項目で選択が行われるたびに、アクションが実行されます。
OnLock
項目がロックされるたびに、アクションを実行します。
OnChange
指定した項目に論理的に関連付けられている任意の項目で選択が行われる
たびに、アクションが実行されます。
OnUnlock
項目がアンロックされるたびに、アクションが実行されます。

変数イベントトリガー このグループでは、ドキュメント内の指定された変数の内容が変化すると
起動するようにアクションを設定できます。
リストから変数を選択し、ボタンのひとつを押して、その変数にアクショ
ンを適用します。ボタンをクリックすると アクション(661ページ)ペー
ジが開きます。このページでは、トリガーにアクションを追加します。マ
クロの実行を選択して、既存のマクロ名を適用するか、任意の名前を入力
できます。名前を入力した場合は、後でモジュールの編集ダイアログでマ
クロを作成します。アクションの追加に関する詳細については、アクショ
ン(661ページ)を参照してください。
変数にアクションが適用されると、ボタンがアクションの編集に変更さ
れ、イベントのアクションを変更できます。次の変数イベントトリガー
があります。
OnInput
選択した変数に新しい値が直接入力されるたびに、アクションが実行され
ます。
OnChange
他の変数またはドキュメントの論理状態が変化した結果として、選択した
変数の値が変化するたびに、アクションが実行されます。これは、通常、
変数に式が含まれる場合に該当します。

注意！
以前のバージョンのQlikViewとの互換性を保つには、アクションをマクロアクションで構成する必要
があります。ひとつのマクロで構成されるアクションは、保存時に古い形式に変換されます。
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注意!
他のアクションのトリガーとなるアクションは、連鎖アクションと呼ばれ、不測の結果を引き起こす可
能性があるためサポートされていません。

30.8 ドキュメントプロパティ：グループ

ドキュメントプロパティ：グループ

注意!
グループタブを有効にするには、ロードスクリプトを一度実行し、ドキュメントにデータが含まれて
いる必要があります。

このページでは、ドリルダウン項目グループまたはサイクリック項目グループを作成できます。グルー
プの使用方法については、非階層グループ(サイクリック) (1056ページ)と 階層グループ(ドリルダ
ウン) (1055ページ)を参照してください。
ドキュメントのすべてのグループがリストに表示されます。各グループ名の左にあるアイコンは、それ
がドリルダウングループか、サイクリックグループかを示します。グループを選択するには、リスト内
でグループをクリックします。選択されたグループが、[使用項目]領域に表示されます。

新規作成 このボタンをクリックすると グループの設定(534ページ)ダイアログが
開き、新しい項目グループを定義できます。
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削除 選択したグループを削除します。

編集 選択したグループの グループの設定(534ページ)ダイアログが開きま
す。このページを使用して、項目グループにアクセスします。

グループの設定

[グループの設定]ダイアログ

ドキュメントプロパティ：グループ(533ページ)ページの新規作成もしくは編集ボタンをクリック
するとこのダイアログが開きます。

グループ名 グループの名前を入力し、ドリルダウン グループもしくはサイクリック グルー
プのいずれかを選択します。

注：グループで使用されている項目の名前と同じ名前は使わないでください。

項目 この列には、有効な項目がリストされます。グループに含める項目を選択
します。

テーブルの項目を表示 テーブルを選択します。

追加 項目列で選択した項目を使用項目列に移動します。

すべて追加 すべての項目を項目列から使用項目列に移動します。

削除 使用項目列で選択した項目を項目列に移動します。
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上へ 選択した項目を使用項目リスト内で1つ上に移動します。

下へ 選択した項目を使用項目リスト内で1つ下に移動します。

使用項目 この列には、現在のグループに含まれている項目がリストされます。最
初、列は空です。

数式の追加 長い数式を簡単に編集できる [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイ
アログを開きます。

編集 使用項目領域で選択した式を編集するために [数式の編集]ダイアログ
(917ページ)ダイアログを開きます。

ラベル ここには、表示される項目の別名を入力できます。この名前は、チャート
で軸の名前として使用されます。動的に更新する 計算式(1053ページ)と
してラベルを指定することもできます。

ソート順 このボタンをクリックすると、グループのソート順ダイアログが開き、グ
ループの項目ごとに個別のソート順を設定できます。

30.9 ドキュメントプロパティ：テーブル
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ドキュメントプロパティ：テーブル

循環参照を含むデータがQlikViewにロードされると、QlikView内部ロジックで循環参照によるループ
の生成を防ぐため、疎結合テーブルが自動的に作成されます。疎結合テーブルは、予想される理解可能
な方法でデータを視覚化できるように取り扱う必要があります。詳細については、循環参照(133ペー
ジ)を参照してください。
どのテーブルでも、このダイアログまたはマクロを使用して対話形式で疎結合にすることができます。
加えて、ロードスクリプトの中で Loosen Table (321ページ)ステートメントを使用して明示的に疎
結合テーブルを宣言できます。
通常のQlikView連結ロジックは、疎結合テーブルでは内部で切断されます。つまり、ある項目での選
択は、同じテーブル内の他の項目には反映されません。これは、データ構造内の循環参照を避けるため
など、多くの状況でとても役立ちます。この機能の使用例については、QlikViewリファレンスマニュ
アルの付録「疎結合テーブルの意図的な作成」セクションを参照してください。この機能の使用例につ
いては、疎結合テーブルの意図的な作成(1113ページ)セクションを参照してください。

注意！
1つ以上のテーブルを疎結合にすると、ドキュメントの動作が大きく変わる場合があります。この機能
は、十分に理解したうえで使用してください。

このページには、テーブルと項目の2つのリストがあります。
どちらのテーブルも、列ヘッダーをクリックして、任意の列でソートできます。

テーブルリストには以下の情報が含まれています。

名前 内部テーブルの名前。

疎結合 チェックボックスがオンの場合、テーブルは疎結合されています。ここで
意図的に、テーブルに疎結合を設定できます。

レコード数 テーブル内のレコード(行)の数。

項目数 テーブル内の項目(列)の数。

キー数 テーブル内のキー(接続)項目 (列)の数。

コメント データソースから読み込んだコメントや項目に付けた コメントフィール
ド(281ページ)を表示します。

ページ下部にある項目リストには、QlikViewドキュメントのすべての項目が表示されます。また、上
のリストで1つの内部テーブルを選択した場合は、そのテーブルの項目が表示されます。列は次のとお
りです。

# 項目の内部番号。0～5の番号はQlikViewシステム項目で使用され、この
リストには表示されません。
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名前 項目の名前。

軸 項目にシステムタグ$dimensionを追加するには、項目名の横のチェック
ボックスをオンにします。このタグは、チャートの軸やリストボックスな
どでの使用を推奨する項目であることを示します。 dimensionタグの付い
た項目は、数式の編集ダイアログ以外のQlikViewの項目選択リストの上
部に表示されます。

計算 項目にシステムタグ$measure を追加するには、項目名の横のチェック
ボックスをオンにします。このタグは、数式での使用を推奨する項目であ
ることを示します。measureタグの付いた項目は、数式の編集ダイアロ
グの項目選択リストの上部に表示されます。

タグ 項目タグ(207ページ)を表示します。$は、システムタグであることを
示します。

コメント データソースから読み込んだコメントや、Semantic (セマンティッ
ク)、AndMode (And モード)、AlwaysOneSelected (常に 1 つの選
択値)、Info (情報)、Locked (ロック)またはHidden (非表示)など、
項目の特別な状態のインジケータが表示されます。

テーブル数 その項目が存在するテーブルの数。

値の数 選択条件に関わらない、項目値の合計数。この情報は、キー(接続)項目で
は使用できません。

ユニークなレコード数 選択条件に関わらない、distinct 項目値の合計数。

種類 Semantic (セマンティック)、AndMode (And モー
ド)、AlwaysOneSelected (常に 1 つの選択値)、Locked (ロッ
ク)、Hidden (非表示)など、項目の特別な状態のインジケータが表示さ
れます。参照項目：システム変数(347ページ)。

タグの編集 タグの追加や削除が可能なダイアログを開きます。ここで、システムタグ
の削除はできません。追加タグにシステムタグが使用する名前を付けるこ
とはできません。

構造のエクスポート このボタンを押すと、ドキュメントのテーブル構造を一連のテキストファ
イルにエクスポートできます。これらのテキストファイルはそれぞれ、1
つはテーブル用(filename.Tables.tab)、1つは項目用
(filename.Fields.tab)、1つはマッピング用(filename.Mappings.tab)
に分かれていますが、QlikViewロジックを活用して詳細な分析を行うため
にQlikViewに簡単に読み取ることができます。エクスポートするターゲッ
トフォルダを選択できるダイアログが表示されます。デフォルトでは、フ
ァイルはQlikViewドキュメントと同じフォルダに保存されます。
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タグのクリーンアップ 項目がQlikViewドキュメントから削除された後に残ったタグを削除するに
は、このボタンをクリックします。

30.10 ドキュメントプロパティ：ソート

ドキュメントプロパティ：ソート

このプロパティページでは、ドキュメントの項目値のソート順を設定できます。(項目のソート順は リ
ストボックスプロパティ：ソート(586ページ)でも設定できます。)
左にある [項目]リストから項目を選択し、右にあるオプションを1つ以上選択します。オプションを
以下に説明します。
ソート順グループでは、シートオブジェクトの項目値の標準ソート順を設定できます。このグループで
行った変更は、変更後に作成したシートオブジェクトの項目に影響します。以前に作成したシートオブ
ジェクトは影響を受けません。

選択状態 選択状態によって値のソートを行うどうかを切り替えます。このオプショ
ンを設定すると選択値がリストの上部に表示されます。ソート順は、選択
値、絞込値、除外値 (昇順)です。

数式 項目値は、このソートオプションの下にあるテキスト編集ボックスに入力
した任意の数式に基づいてソートされます。
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レコード数 レコード数によって値のソートを行うどうかを切り替えます。

数値 数値によって値のソートを行うどうかを切り替えます。

テキスト 標準ASCIIによるアルファベット順によって値のソートを行うかどうかを
切り替えます。

ロード順 ロード順によって値のソートを行うかどうかを切り替えます。

リセットボタンで、選択状態(昇順)、テキスト(A --> Z) のソート順が設定されます。
複数のソート順が指定されている場合の優先順位は、選択状態、数式、レコード数、数値、テキスト、
ロード順となります。

30.11 ドキュメントプロパティ：プレゼンテーション

ドキュメントプロパティ：プレゼンテーション

このプロパティページでは、リストボックスやマルチボックスの作成時に使用される項目値のデフォ
ルトの表示設定を指定できます。有効な項目が、[項目]グループに表示されます。
マルチボックスとリストボックスの設定グループには、サブグループの配置、セルの折り返し設定お
よび設定があります。検索モードの設定では、テキスト検索で使用するデフォルトの検索モードを指
定します。

QlikView 11.20 SR13 539



30 ドキュメントプロパティ

新規オブジェクトの
テーマ設定

ここでは、QlikViewのテーマを選択でき、ドキュメント内で新規に作成す
るすべてのシートとシートオブジェクトに適用されます。選択したテーマ
を使用するためには、選択したテーマが常にディスクからアクセスできる
必要があります。使用するテーマが、QlikViewドキュメントで発生する可
能性のあるすべてのタイプのオブジェクトに対して定義されていることも
重要です。
テーマのファイルがデフォルトのQlikViewテーマカタログ以外の場所に
ある場合に備えて、ドロップダウンリストの最下部に[参照...] コマンド
があります。デフォルトのテーマを使用しない場合は、新規のシートオブ
ジェクトは最後に作成または変更されたオブジェクトのプロパティを継承
します。

配置 項目値の初期配置は、テキストと数値を別々に設定できます。初期設定
では、テキスト値は左揃えに、数値は右揃えに設定されています。

セルの折り返し設定 折り返しチェックボックスをオンにすると、セル(項目値)の内容 (テキス
ト)は2行以上に折り返されます。
セルの高さ (行)編集ボックスで、セルの行数を設定します。

設定 1 行
このチェックボックスをオンにすると1列モードになります。
列でソート
複数列で表示する項目値を行ではなく列でソートします。
セルの枠線
このチェックボックスをオンにすると、項目値の間に横線を入れます。

検索モードの設定 前回使用したモード
最後に完了した検索の検索モードが使用されます。
ワイルドカード検索
ワイルドカード検索を容易にするため、カーソルを間に置いた2つのワイ
ルドカードが初期検索文字列として表示されます。
標準検索
初期値としての検索文字列は追加されません。ワイルドカードなしに通常
の検索が行われます。
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30.12 ドキュメントプロパティ：数値書式

ドキュメントプロパティ：数値書式

このプロパティページは、ドキュメントの項目と変数すべての数値書式設定を提供します。
左側にあるリストは、ドキュメントの [項目]もしくは [変数]を表示するために設定されます。

[項目オプション]グループは、[項目]にのみ使用されます。
データロード時の設定に戻すボタンは、書式設定をデータロード時に設定します。
リロード時に現在の設定を保持するチェックボックスをオンにすると、書式設定は永久にドキュメント
に適用されます。

書式設定用に次のコントロールを使用できます。

混合 数値とテキストの両方。数値は元の書式で表示されます。

数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。
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実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。

通貨 プレビューテキストボックスに表示される書式で数値を表示します。デフ
ォルトの書式はWindows の通貨設定です。

日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%)チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。
小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
[システム]ボタンは、書式設定にシステム設定を使用します。
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30.13 ドキュメントプロパティ：暗号化

ドキュメントプロパティ：暗号化

このページは、管理者権限モードでQlikViewドキュメントを操作する場合にのみ使用できます。1つ以
上の項目のデータを暗号化できます。

項目 ドキュメント内のすべての項目のリストです。暗号化する項目を1つ以上
選択します。

暗号化 このボタンをクリックすると、選択した項目の内容のランダム暗号化が実
行されます。数値は数値に暗号化され、テキストはテキストに暗号化され
ます(スペースは保持されます)。一度暗号化すると、QlikTechまたはその
他の誰であろうと、そのデータを元の形式で再作成することはできませ
ん。ただし、ロードスクリプトを再実行すると、暗号化は失われます。
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30.14 ドキュメントプロパティ：拡張機能

ドキュメントプロパティ：拡張機能

このページでは、拡張機能を選択し、ドキュメントのスタイルを改正することができます。

Note!
アクティブなドキュメントの拡張機能はAJAXクライアントもしくはQlikViewのWebViewモードで
開かれているQlikViewドキュメントでのみ有効です。

Note!
ドキュメントの拡張機能はアプリケーション設計者/開発者によって作成されます。ドキュメントの拡
張機能はAJAXクライアントを通してみたQlikViewアプリケーションにJavaScript コードを導入する
機能を提供します。拡張機能のバリエーションはWebブラウザのさまざまなJavaScript エンジンによ
ります。

インストール済み拡張機能リストはインストールされた拡張機能をすべて表示します。リスト内でクリ
ックして拡張機能を選択します。選択した拡張機能はアクティブな拡張機能領域に表示されます。

インストール済み拡張
機能

インストールされた拡張機能のリストがここに表示されます。

追加 インストール済み拡張機能列で選択した項目をアクティブな拡張機能列へ
移動します。

すべて追加 インストール済み拡張機能列のすべての項目をアクティブな拡張機能列へ
移動します。
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削除 アクティブな拡張機能列で選択した項目をインストール済み拡張機能列へ
移動します。

アクティブな拡張機能 アクティブな拡張機能のリストがここに表示されます。これらはインス
トール済み拡張機能列から追加された拡張機能です。

拡張機能の説明 どちらかの列で強調表示された拡張機能に関する説明がここに表示されま
す。

30.15 フォント

[フォント]ダイアログ

ここでは、フォント、スタイルおよびフォントサイズを設定します。
フォントの設定は、ひとつのオブジェクト用にはオブジェクトプロパティ：フォントページ、ドキュ
メント上のすべてのオブジェクト用にはドキュメントプロパティ：フォントページのオブジェクトに
適用するボタンで行うことができます。
さらに、新しいオブジェクト用のドキュメントのフォント初期設定は、ドキュメントプロパティ：フ
ォントページで設定できます。2つの初期フォントがあります。
1. 最初のデフォルトフォント(リストボックス、チャートなど) は、リストボックスやチャートな

どのほとんどのオブジェクトで使用されます。
2. 次のデフォルトフォント(テキストオブジェクトとボタン) は、一般的に大きなフォントを必要

とするボタンやテキストボックスに使用されます。
最後に、新しいドキュメントのフォント初期設定は、ユーザープロパティ：フォントページで設定で
きます。
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チャート、ボタンおよびテキストオブジェクト (検索オブジェクト以外)には、フォントの色も指定
できます。色は、固定 (違う色を指定するには色ボタンをクリックします)もしくは計算 (数式で動的に
計算します)を選択します。数式は有効な色表現でなければなりません。カラー関数(453ページ)を使
用して作成されます。数式の結果が有効な色表現でない場合は、フォントの色はデフォルトで黒になり
ます。
その他の設定は次のとおりです。

ドロップシャドウ このチェックボックスをオンにすると、テキストにドロップシャドウが追
加されます。

下線 このチェックボックスをオンにすると、テキストに下線が引かれます。

選択したフォントのサンプルが、プレビューパネルに表示されます。

30.16 レイアウト

[レイアウト]ページ

レイアウトの設定をオブジェクトのプロパティページから行うと、そのオブジェクトにのみ適用されま
す。
レイアウトの設定をドキュメントのプロパティページから行うと、ドキュメントで指定された種類のオ
ブジェクトすべてに適用されます。
枠線の使用
シートオブジェクトの周囲に枠線を表示するには、このチェックボックスをオンにします。ドロップダ
ウンメニューから選択して、枠線の種類を指定します。

影の強度 影の強度ドロップダウンメニューで、シートオブジェクトの周りの影の強
度を設定できます。影なしの選択肢もあります。
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枠線のスタイル 定義されている枠線は次のとおりです。
固定
単色の固定の枠線です。
くぼみ
シートオブジェクトが背景からくぼんでいるように見える枠線。
浮き彫り
シートオブジェクトが背景から浮き上がっているように見える枠線。
壁
シートオブジェクトの周囲に壁があるように見える枠線。
画像
カスタム画像が指定された枠線。

画像の変更 枠線の種類に画像を選択した場合は、このボタンをクリックして、使用す
る画像を設定できます。

縮小/拡大 枠線の種類に画像を使用する場合、このチェックボックスをオンにする
と、4つの角で囲まれた領域全体を覆うように画像パターンが引き伸ばさ
れます。オフにした場合は、画像パターンのコピーが必要なだけ並べて表
示されます。

枠線の幅 このオプションは、すべての種類の枠線で有効です。画像枠線の幅を設定
する場合は、その幅を画像に定義されている角の幅と同じにしてくださ
い。幅は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポ
イント(pt、pts、point)、docunits (du、docunit) で指定できます。

色 このボタンをクリックするとダイアログが開き、画像以外のすべての種類
の枠線に適用される基本色をカラーパレットから選択できます。

カラフル 画像以外のすべての種類の枠線を虹色の枠線にします。虹は、シートオブ
ジェクトの上部で選択した基本色で始まります。

ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)のスタイルのモードで簡易設定が選択されている
場合、枠線の種類は選択できません。設定できるのは、影の強度のドロップダウンメニューと枠線の
幅のみとなります。
角を丸くする
角を丸くするグループでは、シートオブジェクトの基本の形を設定できます。これらの設定により、
シートオブジェクトを円形/楕円形から長方形までの範囲で描くことができます。ドキュメントプロパ
ティ：基本設定(508ページ)で詳細設定、スタイルのモードとせtんたくしている場合、角を丸くする
のみが使用できます。

角を丸くする このオプションをオンにすると、角の形を丸くすることができます。

角の位置 チェックボックスをオフにした角は直角に描画されます。
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鋭度 2から100の間の数値を設定でき、数値100を定義すると直角、数値2は
完全な楕円(縦横比が1:1の場合は円)に相当します。丸い角には通常、鋭
度2から5が最適な数値です。

角の丸み この設定は、固定の距離(固定)または四分円全体に対するパーセンテージ
(相対値(%)) で、角の半径を決定します。この設定により、鋭度で設定し
た基になる基本図形が角に影響を与える程度を制御できます。距離
は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント
(pt、pts、point)、またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

レイヤー
レイヤーグループでは、オブジェクトを3つのレイヤーのいずれかを割り当てることができます。

下 背面レイヤープロパティのシートオブジェクトは、標準位置レイヤーと前
面レイヤーにあるシートオブジェクトを覆うことはできません。背面レイ
ヤーにある他のシートオブジェクトの上にのみ配置できます。

標準 シートオブジェクトは、作成されると、標準位置 (中央)のレイヤーに置か
れます。標準位置レイヤーにあるシートオブジェクトは、背面レイヤーの
シートオブジェクトで覆われることはありませんし、前面レイヤーのシー
トオブジェクトを覆うこともできません。

上 前面レイヤープロパティのシートオブジェクトは、標準位置レイヤーと背
面レイヤーにあるシートオブジェクトによって覆われることはありませ
ん。その上に配置できるのは、前面レイヤーにある他のシートオブジェク
トだけです。

カスタム 前面、標準位置、および背面レイヤーは、内部的に番号が振られたレイ
ヤー1、0、-1にそれぞれ対応しています。実際には、-128～127の間の
すべての値が使用できます。選択した値を入力する場合は、このオプショ
ンを選択します。

テーマの作成
テーマ作成ウィザード(727ページ)を開くと、レイアウトテーマを作成できます。
テーマの適用
オブジェクト、シート、ドキュメントにレイアウトテーマを適用できます。詳細に関しては レイアウ
トテーマ(725ページ)を参照してください。
表示
表示グループでは、シートオブジェクトを表示する条件を指定できます。

常に表示 シートオブジェクトは常に表示されます。

条件付き表示 シートオブジェクトは、選択することで継続的に評価される 条件付き関数
(414ページ)に基づいて表示/非表示にされます。シートオブジェクトは
その条件が真を返したときにだけ表示されます。
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注意!
ドキュメントの管理権限を持つユーザーは、ドキュメントプロパティ：セキュリティ(528ページ)
ページのすべてのシートとシートオブジェクトを表示ですべての表示条件を上書きできま
す。CTRL+SHIFT+Sを押して、この機能を切り替えることができます。

オプション
オプショングループでは、シートオブジェクトの移動/サイズ変更を禁止できます。このグループの設
定は、対応するチェックボックスがドキュメントプロパティ：レイアウトとシートプロパティ：セキ
ュリティでオンの場合にのみ有効です。

移動/サイズ変更を許
可する

このチェックボックスをオフにすると、シートオブジェクトを移動または
サイズ変更できなくなります。

コピー/複製を許可す
る

このチェックボックスをオフにすると、シートオブジェクトのコピーを作
成できなくなります。

INFO を許可する Info (303ページ)関数が使用されると、項目値がそれに連結する情報を持
っている場合に info アイコンがウィンドウのキャプションに表示されま
す。キャプションに INFOアイコンを表示したくない場合は、このチェッ
クボックスをオフにします。

データにサイズを合わ
せる

通常、選択によってテーブルのサイズがシートオブジェクトに割り当てら
れたサイズより小さくなった場合は、QlikViewのすべてのテーブルシート
オブジェクトを囲む枠線が縮小します。このチェックボックスをオフにす
ると、このサイズの自動調整はオフになり、余分な領域は空白のままにな
ります。

スクロールバー
スクロールバーグループには、スクロールバーのレイアウトを変更するコントロールがあります。

スクロールバーの位置
を保持する

この設定が有効の場合、QlikView は、他のオブジェクトで選択が行われたとき
に、スクロールバーが設定されているテーブルやチャートのスクロールの位置を
保持しようとします。ユーザープロパティ：オブジェクト (96ページ)ダイアロ
グでも、この設定が有効になっている必要があります。
ドキュメントを閉じると、スクロールの位置は保持されません。

スクロールボタン スクロールボタンの色を設定します。ボタンをクリックして色を選択しま
す。スクロールバーは、薄い灰色で描画するとよい結果が得られます。色
は、ボタンをクリックすると表示される 色の設定(515ページ)ダイアロ
グで、単色またはグラデーションとして定義できます。

スクロールバーの幅 このコントロールは、スクロールバーのシンボルの幅と相対的なサイズの
両方に影響します。
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スクロールのスタイル スクロールバーのスタイルを設定します。ドロップダウンコントロールで
スタイルを選択します。クラシックスクロールバースタイル
は、QlikViewの4/5スクロールバーに対応します。標準スクロールバー
スタイルは、最新の外観になります。3つ目のスタイル、ライトは細く、
ライトなスクロールバーです。

適用するオブジェクト キャプションと枠線のプロパティダイアログを開きます。ここでは、レイ
アウトページで設定されたプロパティを適用する場所を設定できます。

画像枠線定義ファイルの例

画像枠線は、次の要素を含む1つの画像ファイルで定義されます。
1. 4つの角は、正方形のピクセルで構成されている必要があります。下の例では、それぞれの角が15
× 15ピクセルになっています。4つの角は同じでも違ってもかまいませんが、すべて個別に描画する必
要があります。
2. 角と角の間の領域は、角と角の間の上下左右の枠線を表します。最小限のピクセルを定義すれば、そ
のパターンを引き伸ばしたり繰り返すことで、必要な領域全体が埋められます。縮小/拡大(594ペー
ジ)を参照してください。
3. 中央の領域に機能はなく、何かを入れても、空にしておくこともできます。

[枠線の幅]ボックス

枠線を正しく表示するには、角の正方形のピクセル数を枠線の幅ボックスで正しく指定する必要があり
ます。ファイルには、StarsStripes_15_stretch.bmpのように、パラメータが識別できるような名前
を付けるとわかりやすいでしょう。
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キャプションと枠線のプロパティ

[キャプションと枠線]プロパティ

このダイアログでは、キャプションと枠線を適用するドキュメントのオブジェクトを設定します。

プロパティを次のオブ
ジェクトに適用する

選択オブジェクト以外のオブジェクトにその設定を適用するには、このチ
ェックボックスをオンにします。
1. オプションのひとつを選択します。
このシートのオブジェクト
このシートにあるオブジェクトにのみ設定を適用します。シートオブジェ
クトの [レイアウト]ページからこのダイアログを開いたときにのみ有効で
す。
このドキュメントのオブジェクト
ドキュメント全体のオブジェクトに設定を適用します。
2. オプションのひとつを選択します
この種類のオブジェクトのみ
この種類の全てのオブジェクトに適用を設定します。シートオブジェクト
の [レイアウト]ページからこのダイアログを開いたときにのみ有効です。
すべてのオブジェクト
すべてのオブジェクトに設定を適用します。

このドキュメントで新
規作成するオブジェク
トの規定値に設定する

現在のドキュメントの新規作成オブジェクトのデフォルトとして設定を使
用する場合は、このチェックボックスをオンにします。シートオブジェク
トの [レイアウト]ページからこのダイアログを開いたときにのみ有効で
す。
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30.17 キャプション

[キャプション]ページ

キャプションの設定が [オブジェクトプロパティ]ページで行われた場合は、そのオブジェクトにのみ
適用されます。
キャプションの設定が [ドキュメントプロパティ]ページで行われた場合は、ドキュメントで指定され
た種類のオブジェクトすべてに適用されます。
キャプションページでは、オブジェクトの基本的なレイアウトとは全く違うレイアウトオプションを指
定できます。

キャプションの表示 このチェックボックスをオンにすると、シートオブジェクトの最上部にキ
ャプションが表示されます。リストボックスなどの「ボックスオブジェク
ト」は、デフォルトでキャプションの表示がオンになっていますが、ボタ
ン、テキストオブジェクト、線/矢印オブジェクトはオフになっています。

タイトルテキスト テキストボックスで、シートオブジェクトのキャプションに表示するタイ
トルを入力します。キャプションのフォントを変更するにはフォントボタ
ンを使用します。

異なる状態のキャプションの色を設定します。アクティブ時の色と非アクティブ時の色は別々に設定
できます。
背景色やテキストの色ボタンをクリックし 色の設定(515ページ)ダイアログを開きます。背景色
は、色の設定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。テキストの色は、固定
または計算色として カラー関数(453ページ)を使用して定義できます。

折り返し このオプションを選択した場合、キャプションは、2行以上で表示されま
す。
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キャプションの高さ (
行)

編集ボックスで、キャプションの行数を設定します。

QlikViewのシートオブジェクトの正確なサイズと位置を設定できます。標準もしくは最小化時のサイ
ズ/位置設定で調整します。これらの設定は、ピクセル単位で行います。

X- 位置 シートの左端に対するシートオブジェクトの左辺の水平方向の位置を設定
します。

Y- 位置 シートの上端に対するシートオブジェクトの上辺の垂直方向の位置を設定
します。

幅 QlikViewシートオブジェクトの幅を設定します。

高さ QlikViewシートオブジェクトの高さを設定します。

キャプションのラベルの方向は、[キャプションの配置]オプションで変更できます。

水平 キャプションのラベルは水平方向に整列できます：左揃え、中央揃え、ま
たは右揃え。

垂直 キャプションのラベルは垂直方向に整列できます： [上揃え]、[上下中央
揃え]、または [下揃え]。

キャプションアイコン
シートオブジェクトのオブジェクトメニューコマンドの多くをキャプションアイコンとして設定でき
ます。キャプションアイコンとして表示するコマンドを選択するには、リスト内の各コマンドの左にあ
るチェックボックスをオンにします。

注意！
キャプションアイコンは注意して使用してください。アイコンが多すぎると邪魔になる可能性がありま
す。

最小化を許可する このチェックボックスをオンにすると、シートオブジェクトのキャプショ
ンウィンドウに最小化アイコンが表示され、オブジェクトを最小化するこ
とができます。さらに、キャプションをダブルクリックしてもオブジェク
トを最小化することができるようになります。

自動最小化 このオプションは、[最小化を許可する]をオンにしている場合にのみ有効
です。同じシート上にある複数のシートオブジェクトで [自動最小化]が
オンにされている場合、1つを除くすべてが自動的に最小化されるように
なります。これは、同じシート上に複数のグラフを交互に表示するのに便
利です。
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最大化を許可する このチェックボックスをオンにすると、シートオブジェクトのキャプショ
ンウィンドウに最大化アイコンが表示され、オブジェクトを最大化するこ
とができます。さらに、キャプションをダブルクリックしてもオブジェク
トを最大化することができるようになります。[最小化を許可する]と [最
大化を許可する]の両方がオンの場合、ダブルクリックするとオブジェク
トは最小化されます。

ヘルプテキスト ここには、ポップアップウィンドウに表示するヘルプテキストを入力でき
ます。ヘルプテキストは、 計算式(1053ページ)として指定できます。
このオプションはドキュメントレベルでは使用できません。[...]ボタンを
クリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡
単に編集できます。
シートオブジェクトの説明などを入力します。オブジェクトのウィンドウ
キャプションにヘルプアイコンが追加されます。マウスポインターをアイ
コンに移動させると、ポップアップウィンドウにテキストが表示されま
す。
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31 シート

QlikViewドキュメントは1つ以上のシートを持つことができます。シート上にはシートオブジェクト
が配置されます。各シートには多くのシートオブジェクトを入れることができます。シートはロジック
とは無関係です。2つの項目が論理的に関連しているとして、それらは同じシートにあっても別のシー
トにあってもかまいません。選択を行った場合の論理的な結果は同じです。

31.1 作成

新しいシートは、[レイアウト]メニューから [シートの追加]を選択するか、ツールバーの [シートの
追加]ボタンをクリックして作成します。

31.2 ナビゲーション

すべてのシートには、シート名が表示されたタブが付いています。タブ上でクリックすると、そのシー
トがアクティブになります。[シート]ツールバーがアクティブな場合は、ツールバードロップダウンで
シートを選択することで、シートをアクティブにすることもできます。
タブ上で右クリックすると、次のコマンドが入ったコンテキストメニューが表示されます。

タブプロパティ タブのフォントを選択するためのダイアログが表示されます。使用できる
のはTruetype フォントのみです。タブプロパティ(564ページ)を参照
してください。

シートプロパティ シートを選択し、[シートプロパティ]ダイアログを表示します。ここで、
シートの背景、表示する項目、デフォルトのフォント、オブジェクトの外
観など、シート固有のパラメータを指定できます。この選択肢は、現在ア
クティブなシートのタブをクリックした場合にのみあります。

シートのコピー シートオブジェクトがすべて入ったシート全体の完全なコピーを作成しま
す。コピーには"シート名のコピー"という名前が付けられ、ドキュメント
の最後のシートとして配置されます。

シートを左へ シートを1つ左に移動します。

シートを右へ シートを1つ右に移動します。

ヘルプ コンテキスト特定ヘルプを開きます。

削除 シートをアクティブにし、次にそれを削除します。

アクティブなシートのタブをクリックすると、コンテキストメニューにはリストボックスの追加や
シートオブジェクトの追加コマンドも含まれます。このコマンドの説明については、下を参照してくだ
さい。
シートタブには、選択内容があることを示す選択インジケータ(小さなビーコン)が付いている場合が
あります。これらは、アクティブなシートには表示されていない選択内容が表示される非表示シートの
タブに表示されます。
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31.3 シート：[オブジェクト] メニュー

プロパティ シートプロパティダイアログを開きます。ここから、シートを定義する要
素を設定できます。

リストボックスの追加 シートプロパティ：項目ページを表示します。シートにリストボックス
として表示する項目などを選択できます。

シートオブジェクトの
追加

シートオブジェクトをリストするサブメニューを開きます。

シートのコピー シートオブジェクトがすべて入ったシート全体の完全なコピーを作成しま
す。コピーには"シート名のコピー"という名前が付けられ、ドキュメント
の最後のシートとして配置されます。

シートオブジェクトの
貼り付け

クリップボードにコピーされたシートオブジェクトをシートに貼り付けま
す。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともで
きます：CTRL+V。

リンクオブジェクトの
貼り付け

クリップボードにコピーされたリンクオブジェクトをシートに貼り付けま
す。オブジェクトは直接オリジナルのオブジェクトにリンクされ、すべて
の属性とオブジェクト IDを共有します。

印刷 印刷は、シートオブジェクトを含むシート領域の画像を印刷します。

画像をクリップボード
にコピー

シート領域(のみ)のビットマップ画像をクリップボードにコピーしま
す。

画像をファイルにエク
スポート

現在のシートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きま
す。イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートとそのすべてのシートオブジェクトを削除します。

31.4 シートプロパティ

シートプロパティ：基本設定(557ページ)ダイアログを開き、シートの背景、表示する項目、デフォ
ルトのフォント、オブジェクトのレイアウトなど、シート固有のパラメータを指定できます。
シートのプロパティは [シートプロパティ]ダイアログで設定します。これは、シートの [オブジェク
ト]メニューから [プロパティ]を選択するか、[設定]メニューから [シートプロパティ]を選択すると
表示されます。プロパティコマンドが淡色表示されている場合は、プロパティの変更を行うために必要
な権限がありません(シートプロパティ：セキュリティ(562ページ)を参照)。
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31.5 シートプロパティ：基本設定

シートプロパティ：基本設定

シートに名前を付けるには、タイトル編集ボックスにテキストを入力します。名前はシートのタブに表
示されます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

シート ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートには、一意の IDがSH01から割り当てられます。この ID番号は後
で編集することが可能です。
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シートの表示グループでは、シートを表示する条件を指定できます。

常に表示 シートは常に表示されます。

条件付き表示 シートは、選択などで断続的に評価される条件式に基づいて表示/非表示
にされます。シートはその条件が真を返したときにだけ表示されます。
シートの表示の制限によってドキュメント内のすべてのシートが無効な場
合は、"シートはありません"というメッセージが表示されます。ドキュメ
ントの管理権限を持つユーザーは、ドキュメントプロパティ：セキュリテ
ィ(528ページ)ページにあるすべてのシートとシートオブジェクトを表
示をオンにしてこの条件を無効にできます。CTRL+SHIFT+Sを押して、
この機能を切り替えることができます。

ズーム (%)オプションでは、アクティブなシートとシート上のすべての表示サイズを変更できます。

背景グループでは、シートの背景色を定義します。ドキュメントの初期設定は、ドキュメントプロパ
ティダイアログで定義された背景色を適用します。シートの設定をクリックし、色チェックボックス
をオンにしてボタンをクリックすると、背景色を定義できます。色の設定ダイアログで、単色またはグ
ラデーションとして定義できます。
また、シートの背景は、画像をオンにして変更ボタンをクリックするとカスタマイズできます。画像
の挿入ダイアログが開き、使用する画像ファイルを選択できます。
画像形式:

縮小/拡大なし 画像はそのままのサイズで表示され、覆い隠すことが出来ない可能性があ
ります。

塗りつぶし 画像は、縦横比を無視して、シート全体を覆うように拡大されます。

縦横比を固定する 画像は、縦横比を維持したまま、できる限り拡大されます。

縦横比を固定して塗り
つぶし

画像は、縦横比を維持したまま、できる限り拡大されます。覆われなかっ
た領域は切り取られた画像で塗りつぶされます。

並べて表示 このオプションを選択した場合、画像は、スペースがあるだけ繰り返し並
べて表示されます。

水平方向と垂直方向:

水平 画像は水平方向に整列できます：左揃え、中央揃え、または右揃え。

垂直 画像は垂直方向に整列できます：上揃え、上下中央揃え、または下揃え。

テーマの作成 テーマ作成ウィザード(727ページ)が開き、新しいテーマを作成したり、
既存のテーマを編集できます。詳細に関しては レイアウトテーマ(725
ページ)を参照してください。
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テーマの適用 シートオブジェクトに適用するレイアウトテーマファイルを選択するため
のファイルブラウザダイアログが開きます。詳細に関しては レイアウト
テーマ(725ページ)を参照してください。

タブ設定グループでは、シートのタブの背景色を定義します。

クラシックグレー グレーのタブ配色と黒いテキストを使用する場合は、このオプションを選
択します。

シートの背景 タブの色をシートの色に設定します。

カスタムカラー この設定では、それぞれのボタンをクリックしてタブの色とタブテキス
トの色を指定できます。

すべてに適用 ドキュメントのすべてのシートにタブの色の設定を適用します。

31.6 リストボックスの追加/シートプロパティ：項目

シートプロパティ：項目

ここでは、シートに表示する 項目(207ページ)を項目リストから選択します。使用/削除する項目を
クリックして選択します。[追加 >]ボタンまたは [< 削除]ボタンを使用して、目的の列に移動しま
す。
選択された項目は、アクティブなシートにデフォルト設定のリストボックスとして表示されます。リス
トボックスに特定のプロパティを設定するには、右クリックして表示されるメニューから(もしくはメ
インメニューのオブジェクトから)プロパティを選択します。
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システム項目を選択可能にするには、システム項目の表示チェックボックスをオンにします。

テーブルの項目を表示 ここで、項目リストにどの項目を表示するかを制御します。ドロップダウ
ンリストは、デフォルトですべてのテーブルを表示します。
すべてのテーブル (テーブル名表示)は、項目をテーブル名とともに表示し
ます。このため、キー項目は、1度以上リスト表示されます。(これは表示
目的にのみ使用できます。ロードスクリプトの Qualify (326ページ)とは
関係ありません。)
一度に1つのテーブルの項目を見ることもできます。

31.7 シートプロパティ：オブジェクト

シートプロパティ：オブジェクト

シートプロパティ：オブジェクトページは、現在のシート上にあるすべてのシートオブジェクトを把
握するのに役立ちます。これによって、オブジェクトが隠されているか、表示条件を設定されているか
を把握するのが簡単になります。
テーブルの列ヘッダーをクリックして、任意の列でソートします。列には次の情報が含まれています。

オブジェクト ID 既存のシートオブジェクトの一意のオブジェクトIDをリスト表示しま
す。リンクオブジェクトは、同じオブジェクト IDを共有します。
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種類 オブジェクトの種類を明確に記載します。

キャプション オブジェクトのキャプションに(もしあれば)表示されるテキスト。

表示モード オブジェクトの状態が「標準」、「最小化」、「最大化」、「隠す」、「
条件付き」のどれであるかを示します。

選択状態 オブジェクトの状態を表示します。詳細は、並列ステート(135ページ)を
参照してください。

演算時間 オブジェクトの内容の前回の演算にかかったミリ秒単位の時間。この情報
は、チャート、テーブルボックス、または式を含むオブジェクトなど、実
際に演算するオブジェクトにのみ関係します。

レイヤー レイヤーはシートオブジェクトプロパティ：レイアウトページで設定さ
れ、背面、標準位置、前面が、番号-1、0、1に対応します。任意の値を
入力するには、カスタムを選択します。有効なレイヤー番号は-128から
127です。

メモリ オブジェクトの内容の前回の再演算にかかった一時メモリ量。この情報
は、チャート、テーブルボックス、または式を含むオブジェクトなど、実
際に演算するオブジェクトにのみ関係します。

左、上、右、
下

シートオブジェクトの端の、ドキュメントウィンドウの端との相対的な現
在位置(ピクセル単位)。

幅、高さ シートオブジェクトのサイズ・寸法(ピクセル単位)。

左(最小化)、上(最小
化)、右(最小化)、
下(最小化)

アイコン化(最小化)時のシートオブジェクトの現在位置。

幅 (最小化)、高さ (最
小化)

オブジェクトのアイコンのサイズ。

リストのオブジェクトをクリックすると、削除ボタンを使用できるようになり、また、このメニューか
ら直接そのプロパティダイアログを開くことができます。Ctrlキーを押しながらクリックすると複数の
オブジェクトを選択できます。
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31.8 シートプロパティ：セキュリティ

シートプロパティ：セキュリティ

このプロパティページでは、シートレベルの [ユーザー権限]を設定できます。初期設定では、すべて
のオプションのチェックボックスがオンに設定されています。管理者権限を持つユーザーは、いつでも
このダイアログにアクセスして設定を変更できます。設定はさまざまな方法で、普通のユーザーがド
シートのレイアウトを変更するのを防ぎます。オプションは次のとおりです。

シートオブジェクトの
追加

新しいシートオブジェクトの追加を許可します。

シートオブジェクトの
削除

シートオブジェクトの削除を許可します。

シートオブジェクトの
移動/サイズ変更

既存のシートオブジェクトのレイアウト変更を許可します。

シートオブジェクトの
コピー/複製

既存のシートオブジェクトのコピーの追加を許可します。

シートオブジェクト
プロパティにアクセス
します

シートプロパティダイアログへのアクセスを許可します。

シートの削除 シートの削除を許可します。
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シートプロパティにア
クセスする (ユーザー)

シートオブジェクトの[プロパティ]ページへのアクセスを許可します。

すべてのシートに適用するチェックボックスをオンにすると、上記のオプションをドキュメントのすべ
てのシートに適用します。

読み取り専用 このチェックボックスをオンにすると、このシート上のすべてのシートオ
ブジェクトの選択をロックします。これは、シートオブジェクトにできる
のは、他のシート上にあるオブジェクトでの選択の結果を表示することだ
けであることを意味します。

ドキュメントレベルのユーザー権限は、ドキュメントプロパティ：セキュリティ(528ページ)ページ
で設定できます。

31.9 シートプロパティ： トリガー

シートプロパティ：トリガー

このページでは、シートイベントで呼び出される、マクロを含むアクションを指定できます。マクロの
詳細については、内部マクロインタープリタ(1077ページ)を参照してください。
すべてのアクションが次のイベントトリガーから呼び出せるわけではありません。アクションについて
は [アクションの追加]ダイアログ(662ページ)を参照してください。
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注意！
QlikView Serverでドキュメントを操作している場合、一部のマクロトリガーは動作が制限されます。
マクロトリガーを含むサーバードキュメントを作成する前に、QlikViewリファレンスマニュアルの
QV-Server のQVドキュメントでのマクロの使用のセクションを参照してください。マクロトリガー
を含むサーバードキュメントを作成する前に、QVサーバー上のQVドキュメントでのマクロの使用
(1089ページ)のセクションを参照してください。で

注意！
他のアクションのトリガーとなるアクションは、連鎖アクションと呼ばれ、不測の結果を引き起こす可
能性があるためサポートされていません。

シートイベントトリ
ガー

このグループでは、アクティブなシートの変更で起動するようにマクロを設定で
きます。アクションの追加ボタンをクリックし、どちらかのイベントの アクシ
ョン (661ページ)ページを開きます。このページでは、イベントにアクションを
追加します。アクションにマクロの実行を選択して既存のマクロ名を選択する
か、任意の名前を入力できます。任意の名前を入力した場合は、後でモジュール
の編集ダイアログでマクロを作成します。イベントにアクションが適用される
と、ボタンがアクションの編集に変更され、イベントのアクションを変更できま
す。次のシート イベント トリガーを設定できます。
OnActivateSheet
シートがアクティブになるたびに、アクションが実行されます。
OnLeaveSheet
シートが非アクティブになるたびに、アクションが実行されます。

31.10 タブプロパティ

タブのプロパティは、タブを右クリックすると表示される [タブプロパティ]ダイアログで設定されま
す。

フォント フォント(592ページ)を参照してください。ここでは、タブのテキストの
フォントを変更できます。
テキストのフォント、スタイル、およびサイズを指定します。選択したフ
ォントはすべてのタブのテキストに適用されます。

564 QlikView 11.20 SR13



32 シートオブジェクト

32 シートオブジェクト

シートオブジェクトには次の種類があります。

リストボックス 569ペー
ジ

統計ボックス 603ペー
ジ

マルチボックス 611ペー
ジ

テーブルボックス 625ペー
ジ

チャート 731ペー
ジ

入力ボックス 647ペー
ジ

選択表示ボックス 641ペー
ジ

ボタン 657ペー
ジ

テキストオブジェクト 673ペー
ジ

線/矢印オブジェクト 681ペー
ジ

スライダー/カレンダオブジェクト 685ペー
ジ

カスタムオブジェクト 717ペー
ジ

検索オブジェクト 701ペー
ジ

ブックマークオブジェクト 695ペー
ジ

コンテナ 709ペー
ジ
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32.1 ローカルオブジェクトとサーバーオブジェクト

シートオブジェクトには3種類あります。
ドキュメントシートオブジェクトは、qvwドキュメント内に保存されます。ドキュメントがローカル
で開かれている場合も、QlikView Serverから開かれている場合でも使用できます。
個人用サーバーオブジェクトは、認証されたユーザーがQlikView Serverドキュメントを操作している
場合に限り使用できます。サーバーのリポジトリに保存され、認証されたコンピュータのユーザーがア
クセスできます。お使いの個人用サーバーオブジェクトは、[表示]メニューからアクセスできるサー
バーオブジェクトパネル(721ページ)ウィンドウから管理できます。
共有サーバーオブジェクトは、認証されたユーザーがQlikView Serverドキュメントを操作している場
合に限り使用できます。個人用サーバーオブジェクトを作成したユーザーは、共有するフラグを付けら
れます。これで他のユーザーが使用できるようになります。個人用サーバーオブジェクトと同様、共有
サーバーシートオブジェクトはサーバーのリポジトリに保存されます。利用可能な共有サーバーオブ
ジェクトは、[表示]メニューからアクセスできるサーバーオブジェクトパネル(721ページ)から管理
できます。

32.2 [オブジェクト] メニュー

オブジェクトメニューは、現在アクティブなシートオブジェクト用のメニューです。メニューバーで
オブジェクトを選択するか、シートオブジェクトをマウスの右ボタンでクリックして開くことができま
す。
シートにまだシートオブジェクトが含まれていないなどの場合は、シートのオブジェクトメニューは
メニューバーのオブジェクトメニューとして表示されます。
アクティブなシートオブジェクトが複数ある場合、オブジェクトメニューにはアクティブなオブジェク
トに共通するコマンドが含まれます。
オブジェクトメニューの説明については、オブジェクトごとのセクションを参照してください。

32.3 ノートとコメント

QlikView Serverに接続しているときは、すべてのオブジェクトにノートとコメントを追加することが
可能で、ユーザーは現在のオブジェクトに関するノートを作成し、共有できます。
ノートは他のQlikViewユーザーと共有され、他のユーザーはノートに対するコメントを残すことがで
きます。また、ノートが付いたデータのスナップショット(ブックマーク)を保存することも可能です。
オブジェクトを右クリックしてコンテンツメニューから [ノート]を選択し、新しいノートの追加や既
存のノートの表示ができます。[新しいノートの追加]あるいは [既存のノートの表示]を選択すると、
現在のドキュメントのすべてのオブジェクトに添付されている既存のノートが、左上角に表示されま
す。各オブジェクトに添付されているノートの数も表示されます。

32.4 Microsoft Office へのドラッグアンド ドロップ

QlikViewのシートオブジェクトをMicrosoft Word、Excel、PowerPointに直接ドラッグアンドドロ
ップできます。この機能はローカルやサーバにあるQlikViewドキュメントで、インストールされた
QlikViewもしくはQlikView IEプラグインから同様に使用できます。オブジェクトはその双方向性を維
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持しますので、例えばPowerPoint の中でQlikView分析を行うことが可能です。オブジェクトを選択
し、それをOffice アプリケーションにドラッグするだけでQlikView以外で使用できます。

注意！
Microsoft Office のドキュメントを使用するコンピュータにQlikView IEプラグインがインストールさ
れている必要があります。

QlikView 11.20 SR13 567



568 QlikView 11.20 SR13



33 リストボックス

33 リストボックス

リストボックスは、最も基本的なシートオブジェクトです。特定の項目のすべての絞込値のリストが含
まれています。リストボックスの各行は、ロードしたテーブルで全く同じ値を持つ複数のレコードを表
します。ひとつの値を選択することは、ロードしたテーブルの複数のレコードを選択していることにな
ります。
リストボックスには、サイクリックグループやドリルダウングループが含まれていることもありま
す。ドリルダウングループが使用されている場合は、リストボックスで1つの値を選択すると、リスト
ボックスがドリルダウンしてグループ内の基底の項目に切り替わります。ドリルアップして戻るには、
リストボックスのキャプションにあるドリルアップアイコンをクリックします。
リストボックスにサイクリックグループが割り当てられている場合は、リストボックスのキャプショ
ンに表示されているサイクリックアイコンをクリックすると、グループ内の次の項目を表示できます。
また、リストボックスのオブジェクトメニューのサイクリックオプションを使用して、グループ内の
任意の項目に直接移動することもできます。
リストボックスを右クリックすると、リストボックス：オブジェクトメニュー(569ページ)が表示さ
れます。リストボックスがアクティブなオブジェクトの場合、オブジェクトメニューからもアクセス
できます。

33.1 リストボックス：オブジェクトメニュー

リストボックスを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、リストボッ
クスがアクティブな場合に、メインメニューのオブジェクトでも表示されます。メニューには以下のコ
マンドがあります。

プロパティ リストボックスプロパティダイアログを開くと、リストボックスプロパ
ティ：基本設定(573ページ)、リストボックスプロパティ：数式(579
ページ)、リストボックスプロパティ：ソート(586ページ)、リストボ
ックスプロパティ：プレゼンテーション(587ページ)、プロパティ：数
値書式(590ページ)、フォント(592ページ)、レイアウト(593ページ)
そしてキャプション(597ページ)を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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サイクリック リストボックスが 非階層グループ(サイクリック) (1056ページ)を表示
する設定になっている場合にのみ使用できます。カスケードメニューを開
きます。リストボックス内に表示されるグループ内の項目を直接選択でき
ます。

検索 検索(127ページ)ボックスを開きます。

あいまい検索 テキスト検索ボックスを あいまい検索(128ページ)モードで開きます。

高度な検索 [高度な検索]ダイアログ(130ページ)を開きます。このダイアログで、
詳細な検索式を入力できます。このコマンドは、次のキーボードショート
カットで呼び出すこともできます：CTRL+SHIFT+F。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

値の変更 入力フィールドを表示しているリストボックスでのみ使用できます。クリ
ックされてたセルを入力編集モードに設定します。セルで入力アイコンを
クリックする場合と同じです。
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値を元に戻す 入力フィールドを表示しているリストボックスでのみ使用できます。オプ
ションが3つ入ったカスケードメニューを開きます。
ひとつの値を元に戻す
クリックされた項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻します。
絞込値を元に戻す
絞り込まれたすべての項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻しま
す。
すべての値を元に戻す
すべての項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻します。

絞込値の選択 リストボックスの除外値以外の値をすべて選択します。

除外値の選択 リストボックスの除外値をすべて選択します。

すべて選択 リストボックスのすべての値を選択します。

クリア アクティブなリストボックスの現在の選択をすべてクリアします。

他項目の選択のクリア 現在のリストボックスの選択を保持しながら、他のシートオブジェクトの
選択をすべてクリアします。

ロック アクティブなリストボックスの選択値をロックします。(選択が行われてい
ない場合はグレー表示となります。)

アンロック アクティブなリストボックスのロックされた値を解除します。(選択がロッ
クされている場合にロックの代わりに表示されます。)

クイックチャートウ
ィザード

クイックチャートウィザード(927ページ)が開き、チャートをすばやく
簡単に作成できます。

タイムチャートウィ
ザード

タイムチャートウィザード(937ページ)が開き、特定の計算基準(数式)
を設定し、さまざまな期間で比較を行うチャートを作成できます。

統計ボックスの追加 項目(サンプル)の選択値に関するさまざまな統計上の計算を行ない、統計
ボックス(603ページ)に結果を表示します。

絞込値を印刷 プリンタ設定を指定できる 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを開
きます。アクティブなリストボックスの除外値以外をすべて印刷します。

絞込値を PDF として
印刷

PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で印刷ダイ
アログを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように要求されます。
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Excel 出力 絞込値(選択値と連結値)をMicrosoft Excelにエクスポートします。この
ときExcelが実行していなければ自動的に起動されます。QlikViewは
BIFF 形式 (ネイティブExcel形式)でエクスポートします。出力された値
は、新しいExcelワークシートに1つの列として表示されます。この機能
が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel 97以降がインストール
されている必要があります。

注意!
Excel に出力する場合、ミニチャートは表示されません。

エクスポート 名前を付けて保存ダイアログが開き、出力されたデータを保存する場所、
ファイル名、ファイルの種類を指定できます。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
絞込値
絞込値(選択値と連結値)をクリップボードにコピーします。
セルの値
(オブジェクトメニューを呼び出すときに)右クリックしたリストボックス
のセルのテキスト値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

33.2 リストボックスプロパティ：基本設定

リストボックスプロパティ：基本設定

リストボックスプロパティ：基本設定ページは、リストボックスを右クリックし、フロートメニ
ューからプロパティを選択して開きます。ここでは、リストボックスの基本要素を設定できます。
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タイトル リストボックスのキャプションに表示するテキスト。デフォルトのテキス
トは選択項目の名前です。タイトルは、ラベルのテキストの動的に更新さ
れる 計算式(1053ページ)としても定義できます。[...]ボタンをクリッ
クすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編
集できます。
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項目 リストから項目を選択します。リストボックスには、選択項目の値が含ま
れます。
リストボックスは、サイクリックグループやドリルダウングループも表示
します。ただし、一度に表示される項目は1つのみです。グループは、ド
キュメントプロパティ：グループ(533ページ)ページで作成でき、項目リ
ストに表示されます。
階層グループ(ドリルダウン) (1055ページ)が使用されている場合は、リ
ストボックスで1つの値を選択すると、リストボックスがドリルダウンし
てグループ内の基底の項目に切り替わります。ドリルアップして戻るに
は、リストボックスのキャプションにあるドリルアップアイコンをクリッ
クします。
リストボックスに 非階層グループ(サイクリック) (1056ページ)が割り
当てられている場合は、リストボックスのキャプションに表示されている
サイクリックアイコンをクリックすると、グループ内の次の項目に表示を
切り替えます。また、リストボックスのオブジェクトメニューのサイクリ
ックオプションを使用して、グループ内の任意の項目に直接移動すること
もできます。
さらに、リストボックスには計算項目を表示できます。計算項目はスクリ
プトの実行によって生成されるのではなく、数式によって定義されます。
計算軸に適用される同様のルールに関しては 計算軸の追加(749ページ)
を参照してください。リストボックスで計算項目を使用する場合、ドロッ
プダウンで<数式>を選択します。数式の編集ダイアログが開き、計算項
目を記述する数式を定義できます。
タイトルとして使用

注意
計算項目を使用する場合は、リストボックスの一部の機能が正規の項目リスト
ボックスとは異なります。プロパティオプションの一部は使用できません (以下
を参照)。さらに、このようなリストボックスから統計ボックスは作成できませ
ん。

注意！
計算項目は常に 1つ以上の通常の項目を使用する必要があります。valuelistお
よび valueloop関数から作成された純粋な合成計算項目は許可されていませ
ん。計算項目で選択を行うときは、実際は基底の通常の項目から選択することに
なります。複数の項目を計算項目の基準として使用する場合は、基準となる項目
や計算項目での選択による論理的結果が非常に複雑になる場合があります。

注意！
リストボックスで計算項目を使用する場合は、大規模データセットでパフォー
マンス上の問題が生じる場合があります。

注意!
リストボックスの Direct Discovery (193ページ)機能を用いて定義した
MEASURE項目を使用することはできません。
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編集ボックスに表示されます。
編集...
このボタンは<数式>が項目として選択されている場合にのみ使用できま
す。これにより、数式の編集ダイアログが開かれ、計算項目を記述する数
式を定義します。

注意
計算項目を使用する場合は、リストボックスの一部の機能が正規の項目リスト
ボックスとは異なります。プロパティオプションの一部は使用できません (以下
を参照)。さらに、このようなリストボックスから統計ボックスは作成できませ
ん。

注意！
計算項目は常に 1つ以上の通常の項目を使用する必要があります。valuelistお
よび valueloop関数から作成された純粋な合成計算項目は許可されていませ
ん。計算項目で選択を行うときは、実際は基底の通常の項目から選択することに
なります。複数の項目を計算項目の基準として使用する場合は、基準となる項目
や計算項目での選択による論理的結果が非常に複雑になる場合があります。

注意！
リストボックスで計算項目を使用する場合は、大規模データセットでパフォー
マンス上の問題が生じる場合があります。

注意!
リストボックスの Direct Discovery (193ページ)機能を用いて定義した
MEASURE項目を使用することはできません。

And モード 項目内の複数選択(122ページ)をANDもしくはORどちらかのタイプで
行います。デフォルトでの選択はORタイプです。このコマンドは、複数
の値を選択する場合の論理モードを切り替えます。項目がある条件を満た
さない場合、このメニューオプションは無効です。リストボックスの
ANDモード(132ページ)を参照してください。このオプションは計算項
目には使用できません。

選択状態の表示切替 アクティブなリストボックスの項目で直接選択を行うことにより、その項
目の他の値を除外値とするかどうかを切替えます。選択状態の表示切り替
えチェックボックスをオンにすると、選択値以外のすべての値は連結値と
して表示されます。ですが、他の項目の選択によっては除外されます。デ
フォルトでは、すべての他の値は除外値として表示されます。このオプシ
ョンは計算項目には使用できません。

除外値を隠す 項目の除外値を表示するかどうかを切り替えます。除外値は選択もできな
くなります。

読み取り専用 このチェックボックスをオンにすると、リストボックスで選択を行えなく
なります。ですが、ドキュメントの他の場所での選択は反映されます。
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常にひとつの選択値 このチェックボックスをオンにすると、1つの値のみを選択できる状態に
なります。これは、通貨交換率などのように1つの値を選択するとデータ
が意味を持つドキュメントで便利です。このオプションは、リストボック
スで1つの値が選択されると有効になります。このオプションは計算項目
には使用できません。

ロック項目の上書き このチェックボックスをオンにすると、ロックされているリストボックス
で選択ができるようになります。選択がドキュメントの他の場所で行われ
ると、リストボックスはロック状態のままです。

ツリー構造表示の設定 リストボックスを リストボックスツリー構造(600ページ)で表示しま
す。この機能は、項目に階層構造におけるノードのパスが含まれる場合に
のみ有効です。そういった項目は、Pathパラメータ(Hierarchyプレフ
ィックス)を使用して生成することができます。

設定セパレーター ツリー構造に使用されるパスでセパレータとして解釈される文字セットを
設定します。

レコード数の表示 項目値の頻度を表示するかどうかについてのステータスを切り替えます。
レコード数は、選択可能な値の組合わせの数を意味します。このオプショ
ンは計算項目には使用できません。

パーセント表示 レコード数を絶対数で表示するか、合計入力数に対するパーセンテージで
表示するかについてのステータスを切り替えます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、リストボックスであれば
LB01から割り当てられます。リンクオブジェクトは、同じオブジェクト
IDを共有します。この IDは後で編集できます。

検索対象に除外値を含
める

ドロップダウンリストではい、いいえもしくはユーザープロパティ：
基本設定ページで指定された標準設定が適用される<標準設定を使用す
る>を選択します。
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検索モードの設定 テキスト検索で使用するデフォルトの検索モードを指定します。モードは
常に、検索文字列の一部として*や~を入力することによってその場で変
更できます。次の選択肢を使用できます。

<初期設定を使用する>
ユーザープロパティ(85ページ)で指定されたデフォルトが
適用されます
ワイルドカード検索
ワイルドカード検索を容易にするため、カーソルを間に置い
た2つのワイルドカードが初期検索文字列として表示されま
す。
あいまい検索
あいまい検索を意味するチルダ(~) が初期検索文字列として
表示されます。
標準検索
初期値としての検索文字列は追加されません。ワイルドカー
ドなしに通常の検索が行われます。
連想検索
連想検索が検索ボックスで使用されます。連想検索に関する
詳細については、検索(127ページ)を参照してください。

印刷設定 ここでは、印刷ジョブの印刷設定を設定できます。

すべての値を印刷 リストボックスの通常の印刷動作は、絞込値のみの印刷です。このチェッ
クボックスをオンにすると、すべての値が(除外値も)印刷されます。

印刷時にレイアウトを
適用

このチェックボックスをオンにすると、複数列、セルの選択色分けなどに
ついてリストボックスは画面に表示されたとおりに印刷されます。これ
は、リストボックスをレポートに含む場合などに便利です。
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33.3 リストボックスプロパティ：数式

リストボックスプロパティ：数式

数式ページでは、リストボックスに表示する数式を定義します。各数式がリストボックスの新しい列
に追加されます。ダイアログの左上隅には数式が表示されます。
数式データは、属性式を使用して動的に書式も設定できます。数式の属性式を表示するには、数式の前
にある展開アイコンをクリックします。
特定の基本の数式では、任意の数および任意の組み合わせの属性式を使用できます。属性式で定義され
た書式は、色などについてデータプロットのデフォルトの書式に優先します。

追加 このボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダ
イアログが表示されます。ここでは、新しい数式を作成できます。このオ
プションは、数式のリスト内で数式を右クリックしたときに表示されるコ
ンテキストメニューでも有効です。

削除 選択した数式を削除します。このオプションは、数式のリスト内で数式を
右クリックしたときに表示されるコンテキストメニューでも有効です。
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コピー このオプションは、数式のリスト内で数式を右クリックしたときに表示さ
れるコンテキストメニューでのみ有効です。メイン式でこのコマンドを使
用すると、その数式に関連付けられたすべてのデータと設定(ラベルを含
む)が xmlとしてクリップボードにコピーされます。その後、この数式を
同じオブジェクトや、同じドキュメントまたは別のドキュメントのその他
のQlikViewオブジェクトに貼り付け直すことができます。このコマンドを
属性式で使用する場合は、属性式定義だけがコピーされます。属性式はそ
の後、同じチャートまたは別のチャートの任意のメイン数式に貼り付ける
ことができます。

エクスポート このオプションは、数式のリスト内でメイン式を右クリックしたときに表
示されるコンテキストメニューでのみ有効です。メイン式でこのコマンド
を使用すると、その数式に関連付けられたすべてのデータと設定(ラベルを
含む)が xmlファイルにエクスポートされます。その後、この数式を同じ
チャートや、同じドキュメントまたは別のドキュメントのその他の
QlikViewチャートにインポートし直すことができます。このコマンドによ
り、数式をエクスポートダイアログが開きます。ここでは、エクスポート
ファイルの保存先を選択できます。ファイルには、xmlのような拡張子が
付きます。

貼り付け このオプションは、数式がクリップボードにコピーされている場合に、数
式のリスト内で右クリックしたときに表示されるコンテキストメニューで
のみ有効です。メイン式がクリップボードにコピーされている場合は、数
式のリスト内の空白領域にそれを貼り付けて、コピー元と同一の新しい数
式を作成できます。属性式がコピーされている場合は、メイン数式にそれ
を貼り付けることができます。

インポート このオプションは、数式のリスト内で空白領域を右クリックしたときに表
示されるコンテキストメニューでのみ有効です。このコマンドにより、以
前にエクスポートされた数式を参照できるダイアログが開きます。イン
ポートされた数式は、新しいメイン式としてチャートに表示されます。

上へ 選択した数式をリストの1つ上に上げます。このボタンを使用するのは、
数式の順序を変更する場合です。

下へ 選択した数式をリストの1つ下に下げます。このボタンを使用するのは、
数式の順序を変更する場合です。

NULL マーク ここに入力されたマークは、テーブルでNULL値を表示する際に使用され
ます。

欠損値マーク ここに入力されたマークは、テーブルで欠損値を表示する際に使用されま
す。
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有効にする このチェックボックスをオンにすると、選択した数式が有効になります。
ボックスがオンにされていない場合は、数式を使用できません。

定義 選択された数式の構成内容を表示します。このボックスで数式を直接編集
できます。[...] ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアロ
グ(917ページ)ダイアログが開きます。

表示 常に表示を選択すると、数式は、リストボックスに追加された列に常に表
示されます。条件付き表示を選択すると、右側の編集ボックスに入力した
条件式の値に応じて、数式が動的に表示または非常時にされます。

配置 このグループでは、数式のデフォルトの配置を設定できます。テキスト、
数値をそれぞれ、左揃え、中央揃え、または右揃えに設定できます。

表示オプション このグループは、リストボックス式のセルに何を記述するかを定義しま
す。
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プレゼンテーション 次のオプションがあります。
テキスト
このオプションを選択すると、数式値は常にテキストとして解釈および表
示されます。
画像
このオプションを選択すると、QlikViewは各数式値を画像への参照として
解釈しようとします。参照は、ディスク上の画像ファイルへのパス(たとえ
ば、C:\Mypic.jpg) またはqvwドキュメント内の画像ファイルへのパス(
たとえば、qmem://<Name>/<Peter>) になります。QlikViewが数式
値を有効な画像参照として解釈できない場合は、値自体が表示されます。
円形ゲージ
このオプションを選択した場合、数式の値が円形スタイルのゲージで表示
されます。ゲージチャートは使用可能なテーブルセルに内接して表示され
ます。ゲージの視覚的な設定はゲージ設定ボタンで変更できます。
線形ゲージ
このオプションを選択した場合、数式の値が水平方向の線形スタイルの
ゲージで表示されます。ゲージチャートは使用可能なテーブルセルに内接
して表示されます。ゲージの視覚的な設定はゲージ設定ボタンで変更でき
ます。
信号機ゲージ
このオプションを選択した場合、数式の値が水平方向の信号機スタイルの
ゲージで表示されます。ゲージチャートは使用可能なテーブルセルに内接
して表示されます。ゲージの視覚的な設定はゲージ設定ボタンで変更でき
ます。
LED ゲージ
このオプションを選択した場合、数式の値がLEDスタイルのゲージで表示
されます。ゲージチャートは使用可能なテーブルセルに内接して表示され
ます。ゲージの視覚的な設定はゲージ設定ボタンで変更できます。
ミニチャート
このオプションを選択した場合、QlikViewは追加軸で集計された数式の値
をミニチャートで表示します。チャートは使用可能なテーブルセルに内接
して表示されます。ミニチャートの軸を定義することができ、チャートの
視覚的な設定はミニチャートの設置ボタンから設定できます(以下参
照)。

注意!
Excel に出力する場合、ミニチャートは表示されません。

ゲージ設定 上でゲージオプションの1つが選択されている場合にのみ使用できます。
ゲージのプロパティを設定するためのダイアログを開きます。このダイア
ログは、基本的に、ゲージチャートの チャートプロパティ：プレゼン
テーション(ゲージチャート) (875ページ)ページと同じです。
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ミニチャートの設定 テーブルの数式用の表示オプションでミニチャートが選択されていると
きにのみ有効です。ミニチャートのプロパティを設定するためのダイアロ
グ ミニチャートの設定(584ページ)を開きます。

画像形式 上記で[画像]オプションを選択した場合のみ使用できます。この設定は、
画像をセルに合わせるためのQlikViewの書式設定方法を表します。次の4
つの選択肢があります。
縮小/拡大なし
このオプションを選択した場合、画像は、拡大縮小されずにそのままのサ
イズで表示されます。したがって、画像の一部が表示されない場合や、セ
ルの一部が画像で覆われない場合があります。
塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、画像の縦横比の維持を考慮せず
に、セル全体を覆うように拡大されます。
縦横比を固定する
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、セルを
できるだけ広く覆うように拡大されます。したがって、通常は、画像の左
右または上下に画像で覆われない領域ができます。
縦横比を固定して塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、セル全
体(上下/左右とも)を覆うように拡大されます。したがって、通常は、ど
ちらかの方向で画像が切り詰められます。
画像がない場合にテキストを隠す
このオプションをオンにすると、画像参照としての解釈に何らかの理由で
失敗した場合、QlikViewは項目値のテキストを表示しません。この場合、
セルは空白のままです。
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ミニチャートの設定

[ミニチャートの設定]ダイアログ

ミニチャートが、ストレートテーブルのプロパティダイアログの数式ページで選択されているとき
にのみ利用可能です。ミニチャートのプロパティを設定するためのダイアログを開きます。

軸 数式を描画するための軸を選択します。
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スタイル

モード 折れ線、折れ線とマーカー、マーカー、棒、勝敗としてミニチャートを設
定します。

色 色の設定(515ページ)ダイアログを開きます。このダイアログでは、ミニ
チャートの色を設定できます。

最大値を強調表示する
色

チェックボックスをオンにして色ボタンをクリックすると、[色の設定]ダ
イアログを開きます。このダイアログでは、最大値の色を設定できます。

最小値を強調表示する
色

チェックボックスをオンにして色ボタンをクリックすると、[色の設定]ダ
イアログを開きます。このダイアログでは、最小値の色を設定できます。

始点値を強調表示する
色

チェックボックスをオンにして色ボタンをクリックすると、[色の設定]ダ
イアログを開きます。このダイアログでは、始点値の色を設定できます。
棒と勝敗モードでは無効です。

終点値を強調表示する
色

チェックボックスをオンにして色ボタンをクリックすると、[色の設定]ダ
イアログを開きます。このダイアログでは、終点値の色を設定できます。
棒と勝敗モードでは無効です。

色の初期設定 QlikViewに設定された色の初期値を強調設定する色に設定します。

目盛りの 0 設定 チャートの下端を軸の0に固定します。勝敗モードでは無効です。

Y-軸目盛の共有設定 列の全てのセルに同じY-軸目盛を使用します。
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33.4 リストボックスプロパティ：ソート

リストボックスプロパティ、ソート

ソートページは、シートオブジェクト(リストボックス、マルチボックス、テーブルボックス、チ
ャートまたはスライダー/カレンダーオブジェクト)を右クリックし、フロートメニューからプロパテ
ィを選択するか、メインメニューのオブジェクト＞プロパティを選択して開きます。シートオブジェ
クトの値のソート順を設定します。シートオブジェクトによっては、ソートのオプションが無いものも
あります。
ソート順：

選択状態 項目値を論理状態 (選択値、連結値、または除外値)に従ってソートします。
昇順自動並べ替え設定は、リストボックスが垂直スクロールバーを表示するとき
にのみ、リストボックス (または、マルチボックスの項目値を含むドロップダウ
ンリスト)を選択状態に従ってソートします。リストボックスを拡大してすべて
の値を表示させると、選択状態によるソート順は解除されます。

注意!コンテナオブジェクト内のリストボックスで、昇順自動並べ替えを使用し
ないでください。
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数式 このソートオプションの下にあるテキスト編集ボックスに入力した数式に
基づいて項目値をソートします。数式によるソートを使用すると、設定式
でレコードのセットを定義することも可能です。なぜなら、数式はリスト
の選択値/絞込値で計算されて、ソートはリストの選択値/絞込値にのみ適
用されるからです。

注意!数式によるソートは、数値項目でのみ機能し、テキスト項目では機能しな
いので、注意してください。

Set分析 (992ページ)も参照してください。

レコード数 項目値をレコード数(テーブル内に現れる数)でソートします。

数値 項目値を数値順にソートします。

テキスト 項目値をアルファベット順にソートします。

ロード順 項目値を最初のロード順でソートします。

初期設定ボタンは、ソート順を初期設定値に設定します。
優先順位は、選択状態、数式、レコード数、数値、テキスト、ロード順の順です。これらのソート条件
はそれぞれ、昇順または降順に設定できます。

33.5 リストボックスプロパティ：プレゼンテーション

リストボックスプロパティ：プレゼンテーション
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リストボックスプロパティ：プレゼンテーションページは、リストボックスを右クリックし、フロー
トメニューからプロパティを選択して開きます。ここでは、リストボックスのセルのレイアウトを調
整できます。
画像オプショングループでは、メモリあるいはディスク上の画像へのリファレンスを構成する項目値を
そのイメージとして解釈させることができます。
プレゼンテーションで、テキスト (初期値)、画像または画像INFOのいずれかを選択します。
画像選択すると、QlikViewは各項目値を画像への参照として解釈しようとします。参照は、ディスク
上の画像ファイルへのパス(たとえば、C:\Mypic.jpg) またはqvwドキュメント内の画像ファイルへの
パス(たとえば、qmem://<Name>/<Peter>) になります。QlikViewが項目値を有効な画像参照と
して解釈できない場合は、画像がない場合にテキストを隠すチェックボックスがオンでない限り、値自
体が表示されます。
画像INFOを選択すると、ロードスクリプトの info load/info selectを使用して、QlikViewが項目
値にリンクした画像情報を表示します。項目値に対する有効な画像がない場合は、画像がない場合にテ
キストを隠すチェックボックスがオンでない限り、値自体が表示されます。
どちらかの画像オプションが選択されている場合、セルに画像を合わせるための画像形式の設定を使用
できます。

縮小/拡大なし 画像はそのままのサイズで表示され、覆い隠すことが出来ない可能性があ
ります。

塗りつぶし 画像は、縦横比を無視して、セル全体を覆うように拡大されます。

縦横比を固定する 画像は、縦横比を維持したまま、できる限り拡大されます。

縦横比を固定して塗り
つぶし

画像は、縦横比を維持したまま、できる限り拡大されます。覆われなかっ
た領域は切り取られた画像で塗りつぶされます。

テキストの代わりに画像を表示する場合、項目値の論理状態を表示するためには、ドキュメントのデフ
ォルトではなく別の選択スタイルを使用する必要があるかもしれません。選択スタイルの上書きのドロ
ップダウンリストを使用して、コーナータグなどの適切な選択スタイルを選択します。

1 列 このチェックボックスをオンにすると、リストボックスの項目値は常に1
列に表示されます。

水平スクロールバーを
隠す

このチェックボックスをオンにすると、指定した幅が広すぎるときに通常
表示されるリストボックスの水平スクロールバーが非表示になります。代
わりに、項目値は必要に応じて省略されます。

固定列数 このチェックボックスをオンにすると、リストボックスの固定列数を設定
できます。このチェックボックスは、 1 列がオンの場合使用できません。

列でソート リストボックスが2列以上のとき、値は行型に指定されたソート順で表示
されます。列でソートはそれを列型の表示に切替えます。
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セルの枠線 項目値は、テーブルの行のように水平の線で区切られます。セルの枠線
は、セルを折り返して表示チェックボックスをオンにすると自動的にオン
になりますが、後で選択を解除できます。

検索文字列の
強調

検索オブジェクトに入力された検索文字列と合致する文字列を強調表示し
ます。

背景 [背景の設定]ダイアログを開きます。

配置 リストボックスの項目値の配置を設定します。テキストと数値の配置は
別々に設定します。

折り返し設定 このグループでは、リストボックスのセルで複数行に値を表示する設定が
できます。これは、長いテキスト文字列などの表示に役立ちます。
セルを折り返して表示
このオプションを選択すると、セルの内容を複数行で表示します。
高さ n行
ここでは、セルの行数を指定できます。

背景の設定

[背景の設定]ダイアログ

色 この設定が有効の場合、オブジェクトに背景色が設定されます。色ボタン
をクリックして色を選択します。

色の透過性 色のオプションが有効な場合にのみ使用できます。背景色の透過性を設定
します。

画像 この設定が有効の場合、オブジェクトの背景に画像が設定できます。参照
ボタンをクリックして画像を選択します。背景から画像を削除する場合、
削除ボタンをクリックします。
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画像拡大/縮小 画像のオプションが有効な場合にのみ使用できます。設定は、画像を適合
させるためのQlikViewの書式設定方法を表します。
縮小/拡大なし
画像は、拡大縮小されずにそのままのサイズで表示されます。したがっ
て、画像の一部が表示されない場合や、背景の一部が画像で覆われない場
合があります。
塗りつぶし
画像は、画像の縦横比の維持を考慮せずに、背景全体を覆うように拡大さ
れます。
縦横比を固定する
画像は、縦横比を維持したまま、背景全体をできるだけ広く覆うように拡
大されます。
縦横比を固定して塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、背景全
体(上下/左右とも)を覆うように拡大されます。したがって、通常は、ど
ちらかの方向で画像が切り詰められます。

水平位置 画像のオプションが有効な場合にのみ使用できます。画像を左、中央また
は右に揃えます。

垂直位置 画像のオプションが有効な場合にのみ使用できます。画像を上、上下中央
または下に揃えます。

画像の透過性 画像のオプションが有効な場合にのみ使用できます。背景画像の透過性を
設定します。

33.6 プロパティ：数値書式

[数値書式]ページ
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プロパティ：数値書式ページは、シートオブジェクトを右クリックし、フロートメニューからプロパ
ティを選択して開きます。
各項目は、デフォルトの数値書式を持ち、ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ダイアロ
グで設定できます。ただし、シートオブジェクトごとに別の数値書式を使用することもできます。この
ためには、このドキュメント初期設定を上書きするチェックボックスをオンにし、下のグループコン
トロールで数値書式を指定します。このページは、アクティブなオブジェクトに適用されます。また、
項目値を設定する次のコントロールが含まれます。

混合 数値とテキストの両方。数値は元の書式で表示されます。

数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。

実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。

通貨 書式パターン編集ボックスに設定された書式で値を表示します。この書式
のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示されます。デフォルト
の書式はWindows の通貨設定です。

日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%) チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。

小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
システムボタンは、書式設定にシステム設定を適用します。
ドキュメント初期設定の変更ボタンから ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ページを開
き、項目のデフォルトの数値書式を変更できます。
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33.7 フォント

[フォント]ダイアログ

ここでは、フォント、スタイルおよびフォントサイズを設定します。
フォントの設定は、ひとつのオブジェクト用にはオブジェクトプロパティ：フォントページ、ドキュ
メント上のすべてのオブジェクト用にはドキュメントプロパティ：フォントページのオブジェクトに
適用するボタンで行うことができます。
さらに、新しいオブジェクト用のドキュメントのフォント初期設定は、ドキュメントプロパティ：フ
ォントページで設定できます。2つの初期フォントがあります。
1. 最初のデフォルトフォント(リストボックス、チャートなど) は、リストボックスやチャートな

どのほとんどのオブジェクトで使用されます。
2. 次のデフォルトフォント(テキストオブジェクトとボタン) は、一般的に大きなフォントを必要

とするボタンやテキストボックスに使用されます。
最後に、新しいドキュメントのフォント初期設定は、ユーザープロパティ：フォントページで設定で
きます。
チャート、ボタンおよびテキストオブジェクト (検索オブジェクト以外)には、フォントの色も指定
できます。色は、固定 (違う色を指定するには色ボタンをクリックします)もしくは計算 (数式で動的に
計算します)を選択します。数式は有効な色表現でなければなりません。カラー関数(453ページ)を使
用して作成されます。数式の結果が有効な色表現でない場合は、フォントの色はデフォルトで黒になり
ます。
その他の設定は次のとおりです。
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ドロップシャドウ このチェックボックスをオンにすると、テキストにドロップシャドウが追
加されます。

下線 このチェックボックスをオンにすると、テキストに下線が引かれます。

選択したフォントのサンプルが、プレビューパネルに表示されます。

33.8 レイアウト

[レイアウト]ページ

レイアウトの設定をオブジェクトのプロパティページから行うと、そのオブジェクトにのみ適用されま
す。
レイアウトの設定をドキュメントのプロパティページから行うと、ドキュメントで指定された種類のオ
ブジェクトすべてに適用されます。
枠線の使用
シートオブジェクトの周囲に枠線を表示するには、このチェックボックスをオンにします。ドロップダ
ウンメニューから選択して、枠線の種類を指定します。

影の強度 影の強度ドロップダウンメニューで、シートオブジェクトの周りの影の強
度を設定できます。影なしの選択肢もあります。
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枠線のスタイル 定義されている枠線は次のとおりです。
固定
単色の固定の枠線です。
くぼみ
シートオブジェクトが背景からくぼんでいるように見える枠線。
浮き彫り
シートオブジェクトが背景から浮き上がっているように見える枠線。
壁
シートオブジェクトの周囲に壁があるように見える枠線。
画像
カスタム画像が指定された枠線。

画像の変更 枠線の種類に画像を選択した場合は、このボタンをクリックして、使用す
る画像を設定できます。

縮小/拡大 枠線の種類に画像を使用する場合、このチェックボックスをオンにする
と、4つの角で囲まれた領域全体を覆うように画像パターンが引き伸ばさ
れます。オフにした場合は、画像パターンのコピーが必要なだけ並べて表
示されます。

枠線の幅 このオプションは、すべての種類の枠線で有効です。画像枠線の幅を設定
する場合は、その幅を画像に定義されている角の幅と同じにしてくださ
い。幅は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポ
イント(pt、pts、point)、docunits (du、docunit) で指定できます。

色 このボタンをクリックするとダイアログが開き、画像以外のすべての種類
の枠線に適用される基本色をカラーパレットから選択できます。

カラフル 画像以外のすべての種類の枠線を虹色の枠線にします。虹は、シートオブ
ジェクトの上部で選択した基本色で始まります。

ドキュメントプロパティ：基本設定(508ページ)のスタイルのモードで簡易設定が選択されている
場合、枠線の種類は選択できません。設定できるのは、影の強度のドロップダウンメニューと枠線の
幅のみとなります。
角を丸くする
角を丸くするグループでは、シートオブジェクトの基本の形を設定できます。これらの設定により、
シートオブジェクトを円形/楕円形から長方形までの範囲で描くことができます。ドキュメントプロパ
ティ：基本設定(508ページ)で詳細設定、スタイルのモードとせtんたくしている場合、角を丸くする
のみが使用できます。

角を丸くする このオプションをオンにすると、角の形を丸くすることができます。

角の位置 チェックボックスをオフにした角は直角に描画されます。
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鋭度 2から100の間の数値を設定でき、数値100を定義すると直角、数値2は
完全な楕円(縦横比が1:1の場合は円)に相当します。丸い角には通常、鋭
度2から5が最適な数値です。

角の丸み この設定は、固定の距離(固定)または四分円全体に対するパーセンテージ
(相対値(%)) で、角の半径を決定します。この設定により、鋭度で設定し
た基になる基本図形が角に影響を与える程度を制御できます。距離
は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント
(pt、pts、point)、またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

レイヤー
レイヤーグループでは、オブジェクトを3つのレイヤーのいずれかを割り当てることができます。

下 背面レイヤープロパティのシートオブジェクトは、標準位置レイヤーと前
面レイヤーにあるシートオブジェクトを覆うことはできません。背面レイ
ヤーにある他のシートオブジェクトの上にのみ配置できます。

標準 シートオブジェクトは、作成されると、標準位置 (中央)のレイヤーに置か
れます。標準位置レイヤーにあるシートオブジェクトは、背面レイヤーの
シートオブジェクトで覆われることはありませんし、前面レイヤーのシー
トオブジェクトを覆うこともできません。

上 前面レイヤープロパティのシートオブジェクトは、標準位置レイヤーと背
面レイヤーにあるシートオブジェクトによって覆われることはありませ
ん。その上に配置できるのは、前面レイヤーにある他のシートオブジェク
トだけです。

カスタム 前面、標準位置、および背面レイヤーは、内部的に番号が振られたレイ
ヤー1、0、-1にそれぞれ対応しています。実際には、-128～127の間の
すべての値が使用できます。選択した値を入力する場合は、このオプショ
ンを選択します。

テーマの作成
テーマ作成ウィザード(727ページ)を開くと、レイアウトテーマを作成できます。
テーマの適用
オブジェクト、シート、ドキュメントにレイアウトテーマを適用できます。詳細に関しては レイアウ
トテーマ(725ページ)を参照してください。
表示
表示グループでは、シートオブジェクトを表示する条件を指定できます。

常に表示 シートオブジェクトは常に表示されます。

条件付き表示 シートオブジェクトは、選択することで継続的に評価される 条件付き関数
(414ページ)に基づいて表示/非表示にされます。シートオブジェクトは
その条件が真を返したときにだけ表示されます。
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注意!
ドキュメントの管理権限を持つユーザーは、ドキュメントプロパティ：セキュリティ(528ページ)
ページのすべてのシートとシートオブジェクトを表示ですべての表示条件を上書きできま
す。CTRL+SHIFT+Sを押して、この機能を切り替えることができます。

オプション
オプショングループでは、シートオブジェクトの移動/サイズ変更を禁止できます。このグループの設
定は、対応するチェックボックスがドキュメントプロパティ：レイアウトとシートプロパティ：セキ
ュリティでオンの場合にのみ有効です。

移動/サイズ変更を許
可する

このチェックボックスをオフにすると、シートオブジェクトを移動または
サイズ変更できなくなります。

コピー/複製を許可す
る

このチェックボックスをオフにすると、シートオブジェクトのコピーを作
成できなくなります。

INFO を許可する Info (303ページ)関数が使用されると、項目値がそれに連結する情報を持
っている場合に info アイコンがウィンドウのキャプションに表示されま
す。キャプションに INFOアイコンを表示したくない場合は、このチェッ
クボックスをオフにします。

データにサイズを合わ
せる

通常、選択によってテーブルのサイズがシートオブジェクトに割り当てら
れたサイズより小さくなった場合は、QlikViewのすべてのテーブルシート
オブジェクトを囲む枠線が縮小します。このチェックボックスをオフにす
ると、このサイズの自動調整はオフになり、余分な領域は空白のままにな
ります。

スクロールバー
スクロールバーグループには、スクロールバーのレイアウトを変更するコントロールがあります。

スクロールバーの位置
を保持する

この設定が有効の場合、QlikView は、他のオブジェクトで選択が行われたとき
に、スクロールバーが設定されているテーブルやチャートのスクロールの位置を
保持しようとします。ユーザープロパティ：オブジェクト (96ページ)ダイアロ
グでも、この設定が有効になっている必要があります。
ドキュメントを閉じると、スクロールの位置は保持されません。

スクロールボタン スクロールボタンの色を設定します。ボタンをクリックして色を選択しま
す。スクロールバーは、薄い灰色で描画するとよい結果が得られます。色
は、ボタンをクリックすると表示される 色の設定(515ページ)ダイアロ
グで、単色またはグラデーションとして定義できます。

スクロールバーの幅 このコントロールは、スクロールバーのシンボルの幅と相対的なサイズの
両方に影響します。
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スクロールのスタイル スクロールバーのスタイルを設定します。ドロップダウンコントロールで
スタイルを選択します。クラシックスクロールバースタイル
は、QlikViewの4/5スクロールバーに対応します。標準スクロールバー
スタイルは、最新の外観になります。3つ目のスタイル、ライトは細く、
ライトなスクロールバーです。

適用するオブジェクト キャプションと枠線のプロパティダイアログを開きます。ここでは、レイ
アウトページで設定されたプロパティを適用する場所を設定できます。

33.9 キャプション

[キャプション]ページ

キャプションの設定が [オブジェクトプロパティ]ページで行われた場合は、そのオブジェクトにのみ
適用されます。
キャプションの設定が [ドキュメントプロパティ]ページで行われた場合は、ドキュメントで指定され
た種類のオブジェクトすべてに適用されます。
キャプションページでは、オブジェクトの基本的なレイアウトとは全く違うレイアウトオプションを指
定できます。

キャプションの表示 このチェックボックスをオンにすると、シートオブジェクトの最上部にキ
ャプションが表示されます。リストボックスなどの「ボックスオブジェク
ト」は、デフォルトでキャプションの表示がオンになっていますが、ボタ
ン、テキストオブジェクト、線/矢印オブジェクトはオフになっています。

タイトルテキスト テキストボックスで、シートオブジェクトのキャプションに表示するタイ
トルを入力します。キャプションのフォントを変更するにはフォントボタ
ンを使用します。
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異なる状態のキャプションの色を設定します。アクティブ時の色と非アクティブ時の色は別々に設定
できます。
背景色やテキストの色ボタンをクリックし 色の設定(515ページ)ダイアログを開きます。背景色
は、色の設定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。テキストの色は、固定
または計算色として カラー関数(453ページ)を使用して定義できます。

折り返し このオプションを選択した場合、キャプションは、2行以上で表示されま
す。

キャプションの高さ (
行)

編集ボックスで、キャプションの行数を設定します。

QlikViewのシートオブジェクトの正確なサイズと位置を設定できます。標準もしくは最小化時のサイ
ズ/位置設定で調整します。これらの設定は、ピクセル単位で行います。

X- 位置 シートの左端に対するシートオブジェクトの左辺の水平方向の位置を設定
します。

Y- 位置 シートの上端に対するシートオブジェクトの上辺の垂直方向の位置を設定
します。

幅 QlikViewシートオブジェクトの幅を設定します。

高さ QlikViewシートオブジェクトの高さを設定します。

キャプションのラベルの方向は、[キャプションの配置]オプションで変更できます。

水平 キャプションのラベルは水平方向に整列できます：左揃え、中央揃え、ま
たは右揃え。

垂直 キャプションのラベルは垂直方向に整列できます： [上揃え]、[上下中央
揃え]、または [下揃え]。

キャプションアイコン
シートオブジェクトのオブジェクトメニューコマンドの多くをキャプションアイコンとして設定でき
ます。キャプションアイコンとして表示するコマンドを選択するには、リスト内の各コマンドの左にあ
るチェックボックスをオンにします。

注意！
キャプションアイコンは注意して使用してください。アイコンが多すぎると邪魔になる可能性がありま
す。

最小化を許可する このチェックボックスをオンにすると、シートオブジェクトのキャプショ
ンウィンドウに最小化アイコンが表示され、オブジェクトを最小化するこ
とができます。さらに、キャプションをダブルクリックしてもオブジェク
トを最小化することができるようになります。
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自動最小化 このオプションは、[最小化を許可する]をオンにしている場合にのみ有効
です。同じシート上にある複数のシートオブジェクトで [自動最小化]が
オンにされている場合、1つを除くすべてが自動的に最小化されるように
なります。これは、同じシート上に複数のグラフを交互に表示するのに便
利です。

最大化を許可する このチェックボックスをオンにすると、シートオブジェクトのキャプショ
ンウィンドウに最大化アイコンが表示され、オブジェクトを最大化するこ
とができます。さらに、キャプションをダブルクリックしてもオブジェク
トを最大化することができるようになります。[最小化を許可する]と [最
大化を許可する]の両方がオンの場合、ダブルクリックするとオブジェク
トは最小化されます。

ヘルプテキスト ここには、ポップアップウィンドウに表示するヘルプテキストを入力でき
ます。ヘルプテキストは、 計算式(1053ページ)として指定できます。
このオプションはドキュメントレベルでは使用できません。[...]ボタンを
クリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡
単に編集できます。
シートオブジェクトの説明などを入力します。オブジェクトのウィンドウ
キャプションにヘルプアイコンが追加されます。マウスポインターをアイ
コンに移動させると、ポップアップウィンドウにテキストが表示されま
す。

キャプションと枠線のプロパティ

[キャプションと枠線]プロパティ

このダイアログでは、キャプションと枠線を適用するドキュメントのオブジェクトを設定します。

QlikView 11.20 SR13 599



33 リストボックス

プロパティを次のオブ
ジェクトに適用する

選択オブジェクト以外のオブジェクトにその設定を適用するには、このチ
ェックボックスをオンにします。
1. オプションのひとつを選択します。
このシートのオブジェクト
このシートにあるオブジェクトにのみ設定を適用します。シートオブジェ
クトの [レイアウト]ページからこのダイアログを開いたときにのみ有効で
す。
このドキュメントのオブジェクト
ドキュメント全体のオブジェクトに設定を適用します。
2. オプションのひとつを選択します
この種類のオブジェクトのみ
この種類の全てのオブジェクトに適用を設定します。シートオブジェクト
の [レイアウト]ページからこのダイアログを開いたときにのみ有効です。
すべてのオブジェクト
すべてのオブジェクトに設定を適用します。

このドキュメントで新
規作成するオブジェク
トの規定値に設定する

現在のドキュメントの新規作成オブジェクトのデフォルトとして設定を使
用する場合は、このチェックボックスをオンにします。シートオブジェク
トの [レイアウト]ページからこのダイアログを開いたときにのみ有効で
す。

33.10 リストボックスツリー構造

項目が、例えばWorld/North America/USA/California/NapaValleyのように階層でノードのパスを
含む場合、リストボックスをツリー構造で表示できます。ツリー構造では、操作を容易にするために段
差をつけてノードを表示します。ノードを折りたたむと個々のノードがリストボックスで1行の階層の
枝として表示されます。
選択は、通常の操作で行えます。階層における異なるレベルでの複数選択もサポートされています。

リストボックスのツリー構造表示

展開されたノードと葉(子を持たないノード)には、QlikView標準の色分けが使用されます。折りたた
まれたノードでは、異なる状態が混在する可能性があります。その場合、ノードは、すべての値が選択
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されている場合は緑、すべての値が除外されている場合はグレー、そのほかの場合は白に表示されま
す。また、小さいインジケータが表示され、隠れたノードの状態を示します。

33.11 Direct Discovery を使用したリストボックスおよびテーブ
ルボックスの作成方法

リストボックス

DIMENSION項目とMEASURE項目を用いて、リストボックスを作成できます。リストボックスの数
式でMEASURE項目を使用する場合、aggr()関数を使用し、DIMENSION項目でMEASURE項目の
集計値を表示する必要があります。リストボックスのDIMENSION項目を用いて作成された選択は、
メモリ内で関連テーブルを作成するために、データベース上にSQLクエリを生成します。Direct
Discoveryの連想の作成方法に関する説明については、Direct Discovery とインメモリデータとの違
い(200ページ)を参照してください。
リストボックスでは、DETAIL項目を使用できません。

注：
リストボックスはDIMENSION項目のユニーク値のみを表示するので、リストボックスのデータを表
示するためにQlikViewが生成するクエリは、DISTINCTキーワードを使用して、データベースから
データを取得します。ただし一部のデータベースは、クエリにDISTINCTキーワードの代わりに
GROUP BYのクラスが含まれている必要があります。GROUP BYを必要とするデータベース由来の
Direct Discoveryの場合、DirectDistinctSupport (291ページ)の変数を使用して、DIMENSIONク
エリの既定の動作を変更します。

テーブルボックス

テーブルボックスはDirect Discoveryの全項目を表示して、する方法を提供しますDirect Discovery
項目を含むレコードのdetailをドリルします。テーブルボックスは、Direct QueryのLoadステートメ
ントでDETAILに指定されている項目を使用できる、QlikViewオブジェクトのみです。
Direct Discovery項目がテーブルボックスで使用されると、表示される列数の制限を設定するために、
閾値が設定されます。既定の閾値は1000レコードです。を設定すると、既定の閾値設定を変更できま
す。ロードスクリプトのDirectTableBoxListThreshold変数例を挙げます。
SET DirectTableBoxListThreshold=5000

閾値の設定は、Direct Discovery項目を含むテーブルボックスにのみ適用されます。インメモリ項目の
みを含むテーブルボックスは、DirectTableBoxListThreshold設定による制約は受けません。
選択が、閾値の制限より少ないレコード数しかない場合、テーブルボックスにはいずれの項目も表示さ
れません。
Direct Discovery項目とテーブルボックスのインメモリ項目は、混在させることができます。Direct
Discovery項目のみを含むテーブルボックスには、DIMENSION項目が含まれている必要があります。
Direct Discoveryデータを用いたテーブルボックスは、選択した行が同一データを含んでいる場合で
も、その選択行をすべて表示します。一方インメモリのデータを用いたテーブルボックスは、選択した
行に同一データが含まれている場合、その選択行の1行のみを表示します。
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34 統計ボックス

統計ボックスは、レコードの合計値や平均値など興味深い数値項目を表示する簡潔な方法です。選抜さ
れた統計関数を使用できます。特定の値域が選択されていない場合、QlikViewは、対応する項目のリス
トボックスにリストされたすべての値(連結値)を統計サンプルとして処理します。
統計ボックスのデフォルト名は選択値が属している項目の名前と同じです。
統計ボックスを右クリックすると、統計ボックス：オブジェクトメニュー(603ページ)が表示されま
す。統計ボックスがアクティブなオブジェクトの場合、[オブジェクト]メニューからもアクセスできま
す。

34.1 統計ボックス：オブジェクトメニュー

統計ボックス上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されます。次のコマン
ドが含まれます:

プロパティ 統計ボックスプロパティ：基本設定(606ページ)ページを開きます。こ
こでは、統計ボックスに表示する統計を選択できます。
統計ボックスプロパティ：数値書式(609ページ)、フォント(592ペー
ジ)、レイアウト(593ページ)および キャプションと枠線のプロパティ
(599ページ)ページもこのコマンドから開けます。ここでは、フォントや
枠線のパラメータを設定できます。 

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

絞込値の選択 対応するリストボックスの除外値以外の値をすべて選択します。

除外値の選択 対応するリストボックスの除外値をすべて選択します。

すべて選択 対応するリストボックスのすべての値を選択します。

クリア 対応するリストボックスの現在の選択をすべて解除します。

他項目の選択のクリア 対応するリストボックスの選択を保持しながら、他のシートオブジェクト
の選択をすべて解除します。

ロック 対応するリストボックスの選択値をロックします。

アンロック 対応するリストボックスのロックされた値を解除します。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、統計ボックスの内容
を印刷できます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で印刷ダイ
アログを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように要求されます。
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Excel 出力 絞込値(選択値を含む)をMicrosoft Excelにエクスポートします。このと
きExcelが実行していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF
形式 (ネイティブExcel形式)でエクスポートします。出力された値は、新
しいExcelワークシートに表示されます。この機能が動作するには、コン
ピュータにMicrosoft Excel 97以降がインストールされている必要があり
ます。

エクスポート 名前を付けて保存ダイアログが開き、出力されたデータを保存する場所、
ファイル名、ファイルの種類を指定できます。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
データ
統計ボックスのデータ行をクリップボードにコピーします。
セルの値
([オブジェクト]メニューを呼び出すときに)右クリックした統計ボックス
のセルのテキスト値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

34.2 統計ボックスプロパティ：基本設定

このプロパティページは、レイアウトメニューのシートオブジェクトの追加から統計ボックスを選
択する、もしくは統計ボックスを右クリックして表示されるフロートメニューからプロパティを選択
すると開けます。ここでは、計算して統計ボックスに表示するための統計を選択できます。

統計ボックスプロパティ：基本設定

タイトル ここには、シートオブジェクトのタイトルとして表示されるテキストを入
力します。
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並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID オブジェクト IDは 内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用され
ます。各シートオブジェクトには一意の IDが適用され、統計ボックスで
あればSB01から割り当てられます。リンクオブジェクトは、同じオブジ
ェクト IDを共有します。この ID番号は後で編集することが可能です。

項目 項目リストから使用する値を含む項目を選択します。

タイトルとして使用 タイトルとして使用チェックボックスをオンにすると、ボックスのタイト
ルとして項目名を表示できます。タイトル編集ボックスにタイトルを入力
することもできます。タイトルは、ラベルのテキストの動的に更新される
計算式(1053ページ)としても定義できます。[...]ボタンをクリックする
と、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集でき
ます。

関数 関数パネルのリストから使用したい統計関数を選択し、ダブルクリック、
もしくは追加ボタンをクリックして表示関数パネルに移動させます。

標準誤差の表示 [平均値]と [標準偏差]の計算に標準誤差の値を表示するには、[標準誤差
の表示]チェックボックスをオンにします。

セルの枠線 セルの枠線チェックボックスをオンにすると、テーブルの行のように水平
の線による区切りが表示されます。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

表示関数 統計ボックスで使用される統計関数をリスト表示します。

選択行の設定 統計ボックスの外観は、選択行の設定グループでさらに修正できます。

ラベル ここにラベルを入力し、初期値として設定されている関数名を置換えま
す。

背景色 選択した行の背景色を指定します。[背景色]は、ボタンをクリックすると
表示される色の設定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義
できます。

テキストの色 選択行のテキストの色を選択します。
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すべての行に設定した
色を適用する

このチェックボックスをオンにしてから適用またはOKをクリックする
と、選択した色が統計ボックスのすべての行に適用されます。

利用できる統計関数は次のとおりです。

Numeric count (数
値の個数)

サンプルのサイズです絞込値の中の数値の数です。

Null count (NULL
の個数)

絞込値の中の空の項目値の数です。

Text count (英数字
の個数)

絞込値の中の文字数字の数です。

Total count (レコー
ド数)

絞込値の合計数です。リストボックスで表示できるレコード数と同じ数字
です。(Numeric count (数値の個数)と Text count (英数字の個数)の合
計)。

Missing count (欠損
値の個数)

絞込値の中の数値以外の数です。(Null count (NULLの個数) と Text
count (英数字の個数)の合計)

Sum (合計値) サンプルの合計です。

平均値 サンプルの算術平均(平均値)です。

Std dev (標準偏差) サンプルの標準偏差値

Skewness (歪度) サンプルの歪度

Kurtosis (尖度) サンプルの尖度

Min (最小値) サンプルの最小値

最大値 サンプルの最大値

Only value (ひとつの
値)

唯一の絞込数値です。

Median サンプルの中央値

Fractile サンプルの分位数

サンプルは、項目の除外値以外(選択値+連結値)をすべて含みます。
最小値や最大値のように見分けの付く項目値を表示する値をクリックすると、対応する項目値が選択
されます。
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34.3 統計ボックスプロパティ：数値書式

統計ボックスプロパティ：数値書式

統計ボックスプロパティ：数値書式ページは、統計ボックスを右クリックし、フロートメニューから
プロパティを選択して開きます。
統計ボックスのさまざまな統計関数の統計的に正しい数値書式が、基準となる項目のデータおよび数値
書式から自動的に導き出されます。ここでは、それぞれの関数に数値書式を上書き設定することができ
ます。このためには、[関数]リストから統計関数を選択し、この [初期設定を上書きする]チェックボ
ックスをオンにして、下のグループコントロールで数値書式を指定します。このページは、アクティブ
なオブジェクトに適用されます。また、項目値を設定する次のコントロールが含まれます。

数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。

実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。

通貨 書式パターン編集ボックスに設定された書式で値を表示します。この書式
のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示されます。デフォルト
の書式はWindows の通貨設定です。

日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。
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Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%)チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。
小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
システムボタンは、書式設定にシステム設定を適用します。

34.4 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

34.5 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

34.6 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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35 マルチボックス

適用性によって表示項目をソートするそのユニークなオプションによって、(この [適用順にソート]チ
ェックボックスは マルチボックスプロパティ：基本設定(615ページ)ページにあります)、マルチボ
ックスは、同じシート上にたくさんのリストボックスを表示することの問題点を根本的に解決します。
マルチボックスを右クリックすると、マルチボックス：オブジェクトメニュー(611ページ)が表示さ
れます。マルチボックスがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセ
スできます。

35.1 マルチボックス：オブジェクトメニュー

マルチボックスのオブジェクトメニューには3つのバージョンがあります。キャプション領域をクリ
ックして表示されるフロートメニューには、ボックス全体に適用できるコマンドが含まれ、特定の項目
がポインターの下にあった場合、その項目に適用されるコマンドもメニューに含まれます。最後に、初
めにファイルを開けると、フロートメニューにはさらにもう1つのレイアウトが含まれます。すべてを
含めたメニューコマンド：

プロパティ マルチボックスプロパティダイアログを開くと、マルチボックスプロパ
ティ：基本設定(615ページ)、マルチボックスプロパティ：[ソート]
(617ページ)、マルチボックスプロパティ：プレゼンテーション(618
ページ)、マルチボックスプロパティ：数値書式(623ページ)、フォン
ト(592ページ)そして レイアウト(593ページ)を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

検索 開いた項目で検索用の Text Search Boxを開きます。

あいまい検索 開いた項目で検索用にテキスト検索ボックスを あいまい検索(128ページ)
モードで開きます。

高度な検索 開いた項目で検索用の [高度な検索]ダイアログ(130ページ)を開きま
す。このダイアログで、詳細な検索式を入力できます。このコマンドは、
次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+SHIFT+F。

絞込値の選択 その項目の除外値以外の値をすべて選択します。

除外値の選択 その項目の Excludedをすべて選択します。

すべて選択 その項目のすべての値を選択します。

すべての選択をクリア マルチボックスの現在の選択をすべてクリアします。

クリア 項目の現在の選択をすべてクリアします。

他項目の選択のクリア マルチボックスの指定項目の選択を保持しながら、マルチボックスの他の
項目の選択も含めて、他のシートオブジェクトの選択をすべてクリアしま
す。

ロック その項目の選択値をロックします。

選択値をすべてロック
する

そのマルチボックスの選択値をロックします。
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アンロック その項目のロックされた値を解除します。

すべてをアンロック マルチボックスのロックされた値を解除します。

印刷 プリンタ設定を指定できる 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを開
きます。マルチボックスの印刷は、各項目が1つの値を表示する場合にの
み意味を持ちます。これは、それが唯一の選択値であり、唯一の連結値だ
からです。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で印刷ダイ
アログを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように要求されます。

Excel 出力 項目リストが閉じられている場合、マルチボックスの目に見える部分を
Microsoft Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されてい
ない場合は、自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティブ
Excel形式)でエクスポートします。出力された値は、新しいExcelワーク
シートに表示されます。この機能が動作するには、コンピュータに
Microsoft Excel 97以降がインストールされている必要があります。この
操作は、各項目が1つの値を表示する場合にのみ意味を持ちます。なぜな
ら、それが唯一の選択値であり、唯一の連結値だからです。

エクスポート ダイアログが開かれ、マルチボックスをテーブルとして、選択したファイ
ルにエクスポートできます。提供されるファイル形式には、さまざまな区
切り記号付きテキストファイル形式、HTML、XML、BIFF (Excelネイテ
ィブ形式)、および QVDファイル(493ページ)があります。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
データ
マルチボックスのデータ行をクリップボードにコピーします。
セルの値
([オブジェクト]メニューを呼び出すときに)右クリックしたマルチボック
スのセルのテキスト値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。
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リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。
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35.2 マルチボックスプロパティ：基本設定

マルチボックスプロパティ：基本設定

タイトル マルチボックスのタイトルウィンドウには、ウィンドウキャプションに
表示される名前を入力します。タイトルは、ラベルのテキストの動的に更
新される 計算式(1053ページ)としても定義できます。[...]ボタンをク
リックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単
に編集できます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。
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項目 この列にはデータソース項目の名前が表示されます。初めは、すべての項
目(システム項目以外)がこの列に表示されます。システム項目(459ペー
ジ)を表示するには、システム項目の表示チェックボックスをオンにしま
す。
キー項目は、キーシンボルで示されます。使用/削除する項目をクリック
して選択します。[追加 >]ボタンまたは [< 削除]ボタンを使用して、目
的の列に移動します。

マルチボックス表示項
目

この列には、マルチボックスに表示するために項目リストから選択された
項目名が表示されます。初めは、この列に表示される項目はありません。
このリストで項目を選択すると、編集ボックスでラベルを付けることがで
きます。

テーブルの項目を表示 ここで、項目リストにどの項目を表示するかを制御します。ドロップダウ
ンリストは、デフォルトですべてのテーブルを表示します。
すべてのテーブル (テーブル名表示)は、項目をテーブル名とともに表示し
ます。このため、キー項目は、1度以上リスト表示されます。(これは表示
目的にのみ使用できます。ロードスクリプトの Qualify (326ページ)とは
関係ありません。)
一度に1つのテーブルの項目を見ることもできます。

数式 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイアログを開き、マルチボック
スに表示項目として使用する数式を作成できます。

編集 マルチボックス表示項目列で選択した項目を [数式の編集]ダイアログ
(917ページ)ダイアログで開きます。

上へ 項目の表示される順番を1つ上に移動します。

下へ 項目の表示される順番を1つ下に移動します。

カウント順 マルチボックス表示項目列の項目を番号順にソートします。

ロード順 マルチボックス表示項目列をロード順(データベースから読み込まれた順)
にソートします。

テキスト順 マルチボックス表示項目列の項目をアルファベット順にソートします。

適用順にソート このチェックボックスをオンにすると、マルチボックス表示項目のソート
順は選択時に動的に更新され、除外値でない値を含む項目がリストの上方
へ移動し、絞込値のない項目が下方へ移動します。このオプションによ
り、ひとつのマルチボックスで文字通り100項目でも使用できるように
なります。
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オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、マルチボックスであれば
MB01から割り当てられます。リンクされたシートオブジェクトは、同じ
オブジェクト IDを共有します。この IDは後で編集できます。

35.3 マルチボックスプロパティ： [ソート]

リストボックスプロパティ：ソート

ソートページは、シートオブジェクト(リストボックス、マルチボックス、テーブルボックス、チ
ャートまたはスライダー/カレンダーオブジェクト)を右クリックし、フロートメニューからプロパテ
ィを選択する、もしくはメインメニューのオブジェクト＞プロパティを選択して開きます。シート
オブジェクトの値のソート順を設定します。シートオブジェクトによっては、ソートのオプションが無
いものもあります。
ソート順：

選択状態 項目値を論理状態(選択値、連結値、または除外値)に従ってソートしま
す。
昇順自動並べ替え設定は、リストボックスが垂直スクロールバーを表示す
るときにのみ、リストボックス(または、マルチボックスの項目値を含む
ドロップダウンリスト)を選択状態に従ってソートします。リストボック
スを拡大してすべての値を表示させると、選択状態によるソート順は解除
されます。

QlikView 11.20 SR13 617



35 マルチボックス

数式 このソートオプションの下にあるテキスト編集ボックスに入力した数式に
基づいて項目値をソートします。しかし、ソート順に数式を使用する場
合、SET数式でレコードのセットを定義する必要があります。ここでの数
式によるソートは、数値項目でのみ機能し、テキスト項目では機能しない
ので、注意してください。 Set分析 (992ページ)も参照してください。

レコード数 項目値をレコード数(テーブル内に現れる数)でソートします。

数値 項目値を数値順にソートします。

テキスト 項目値をアルファベット順にソートします。

ロード順 項目値を最初のロード順でソートします。

初期設定ボタンは、ソート順を初期設定値に設定します。
優先順位は、選択状態、数式、レコード数、数値、テキスト、ロード順の順です。これらのソート条件
はそれぞれ、昇順または降順に設定できます。

35.4 マルチボックスプロパティ：プレゼンテーション

マルチボックスプロパティ：プレゼンテーション

マルチボックスプロパティ：プレゼンテーションページは、マルチボックスを右クリックし、オブ
ジェクトメニューからプロパティコマンドを選択します。ここでは、マルチボックスのセルのレイア
ウトを調整できます。マルチボックスの項目ごとにそれぞれ配置を設定します。-閉じたマルチボック
ス-のレイアウトも調整できます。

配置 項目値の配置を設定します。テキストと数値の配置は別々に設定します。
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折り返し設定 このグループでは、マルチボックスの項目セルで複数行に値を表示する設
定ができます。これは、長いテキスト文字列などの表示に役立ちます。
折り返し
このオプションを選択すると、セルの内容を複数行で表示します。
セルの高さn行
ここでは、セルの行数を指定できます。

レコード数 表示
選択された項目値のレコード数を表示するかどうかについてのステータス
を切り替えます。レコード数は、選択可能な値の組合わせの数を意味しま
す。
パーセント表示
レコード数を絶対数で表示するか、合計入力数に対するパーセンテージで
表示するかについてのステータスを切り替えます。

詳細設定 このボタンは、項目詳細設定(620ページ)ダイアログを開きます。ここで
は、項目値の画像表現の設定と特別なテキスト検索オプションを提供しま
す。

1 列 このチェックボックスをオンにすると、マルチボックスの項目値は常に1
列に表示されます。

水平スクロールバーを
隠す

このチェックボックスをオンにすると、指定した幅が広すぎるときに通常
表示されるマルチボックスの水平スクロールバーが非表示になります。代
わりに、項目値は必要に応じて省略されます。

列でソート マルチボックスが2列以上のとき、値は行型に指定されたソート順で表示
されます。列でソートはそれを列型の表示に切替えます。

セルの枠線 項目値は、テーブルの行のように水平の線で区切られます。セルの枠線
は、セルを折り返して表示チェックボックスをオンにすると自動的にオン
になりますが、後で選択を解除できます。

除外値を隠す 項目の除外値を表示するかどうかを切り替えます。除外値は選択もできな
くなります。

読み取り専用 このチェックボックスをオンにすると、マルチボックスのこの項目での選
択が無効にされ、表示する機能のみとなります。

NULL を無視する NULL値は、指定した項目の絞込値として表示されません。

注意！
このオプションを正しく使用しない場合は、相関関係のないデータがマルチボ
ックスに表示されることがあります。
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ロック項目の上書き このチェックボックスをオンにすると、項目がロックされている場合で
も、マルチボックスのその項目で選択を行うことができます。選択がドキ
ュメントの他の場所で行われると、リストボックスはロック状態のままと
なります。

グリッドのスタイル このチェックボックスはマルチボックスのレイアウトを変更し、ラベルが
それに対応する項目の上にそれぞれ配置されます。

読み取り専用 このチェックボックスをオンにすると、このマルチボックスでの選択が無
効にされ、表示する機能のみとなります。

リストを閉じていると
きの色

閉じたマルチボックスのデータ列セルの色を設定します。色は、ボタンを
クリックすると表示される 色の設定(515ページ)ダイアログで、単色ま
たはグラデーションとして定義できます。

ドロップダウンリスト
表示行数 n 行

マルチボックスに表示されるドロップダウンリストボックスの長さを制限
できます。編集ボックスに表示する値の最大数を入力します。

スタイル VBScriptおよび JScriptから選択できます。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

項目詳細設定

項目詳細設定

このダイアログは、マルチボックスプロパティ：プレゼンテーション(618ページ)、テーブルボッ
クスプロパティ：[プレゼンテーション] (634ページ)および チャートプロパティ：軸(747ページ)
から開けます。以下に説明する画像オプションはビットマップチャートでは使用できません。
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画像オプション

プレゼンテーション 次のオプションがあります。
テキスト
このオプションを選択すると、数式値は常にテキストとして解釈および表
示されます。
画像
このオプションを選択すると、QlikViewは各数式値を画像への参照として
解釈しようとします。参照は、ディスク上の画像ファイルへのパス(たとえ
ば、C:\Mypic.jpg) またはqvwドキュメント内の画像ファイルへのパス(
たとえば、qmem://<Name>/<Peter>) になります。QlikViewが数式
値を有効な画像参照として解釈できない場合は、値自体が表示されます。
画像 INFO
このオプションを選択すると、QlikViewは、項目値にリンクした画像 info
を info load/selectを使用してスクリプトに表示できます。項目値に対
する有効な画像がない場合は、画像がない場合にテキストを隠すチェック
ボックスがオンでない限り、値自体が表示されます。ビットマップチャー
トに、このオプションはありません。

画像形式 上記で[画像]オプションを選択した場合のみ使用できます。この設定は、
画像をセルに合わせるためのQlikViewの書式設定方法を表します。次の4
つの選択肢があります。
縮小/拡大なし
このオプションを選択した場合、画像は、拡大縮小されずにそのままのサ
イズで表示されます。したがって、画像の一部が表示されない場合や、セ
ルの一部が画像で覆われない場合があります。
塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、画像の縦横比の維持を考慮せず
に、セル全体を覆うように拡大されます。
縦横比を固定する
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、セルを
できるだけ広く覆うように拡大されます。したがって、通常は、画像の左
右または上下に画像で覆われない領域ができます。
縦横比を固定して塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、セル全
体(上下/左右とも)を覆うように拡大されます。したがって、通常は、ど
ちらかの方向で画像が切り詰められます。

画像がない場合にテキ
ストを隠す

このオプションをオンにすると、画像参照としての解釈に何らかの理由で
失敗した場合、QlikViewは項目値テキストを表示しません。この場合、セ
ルは空白のままです。
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選択スタイルの上書き テキストの代わりに画像を表示する場合、項目値の論理状態を表示するた
めには、ドキュメントのデフォルトではなく別の選択スタイルを使用する
必要があるかもしれません。選択スタイルの上書きのドロップダウンリス
トを使用して、コーナータグなどの適切な選択スタイルを選択します。

検索オプション

このグループを使用すると、開かれているマルチボックスとテーブルのドロップダウンリストに適用で
きるテキスト検索の特定の操作を制御できます。

検索対象に除外値を含
める

テキスト検索に除外値を含めるかどうかを指定します。以下の方法から選
んで実行します。
<use default>
ユーザープロパティ(85ページ)で指定したデフォルトが適用されます。
はい
除外値をテキスト検索に常に含みます。
いいえ
連結値は通常通り含みますが、除外値をテキスト検索に含みません。

検索モードの設定 テキスト検索で使用するデフォルトの検索モードを指定します。モードは
常に、検索文字列の一部として*や~を入力することによってその場で変
更できます。以下の方法から選んで実行します。
<use default>
ユーザープロパティ(85ページ)で指定したデフォルトが適用されます。
ワイルドカード検索
ワイルドカード検索を容易にするため、カーソルを間に置いた2つのワイ
ルドカードが初期検索文字列として表示されます。
あいまい検索
あいまい検索を意味するチルダ(~) が初期検索文字列として表示されま
す。
通常検索
検索文字列に追加される文字はありません。ワイルドカードなしに通常の
検索が行われます。
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35.5 マルチボックスプロパティ：数値書式

マルチボックスプロパティ：数値書式

マルチボックスプロパティ：数値書式ページは、マルチボックスを右クリックし、フロートメニュー
からプロパティを選択して開きます。
このプロパティページは、マルチボックスのすべての項目の書式設定を提供します。数値書式は、[項
目]リストからひとつ選択する、または複数選択することにより(Shift もしくはCtrlキーを押しなたま
まクリック)個々に設定できます。
各項目は、デフォルトの数値書式を持ち、ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ダイアロ
グで設定できます。ただし、シートオブジェクトごとに別の数値書式を使用することもできます。この
ためには、このドキュメント初期設定を上書きするチェックボックスをオンにし、下のグループコン
トロールで数値書式を指定します。このページは、アクティブなオブジェクトに適用されます。また、
項目値を設定する次のコントロールが含まれます。

混合 数値とテキストの両方。数値は元の書式で表示されます。

数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。

実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。

通貨 書式パターン編集ボックスに設定された書式で値を表示します。この書式
のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示されます。デフォルト
の書式はWindows の通貨設定です。
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日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%)チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。
小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
システムボタンは、書式設定にシステム設定を適用します。
ドキュメント初期設定の変更ボタンから ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ページを開
き、項目のデフォルトの数値書式を変更できます。

35.6 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

35.7 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

35.8 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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36 テーブルボックス

テーブルボックスは、複数の項目を同時に表示するシートオブジェクトです。すべての行の内容は、論
理的に結合されます。行は、異なる内部テーブルから取得することも可能性で、項目の可能な組み合わ
せでテーブルを作成します。
統計ボックスを右クリックすると、テーブルボックス：オブジェクトメニュー(625ページ)が表示さ
れます。テーブルボックスがアクティブなオブジェクトの場合、オブジェクトメニューからもアクセ
スできます。

注意!
リンクが解除されたデータテーブルからテーブルボックスに大量のフィールドデータを追加する場
合、QlikViewは要求されるリンクを解決するデカルト積を作成しますが、これによって高いメモリ使
用や他のパフォーマンスの問題が生じる可能性があります。

36.1 テーブルボックスの使用

ソート

任意の列でテーブルボックスをソートできます。列を右クリックし、コンテキストメニューから [ソー
ト]を選択するだけです。列のキャプションをダブルクリックしてもソートできます。コンテキストメ
ニューからソートを選択する、または同じ列のタイトルをダブルクリックすると、ソート順が反転しま
す。

列の順序の変更

ドラッグアンドドロップを使用して、列の順序を変更できます。列のタイトルをポイントし、マウス
ボタンを押しながら、新しい位置に列をドラッグします。この機能を無効にするには、テーブルボック
スプロパティ：プレゼンテーションページにあるドラッグアンドドロップを許可するチェックボッ
クスをオフにします。

36.2 テーブルボックス：オブジェクトメニュー

テーブルボックスのオブジェクトメニューには2つのバージョンがあります。キャプション領域をクリ
ックして表示されるフロートメニューには、ボックス全体に適用できるコマンドが含まれ、特定の項目
がポインターの下にあった場合、その項目に適用されるコマンドもメニューに含まれます。すべてを含
めたメニューコマンド：
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プロパティ テーブルボックスプロパティダイアログを開くと、テーブルボックスプ
ロパティ：基本設定(631ページ)、テーブルボックスプロパティ：[
ソート] (633ページ)、テーブルボックスプロパティ：[プレゼンテーシ
ョン] (634ページ)、チャートプロパティ：スタイル(915ページ)、テー
ブルボックスプロパティ：数値書式(637ページ)、フォント(592ペー
ジ)そして レイアウト(593ページ)を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

データに列幅を合わせ
る

テーブルのすべての列の幅を各列の最も広いデータに調整します。ヘッ
ダーを計算に含めます。

列幅を同じにする テーブルの列幅を、クリックした列の幅と同じに設定します。

ソート クリックした項目でレコードをソートします。

カスタムセル書式 [カスタムセル書式]ダイアログ(629ページ)を開きます。ここでは、ク
リックした列のセルの書式を設定できます。このカスケードメニューは、
デザイングリッドコマンドが [表示]メニュー(62ページ)でアクティブ
になっている場合にのみ使用できます。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

値の変更 入力フィールドを表示しているテーブルボックス列でのみ使用できます。
クリックされてたセルを入力モードに設定します。セルで入力アイコンを
クリックする場合と同じです。
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値を元に戻す 入力フィールドを表示しているテーブルボックス列でのみ使用できます。
オプションが3つ入ったカスケードメニューを開きます。
ひとつの値を元に戻す
クリックされた項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻します。
絞込値を元に戻す
絞り込まれたすべての項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻しま
す。
すべての値を元に戻す
すべての項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻します。

絞込値の選択 その項目の除外値以外の値をすべて選択します。

除外値の選択 その項目の除外値をすべて選択します。

すべて選択 その項目のすべての値を選択します。

すべての選択をクリア テーブルボックスに表示されているすべての項目の選択をクリアします。

クリア 項目の現在の選択をすべてクリアします。

他項目の選択のクリア 現在の項目の絞込値をすべて選択し、他のすべての項目の選択をクリアし
ます。

ロック その項目の選択値をロックします。

アンロック その項目のロックされた値を解除します。

印刷 標準の 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、テーブルを印
刷できます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で印刷ダイ
アログを開きます。OKボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのフ
ァイル名を指定するように要求されます。このコマンドは、PDF プリンタ
がシステムで使用可能な場合のみ使用できます。

Excel 出力 テーブルをMicrosoft Excelにエクスポートします。このときExcelが実行
していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティ
ブExcel形式)でエクスポートします。テーブルは、新しいExcelワーク
シートに表示されます。この機能が動作するには、コンピュータに
Microsoft Excel 97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート 選択したファイルにテーブルの内容をエクスポートします。提供されるファイル
形式には、さまざまな区切り記号付きテキストファイル形
式、HTML、XML、BIFF (Excel ネイティブ形式)、およびQVD (QlikView データ
ファイル)があります。
HTML 形式にエクスポートする場合、テーブルボックスの画像は含まれません。
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クリップボードにコピー このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
テーブル全体をコピー
ヘッダーと選択条件を含め、テーブルをクリップボードにコピーします。
テーブルのデータのみをコピー
テーブルの値のみをクリップボードにコピーします。
セルの値
(オブジェクトメニューを呼び出すときに)右クリックしたリストボックス
のセルのテキスト値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。スクリプトの非
表示部分によって生成されたテーブルは、$Tableシステム項目には名前で
表示されません。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。
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削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

[カスタムセル書式]ダイアログ

カスタムセル書式

このダイアログを使用すると、1つ以上のグループのテーブルセルにカスタム書式を適用できます。 [
表示]メニュー(62ページ)のデザイングリッドをアクティブにするか、コンテキストメニューにデザ
インメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスをオンにした場合、テーブルボックス、ス
トレートテーブル、またはピボットテーブルのオブジェクトメニューからこのダイアログを呼び出す
ことができます。
書式設定で影響を受けるセルのグループは、コマンドを呼び出すために右クリックしたテーブル内の場
所によって決定されます。書式設定するセルの最も小さいグループの単位は、テーブルボックスの1項
目 (通常は列)か、テーブルチャートの1数式/軸です。ストライプを使用する場合は、各ストライプが
個別に書式設定されます。
このダイアログをテーブルの任意の部分のカスタム書式に使用すると、テーブルの [プロパティ]ダイア
ログの [スタイル]ページで設定されている [スタイル]が [カスタム]に設定されます。定義済みのス
タイルの1つに [スタイル]設定を戻すと、カスタム書式が失われます。

注意!
一般的なテーブルスタイルは、属性式から生成される書式に置き換えられます。
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[テーブルプレビュー]
パネル

プレビューパネルは、テーブルセルのグループに行われた書式変更を表示
します。右側にある小さいプレビューの [サンプルテキスト]とは異な
り、プレビューパネルには、実行中の変更と、条件付き書式や属性式書式
の適用後の変更が表示されます。
このパネルでは、テーブルの周囲を自由に移動したり、さまざまなセルの
グループに書式を適用することができます。書式のフォーカスを移動する
には、セル内をクリックするだけです。

元に戻す [元に戻す]ボタンは、[カスタムセル書式]ダイアログ内で行われた変更
を段階的に元に戻すために使用されます。
[カスタムセル書式]ダイアログを閉じた後に、メインツールバーの [元に
戻す]ボタンを1回クリックすると、そのダイアログで行われたすべての
変更がそのクリックだけで元に戻ります。

やり直し やり直しボタンは、カスタムセル書式ダイアログ内で元に戻すボタンを
使用して以前元に戻した変更を段階的に再適用するために使用されます。

サンプルテキスト これは、行われた設定を表示するプレビューセルです。

背景色 セルの背景色を定義します。

テキストの色 セルのテキストの色を定義します。

上罫線 ここでは、セルの前の罫線を定義します。罫線のスタイルを設定するため
のドロップダウンと罫線の色を設定するためのボタンがあります。セルの
罫線はセルとセルの間で結合されるので、テーブルの実際の罫線がプレビ
ューと異なることがあります。

下罫線 ここでは、セルの後の罫線を定義します。罫線のスタイルを設定するため
のドロップダウンと罫線の色を設定するためのボタンがあります。セルの
罫線はセルとセルの間で結合されるので、テーブルの実際の罫線がプレビ
ューと異なることがあります。

テキストの設定 このグループでは、セルに適用できるテキスト修飾子の数を定義します。
テキストサイズ
ドロップダウンを使用して、テーブルで使用される通常のフォントにサイ
ズ変更を適用します。
太字
太字テキストにする場合にこのチェックボックスをオンにします。
斜体
斜体テキストにする場合にこのチェックボックスをオンにします。
下線
下線付きテキストにする場合にこのチェックボックスをオンにします。
ドロップシャドウ
テキストに影を付ける場合にこのチェックボックスをオンにします。
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設定対象 通常は、ダイアログにアクセスするために右クリックした対象の数式、
軸、または項目(テーブルボックス)にのみ変更が適用されます。このドロ
ップダウンを使用すると、他の数式、軸、または項目に同じ書式を適用で
きます。

36.3 テーブルボックスプロパティ：基本設定

テーブルボックスプロパティ：基本設定ページは、テーブルボックスを右クリックし、フロートメニ
ューからプロパティを選択して開く、もしくはテーブルボックスがアクティブな場合はオブジェクト
メニューのプロパティを選択して開きます。
テーブルボックスのタイトルウィンドウには、ウィンドウキャプションに表示される名前を入力しま
す。タイトルは、ラベルのテキストの動的に更新される 計算式(1053ページ)としても定義できま
す。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集
できます。

テーブルボックスプロパティ：基本設定
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項目 この列にはデータソース項目の名前が表示されます。初めは、すべての項
目(システム項目以外)がこの列に表示されます。システム項目を表示する
には、 [システム項目の表示]チェックボックスをオンにします。使用/削
除する項目をクリックして選択します。[追加 >]ボタンまたは [< 削除]
ボタンを使用して、目的の列に移動します。
スクリプトをQlikViewバージョン5.03以降で実行している場合、キー項
目は、キーシンボルで示されます。

テーブルボックス表示
項目

この列には、テーブルボックスに表示するために項目リストから選択され
た項目名が表示されます。初めは、この列に表示される項目はありませ
ん。
このリストで項目を選択すると、編集ボックスでラベルを付けることがで
きます。

システム項目の表示 このボックスをオンにすると、システム項目が項目列に表示されます。

テーブルの項目を表示 ここで、項目リストにどの項目を表示するかを制御します。ドロップダウ
ンリストは、デフォルトですべてのテーブルを表示します。リストボッ
クスで特定のテーブルの項目を表示する場合、ドロップダウンリストで
テーブル名を選択します。
すべてのテーブル (テーブル名表示)は、項目をテーブル名とともに表示し
ます。このため、キー項目は、1度以上リスト表示されます。(これは表示
目的にのみ使用できます。ロードスクリプトの Qualify (326ページ)とは
関係ありません。)

上へ 項目の表示される順番を1つ上に移動します。

下へ 項目の表示される順番を1つ下に移動します。

カウント順 テーブルボックス表示項目列の項目を番号順にソートします。

ロード順 テーブルボックス表示項目列をロード順(データベースから読み込まれた
順)にソートします。

テキスト順 テーブルボックス表示項目列の項目をアルファベット順にソートします。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。
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オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、テーブルボックスであれ
ばTB01から割り当てられます。共有シートオブジェクトは、同じオブジ
ェクト IDを共有します。この ID番号は後で編集することが可能です。

演算実行条件 テーブルボックスを表示するために満たされなければならない演算実行条
件を指定します。条件が満たされない限り、"演算実行条件が満たされてい
ません"というメッセージが表示されます。

エラーメッセージ テーブルボックス(とチャート)の標準エラーメッセージは、エラーメッ
セージボタンから開く カスタムエラーメッセージ(1059ページ)ダイア
ログでカスタマイズできます。

36.4 テーブルボックスプロパティ： [ソート]

テーブルボックスプロパティ：ソート

テーブルボックスプロパティ：ソートページは、テーブルボックスを右クリックし、フロートメニ
ューからプロパティを選択して開きます。
ソート優先順にテーブルボックスの項目リストを表示します。項目の順番は、ソートコマンドが実行
されるときの適用されるソート順を決定します。項目の順番は、 [上へ]と [下へ]ボタンを使用して変
更できます。リスト内の各項目には、ソートの手順に使用される基準を指定できます。ソート基準を以
下に説明します。
ソート順：

QlikView 11.20 SR13 633



36 テーブルボックス

数式 項目値は、このソートオプションの下にあるテキスト編集ボックスに入力
した任意の数式に基づいてソートされます。

レコード数 レコード数によって値のソートを行うどうかを切り替えます。

数値 数値によって値のソートを行うどうかを切り替えます。

テキスト 標準ASCIIによるアルファベット順によって値のソートを行うかどうかを
切り替えます。

ロード順 ロード順によって値のソートを行うかどうかを切り替えます。

1つ以上のソート順が指定されている場合の優先順位は、数式、レコード数、数値、テキスト、ロード
順となります。

36.5 テーブルボックスプロパティ： [プレゼンテーション]

テーブルボックスプロパティ：プレゼンテーション

テーブルボックスプロパティ：プレゼンテーションページは、テーブルボックスを右クリックし、フ
ロートメニューからプロパティを選択して開きます。
このダイアログでは、テーブルボックスのレイアウトを決定します。

配置 項目値の初期配置は、[項目]リストの項目と [配置]グループの適当なオ
プションを選択し、[テキスト]と [数値]を別々に設定できます。初期設
定では、テキスト値は左揃えに、数値は右揃えに設定されています。

項目値が NULL の行
を非表示にする

チェックボックスがオンの場合、NULLの項目値を含む行を選択した項目
から削除します。NULLは、値なしと判断されます。
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ドロップダウンリスト チェックボックスをオンにすると、選択した項目列のヘッダの左側にドロ
ップダウン矢印アイコンを追加します。アイコンをクリックして、ドロッ
プダウン項目リストから項目値にアクセスできます。これは、マルチボッ
クスで選択するのとほぼ同じです。

詳細設定 このボタンは、項目詳細設定(620ページ)ダイアログを開きます。ここで
は、項目値の画像表現の設定と特別なテキスト検索オプションを提供しま
す。

折り返し設定 このグループでは、テーブルのヘッダーとデータセルで複数行に値を表示
する設定ができます。これは、長いテキスト文字列などの表示に役立ちま
す。
折り返しヘッダーの高さn (行)
このオプションを選択すると、ヘッダーの内容を複数行で表示します。こ
こでは、ヘッダーの行数を指定できます。
折り返しセルの高さ n (行)
このオプションを選択すると、セルの内容を複数行で表示します。ここで
は、セルの行数を指定できます。

縦書きラベル チェックボックスをオンにすると、すべての項目ラベルが縦位置に回転し
ます。

ドラッグアンドドロ
ップを許可する

チェックボックスをオンにすると、ヘッダーをドラッグアンドドロップし
てテーブルボックスの項目順をソートできます。

ソートアイコンの表示 チェックボックスをオンにすると、テーブルボックスで現在ソートされて
いる項目の列ヘッダーの右側にソートアイコンを追加します。アイコン
は、昇順と降順を反映して反転します。

選択アイコンの表示 チェックボックスをオンにすると、テーブルボックスで現在ソートされて
いる項目の列ヘッダーの右側にソートアイコンを追加します。アイコン
は、昇順と降順を反映して反転します。

ヘッダー行を隠す チェックボックスをオンにすると、ヘッダー(ラベル)行がないテーブルが
表示されます。
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36.6 チャートプロパティ：スタイル

チャートプロパティ：スタイル

この[スタイル]ページは、テーブルボックス、ストレートテーブル、ピボットテーブルのQlikView
テーブルすべてに適用されます。ここでは、テーブル書式スタイルの設定を行います。

現在のスタイル ドロップダウンリストから適切なテーブルスタイルを選択します。ドロッ
プダウンコントロールに値 [カスタム]が表示される場合は、テーブルに
カスタムスタイルが適用されています。定義済みのスタイルの1つに設定
を戻すと、カスタム書式が失われます。

ストライプ N 行ごと ここでは、影付きストライプを表示するかどうか、およびそれを表示する
間隔を指定できます。

インデントモード この設定は、ピボットテーブルでのみ有効です。このチェックボックスを
オンにすると、限定されたテーブル幅にいくつもの軸を置く場合に特に有
用な少し異なるテーブルスタイルを設定できます。
第 1 軸のラベルのみを使用
この設定は、ピボットテーブルがインデントモードの場合のみ有効で、
ピボットテーブルのスタイルをさらに修正できます。

軸項目に縦の罫線を表
示

この設定は、縦のセルの境界線を軸列に表示するかどうかを決定します。

数式項目に縦の罫線を
表示

上記と同じで、数式列に適用します。
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行間に罫線を表示 項目詳細設定(620ページ)ダイアログで段落後の行間チェックボックス
がオンの場合、このチェックボックスをオンにしてテーブルのスタイルを
さらに変更することができます。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

セル背景色の透過性 色、または画像が背景の設定ダイアログで適用されている場合、ここでセ
ルの背景の色、または画像の透過性を調整できます。

セルの枠線の透過性 セルの枠線をどのように表示するを設定します。

36.7 テーブルボックスプロパティ：数値書式

テーブルボックスプロパティ：数値書式

テーブルボックスプロパティ：数値書式ページは、テーブルボックスを右クリックし、フロートメニ
ューからプロパティを選択して開きます。
このプロパティページは、テーブルボックスのすべての項目の書式設定を提供します。数値書式は、[
項目]リストからひとつ選択する、または複数選択することにより(Shift もしくはCtrlキーを押しなた
ままクリック)個々に設定できます。
各項目は、デフォルトの数値書式を持ち、ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ダイアロ
グで設定できます。ただし、シートオブジェクトごとに別の数値書式を使用することもできます。この
ためには、このドキュメント初期設定を上書きするチェックボックスをオンにし、下のグループコン
トロールで数値書式を指定します。このページは、アクティブなオブジェクトに適用されます。また、
項目値を設定する次のコントロールが含まれます。

混合 数値とテキストの両方。数値は元の書式で表示されます。
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数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。

実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。

通貨 書式パターン編集ボックスに設定された書式で値を表示します。この書式
のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示されます。デフォルト
の書式はWindows の通貨設定です。

日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%)チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。
小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
システムボタンは、書式設定にシステム設定を適用します。
ドキュメント初期設定の変更ボタンから ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ページを開
き、項目のデフォルトの数値書式を変更できます。

36.8 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

36.9 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。
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36.10 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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37 選択表示ボックス

選択表示ボックスでは、選択値が項目名と項目値にリストされます。このオブジェクトは、移動可能な
現在の選択条件(124ページ)と同じ情報を表示しますが、他のシートオブジェクトと同様にシートの
上に配置されます。インジケータ(121ページ)は、選択値とロック値を区別するために使用されま
す。
選択表示ボックスを右クリックすると、選択表示ボックス：オブジェクトメニュー(641ページ)が表
示されます。選択表示ボックスがアクティブなオブジェクトの場合、オブジェクトメニューからもアク
セスできます。

注意!
検索により項目内で選択を行った場合は、項目値として検索文字列が表示されます。

37.1 選択表示ボックス：オブジェクトメニュー

選択表示ボックスのオブジェクトメニューには2つのバージョンがあります。キャプション領域をクリ
ックして表示されるフロートメニューには、ボックス全体に適用できるコマンドが含まれ、特定の項目
がポインターの下にあった場合、その項目に適用されるコマンドもメニューに含まれます。コマンドは
次の通りです。

プロパティ 選択表示ボックスのプロパティダイアログを開くと、選択表示ボックスプ
ロパティ：基本設定(644ページ)、フォント(592ページ)そして レイア
ウト(593ページ)を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

絞込値の選択 その項目の除外値以外の値をすべて選択します。

除外値の選択 その項目の除外値をすべて選択します。

すべて選択 その項目のすべての値を選択します。

クリア 項目の現在の選択をすべてクリアします。

他項目の選択のクリア 選択表示ボックスの指定項目の選択を保持しながら、選択表示ボックスの
他の項目の選択も含めて、他のシートオブジェクトの選択をすべてクリア
します。

ロック その項目の選択値をロックします。

アンロック その項目のロックされた値を解除します。

印刷 プリンタ設定を指定できる 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを開
きます。選択表示ボックスのすべての値がプリンターに送られます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。
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Excel 出力 テキストをMicrosoft Excelにエクスポートします。このときExcelが実行
していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティ
ブExcel形式)でエクスポートします。テキストは、新しいExcelワーク
シートのセルに表示されます。この機能が動作するには、コンピュータに
Microsoft Excel 97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート ダイアログが開かれ、現在の選択の内容を、選択したファイルにエクス
ポートできます。提供されるファイル形式には、さまざまな区切り記号付
きテキストファイル形式、HTML、XML、BIFF (Excelネイティブ形式)、
およびQVD (QlikViewデータファイル)があります。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
データ
選択した選択表示ボックスのデータ(選択)をクリップボードにコピーしま
す。
セルの値
(オブジェクトメニューを呼び出すときに)右クリックした選択表示ボック
スセルのテキスト値をクリップボードにコピーします。
画像
選択表示ボックスの画像をクリップボードにコピーします。画像がシート
オブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユーザー
プロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

37.2 選択表示ボックスプロパティ：基本設定

選択表示ボックスプロパティ：基本設定ページは、選択表示ボックスを右クリックし、フロートメニ
ューのプロパティコマンドを選択して開きます。ここでは、選択表示ボックスの基本要素を設定できま
す。

選択表示ボックスプロパティ：基本設定
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タイトル 選択表示ボックスのキャプションに表示するテキスト。タイトルは、ラベ
ルのテキストの動的に更新される 計算式(1053ページ)としても定義でき
ます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが
開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、選択表示ボックスには
CS01から割り当てられます。共有オブジェクトは、同じオブジェクト ID
を共有します。この ID番号は後で編集することが可能です。

表示列グループでは、選択表示ボックスにその状態や値を表示するかどうかを決定します。

状態 このチェックボックスをオンにすると、選択表示ボックスに状態列をイン
ジケータとともに表示します。

値 このチェックボックスをオンにすると、選択表示ボックスに値列を表示
し、選択された項目値をリストします。

ドロップダウンリスト この設定を有効にすると、選択表示ボックスの各項目にドロップダウンア
イコンを表示し、オブジェクト内で選択値の修正を行うことが可能になり
ます。

クリアアイコン このチェックボックスをオンにすると、選択表示ボックスの各項目行に
は、小さいクリアアイコンが表示されます。クリアアイコンをクリックす
ると、項目内の選択がクリアされます。ロック項目には、クリアアイコン
は表示されません。

ロック/アンロック アイ
コン

このチェックボックスをオンにすると、選択表示ボックスの各項目行に
は、小さいロックまたはアンロックアイコンが表示されます。アイコンを
クリックすると、項目内の選択がロックまたはアンロックされます。

列ラベルの表示のチェックボックスをオンにすると以下の設定が可能になります。

項目 項目列の上に表示されるラベルは、テキストボックスで編集できます。
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状態 状態列の上に表示されるラベルは、テキストボックスで編集できます。

値 値列の上に表示されるラベルは、テキストボックスで編集できます。

[色]グループでは、選択表示ボックスのコンポーネントの色を設定できます。

ラベルの背景 ラベル行の背景色を定義します。

ラベルテキストの色 ラベル行のテキストの色を定義します。

テキストの色 表示領域のテキストの色を定義します。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

37.3 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

37.4 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

37.5 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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38 入力ボックス

入力ボックスは、QlikView変数にデータを入力したり、それらの値を表示するために使用するシート
オブジェクトです。
統計ボックスを右クリックすると、入力ボックス：オブジェクトメニュー(647ページ)が表示されま
す。入力ボックスがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできま
す。

38.1 入力ボックスの使用

入力ボックスは、マルチボックスのようなレイアウトの3つの列で構成されます。最初の列には、変数
のリストが表示されます。2列目には、イコールサイン(=)、3列目には変数の値が表示されます。こ
のボックスには、1つまたは複数の変数を含めることができます。行ごとに1つの変数を含めることが
できます。
QlikViewの変数は、1つのデータ値を含む名前付きのエンティティであり、複数値を含めることができ
る項目とは異なります。また、項目は、スクリプト内の loadまたは selectステートメントから値を取
得しますが、変数は、自動呼び出しを実行するか、レイアウトの入力ボックスを使用して、スクリプト
内の letまたは setステートメントから値を取得します。変数および項目の詳細については、項目
(207ページ)章を参照してください。
変数には、数値データや英数字データを含めることができます。変数値の最初の文字がイコールサイン
(=) の場合、値は式(QlikView式)として評価され、式の実際のテキストではなく結果が表示されるか
返されます。
入力ボックスには、変数の現在の値が表示されます。入力ボックスの値をクリックすると、セルが編集
モードに変わります。これにより、新しい値を入力したり、古い値を編集することができます。変数に
式が含まれる場合は、式の結果ではなく、その式自体が表示されます。通常、編集モードのセルには
[...]ボタンが含まれます。このボタンは、高度な式を簡単に作成できる完全なエディタウィンドウを
表示します。入力ボックスの変数値のセルの機能は、スプレッドシートのセルの機能に似ています。
入力ボックスの変数値のセルに、ドロップダウンアイコンが含まれる場合があります。このアイコンを
使用して、最近使用した値や組込み値にすばやくアクセスできます。変数には入力制約が加えられ、特
定の条件を満たさないすべての値の入力が禁止される場合があります。入力ボックスの変数は、読み取
り専用になっている場合があります。この場合は編集モードに入ることはできません。

38.2 入力ボックス：オブジェクトメニュー

入力ボックス上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されます。このメニ
ューは、入力ボックスがアクティブな場合に、メインメニューのオブジェクトでも表示されます。メ
ニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ パラメータを設定する入力ボックスプロパティページを開きます。
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注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

印刷 プリンタ設定を指定できる 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを開
きます。選択表示ボックスのすべての値がプリンターに送られます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 入力ボックスの値をMicrosoft Excelにエクスポートします。このとき
Excelが実行していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形
式 (ネイティブExcel形式)でエクスポートします。出力された値は、新し
いExcelワークシートに表示されます。この機能が動作するには、コンピ
ュータにMicrosoft Excel 97以降がインストールされている必要がありま
す。

エクスポート ダイアログが開かれ、入力ボックスの内容を、選択したファイルにエクス
ポートできます。提供されるファイル形式には、さまざまな区切り記号付
きテキストファイル形式、HTML、XML、BIFF (Excelネイティブ形式)、
およびQVD (QlikViewデータファイル)があります。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
データ
入力ボックスのデータ行をクリップボードにコピーします。
セルの値
([オブジェクト]メニューを呼び出すときに)右クリックした入力ボックス
セルのテキスト値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。
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38.3 入力ボックスプロパティ：基本設定

入力ボックスプロパティ：基本設定ページは、入力ボックスを右クリックし、フロートメニューから
プロパティを選択して開きます。ここでは、入力ボックスの基本要素を設定できます。

入力ボックスプロパティ：基本設定

タイトル 入力ボックスのキャプションに表示するテキスト。タイトルは、ラベルの
テキストの動的に更新される 計算式(1053ページ)として定義できま
す。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開
かれ、長い数式を簡単に編集できます。

変数 この列には有効な変数がすべてリストされます。システム変数を表示する
には、システム変数の表示チェックボックスをオンにします。使用/削除
する項目をクリックして選択します。[追加 >]ボタンまたは [< 削除]ボ
タンを使用して、目的の列に移動します。

システム変数の表示 システム変数を変数にリスト表示します。

変数の新規作成 変数の新規作成ダイアログを開きます。ここで、新しい変数を定義できま
す。
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表示変数 この列には、入力ボックスに表示される変数がリストされます。最初、列
は空です。

上へ 変数の表示される順番を1つ上に移動します。

下へ 変数の表示される順番を1つ下に移動します。

ラベル 入力ボックス内の変数タイトルとして使用する名前を、ここに入力できま
す。動的に更新する 計算式(1053ページ)としてラベルを指定することも
できます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアロ
グが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、入力ボックスであれば
IB01から割り当てられます。リンクされたシートオブジェクトは、同じ
オブジェクト IDを共有します。この IDは後で編集できます。
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38.4 入力ボックスプロパティ：プレゼンテーション

入力ボックスプロパティ：プレゼンテーション

変数 現在の入力ボックスに含まれるすべての変数のリストが表示されます。リ
ストで変数名を選択すると、その変数のプロパティを変更できます。

イコールサイン (=) の
表示

Input Boxにイコールサインを表示しない場合は、このチェックボックス
をオフにします。この設定は、すべての変数に適用されます。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

配置 変数の配置は設定できます。変数はそれぞれ、左揃え、中央揃え、または
右揃えに設定できます。

行の色 このグループでは、左の [変数]リストで選択した行に対して個別の色設定
ができます。
背景
選択した行の背景色を指定します。色は、ボタンをクリックすると表示さ
れる色の設定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できま
す。
テキスト
選択した行のテキスト色を指定します。
すべての行に適用する
このチェックボックスをオンにしてから適用またはOKをクリックする
と、選択した色が入力ボックスのすべての行に適用されます。
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38.5 入力ボックスプロパティ：制約と
ドキュメントプロパティ：変数

入力ボックスプロパティ：制約とドキュメントプロパティ：変数

入力ボックスプロパティ：制約ページは、入力ボックスを右クリックし、フロートメニューからプロ
パティを選択して開きます。変数(209ページ)ページの表示変数に追加された 入力ボックスプロパ
ティ：基本設定(650ページ)は、制約ページの変数にリストされ、修正することができます。
ドキュメントプロパティ：変数ページは、設定 - ドキュメントプロパティ：変数から開けます。変
数のリストは、システム変数の表示チェックボックスで変更できます。新規作成ボタンで、ドキュメ
ントに新しい変数を追加できます。削除ボタンは、選択された変数を削除します。
選択変数の設定グループでは、選択された変数の現在の値が編集ボックスに表示されます。値は、計
算式として入力できます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイ
アログが開かれます。
変数は、通常ブックマークには含めませんが、ここでブックマークに含めるチェックボックスをオンに
できます。
入力制約グループでは、入力ボックスの変数にユーザーが入力したすべての値をチェックするための制
約を指定できます。値が指定された制約を満たさない場合、その値は拒否され、エラーメッセージを表
示できます。次の選択肢を使用できます。

制約なし 入力値はいかなる制約に対してもチェックされません。
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標準 入力値は、ドロップダウンボックスで選択した一般的な標準制約のいずれ
かに対してチェックされます。デフォルトでは、何も制約が選択されてお
らず、任意の値を変数に入力できます。標準、カスタム、組込み値のみ、
読み取り専用から1つだけを選択できます。

カスタム ユーザー指定の制約に関して入力値がチェックされます。制約は編集ボッ
クスに入力し、入力値が有効な場合にTRUE (0以外の値)を返すQlikView
式として表す必要があります。数式では、入力値はドル記号「$」で参照し
ます
例：

$>0を指定した場合、入力ボックスは、選択した変数に正の数のみを受
け付けます

変数の前の値は、変数名で参照できます。
例：

変数 abc に対する制約として $>=abc+1を指定した場合、入力ボック
スは「前の値+ 1」以上の値の数値エントリのみを受け付けます。

組込み値のみ 入力値は、組込み値グループで定義されている値のリストに対してチェッ
クされます。リストにある入力値だけが受け付けられます。

読み取り専用 変数を読み取り専用としてマークします。値は入力できません。

数式の編集ダイアログ
を有効にする

このチェックボックスをオンにすると、数式の編集ダイアログで変数値を
編集することができます。このダイアログは、値をクリックすると表示さ
れる [...]ボタンから開けます。

不正入力時のアラート
音

このチェックボックスをオンにした場合、ユーザーが制約を満たさない値
を入力しようとすると、警告のアラート音が鳴ります。

エラーメッセージ 通常、ユーザーが制約を満たさない値を入力しようとすると、その値は拒
否され、現在の変数値が入力されたままになります。このチェックボック
スをオンにすると、不正な入力があった場合にユーザーに提示する カスタ
ムエラーメッセージ(1059ページ)を指定できます。エラーメッセージ
を編集ボックスに入力します。動的に更新する 計算式(1053ページ)とし
て指定することもできます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式
の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

リスト表示する値グループでは、入力ボックスに値をリスト表示する方法や表示するかどうかを設定で
きます。

リストなし 以前に変数で使用された値のリストは保持されません。

最近使用した値のリス
ト

選択した変数の入力ボックスに、最近使用した値のドロップダウンリスト
が提供されます。以前の値をいくつ保存するかを入力ボックスで設定でき
ます。
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組込み値をドロップダ
ウン表示

選択した変数の入力ボックスに、組込み値のドロップダウンリストが提供
されます。

組込み値をスクロール
表示

選択した変数の入力ボックスに、スクロールコントロールが提供されま
す。組込み値の間でスクロールが行われます。

組込み値グループでは、ドロップダウンリストでユーザーに提示したり、有効な変数値の定義に使用で
きる組込み値のリストを指定できます。

連続値 このチェックボックスをオンにすると、下限値、(最小値)、上限値 (最大
値)、間隔値に基づいて、組込みの数値リストが生成されます。このオプ
ションは、単独で使用することも、リスト値と組み合わせて使用すること
もできます。

リスト値 このチェックボックスをオンにすると、任意の組込み値のリストを指定で
きます。値には、数値またはアルファベットを使用できます。英数値は引
用符で囲む必要があります(例: 'abc')。複数の値はセミコロン( ; ) で区切
ります(例: 'abc';45;14.3;'xyz')。このオプションは、単独で使用する
ことも、連続値と組み合わせて使用することもできます。

コメント この項目は、変数の作成者がその機能や目的を説明できるコメント項目で
す。

38.6 入力ボックスプロパティ：数値書式

入力ボックスプロパティ：数値書式ページは、入力ボックスを右クリックし、フロートメニューから
プロパティを選択して開きます。
このプロパティページは、入力ボックスのすべての変数の書式設定を提供します。数値書式は、変数
リストからひとつ選択する、または複数選択することにより(クリック、Shift-クリックもしくはCtrl-
クリック)個々に設定できます。
各変数は、デフォルトの数値書式を持ち、ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)ページで
設定できます。ただし、シートオブジェクトごとに別の数値書式を使用することもできます。このため
には、このドキュメント初期設定を上書きするチェックボックスをオンにし、下のグループコント
ロールで数値書式を指定します。このページは、アクティブなオブジェクトに適用されます。また、変
数値を設定する次のコントロールが含まれます。

混合 数値とテキストの両方。数値は元の書式で表示されます。

数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。

実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。
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通貨 書式パターン編集ボックスに設定された書式で値を表示します。この書式
のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示されます。デフォルト
の書式はWindows の通貨設定です。

日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%)チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。
小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
システムボタンは、書式設定にシステム設定を適用します。

38.7 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

38.8 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

38.9 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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39 ボタン

ボタンを作成し、QlikViewでコマンドやアクションの実行を定義できます。ボタンには、起動/エクス
ポートボタン、ショートカットボタン、マクロボタンの3つの種類があります。
オブジェクトを右クリックすると、ボタン: [オブジェクト]メニュー(657ページ)が表示されます。ボ
タンがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできます。

39.1 ボタン: [オブジェクト] メニュー

ボタンのオブジェクトメニューは、ボタンを右クリックして開きます。メニューコマンドは次の通り
です。

プロパティ ボタンプロパティ：基本設定(659ページ)ページを開きます。ここか
ら、ボタンを定義するパラメータを設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。
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Excel 出力 テキストをMicrosoft Excelにエクスポートします。このときExcelが実行
していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティ
ブExcel形式)でエクスポートします。テキストは、新しいExcelワーク
シートの1つのセルに表示されます。この機能が動作するには、コンピ
ュータにMicrosoft Excel 97以降がインストールされている必要がありま
す。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
テキスト
ボタンに表示されているテキストをクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。
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削除 シートオブジェクトを削除します。

39.2 ボタンプロパティ：基本設定

ボタンプロパティ：基本設定

[テキスト]グループでは、ボタンに表示されるテキストのプロパティを設定できます。

テキスト テキスト項目に入力されたテキストが、ラベルとしてボタンに表示されま
す。テキストを 計算式(1053ページ)として定義できます。テキストは、
複数行にわたることができ、Enterを押すと改行されます。

配置 ボタンテキストを左揃え、中央揃え、右揃えで配置できます。

[背景]グループでは、ボタンの背景を指定できます。ドロップダウンでは、3つの基本的なボタンスタ
イルを選択できます。

アクア 新しいボタンの初期設定です。透き通った3Dの丸いボタンを生成しま
す。

無地 従来の無地のQlikViewボタンを生成します。
システム初期設定
オペレーティングシステムでボタン用に定義されている単色の背景を提供
します。
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画像 画像ボタンを生成します。この画像は、静的画像または動的画像(ボタンの
アクティブ、非アクティブ、くぼみ状態を示す3つの部分で構成される画
像)のいずれかを使用できます。
動的画像
3つの状態画像をボタンに割り当てるには、このラジオボタンを選択し画
像の挿入ボタンを使用して、画像ファイルを参照します。この画像ファイ
ルは、横並びの3つの画像で構成される必要があります。最初の画像はア
クティブボタン、2番目の画像はくぼみボタン、3番目の画像は淡色(非ア
クティブ)ボタンになります。
静的画像
1つの状態画像をボタンに割り当てるには、このラジオボタンを選択し、
画像の挿入ボタンを使用して、画像ファイルを参照します。サポートされ
る画像タイプには、jpg、png、bmp、gif、およびアニメーションgifがあ
ります。

色 ボタンを色付きの背景で表示する場合は、このラジオボタンを選択します
(画像を設定する場合は利用できません)。色は、[色]ボタンをクリックす
ると表示される [色の設定]ダイアログで、単色またはグラデーションとし
て定義できます。

透過性 ボタンの背景の透過性を設定します。100%の場合、背景は完全に透明に
なります。透過性は、背景で色または画像が使用されているかどうかに関
係なく適用されます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID 現在のボタンの一意の ID。作成時に、各シートオブジェクトには、制御用
にオートメーションから一意の IDが割り当てられます。IDは、数値と、
オブジェクトのタイプを定義する文字の組み合わせで構成されます。ドキ
ュメントの最初のボタンは、ID BU01に割り当てられます。共有オブジェ
クトは、同じオブジェクト IDを共有します。オブジェクト IDは、ドキュ
メント内の他のシートオブジェクト、シート、またはブックマークで現在
使用されていない他の文字列に変更できます。
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有効条件 ここに入力された数式は、ボタンの状態を決定します。数式が0を返す場
合、ボタンは無効にされます。数式が1を返す場合、ボタンは有効にされ
ます。数式が入力されない場合は、1が使用されます。基底の状態のため
に無効にされているボタンは、条件を使用して有効にすることはできませ
ん。

印刷設定 このボタンを押すと[印刷設定]ダイアログにアクセスし、余白やヘッ
ダー/フッターの書式を定義できます。印刷設定ダイアログには 印刷：レ
イアウト(112ページ)と 印刷：ヘッダー/フッター(114ページ)の2
ページがあり、印刷ダイアログの最後の2ページと同じです。

39.3 アクション

このページでは、特定のオブジェクトにアクション設定を行うことができます。
l ボタン
l テキストオブジェクト
l ゲージ
l 線/矢印オブジェクト

アクションには、外部アプリケーションの起動やQlikViewデータのエクスポートが含まれます。

追加 [アクションの追加]ダイアログ(662ページ)を開き、そのオブジェクト
へのアクションを選択します。アクションの種類をリストから選択しま
す。アクションに応じて異なるパラメータがアクションページに表示され
ます。アクションは、リストの表示順に実行されます。

削除 オブジェクトからアクションを削除します。

上へ 選択したアクションをリストの上に移動します。

並列ステート アクションが参照するステートを設定します。この設定は、選択またはブ
ックマークに関係のあるアクションにのみ関連します。
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[アクションの追加]ダイアログ

[アクション]ページ

[アクションの追加]ダイアログから次のアクションを追加できます。[...] ボタンの付いているすべて
の項目で、計算式を入力することが可能です。計算式(1053ページ)を参照してください。

662 QlikView 11.20 SR13



39 ボタン

項目選択

項目値の選択 指定された項目の指定された値を選択します。検索文字列では、検索マス
クを指定できます。例：(A|B) はAとBの両方を選択します。

除外値の選択 指定された項目の除外値を選択します。

絞込値の選択 指定された項目の絞込値を選択します。

選択の切り替え 現在の選択値と指定した項目と検索文字列で選択を切り替えます。検索
文字列では、検索マスクを指定できます。例：(A|B) はAとBの両方を選
択します。

やり直し 選択条件のリストを1つ次に進めます。

元に戻す 選択条件のリストを1つ前に戻します。

パレート選択 数式とパーセントを基準に指定した項目でパレートの選択を行います。こ
の種類の選択は、一般的に80/20ルール上での評価基準で主要な要因を選
択するために使用されます。例えば、売上高の80%に貢献したトップの
顧客を見つけるためには、顧客を項目として使用してsum(売上高) を数
式と使用し、また80をパーセントとして使用します。

項目のロック 指定した項目の選択をロックします。

すべてロック すべての項目のすべての値をロックします。

項目のアンロック 指定した項目の選択のロックを解除します。

すべてをアンロック すべての項目のすべての値のロックを解除します。

アンロックとクリア すべての項目のすべての選択のロックと選択を解除します。

他項目の選択のクリア 指定した項目以外のすべての関連項目の選択を解除します。

すべての選択をクリア ロックされていないすべての選択を解除します。

検索項目の選択をクリ
ア

特定の項目をクリアします。

ステート内容のコピー ソースステートからターゲットステートへ選択条件をコピーします。別
のステートが定義されている場合にのみ利用できます。

ステート内容の切り替
え

ステート 1とステート 2の選択を切り替えます。定義された並列ステート
が存在する場合にのみ有効です。
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レイアウト

オブジェクトを選択す
る

指定したオブジェクト IDのオブジェクトをアクティブにします。この機
能はAjaxクライアントでは利用できません。

シートを選択する 指定したシート IDのシートをアクティブにします。

次のシートに進む ドキュメントの次のシートを開きます。

前のシートに戻る ドキュメントの前のシートを開きます。

オブジェクトを最小化
する

指定したオブジェクト IDのオブジェクトを最小化します。

オブジェクトを最大化
する

指定したオブジェクト IDのオブジェクトを最大化します。

オブジェクトを元のサ
イズに戻す

指定したオブジェクト IDのオブジェクトを元のサイズに戻します。

ステート名の設定 指定したオブジェクト IDのオブジェクトに指定したステートを適用しま
す。定義された並列ステートが存在する場合にのみ有効です。

ブックマーク

ブックマークの適用 指定したブックマーク IDのブックマークを適用します。2つのブック
マークが同じ IDを持つ場合、ドキュメントブックマークが適用されま
す。サーバーブックマークを適用するには、サーバー\ブックマーク IDを
指定します。 

ブックマークを作成し
ます

現在の選択でブックマークを作成します。ブックマーク IDとブックマー
ク名を指定します。非表示のブックマークを作成するには、[非表示] を選
択します。

ブックマークの上書き 指定したブックマーク IDのブックマークを現在の選択に置き換えます。
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印刷

オブジェクトの印刷 指定したオブジェクト IDのオブジェクトを印刷します。既定に設定され
たプリンタ以外でオブジェクトを印刷する場合、プリンタ名を指定しま
す。(ドキュメントトリガーとシートトリガーでは無効です)

シートの印刷 指定したシート IDのシートを印刷します。(ドキュメントトリガーと
シートトリガーでは無効です)この機能はAJAXクライアントでは機能し
ません。

レポートの印刷 指定したレポート IDのレポートを印刷します。既定に設定されたプリン
タ以外でレポートを印刷する場合、プリンタ名を指定します。ウィンドウ
ズの[印刷]ダイアログを表示する場合、[印刷] ダイアログを表示するチ
ェックボックスをオンにします。(ドキュメントトリガーとシートトリ
ガーでは無効です)
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その他

エクスポート 特定の項目セットを含むテーブルをエクスポートします。選択条件に当て
はまるレコードのみがエクスポートされます。設定ボタンをアクション
ページでクリックすると、エクスポートアクションの設定ダイアログが開
きます。(ドキュメントトリガーとシートトリガーでは無効です)

起動 外部プログラムを起動します。以下の設定は、アクションダイアログで設
定できます。
アプリケーション
ブラウズ...をクリックし、起動するアプリケーションを検索します。(ドキ
ュメントトリガーとシートトリガーでは無効です)
ファイル名
上で指定したアプリケーションで開くファイルへのパスを入力します。(ド
キュメントトリガーとシートトリガーでは無効です)
パラメータ
アプリケーションを起動するコマンドラインのパラメータを指定します。(
ドキュメントトリガーとシートトリガーでは無効です)
作業ディレクトリ
起動するアプリケーションの作業ディレクトリを設定します。(ドキュメン
トトリガーとシートトリガーでは無効です)
QlikView 終了時にアプリケーションを終了する
QlikView終了時にアプリケーションを強制的に終了します。(ドキュメン
トトリガーとシートトリガーでは無効です)
この機能はAJAXクライアントでは機能しません。

URL から開く 既定のWEBブラウザでURLを開きます。(ドキュメントトリガーとシー
トトリガーでは無効です)

QlikView ドキュメン
トを開く

指定したドキュメントを開きます。ファイル拡張子を付ける必要があります。(ド
キュメントトリガーとシートトリガーでは無効です)
開きたいドキュメントに元のドキュメントの選択条件を適用するには現在の選択
条件を適用するチェックボックスをオンにします。開かれたドキュメントの既存
の選択条件は、最初に解除されます。
次に開くドキュメントの選択条件を維持して元のドキュメントの選択条件を追加
適用するには現在の選択条件を追加適用するチェックボックスをオンにします。

注意!現在の選択条件を追加適用するは、慎重に使用してください。2つのドキ
ュメントの選択条件が紛らわしいと、思わぬ結果となる場合があります。ほとん
どのケースで、現在の選択条件を適用するを使用するだけで十分です。

同じウィンドウで開く AJAX ZFCクライアントを使用している場合に同じブラウ
ザタブに新しいドキュメントを開きます。

注意![QlikView ドキュメントを開く]のアクションは、Internet Explorer プラ
グインを使用中、ドメインユーザー以外にはサポートされません。
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マクロの実行 実行するマクロのパスとマクロ名を入力します。任意の名前を入力して後
でモジュールの編集ダイアログでマクロを作成する、もしくは動的に更新
される計算式を入力できます。

変数の設定 指定した変数に値を適用します。

INFO の表示 指定された項目に関連付けられたテキストファイルや画像といった情報を
表示します。この機能はAJAXクライアントでは利用できません。

ドキュメントを閉じる QlikViewドキュメントを閉じます

リロード 現在のドキュメントのリロードを行います。この機能はAJAXクライアン
トでは利用できません。
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ダイナミック更新 現在ロードされているドキュメントでデータを動的に更新します。ダイナミック
更新へのステートメントはステートメントフィールドに入力してください。
ダイナミック更新の用途では、QlikView 管理者はドキュメントのリロードを実行
しなくても、単一のソースから限定的な量のデータをQlikView ドキュメントに
フィードすることができます。その後、QlikView Server に接続している複数の
クライアントが分析を実行できます。
注意!アップロードされた情報はRAMのみで保存されるため、ドキュメントのリ
ロードを行うと、ダイナミック更新を使用して追加または更新されたデータは失
われます。
以下の規則は、ダイナミック更新機能で使用できるステートメントとそのコン
ポーネントについて説明したものです。

l statements ::= statement { “;” statement }
l statement ::= insert_statement | update_statement | delete_
statement | begin_transaction_statement | commit_transaction_
statement

l insert_statement ::= "INSERT" "INTO" ("*" | table_name) field_list
"VALUES" value_list {"," value_list} ["KEY" ["AUTO" | (" (" field_list
")")] ["REPLACE" (["WITH" "ONE"] | "EACH") ]]

l update_statement ::= "UPDATE" ("*" | table_name) set_clause {"," |
set_clause} "WHERE" condition ["AUTO" "INSERT"]

l delete_statement ::= "DELETE" "FROM" ("*" | table_name] "WHERE"
condition

l begin_transaction_statement ::= "BEGIN" ("TRANSACTION" |
"TRAN") [trans_name]

l commit_transaction_statement ::= "COMMIT" ["TRANSACTION" |
"TRAN"] [trans_name]

l table_name ::= identifier | quoted_name
l field_list ::= "(" field_name {"," field_name} ")"
l value_list ::= "("value {"," value} ")"
l set_clause ::= "SET" field_name "=" any_valid_non_aggregated_
qlikview_expression

l field_name ::= identifier | quoted string
l value ::= identifier | any_qlikview_number | quoted string
l condition ::= any_valid_non_aggregated_qlikview_expression
l identifier ::= any_qlikview_identifier
l quoted_string ::= "[" [^]]+ "]"

例：
UPDATE AbcTable SET Discount = 123 WHERE AbcField=1
注意!この機能を使用するには、ドキュメントとサーバーの双方でダイナミック更
新を許可しておかなくてはなりません。

注意！
他のアクションのトリガーとなるアクションは、連鎖アクションと呼ばれ、不測の結果を引き起こす可
能性があるためサポートされていません。

注意！
QlikView Serverでドキュメントを操作している場合、一部のマクロトリガーは動作が制限されます。
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マクロトリガーを含むサーバードキュメントを作成する前に、QlikViewリファレンスマニュアルの
QV-Server のQVドキュメントでのマクロの使用のセクションを参照してください。マクロトリガー
を含むサーバードキュメントを作成する前に、QVサーバー上のQVドキュメントでのマクロの使用
(1089ページ)のセクションを参照してください。で

[エクスポートアクションの設定]ダイアログ

[エクスポートアクションの設定]ページ

項目選択

このグループでは、エクスポートで選択される項目を設定します。

項目 項目(207ページ)ボックスでは、有効な項目のリストが表示されます。

出力項目 このボックスでは、エクスポート用に選択した項目が表示されます。複数
値を許可した項目にはアスタリスクが表示されます。

追加 > 項目を出力項目ボックスに追加します。

< 削除 出力項目ボックスから項目を削除します。

上へ 選択した項目を1つ上に移動します。つまり、エクスポートテーブルでは
1つ左に移動します。
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下へ 選択した項目を1つ下に移動します。つまり、エクスポートテーブルでは
1つ右に移動します。

複数値 (*) 出力項目ボックスの項目を選択し、このコントロールをオンにすること
で、項目のエクスポートリストに複数値を追加できます。

エクスポート先

このグループでは、値をファイルにエクスポートするか、クリップボードにエクスポートするかを選択
できます。

ファイル ファイルへエクスポートする場合は、このチェックボックスをオンにし
て、ファイル名を入力します。ファイル名を入力しないと、値はクリップ
ボードにエクスポートされます。ファイル名は、計算式(1053ページ)と
して入力できます。

参照 ファイルのエクスポートダイアログを開きます。このダイアログでは、値
をエクスポートするファイルを参照できます。

クリップボード デフォルト設定です。上のボックスでファイルを指定しないと、値はクリ
ップボードにエクスポートされます。

データを横持ちする このコントロールをオンにすると、エクスポートファイルは、選択した各
項目のすべての絞込値がタブで区切られて1行に表示されます。

ラベルを含める このコントロールをオンにすると、行の最初の位置(データを横持ちするが
設定されている場合)、または最初のレコード(データを縦持ちするが設定
されている場合)に、項目名が含まれます。

データを縦持ちする このコントロールをオンにすると、エクスポートファイルは、選択した各
項目がタブで区切られて1列に表示されます。

既存のファイルに追加
する

このコントロールをオンにすると、エクスポートファイルは、既存のエク
スポートファイル(存在する場合)に追加されます。既存のファイルに追加
する場合、ラベルはエクスポートされません。エクスポートファイルが存
在しない場合、このフラグは意味がありません。

数値書式

プログラムによっては、書式設定付きの数字を適切に処理することが困難な場合があります。QlikView
は、ファイルまたはクリップボードにエクスポートする数値データの数字書式設定に関して3つのオプ
ションを提供します。
新しいエクスポートボタンは、ユーザープロパティ：エクスポートページから初期設定を継承しま
す。ですが設定は、エクスポートボタンごとに個別に設定可能です。

書式あり QlikViewドキュメントのシートオブジェクトに表示されるとおりの数字書
式を保持したまま数値データをエクスポートします。

桁区切りなし 数値データから桁区切りを削除します。
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書式なし データからすべての数字書式設定を削除し、未処理の数値データとしてエ
クスポートします。小数点記号は、システム設定(コントロールパネル)で
定義されたとおりになります。

注意!
QlikView Serverでドキュメントを操作している場合、一部のマクロトリガーは動作が制限されます。
マクロトリガーを含むサーバードキュメントを作成する前に、QlikViewリファレンスマニュアル
の「QVサーバー上のQVドキュメントでのマクロの使用」セクションを参照してください。マクロト
リガーを含むサーバードキュメントを作成する前に、「QVサーバー上のQVドキュメントでのマクロ
の使用(1089ページ)」セクションを参照してください。

39.4 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

39.5 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

39.6 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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40 テキストオブジェクト

テキストオブジェクトは、ラベルなどのようにドキュメントに情報を追加するために使用できます。他
のシートオブジェクトに覆われている領域でも、シート領域であればどこにでも移動して配置できま
す。
テキストオブジェクトを右クリックすると テキストオブジェクト：オブジェクトメニュー(673ペー
ジ)が表示されます。テキストオブジェクトがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニ
ューからもアクセスできます。

40.1 テキストオブジェクト：オブジェクトメニュー

テキストオブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されます。こ
のメニューは、テキストオブジェクトがアクティブな場合に、メインメニューのオブジェクトでも表示
されます。メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ テキストオブジェクトプロパティ：基本設定(675ページ)ダイアログを
開きます。ここから、テキストオブジェクトを定義するパラメータを設定
できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを開き、テキストオブジェクト
の画像を印刷できます。
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PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択されている状態で印刷ダイ
アログを開きます。印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのフ
ァイル名を指定するように要求されます。このコマンドは、PDF プリンタ
がシステムで使用可能な場合のみ使用できます。

Excel 出力 テキストをMicrosoft Excelにエクスポートします。このときExcelが実行
していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティ
ブExcel形式)でエクスポートします。テキストは、新しいExcelワーク
シートの1つのセルに表示されます。この機能が動作するには、コンピ
ュータにMicrosoft Excel 97以降がインストールされている必要がありま
す。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
テキスト
テキストオブジェクトに表示されているテキストをクリップボードにコ
ピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

40.2 テキストオブジェクトプロパティ：基本設定

テキストオブジェクトプロパティ：基本設定ページは、テキストオブジェクトを右クリックし、フ
ロートメニューからプロパティを選択して開く、もしくはテキストオブジェクトがアクティブな場合
はオブジェクトメニューのプロパティを選択して開きます。ここでは、テキスト、その背景、配置な
どを設定できます。

テキストオブジェクトプロパティ：基本設定

前景 ここで、テキストオブジェクトの前景を指定できます。この前景は、通常
はテキスト自体で構成されますが、画像になる場合もあります。
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テキスト
ここに、表示されるテキストを入力します。動的に更新する 計算式(1053
ページ)としてテキストを指定することもできます。
プレゼンテーション
テキストオブジェクト内のテキストは、メモリ内またはディスク上の画像
への参照として解釈される場合があります。テキストを選択すると、テキ
ストオブジェクトの内容は常にテキストとして解釈されて表示されます。
画像を選択すると、QlikViewはテキストの内容を画像への参照として解釈
しようとします。参照は、ディスク上の画像ファイルへのパス(たとえ
ば、C:\Mypic.jpg) またはqvwドキュメント内の画像ファイルへのパス(
たとえば、qmem://<Name>/<Peter>) になります。また、画像情報
(=info(MyField) など)を含む項目にリンクされた info 関数を使用するこ
ともできます。QlikViewがテキストの内容を有効な画像への参照として解
釈できない場合は、テキスト自体が表示されます。
画像がない場合にテキストを隠す
このオプションをオンにすると、画像参照としての解釈に何らかの理由で
失敗した場合、QlikViewはテキストオブジェクトにテキストを表示しませ
ん。この場合、テキストオブジェクトは空白のままです。
水平スクロールバーの表示
このチェックボックスをオンにすると、テキストの内容が横に長すぎて指
定された領域内に表示できない場合に、水平スクロールバーがテキストオ
ブジェクトに追加されます。
垂直スクロールバーの表示
このチェックボックスをオンにすると、テキストの内容が縦に長すぎて指
定された領域内に表示できない場合に、垂直スクロールバーがテキストオ
ブジェクトに追加されます。
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レイアウト このグループでは、テキストオブジェクト領域内にテキストまたは前景画
像を表示する方法を定義します。
水平位置
テキストは、テキストオブジェクト内で水平方向に左揃え、中央揃え、右
揃えすることができます。
垂直位置
テキストは、テキストオブジェクト内で垂直方向に上揃え、中央揃え、下
揃えすることができます。
画像拡大/縮小
この設定は、前景画像をテキストオブジェクト領域に合わせるための
QlikViewの書式設定方法を表します。次の4つの選択肢があります。

縮小/拡大なし
このオプションを選択した場合、画像は、拡大縮小されずにそのままのサ
イズで表示されます。したがって、画像の一部が表示されない場合や、テ
キストオブジェクトの一部が画像で覆われない場合があります。
塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、画像の縦横比の維持を考慮せず
に、テキストオブジェクト領域全体を覆うように拡大されます。
縦横比を固定する
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、テキス
トオブジェクト領域をできるだけ広く覆うように拡大されます。したがっ
て、通常は、画像の左右または上下に画像で覆われない領域ができます。
縦横比を固定して塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、テキス
トオブジェクト領域全体(上下/左右とも)を覆うように拡大されます。し
たがって、通常は、どちらかの方向で画像が切り詰められます。

テキストマージン
この設定では、テキストオブジェクトの外枠とテキスト自体の間の余白を
作成できます。マージンの幅は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル
(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、またはdocunits
(du、docunit) で指定できます。
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背景 背景グループでは、テキストオブジェクトの背景を指定できます。現在の
設定は、右のプレビューパネルに反映されます。
色
テキストを色付きの背景で表示する場合は、このラジオボタンを選択しま
す。色は、ボタンをクリックすると表示される 色の設定(515ページ)ダ
イアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。
画像
画像を背景として表示する場合は、このラジオボタンを選択します。現在
の画像を変更するには、変更ボタンをクリックします。テキスト項目にテ
キストを入力しない場合は、このテキストオブジェクトを使用して、レイ
アウトにシートオブジェクトとして静的画像を表示できます。サポートさ
れる画像タイプには、jpg、png、bmp、gif、およびアニメーションgifが
あります。
透過性
テキストオブジェクトの背景の透過性を設定します。100%の場合、背景
は完全に透明になります。透過性は、背景で色または画像が使用されてい
るかどうかに関係なく適用されます。
画像拡大/縮小
この設定は、背景画像をテキストオブジェクト領域に合わせるための
QlikViewの書式設定方法を表します。オプションの詳細については、上記
画像拡大/縮小を参照してください。
配置
背景は水平位置または垂直位置に配置できます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。
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オブジェクト ID 現在のテキストオブジェクトの一意の IDです。作成時に、各シートオブ
ジェクトには、制御用に 内部マクロインタープリタ(1077ページ)から
一意の IDが割り当てられます。IDは、数値と、オブジェクトのタイプを
定義する文字の組み合わせで構成されます。ドキュメントの最初のテキス
トオブジェクトには、ID TX01が割り当てられます。リンクオブジェクト
は、同じオブジェクト IDを共有します。オブジェクト IDは、ドキュメン
ト内の他のシートオブジェクト、シート、またはブックマークで現在使用
されていない他の文字列に変更できます。

印刷設定  このボタンを押すと印刷設定ダイアログにアクセスし、余白やヘッダー/
フッターの書式を定義できます。印刷設定ダイアログにはレイアウトと
ヘッダー/フッターの2ページがあり、印刷：基本設定(111ページ)ダ
イアログの最後の2ページと同じです。

40.3 アクション

[アクション]ページでは、オブジェクト上でクリックしたときに実行されるアクションを指定できま
す。ページは、ボタンオブジェクトの[アクション]ページと同じです。アクション(661ページ)を参
照してください。

40.4 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

40.5 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

40.6 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。

QlikView 11.20 SR13 679



680 QlikView 11.20 SR13



41 線/矢印オブジェクト

41 線/矢印オブジェクト

線/矢印オブジェクトは、レイアウトに線または矢印を追加するために使用されます。他のシートオブ
ジェクトに覆われている領域でも、シート領域であればどこにでも移動して配置できます。
線/矢印オブジェクトを右クリックすると 線/矢印オブジェクト：[オブジェクト]メニュー(681ペー
ジ)が表示されます。線/矢印オブジェクトがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニ
ューからもアクセスできます。

41.1 線/矢印オブジェクト： [オブジェクト] メニュー

線/矢印オブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されます。こ
のメニューは、線/矢印オブジェクトがアクティブな場合に、メインメニューの [オブジェクト]でも表
示されます。メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ 線/矢印オブジェクトプロパティ：基本設定(682ページ)ダイアログを開
きます。ここから線/矢印オブジェクトを定義する要素を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

41.2 線/矢印オブジェクトプロパティ：基本設定

このページは線/矢印オブジェクトを右クリックする、または線/矢印オブジェクトがアクティブな場合
オブジェクトメニューのプロパティを選択すると開きます。
[方向]グループでは、線/矢印オブジェクトの方向を [水平]、[垂直]、[斜線 (右上)]もしくは [斜線 (
右下)]から選択して設定します。
スタイルグループでは、線/矢印オブジェクトに使用するスタイルを変更できます。
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線/矢印オブジェクトプロパティ：基本設定

線のスタイル 実線、または何種類かある破線/点線の中から選択します。

線の太さ 線の厚さを設定します。値は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル
(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、またはdocunits
(du、docunit) で指定できます。

矢印の種類 方向や種類の違う矢印の選択肢があります。

色グループでは、線/矢印オブジェクトの色を色ボタンをクリックして開く 色の設定(515ページ)ダ
イアログで設定できます。
背景グループでは、線/矢印オブジェクトの背景を定義できます。

色 オブジェクトの背景色を表示する場合は、このオプションを選択します。
色は、ラジオボタンの右にある色のボタンをクリックすると表示される色
の設定ダイアログで、単色としてまたは数式から動的に計算して定義でき
ます。

画像 このオプションを選択すると、画像の挿入ボタンをクリックして画像をイ
ンポートする必要があります。
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透過性 オブジェクトの背景の透過性を設定します。0%の場合、背景は完全に不
透明になります。100%の場合、背景は完全に透明になります。透過性
は、背景で色または画像が使用されているかどうかに関係なく適用されま
す。

オブジェクト ID オブジェクト IDは 内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用され
ます。各シートオブジェクトには一意の IDが適用され、線/矢印オブジェ
クトであればLA01から割り当てられます。リンクされたシートオブジェ
クトは、同じオブジェクト IDを共有します。この IDは後で編集できま
す。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

41.3 アクション

[アクション]ページでは、オブジェクト上でクリックしたときに実行されるアクションを指定できま
す。ページは、ボタンオブジェクトの[アクション]ページと同じです。アクション(661ページ)を参
照してください。

41.4 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

41.5 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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42 スライダー/カレンダオブジェクト

スライダー/カレンダオブジェクトは、QlikViewで項目値を選択するための異なる手段を提供しま
す。QlikView 変数(209ページ)に値を入力するのにも使用できます。名前が示すように、スライダー/
カレンダオブジェクトには、2つの完全に異なるモードが存在します。この2つのモードは、ユーザー
インターフェースなどの外観は異なりますが、内部ではほとんど同じように機能します。
スライダー/カレンダオブジェクトを右クリックすると、スライダー/カレンダオブジェクト：オブジ
ェクトメニュー(685ページ)が表示されます。スライダー/カレンダオブジェクトがアクティブなオブ
ジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできます。

42.1 スライダー/カレンダオブジェクトの使用

スライダーモード

スライダー背景に沿ってスライダーをドラッグすることで、1つの値、2つの値、または値域(オブジェ
クトのプロパティに基づく)が項目で選択されるか、1つまたは2つの変数に挿入されます。スライ
ダーは、矢印スクロールを使用して移動することもできます。スライダーによっては、ナビゲーション
用の目盛および目盛マークが組み込まれている場合があります。スライダーの各部分の説明について
は、以下の図 (690ページ)を参照してください。

カレンダモード

カレンダモードのスライダー/カレンダオブジェクトは、右側にカレンダアイコンを含むドロップダウ
ンボックスとしてレイアウトに表示されます。カレンダアイコンをクリックすると、カレンダコント
ロールが展開されます。矢印ボタンまたは月および年のドロップダウンコントロールを使用して、月お
よび年を移動できます。カレンダコントロールで日付または日付の範囲(オブジェクトのプロパティに
基づく)を選択すると、その選択範囲が基底の項目または変数に適用されます。
オブジェクトが項目に接続されている場合、リストボックスと同じ選択カラーコード(選択値の緑な
ど)を使用して、その項目の選択範囲が展開されたカレンダコントロールに反映されます。オブジェク
トで複数値が設定されている場合は、リストボックスと同様に、複数値をペイントできます。Ctrlキー
を押すことで、別の月または年に表示されている場合でも、複数値の範囲を選択することができます。
選択後にカレンダコントロールを閉じると、ドロップダウンボックスは、基本的にマルチボックスの
項目ドロップダウンとして機能します。

42.2 スライダー/カレンダオブジェクト：オブジェクトメニュー

スライダー/カレンダオブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示
されます。このメニューは、スライダー/カレンダオブジェクトがアクティブな場合に、メインメニ
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ューのオブジェクトでも表示されます。メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ スライダー/カレンダーオブジェクトプロパティダイアログを開くと、ス
ライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：基本設定(687ページ)、ス
ライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：プレゼンテーション(スラ
イダーモード) (690ページ)、スライダー/カレンダオブジェクトプロパ
ティ：プレゼンテーション(カレンダモード) (692ページ)、リストボッ
クスプロパティ：ソート(586ページ)、プロパティ：数値書式(590ペー
ジ)、フォント(592ページ)、レイアウト(593ページ)そして キャプシ
ョン(597ページ)を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。
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リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

42.3 スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：基本設定

スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ： [基本設定]ページは、スライダー/カレンダオブジェ
クトを右クリックし、フロートメニューから [プロパティ]を選択して開きます。ここでは、スライ
ダー/カレンダオブジェクトによって操作されるデータの基本設定を行います。この情報は [スライ
ダー/カレンダオブジェクトの追加]ダイアログからも開けます。
[スタイル]では、スライダー/カレンダオブジェクトの基本モードを選択します。ドロップダウンを使
用して、オブジェクトの表示スタイルを [スライダー]コントロールもしくは [カレンダ]入力コント
ロールから選択します。
[データ]グループでは、スライダー/カレンダオブジェクトの接続先のデータオブジェクトを定義しま
す。スライダー/カレンダオブジェクトは、1つの項目または1つまたは1組の変数のいずれかに接続
できます。
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スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：基本設定

項目 スライダー/カレンダオブジェクトを1つの項目もしくは数式に接続する
場合は、このラジオボタンを選択します。ドロップダウンボックスで項目
を選択します。ドロップダウンで [数式]選択すると、[数式の編集]ダイ
アログが開きます。

編集 ドロップダウンリストで選択した数式を[ [数式の編集]ダイアログ(917
ページ)] ダイアログで開きます。

変数 ラジオボタンを選択し、ドロップダウンリストで、変数を選択します。2
番目の変数は、[モード]で [複数値]を選択した場合にだけ使用できます(
以下を参照してください)。

[モード]グループでは、スライダー/カレンダオブジェクトを使用して、[ひとつの値]または値域- [
複数値]を選択するかどうかを指定します。
[値のモード]グループでは、スライダー/カレンダオブジェクトを使用して、[不連続値] ([複数値]
モードでは無効)を選択するのか、または値域の [連続値] ([項目]データの [ひとつの値]モードでは
無効)を定義するのかを指定します。このグループは、[カレンダ]モードでは使用できません。[カレン
ダ]モードでは、常に不連続値と見なされます。
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最小値 値のモード [連続値]のスライダー/カレンダオブジェクトの最小値を設定
します。

最大値 値のモード [連続値]のスライダー/カレンダオブジェクトの最大値を設定
します。

目盛間隔 値のモード [連続値]のスライダー/カレンダオブジェクト値の目盛間隔を
指定する場合は、このチェックボックスをオンにし、編集ボックスに値を
入力します。

値 1 スライダー/カレンダオブジェクトが [ひとつの値]の場合に、値のモード
[連続値]のスライダーの現在の値を表示します。[複数値]モードでは、小
さい値が表示されます。

値 2 値のモード [連続値]のスライダー/カレンダオブジェクトの現在の大きい
値が表示されます。[複数値]モードにのみ関連します。

ロック項目の上書き このチェックボックスをオンにすると、項目がロックされている場合で
も、スライダー/カレンダオブジェクトからその項目内の選択を行うことが
できます。その項目は、他の項目での選択による論理的な変更に対しては
ロックされます。スライダー/カレンダオブジェクトでは、このオプション
は、デフォルトでオンになっています。

固定範囲 このチェックボックスをオンにすると、スライダーの端をドラッグして、
範囲を広げたり狭めたりできなくなります。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、スライダオブジェクトで
あればSL01から割り当てられます。リンクされたシートオブジェクト
は、同じオブジェクト IDを共有します。この ID番号は後で編集すること
が可能です。

QlikView 11.20 SR13 689



42 スライダー/カレンダオブジェクト

印刷設定 このボタンから [印刷設定]ダイアログにアクセスし、余白やヘッダー/フ
ッターの書式を定義できます。[印刷設定]ダイアログには 印刷：レイア
ウト(112ページ)と 印刷：ヘッダー/フッター(114ページ)の2ページ
があり、[印刷]ダイアログの最後の2ページと同じです。

42.4 スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：プレゼン
テーション (スライダーモード)

スライダーオブジェクトプロパティ、プレゼンテーション

[スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：プレゼンテーション]ページは、[スライダー/カレ
ンダ]オブジェクトを右クリックし、フロートメニューから [プロパティ]を選択して開きます。ここで
は、スライダー/カレンダオブジェクトの視覚プロパティを設定できます。
[色]グループでは、この図にあるように、スライダー/カレンダのさまざまな部分の色を定義できま
す。

[スライダーの背景]と [目盛の背景]の色は、それぞれのボタンをクリックすると表示される[色の設
定(515ページ)] ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。スライダー背景の透
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過性は、ボタンの右側にある[透過性]コントロールを使用して設定できます。0%の場合、背景は完全
に不透明になります。100%の場合、背景は完全に透明になります。
[スライダー]、[矢印スクロール]、[ユニット目盛]の色は、それぞれのボタンをクリックすると表示さ
れる [色の設定]ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。
[スクロールの方向]グループでは、スライダーを [水平]または [垂直]方向に表示できます。
[ラベルの方向]では、目盛のテキストの表示を [水平]または [垂直]方向に決定できます。
[目盛]グループではスライダーの目盛を定義できます。[目盛自動設定を使用する]を選択すると、目
盛は、スライダーのサイズおよび基底の値に基づいて自動的に生成されます。[カスタム設定を使用す
る]では、目盛の数を指定できます。

目盛 スライダーの目盛の数を定義します。

ラベル n 目盛りごと 目盛のラベルテキストの間隔を定義します。

補助目盛 スライダーの目盛間の補助目盛の数を定義します。

スクロールの矢印は、[矢印スクロールの表示]チェックボックスで表示/非表示を切替えられます。
[スライダーのスタイル]は、[固定]または [光彩]に設定できます。

注意！
AJAX/WebViewモードでは、目盛自動設定やラベルの垂直方向関数には制限があります。
可能であれば、目盛設定を定義するために、[カスタム設定を使用する]の使用が推奨されます。
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42.5 スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：プレゼン
テーション (カレンダモード)

カレンダーオブジェクトプロパティ：プレゼンテーション

[スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ：プレゼンテーション]ページは、[スライダー/カレ
ンダ]オブジェクトを右クリックし、フロートメニューから [プロパティ]を選択して開きます。ここで
は、スライダー/カレンダオブジェクトの視覚プロパティを設定できます。
[色]グループでは、カレンダコントロールの背景の色を定義します。[背景色]は、ボタンをクリック
すると表示される [色の設定]ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。カレンダ
コントロールの背景の透過性は、ボタンの右側にある [透過性]コントロールを使用して設定できま
す。0%の場合、背景は完全に不透明になります。100%の場合、背景は完全に透明になります。

42.6 ソート

ソートページでは、スライダーのデータのソート順を設定できます。このダイアログは、[ドキュメン
トプロパティ]の対応するページ(ドキュメントプロパティ：ソート(538ページ)を参照)とほぼ同じ
です。

42.7 数値

数値書式ページでは、スライダーの目盛の数値書式を設定できます。このダイアログは、[ドキュメン
トプロパティ]の対応するページとほぼ同じです(ドキュメントプロパティ：数値書式(541ページ)
を参照)。
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42.8 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

42.9 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

42.10 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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43 ブックマークオブジェクト

ブックマークオブジェクトは、選択用のブックマークを表示するために使用されるシートオブジェクト
です。設定によっては、新しいブックマークを追加したり、古いブックマークを削除するために使用す
ることもできます。ブックマークオブジェクトは、基本的に [ブックマーク]メニュー(66ページ)の
オプションを提供します。
オブジェクトを右クリックすると、ブックマークオブジェクト：[オブジェクト]メニュー(695ペー
ジ)が表示されます。ブックマークオブジェクトがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]
メニューからもアクセスできます。

43.1 並列ステートのブックマークオブジェクト

ブックマークオブジェクトに並列ステートを設定できます。ですが、そのオブジェクトで作成され、呼
び出されたブックマークはすべてのステートに適用されます。ブックマークには特定のステートで処理
される機能はありません。つまり、ブックマークのステート設定は無視されます。

43.2 ブックマークオブジェクト： [オブジェクト] メニュー

ブックマークオブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されま
す。このメニューは、ブックマークオブジェクトがアクティブな場合に、メインメニューの [オブジェ
クト]でも表示されます。メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ ブックマークオブジェクトプロパティ：基本設定(697ページ)ダイアロ
グを開きます。ここから、ブックマークオブジェクトを定義するパラメー
タを設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

ブックマークの追加 ブックマークの追加ダイアログを開き、ブックマーク名を編集できます。

ブックマークの上書き 現在ドキュメントで定義されているブックマークのうち、最近使用した10
個を含むカスケードメニューを開きます。ブックマークの1つを選択する
と、そのブックマークの内容が現在の選択条件の内容と変数値に置き換え
られます。

ブックマークの削除 現在ドキュメントで定義されているブックマークのうち、最近使用した10
個を含むカスケードメニューを開きます。これらのうち1つを選択し、ド
キュメントから削除します。

ブックマークのイン
ポート

保存したブックマーク(.qbm) ファイルを参照して選択すると、ブック
マークのインポート(146ページ)ダイアログが開き、ブックマークをイン
ポートできます。

ブックマークのエクス
ポート

ブックマークのエクスポート(146ページ)ダイアログが開き、選択したブ
ックマークをQlikView bookmark (.qbm) ファイルにエクスポートできま
す。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

43.3 ブックマークオブジェクトプロパティ：基本設定

ブックマークオブジェクトプロパティ：基本設定ページは、ブックマークオブジェクトを右クリック
し、フロートメニューのプロパティコマンドを選択して開きます。ここでは、ブックマークオブジェ
クトの基本要素を設定できます。
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ブックマークオブジェクトプロパティ：基本設定

タイトル ブックマークオブジェクトのキャプションに表示するテキスト。タイトル
は、ラベルのテキストの動的に更新される 計算式(1053ページ)として定
義できます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイア
ログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、ブックマークオブジェク
トであればBM01から割り当てられます。リンクオブジェクトは、同じオ
ブジェクト IDを共有します。この ID番号は後で編集することが可能で
す。
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背景 色
ボタンをクリックすると表示される 色の設定(515ページ)ダイアログ
で、単色またはグラデーションとして定義できます。
透過性
ブックマークオブジェクトの背景の透過性を設定します。0%を指定する
と背景は完全に不透明になり、上の[背景色]で定義した色になりま
す。100%の場合、背景は完全に透明になります。

追加ボタンの表示 チェックボックスをオンにすると、ブックマークオブジェクトに [ブック
マークの追加]ボタンが表示されます。このオプションは、デフォルトで
オンになっています。
テキスト
ここには、ブックマークの追加ボタンに表示するテキストを入力します。
これは、ラベルのテキストの動的に更新される 計算式(1053ページ)とし
て定義することができます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式
の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。テキスト
を入力しない場合、編集ボックスには<初期設定を使用する>と表示さ
れ、ボタンには「ブックマークの追加」のテキストが表示されます。
テキストの色
ブックマークの追加ボタンのテキストの色を設定します。

配置 ここでは、追加ボタンと削除ボタンが両方とも表示される場合の、相互の
位置関係を、水平 (横並び)または垂直 (積み上げ)のどちらかを選択して
設定します。

削除ボタンの表示 チェックボックスをオンにすると、ブックマークオブジェクトに [ブック
マークの削除]ボタンが表示されます。このオプションは、デフォルトで
オフになっています。
テキスト
ここには、ブックマークの削除ボタンに表示するテキストを入力します。
これは、ラベルのテキストの動的に更新される計算ラベル数式として定義
することができます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編
集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。テキストを入
力しない場合、編集ボックスには<初期設定を使用する>と表示され、ボ
タンには「ブックマークの削除」のテキストが表示されます。
テキストの色
ブックマークの削除ボタンのテキストの色を設定します。

マイブックマークの表
示

ブックマークオブジェクトのブックマークリストに個人用ブックマークを
表示するには、このチェックボックスをオンにします。個人用ブックマー
クは、ドキュメントブックマークと個人用ブックマークを分ける仕切りで
区切られて、リストの最後に表示されます。
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ブックマークの説明文
を表示

説明文の編集に入力されたテキストを表示するには、このチェックボック
スをオンにします。

43.4 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

43.5 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

43.6 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。

700 QlikView 11.20 SR13



44 検索オブジェクト

44 検索オブジェクト

検索オブジェクトはドキュメント内にあるあらゆる情報の検索に使用できます。

新しい検索オブジェクトを作成するには、メインメニューからレイアウト - シートオブジェクトの追
加 - 検索オブジェクトを選択する、シート領域を右クリックしてシートオブジェクトの追加 - 検索オ
ブジェクトを選択する、もしくは、ツールバーの検索オブジェクトの追加ボタン(ツールバーが表示さ
れている場合)をクリックします。

検索オブジェクトを右クリックすると 検索オブジェクト：[オブジェクト]メニュー(701ページ)が表
示されます。検索オブジェクトがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもア
クセスできます。

44.1 検索オブジェクト：[オブジェクト] メニュー

検索オブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されます。このメ
ニューは、検索オブジェクトがアクティブな場合に、メインメニューの [オブジェクト]にも表示され
ます。メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ 検索オブジェクトプロパティ：基本設定(703ページ)ダイアログを開き
ます。ここから、検索オブジェクトを定義するパラメータを設定できま
す。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

44.2 検索オブジェクトプロパティ：基本設定

基本設定ページでは検索オプションの設定を行えます。

検索オブジェクトプロパティ：基本設定
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全ての項目 検索オブジェクトでドキュメント内の全ての項目を検索する場合は、この
ラジオボタンをオンにします。

項目のリスト このラジオボタンをオンにし、下の項目に項目をリストして検索する項目
を設定します。セミコロン(;) を項目間の区切り文字として使用します。
項目名にはワイルドカード文字の*および?を使用できます。動的更新に
対応する計算式としてリストを指定することもできます。

選択項目 このラジオボタンをオンにし、検索を行う項目を選択します。

テーブルの項目を表示 このドロップダウンメニュが表示する値すべてのテーブルには、ドキュメ
ントのすべての項目が含まれます。ドロップダウンリストの特定のテーブ
ル名を選択して、項目リストをそのテーブルの項目に制限できます。
最後に、すべてのテーブル (テーブル名表示)を選択できます。これは、そ
れらのテーブル名で限定されたドキュメントのすべての項目を表示しま
す。項目は、属するテーブルごとに1回表示されます。

検索モードの設定 テキスト検索で使用するデフォルトの検索モードを指定します。モードは
常に、検索文字列の一部として*や~を入力することによってその場で変
更できます。次の選択肢を使用できます。
<初期設定を使用する>
ユーザープロパティ(85ページ)で指定されたデフォルトが適用されます
ワイルドカード検索
ワイルドカード検索を容易にするため、カーソルを間に置いた2つのワイ
ルドカードが初期検索文字列として表示されます。
あいまい検索
あいまい検索を意味するチルダ(~) が初期検索文字列として表示されま
す。
標準検索
初期値としての検索文字列は追加されません。ワイルドカードなしに通常
の検索が行われます。
連想検索
連想検索を使用する検索ボックスが開きます。

オブジェクト ID 現在の検索オブジェクトの一意の IDです。作成時に、各シートオブジェ
クトには、制御用にオートメーションから一意の IDが割り当てられま
す。IDは、数値と、オブジェクトのタイプを定義する文字の組み合わせで
構成されます。ドキュメントの最初の検索オブジェクトには、ID SO01が
割り当てられます。リンクされたシートオブジェクトは、同じオブジェク
ト IDを共有します。オブジェクト IDは、ドキュメント内の他のシートオ
ブジェクト、シート、またはブックマークで現在使用されていない他の文
字列に変更できます。
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並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

44.3 検索オブジェクトプロパティ：プレゼンテーション

検索オブジェクトプロパティ：プレゼンテーション

検索結果

除外値を含める このチェックボックスをオンにすると、選択によって除外された値が検索
に含められます。

検索文字列の強調 合致する検索文字列が強調表示されます。

検索結果が指定数を超
えたら折りたたむ

各項目での合致する値を表示する数を制限します。
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映像スタイル

スタイル [角を丸くする]と [角を四角くする]のどちらかを選択します。

反射画像の表示 レイアウトに、検索オブジェクトの反射画像が表示されます。

検索オブジェクトの表
示テキスト

検索文字列を入力する前に検索オブジェクトに表示するテキストを入力し
ます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログ
(917ページ)ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

44.4 検索オブジェクトプロパティ： ソート

検索オブジェクトプロパティ：ソート

項目値のソート順グループでは、検索オブジェクトの項目値のソート順を設定できます。

テキスト 検索結果をアルファベット順にソートします。

検索数 各項目における検索数に応じて検索結果をソートします。

[基本設定] タブの選択
項目リスト順

[基本設定]タブでリストされた項目順に検索結果をソートします。
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44.5 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

44.6 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

44.7 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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45 コンテナ

コンテナオブジェクトは、他のオブジェクトを格納するオブジェクトです。コンテナオブジェクトは、
他のすべてのシートオブジェクトを格納できます。オブジェクトはグループ化され、フォントとレイア
ウト、キャプションの設定を共有します。
コンテナオブジェクトを右クリックすると、コンテナオブジェクト:オブジェクトメニュー(709ペー
ジ)が表示されます。コンテナオブジェクトがアクティブなオブジェクトの場合、オブジェクトメニ
ューからもアクセスできます。

45.1 コンテナオブジェクト: オブジェクトメニュー

オブジェクトメニューは、オブジェクトがアクティブな場合に、オブジェクトメニューとして表示され
ます。オブジェクトを右クリックして、コンテキストメニューとして開くこともできます。
次のコマンドを使用できます。

プロパティ プロパティダイアログを表示します。このコマンドは、次のキーボードシ
ョートカットで呼び出すこともできます：ALT+ENTER。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

クリップボードにコピー このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

45.2 コンテナオブジェクトプロパティ：基本設定

コンテナオブジェクト：基本設定ページは、コンテナオブジェクトを右クリックし、プロパティを選
択すると開きます。プロパティコマンドが淡色表示されている場合は、プロパティの変更を行うために
必要な権限がありません。
必要なプロパティを設定したら、[OK]または [適用]ボタンを使用して実装できます。[OK]ボタンで
はダイアログが閉じますが、[適用]ボタンでは閉じません。
コンテナオブジェクトのタイトルウィンドウには、ウィンドウキャプションに表示される名前を入力
します。タイトルは、ラベルのテキストの動的に更新される 計算式(1053ページ)としても定義できま
す。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集
できます。
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コンテナオブジェクトプロパティ：基本設定

オブジェクト ドキュメント内のオブジェクトのリストです。使用/削除する項目をクリッ
クして選択します。[追加 >]ボタンまたは [< 削除]ボタンを使用して、
目的の列に移動します。

フィルター この設定では、オブジェクトの種類などでオブジェクトのリストにフィル
ターをかけることができます。

表示オブジェクト コンテナオブジェクトに表示されるオブジェクトのリストです。

上へ 選択オブジェクトを1つ上に移動します。

下へ 選択オブジェクトを1つ下に移動します。

オブジェクト ID 現在のコンテナオブジェクトの一意の ID。作成時に、各シートオブジェ
クトには、制御用にオートメーションから一意の IDが割り当てられます。
リンクオブジェクトは、同じオブジェクト IDを共有します。IDは、数値
と、オブジェクトのタイプを定義する文字の組み合わせで構成されます。
ドキュメントの最初のコンテナオブジェクトには、ID CT01が割り当てら
れます。オブジェクト IDは、ドキュメント内の他のシートオブジェク
ト、シート、またはブックマークで現在使用されていない他の文字列に変
更できます。
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並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

選択オブジェクトのラ
ベル

ここには、表示されるオブジェクトの別名を入力できます。動的に更新す
る 計算式(1053ページ)としてラベルを指定することもできます。[...]
ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い
数式を簡単に編集できます。
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45.3 コンテナプロパティ：プレゼンテーション

コンテナプロパティ;[ひとつのオブジェクト]モードのプレゼンテーション

ここでは、コンテナオブジェクトの外観に関するプロパティを設定できます。

コンテナの種類 ドロップダウンリストにあるコンテナの種類を選択します。
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スタイル ここでは、コンテナ内の異なるオブジェクトを表示する方法を設定しま
す。[シングルオブジェクト]モードでのみ有効です。
見出しタブ位置：上
コンテナ内のすべてのオブジェクトは、コンテナの最上部にタブ表示され
ます。
見出しタブ位置：左
コンテナ内のすべてのオブジェクトは、コンテナの左端にタブ表示されま
す。
見出しタブ位置：右
コンテナ内のすべてのオブジェクトは、コンテナの右端にタブ表示されま
す。
見出しタブ位置：下
コンテナ内のすべてのオブジェクトは、コンテナの最下部にタブ表示され
ます。
ドロップダウン見出し：上
コンテナ内のすべてのオブジェクトは、コンテナの最上部にドロップダウ
ンメニュー表示されます。

チャートの種類をアイ
コンで表示する

この設定を有効にすると、タブに異なるオブジェクトを示すアイコンが表
示されます。シングルオブジェクトモードでのみ有効です。

タブの色 タブの色を指定します。色は、ボタンをクリックすると表示される色の設
定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できます。シング
ルオブジェクトモードでのみ有効です。

列 列の数を選択します。[グリッド]モードでのみ有効です。

行 行の数を選択します。[グリッド]モードでのみ有効です。

段落後の行間 行間のサイズを選択します。[グリッド]モードでのみ有効です。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

45.4 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

45.5 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。
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45.6 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。

716 QlikView 11.20 SR13



46 カスタムオブジェクト

46 カスタムオブジェクト

カスタムオブジェクトは、カスタム定義されたOCX代替コントロールを保持することを目的とした
シートオブジェクトです。
カスタムオブジェクト：[オブジェクト]メニュー(717ページ)は、カスタムオブジェクトがアクティ
ブな場合、オブジェクトメニューからアクセスできます。
代替コントロールは、QlikTech、ユーザー自身、またはサードパーティベンダーによってプログラムさ
れ、QlikView代替OCXコントロールの仕様に準拠するウィンドウなしのOCXコントロールで
す。OCXコントロールは、基底のカスタムオブジェクトで輪郭が囲まれた四角形でシート上に描画さ
れます。OCXコントロールとQlikViewドキュメント間の通信は、内部マクロインタープリタ(1077
ページ)によって保持されます。
QlikViewインストールには、OCX代替コントロールのサンプルがいくつか収められています。これら
は「現状のまま」、完全なVBソースコードとして提供されています。そのまま使用することも、必要
に応じてソースコードを変更することもできます。これらのサンプルコントロールについては、弊社は
サポートを提供していません。

46.1 カスタムオブジェクト： [オブジェクト] メニュー

カスタムオブジェクト上でマウスの右ボタンをクリックすると、フロートメニューが表示されます。こ
のメニューは、カスタムオブジェクトがアクティブな場合に、メインメニューのオブジェクトでも表
示されます。メニューには以下のコマンドがあります。

OCX のプロパティ 使用されているOCX代替コントロールの [プロパティ]ダイアログを開き
ます。このダイアログは、OCX代替コントロールとともに提供されている
ため無い場合があります。

プロパティ カスタムオブジェクトプロパティ：基本設定(719ページ)ダイアログを
開きます。
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配置 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

クリップボードにコ
ピー

このメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコピーオプシ
ョンが含まれています。
画像
カスタムオブジェクトのビットマップ画像をクリップボードにコピーしま
す。画像がシートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外す
るかは、ユーザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に
従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

46.2 カスタムオブジェクトプロパティ：基本設定

カスタムオブジェクトプロパティ：基本設定ページは、カスタムオブジェクトを右クリックし、フ
ロートメニューのプロパティコマンドを選択して開きます。このページでは、カスタムオブジェクト
のタイトルと設定を行うことができます。

カスタムオブジェクトプロパティ：基本設定

現在選択している
OCX

現在選択されているOCXの代替の名前です。
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オブジェクト ID これは、内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用されます。各
シートオブジェクトには一意の IDが適用され、カスタムオブジェクトで
あればCO01から割り当てられます。リンクオブジェクトは、同じオブジ
ェクト IDを共有します。この ID番号は後で編集することが可能です。

OCX の選択 このボタンをクリックすると、[オブジェクトの挿入]ダイアログが開
き、OCX代替コントロールを選択または変更できます。

OCX プロパティ 使用されているOCX代替コントロールの [プロパティ]ダイアログを開き
ます。このダイアログは、OCX代替コントロールのプロバイダによってプ
ログラムされており、プロバイダごとに外観や機能が異なります。また、
一部の代替コントロールでは使用できません。

並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

46.3 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

46.4 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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47 サーバーオブジェクトパネル

サーバーオブジェクトパネルでは、エンドユーザーは自分のサーバーシートオブジェクトの管理や、
他のユーザーの共有オブジェクトへのアクセスが簡単にできます。

[サーバーオブジェクト]パネル

47.1 パネルの設定

サーバーオブジェクトパネルは、表示メニューのサーバーオブジェクトコマンドを使用するか、F2
キーを押して、表示/非表示を切り替えることができます。パネルは、QlikViewアプリケーションウィ
ンドウの任意の側面(上下左右の側面)に移動し、ドッキングできます。また、QlikViewのウィンドウ
の隣に移動可能な浮動ウィンドウとして開いておくこともできます。
サーバーオブジェクトパネルは、ローカルドキュメント(サーバーベースでない)の操作中も開いた
ままにできますが、機能は働きません。
サーバーオブジェクトパネルには2つの領域があります。[マイオブジェクト]領域には、アクティブ
なサーバードキュメントのユーザー自身の個人用サーバーオブジェクトがリストされます。[共有オブ
ジェクト]領域には、現在のサーバードキュメントにリンクされているすべての共有シートオブジェク
ト(ユーザー自身の共有オブジェクトも含む)がリストされます。
QlikViewアプリケーションウィンドウでオブジェクトを非表示にするには、オブジェクトを右クリッ
クして削除を選択します。レイアウトにオブジェクトを再度表示するには、サーバーオブジェクトパ
ネルからオブジェクトをドラッグします。
オブジェクトにカーソルを合わせると、オブジェクト名、オブジェクトの種類、所有者、最終更新日な
どの情報がポップアップに表示されます。
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47.2 共有オブジェクト

ここには、共有オブジェクトが表示されます。共有オブジェクトは、[種類]、[所有者]、[日付]に基づ
いて異なる方法でグループ化できます。共有オブジェクトの隣の矢印をクリックすると、グループ化を
変更できます。リストは、展開して各オブジェクトについてさらに多くの情報を表示することも、折り
たたんで場所を節約することもできます。オブジェクトの隣の矢印をクリックすると展開し、もう一度
クリックすると折りたたまれます。
レイアウトに表示されているオブジェクトは、[マイオブジェクト]領域と [共有オブジェクト]領域で
チェックマークが付けられます。
他のユーザーの共有オブジェクトを使用するには、そのオブジェクトをアプリケーションウィンドウに
ドラッグします。

47.3 オブジェクトの追加と共有

新しいサーバーシートオブジェクトを作成すると、自動的に [マイオブジェクト]リストに追加されま
す。
自分のサーバーオブジェクトを他のユーザーと共有するには、マイオブジェクト領域からオブジェク
トを右クリックし、共有するまたはファイルの共有を選択します。これは、[共有]ダイアログを開き
ます。

共有
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[サーバーオブジェクトパネル]の [共有]ダイアログ

このダイアログでは、オブジェクトの共有方法を設定できます。オブジェクトを共有するには、ファイ
ルの共有のドロップダウンメニューからオプションを1つ選択します。

共有しない オブジェクトはどのユーザーとも共有されません。

共有する オブジェクトはすべてのユーザーに共有されます。

ユーザーを指定して共
有する

オブジェクトは下にリストされるユーザーに共有されます。

オブジェクトは、[共有オブジェクト]領域に表示されますが、[マイオブジェクト]領域にも引き続き
表示され、共有状態であることを示す小さい手のマークが付けられます。
いったん共有したオブジェクトの共有を解除するには、マイオブジェクト領域からオブジェクトを右ク
リックし、共有しないまたはファイルの共有を選択して共有ダイアログを開き、ファイルの共有ドロ
ップダウンで共有しないを選択します。オブジェクトが [共有オブジェクト]リストから消え、他の
ユーザーは使用できなくなります。ただし、他のユーザーのアクティブなセッションには表示されたま
まになります。
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48 レイアウトテーマ

48.1 QlikViewのレイアウトテーマについて

テーマの基本

QlikViewのレイアウトテーマは、QlikViewのレイアウト全体またはその一部に適用できる書式設定プ
ロパティのセットです。テーマファイルは、XMLでコーディングされ、通常、アクティブなユーザーの
Windows のApplication Data フォルダにある特別なQlikViewテーマフォルダに格納されます。
テーマを使用すると、QlikViewのレイアウトを見栄えのする一貫性のあるものするために必要な時間と
労力を大幅に削減できます。また、社内で特定のグラフィカルなデザインが使用されるようにすること
もできます。

テーマトポロジ

QlikViewのテーマファイルは、レイアウトオブジェクト(ドキュメント、シート、すべての種類のシー
トオブジェクト)の種類ごとの個別のセクションで構成されています。各セクションには、オブジェク
トの種類固有のプロパティ用、枠線/キャプションのプロパティ用、および印刷設定プロパティ用(印刷
可能なオブジェクトの種類のみ)の3つのサブセクションがあります。各セクションおよびサブセクシ
ョンは、テーマ作成ウィザード(727ページ)を使用して個別に作成または置換でき、テーマファイル
内の他のセクションが影響を受けることはありません。
テーマセクションは次のようにして作成します。
1. 特定のオブジェクトに書式を設定します。

2. テーマ作成ウィザード (727ページ)を使用して、そのオブジェクトから選択したプロパティを抽出し、
テーマファイルに挿入します。

汎用テーマ

汎用テーマとは、さまざまなオブジェクトの種類のすべてに対してセクションが定義されているテーマ
です。このようなテーマはQlikViewインストールパッケージで数多く提供されています。
汎用テーマを自分で作成する場合は、次の手順を実行します。
1. [ドキュメント プロパティ]を設定します。

2. シートの [シート プロパティ]を設定します。

3. 必要に応じて各種のシートオブジェクトを作成して設定します。キャプション/枠線のプロパティは、通
常、標準でキャプションを使用するシートオブジェクトの種類 (リストボックス、チャートなど)と、標
準ではキャプションを使用しないシートオブジェクトの種類 (テキストオブジェクト、ボタンなど)に対
してそれぞれ一度設定するだけで済みます。

4. テーマ作成ウィザードを実行して新しいテーマを作成し、前述した設定済みエンティティの最初のエンテ
ィティからプロパティを挿入します (順序は関係ありません)。

5. 前述した設定済みエンティティの残りのエンティティごとに一度テーマ作成ウィザードを繰り返し実行
します。
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限定目的テーマ

特定の使用目的でテーマを作成することができます。使用目的によっては、使用可能なテーマセクショ
ンおよびサブセクションの小さなサブセットを定義するだけでよい場合があります。たとえば、チャー
トオブジェクトを特定のサイズとシート上の位置に設定するだけのテーマを定義できます。それには、
チャートに対してのみ、キャプション/枠線グループの1つのプロパティを持つテーマ、つまりサブセク
ションが1つだけあるテーマを定義します。

48.2 レイアウトでのテーマの適用

QlikViewのレイアウトテーマは、任意の時点で手動で適用することも、新しいレイアウトオブジェク
トが作成されるたびに自動的に適用することもできます。テーマは以下のものに適用できます。

l 個々のシートオブジェクト

l シートオブジェクトグループ

l シート

l ドキュメント全体

個々のオブジェクトへのテーマの適用

次の手順を実行します。
1. シートオブジェクトをクリックしてアクティブにします。

2. コンテキストメニューからシートオブジェクトの [プロパティ]ダイアログを開きます。

3. [レイアウト]ページに移動します。
4. [テーマの適用]ボタンをクリックします。
5. 開かれたブラウザダイアログでテーマを選択します。

6. [OK]をクリックします

選択したシートオブジェクトに適用できるテーマ内のすべてのプロパティが適用されます。シートオブ
ジェクトのグループにテーマを適用するには、はじめにすべてのシートをアクティブにする必要があり
ます。これを行うには、Shift を押しながらクリックするか、選択項目を三角で囲みます(左マウスボタ
ンを押しながら三角を描き、三角形内にあるすべてのオブジェクトを選択します)。

シートへのテーマの適用

次の手順を実行します。
1. シートのタブをクリックしてシートをアクティブにします。

2. [設定]メニューから [シート プロパティ]ダイアログを開きます。

3. 基本設定ページに移動します。

4. [テーマの適用]ボタンをクリックします。
5. 開かれたブラウザダイアログでテーマを選択します。

6. [OK]をクリックします。

選択したシートに適用できるテーマ内のすべてのプロパティが適用されます。また、テーマは、シート
上のすべてのシートオブジェクトにも適用されます。
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ドキュメント全体へのテーマの適用

次の手順を実行します。
1. ドキュメントを開くか、アクティブにします。

2. [設定]メニューから [ドキュメント プロパティ]ダイアログを開きます。

3. [レイアウト]ページに移動します。
4. [テーマの適用]ボタンをクリックします。
5. 開かれたブラウザダイアログでテーマを選択します。

6. [OK]をクリックします。

ドキュメントに適用できるテーマ内のすべてのプロパティが適用されます。また、テーマは、ドキュメ
ント内のすべてのシートとシートオブジェクトにも適用されます。

48.3 テーマ作成ウィザード

Step 1 - テーマ ファイルの選択 727ペー
ジ

Step 2 - ソース選択 728ペー
ジ

Step 3 - 個別のプロパティの選択 729ペー
ジ

Step 4 - テーマへプロパティの挿入 729ペー
ジ

Step 5 - テーマの保存 730ペー
ジ

テーマ作成ウィザードを開始するには、テーマ作成ウィザードコマンドをツールメニューから選択し
ます。
初めて起動すると、ウィザードの目的と基本的な手順の概要を示すスタートページが表示されます。最
初のページを次回からスキップする場合は、次回からこの画面を表示しないチェックボックスをオンに
します。次へボタンをクリックして進みます。

Step 1 -テーマファイルの選択

新しいテーマを1から作成する、既存のテーマに基づいて新しいテーマを作成する、既存のテーマを変
更する、のいずれかを選択します。
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テーマの新規作成 新しいテーマを作成する場合は、このオプションを選択します。
テンプレート
新しいテーマを既存のテーマに基づいて作成する場合は、このドロップダ
ウンで基本のテーマを選択します。ドロップダウンには、デフォルトの
QlikViewテーマフォルダにあるすべての既存のテーマがリストされます。
リストの最後には、参照オプションがあり、他の場所にあるテーマファイ
ルを参照できます。

既存テーマの編集 既存のテーマを変更する場合は、このオプションを選択します。ドロップ
ダウンでテーマを選択します。ドロップダウンには、デフォルトの
QlikViewテーマフォルダにあるすべての既存のテーマがリストされます。
リストの最後には、参照オプションがあり、他の場所にあるテーマファイ
ルを参照できます。

次へボタンをクリックして進みます。新しいテーマを作成する場合、名前を付けて保存ダイアログが表
示されます。

Step 2 -ソース選択

テーマを作成する際は、既存のオブジェクトから書式設定プロパティのグループを1つまたは複数取得
します。ソースオブジェクトには、任意のシートオブジェクト、シート、またはドキュメントそのもの
を指定できます。

ソース ドロップダウンのリストからソースオブジェクトを選択します。ドロップ
ダウンリストには、ドキュメント内の使用可能なすべてのオブジェクトの
リストが含まれます。アクティブなオブジェクトがあらかじめ選択されて
います。
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プロパティのグループ レイアウトオブジェクトから抽出してテーマに挿入できる書式設定プロパ
ティは、3つの主要グループに分かれています。以下の3つのチェックボ
ックスの1つまたは複数をオンにして、ソースオブジェクトからテーマに
抽出するグループを選択します。
オブジェクトの種類別
オブジェクトの種類に固有のプロパティをソースオブジェクトから抽出し
てテーマに含める場合は、このチェックボックスをオンにします。オブジ
ェクトの種類に固有のプロパティとは、特定のオブジェクトの種類(チャー
トなど)にのみ存在するプロパティです。この種類のプロパティは、ソース
オブジェクトの種類と同じ種類のオブジェクトにのみコピーできます。
キャプションと枠線
キャプションと枠線のプロパティをソースオブジェクトから抽出してテー
マに含める場合は、このチェックボックスをオンにします。この種類のプ
ロパティは、ソースオブジェクトの種類以外の種類のオブジェクトにコ
ピーできます。
印刷設定
印刷設定プロパティをソースオブジェクトから抽出してテーマに含める場
合は、このチェックボックスをオンにします。この種類のプロパティは、
ソースオブジェクトの種類以外の種類のオブジェクトにコピーできます。
ウィザードの次の手順では、上記で選択したグループごとに、特定のプロ
パティをテーマに含めるか、テーマから除外するかを選択できます。

次へボタンをクリックして進みます。

Step 3 -個別のプロパティの選択

Step 3では、ソースオブジェクトから抽出してテーマに含めるプロパティをさらに細かく選択します。
ウィザードのこの手順は、Step 2で選択した3つの主要プロパティグループのそれぞれについて、繰
り返し実行します。
リストの各項目は、テーマに含める、またはテーマから除外することができる1つのプロパティまたは
プロパティグループを示します。含める項目にチェックマークを付けます。
既存のテーマを変更している場合、この手順を開始したときにマークが付けられている項目は、現在
テーマに含まれている項目です。選択の変更によって、テーマの設定はすべて上書きされます。
新しいテーマを最初から作成している場合、この手順を開始したときにマークが付けられている項目
は、通常、汎用テーマに含めるのに適した項目です。
次へボタンをクリックして進みます。

Step 4 -テーマへプロパティの挿入

ウィザードの4番目の手順では、テーマのどのセクションまたはサブセクションを抽出されたオブジェ
クトのプロパティと共にテーマに書き出すかを決定します。チェックボックスがある列が3つあり、そ
れぞれのチェックボックスはテーマの1つのサブセクションを表します。ウィザードのStep 2と3の
選択に基づいて、一部のチェックボックスだけが選択でき、残りは淡色表示されます。
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これらの緑色の枠で囲まれたチェックボックスは、現在テーマで定義されているサブセクションである
ことを示します(既存のテーマを変更する場合のみ適用されます)。
チェックボックスがある列は、Step 2の3つのチェックボックスに対応しています。Step 2で対応す
るチェックボックスをオンにし、その後Step 3で該当する選択を行った場合のみ列内のチェックボッ
クスを選択できます。
オブジェクトの種類に固有のサブセクションは、Step 2でその種類のソースオブジェクトを選択した場
合のみ選択できます。キャプション/枠線の設定と印刷設定は、オブジェクトの種類すべてで設定できま
す。
次へボタンをクリックして進みます。

Step 5 -テーマの保存

テーマを新規のドキュメントやオブジェクトのデフォルトとして保存する場合、次の2つのオプション
を選択できます。

このドキュメントの
テーマとして設定する

テーマを現在のドキュメント内のデフォルトのテーマとして使用する場合
は、このチェックボックスをオンにします。テーマは、ドキュメント内に
新しく作成されるすべてのシートおよびシートオブジェクトに適用されま
す。選択したテーマを使用するためには、選択したテーマが常にディスク
からアクセスできる必要があります。使用するテーマが、QlikViewドキュ
メントで発生する可能性のあるすべてのタイプのオブジェクトに対して定
義されていることも重要です。標準のテーマは、いつでもドキュメントプ
ロパティ：プレゼンテーションページから設定できます。

新規ドキュメントに
テーマとして設定する

テーマを新規ドキュメントのデフォルトのテーマとして使用する場合は、
このチェックボックスをオンにします。テーマは、新規に作成されるドキ
ュメントのデフォルトのテーマとして設定されます。選択したテーマを使
用するためには、選択したテーマが常にディスクからアクセスできる必要
があります。使用するテーマが、QlikViewドキュメントで発生する可能性
のあるすべてのタイプのオブジェクトに対して定義されていることも重要
です。新規ドキュメントのデフォルトのテーマは、[ユーザープロパティ]
ダイアログの [デザイン]ページからいつでも設定できます。

[終了]をクリックしてテーマを保存しレイアウトに戻ります。
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チャートとテーブルは、数値を簡潔に表示できるシートオブジェクトです。たとえば、年、月、口座番
号などのさまざまな項目に配置された金額の合計を表示できます。
チャートやテーブルは、1つの項目のさまざまな値のレコード数か、1つの計算値(1つの項目の絞込値
の合計など)を表示するように設定できます。どちらの場合でも、特定の項目をX軸として選択する必
要があります。つまり、この項目を使用して、円グラフのスライス、棒グラフのさまざまな棒、および
ピボットテーブルの行にそれぞれラベルを付けることができます。

用意されているさまざまなチャートの種類

選択できるチャートの種類は、棒グラフ、円グラフ、コンボチャート、散布図、折れ線グラフ、レー
ダーチャート、グリッドチャート、ゲージチャート、ブロックチャート、ファネルチャート、ピボッ
トテーブル、ストレートテーブル、およびメッコチャートです。

棒グラフ 円グラフ

コンボチャート 散布図

折れ線グラフ レーダーチャート
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グリッドチャート ゲージチャート

ブロックチャート ファネルチャート

ピボットテーブル ストレートテーブル

メッコチャート

QlikViewチャートは、主要な2つのカテゴリに分類できます。1つ目のグラフチャートは、棒、折れ
線、コンボ、円、散布図、レーダー、グリッド、ブロック、メッコおよびゲージチャートで構成されま
す。2つ目のカテゴリのテーブルチャートは、ストレートテーブルとピボットテーブルで構成されま
す。これらのチャートの種類は、列と行のセルを含むテーブルとして描画されます。テーブルボックス
は、多くの点でテーブルチャートに似ていますが、チャートではなく、シートオブジェクトの別の種類
であることに注意してください。

グラフチャート

以下の棒グラフには、QlikViewグラフチャートの一般的なコンポーネントのいくつかを示します。
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多くの場合、さまざまなコンポーネントの位置は、ユーザーが変更できます。詳細については、チャー
トコンポーネントのサイズ変更と移動(736ページ)を参照してください。

テーブルチャート

上のピボットテーブルには、QlikViewテーブルチャートの一般的なコンポーネントのいくつかを示し
ます。

49.1 チャートの追加

チャートを新規作成するには、ツールバーのチャートの追加ボタンをクリックする、シートの領域を右
クリックし、シートのオブジェクトメニューから [シートオブジェクトの追加] - [チャート]を選択す
る、または、レイアウトメニューから [シートオブジェクトの追加] - [チャート]を選択します。チ
ャートプロパティのページが順番に開きます。

734 QlikView 11.20 SR13



49 はじめに

最初に表示されるページでは、名前とグラフの種類、タイトル(オプション)を設定します。 [次へ]ボ
タンをクリックすると2番目のページが表示されます。十分な情報が入力されると、 [次へ]もしくは [
完了]ボタンが有効になり、次のページへ順番に進む、もしくは完了させることができます。
一度チャートがシート上に表示されると、右クリックしてプロパティを選択する、もしくは(キャプシ
ョンの部分をクリックして)アクティブにしてオブジェクトメニューのプロパティを選択して、修正
することができます。

49.2 チャートとテーブル内での選択

チャートやテーブルでの選択の手順は、できる限り直感的に行えるように設計されています。多くの場
合、チャートのプロットエリアで個々の値(棒など)をクリックしたり、大きな範囲をペイントしたり
して、直接選択できることがわかります。
チャートで直接選択を行えない場合は、チャートが分離モード、もしくは読み取り専用モードに設定
されている可能性があります(チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を参照)。

棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、グリッドチャート、
および散布図での選択

プロットエリア内で1つのデータ点をクリックするか、複数のデータ点をペイントすると選択できま
す。ペイント中は、選択範囲がマウスボタンを放すまで緑色に表示されます。選択したデータ点の計算
に使用される軸の値が選択されます。
チャートの凡例内(凡例が軸の値でなくチャートの数式を示している場合を除く)をクリックするかペイ
ントすると選択できます。
軸とそのラベル(散布図を除く)をクリックするかペイントすると選択できます。対応する項目値が選択
されます。
数式の軸とそのラベルをペイントすると選択できます。指定された結果領域でデータ点を生成する項目
値が選択されます。

注意！
複数軸を表示する折れ線グラフと棒グラフ (コンボチャートではありません)で直接行われた選択は、
最初に1つの軸に適用されます。折れ線グラフの選択は、最初に第2軸に適用されますので、ある線を
ペイントするとx軸のすべての軸値で線全体が選択されます。棒グラフでは逆に、最初に第1軸に選択
が適用されます。

円グラフでの選択

プロットエリア内で1つのスライスをクリックするか、複数のスライスをペイントすると選択できま
す。ペイント中は、選択範囲がマウスボタンを放すまで緑色に表示されます。選択したデータ点の計算
に使用される軸の値が選択されます。
チャートの凡例をクリックするかペイントすると選択できます。

ブロックチャートでの選択

プロットエリア内で1つのブロックをクリックするか、複数のブロックをペイントすると選択できま
す。クリックすると選択はドリルダウン機能で行われますので、最初のクリックは、第1軸の1つの値
を選択します。2度目 (選択内)のクリックは、第2軸の1つの値を選択します。
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ペイント中は、選択範囲がマウスボタンを放すまで緑色に表示されます。選択したデータ点の計算に使
用される軸の値が選択されます。第1軸のいくつかの値の範囲を超えてペイントすると、選択によって
ペイントされたものだけではなく、これらの値に属している第2軸と第3軸のすべての値が選択されま
す。

ゲージチャートでの選択

ゲージチャートでは選択できません。

ストレートテーブルでの選択

1つのセルをクリックするか、複数のセルをペイントすると軸の列内で選択できます。選択した領域
は、マウスボタンを放すまで緑色で表示されます。
1つのセル内をクリックすると、数式の列内で選択できます。選択した数式のセルの計算に使用される
軸の値が選択されます。

ピボットテーブルでの選択

1つのセルをクリックすると、軸の列/行内で選択できます。選択したセルは、マウスボタンを放すまで
緑色で表示されます。
1つのセル内をクリックすると、数式の列/行内で選択できます。選択した数式のセルの計算に使用され
る軸の値が選択されます。

テーブルボックスでの選択

任意のセルをクリックするか、1行以上かつ1列以上で構成される領域をペイントすると選択できま
す。選択した領域は、マウスボタンを放すまで緑色で表示されます。

49.3 チャートの種類のクイック切り替え

[チャートプロパティ：基本設定]ページで [クイック切替]オプションを選択すると、ユーザーは [チ
ャートプロパティ]ダイアログを介さずにチャートの種類を変更できます。
次に使用可能なチャートの種類(クイック切り替えのために選択した [表示する種類])
を示すアイコンがチャートに表示されます。アイコンを左クリックすると、指定した種
類にチャートが変更されます。アイコンを右クリックすると、選択したすべての種類を
含むドロップダウンメニューが表示されます。
アプリケーションのデザイナーは、クイック切り替えアイコンの [アイコンの表示位置
の指定]を選択できます。[キャプション]を選択すると、キャプションが表示されてい
る場合は、アイコンがチャートのキャプションに表示されます。[チャート]を選択する
と、チャートがピボットテーブルやストレートテーブルでない場合は、アイコンがチ
ャート内に表示されます。表示位置の指定が有効でない場合、QlikViewは他のオプショ
ンを使用しようとします。キャプションを含まないテーブルチャートでは、アイコンは表示されませ
ん。

49.4 チャートコンポーネントのサイズ変更と移動

個々のチャートコンポーネントの多くを必要に応じてサイズ変更または移動できます。
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チャートがアクティブなときにShift キーとCtrlキーを押し続けると、チャートレイアウトの編集モー
ドに切り替わります。編集モードでは、赤色の細い枠線の四角形がチャートのコンポーネントの周囲に
表示され、サイズの変更や移動を行うことができます。マウスをドラッグアンドドロップして、コン
ポーネントを任意に移動します。
次のコンポーネントを編集できます。
チャートのタイトルとチャートの凡例は、移動とサイズ変更の両方を行うことができます。それら
は、チャートの上下左右の枠線にドッキングしたり、チャート内の任意の場所にフロート配置すること
もできます。
自由に移動できるチャートのテキストは、チャート内の任意の場所に配置できます。輪郭の長方形は長
いテキストや複数行のテキストに合わせてサイズを変更できます。
チャートの軸とそのラベルで占められる領域は、サイズ変更できます。
数式のサイクリックアイコンとチャートのクイック切り替えアイコンは、チャート内の任意の場所に
フロート配置できます。
プロットエリア自体は編集モードでサイズ変更したり、移動することができませんが、ドッキングした
凡例およびタイトルと軸の間の残りのスペースに描画されます。

49.5 チャートプロパティ

ツールバーの [チャートの追加]ボタンをクリックすると、[チャートプロパティ]ダイアログが開きま
す。ここでは、チャートの種類、軸、タイトルなどチャートのプロパティを設定できます。
チャートを作成すると、いつでもそのプロパティを変更できます。[チャートプロパティ]ダイアログ
を開くには、チャートの [オブジェクト]メニューから [プロパティ]を選択します。プロパティコマン
ドが淡色表示されている場合は、プロパティの変更を行うために必要な権限がありません(シートプロ
パティ：セキュリティ(562ページ)を参照)。
チャートプロパティダイアログのさまざまなプロパティページにある設定は、最初のページ(基本設定
ページ)で選択したチャートの種類によって異なります。[チャートプロパティ]ダイアログのさまざま
なページ(以下で説明する [基本設定]ページを除く)については、それぞれのチャートの章を参照して
ください。
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49.6 チャートプロパティ：基本設定

チャートプロパティ：基本設定

基本設定ページでは、タイトルやチャートの種類と言った属性を変更できます。これは、クイックチ
ャートウィザードまたはチャートプロパティダイアログの最初のページです。

ウィンドウタイトル ウィンドウヘッダーに表示されるタイトル。値は、計算式として入力でき
ます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917ペー
ジ)ダイアログが開かれます。

チャートにタイトルを
表示する

デフォルトでは、定義する最初の数式のラベルがチャートタイトルとして
設定されます。チャートタイトルを表示しない場合は、チェックボックス
をオフにします。元のタイトルを表示するには、チェックボックスをオン
にするだけです。値は、計算式として入力できます。[...]ボタンをクリッ
クすると、 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイアログが開かれま
す。ピボットテーブルやストレートテーブルでは、チャートタイトルは
表示されません。

タイトル設定 タイトル設定ボタンをクリックして、チャートタイトルに詳細設定を定
義します。

印刷設定 印刷設定ボタンをクリックすると印刷設定ダイアログが開き、余白やヘッ
ダー/フッターを定義できます。印刷設定ダイアログは、印刷：レイアウ
ト(112ページ)と 印刷：ヘッダー/フッター(114ページ)の2ページで
構成されます。
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並列ステート ドロップダウンの選択肢の中から種類をひとつ選択します。次の並列ス
テートはいつでも使用できます。
継承済み
シートとシートオブジェクトは、QlikView開発者が無効にしない限り、常
に継承済みステートにあります。この設定はひとつ上のレベルにあるオブ
ジェクトから継承され、これを選択するとシート内のチャートにはシート
と同様の設定が適用されます。
初期ステート
QlikViewで最も使用されるステートで$で表現されます。QlikViewドキ
ュメントは常に初期ステートにあります。

オブジェクト ID オブジェクト IDは 内部マクロインタープリタ(1077ページ)で使用され
ます。各シートオブジェクトには一意の IDが適用され、チャートには
CH01から割り当てられます。リンクオブジェクトは、同じオブジェクト
IDを共有します。この ID番号は後で編集することが可能です。

分離設定 有効にするとチャートは分離されます。これにより、選択されても動的に
更新されなくなります。

読み取り専用 有効にするとチャートは読み取り専用になります。これにより、チャート
内でマウスを使用してクリックまたはペイントしても選択できなくなりま
す。

演算実行条件 このテキストボックスに数式を入力して、チャートが表示されるために満
たす必要がある条件を設定します。条件が満たされない場合は、「演算実
行条件が満たされていません」というテキストがチャートに表示されま
す。値は、計算式として入力できます。[...]ボタンをクリックすると、 [
数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイアログが開かれます。

チャートの種類 チャートの種類グループでは、チャートの基本レイアウトを選択します。
各チャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してく
ださい。

クイック切替 このグループでは、チャート内のアイコンを有効にして、チャートプロパ
ティダイアログを使用せずにチャートの種類を変更できます。
表示する種類
このリストでは、ドロップダウンに表示するチャートの種類を選択しま
す。クイック切替を有効にするために、2つ以上の種類を選択する必要が
あります。
アイコンの表示位置の指定
グラフィカルチャートでは、クイック切替アイコンをチャート内部とシー
トオブジェクトキャプション内のいずれかに配置できます。テーブルチ
ャートでは、キャプションが唯一の選択肢です。
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サイズ変更のリセット このボタンを押すと、グラフィカルチャート内の凡例、タイトルなどのサ
イズ変更がリセットされます。個々の項目のドッキングは、影響を受けま
せん。

ドッキング位置のリセ
ット

このボタンを押すと、グラフィカルチャート内の凡例、タイトルなどのド
ッキング位置がリセットされます。

エラーメッセージ カスタムエラーメッセージ(1059ページ)ダイアログを開きます。

参照機能のスタイル チャートのコンテキストメニューから参照設定オプションを使用したとき
の参照の背景の描画方法。この設定は、いくつかのチャートでのみ有効に
働きます。

チャートの種類

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。選択できるチャートの種類は、棒グラ
フ、折れ線グラフ、コンボチャート、散布図、円グラフ、レーダーチャート、グリッドチャート、ブ
ロックチャート、ゲージチャート、ファネルチャート、ピボットテーブル、およびストレートテー
ブルです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチ
ャートを別の表示に切り替えることができます。
チャートの種類の簡単な紹介：

棒グラフ 最も基本的なチャートの種類です。各x-軸の値は棒に対応し、棒の高さ
は、Y-軸の数値に対応しています。

折れ線グラフ 折れ線グラフは、本質的には棒グラフと同じ方法で定義されます。棒の代
わりに、データを値の点の間を結ぶ線、点だけ、または線と値の点の両方
で表示できます(チャートプロパティ：数式(757ページ)を参照)。

コンボチャート コンボチャートを使用すると、棒グラフの機能と折れ線グラフの機能を組
み合わせることができます。1つの数式を線またはマーカーで表示しなが
ら、他の数式を棒で表示できます。

レーダーチャート レーダーチャートは、x- 軸がチャートの周りを一周するように配置された
一種の折れ線グラフで、結果は、レーダー画面やくもの巣に似ています。

散布図 散布図は、1つ以上の軸で反復する数式の組み合わせを表現するデータ点
を描きます。両方の軸は継続的で、それぞれ1つの数式を表しています。

グリッドチャート グリッドチャートは散布図に似ていますが、軸に軸の値を表し、プロット
マーカーを決定する数式を使用します。プロットマーカーとして、第3軸
を小さい円グラフ形式で表示することもできます。
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円グラフ 1つの 項目(207ページ) (第 1軸)と1つの数式の関係を表示します。第
2軸を設定すると、変形したチャートの種類が表示されます。1つ以上の数
式がチャートプロパティ： [数式]ページにある場合、数式リストの1つ
目が表示されます。数式を切り替えるには [数式]プロパティページの [上
へ]/[下へ]ボタンを使用します。

ブロックチャート ブロックチャートは、数式の値と値の関係を大きさが異なる領域ブロック
で表示します。1軸から最大3軸まで使用でき、各軸のブロックがサブブ
ロックに細分化されます。ブロックチャートの領域の合計は、常に絞り込
まれた数式の値の100%になります。「ヒートチャート」と呼ばれるチ
ャートを作成するのに カラー関数(453ページ)が使用される場合があり
ます。

ファネルチャート ファネルチャートは通常、データをフローおよびプロセスで表示するため
に使用します。表示の観点から見ると、このチャートは円グラフと関連し
ています。チャートは、データに比例したセグメントの高さ/幅またはセグ
メントの領域で表示されます。また、データポイントを無視して、セグメ
ントの高さ/幅が均一なチャートを描画することもできます。

ゲージチャート ゲージチャートは、軸のない単一の数式の値を表示するために使用されま
す。

メッコチャート メッコチャートでは、さまざまな幅の棒を使用してデータを表します。2
軸のチャートでは、データを最大3レベルまで表示できます。メッコチ
ャートは、マーケット分析などの領域で有効です。

ピボットテーブル ピボットテーブルは、軸と数式をテーブル形式で表示します。可能な軸や
数式の数に、正式な制限はありません。
ピボットテーブルは、数式を使用せずに、軸レベルを移動するためのツ
リービューの生成を定義できます。

ストレートテーブル ストレートテーブルのピボットテーブルとの違いは、小計を表示できない
ことと、軸のグループがレコード形式で表示されるためテーブルの各行に
項目と数式の値が含まれることです。

タイトル設定

[タイトル設定]ダイアログ
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チャートのタイトルのレイアウトは、このダイアログのさまざまな設定でコントロールできます。

スタイル タイトルの基本的なスタイルを設定します。

背景色 タイトルの背景の色を設定します。色は、ボタンをクリックすると表示さ
れる色の設定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定義できま
す。

水平位置 タイトルテキストをプロットエリアに対してどのように配置するかを指定
します。

フォント チャートタイトルのフォントを設定します。ボタンをクリックすると、標
準の[フォント]ダイアログが開きます。

742 QlikView 11.20 SR13



50 棒グラフ

50 棒グラフ

棒グラフは、最も基本的なチャートの種類です。

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。
ツールメニューから クイックチャートウィザード(927ページ)を選択し、新しい棒グラフをすばや
く作成することができます。
オブジェクトを右クリックすると、棒グラフ：オブジェクトメニュー(743ページ)が表示されます。
棒グラフがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

50.1 チャートの追加

チャートを新規作成するには、ツールバーのチャートの追加ボタンをクリックする、シートの領域を右
クリックし、シートのオブジェクトメニューから [シートオブジェクトの追加] - [チャート]を選択す
る、または、レイアウトメニューから [シートオブジェクトの追加] - [チャート]を選択します。チ
ャートプロパティのページが順番に開きます。
最初に表示されるページでは、名前とグラフの種類、タイトル(オプション)を設定します。 [次へ]ボ
タンをクリックすると2番目のページが表示されます。十分な情報が入力されると、 [次へ]もしくは [
完了]ボタンが有効になり、次のページへ順番に進む、もしくは完了させることができます。
一度チャートがシート上に表示されると、右クリックしてプロパティを選択する、もしくは(キャプシ
ョンの部分をクリックして)アクティブにしてオブジェクトメニューのプロパティを選択して、修正
することができます。

50.2 棒グラフ：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
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メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドリルダウンや
サイクリックグループを含むチャートでは[参照設定]は利用できません。
ドキュメントを閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[
参照設定]オプションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数
は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。

QlikView 11.20 SR13 745



50 棒グラフ

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンクオブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオ
ブジェクトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異
なるオブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートオブジェクトを削除します。

50.3 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
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参照してください。

50.4 チャートプロパティ：軸

チャートプロパティ：軸

[チャートプロパティ：軸]ページは、チャートを右クリックして [プロパティ]を選択するか、チャー
トがアクティブな場合は [オブジェクト]メニューから [プロパティ]を選択して開きます。
チャートを作成する場合、まず次の2つの事項を確認します。

l 表示する対象は?棒グラフの棒のサイズに対応する対象は?答えは、sum of sales (売り上げの合
計)やそれと同類のものです。これは、数式ページで設定します。

l チャートをグループ化する基準は?棒グラフの棒のラベルとして使用する項目値は?答え
は、country (国) 別やそれと同類のものです。これは、軸ページで設定します。

1つのチャートは、1つ以上の軸を表示することができます。上限は、チャートタイプ、データの複雑
さ、およびメモリ使用量によって異なります。円グラフ、折れ線グラフ、および散布図は、最大2つ、
棒グラフ、ブロック、およびグリッドチャートは3つの軸を表示できます。レーダーチャートとファネ
ルチャートは軸を1つだけ表示でき、ゲージチャートは軸を表示できません。それ以外の軸は無視され
ます。
チャート軸は、チャートプロパティ：軸ページに指定された項目からその値を取得します。1つの軸
は、1つの項目ではなく項目のグループで構成されることもあります(下の「グループ」を参照)。
項目、グループ、数式(計算軸)を軸にできます。作成した合成軸も使用できます、合成軸関数(999
ページ)を参照してください。
(クリックやCTRL+クリックで)選択した項目を [追加>]や [<削除]ボタンを使用する、または選択
項目をダブルクリックして移動させます。
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チャート軸は数式から計算することもできます。
このプロパティページは、軸の定義に使用されます。

項目/グループ 軸として使用できる項目と項目グループのリスト(標準的な棒グラフのx-
軸など)。項目グループは、階層グループ(ドリルダウン) (1055ページ)
には垂直矢印が、非階層グループ(サイクリック) (1056ページ)にはカー
ブした矢印が前に表示されます。グループは、ドキュメントプロパティ：
グループ(533ページ)ページで定義します。使用/削除する項目をクリッ
クして選択します。[追加 >]ボタンまたは [< 削除]ボタンを使用して、
目的の列に移動します。
使用できる軸の数は、チャートプロパティ：基本設定(738ページ)ペー
ジで説明しているように、チャートの種類によって異なります。
複数の内部テーブルに存在する項目にはすべて、キーシンボルが付けられ
ます。円グラフ、折れ線グラフ、および散布図は、3つ以上の軸を表示で
きません。棒グラフでは、最大3つの軸を表示できます。

システム項目の表示 このボックスをオンにすると、システム項目(459ページ)が項目/グルー
プに表示されます。

テーブルの項目を表示 ここで、 [項目/グループ]リストにどの項目とグループを表示するかを制
御します。ドロップダウンリストは、デフォルトですべてのテーブルを表
示します。
すべてのテーブル (テーブル名表示)は、項目をテーブル名とともに表示し
ます。このため、キー項目は、1度以上リスト表示されます。(これは表示
目的にのみ使用できます。ロードスクリプトの Qualify (326ページ)とは
関係ありません。)
一度に1つのテーブルの項目を見ることもできます。利用できるグループ
は常にリストされます。

グループの編集 このボタンは、軸として使用するための項目グループを定義する ドキュメ
ントプロパティ：グループ(533ページ)ページを直接開きます。

アニメーション [アニメーション]ダイアログ(751ページ)を開きます。ここでは、チ
ャートの第1軸をアニメーションに使用できます。アニメーションは、円
グラフ以外のビットマップチャートでのみ使用できます。アニメーション
を使用する場合は、一部の機能が制限されます。

トレリス トレリスの設定(753ページ)ダイアログ開きます。ここでは、第1軸を
基準としたチャートの配列表示を設定できます。どの種類のビットマップ
チャートもトレリス表示にできます。
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軸項目 このリストには、チャートで軸として使用するために現在選択されている
項目が含まれます。使用できる軸の数は、チャートの種類によって異なり
ます。指定した種類に不要な軸は無視されます。軸データセルは、テーブ
ルで使用する場合は、属性式で動的に書式設定できます。軸に属性式を入
力すると、アイコンの色が灰色からカラーに変わり、テキスト書式の場合
は灰色から黒に変わります。これらの設定は、チャートの設定に優先しま
す。プレースホルダまたは軸の属性式を表示するには、軸の前にあ
る「+」展開アイコンをクリックします。
背景色
属性式を入力して、軸項目のセルの背景色を計算するには、[背景色]をダ
ブルクリックします。使用される数式は、有効な色表現(Visual Basic で定
義された赤、緑、青の色要素を表す数値)を返します。これには、特別な
カラー関数(453ページ)のいずれかを使用します。数式の結果が有効な色
表現でない場合は、プログラムはデフォルトで黒を使用します。
テキストの色
属性式を入力して、軸項目のセルのテキスト色を計算するには、[テキスト
の色]をダブルクリックします。使用される数式は、有効な色表現(Visual
Basic で定義された赤、緑、青の色要素を表す数値)を返します。これに
は、特別な カラー関数(453ページ)のいずれかを使用します。数式の結
果が有効な色表現でない場合は、プログラムはデフォルトで黒を使用しま
す。
テキスト書式
属性式を入力して、各軸項目のテーブルセル内のテキストのフォントスタ
イルを計算するには、[テキスト書式]をダブルクリックします。テキスト
書式の数式として使用される数式は、太字を表す '<B>'、斜体を表す
'<I>'、下線付きテキストを表す '<U>'を含む文字列を返します。

[上へ]と [下へ]ボタンで、 [軸項目]リストの軸をソートできます。

計算軸の追加 新しい軸を追加して編集するための [数式の編集]ダイアログ(917ペー
ジ)ダイアログを開きます。チャート軸は1つの項目であることが多いで
すが、動的に計算することもできます。計算軸は、1つ以上の項目を含む
数式で構成されます。すべての標準の関数を使用できます。集計関数は使
用できませんが、ネストされた集計を行うために 高度な集計(368ページ)
関数を含めることができます。

編集 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイアログで編集するために軸を
開きます。計算軸の詳細については、上の [計算軸の追加]を参照してくだ
さい。
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選択軸項目の設定 このグループには、個々の軸の設定が表示されます。
有効条件
このチェックボックスを使って軸を動的に表示/非表示にするには、入力した条
件式の値に応じて下の編集ボックスの ... ボタンをクリックします。
NULL値を隠す
このチェックボックスをオンにすると、上の軸項目で選択した軸項目の値が
NULL の場合、チャートにその項目は表示されません。
すべての値を表示
選択条件に関係なくすべての軸項目値を表示するには、このチェックボックスを
オンにします。数式の値は 0の場合に除外される軸値となるため、すべての値を
表示を機能させるにはプレゼンテーションページの 0 値を隠すオプションをオ
フにする必要があります。軸として数式を使用する場合、[すべての値を表示]は
適用されません。
凡例を表示
[凡例を表示]をオンにすると、X軸に沿ってフィールド値の名前が表示されま
す。
ラベル
[ラベル]チェックボックスをオンにすると、項目の名前が表示されます。ラベル
は、下のテキストボックスで編集できます。ラベルは、計算ラベル数式として定
義することもできます、ラベルのテキストの動的更新については 計算式 (1053
ページ)を参照してください。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編
集]ダイアログ (917ページ)が開かれ、長い数式を簡単に編集できます。
詳細設定
このボタンは、項目詳細設定 (620ページ)ダイアログを開きます。ここでは、
項目値の画像表現の設定と特別なテキスト検索オプションを提供します。
コメント
コメントフィールドでは、選択した軸についての説明を入力できます。コメント
は、計算式として入力できます。 [...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]
ダイアログ (917ページ)ダイアログが開かれます。
改ページ
この設定は、ピボットテーブルやストレートテーブルからの印刷時の改ページ
の使用にのみ適用します。3つのモードが以下の効果で利用できます。

改ページなし
必要な場合にのみ、各ページの終わりに改ページを挿入します。
条件付き改ページ
軸の次の値を持つすべての行が現在のページにすべて印刷できる場合以外、改
ページを挿入します。
軸の値による改ページ
軸の値が変更する度に改ページを挿入します。
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[アニメーション]ダイアログ

Ajax/WebViewクライアントの使用中には、チャートのアニメーション表示はサポートされません。
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第 1 軸をアニメーショ
ン表示する

このチェックボックスをオンにすると、チャートの第1軸がチャートのアニ
メーションに使用されます。アニメーションは、円グラフ以外のビットマッ
プチャートでのみ使用できます。アニメーションを使用する場合は、一部の
機能が制限されます。たとえば、アニメーション表示されたチャートでは、
ペイントまたはクリックで選択できません。すう勢線は、アニメーション表
示されたチャートに描画されません。アニメーション軸に複数の絞込値があ
る場合にのみ、アニメーションが可能です。

チャートがアニメーション表示されるときには、チャートのプロットエリア
の下部にアニメーションバーが表示されます。[アニメーションバー]に
は、アニメーションを開始する [再生]ボタンがあります。アニメーションが
実行されているときは、[再生]ボタンは [一時停止]ボタンに置き換わりま
す。これらのコントロールを使用して、いつでもアニメーションを開始また
は停止できます。[進捗表示バー]には、アニメーションの進捗が表示されま
す。マウスで進捗表示バーのハンドルをポイントし、マウスの左ボタンを押
しながら任意の位置にドラッグして、手動でアニメーション表示できます。
手動アニメーションは、通常、補間フレームをスキップ(以下の [フレーム /
秒]設定を参照)し、アニメーション軸の実際の値の間のみを移動します。
キーボードでCTRLキーを押しながらドラッグすると、補間フレームの上を
ドラッグできます。プログレスバーの上側には、現在のフレームのアニメー
ション軸の値(補間フレームの場合は、前の実際のアニメーション軸値)が表
示されます。

値の表示間隔 (ミリ秒) アニメーション軸の各値の表示間隔をミリ秒単位で設定します。この値は、
計算式(1053ページ)として指定できます。

フレーム /秒 1秒あたりのフレームの数を設定します。QlikViewは、アニメーション軸の
実際の値の間のプロットを補間します。値には、1～30の整数を指定する必
要があります。この値を 計算式(1053ページ)として指定することが可能で
す。

自動再生 ドキュメントで選択が行われるたびに、アニメーションを自動的に開始させ
る場合は、このチェックボックスをオンにします。

ループ アニメーションバーの一時停止ボタンで停止されるまでアニメーションを
繰り返し再生する場合は、このオプションを選択します。

1 回再生 アニメーションが開始されるたびに、アニメーションの実行を最初から最後
まで1回だけ行う場合は、このオプションを有効にします。
初めに戻る
アニメーションの終了後に最初のフレームに戻す場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。
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軸の値をアニメーショ
ン表示する

このチェックボックスをオンにすると、アニメーション時のデータの値がチ
ャートに表示されます。
配置
表示する値の配置を設定します。
水平方向
値を右、中央、左に揃えます。
垂直方向
値を上、上下中央、下に揃えます。
フォント
表示する値のフォントとテキストの色を設定します。

トレリスの設定

[トレリスの設定]ダイアログ

トレリスチャートを有
効にする

第1軸を基準としたチャートの配列表示を設定する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

トレリスに第 2 軸を設
定する

トレリスチャートに第2軸を含める場合は、このチェックボックスをオン
にします。第2軸を設定する場合、第1軸の値はトレリス行列の列として
表示され、第2軸の値はトレリス行列の行として表示されます。

列数 自動設定を選択するとQlikViewが自動的に表示列数を設定し、固定を選
択すると表示列数を指定できます。

行数 自動設定を選択するとQlikViewが自動的に表示行数を設定し、固定を選
択すると表示行数を指定できます。

50.5 チャートプロパティ：軸の制限

軸の制限はゲージチャートとピボットテーブルを除くあらゆる種類のチャートで設定できます。
[軸の制限]タブではチャートに表示される軸の値の数を管理します。
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まずはじめに、これら3つのオプションがドロップダウンの作成時にどのように機能するかについて説
明します。ドロップダウンには [最初]、[最大]、[最小]の3つの値があります。計算エンジンはこれ
らの値に基づいてソートを実行し、チャートエンジンに値を返します。軸の制限を設定する場合、これ
らのオプションのいずれかを選択する必要があります。ソートは、最優先されるソートが第1軸のソー
トを上書きする可能性がある場合、ピボットテーブルを除いて最初の数式においてのみ実行されます。

チャートプロパティ：軸の制限

このプロパティページは、軸の制限の定義に使用されます。チャートの軸は個別に設定されます。
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制限 最初の数式を使った表示値の制限
これらのプロパティは、下で行った設定に応じて、チャートに表示される軸値の
数を決定するために使用します。

表示のみ
このオプションは、[最初]あるいは [最大]、[最小]の値をいくつ (x 個)表示さ
せたいかによって選択します。このオプションを 5に設定すると、5つの値が表
示されます。軸の [「その他」の表示]が有効になっている場合、[その他]セグ
メントには 5つの値のいずれかひとつが表示されます。

[最初]オプションは、プロパティダイアログの [ソート]タブで選択したオプシ
ョンに基づき、行を返します。チャートがストレートテーブルの場合は、列はそ
の時の第 1ソート順に基づいて返されます。言い換えれば、ユーザーは列ヘッ
ダーをダブルクリックし最優先されるソート列を設定して、値の表示を変更する
ことが可能です。

[最大]オプションは、チャートの最初の数式に基づいて、降順で行を返します。
チャートがストレートテーブルの場合は、数式をソートしながらも、表示される
軸の値は一貫しています。数式の順序が変更されると、軸の値も変更されます (
変更される可能性があります)。

[最小]オプションは、チャートの最初の数式に基づいて、昇順で行を返します。
チャートがストレートテーブルの場合は、数式をソートしながらも、表示される
軸の値は一貫しています。数式の順序が変更されると、軸の値も変更されます (
変更される可能性があります。)

表示する値の数を入力します。 値は、計算式として入力できます。[...]ボタン
をクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ (917ページ)ダイアログが開かれ
ます。

次の値のみ表示
このオプションを選択すると、このオプションで指定した条件に合うすべての軸
の値を表示します。合計値のパーセンテージ、または正確な値に基づいて値を表
示するのに使用します。[合計と比較]オプションは、[プロパティ]ダイアログの
[数式]タブにある [相対]オプションに類似した相対モードを有効にします。値
は、計算式として入力できます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]
ダイアログ (917ページ)ダイアログが開かれます。

次に累積する値のみ表示
このオプションを選択すると、現在の行まですべての行を累積し、その値をオプ
ションで設定した値と比較します。[合計と比較]オプションは、[プロパティ]ダ
イアログの [数式]タブにある [相対]オプションに類似した相対モードを有効に
し、累積値 (最初の値または最大値、最小値に基づく)と全体の合計値を比較しま
す。値は、計算式として入力できます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の
編集]ダイアログ (917ページ)ダイアログが開かれます。 [境界値を含める]を選
択すると、比較値を含有する軸の値が含まれます。
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注意！
累積制限の合計を計算する際、負の値は含まれません。負の値を含む可能性があ
る項目の相対制限は使用しないようお勧めします。

注意!
計算軸に制限を加え、データが同じ計算軸でソートされる場合は、ソート順の適
用前に軸の制限が適用されます。

オプション 「その他」の表示
このオプションを有効にすると、チャートに [その他]セグメントを作成で
きます。表示を制限する比較基準を満たさない軸の値は、すべて [その他]
セグメントにまとめられます。選択した軸の後に軸がある場合は、[内部軸
の折りたたみ]によりチャートに後続の軸や内部の軸の個別の値を表示す
るか決定します。

ラベル
チャートに表示する名前を入力します。テキストを入力しない場合は、自
動的にラベルが数式のテキストに設定されます。 値は、計算式として入力
できます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917
ページ)ダイアログが開かれます。

「合計」の表示
このオプションを有効にすると、チャートには選択した軸の合計が表示さ
れます。この合計値は[プロパティ]ダイアログの[数式] タブで設定され
ますが、数式の合計とは異なります。

ラベル
チャートに表示する名前を入力します。テキストを入力しない場合は、自
動的にラベルが数式のテキストに設定されます。 値は、計算式として入力
できます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917
ページ)ダイアログが開かれます。

グローバルグループモード
このオプションは内部軸にのみ適用されます。このオプションを有効にす
ると、制限は選択した軸に基づいてのみ計算されます。前の軸はすべて無
視されます。このオプションを無効にすると、制限は前のすべての軸に基
づいて計算されます。

軸の合計値と数式の合計値

計算エンジンで計算された軸の合計値は、個別の行(または軸項目値)としてチャートエンジンに返さ
れます。これにより[その他]の行の値も変化します。数式の合計値を使用した場合と軸項目値の合計を
使用した場合の相違点は以下のとおりです。
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数式の合計値と軸の合計値

軸の合計値を使用すると、ストレートテーブルに小計を表示できます。

50.6 チャートプロパティ：数式

チャートプロパティ：数式

チャートプロパティ：数式ページは、チャートまたはテーブルを右クリックし、オブジェクトメニ
ューのプロパティを選択して開きます。
チャートを作成する場合、次の2つの事項を確認します。
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l 棒グラフの棒の大きさを表すのは何か。これらは、数式 (売上高の合計など)です。
l データをどのようにグループ化するのか。これらは、軸 (国別など)です。

注意！
数式ページはチャートやテーブルの種類によって異なります。特定のチャートやテーブルでオプション
が利用できない場合、それらのオプションはグレー表示されています。
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数式リスト 左上のパネルの式リストは、実際は完全なツリーコントロールで多数のコ
ントロールオプションを含みます。
各数式(または数式グループ)の前には展開アイコン(「+」の付いた箱)が
表示されます。展開アイコンをクリックすると、下にある補助数式または
属性式が開きます。アイコンは同時に折りたたみアイコン(「-」)に置き
換えられます。特定のプロットオプションは、組み合わせてプロットマー
カーを定義する2つ以上の数式のセットといったサブ数式を使用します(
例：以下に説明する株価や箱ひげ図)。
数式データは、属性式を使用して動的に書式も設定できます。軸の属性式
のプレースホルダを表示するには、数式の前にある展開アイコンをクリッ
クします。有効な属性式の種類を次に示します。

背景色
データ点のプロットの色を計算する属性式を作成するには、デフォルトの
背景色数式を編集します。計算された色は、デフォルトのQlikViewの色
の選択に優先します。そして、有効な色表現でなければなりません。これ
は、カラー関数(453ページ)を使用して行います。数式の結果が有効な色
表現でない場合は、プログラムはデフォルトで黒を使用します。テキスト
の色の補助数式は同じ方法を使用して作成できます。

テキストの色
テキストの色の補助数式は、背景色と同じ方法を使用して作成できます(
上記を参照してください)。

テキスト書式
データ点に関連付けられたテキストのフォントスタイルを計算するには、
属性式を入力してテキスト書式数式を編集します。(テーブル：各軸項目
のテーブルセル内のテキスト。計算されたテキスト書式は、チャートプロ
パティ：スタイル(915ページ)で定義されたテーブルスタイルに優先しま
す。テキスト書式の数式として使用される数式は、太字を表す '<B>'、斜
体を表す '<I>'、下線付きテキストを表す '<U>'を含む文字列を返しま
す。文字列の前に=が必要ですので注意してください。

分割円
属性式を入力して、データ点に関連付けられたスライスを、抽出された"分
割"位置に描画するかどうかを計算するには、分割円をクリックします。
この種類の属性式は、円グラフにのみ有効です。

補正
属性式を入力して、データポイントに関連付けられた棒または棒のセグメ
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ントの間隔を適切に計算するには、補正をクリックします。補正は正にも
負にも設定でき、棒やセグメントに応じて動かされます。これは、ウォー
ターフォールグラフと呼ばれるチャートの作成時に便利です。この種類の
属性式は、棒グラフにのみ有効です。

線のスタイル
属性式を入力して、データ点に関連付けられた線または線分の線のスタイ
ルを計算するには、線のスタイルをクリックします。この種類の属性式
は、折れ線グラフ、コンボチャート、およびレーダーチャートにのみ有効
です。
線の相対的な幅は、<Wn>タグを含めることで制御できます。ここで、n
はチャートのデフォルトの線の幅に適用される倍率です。数値 nは、0.5
～8の実数でなければなりません。例：<W2.5>。線のスタイル
は、<Sn>タグを含めることで制御できます。ここで、nは、使用するス
タイルを示す1～4の整数 (1=実線、2=破線、3=点線、4=破線/点
線)です。例：<S3>。<Wn>および<Sn>タグは自由に組み合わせるこ
とができますが、それぞれ最初に出現するもののみが有効と見なされま
す。タグは単一引用符で囲む必要があります。

値の表示
メイン数式でデータ点の値をオンにしていなくても、属性式を入力して、
データ点のプロットを"データ点の値"の値で補足するかどうかを計算する
には、値の表示をクリックします。メイン数式でデータ点の値をオンにし
た場合、属性式は無視されます。この種類の属性式は、棒グラフ、折れ線
グラフ、およびコンボチャートにのみ有効です。

追加 新しい数式と補助数式は、追加ボタンで [数式の編集]ダイアログ(917
ページ)を開き作成します。このオプションは、数式のリスト内で右クリッ
クしたときに表示されるコンテキストメニューでも有効です。

削除 削除ボタンで、リストから前に作成した数式を削除できます。このオプシ
ョンは、数式のリスト内で数式を右クリックしたときに表示されるコンテ
キストメニューでも有効です。

コピー コピーオプションは、数式のリスト内で数式またはサブ/属性式を右クリッ
クしたときに表示されるコンテキストメニューでのみ有効です。メイン式
でこのコマンドを使用すると、その数式に関連付けられたすべてのデータ
と設定(ラベルを含む)が xmlとしてクリップボードにコピーされます。そ
の後、この数式を同じチャートや、同じドキュメントまたは別のドキュメ
ントのその他のQlikViewチャートに貼り付け直すことができます。このコ
マンドを属性式で使用する場合は、属性式定義だけがコピーされます。属
性式はその後、同じチャートまたは別のチャートの任意のメイン数式に貼
り付けることができます。
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エクスポート エクスポートオプションは、数式のリスト内で数式を右クリックしたとき
に表示されるコンテキストメニューでのみ有効です。メイン式でこのコマ
ンドを使用すると、その数式に関連付けられたすべてのデータと設定(ラベ
ルを含む)が xmlファイルにエクスポートされます。その後、この数式を
同じチャートや、同じドキュメントまたは別のドキュメントのその他の
QlikViewチャートにインポートし直すことができます。このコマンドによ
り、数式をエクスポートダイアログが開きます。ここでは、エクスポート
ファイルの保存先を選択できます。ファイルには、拡張子Ex.xmlが付き
ます。

貼り付け 貼り付けオプションは、数式のリスト内で数式またはサブ/属性式を右クリ
ックしたときに表示されるコンテキストメニューでのみ有効です。メイン
式がクリップボードにコピーされている場合は、数式のリスト内の空白領
域にそれを貼り付けて、コピー元と同一の新しい数式を作成できます。属
性式がコピーされている場合は、メイン数式にそれを貼り付けることがで
きます。

インポート インポートオプションは、数式のリスト内で空白領域を右クリックしたと
きに表示されるコンテキストメニューでのみ有効です。このコマンドによ
り、以前にエクスポートされた数式を参照できるダイアログが開きます。
インポートされた数式は、新しい数式としてチャートに表示されます。

上へ
下へ

複数の数式が表示される場合、上へと下へボタンを使用して順番を変更
できます。これは、チャートに表示される列などの順番に影響します。

グループ グループボタンは、有効な数式が2つ以上ある場合に、数式を併せてサイ
クルグループにするのに使用できます。QlikViewのレイアウトでは、チ
ャートに表示されるサイクルアイコンをクリックすると、グループに属す
る数式を切り替えることができます。(サイクルグループ)。サイクルアイ
コンを右クリックすると、そのグループに属する有効な数式を直接選択で
きるポップアップリストが表示されます。

注意！
[サイクル グループ]と 非階層グループ (サイクリック) (1056ページ)は同じで
はありません!

グループ解除 グループに属する数式を選択し、グループ解除ボタンをクリックすると、
数式をグループから解除できます。解除後のサイクルグループに数式が1
つしか残らない場合、その数式も解除されて、サイクルグループは存在し
なくなります。

有効にする このチェックボックスをオフにすると、チャートからその数式が省略され
るよう設定されます。
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相対値表示 このチェックボックスをオンにすると、絶対数ではなくパーセントで結果
を表示するようにチャートを設定します。このオプションは、ピボット
テーブルでは使用できません。

表示しない このチェックボックスをオンにすると、この数式に割り当てられたスペー
スを残しつつ非表示にします。

条件付き表示 このチェックボックスを有効にすると、現在の選択に基づいて条件を定義
できます。これによって、数式を表示するかどうかが決まります。条件の
評価がTRUEの場合、数式は表示されます。条件の評価がFALSEの場合、
数式は表示されません。

ラベル 数式のラベルの前のアイコンは、使用する チャートの種類(740ページ)
および数式に設定された表示オプションを示すために使用されます(以下
を参照してください)。

定義 選択された数式の構成内容を表示します。このボックスで数式を直接編集
できます。[...]ボタンをクリックすると、完全な数式の編集ダイアログ
が開きます。

コメント この項目は、数式の作成者が数式の機能や目的を説明できるコメント項目
です。
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表示オプション このグループは、データ点の表示方法やチャートテーブルの数式セルに何
を表示するかを修正するために使用されます。一部のオプションは、特定
のチャートの種類でのみ有効ですのでご注意ください。また、組み合わせ
ることができないオプションや、複雑なプロットを作成するために1つ以
上の数式を追加して使用するオプションなどもあります。

棒
選択された数式の値を棒で表示します。このオプションは、棒グラフおよ
びコンボチャートでのみ有効です。

マーカー
選択された数式の値をマーカーで表示します。このオプションは、線グラ
フおよびコンボチャートでのみ有効です。ドロップダウンメニューにある
いくつかの異なるマーカーから選択します。

線
選択された数式の値を線で表示します。このオプションは、線グラフおよ
びコンボチャートでのみ有効です。ドロップダウンメニューの [標準]、[
なめらか]、または3種の [水平]から選択します。

株価
数式を株価マーカーとしてプロットするには、このチェックボックスをオ
ンにします。[数式]リスト内の数式は、前にアイコンが置かれ、4つのサ
ブ数式を含む空のプレースホルダとして表示されます。最初のサブ数式
は、株価マーカーの高値ポイントをプロットするために使用されます。2
つ目のサブ数式は、安値ポイントをプロットするために使用されます。株
価マーカーが描画されるには、この2つのサブ数式に有効な定義が含まれ
ている必要があります。3つ目のサブ数式はオプションですが、使用する
場合は株価マーカーの終値ポイントのために使用されます。4つ目のサブ
数式もオプションですが、使用する場合は株価マーカーの始値ポイントの
ために使用されます。数式で株価チェックボックスをオンにすると、新し
い空のサブ数式が自動的に作成されます。数式で株価チェックボックスを
オンにしている場合は、同じ数式で棒、線、マーカー、箱ひげ図、または
エラーバーチェックボックスをオンにできません。数式でそれらのオプ
ションのいずれかが既にオンになっている場合は、その数式で株価チェッ
クボックスをオンにできません。このオプションは、コンボチャートでの
み有効です。

箱ひげ図
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数式を箱ひげ図(統計データの表示に使用されることが多い)としてプロッ
トするには、このチェックボックスをオンにします。数式リスト内の数式
は、前にアイコンが置かれ、5つのサブ数式を含む空のプレースホルダと
して表示されます。最初のサブ数式は、箱ひげ図の「箱(上)」ポイントを
プロットするために使用されます。2つ目のサブ数式は、「箱(下)」ポイ
ントをプロットするために使用されます。箱ひげ図が描画されるには、こ
の2つの数式に有効な定義が含まれている必要があります。3～5つ目の
サブ数式は、オプションです。これらの数式は、それぞれ「箱(中)」、「
上ひげ」および「下ひげ」を定義します。箱ひげ図の拡張部分は、いわゆ
る極値のアウトライナーです。これらは、個別の数式をマーカーとしてプ
ロットすることで実現できます。メイン数式で箱ひげ図をオンにすると、
新しい空のサブ数式が自動的に作成されます。数式で箱ひげ図チェックボ
ックスをオンにしている場合は、同じ数式で棒、線、マーカー、株価、ま
たはエラーバーチェックボックスをオンにできません。数式でそれらの
オプションのいずれかが既にオンになっている場合は、その数式で箱ひげ
図をオンにできません。このオプションは、コンボチャートでのみ有効で
す。

エラーバー
メイン式のデータ点の上にプロットされるエラーバーのために補助数式と
して選択した数式に続いて、1つまたは2つの数式を使用するには、この
チェックボックスをオンにします。両方向を選択する場合は、補助数式が
1つだけ使用され、データ点の周囲に対称にプロットされます。非対称を
選択する場合は、補助数式が2つ使用され、それぞれデータ点の上側と下
側にプロットされます。エラーバー数式は、正の数を返します。エラー
バーに使用される補助数式には、数式リストでそれぞれ「両方向」、「正
方向」または「負方向」アイコンが前に置かれます。補助数式は、チャー
トのそれ以外のものには使用できません。選択された数式の後に定義済み
の数式がない場合は、新しいダミーの補助数式が自動的に作成されます。
このオプションは、棒グラフ、折れ線グラフ、およびコンボチャートでの
み有効です。

データ点の値
数式の結果をデータ点の上側にテキストとしてプロットするには、このチ
ェックボックスをオンにします。このオプションは、棒グラフ、折れ線グ
ラフ、コンボチャート、および円グラフでのみ有効です。円グラフで使用
する場合は、スライスの横に値が表示されます。

軸上の数式値
数式の結果を各x- 軸値、軸、および軸ラベルにテキストとしてプロットす
るには、このチェックボックスをオンにします。このオプションは、棒グ
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ラフ、折れ線グラフ、およびコンボチャートでのみ有効です。

数式値のポップアップ
レイアウトでチャート内のデータ点にポインタを置いたときに表示される
ポップアップバルーンメッセージに数式の結果を表示するには、このチェ
ックボックスをオンにします。このオプションは、他の表示オプションの
使用に関係なく使用できます。このため、数式をチャート自体には表示せ
ず、ポインタを置いたときに表示されるポップアップにのみ表示すること
ができます。
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表示オプション プレゼンテーション
このオプションは、ストレートテーブルとピボットテーブルでのみ有効で
す。

テキスト
数式値は常にテキストとして解釈および表示されます。

画像
このオプションでは、QlikViewは各数式値を画像への参照として解釈しよ
うとします。参照は、ディスク上の画像ファイルへのパス(たとえ
ば、C:\Mypic.jpg) またはqvwドキュメント内の画像ファイルへのパス(
たとえば、qmem://<Name>/<Peter>) になります。QlikViewが数式
を有効な画像参照として解釈できない場合は、[画像がない場合にテキスト
を隠す]チェックボックスがオンでない限り、値自体が表示されます。

円形ゲージ、線形ゲージ、信号機ゲージ、LED ゲージ
いずれかのゲージオプションで、ゲージチャートは画像として使用可能な
テーブルセルに表示されます。ゲージのレイアウトは、チャートプロパテ
ィ：プレゼンテーション(ゲージチャート) (875ページ)ページで変更で
きます。ゲージの設定ボタンから開きます。

ミニチャート
このオプションでは、数式の値を棒グラフや折れ線グラフで表示します。
チャートは使用可能なテーブルセルに内接して表示されます。チャートの
視覚的な設定はミニチャートの設置ボタンで ミニチャートの設定(584
ページ)ダイアログを開き設定できます。このオプションは、ストレート
テーブルでのみ有効です。

注意!
Excel に出力する場合、ミニチャートは表示されません。

リンク
テーブルセルにクリック可能なリンクを作成する数式を、定義項目に入力
するにはこのオプションを選択します。数式
は、DisplayText<url>LinkTextと解釈されるテキストを返しま
す。DisplayTextは、テーブルセルに表示されるテキストで、LinkText
は、新しいブラウザウィンドウを開くリンクです。リンクが定義される
と、テーブルセルの値に下線が引かれます。リンクが定義されない場合
は、値に下線は引かれません。表示モードでは、リンクを表示するセルで
の選択は行えませんのでご注意下さい。[...]ボタンをクリックすると、完
全な数式の編集ダイアログが開きます。
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Examples:
=Name & '<url>' & Link
=Name & '<url>www.qlikview.com'
ここでNameと Linkはロードスクリプトでロードされたテーブル項目で
す。

画像形式
上記の画像オプションが選択されている場合にのみ使用できます。このオ
プションは、ストレートテーブルとピボットテーブルでのみ有効です。こ
の設定は、画像をセルに合わせるためのQlikViewの書式設定方法を表しま
す。次の4つの選択肢があります。

縮小/拡大なし
このオプションを選択した場合、画像は、拡大縮小されずにそのままのサ
イズで表示されます。したがって、画像の一部が表示されない場合や、セ
ルの一部が画像で覆われない場合があります。
塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、画像の縦横比の維持を考慮せず
に、セル全体を覆うように拡大されます。
縦横比を固定する
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、セルを
できるだけ広く覆うように拡大されます。
縦横比を固定して塗りつぶし
このオプションを選択した場合、画像は、縦横比を維持したまま、セル全
体(上下/左右とも)を覆うように拡大されます。したがって、通常は、ど
ちらかの方向で画像が切り詰められます。
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累積 このグループの設定から選択して、チャートの値を累積するかどうかを決
定します。累積チャートでは、各y値が後続するx値のy値に加算されま
す。累積棒チャートには、年ごとの売上の合計が表示されます。たとえ
ば、1996年の値は1997年の値に追加されます。チャートに複数の数式が
含まれている場合、累積する値のある数式を[数式]リストで選択します。
累積は、ピボットテーブルでは使用できません。

累積なし
このオプションを選択すると、選択したチャート式のy値は累積されませ
ん。
すべて累積表示
このオプションを選択すると、各y値が数式の前のy値をすべて累積しま
す。上記の「累積」を参照してください。すべて累積表示はNull値や0値
を含む複数軸では機能しません。
累積表示 n段階
ボックスに数値を入力して、数式のy値の累積される回数を設定します。
上記の「累積」を参照してください。

合計モード このグループは、ストレートテーブルのチャートオブジェクトにのみ選択
した数式に有効です。3つの設定があります。

合計なし
選択した数式で合計は計算されません。
数式の合計
次のレベルで評価される数式の合計。例えば、数式が社員の月収の平均値
を生成する場合、数式の合計はすべてのサラリーの全体の平均を生成しま
す。
行の (集計関数)
このオプションを選択すると、選択した数式の各データ点の個々の値(棒グ
ラフの各棒、ストレートテーブルの各行など)が、ドロップダウンリスト
から選択した集計関数(通常は合計)を使用して合計されます。行の (集計
関数)は、ピボットテーブルでは使用できません。

枠線の幅 棒グラフとコンボチャートで、数式によって表示される棒の周囲の枠線の
幅を指定します。値は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセル
(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、またはdocunits
(du、docunit) で指定できます。

数式を凡例として表示 複数の数式を使用する場合、数式と対応する色を表示する凡例をチャート
の隣に表示できます。
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すう勢線 選択したQlikViewチャートの数式では、プロットが統計すう勢線で補完さ
れたり、置き換えられます。すう勢線は、散布図、折れ線グラフ、および
棒として最大1つの軸と1つの数式だけを持つ棒グラフとコンボチャート
にのみ表示できます。他の種類のチャートでは、すう勢線グループの設定
は無効で効果がありません。散布図では、データ点がy=f(x) のように扱わ
れます。棒グラフ、折れ線グラフ、およびコンボチャートでは、表示オプ
ションのすべてのオプションをオフにした場合でも、すう勢線を追加でき
ます。これにより、すう勢線は基底のデータ点なしで表示されます。棒グ
ラフ、折れ線グラフ、およびコンボチャートのすう勢線は、フォーキャス
トまたはバックキャストを指定([目盛線]ページ)して外挿することができ
ます。外挿線は点線で表示されます。不連続なx- 軸を含むチャートのすう
勢線は、マーカー付きの線で表示されます。連続軸では、線のみが表示さ
れます。

平均値
平均は、直線で描画されます。
線形トレンド
直線回帰線が描画されます。
2次元多項式
2次元多項式のすう勢線が描画されます。
3次元多項式
3次元多項式のすう勢線が描画されます。
4次元多項式
4次元多項式のすう勢線が描画されます。
指数関数
指数関数のすう勢線が描画されます。
式の表示
特定の数式でこのチェックボックスをオンにすると、その数式のすう勢線
はチャートにテキストで表示されるすう勢線の方程式で補完されます。
R² を表示
特定の数式でこのチェックボックスをオンにすると、その数式のすう勢線
はチャートにテキストで表示される決定係数で補完されます。
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50.7 チャートプロパティ： ソート

チャートプロパティ：ソート

チャートプロパティ：ソートページは、チャートを右クリックし、オブジェクトメニューのプロパテ
ィを選択して開きます。
ここでは、利用できるソート順からチャートの軸のソート順を決めます。
軸リストにはチャートの軸が含まれます。ソート順を適用するには、軸を強調表示して右側にあるソー
ト順を選択します。

Y-軸値 軸の値は、y-軸の数値でソートされます。このオプションは計算軸には使
用できません。

選択状態 軸の値を選択値、連結値、除外値の順にその論理状態に従ってソートしま
す。

数式 軸の値は、このソートオプションの下にあるテキスト編集ボックスに入力
した数式に基づいてソートされます。

レコード数 軸の値をレコード数(テーブル内に現れる数)でソートします。

数値 軸の値をその数値でソートします。

テキスト 軸の値をそのアルファベット順でソートします。

ロード順 軸の値をその最初のロード順でソートします。
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グループ内での優先順位は上から下になり、矛盾するソート順が選択されると、最初に出くわしたもの
が優先されます。選択したソート順は、昇順と降順またはA -> Zと Z -> Aを切替えて反転できま
す。
初期設定ボタンをクリックすると、軸の値は ドキュメントプロパティ：ソート(538ページ)ページで
定義された初期値に設定されます。
グループのソート順を上書きするチェックボックスは、軸リストでグループ軸を選択した場合にのみ
有効です。通常、グループ軸のソート順は、グループプロパティを使用してグループの各項目に対して
決定されます。このチェックボックスをオンにすると、グループレベルのこのような設定を上書きし、
グループのアクティブな項目に関係なく、軸に1つのソート順を適用できます。

50.8 チャートプロパティ：スタイル

チャートプロパティ：スタイル

このページでは、チャートの基本的なスタイルを選択します。リスとされた機能はすべて、すべてのチ
ャートの種類で有効です。

種類 有効なスタイルの1つを選択します。これは、いくつかの場合には、チ
ャートの外観だけではなくその機能性にも影響するかもしれません。

方向 チャートの方向を水平または垂直に設定します。
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形式 このグループでは、棒のモードをグループまたは積み上げ (レーダーチ
ャートではオーバーレイまたは積み上げ) に設定できます。この設定はチ
ャートが2つの軸を表示する、もしくは1つの軸と2つ以上の数式を表示
する場合にのみ機能します。積み上げ棒グラフの負の値は、個別にx- 軸の
下側で下方向に積み上げられます。

複数の軸と数式をもつ棒グラフの表示には、次の原則が適用されます。

l X-軸に表示できるのは最大 2軸です。
l 第 3軸は、要素を塗り分けた積み上げ棒として表示されます。
l テーブルチャートのみ 3つ以上の軸を表示することができます。
l 2つ以上の数式が有効な場合、最初の 2つの軸が X-軸として表示され、
数式は要素を塗り分けた積み上げ棒として表示されます。

l 2つ以上の数式が有効で、サブグループが積み上げに設定されている場
合、1つの積み上げ内にあるすべての数式は、1つの軸に応じて計算され
ます (デフォルトでは左)。これは、左の軸に応じて 1つの数式を計算し、
別の数式を右の軸に応じて計算するように設定する場合にもあてはまりま
す。

軸 数式 形式

1 1 単一の棒

1 2つ以上 数式はグループもしくは積み上げ

2 1 軸はグループもしくは積み上げ

2 2つ以上 軸はグループ

3 1 第 1、第 2軸はグループ、第 3軸は積み上げ

3 2つ以上 第 1、第 2軸はグループ、数式は積み上げ

4 1 第 1、第 2軸はグループ、第 3軸は積み上げ

4 2つ以上 第 1、第 2軸はグループ、数式は積み上げ

3 次元ビュー このグループの設定では、チャートを3次元モードで表示する角度を定義
します。
回転角度(縦)
3次元ビューの縦の角度を定義します。値は0～30の整数です。
回転角度(横)
3次元ビューの横の角度を定義します。値は0～45の整数です。
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プロットエリア色の
スタイル

このコントロールは、チャートのすべてのプロットの色に色のスタイルを
適用する場合に使用できます。ドロップダウンリストでスタイルを選択す
ると、[色]ページの [カラーマップ]のすべての色が選択したスタイルに
変更されます。スタイルは即座に変更されますが、設定自体は、ダイアロ
グのこのページを次に表示するまで保存されません。カラーマップの実際
の基本色は、影響を受けません。[プロットエリア色のスタイル]設定
は、すべてのチャートの種類で有用な訳ではありません。次のオプション
を使用できます。
単色
カラーマップのすべての色を単色に設定します。
暗いグラデーション
カラーマップのすべての色を黒へ移行する1色のグラデーションに設定し
ます。
明るいグラデーション
カラーマップのすべての色を暗い色調へ移行する1色のグラデーションに
設定します。
光沢
すべての棒を光沢ある色調に設定します。

プロットエリア背景
のスタイル

このコントロールは、プロットエリアの背景の表示を変更するのに使用で
きます。この設定は、プロットエリアのあるチャートでのみ使用できま
す。次のオプションが使用できます。
フレーム
フレームがプロットエリアの周囲に描かれます。
影付き
このオプションは、プロットエリアの背景に影の効果を追加します。
最小限
このオプションは、プロットエリアの背景を削除します。

プレビュー チャートの基本的な視覚プロパティのプレビューを提供します。
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50.9 チャートプロパティ：プレゼンテーション (棒 -折れ線-コ
ンボ-レーダー - メッコチャート)

チャートプロパティ：プレゼンテーション

このページは、棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、メッコチャートに使
用されます。
[棒設定]グループでは、棒グラフとコンボチャートで使用する棒に対して、さまざまな表示オプション
を設定できます。

棒の間隔 (-6 - 8) クラスターの棒と棒の間の距離を設定します。負の数字では、棒が重なり
ます。-6～8の値を入力できます。

グループの間隔 (0 -
8)

クラスター化された棒グラフでグループ化された値の間の距離を示しま
す。0～8の値を入力できます。

細い棒を許可する 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。デフォルトでは、はっきり識別できるように少なくと
も4ピクセル幅で棒が描画されます。このチェックボックスをオンにする
と、1ピクセル幅まで棒が圧縮されます。
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すべての棒を表示 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。このチェックボックスをオンにするとすべてのデータ
点を強制的に表示します。棒は圧縮され(細い棒を許可する ) いくつかは
その他によって部分的に隠されるかもしれません。

データ点の値 グループでは、 in チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの表示オプションで
1つまたは複数のチャート式にこのオプションを選択した場合、データ点の値について表示オプション
を設定できます。

最大表示数 このボックスでは、チャートに表示するデータ点の値の上限値を指定でき
ます。制限を指定しない場合は、すべてのデータ点の値が表示されます。
このため、チャートの読みやすさに影響することがあります。

垂直 値を縦に表示します。

要素の中に値を表示 このチェックボックスをオンにすると、要素の上に表示する代わりに、要
素の中にデータ点の値を表示します。

引き続き上部に合計を
表示

このチェックボックスをオンにすると、積み上げ棒グラフの各棒の上に合
計の値が表示されます。このオプションは、要素の中に値を表示を選択し
たときにのみ使用できます。

エラーバーグループでは、チャートに使用されるエラーバーの表示オプションを決定します。

幅 エラーバーの幅を指定します。

厚さ エラーバーの厚さを指定します。

色 エラーバーの色を選択します。

線/マーカーの設定グループでは、折れ線グラフとコンボチャートで使用される線とデータ点のマー
カーの表示オプションを決定します。すう勢線の幅も決定できます。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イ
ンチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、
またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーセットを使用
する

このチェックボックスをオンにすると、マーカーの表示の種類(リング、三
角など)が増えます。

半透明 線を半透明に表示する場合は、このオプションをオンにします。

ポップアップラベル マウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップアップウィ
ンドウに表示するには、このオプションをオンにします。
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ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸を排除します。こ
のオプションは、デフォルトでオンになっています。
データラベルに 0 値を表示
このオプションは、0 値を隠すがオフの場合にのみ適用できます。チェッ
クボックスがオンで、チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの
表示オプションでチャート式のデータポイントの値がオンの場合は、0値
がデータ点の上側にテキストとして表示されます。その他の場合は、0値
が隠されます。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式のすべての項目の
NULL値にのみ関連付けられた軸項目のすべての組み合わせが計算で無視
されます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。これを
オフにすると、チャートでnull値をカウントするなど、特別な場合にのみ
役立ちます。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。

反転 このボックスをチェックすると、数値の表示順序を反転できます。

基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。
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編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがレイアウト編集モードの場
合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ページ)を参照し
てください。

凡例の書式

[凡例の書式]ダイアログ

チャートの凡例のレイアウトは、このダイアログのさまざまな設定でコントロールできます。

スタイル 凡例の基本的なスタイルを設定します。複数のスタイルから選択します。
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背景色 凡例の背景の色を設定します。色は、ボタンをクリックすると表示される
色の設定(515ページ)ダイアログで、単色またはグラデーションとして定
義できます。

垂直位置 凡例に必要な垂直方向の領域がプロットエリアより狭い場合、凡例をプロ
ットエリアに対してどのように配置するかを指定します。

フォント フォント(592ページ)ダイアログが開き、凡例のフォントを指定できま
す。

線の間隔 凡例内の項目の間の距離を指定します。

ソート順を反転する 凡例のソート順を反転します。

折り返し 凡例の項目の折り返しオプションを設定します。
折り返し
凡例の項目のテキストを2行以上に折り返します。
セルの高さ (行)
折り返しチェックボックスがオンの場合、この設定で各項目に何行使用す
るかを指定します。

基準線

棒グラフの [基準線]ダイアログ
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ダイアログは、使用するチャートの種類によって外観が少し異なります。基準線は、1つまたは両方の
軸上の特定の地点からチャートのプロットエリアを横断する線です。たとえば、特定のレベルやチャー
トデータのパーセンタイルを示すために使用できます。基準線は、始点の軸の現在の範囲内にある場合
にのみ引かれます。

ラベル 基準線の横に描画するラベルを指定します。使用されるデフォルト値は数
式です。ラベルを計算式として定義できます。

基準線のラベルを表示 基準線の横にラベルを表示する場合は、このチェックボックスをオンにし
ます。

パス 基準線の始点の軸を設定します。
数値目盛の X- 軸
基準線をx- 軸から開始します。このオプションは、チャートに数値目盛の
X-軸が含まれている場合にのみ有効です(チャートプロパティ：目盛線(
棒 -折れ線-コンボ-レーダー-メッコチャート) (782ページ)を参照)。
第 1 軸 (Y)
基準線を第1軸 (y) (左/下) から開始します。
第 2 軸 (Y)
基準線を第2軸 (y) (右/上) から開始します。

定義 基準線を描画する位置の値を設定します。値は、現在のチャートデータの
固定パーセンタイル (編集ボックスに1と100の間の数値を入力)または
任意の数値の数式を指定できます。

線の書式 基準線のレイアウトを定義します。
太さ
基準線の太さを指定します。値は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセ
ル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、またはdocunits
(du、docunit) で指定できます。
色
基準線の色を設定します。
スタイル
実線、破線、点線といったスタイルを基準線に指定します。

表示 基準線を表示する条件を指定します。
常に表示
基準線は常に表示されます。
条件付き表示
基準線は、チャートが描画されるたびに評価される条件式に基づいて表示/
非表示にされます。基準線は、数式が true を返す場合にのみ表示されま
す。
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チャートテキスト

[チャートテキスト]ダイアログ

テキスト チャートに表示するテキストを入力します。入力されるテキストは、動的
に更新される 計算式(1053ページ)として定義することもできま
す。[...]ボタンをクリックすると、完全な数式の編集ダイアログが開か
れ、長い数式を簡単に編集したり、複数行のテキストを入力したりできま
す。

フォント フォント(592ページ)ダイアログが開き、テキストのフォントを指定でき
ます。

常に手前に表示 チャートの描画時に、テキストを前面に表示します。
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背景 テキストの背景を定義します。
透過
この設定では、テキストのみが表示されます。テキストに覆われたシート
オブジェクトも完全に見えます。
固定
この設定では、ラジオボタンの右にある色ボタンをクリックして背景色を
設定します。
計算
背景色は数式から動的に計算することもできます。数式は有効な色表現で
なければなりません。カラー関数(453ページ)を使用して作成しま
す。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開
かれ、長い数式を簡単に編集できます。数式の結果が有効な色表現でない
場合は、プログラムはデフォルトで黒を使用します。

角度 テキストの角度を指定します。0～360度に指定でき、初期値は0です。

配置 テキストの水平方向の配置をその背景内で設定します。
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50.10 チャートプロパティ：目盛線 (棒-折れ線-コンボ-レー
ダー - メッコチャート)

チャートプロパティ：盛線線

このダイアログは、棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャートのチャートプロパ
ティダイアログから開きます。
このダイアログでは、チャートの軸やY-軸として表現される数式の目盛線を設定できます。Y-軸の目盛
は1つ、もしくは2つ定義できます。x軸が数値を表示する場合、 [数値目盛表示]を設定できます(以
下を参照してください)。
ダイアログの内容：

数式の目盛線

数式 ここに表示される利用可能な数式は、チャートプロパティ：数式(757
ページ)ダイアログで定義されます。

y-軸の目盛線の色と幅は、目盛りの数値フォントと同様に、適応するオプションをクリックして個々
に設定します。
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Log スケール Logスケールは、チャートのすべてのデータ点が正の数(>0) である場合
に使用できます。

0 設定 x軸は、y= 0に交差します。このオプションは、Logスケールが使用され
ている場合は使用できません。

目盛の非表示 選択した数式の目盛を非表示にします。

ラベルの切り捨て バーの上部に文字列をすべて表示できない場合、文字列は切り捨てられま
す。この設定はデフォルトでオンになっています。

グリッドの表示 / 補助
グリッドの表示

y-軸の目盛マークは、水平(y-軸位置が左もしくは右に設定されます)
と垂直 (y-軸位置が上もしくは下に設定されます)グリッド線の表示に
使用されます。

目盛 最小値
y-軸の目盛りは、ドキュメントの状態によって変更されません。このチェ
ックボックスをオンにすると、編集ボックス内のy-軸の最小値を固定値と
して設定できます。
最大値
このチェックボックスをオンにすると、y-軸の最大値を固定値として設定
できます。
目盛間隔
このチェックボックスをオンにすると、y-軸の目盛マークの間隔を固定値
として設定できます。

目盛グループで入力する値は、計算式(1053ページ)として指定できます。[...]ボタンをクリックす
ると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

位置 2つの数式が利用可能な場合、それらに異なる位置を設定し、1つを左(
下)に、その他を右(上)に表示できます。この場合、y軸は数式のために
異なる目盛りを表示します。

軸の分割 y軸を2ヵ所に分けることにより、x軸を共有する2つのチャートがある
ように見えます。第 1 軸 n (%)は、軸の主要部分に使用される軸の長さ
のパーセントを定義します。
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軸の目盛線

第 1 軸ラベル 第1軸のラベル表示を、水平、傾斜、垂直に設定します。

第 2 軸ラベル 第2軸のラベル表示を、水平、傾斜、垂直に設定します。

数値目盛の表示 (順序正しい)連続数値の目盛り軸。

0 設定 y軸は、x= 0に交差します。

目盛の非表示 x軸は表示されません。

グリッドの表示 x軸の目盛マークがグリッド線に拡張されます。グリッド線は、[グリッド
スタイル]と [グリッド色]設定を使用して書式設定できます(ページの最
後を参照)。

補助グリッドの表示 補助グリッドを有効にします。

段組みラベル x-軸のすべての値を表示するのに十分なスペースがない場合、ラベルを段
組みにします。このオプションがオフの場合、表示されるラベル数は少な
くなる可能性があります。この設定は水平表示時のラベルでのみ有効で
す。通常、x-軸ラベルは左から右に段組みにされます。[段組み表示の反
転]チェックボックスをオンにすると、段組みが右から左へと反転しま
す。

x-軸の目盛線の色と幅は、目盛りの数値フォントと同様に、適応するオプションをクリックして個々
に設定します。

目盛 最小値
x-軸の目盛りは、ドキュメントの状態によって変更されません。このチェ
ックボックスをオンにすると、編集ボックスでx軸の最小値を固定値とし
て設定できます。
最大値
このチェックボックスをオンにすると、x-軸の最大値を固定値として設定
できます。
目盛間隔
このチェックボックスをオンにすると、x-軸の目盛マークの間隔を固定値
として設定できます。

目盛グループで入力する値は、計算式(1053ページ)として指定できます。[...]ボタンをクリックす
ると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。
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バックキャスト この機能はすう勢線に作用します。見積もり用のすう勢線をどれだけ後ろ
に表示したいかをテキストの編集ボックスに入力します。チャートプロパ
ティ：数式(757ページ)を参照してください。すう勢線のバックキャスト
部分は点線で表示されます。

フォーキャスト 予測用のすう勢線をどれだけ表示したいかをテキストの編集ボックスに入
力します。チャートプロパティ：数式(757ページ)を参照してくださ
い。すう勢線のフォーキャスト部分は点線で表示されます。

グリッドのスタイル [グリッドのスタイル]をオンにし、ドロップダウンリストの有効なグリッ
ドスタイルから選択できます。

グリッドの色 グリッドの色を選択します。

数式の目盛線を 0 レベ
ルに揃える

2つのy軸を表示している場合、この設定はそれらを0レベルに同期させ
るのに使用されます。

50.11 チャートプロパティ：色

チャートプロパティ：色

チャートプロパティ：色ページは、チャートウィンドウを右クリックし、オブジェクトメニューのプ
ロパティを選択して開きます。
データの書式グループでは、チャートの軸項目値に18の異なる色を配置することができます。
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色 1 - 18 色は、単色またはグラデーションとして定義できます。色をカスタマイズ
するには、ボタンをクリックして 色の設定(515ページ)ダイアログを開
きます。
初期設定色を取得ボタンは、カラーマップをQlikViewのデフォルトの設
定にリセットします。
色の変更を元に戻すボタンは、このダイアログを開いたときに適用されて
いた色の設定に戻します。
詳細設定ボタンは、カラーマップ詳細設定(787ページ)ダイアログを開
きます。ここでは、カラーマップを設定し、シート、ドキュメント、ユー
ザー、QlikViewの初期設定を取得できます。

要素を塗り分ける このチェックボックスをオフにすると、すべての要素が同じ色になりま
す。

固定色 このチェックボックスをオンにすると、カラーマップがロックされ、永久
に同じ色をそれぞれの値に適用します。

最後の色を繰り返す このチェックボックスをオンにすると、18番目の以降の値にはすべてカ
ラーマップの18番目の色が適用されます。オフの場合、1から18の色を
順番に繰り返し使用します。

色の代わりにパターン
を使用する

印刷時
チャートは、白黒の塗りつぶしパターンで印刷されます。オフの場合、白
黒プリンターがグレースケールを使用します。
スクリーン上
チャートは塗りつぶしパターンで表示されます。

フレームの背景グループでは、プロットエリアの背景とプロットエリアの周囲の領域の背景に色を設
定します。

色 色付きの背景でチャートがプロットされます。プロットエリアと周囲の領
域に異なる色を設定できます。
どちらのボタンもクリックすると 色の設定(515ページ)ダイアログを開
きます。
ヒント!背景色設定は、画像やプロットエリアのみと組み合わせることが
できます。

背景 プロットエリアの周囲の背景またはチャートの場合はチャート全体の背景
に使用される色。色は、ボタンをクリックすると表示される色の設定ダイ
アログで、単色またはグラデーションとして定義できます。デフォルトの
色は、白です。

プロットエリア チャートのプロットエリアに使用される色。色は、ボタンをクリックする
と表示される色の設定ダイアログで、単色またはグラデーションとして定
義できます。デフォルトの色は、ライトグレーです。この設定は、円グラ
フとファネルチャート、レーダーチャートでは使用できません。
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画像 画像を選択して画像ボタンをクリックすると画像の挿入ダイアログが開
き、背景画像をインポートできます。
プロットエリアのみチェックボックスをオンにすると、インポートした画
像がプロットエリアのみに制限されます。

動的画像 計算式を入力し、選択によって動的に変化する画像を背景に表示します。
棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、散布図およびグリッドチャー
トで有効です。

透過性 チャートの背景の透過性を設定します。0%を指定すると背景は完全に不
透明になり、上の [背景]で定義した色になります。100%の場合、背景は
完全に透明になります。

プロットエリアの枠線グループでは、プロットエリアの周囲に描画される四角形の枠線の幅と色を
設定できます。

カラーマップ詳細設定

[カラーマップ詳細設定]ダイアログ

このダイアログでは、いくつか異なるレベルの色の設定を取得、設定、またはクリアできます。

現在のカラーマップ ダイアログを開くと、現在のチャートのカラーマップが表示されます。
個々の色をクリックするか、シートの初期設定、ドキュメントの初期設
定、ユーザーの初期設定、またはQlikView の初期設定の取得ボタンを
押して、カラーマップを変更します。

シートの初期設定 現在のシートのデフォルトのカラーマップを設定、取得、またはクリアし
ます。現在のシートのデフォルトのカラーマップを取得するには、取得ボ
タンを押します(このオプションはシートのデフォルトがある場合にのみ有
効)。現在のカラーマップをシートのデフォルトとして適用するには、[更
新]を押します。現在のシートのデフォルトをクリアするには、削除を押
します(このオプションはシートのデフォルトがある場合にのみ有効)。
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ドキュメントの初期設
定

現在のドキュメントのデフォルトのカラーマップを設定、取得、またはク
リアします。現在のドキュメントのデフォルトのカラーマップを取得する
には、取得ボタンを押します(このオプションはドキュメントのデフォル
トがある場合にのみ有効)。現在のカラーマップをドキュメントのデフォル
トとして適用するには、[更新]を押します。現在のドキュメントのデフォ
ルトをクリアするには、削除を押します(このオプションはドキュメント
のデフォルトがある場合にのみ有効)。

ユーザーの初期設定 ユーザーのデフォルトのカラーマップを設定、取得、またはクリアしま
す。ユーザーのデフォルトのカラーマップを取得するには、取得ボタンを
押します(このオプションはユーザーのデフォルトがある場合にのみ有
効)。現在のカラーマップをユーザーのデフォルトとして適用するには、[
更新]を押します。ユーザーのデフォルトをクリアするには、削除を押し
ます(このオプションはユーザーのデフォルトがある場合にのみ有効)。

QlikView の初期設定 QlikViewのデフォルトのカラーマップを取得するには、取得ボタンを押
します。このデフォルトは、変更できません。
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50.12 チャートプロパティ：数値書式

チャートプロパティ：数値書式

このページは、アクティブなチャートに適用されます。また、項目値を設定する次のコントロールが含
まれます。

初期設定値 初期設定値の数値書式を使用して数値を表示します。

数値 有効桁数ボックスで設定した桁数で数値を表示します。

整数 数値を整数で表示します。

実数 小数点以下の桁数ボックスで設定した桁数の小数点値で数値を表示しま
す。

通貨 プレビューテキストボックスに表示される書式で数値を表示します。デフ
ォルトの書式はWindows の通貨設定です。

日付 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。
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Time (時刻) 書式パターン編集ボックスに設定される書式で時刻として変換した値を表
示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに表示さ
れます。

日付と時刻 書式パターン編集ボックスに設定される書式で日付+時刻として変換した
値を表示します。この書式のサンプルは、プレビューテキストボックスに
表示されます。

時間間隔 シーケンシャルな時間増分で時間を表示します(例書式=mmでは、値を
カレンダーが始まってからの分の数で表示します( 1899:12:30:24:00)。

パーセント表示 (%)チェックボックスは、次の書式で機能します：数値、整数、実数。
小数点と桁区切り区切り記号は、区切り記号グループの編集ボックスで設定できます。
単位では、編集ボックスに単位、千の単位、百万の単位、十億の単位を入力できます。
ISOボタンは、日付、時刻、日付と時刻の書式に標準 ISOを使用します。
システムボタンは、書式設定をシステム設定に設定します。

50.13 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

50.14 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

50.15 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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51 折れ線グラフ

折れ線グラフの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。

折れ線グラフは、値ポイント間の線、値ポイントのみ、または線と値ポイントの両方でデータを表しま
す。折れ線グラフは、変更や傾向を表示する場合に便利です。

ツールメニューから クイックチャートウィザード(927ページ)を選択し、新しい折れ線グラフをす
ばやく作成することができます。
折れ線グラフを右クリックすると、折れ線グラフ：オブジェクトメニュー(792ページ)が表示されま
す。折れ線グラフがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできま
す。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

51.1 チャートの追加

チャートを新規作成するには、ツールバーのチャートの追加ボタンをクリックする、シートの領域を右
クリックし、シートのオブジェクトメニューから [シートオブジェクトの追加] - [チャート]を選択す
る、または、レイアウトメニューから [シートオブジェクトの追加] - [チャート]を選択します。チ
ャートプロパティのページが順番に開きます。
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最初に表示されるページでは、名前とグラフの種類、タイトル(オプション)を設定します。 [次へ]ボ
タンをクリックすると2番目のページが表示されます。十分な情報が入力されると、 [次へ]もしくは [
完了]ボタンが有効になり、次のページへ順番に進む、もしくは完了させることができます。
一度チャートがシート上に表示されると、右クリックしてプロパティを選択する、もしくは(キャプシ
ョンの部分をクリックして)アクティブにしてオブジェクトメニューのプロパティを選択して、修正
することができます。

51.2 折れ線グラフ：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。
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複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

51.3 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。

794 QlikView 11.20 SR13



51 折れ線グラフ

51.4 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

51.5 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

51.6 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

51.7 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

51.8 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。
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51.9 チャートプロパティ：プレゼンテーション (棒 -折れ線-コ
ンボ-レーダー - メッコチャート)

チャートプロパティ：プレゼンテーション

このページは、棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、メッコチャートに使
用されます。
[棒設定]グループでは、棒グラフとコンボチャートで使用する棒に対して、さまざまな表示オプション
を設定できます。

棒の間隔 (-6 - 8) クラスターの棒と棒の間の距離を設定します。負の数字では、棒が重なり
ます。-6～8の値を入力できます。

グループの間隔 (0 -
8)

クラスター化された棒グラフでグループ化された値の間の距離を示しま
す。0～8の値を入力できます。

細い棒を許可する 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。デフォルトでは、はっきり識別できるように少なくと
も4ピクセル幅で棒が描画されます。このチェックボックスをオンにする
と、1ピクセル幅まで棒が圧縮されます。
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すべての棒を表示 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。このチェックボックスをオンにするとすべてのデータ
点を強制的に表示します。棒は圧縮され(細い棒を許可する ) いくつかは
その他によって部分的に隠されるかもしれません。

データ点の値 グループでは、 in チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの表示オプションで
1つまたは複数のチャート式にこのオプションを選択した場合、データ点の値について表示オプション
を設定できます。

最大表示数 このボックスでは、チャートに表示するデータ点の値の上限値を指定でき
ます。制限を指定しない場合は、すべてのデータ点の値が表示されます。
このため、チャートの読みやすさに影響することがあります。

垂直 値を縦に表示します。

要素の中に値を表示 このチェックボックスをオンにすると、要素の上に表示する代わりに、要
素の中にデータ点の値を表示します。

引き続き上部に合計を
表示

このチェックボックスをオンにすると、積み上げ棒グラフの各棒の上に合
計の値が表示されます。このオプションは、要素の中に値を表示を選択し
たときにのみ使用できます。

エラーバーグループでは、チャートに使用されるエラーバーの表示オプションを決定します。

幅 エラーバーの幅を指定します。

厚さ エラーバーの厚さを指定します。

色 エラーバーの色を選択します。

線/マーカーの設定グループでは、折れ線グラフとコンボチャートで使用される線とデータ点のマー
カーの表示オプションを決定します。すう勢線の幅も決定できます。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イ
ンチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、
またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーセットを使用
する

このチェックボックスをオンにすると、マーカーの表示の種類(リング、三
角など)が増えます。

半透明 線を半透明に表示する場合は、このオプションをオンにします。

ポップアップラベル マウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップアップウィ
ンドウに表示するには、このオプションをオンにします。
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ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸を排除します。こ
のオプションは、デフォルトでオンになっています。
データラベルに 0 値を表示
このオプションは、0 値を隠すがオフの場合にのみ適用できます。チェッ
クボックスがオンで、チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの
表示オプションでチャート式のデータポイントの値がオンの場合は、0値
がデータ点の上側にテキストとして表示されます。その他の場合は、0値
が隠されます。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式のすべての項目の
NULL値にのみ関連付けられた軸項目のすべての組み合わせが計算で無視
されます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。これを
オフにすると、チャートでnull値をカウントするなど、特別な場合にのみ
役立ちます。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。

反転 このボックスをチェックすると、数値の表示順序を反転できます。

基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。
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編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがレイアウト編集モードの場
合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ページ)を参照し
てください。

51.10 目盛線

目盛線ページでは、X-軸とY- 軸の表示プロパティを設定できます。
このページは、チャートプロパティ：目盛線(棒 -折れ線-コンボ-レーダー-メッコチャート) (782
ページ)と同じです。

51.11 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

51.12 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

51.13 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。
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51.14 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

51.15 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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52 コンボチャート

コンボチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。

コンボチャートを使用すると、棒グラフの機能と折れ線グラフの機能を組み合わせることができます。
つまり、1つの数式の値を棒で表示しながら、他の数式の値を線またはマーカーで表示できます。

ツールバーのチャートの追加 ボタン をクリックすると、新しいコンボチャートを簡単に作成するこ
とができます。
コンボチャートを右クリックすると、コンボチャート：オブジェクトメニュー(801ページ)が表示さ
れます。コンボチャートがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセ
スできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

52.1 コンボチャート：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

52.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。
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52.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

52.4 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

52.5 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

52.6 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

52.7 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。
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52.8 チャートプロパティ：プレゼンテーション (棒 -折れ線-コ
ンボ-レーダー - メッコチャート)

チャートプロパティ：プレゼンテーション

このページは、棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、メッコチャートに使
用されます。
[棒設定]グループでは、棒グラフとコンボチャートで使用する棒に対して、さまざまな表示オプション
を設定できます。

棒の間隔 (-6 - 8) クラスターの棒と棒の間の距離を設定します。負の数字では、棒が重なり
ます。-6～8の値を入力できます。

グループの間隔 (0 -
8)

クラスター化された棒グラフでグループ化された値の間の距離を示しま
す。0～8の値を入力できます。

細い棒を許可する 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。デフォルトでは、はっきり識別できるように少なくと
も4ピクセル幅で棒が描画されます。このチェックボックスをオンにする
と、1ピクセル幅まで棒が圧縮されます。
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すべての棒を表示 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。このチェックボックスをオンにするとすべてのデータ
点を強制的に表示します。棒は圧縮され(細い棒を許可する ) いくつかは
その他によって部分的に隠されるかもしれません。

データ点の値 グループでは、 in チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの表示オプションで
1つまたは複数のチャート式にこのオプションを選択した場合、データ点の値について表示オプション
を設定できます。

最大表示数 このボックスでは、チャートに表示するデータ点の値の上限値を指定でき
ます。制限を指定しない場合は、すべてのデータ点の値が表示されます。
このため、チャートの読みやすさに影響することがあります。

垂直 値を縦に表示します。

要素の中に値を表示 このチェックボックスをオンにすると、要素の上に表示する代わりに、要
素の中にデータ点の値を表示します。

引き続き上部に合計を
表示

このチェックボックスをオンにすると、積み上げ棒グラフの各棒の上に合
計の値が表示されます。このオプションは、要素の中に値を表示を選択し
たときにのみ使用できます。

エラーバーグループでは、チャートに使用されるエラーバーの表示オプションを決定します。

幅 エラーバーの幅を指定します。

厚さ エラーバーの厚さを指定します。

色 エラーバーの色を選択します。

線/マーカーの設定グループでは、折れ線グラフとコンボチャートで使用される線とデータ点のマー
カーの表示オプションを決定します。すう勢線の幅も決定できます。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イ
ンチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、
またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーセットを使用
する

このチェックボックスをオンにすると、マーカーの表示の種類(リング、三
角など)が増えます。

半透明 線を半透明に表示する場合は、このオプションをオンにします。

ポップアップラベル マウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップアップウィ
ンドウに表示するには、このオプションをオンにします。
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ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸を排除します。こ
のオプションは、デフォルトでオンになっています。
データラベルに 0 値を表示
このオプションは、0 値を隠すがオフの場合にのみ適用できます。チェッ
クボックスがオンで、チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの
表示オプションでチャート式のデータポイントの値がオンの場合は、0値
がデータ点の上側にテキストとして表示されます。その他の場合は、0値
が隠されます。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式のすべての項目の
NULL値にのみ関連付けられた軸項目のすべての組み合わせが計算で無視
されます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。これを
オフにすると、チャートでnull値をカウントするなど、特別な場合にのみ
役立ちます。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。

反転 このボックスをチェックすると、数値の表示順序を反転できます。

基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。
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編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがレイアウト編集モードの場
合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ページ)を参照し
てください。

52.9 目盛線

目盛線ページでは、X-軸とY- 軸の表示プロパティを設定できます。
このページは、チャートプロパティ：目盛線(棒 -折れ線-コンボ-レーダー-メッコチャート) (782
ページ)と同じです。

52.10 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

52.11 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

52.12 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。
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52.13 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

52.14 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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53 レーダーチャート

レーダーチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。
レーダーチャートは、x- 軸が360度を一周するように配置され、x値ごとに1つのy- 軸がある折れ線
グラフです。結果は、くもの巣やレーダー画面に似ています。

ツールバーのチャートの追加 ボタン をクリックすると、新しいレーダーチャートを簡単に作成でき
ます。
レーダーチャートを右クリックすると、レーダーチャート：オブジェクトメニュー(811ページ)が表
示されます。レーダーチャートがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからも
アクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

注意!
レーダーチャートでは正値か負値どちらか一方のみを持つデータセットだけが表示できます。データ
セットが混合値や正値と負値どちらも含む場合はエラーメッセージが表示されます。

53.1 レーダーチャート：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

QlikView 11.20 SR13 811



53 レーダーチャート

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

53.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。
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53.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

53.4 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

53.5 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

53.6 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

53.7 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。
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53.8 チャートプロパティ：プレゼンテーション (棒 -折れ線-コ
ンボ-レーダー - メッコチャート)

チャートプロパティ：プレゼンテーション

このページは、棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、メッコチャートに使
用されます。
[棒設定]グループでは、棒グラフとコンボチャートで使用する棒に対して、さまざまな表示オプション
を設定できます。

棒の間隔 (-6 - 8) クラスターの棒と棒の間の距離を設定します。負の数字では、棒が重なり
ます。-6～8の値を入力できます。

グループの間隔 (0 -
8)

クラスター化された棒グラフでグループ化された値の間の距離を示しま
す。0～8の値を入力できます。

細い棒を許可する 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。デフォルトでは、はっきり識別できるように少なくと
も4ピクセル幅で棒が描画されます。このチェックボックスをオンにする
と、1ピクセル幅まで棒が圧縮されます。
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すべての棒を表示 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。このチェックボックスをオンにするとすべてのデータ
点を強制的に表示します。棒は圧縮され(細い棒を許可する ) いくつかは
その他によって部分的に隠されるかもしれません。

データ点の値 グループでは、 in チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの表示オプションで
1つまたは複数のチャート式にこのオプションを選択した場合、データ点の値について表示オプション
を設定できます。

最大表示数 このボックスでは、チャートに表示するデータ点の値の上限値を指定でき
ます。制限を指定しない場合は、すべてのデータ点の値が表示されます。
このため、チャートの読みやすさに影響することがあります。

垂直 値を縦に表示します。

要素の中に値を表示 このチェックボックスをオンにすると、要素の上に表示する代わりに、要
素の中にデータ点の値を表示します。

引き続き上部に合計を
表示

このチェックボックスをオンにすると、積み上げ棒グラフの各棒の上に合
計の値が表示されます。このオプションは、要素の中に値を表示を選択し
たときにのみ使用できます。

エラーバーグループでは、チャートに使用されるエラーバーの表示オプションを決定します。

幅 エラーバーの幅を指定します。

厚さ エラーバーの厚さを指定します。

色 エラーバーの色を選択します。

線/マーカーの設定グループでは、折れ線グラフとコンボチャートで使用される線とデータ点のマー
カーの表示オプションを決定します。すう勢線の幅も決定できます。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イ
ンチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、
またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーセットを使用
する

このチェックボックスをオンにすると、マーカーの表示の種類(リング、三
角など)が増えます。

半透明 線を半透明に表示する場合は、このオプションをオンにします。

ポップアップラベル マウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップアップウィ
ンドウに表示するには、このオプションをオンにします。
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ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸を排除します。こ
のオプションは、デフォルトでオンになっています。
データラベルに 0 値を表示
このオプションは、0 値を隠すがオフの場合にのみ適用できます。チェッ
クボックスがオンで、チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの
表示オプションでチャート式のデータポイントの値がオンの場合は、0値
がデータ点の上側にテキストとして表示されます。その他の場合は、0値
が隠されます。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式のすべての項目の
NULL値にのみ関連付けられた軸項目のすべての組み合わせが計算で無視
されます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。これを
オフにすると、チャートでnull値をカウントするなど、特別な場合にのみ
役立ちます。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。

反転 このボックスをチェックすると、数値の表示順序を反転できます。

基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。
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編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがレイアウト編集モードの場
合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ページ)を参照し
てください。

53.9 目盛線

目盛線ページでは、X-軸とY- 軸の表示プロパティを設定できます。
このページは、チャートプロパティ：目盛線(棒 -折れ線-コンボ-レーダー-メッコチャート) (782
ページ)と同じです。

53.10 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

53.11 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

53.12 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。
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53.13 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

53.14 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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54 散布図

散布図の例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。

散布図は、2つの数式の値の組み合わせを表示します。これは、各例に2つの数値がある場合に便利で
す(国の人口と人口増加など)。

ツールバーのチャートの追加 ボタンをクリックすると、新しい散布図を簡単に作成することができ
ます。
散布図を右クリックすると、散布図：オブジェクトメニュー(821ページ)が表示されます。散布図が
アクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

54.1 散布図：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

54.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。
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54.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

54.4 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

54.5 チャートプロパティ：数式 (散布図)

チャートプロパティ：数式 (散布図)

チャートプロパティ： [数式]ページは、散布図を右クリックし、[オブジェクト]メニューの [プロパ
ティ]を選択して開きます。これは、簡易モードの [数式]ページで、 [詳細モード]チェックボックス
がオフの時にのみ表示されます。
Xグループは、X軸を決めるために使用されます。同様に、YグループでY軸を作成します。この簡易
モードの数式ダイアログでは、X軸とY軸はすべてAvg(FieldName)と定義されます。Avg (平均
値)は、有効な散布図を作成する可能性が最も高い関数であるため、デフォルトとして使用されます。
どちらの軸にも、[ラベル]を指定できます。このラベルは、計算式(1053ページ)としても定義でき
ます。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編
集できます。
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[Z]グループでは、散布図にプロットされる各データポイントのサイズを計算するために使用するオプ
ションの数式を指定します。

バブルチャート このオプションをオンにすると、3番目のチャート式(Z) を使用して散布
点の相対的なサイズが計算されます。数式の値により、プロットされるバ
ブルの面積が決まります。

バブルサイズの数式 ここには、各散布点に描画されるバブルの相対的なサイズを決定する数式
を入力します。[...]ボタンをクリックすると、完全な [数式の編集]ダイ
アログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

54.6 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

54.7 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。

54.8 チャートプロパティ：プレゼンテーション (散布図-グリッ
ドチャート)

チャートプロパティ:プレゼンテーション (散布図 -グリッドチャート)
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このプロパティページでは、散布図とグリッドチャートを総合的に使用できます。いくつかのオプショ
ンはいずれか1つに対してのみ使用できます。軸ページで散布図に1つではなく2つの軸を定義した場
合、第1軸の各値と、第2軸の関連付けられている各値から1つの散布データポイントが生成されま
す。生成されたデータポイントは、線で接続することができます。次の表示オプションが、プレゼン
テーショングループで使用できます。

線のみ データは、データ点を線で表示します。

マーカーのみ データは、データ点をマーカーで表示します。

線とマーカ 上記オプションの組み合わせ

マーカーの自動サイズ
調節

最大バブルサイズを散布図のサイズ/グリッドチャートの値に合わせま
す。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イン
チ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、ま
たはdocunits (du、docunit) で指定できます。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

最大バブルサイズ チャートで使用する、最大のバブルのサイズを設定します。[表示]グルー
プの [マーカーのみ]または [線とマーカー]との組み合わせにより一部([
スタイル]タブで選択した)の表示、ならびに [マーカーの自動サイズ調
節]の選択が解除されている場合のみ使用できます。

矢印の表示 接続線に矢印の表示オプションを設定します(上記のプレゼンテーション
グループを参照してください)。矢印は、第2軸のソート順で定義された順
序で、次の散布点の方向を向きます。チェックボックスをオンにすると、
接続線に矢印を表示します。

矢印のサイズ 矢印のサイズをここで編集できます。

スタイル ドロップダウンリストにあるスタイルから選択します。

バブルスケール グリッドチャートのバブルを次のどの方法に基づいて拡大縮小するかを選択しま
す。

l 半径
バブルがこの半径に基づいて拡大縮小されます。

l 領域
バブルがこの領域に基づいて拡大縮小されます。これがグリッドチャー
トのデフォルトのオプションです。ほとんどの場合、このオプションで
データが最適に表示されます。

ラベルグループでは、ラベルとデータポイントの表示オプションを設定できます。プロットされるラベ
ルは、凡例と同じです。
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ラベルの最大表示数 表示するラベルの数を制限します。設定した数値が大きすぎると、チャー
トが分かりにくくなります。

データラベル チェックボックスをオンにすると、ラベルを表示します。

ポップアップラベル チャートでマウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップ
アップウィンドウに表示するには、このオプションをオンにします。

ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

水平位置 ドロップダウンリストから水平方向左揃え、中央揃えまたは右揃えを選
択します。

垂直位置 ドロップダウンリストから垂直方向上、上下中央揃えまたは下を選択し
ます。

0 値を隠すチェックボックスと欠損値を隠すチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸が
テーブルから排除されます。

X- 軸ラベルの表示 チャートプロパティ：数式(散布図) (825ページ)ページのXグループで
指定したx- 軸のラベルをx- 軸の終端に表示します。

Y- 軸ラベルの表示 チャートプロパティ：数式(散布図) (825ページ)ページのYグループで
指定したy- 軸のラベルをy- 軸の終端に表示します。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。
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基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。

編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 チャートに新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト
(780ページ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがチャートレイアウト編集
モードの場合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ペー
ジ)を参照してください。
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基準線

散布図とグリッドチャートの [基準線]ダイアログ

ダイアログは、使用するチャートの種類によって外観が少し異なります。基準線は、1つまたは両方の
軸上の特定の地点からチャートのプロットエリアを横断する線です。たとえば、特定のレベルやチャー
トデータのパーセンタイルを示すために使用できます。基準線は、始点の軸の現在の範囲内にある場合
にのみ引かれます。

ラベル 基準線の横に描画するラベルを指定します。使用されるデフォルト値は数
式です。ラベルを計算式として定義できます。

基準線のラベルを表示 基準線の横にラベルを表示する場合は、このチェックボックスをオンにし
ます。

パス 基準線の始点の軸をX-軸、Y-軸およびX-軸と Y-軸から選択し、設定し
ます。

定義 基準線を描画する位置の値を設定します。値は、現在のチャートデータの
固定パーセンタイル (編集ボックスに1と100の間の数値を入力)または
任意の数値の数式を指定できます。
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線の書式 基準線のレイアウトを定義します。
太さ
基準線の太さを指定します。値は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセ
ル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、またはdocunits
(du、docunit) で指定できます。
色
基準線の色を設定します。
スタイル
実線、破線、点線といったスタイルを基準線に指定します。

表示 基準線を表示する条件を指定します。
常に表示
基準線は常に表示されます。
条件付き表示
基準線は、チャートが描画されるたびに評価される条件式に基づいて表示/
非表示にされます。基準線は、数式が true を返す場合にのみ表示されま
す。

54.9 チャートプロパティ：目盛線 (散布図-グリッドチャート)

チャートプロパティ：目盛線 (散布図 -グリッドチャート)

このダイアログは、散布図とグリッドチャートのチャートプロパティから開けます。

QlikView 11.20 SR13 831



54 散布図

このダイアログでは、チャートのx軸とy軸の表現を設定できます。
ダイアログの内容：

X-軸

0 設定 y軸は、x= 0に交差します。

グリッドの表示 / 補助
グリッドの表示

x軸の目盛マークがグリッド線に拡張されます。 [グリッドのスタイル]と
[グリッドの色]設定でさらに書式を設定できます。

Log スケール Logスケールが使用されます。

ラベル x- 軸のラベルの位置を変更します。

目盛の非表示 x軸は表示されません。

x-軸の目盛線の色と幅は、目盛りの数値フォントと同様に、適応するオプションをクリックして個々
に設定します。

目盛 最小値
x-軸の目盛りは、ドキュメントの状態によって変更されません。このチェ
ックボックスをオンにすると、編集ボックスでx軸の最小値を固定値とし
て設定できます。
最大値
このチェックボックスをオンにすると、x-軸の最大値を固定値として設定
できます。
目盛間隔
このチェックボックスをオンにすると、x-軸の目盛マークの間隔を固定値
として設定できます。
中間値
このチェックボックスをオンにして、x-軸上の値を設定すると、その値の
位置がプロットエリアの中心になります。[中間値]の値が [最小値]や [
最大値]と競合する場合、[中間値]の値が優先されます。

目盛グループで入力する値は、計算式(1053ページ)として指定できます。[...]ボタンをクリックす
ると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。
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Y-軸

0 設定 x軸は、y= 0に交差します。

グリッドの表示 / 補助
グリッドの表示

y軸の目盛マークがグリッド線に拡張されます。 [グリッドのスタイル]と
[グリッドの色]設定でさらに書式を設定できます。

Log スケール Logスケールが使用されます。

目盛の非表示 y軸は表示されません。

ラベル y- 軸のラベルの位置と方向を変更します。

y-軸の目盛線の色と幅は、目盛りの数値フォントと同様に、適応するオプションをクリックして個々
に設定します。

目盛 最小値
y-軸の目盛りは、ドキュメントの状態によって変更されません。このチェ
ックボックスをオンにすると、編集ボックスでy軸の最小値を固定値とし
て設定できます。
最大値
このチェックボックスをオンにすると、y-軸の最大値を固定値として設定
できます。
目盛間隔
このチェックボックスをオンにすると、y-軸の目盛マークの間隔を固定値
として設定できます。
中間値
このチェックボックスをオンにして、y-軸上の値を設定すると、その値の
位置がプロットエリアの中心になります。[中間値]の値が [最小値]や [
最大値]と競合する場合、[中間値]の値が優先されます。

目盛グループで入力する値は、計算式(1053ページ)として指定できます。[...]ボタンをクリックす
ると、完全な [数式の編集]ダイアログが開かれ、長い数式を簡単に編集できます。

グリッドのスタイル [グリッドのスタイル]をオンにし、ドロップダウンリストの有効なグリッ
ドスタイルから選択できます。

グリッドの色 グリッドの色を選択します。

54.10 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。
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54.11 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

54.12 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

54.13 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

54.14 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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55 グリッドチャート

グリッドチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。

グリッドチャートは散布図に似ていますが、軸に軸の値をプロットし、プロットマーカーを決定する数
式を使用します。特別なモードでは、第3軸をプロットマーカーとして小さい円グラフ形式で表示でき
ます。

ツールバーのチャートの追加 ボタンをクリックすると、新しいグリッドチャートを簡単に作成する
ことができます。
グリッドチャートを右クリックすると、グリッドチャート：オブジェクトメニュー(835ページ)が表
示されます。グリッドチャートがアクティブなオブジェクトの場合、オブジェクトメニューからもアク
セスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

55.1 グリッドチャート：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

55.2 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。
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55.3 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

55.4 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

55.5 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

55.6 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。

55.7 チャートプロパティ：プレゼンテーション (散布図-グリッ
ドチャート)

チャートプロパティ:プレゼンテーション (散布図 -グリッドチャート)
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このプロパティページでは、散布図とグリッドチャートを総合的に使用できます。いくつかのオプショ
ンはいずれか1つに対してのみ使用できます。軸ページで散布図に1つではなく2つの軸を定義した場
合、第1軸の各値と、第2軸の関連付けられている各値から1つの散布データポイントが生成されま
す。生成されたデータポイントは、線で接続することができます。次の表示オプションが、プレゼン
テーショングループで使用できます。

線のみ データは、データ点を線で表示します。

マーカーのみ データは、データ点をマーカーで表示します。

線とマーカ 上記オプションの組み合わせ

マーカーの自動サイズ
調節

最大バブルサイズを散布図のサイズ/グリッドチャートの値に合わせま
す。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イン
チ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、ま
たはdocunits (du、docunit) で指定できます。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

最大バブルサイズ チャートで使用する、最大のバブルのサイズを設定します。[表示]グルー
プの [マーカーのみ]または [線とマーカー]との組み合わせにより一部([
スタイル]タブで選択した)の表示、ならびに [マーカーの自動サイズ調
節]の選択が解除されている場合のみ使用できます。

矢印の表示 接続線に矢印の表示オプションを設定します(上記のプレゼンテーション
グループを参照してください)。矢印は、第2軸のソート順で定義された順
序で、次の散布点の方向を向きます。チェックボックスをオンにすると、
接続線に矢印を表示します。

矢印のサイズ 矢印のサイズをここで編集できます。

スタイル ドロップダウンリストにあるスタイルから選択します。

バブルスケール グリッドチャートのバブルを次のどの方法に基づいて拡大縮小するかを選択しま
す。

l 半径
バブルがこの半径に基づいて拡大縮小されます。

l 領域
バブルがこの領域に基づいて拡大縮小されます。これがグリッドチャー
トのデフォルトのオプションです。ほとんどの場合、このオプションで
データが最適に表示されます。

ラベルグループでは、ラベルとデータポイントの表示オプションを設定できます。プロットされるラベ
ルは、凡例と同じです。
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ラベルの最大表示数 表示するラベルの数を制限します。設定した数値が大きすぎると、チャー
トが分かりにくくなります。

データラベル チェックボックスをオンにすると、ラベルを表示します。

ポップアップラベル チャートでマウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップ
アップウィンドウに表示するには、このオプションをオンにします。

ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

水平位置 ドロップダウンリストから水平方向左揃え、中央揃えまたは右揃えを選
択します。

垂直位置 ドロップダウンリストから垂直方向上、上下中央揃えまたは下を選択し
ます。

0 値を隠すチェックボックスと欠損値を隠すチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸が
テーブルから排除されます。

X- 軸ラベルの表示 チャートプロパティ：数式(散布図) (825ページ)ページのXグループで
指定したx- 軸のラベルをx- 軸の終端に表示します。

Y- 軸ラベルの表示 チャートプロパティ：数式(散布図) (825ページ)ページのYグループで
指定したy- 軸のラベルをy- 軸の終端に表示します。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。
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基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。

編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 チャートに新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト
(780ページ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがチャートレイアウト編集
モードの場合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ペー
ジ)を参照してください。
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基準線

散布図とグリッドチャートの [基準線]ダイアログ

ダイアログは、使用するチャートの種類によって外観が少し異なります。基準線は、1つまたは両方の
軸上の特定の地点からチャートのプロットエリアを横断する線です。たとえば、特定のレベルやチャー
トデータのパーセンタイルを示すために使用できます。基準線は、始点の軸の現在の範囲内にある場合
にのみ引かれます。

ラベル 基準線の横に描画するラベルを指定します。使用されるデフォルト値は数
式です。ラベルを計算式として定義できます。

基準線のラベルを表示 基準線の横にラベルを表示する場合は、このチェックボックスをオンにし
ます。

パス 基準線の始点の軸をX-軸、Y-軸およびX-軸と Y-軸から選択し、設定し
ます。

定義 基準線を描画する位置の値を設定します。値は、現在のチャートデータの
固定パーセンタイル (編集ボックスに1と100の間の数値を入力)または
任意の数値の数式を指定できます。
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線の書式 基準線のレイアウトを定義します。
太さ
基準線の太さを指定します。値は、mm、cm、インチ("、inch)、ピクセ
ル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、またはdocunits
(du、docunit) で指定できます。
色
基準線の色を設定します。
スタイル
実線、破線、点線といったスタイルを基準線に指定します。

表示 基準線を表示する条件を指定します。
常に表示
基準線は常に表示されます。
条件付き表示
基準線は、チャートが描画されるたびに評価される条件式に基づいて表示/
非表示にされます。基準線は、数式が true を返す場合にのみ表示されま
す。

55.8 目盛線

目盛線ページでは、X-軸とY- 軸の表示プロパティを設定できます。
このページは、チャートプロパティ：目盛線(棒 -折れ線-コンボ-レーダー-メッコチャート) (782
ページ)と同じです。

55.9 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

55.10 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

55.11 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。
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55.12 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

55.13 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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56 円グラフ

円グラフの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。
通常、円グラフは1つの軸と1つの数式の間の関係を表示しますが、2つの軸を使用することもありま
す。
ツールメニューから クイックチャートウィザード(927ページ)を選択し、新しい円グラフをすばや
く作成することができます。
円グラフを右クリックすると、円グラフ：オブジェクトメニュー(847ページ)が表示されます。円グ
ラフがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

注：円グラフのオブジェクトの表示は500スライスに制限されています。

56.1 円グラフ：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。

848 QlikView 11.20 SR13



56 円グラフ

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

56.2 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。
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56.3 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

56.4 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

56.5 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

56.6 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。

56.7 チャートプロパティ：プレゼンテーション (円グラフ)

チャートプロパティ：プレゼンテーション (円グラフ)

このダイアログでは、円グラフのスライスの表示方法を設定できます。
初期値は次のとおりです。
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ポップアップラベル マウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップアップウィ
ンドウに表示するには、このチェックボックスをオンにします。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式から0またはnullを
返す軸項目のすべての組み合わせが計算で無視されます。このオプション
は、デフォルトでオンになっています。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式のすべての項目の
null値にのみ関連付けられた軸項目のすべての組み合わせが計算で無視さ
れます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。これをオ
フにすると、チャートでnull値をカウントするなど、特別な場合にのみ役
立ちます。

ハイライト これをオンにすると、円グラフのセグメント上にマウスポインタを置いた
ときにセグメントが強調表示され、全体像を把握しやすくなります。強調
表示は、凡例にも適用されます(適用可能な場合)。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に数値を表示 これをオンにすると、数値を表示する凡例がチャートに表示されます。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。
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自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがチャートレイアウト編集
モードの場合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ペー
ジ)を参照してください。

56.8 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

56.9 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

56.10 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

56.11 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

56.12 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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57 ファネルチャート

ファネルチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。ファネルチャートは通常、データをフ
ローおよびプロセスで表示するために使用します。表示の観点から見ると、このチャートは 円グラフ
(847ページ)と関連しています。チャートは、データに比例したセグメントの高さ/幅またはセグメン
トの領域で表示されます。また、データポイントを無視して、セグメントの高さ/幅が均一なチャート
を描画することもできます。
チャートプロパティ：基本設定(738ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別
の表示に切り替えることができます。
ファネルチャートを右クリックすると、ファネルチャート：オブジェクトメニュー(855ページ)が表
示されます。ファネルチャートがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからも
アクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

57.1 ファネルチャート：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートで軸として使用される項目の選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタが選択された状態で印刷ダイアログを開きま
す。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。このコマンドは、PDF プリンタがシステムで使用可
能な場合のみ使用できます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

57.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。
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57.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

57.4 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

57.5 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

57.6 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

57.7 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。
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57.8 チャートプロパティ：プレゼンテーション (ファネルチャー
ト)

チャートプロパティ：プレゼンテーション (ファネルチャート)

このページの設定を変更して、ファネルチャートを画面に表示する方法を変更します。

ポップアップラベル カーソルをチャートのデータセグメント上に置いたときにポップアップバ
ルーンにデータが表示されるようにするには、このチェックボックスをオ
ンにします。この設定は、ポップアップとして表示するように設定されて
いる数式には影響しません。

先端の幅 (%) ファネルの先端の幅を入り口の幅に対するパーセンテージで定義します。

方向の反転 ファネルの先端を左または上向きにする場合は、このチェックボックスを
オンにします。
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データの均整表示 この設定は、基底のデータにセグメントが比例する程度を制御します。
セグメントの高さを同じにする
データの均整表示を行いません。各セグメントは、他のすべてのセグメン
トと同じ高さ(水平のファネルの場合は、同じ幅)で描画されます。通常、
チャートに数値が表示される場合のみ意味があります。
セグメントの高さをデータに比例させる
各セグメントは、基底のデータに比例した高さ(水平のファネルの場合は、
幅)で描画されます。
セグメントの領域をデータに比例させる
各セグメントは、基底のデータに比例した合計面積で描画されます。

凡例の表示 凡例の表示グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できま
す。データラベルを表示するには、このチェックボックスをオンにしま
す。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ表示さ
れます。
設定
凡例の書式(777ページ)ダイアログが開かれ、凡例の設定を変更できま
す。
凡例に数値を表示
軸データラベルの横に値を表示する場合は、このチェックボックスをオン
にします。
凡例に表示する文字数
軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

チャートのテキスト [チャートのテキスト]グループでは、チャートに自由に移動できるテキス
トを追加できます。
追加
このボタンを押すと、チャートテキスト(780ページ)ダイアログが開き
ます。ここでは、チャートに表示される自由に移動できるテキストを作成
および編集できます。
編集
チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパティ
を編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。
リストでテキストをダブルクリックしても同じです。
削除
既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。
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57.9 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

57.10 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

57.11 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

57.12 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

57.13 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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58 ブロックチャート

ブロックチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。
ブロックチャートは、数式の値と値の関係を大きさが異なる領域ブロックで表示します。最大3軸を表
示でき、各軸がサブブロックに細分化されます。各ブロックの色を計算するために追加の数式が使用さ
れることがあり、その場合、このチャートタイプはヒートチャートとも呼ばれます。

ツールバーのチャートの追加 ボタンをクリックすると、新しいブロックチャートを簡単に作成す
ることができます。
ブロックチャートを右クリックすると、ブロックチャート：オブジェクトメニュー(863ページ)が表
示されます。ブロックチャートがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからも
アクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

58.1 ブロックチャート：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。
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分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。

参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

58.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。
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58.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

58.4 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

58.5 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

58.6 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。

58.7 チャートプロパティ：プレゼンテーション (ブロックチャー
ト)

チャートプロパティ：プレゼンテーション (ブロックチャート)

このダイアログでは、データブロックの表示方法を設定できます。
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初期値は次のとおりです。

表示レベル ブロックチャートは、最高3レベルのブロック(軸を3つ設定するのと同
じ)で表示できます。1、 2または 3を選択し、実際に表示するレベル数を
設定します。

[ポップアップ]グループの次のオプションを選択し、データにマウスポインターを近づけたときに表示
されるポップアップでどの情報を表示するかを設定します。(注意!これらの設定は、ポップアップとし
て表示するように設定されている数式には影響しません。)

軸の値を表示 このチェックボックスをオンにすると、指定されたデータポイントのすべ
ての軸値を表示します。次の最初の3つの設定を行うためにも必要です。

第 1 軸の比率値 指定された第1軸の値を合計と比較したパーセンテージをポップアップに
表示します。

第 2 軸の比率値 指定された第1軸の値を定義したように、指定された第2軸の値を合計と
比較したパーセンテージ。

第 3 軸の比率値 第3軸のレベルで上記と同じ。

第 1 軸の実数値 指定されたブロックを指定された第1軸の値の合計と比較したパーセン
テージ。

第 2 軸の実数値 指定されたブロックを指定された第2軸の値の合計と比較したパーセン
テージ。

軸ラベルの表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。フォント(592ページ)ボタンをクリックし、設定を変
更することもできます。
ラベルに数値を表示チェックボックスをオンにすると、ラベルに数値が表
示されます。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。
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自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがチャートレイアウト編集
モードの場合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ペー
ジ)を参照してください。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[ブロックの枠線]グループでは、3つの異なる軸レベルのブロックの周りに描画される枠線の幅と色を
設定できます。ブロックの枠線は、ブロックチャートのキャプションスタイルを使用する場合、適用で
きません。
いずれの軸も、スピナーコントロールで枠線の幅を変更し、 [色]ボタンで枠に違う色を選択できま
す。

[キャプションの設定]グループでは、最上位および中間の軸レベルで使用されるキャプションのフォン
トと色を設定できます。これらの設定は、ブロックチャートのキャプションスタイルを使用する場合の
み適用できます。

フォント キャプションのフォントを設定するための [フォント]ダイアログを開きま
す。

色 キャプションの基本色を設定するための [色の設定]ダイアログを開きま
す。

中間レベルキャプショ
ン

3軸のブロックチャートで中間軸レベルのキャプションを描画する場合
は、このチェックボックスをオンにします。

58.8 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

58.9 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
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チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

58.10 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

58.11 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

58.12 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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ゲージチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。
ゲージチャートは、軸のない単一の数式の値を表示するために使用されます。
ツールメニューから クイックチャートウィザード(927ページ)を選択し、新しいゲージチャートを
すばやく作成することができます。
ゲージチャートを右クリックすると、ゲージチャート：オブジェクトメニュー(871ページ)が表示さ
れます。ゲージチャートがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからもアクセ
スできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

59.1 ゲージチャート：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。
チャートのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで直接的な
比較を行えます。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。
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参照設定 このオプションを選択して、チャートの参照(現在の選択を使用したチャー
トの固定プロット)を設定します。ドキュメントでさらに選択を行っても、
参照プロットは残り、背景に淡色表示されます。チャートの軸等は、常に
背景のデータセットと現在のデータセットの最大値に調整されます。現在
のデータセットは、常に参照プロットの前面にプロットされます。つま
り、参照プロットの一部は、現在のデータセットのプロットによって隠さ
れる場合があります。背景を淡色表示する方法は、チャートプロパティ：
基本設定ページにある参照機能のスタイル設定で制御できます。参照チ
ャートプロットの表示は、一部のチャートの種類(棒グラフ、折れ線グラ
フ、コンボチャート、レーダーチャート、散布図、グリッドチャート、お
よび針を使用するゲージチャートなど)でのみ可能です。ドキュメントを
閉じるか、データをリロードすると、参照は失われます。[参照設定]オプ
ションの使用時に含めることができるオブジェクトの最大数は500です。

参照解除 参照が設定されると、参照設定コマンドがこのコマンドに置き換えられま
す。これを選択すると、以前に設定した参照がクリアされ、チャートが通
常のプロットモードに戻ります。

複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。
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PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。
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元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

59.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。

59.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

59.4 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

59.5 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

59.6 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。
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59.7 チャートプロパティ：プレゼンテーション (ゲージチャート)

チャートプロパティ：プレゼンテーション (円形ゲージチャート)

ゲージの設定グループは、ゲージの限度を決定するために使用されます。選択されたゲージの種類が、
このダイアログで利用できるオプションを決定します。

Min (最小値) これは、ゲージの領域を制限する最小値です。値は、計算式として入力で
きます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917
ページ)ダイアログが開かれます。

最大値 これは、ゲージの領域を制限する最大値です。値は、計算式として入力で
きます。[...]ボタンをクリックすると、 [数式の編集]ダイアログ(917
ページ)ダイアログが開かれます。

セグメントの設定グループは、ゲージを形成するセグメントの定義に使用されます。LEDスタイルの
ゲージを除くすべてのゲージには、セグメントが少なくとも1つ必要です。円形および線形ゲージで
は、セグメントは背景の色が異なる領域を構成します。信号機ゲージでは、各セグメントは1つのライ
トに対応します。

追加 ゲージに新しいセグメントを追加するには、このボタンをクリックしま
す。

削除 ゲージから現在選択されているセグメントを削除するには、このボタンを
クリックします。

上へ リストのセグメントをソートするには、このボタンを使用します。
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ラベル 選択されているセグメントの名前を指定します。この名前は識別のみを目
的としており、ゲージチャートを描画する際には使用されません。

下限値 選択されているセグメントの開始位置のゲージ値を指定します。セグメン
トの領域を自動調整するチェックボックス(以下を参照)をオフにすると、
このテキストボックスが有効になり選択されたセグメントの下限値の数値
を編集できます。[セグメント領域の相対表示]チェックボックス(以下を
参照)がオンの場合、セグメントの領域は、最小値から最大値までの範囲
全体に対する割合を示す0～1の数値で入力する必要があります。

色 色ボタンをクリックし、選択したセグメントに色を設定します。これは、
色の設定(515ページ)ダイアログを開きます。

[インジケータ]グループでは、ゲージインジケータの表示オプションを設定します。このグループ
は、LEDスタイルのゲージチャートでは使用できません。

モード ドロップダウンリストからインジケータのモードをひとつ選択します。

スタイル ドロップダウンリストからゲージの変異型をひとつ選択します。

目盛の表示 n目盛に入力する数値で、ゲージの目盛の数を定義します。
目盛りのラベルは、ラベルの間隔の n目盛りごととフォントボタンで変
更できます。
目盛は、n補助目盛設定でさらに詳細表示できます。

円形ゲージの設定グループは、円形スタイルのゲージチャート専用で、ゲージの形のプロパティを指定
します。

円筒の厚さ 円形ゲージは、通常、塗りつぶされた円または円のセグメントとして描画
されます。大きい番号ほど円筒が太くなります。穴でくり抜かれる領域の
半径のパーセンテージを示す値を、0～99の範囲で指定します。

円柱の範囲 ゲージの[最小値]から [最大値]までの角度。45～360の値を指定しま
す。

中心点 ゲージの中央値を時計に当てはめたときの角度。0～360の値を指定しま
す。0はゲージの上部の中心(12時)を示します。

基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。
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編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがチャートレイアウト編集
モードの場合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ペー
ジ)を参照してください。

セグメントの領域を自
動調整する

このチェックボックスがオン(初期値)の場合、ゲージの [最小値]、[最大
値]、および定義されているセグメント数に基づいてセグメントの領域が自
動的に計算されます。このオプションをオフにすると、次のオプションが
利用できます: [セグメントの設定]グループの [下限値]、 [セグメント領
域の相対表示]および [Log スケール]

セグメント領域の相対
表示

このオプションをオンにすると、セグメント領域を0～1の数値で入力で
きます。この数値は、最小値から最大値までの値の範囲全体に対する割合
を示します。

セグメントの境界を隠
す

このオプションをオンにすると、円形および線形ゲージのセグメントの境
界で輪郭が描画されず、3色以上の背景グラデーションを作成している場
合に便利です。

ゲージの輪郭を隠す このオプションを選択すると、ゲージの輪郭が描画されません。

Log スケール Logスケールは、すべてのデータ点が正の数(>0) である場合に使用でき
ます。

ポップアップラベル このチェックボックスをオンにすると、チャートのデータ点上にカーソル
を置いたときに、数式値がポップアップバルーンとして表示されます。

[LED]グループはLEDスタイルのゲージチャートに固有のグループで、LED表示の視覚プロパティを
設定できます。
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チャートプロパティ：プレゼンテーション (LEDゲージチャート)

桁 表示するLED表示の桁数を指定します。

色 色ボタンをクリックし、選択したLED用の色を指定します。これは、色の
設定(515ページ)ダイアログを開きます。

スタイル ドロップダウンリストからLEDの変異型をひとつ選択します。

59.8 アクション

[アクション]ページでは、オブジェクト上でクリックしたときに実行されるアクションを指定できま
す。ページは、ボタンオブジェクトの[アクション]ページと同じです。アクション(661ページ)を参
照してください。

59.9 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

59.10 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。
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59.11 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

59.12 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

59.13 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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60 メッコチャート

メッコチャートの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。チャートプロパティ：基本設定(738
ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別の表示に切り替えることができます。
メッコチャートでは、さまざまな幅の棒を使用してデータを表します。2軸のチャートでは、データを
最大3レベルまで表示できます。メッコチャートは、マーケット分析などの領域で有効です。
チャートを右クリックすると、メッコチャート：オブジェクトメニュー(881ページ)が表示されま
す。チャートがアクティブなオブジェクトの場合、オブジェクトメニューからもアクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

60.1 メッコチャート：オブジェクトメニュー

メッコチャートでは、さまざまな幅の棒を使用してデータを表します。2軸のチャートでは、データを
最大3レベルまで表示できます。メッコチャートは、マーケット分析などの領域で有効です。
チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出
すこともできます：ALT+ ENTER。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもチャートは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはチャートが分離されていない場合にのみ有効です。

分離解除 分離設定されたチャートを解除します。チャートは同時にデータにリンク
されます。コマンドはチャートが分離されている場合にのみ有効です。
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複製 チャートの全く同じコピーを作成します。分離設定されたチャートの複製
を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

すべての選択をクリア チャートの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、チャートを印刷でき
ます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。このコマンドは、PDF プリンタがシステムで使用可
能な場合のみ使用できます。

Excel 出力 基底のデータ(チャートに相当するストレートテーブル)をMicrosoft
Excelにエクスポートします。Microsoft Excelが実行されていない場合
は、自動的に起動されます。テーブルは、新しいExcelワークシートに表
示されます。この機能が動作するには、コンピュータにMicrosoft Excel
97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート チャートのイメージをファイルに保存するためのダイアログを開きます。
イメージは、bmp、jpg、gif、またはpng形式で保存できます。
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クリップボードにコ
ピー

このメニューには、チャートのためのさまざまなコピーオプションが含ま
れています。

値
値をテーブル形式でクリップボードにコピーします。
画像
チャートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像が
シートオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、
ユーザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

60.2 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
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参照してください。

60.3 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

60.4 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

60.5 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

60.6 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

60.7 スタイル

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、チャート
プロパティ：スタイル(771ページ)と同じです。
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60.8 チャートプロパティ：プレゼンテーション (棒 -折れ線-コ
ンボ-レーダー - メッコチャート)

チャートプロパティ：プレゼンテーション

このページは、棒グラフ、折れ線グラフ、コンボチャート、レーダーチャート、メッコチャートに使
用されます。
[棒設定]グループでは、棒グラフとコンボチャートで使用する棒に対して、さまざまな表示オプション
を設定できます。

棒の間隔 (-6 - 8) クラスターの棒と棒の間の距離を設定します。負の数字では、棒が重なり
ます。-6～8の値を入力できます。

グループの間隔 (0 -
8)

クラスター化された棒グラフでグループ化された値の間の距離を示しま
す。0～8の値を入力できます。

細い棒を許可する 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。デフォルトでは、はっきり識別できるように少なくと
も4ピクセル幅で棒が描画されます。このチェックボックスをオンにする
と、1ピクセル幅まで棒が圧縮されます。
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すべての棒を表示 不連続x- 軸を含むチャートの場合は、用意されているプロットエリアに収
まるだけのデータ点が表示されます。残りのデータポイントは、チャート
から削除されます。このチェックボックスをオンにするとすべてのデータ
点を強制的に表示します。棒は圧縮され(細い棒を許可する ) いくつかは
その他によって部分的に隠されるかもしれません。

データ点の値 グループでは、 in チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの表示オプションで
1つまたは複数のチャート式にこのオプションを選択した場合、データ点の値について表示オプション
を設定できます。

最大表示数 このボックスでは、チャートに表示するデータ点の値の上限値を指定でき
ます。制限を指定しない場合は、すべてのデータ点の値が表示されます。
このため、チャートの読みやすさに影響することがあります。

垂直 値を縦に表示します。

要素の中に値を表示 このチェックボックスをオンにすると、要素の上に表示する代わりに、要
素の中にデータ点の値を表示します。

引き続き上部に合計を
表示

このチェックボックスをオンにすると、積み上げ棒グラフの各棒の上に合
計の値が表示されます。このオプションは、要素の中に値を表示を選択し
たときにのみ使用できます。

エラーバーグループでは、チャートに使用されるエラーバーの表示オプションを決定します。

幅 エラーバーの幅を指定します。

厚さ エラーバーの厚さを指定します。

色 エラーバーの色を選択します。

線/マーカーの設定グループでは、折れ線グラフとコンボチャートで使用される線とデータ点のマー
カーの表示オプションを決定します。すう勢線の幅も決定できます。

線の幅 線の表示を指定した場合は、線の幅を決定します。値は、mm、cm、イ
ンチ("、inch)、ピクセル(px、pxl、pixel)、ポイント(pt、pts、point)、
またはdocunits (du、docunit) で指定できます。

マーカーのサイズ マーカーの表示を指定した場合は、マーカーのサイズを決定します。

すう勢線の幅 ここでは、すう勢線の幅を決定します。

マーカーセットを使用
する

このチェックボックスをオンにすると、マーカーの表示の種類(リング、三
角など)が増えます。

半透明 線を半透明に表示する場合は、このオプションをオンにします。

ポップアップラベル マウスポインタを値に近づけたときに対応する軸の値をポップアップウィ
ンドウに表示するには、このオプションをオンにします。
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ハイライト このオプションをオンにすると、マウスポインタを近づけたときにマー
カーや線をハイライト表示します。凡例がチャートに含まれている場合、
複数の重なり合う値から1つの値を同様にハイライト表示できます。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、空値や0値の軸を排除します。こ
のオプションは、デフォルトでオンになっています。
データラベルに 0 値を表示
このオプションは、0 値を隠すがオフの場合にのみ適用できます。チェッ
クボックスがオンで、チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの
表示オプションでチャート式のデータポイントの値がオンの場合は、0値
がデータ点の上側にテキストとして表示されます。その他の場合は、0値
が隠されます。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、すべての数式のすべての項目の
NULL値にのみ関連付けられた軸項目のすべての組み合わせが計算で無視
されます。このオプションは、デフォルトでオンになっています。これを
オフにすると、チャートでnull値をカウントするなど、特別な場合にのみ
役立ちます。

凡例グループでは、チャートの軸データラベルの表示を制御できます。データラベルを表示するには、
このチェックボックスをオンにします。データラベルは、チャートの現在の最上位レベルについてのみ
表示されます。

凡例の表示 チャートにラベルを表示するにはこのチェックボックスをオンにします(デ
フォルトでオン)。設定ボタンをクリックし、凡例の書式(777ページ)を
変更できますチャートに軸の設定が無くても数式がいくつかある場合、こ
のチェックボックスをオフにすると代わりに数式をX-軸軸に表示します。

凡例に表示する文字数 軸およびチャートの凡例に表示する軸の値の文字列長を制限するには、こ
のチェックボックスをオンにします。チャートでは、切り捨てられた値の
後に、... が置かれます。

[チャートのスクロール]グループでは、チャート内でのスクロールについての設定を行えます。

X- 軸スクロールバー
の有効化

X-軸の場所にスクロールコントロールを表示するには、このチェックボッ
クスをオンにします。スクロールバーを使用して、表示されたX-軸値の選
択をスクロールできます。一度に表示される値の数は、[アイテム数が次を
越える場合:]で設定した数になります。

反転 このボックスをチェックすると、数値の表示順序を反転できます。

基準線グループでは、数値目盛のx- 軸またはy- 軸の特定のポイントからチャートのプロットエリアを
横断する基準線を定義できます。既存の基準線がウィンドウにリストされます。

追加 チャートに新しい基準線を作成するための 基準線(778ページ)ダイアロ
グを開きます。
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編集 基準線(778ページ)ダイアログで既存の基準線のプロパティを編集するに
は、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックします。

削除 既存の基準線を削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリ
ックします。

チャートのテキストグループは、自由に移動できるテキストをチャートに追加するために使用します。

追加 新しいチャートテキストを作成するための チャートテキスト(780ペー
ジ)ダイアログを開きます。

編集 チャートテキスト(780ページ)ダイアログで既存のテキストのプロパテ
ィを編集するには、リスト内で強調表示してこのボタンをクリックしま
す。

削除 既存のテキストを削除するには、リスト内で強調表示してこのボタンをク
リックします。

自由に移動できるテキストがチャートの左上に表示されますが、チャートがレイアウト編集モードの場
合、配置し直すことができます。チャートコンポーネントのサイズ変更と移動(736ページ)を参照し
てください。

60.9 目盛線

目盛線ページでは、X-軸とY- 軸の表示プロパティを設定できます。
このページは、チャートプロパティ：目盛線(棒 -折れ線-コンボ-レーダー-メッコチャート) (782
ページ)と同じです。

60.10 色

色ページでは表示色の設定を行えます。このページは、チャートプロパティ：色(785ページ)と同じ
です。

60.11 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

60.12 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。
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60.13 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

60.14 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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61 ピボットテーブル

ピボットテーブルの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。ピボットテーブルやストレートテーブル
は、チャートのプロパティをすべて保持しながらデータをテーブル形式に表示する特別なケースです。
チャートプロパティ：基本設定(738ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別
の表示に切り替えることができます。
ピボットテーブルは、最も強力なデータ分析ツールの1つです。多くの機能が備えられていますが、簡
単に使用できます。ピボットテーブルは、クロステーブルのように、軸と数式を行と列に表示します。
ピボットテーブルのデータは、グループ化できます。ピボットテーブルでは小計を表示できます。
ツールメニューから クイックチャートウィザード(927ページ)を選択し、新しいピボットテーブル
をすばやく作成することができます。
ピボットテーブルを右クリックすると、ピボットテーブル：オブジェクトメニュー(895ページ)が表
示されます。ピボットテーブルがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニューからも
アクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

61.1 ピボットテーブルの使用

ピボットテーブルでは、軸項目と数式軸を1つの垂直軸と1つの水平軸上に表示できます。軸は、垂
直/水平軸間で、または同一軸内で自由に移動できます。これを「ピボット」と言います。QlikViewで
は、マウスでドラッグアンドドロップすることでピボットできます。マウスでオブジェクトをポイント
し、目的の位置にクリックアンドドラッグします。これを簡単にするために、項目が移動している間
は、その枠線を青でハイライトしています。

注意！
ピボットを許可するチェックボックスを チャートプロパティ：プレゼンテーション(ピボットテーブ
ル) (899ページ)でオフにするとピボットできなくなります。

QlikView 11.20 SR13 891



61 ピボットテーブル

QlikViewの複数軸ピボットテーブルは、その項目に小さな(+) と (-) アイコンを表示します。(+) ア
イコンは、テーブルが詳細を表示するためにさらに展開できることを示し、(-) アイコンは詳細を隠し
て明瞭性やスペースを確保するために折りたためることを示します。
ピボットテーブル：オブジェクトメニュー(895ページ)からもすべてを展開する、すべてを折りたた
む、軸 (行) を折りたたむ、軸 (列) を折りたたむコマンドにアクセスしてこれらの設定を変更するこ
とができます。

注意!
循環軸グループを使用する場合は、必ず最初にすべてを展開してから各軸レベルで展開するか折りたた
み、あらゆるレベル(表示されていないレベルを含む)が適切に展開されていることを確認してくださ
い。

例：
以下のピボットテーブルで、項目「Product (製品)」を垂直軸から水平軸に移動するに
は、マウスで「Product (製品)」列をポイントします。マウスの左ボタンを押しながら、
カーソルを数式のラベル行の上側までドラッグします。ドラッグ中は、選択されている列
とその移動先が青色で強調表示されます。

結果は次のようになります。

軸項目だけでなく、数式行もピボットできます。
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結果は次のようになります。

軸の展開と折りたたみ
QlikView のピボットテーブルでは、軸を項目値単位で展開したり折りたたむことができ
ます。これにより、他の項目値の合計を表示しながら、1つまたは複数の項目値の詳細を
ドリルダウンすることができます。

注意！
ピボットテーブルのチャートプロパティ：プレゼンテーションページで常にすべて展開チェックボ
ックスをオンにすると、ピボットテーブルの展開/折りたたみオプションを無効にできます。

例 (展開):
以下のピボットテーブルで、Company (会社)列の項目値の右にある (+) アイコンは、
テーブルを展開して詳しい情報を参照できることを示しています。

最初の (+) アイコンをクリックすると、会社 ABC の Product (製品)の詳細が表示されま
す。

各項目値は個別に展開して、次のレベルの詳細を表示できます。特定の列のすべての項目
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値を展開するには、その列を右クリックし、オブジェクトメニューからすべてを展開す
るを選択します。上記のテーブルの Company (会社)列でこれを実行すると、結果は次
のようになります。

Product (製品)列の (+) アイコンは、もう 1つレベルがあることを示していま
す。Product (製品)列で右クリックし、再度すべてを展開するを選択します。結果は次
のようになります。

Year (年) 列には使用できる (+) アイコンがないので、このピボットテーブルでは 3つの
軸項目を使用できることがわかります。

例 (折りたたみ):
(+) アイコンで展開した場合と同様に、(-) アイコンをクリックすると、個々の値を折りた
たむことができます。
上記のテーブルで、値Aの右の(-) アイコンをクリックすると、結果は次のようになります。

最終的には、最初の列すらも折りたたむことができ、垂直軸の数式の全合計だけが表示さ
れるようにできます。それには、軸項目の列のいずれかで右クリックし、オブジェクトメ
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ニューから軸 (列) を折りたたむを選択します。結果は次のようになります。

この状態から、再度展開できます。
展開/折りたたみ機能は、以下のピボットテーブルに示されているように、水平軸上の複
数の軸項目に等しく適用されます。

61.2 ピボットテーブル：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
ダイアログでは、次のコマンドを使用できます(コマンドはどの項目をクリックするかによります)。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、チャートを定義する要素を
設定できます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出
すこともできます：ALT+ENTER。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

すべてを展開する
すべてを折りたたむ
軸 (行) を折りたたむ
軸 (列) を折りたたむ

これらのコマンドは、展開(+) と折りたたみ(-) アイコンで複数軸ピボッ
トテーブルを操作します。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもテーブルは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはテーブルが分離されていない場合にのみ有効です。
ピボットテーブルのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナルで
直接的な比較を行えます。

分離解除 分離設定されたピボットテーブルを解除します。ピボットテーブルは同時
にデータにリンクされます。コマンドはピボットテーブルが分離されてい
る場合にのみ有効です。

複製 ピボットテーブルの全く同じコピーを作成します。分離設定されたピボッ
トテーブルの複製を作成すると、その複製の分離設定は解除されます。
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順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

データに列幅を合わせ
る

テーブルの各列の幅をその最も長いデータ文字列に調整します。ヘッダー
は計算に含まれます。

列幅を同じにする ピボットテーブルの列上でマウスの右ボタンをクリックすると、このコマ
ンドはフロートメニューに表示されます。(メインメニューバーのオブジ
ェクトメニューにはありません)
テーブルのすべての列をポインタを置いた列の幅に設定します。
列幅は、列の右端にポインタを置き(ポインタの表示が変わります)、ドラ
ッグして個々に調整できます。

カスタムセル書式 [カスタムセル書式]ダイアログ(629ページ)を開きます。ここでは、ク
リックした列のセルの書式を設定できます。このカスケードメニューは、
デザイングリッドコマンドが [表示]メニュー(62ページ)でアクティブ
になっている場合にのみ使用できます。

値の変更 入力フィールドの inputsum集計を含む数式列に対してのみ使用できま
す。クリックされてたセルを入力編集モードに設定します。セルで入力ア
イコンをクリックする場合と同じです。
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値を元に戻す 入力フィールドの inputsum集計を含む数式列に対してのみ使用できま
す。オプションが3つ入ったカスケードメニューを開きます。
ひとつの値を元に戻す
クリックされたセルの基底となる項目値をスクリプトのデフォルト値に戻
します。
絞込値を元に戻す
絞り込まれたすべての基底となる項目値の値をスクリプトのデフォルト値
に戻します。
すべての値を元に戻す
すべての基底となる項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻します。

すべての選択をクリア テーブルの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、ピボットテーブルを
印刷できます。

PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 テーブルをMicrosoft Excelにエクスポートします。このときExcelが実行
していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティ
ブExcel形式)でエクスポートします。テーブルは、新しいExcelワーク
シートに表示されます。この機能が動作するには、コンピュータに
Microsoft Excel 97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート 名前を付けて保存ダイアログが開き、出力されたテーブルを保存する場
所、ファイル名、ファイルの種類を指定できます。
提供されるファイル形式には、さまざまな区切り記号付きテキストファイ
ル形式、HTML、XML、BIFF (Excelネイティブ形式)、およびQVD
(QlikViewデータファイル)があります。
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クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
テーブル全体をコピー
ヘッダーと選択条件を含め、テーブルをクリップボードにコピーします。
テーブルのデータのみをコピー
テーブルの値のみをクリップボードにコピーします。
セルの値
(オブジェクトメニューを呼び出すときに)右クリックしたセルのテキスト
値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティダイアログのエクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。

最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。
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61.3 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。

61.4 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

61.5 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。

61.6 ソート

このページでは、有効なソート順の1つに基づいて軸の値をソートできます。このページは、棒グラフ
のソートページと同じです。チャートプロパティ：ソート(770ページ)を参照してください。

61.7 チャートプロパティ：プレゼンテーション (ピボットテーブ
ル)

チャートプロパティ：プレゼンテーション (ピボットテーブル)

[軸と数式]グループでは、ピボットテーブルの項目軸と数式がすべてリストされます。リストからひと
つ選択し、個々にその配置を設定します。
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ドロップダウンリスト 項目列に対してこのチェックボックスをオンにすると、ドロップダウンア
イコンが列ヘッダーの右に表示されます。このアイコンをクリックする
と、項目のすべての項目値を表示するリストボックスがテーブル上に開か
れます。これで、項目がマルチボックスの行であるように選択と検索を行
うことができます。

列/行のラベル ここに入力したテキストは、選択した軸または数式のタイトルラベルとし
て表示されます(適用できる場合)。

「合計」表示用ラベル ここでは、合計のラベルセルに表示するテキストを指定できます。明示的
なラベルを指定しない場合、文字列「合計」が使用されます。

小計の表示 ピボットテーブルに小計を表示します。

配置 このグループでは、ピボットテーブル内の数式の値とそのラベルの配置を
設定できます。ラベル、データ (数値)、データ (テキスト)は個別に、左
揃え、中央揃え、または右揃えに設定できます。複数行のセルまたはラベ
ルを使用する場合は、ラベル (垂直位置)とデータ (垂直位置)は上揃え、
中央揃え、または下揃えに設定できます。

ピボットを許可する このオプションをオフにすると、ピボットテーブルの通常のピボット機能
が無効にされます。

ラベルを縦書きにする 列ヘッダーのテキストが垂直に回転されます。

選択アイコンの表示 このチェックボックスをオンにすると、色の付いたインジケータが選択の
ある項目軸のヘッダーに表示されます。

常にすべて展開 このオプションを設定すると、[-] アイコンをクリックしても軸を折りたた
むことができなくなります。

グループ化アイコンを
印刷しない

ピボットテーブルを印刷する際に、部分的に展開または折りたたみを行う
ための[+] アイコンと[-] アイコンが印刷されないようにする場合は、こ
のチェックボックスをオンにします。

0 値を隠す このチェックボックスをオンにすると、テーブルから0値を含む行や列を
排除します。

欠損値を隠す このチェックボックスをオンにすると、テーブルから空値を含む行や列を
排除します。
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欠損値セルを表示する このチェックボックスをオンにすると、クロステーブルで、軸の組み合わ
せが見つからないことを示すセルが通常のnull値にマップされます。これ
により、null値があるかどうか、または適用される属性式やスタイル書式
に関して、数式をテストできます。この設定は、QlikView 7.5以降で作成
されたすべてのピボットテーブルでは、デフォルトでオンになっていま
す。

NULL マーク ここに入力されたマークは、テーブルでNULL値を表示する際に使用され
ます。

欠損値マーク ここに入力されたマークは、テーブルで欠損値を表示する際に使用されま
す。

小計グループは、ピボットテーブルで合計と小計を表示するための設定に使用されます。

上に表示 このオプションをオンにすると、合計はピボットテーブルの上部または左
側に表示されます。

下に表示 このオプションを選択すると、合計は下部または右側に表示されます。

[折り返し設定 (数式項目)]グループでは、複数行に表示する値を指定できます。これは、長いテキス
ト文字列などの表示に役立ちます。

ヘッダーを折り返して
表示

このオプションを選択した場合、ラベルの内容は2行以上で表示されま
す。[ヘッダーの高さ (行)]はセルの行数を決定します。

セルを折り返して表示 上記同様、その設定はデータセルに適用されます。値は、 [セルの高さ (
行)]で設定します。
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61.8 チャートプロパティ：条件付き書式

チャートプロパティ：条件付き書式

チャートプロパティ：条件付き書式ページは、ピボットテーブルとストレートテーブルでのみ有効で
す。チャートウィンドウを右クリックし、フロートメニューからプロパティコマンドを選択して開き
ます。
[条件付き書式]は、値をハイライト表現するために使用され、異なるフォントスタイル、フォントの
色、セルの色を適用して表示します。異なる区間に属する値には、通常、異なる表現が与えられます。
値は、それぞれ異なる設定とともに次の値以上、標準、次の値以下オプションの3つの異なる区間を指
定できます。[次の値以上]区間は、編集ボックスに入力した数値で上区間となる値を指定し、[次の値
以下]区間は、入力した数値で下区間となる値を指定します。標準の値は、これら2つの制限の間とな
ります。テキストの値は、数値として解釈されなかった値です。
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61.9 チャートプロパティ：スタイル

チャートプロパティ：スタイル

この[スタイル]ページは、テーブルボックス、ストレートテーブル、ピボットテーブルのQlikView
テーブルすべてに適用されます。ここでは、テーブル書式スタイルの設定を行います。

現在のスタイル ドロップダウンリストから適切なテーブルスタイルを選択します。ドロッ
プダウンコントロールに値 [カスタム]が表示される場合は、テーブルに
カスタムスタイルが適用されています。定義済みのスタイルの1つに設定
を戻すと、カスタム書式が失われます。

ストライプ N 行ごと ここでは、影付きストライプを表示するかどうか、およびそれを表示する
間隔を指定できます。

インデントモード この設定は、ピボットテーブルでのみ有効です。このチェックボックスを
オンにすると、限定されたテーブル幅にいくつもの軸を置く場合に特に有
用な少し異なるテーブルスタイルを設定できます。
第 1 軸のラベルのみを使用
この設定は、ピボットテーブルがインデントモードの場合のみ有効で、
ピボットテーブルのスタイルをさらに修正できます。

軸項目に縦の罫線を表
示

この設定は、縦のセルの境界線を軸列に表示するかどうかを決定します。

数式項目に縦の罫線を
表示

上記と同じで、数式列に適用します。
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行間に罫線を表示 項目詳細設定(620ページ)ダイアログで段落後の行間チェックボックス
がオンの場合、このチェックボックスをオンにしてテーブルのスタイルを
さらに変更することができます。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

セル背景色の透過性 色、または画像が背景の設定ダイアログで適用されている場合、ここでセ
ルの背景の色、または画像の透過性を調整できます。

セルの枠線の透過性 セルの枠線をどのように表示するを設定します。

61.10 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

61.11 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

61.12 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

61.13 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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62 ストレートテーブル

ストレートテーブルの例

チャートは、数値データをグラフィカルに表現したものです。ピボットテーブルやストレートテーブル
は、チャートのプロパティをすべて保持しながらデータをテーブル形式に表示する特別なケースです。
チャートプロパティ：基本設定(738ページ)ページのチャートの種類を変更し、既存のチャートを別
の表示に切り替えることができます。
ピボットテーブルとは異なり、ストレートテーブルは、小計を表示したり、クロステーブルとして動
作することができません。しかし、列をソートしたり、各行に軸と数式の組み合わせを含めることがで
きます。
ツールメニューから クイックチャートウィザード(927ページ)を選択し、新しいストレートテーブ
ルをすばやく作成することができます。
ストレートテーブルを右クリックすると、ストレートテーブル：オブジェクトメニュー(906ページ)
が表示されます。ストレートテーブルがアクティブなオブジェクトの場合、 [オブジェクト]メニュー
からもアクセスできます。
QlikViewで使用できるチャートの種類に関しては、チャートの種類(740ページ)を参照してくださ
い。

62.1 ストレートテーブルの使用

ソート

任意の列でストレートテーブルをソートできます。列を右クリックし、コンテキストメニューから [
ソート]を選択するだけです。これは、ストレートテーブルの [プロパティ]ダイアログの [ソート]
ページで [優先順位]リストの上部に列を移動する場合と同じです。また、列ヘッダーをダブルクリック
してソートする方法もあります。
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列の並べ替え

軸列と数式列は、マウスでドラッグアンドドロップすることで移動します。列のタイトルをポイント
し、マウスボタンを押しながら、新しい位置に列をドラッグします。軸列と数式列は、任意の順序で組
み合わせることができます。

62.2 ストレートテーブル：オブジェクトメニュー

チャートを右クリックするとフロートメニューが表示されます。このメニューは、チャートがアクティ
ブな場合に、オブジェクトメニューでも表示されます。
メニューには以下のコマンドがあります。

プロパティ プロパティダイアログを開きます。ここから、ストレートテーブルを定義
する要素を設定できます。

注： 現在のオブジェクトに関するノートの作成および共有ができます。詳細に
ついては、ノートとコメント(566ページ)を参照してください。

分離設定 チャートのタイトルに"(分離)"と表示され、ドキュメントで選択が行われ
てもテーブルは更新されません(チャートで選択を行うことは可能です)。
コマンドはテーブルが分離されていない場合にのみ有効です。
ストレートテーブルのコピーを作成して分離すると、コピーとオリジナル
で直接的な比較を行えます。

分離解除 分離設定されたストレートテーブルを解除します。ストレートテーブルは
同時にデータにリンクされます。コマンドはストレートテーブルが分離さ
れている場合にのみ有効です。

複製 ストレートテーブルの全く同じコピーを作成します。分離設定されたスト
レートテーブルの複製を作成すると、その複製の分離設定は解除されま
す。

データに列幅を合わせ
る

テーブルの各列の幅をその最も長いデータ文字列に調整します。ヘッダー
は計算に含まれます。

列幅を同じにする ストレートテーブルの列上でマウスの右ボタンをクリックすると、このコ
マンドはフロートメニューに表示されます。(メインメニューバーのオブ
ジェクトメニューにはありません)
テーブルのすべての列をポインタを置いた列の幅に設定します。
列幅は、列の右端にポインタを置き(ポインタの表示が変わります)、ドラ
ッグして個々に調整できます。

ソート ストレートテーブルの列上でマウスの右ボタンをクリックすると、このコ
マンドはフロートメニューに表示されます。(メインメニューバーのオブ
ジェクトメニューにはありません)テーブルの行は、指定した列でソートさ
れます。ソート順は、チャートプロパティ：ソートページで設定します。
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カスタムセル書式 [カスタムセル書式]ダイアログ(629ページ)を開きます。ここでは、ク
リックした列のセルの書式を設定できます。このカスケードメニューは、
デザイングリッドコマンドが [表示]メニュー(62ページ)でアクティブ
になっている場合にのみ使用できます。

順序 このカスケードメニューは、デザイングリッドコマンドが [表示]メニ
ュー(62ページ)でアクティブになっている場合や、コンテキストメニ
ューにデザインメニュー項目を常に表示(96ページ)チェックボックスが
オンの場合にのみ使用できます。シートオブジェクトのレイアウトレイ
ヤーを設定するためのコマンドが4つ含まれています。有効なレイヤー番
号は-128から127です。
最前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最大値に設定します。
最背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを、現在のシートの任意のシー
トオブジェクトで使用されている値の最小値に設定します。
前面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ増やします。最大値は
127です。
背面へ移動
シートオブジェクトのレイアウトレイヤーを1つ減らします。最小値は-
128です。

値の変更 入力フィールドの inputsum集計を含む数式列に対してのみ使用できま
す。クリックされてたセルを入力編集モードに設定します。セルで入力ア
イコンをクリックする場合と同じです。

値を元に戻す 入力フィールドの inputsum集計を含む数式列に対してのみ使用できま
す。オプションが3つ入ったカスケードメニューを開きます。
ひとつの値を元に戻す
クリックされたセルの基底となる項目値をスクリプトのデフォルト値に戻
します。
絞込値を元に戻す
絞り込まれたすべての基底となる項目値の値をスクリプトのデフォルト値
に戻します。
すべての値を元に戻す
すべての基底となる項目値の値をスクリプトのデフォルト値に戻します。

すべての選択をクリア テーブルの軸と数式での選択をすべてクリアします。

印刷 印刷：基本設定(111ページ)ダイアログを表示し、ストレートテーブル
を印刷できます。
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PDF として印刷 PDF-XChange 3.0プリンタがあらかじめ選択された状態で印刷ダイアロ
グを開きます。
印刷ボタンをクリックすると、PDF 出力ファイルのファイル名を指定する
ように指示されます。

Excel 出力 テーブルをMicrosoft Excelにエクスポートします。このときExcelが実行
していなければ自動的に起動されます。QlikViewはBIFF 形式 (ネイティ
ブExcel形式)でエクスポートします。テーブルは、新しいExcelワーク
シートに表示されます。この機能が動作するには、コンピュータに
Microsoft Excel 97以降がインストールされている必要があります。

エクスポート 名前を付けて保存ダイアログが開き、出力されたテーブルを保存する場
所、ファイル名、ファイルの種類を指定できます。
提供されるファイル形式には、さまざまな区切り記号付きテキストファイ
ル形式、HTML、XML、BIFF (Excelネイティブ形式)、およびQVD
(QlikViewデータファイル)があります。

注意!
Excel に出力する場合、ミニチャートは表示されません。

クリップボードにコ
ピー

このカスケードメニューには、シートオブジェクトのためのさまざまなコ
ピーオプションが含まれています。
テーブル全体をコピー
ヘッダーと選択条件を含め、テーブルをクリップボードにコピーします。
テーブルのデータのみをコピー
テーブルの値のみをクリップボードにコピーします。
セルの値
(オブジェクトメニューを呼び出すときに)右クリックしたセルのテキスト
値をクリップボードにコピーします。
画像
シートオブジェクトの画像をクリップボードにコピーします。画像がシー
トオブジェクトのキャプションおよび枠線を含むか除外するかは、ユー
ザープロパティ：エクスポートページの設定に従います。
オブジェクト
シートオブジェクト全体をクリップボードにコピーし、レイアウトの別の
場所や、QlikViewの現在のインスタンス内で開いている他のドキュメント
の別の場所に貼り付けることができます。

リンクオブジェクト リンクオブジェクト用の次のコマンドメニューを開きます。
リンク オブジェクトを整列する
すべてのシート上にある他のリンクオブジェクトはすべて、選択されたオブジェ
クトと同じ位置、同じ大きさに整列されます。
オブジェクトのリンクを解除する
オブジェクト間のリンクを外し、異なるオブジェクトとしてそれぞれに異なるオ
ブジェクト IDを付与します。
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最小化 オブジェクトをアイコン化します。オブジェクトのキャプション(表示され
ている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマンド
は、最小化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション(597
ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

最大化 オブジェクトをシート全体に拡大します。オブジェクトのキャプション(表
示されている場合)で をクリックしても同じ結果になります。このコマ
ンドは、最大化がオブジェクトプロパティダイアログの キャプション
(597ページ)で許可されている場合にのみ使用できます。

元のサイズに戻す 最小化または最大化したオブジェクトを直前のサイズと場所に戻します。
最小化オブジェクトのアイコンをダブルクリックする、または最大化オブ
ジェクトのキャプション(表示されている場合)で をクリックしても同
じ結果になります。このコマンドは最小化または最大化オブジェクトでの
み使用できます。

ヘルプ QlikViewヘルプを開きます。

削除 シートからアクティブなシートオブジェクトを削除します。

62.3 基本設定

基本設定ページでは、チャートの種類を設定したり、チャートの名前を選択することなどが可能です。
このページは、すべてのチャートの種類で同じです。チャートプロパティ：基本設定(738ページ)を
参照してください。

62.4 軸

軸ページでは、チャートに表示する軸を設定します。このページは、チャートプロパティ：軸(747
ページ)と同じです。

62.5 軸の制限

[軸の制限] ページには、チャートで軸項目の数を確認できるコントロールがあります。このページは、
チャートプロパティ：軸の制限(753ページ)と同じです。

62.6 数式

[数式]ページでは、チャートに表示する数式を設定します。このページは、チャートプロパティ：数
式(757ページ)と同じです。
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62.7 チャートプロパティ： ソート (ストレートテーブル)

チャートプロパティ：ソート (ストレートテーブル)

チャートプロパティ：軸ページは、チャートを右クリックし、オブジェクトメニューのプロパティを
選択して開きます。
ここでは、利用できるソート順からチャートの軸のソート順を決めます。
ストレートテーブルに定義された変数と数式は、列グループにリストされます。

優先順位 ソート優先順にリストされる列として選択した軸/数式が含まれます。いず
れかの列を選択すると、その列の値のソート順をソート順グループで設定
できます。
また、上へボタンまたは下へボタンのいずれかをクリックしてソートの優
先順位を変更できます。

ソート順 このグループでは、列の値のソート順を設定できます。

数式
このソートオプションの下にあるテキスト編集ボックスに入力した数式に
基づいて列の値をソートします。

レコード数
列の値をレコード数(テーブル内に現れる数)でソートします。
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数値
列の値を数値順にソートします。

テキスト
列の値をアルファベット順にソートします。

ロード順
列の値をその最初のロード順でソートします。

グループのソート順を
上書きする

このチェックボックスは、優先順位リストでグループ軸を選択した場合に
のみ有効です。通常、グループ軸のソート順は、グループプロパティを使
用してグループの各項目に対して決定されます。このチェックボックスを
オンにすると、グループレベルのこのような設定を上書きし、グループの
アクティブな項目に関係なく、軸に1つのソート順を適用できます。

相互並べ替えを許可す
る

このチェックボックスをオフにすると、オブジェクトのソートコマンドを
無効にします。

62.8 チャートプロパティ：プレゼンテーション (ストレートテー
ブル)

チャートプロパティ：プレゼンテーション (ストレートテーブル)

ストレートテーブルに定義された軸と数式は、列グループにリストされます。列をひとつ選択する
と、その設定を変更できます。
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列ラベル 列ラベルは、項目のラベルを表示し、編集することもできます。

列の表示 このラジオボタンを選択すると、テーブルがレイアウトに描画されるとき
に選択した列が表示されます。

列の非表示 ユーザーに非表示の項目でストレートテーブルをソートしたい場合があり
ます。列の非表示オプションで、ソートを目的とした項目を有効にしたま
ま隠すことができます。ソートの設定は、チャートプロパティ：ソート(
ストレートテーブル) (910ページ)の列グループの優先順位で指定でしま
す。

条件付き表示 列は、テーブルが描画されるたびに評価される条件式に基づいて表示/非表
示にされます。条件が真の場合にのみ、列が表示されます。...ボタンをク
リックすると、完全な [数式の編集]ダイアログ(917ページ)が開かれ、
長い数式を簡単に編集できます。

配置 このグループでは、ストレートテーブル内の軸値、数式の値およびそのラ
ベルの配置を設定できます。ラベル、データ (数値)、データ (テキスト)
は個別に、左揃え、中央揃え、または右揃えに設定できます。複数行のセ
ルまたはラベルを使用する場合は、ラベル (垂直位置)とデータ (垂直位
置)は上揃え、中央揃え、または下揃えに設定できます。

ドロップダウンリスト ドロップダウンリストオプションは、選択した列のヘッダの左側にドロッ
プダウン矢印アイコンを追加します。アイコンをクリックして、ドロップ
ダウンデータリストからデータにアクセスします。これは、マルチボック
スで選択するのとほぼ同じです。

検索アイコンの表示 数式列に対して検索アイコンの表示チェックボックスをオンにすると、検
索アイコンが列ヘッダーの左に表示されます。アイコンをクリックする
と、検索ボックスが開きます。ここで、検索条件(>100 000など)を入力
します。ENTERキーを押すと、検索条件と一致する数式値を持つすべての
テーブル行が選択されます。

最大表示数 (1 - 100) ここには、表示する最大行数を設定します。

ドラッグアンドドロ
ップを許可する

このオプションにより、ヘッダーをドラッグアンドドロップしてテーブル
の項目順をソートできます。軸列と数式列は、任意の順序で組み合わせる
ことができます。

軸の反転 このチェックボックスをオンにすると、ストレートテーブルは90度置換
えられ、列データが水平に表示されます。

0 値を隠す この[0 値を隠す]チェックボックスをオンにすると、テーブルから0値ま
たはNULL値のみを含む数式を排除します。
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ソートアイコンの表示 このオプションは、テーブルで現在ソートされている項目の列ヘッダーに
ソートアイコンを追加します。アイコンは、昇順と降順を反映して反転し
ます。

ラベルを縦書きにする 列ヘッダーのラベルが垂直に回転されます。

選択アイコンの表示 このチェックボックスをオンにすると、色の付いたインジケータが選択の
ある項目列のヘッダーに表示されます。

ヘッダー行を隠す このチェックボックスをオンにすると、ヘッダー(ラベル)行がないテーブ
ルが表示されます。

欠損値を隠す このオプションは、ストレートテーブルでは機能しません。

NULL マーク ここに入力されたマークは、テーブルでNULL値を表示する際に使用され
ます。

欠損値マーク ここに入力されたマークは、テーブルで欠損値を表示する際に使用されま
す。

合計 合計は、次の設定に従った数式の列に表示します。
上に表示
合計は、テーブルの上部に表示されます。
下に表示
合計は、テーブルの下部に表示されます。
ラベルの使用
ここでは、合計のラベルを指定できます。

折り返し設定 このグループでは、テーブルのヘッダーとデータセルで複数行に値を表示
する設定ができます。これは、長いテキスト文字列などの表示に役立ちま
す。
ヘッダーを折り返して表示
このオプションを選択すると、ヘッダーの内容を複数行で表示します。
ヘッダーの高さ _ 行
ここでは、ヘッダーの行数を指定できます。
セルを折り返して表示
このオプションを選択すると、セルの内容を複数行で表示します。
セルの高さ _ 行
ここでは、セルの行数を指定できます。
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62.9 チャートプロパティ：条件付き書式

チャートプロパティ：条件付き書式

チャートプロパティ：条件付き書式ページは、ピボットテーブルとストレートテーブルでのみ有効で
す。チャートウィンドウを右クリックし、フロートメニューからプロパティコマンドを選択して開き
ます。
[条件付き書式]は、値をハイライト表現するために使用され、異なるフォントスタイル、フォントの
色、セルの色を適用して表示します。異なる区間に属する値には、通常、異なる表現が与えられます。
値は、それぞれ異なる設定とともに次の値以上、標準、次の値以下オプションの3つの異なる区間を指
定できます。[次の値以上]区間は、編集ボックスに入力した数値で上区間となる値を指定し、[次の値
以下]区間は、入力した数値で下区間となる値を指定します。標準の値は、これら2つの制限の間とな
ります。テキストの値は、数値として解釈されなかった値です。
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62.10 チャートプロパティ：スタイル

チャートプロパティ：スタイル

この[スタイル]ページは、テーブルボックス、ストレートテーブル、ピボットテーブルのQlikView
テーブルすべてに適用されます。ここでは、テーブル書式スタイルの設定を行います。

現在のスタイル ドロップダウンリストから適切なテーブルスタイルを選択します。ドロッ
プダウンコントロールに値 [カスタム]が表示される場合は、テーブルに
カスタムスタイルが適用されています。定義済みのスタイルの1つに設定
を戻すと、カスタム書式が失われます。

ストライプ N 行ごと ここでは、影付きストライプを表示するかどうか、およびそれを表示する
間隔を指定できます。

インデントモード この設定は、ピボットテーブルでのみ有効です。このチェックボックスを
オンにすると、限定されたテーブル幅にいくつもの軸を置く場合に特に有
用な少し異なるテーブルスタイルを設定できます。
第 1 軸のラベルのみを使用
この設定は、ピボットテーブルがインデントモードの場合のみ有効で、
ピボットテーブルのスタイルをさらに修正できます。

軸項目に縦の罫線を表
示

この設定は、縦のセルの境界線を軸列に表示するかどうかを決定します。

数式項目に縦の罫線を
表示

上記と同じで、数式列に適用します。
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行間に罫線を表示 項目詳細設定(620ページ)ダイアログで段落後の行間チェックボックス
がオンの場合、このチェックボックスをオンにしてテーブルのスタイルを
さらに変更することができます。

背景 背景の設定(589ページ)ダイアログを開きます。

セル背景色の透過性 色、または画像が背景の設定ダイアログで適用されている場合、ここでセ
ルの背景の色、または画像の透過性を調整できます。

セルの枠線の透過性 セルの枠線をどのように表示するを設定します。

62.11 数値

数値書式ページでは数値の表示形式の設定を行えます。このページは、棒グラフの数値書式ページと
ほぼ同じです。
チャートプロパティ：数値書式(789ページ)を参照してください。

62.12 フォント

フォントページでは、チャート内のテキストのフォントを変更できます。このページは、リストボック
スのフォントページと同じです。
フォント(592ページ)を参照してください。

62.13 レイアウト

レイアウトページでは、シートオブジェクトをレイアウトに表示する方法を指定できます。これには、
形、枠線、およびオブジェクトが存在するレイヤーの設定が含まれます。このページは、リストボック
スのレイアウトページと同じです。
レイアウト(593ページ)を参照してください。

62.14 キャプション

キャプションページでは、背景色と前景テキストの色をアクティブな状態と非アクティブな状態で別々
に設定するなど、キャプションの詳細設定を行えます。このページは、オブジェクト、シート、および
ドキュメントレベルのキャプションページと同じです。
キャプション(597ページ)を参照してください。
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63 [数式の編集]ダイアログ

[数式の編集]ダイアログ

このダイアログは、 チャートプロパティ：数式(757ページ)ページの数式リストの下にある追加ボ
タンを選択するか、既存の数式を右クリックして数式の追加または数式の編集を選択すると開きま
す。
主にチャートの数式で使われますが、計算式(1053ページ)が必要なところであれば、他の数式の構築
や編集にも同じダイアログが使用されます。プログラムを通じて、テキストの編集ボックスの隣りにあ
る3つのドットシンボルのボタンをクリックすると、一様にアクセスできます。
ダイアログの主要部分は数式編集領域で、大きな数式に対応するためにサイズを変更できます。その下
には4つのタブ項目、関数、変数、画像があります。

数式 OK 選択した数式の編集領域です。数式全部をここに入力することもできます
が、 ほとんどの場合、以下に説明するタブを使用して数式を構築するのが
便利です。
数式 OKのラベルは、プログラムによって数式の構文が正しい(有効であ
る)と判断されると表示されます。そうでない場合は、ラベルに [適切な項
目名ではありません]、 [Error in expression] (構文エラー)、
[Garbage after expression] (不要なデータがあります)といったエ
ラーメッセージが表示されます。数式が有効でない限り、 [OK]ボタンを
クリックしてダイアログを閉じるのにはあまり意味がありません。
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項目

[項目]タブには、項目データを基準に分析用の集計関数を作成するために使用するコントロールがあり
ます。

集計 最初のドロップダウンには、利用できる分析用の集計関数のリストが含ま
れています。(例：最初の文字列や最後の文字列関数は、ピボットテーブ
ルにテキストを表示するために使用できます。)

テーブル このドロップダウンリストでは、下の [項目]リストに表示される項目を
ひとつの特定の内部テーブルに制限できます。

項目 このドロップダウンには、使用可能な項目名のリストが含まれています。
を用いてMEASUREとしてロードされた項目 Direct Discovery (193ページ)関
数は、MEASUREの印が付いています。MEASURE項目は、集計関数 (364ペー
ジ) (集計関数)、Sum (合計値)、Avg (平均値)、Count (値の個数)、Min (最小
値)、Max (最大値)に対してのみ使用できます。より高度な使用法としては、ま
たはデータベース特有の関数については、SQLステートメントを使用して有効な
SQL 関数を実行します。ただし、Direct Discovery でロードしたテーブルまたは
ビューしか参照できません。

システム項目の表示 このボックスをオンにすると、システム項目がダイアログの項目リストに
表示されます。

Distinct デフォルトで、統計関数は出現数に基づいて計算されます。[Distinct]チ
ェックボックスをオンにすると、数式は重複値を無視して計算されま
す。(distinct修飾子の詳細情報に関しては チャート集計関数(957ペー
ジ)を参照してください。)

貼り付け このボタンをクリックすると、数式のコンポーネントとして選択結果を入
力します。

関数
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[関数]タブには、数式に一般的なQlikView関数を入力するために使用するコントロールが含まれてい
ます。

関数の種類 このドロップダウンリストでは、下の関数のリストに一度に表示される関
数をひとつの種類に制限できます。

関数 このドロップダウンは、有効なQlikView関数のすべてのリストを含んでき
ます(限定された専用のスクリプト関数以外)。
[関数]タブの下部にあるパネルに、選択した関数の引数の構文が表示され
ます。

貼り付け このボタンをクリックすると、数式のコンポーネントとして選択結果を入
力します。

変数

変数タブには、数式にQlikView変数を入力するために使用するコントロールが含まれています。

変数 ドロップダウンには、ドキュメントで現在定義されている変数すべてのリ
ストが含まれます。

システム変数の表示 このボックスをオンにすると、システム変数が変数リストに表示されま
す。

貼り付け このボタンをクリックすると、数式のコンポーネントとして選択結果を入
力します。

[変数]タブに、変数リストで選択した変数の現在の値を表示するパネルがあります。

画像
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画像タブには、QlikViewで使用できる 内部ファイル(187ページ)にアクセスするために使用するコン
トロールが含まれます。他の連結された画像ファイルにアクセスすることも可能です。この機能はレイ
アウトの特定の部分に制限されます。

画像フォルダ このドロップダウンには、使用可能な画像フォルダのリストが含まれてい
ます。

画像 このドロップダウンには、選択したフォルダにある画像のリストが含まれ
ています。

詳細設定 このボタンをクリックすると、 [画像セレクター]ダイアログで画像グルー
プから直接選択できます。

貼り付け このボタンをクリックすると、数式のコンポーネントとして選択結果を入
力します。

[画像]タブの右側に、現在選択されている画像が表示されるパネルがあります。

また、 [数式の編集]ダイアログには次のメニューコマンドとボタンが含まれます。

63.1 [ファイル] メニュー

数式ファイルにエクス
ポート

[数式ファイルにエクスポート]コマンドを使用して数式編集ボックスの
内容をテーブルファイルとして保存することができます。ファイルは拡張
子 .qveで保存されます。

ファイルの挿入 先に作成された数式ファイルは、 [ファイルの挿入]コマンドを使用してス
クリプトに挿入することができます。

配色ウィザード 配色ウィザード(921ページ)を使用して配色の数式を作成できます。

印刷 数式を印刷するためのWindows 標準の印刷ダイアログを開きます。この
コマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+P。
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63.2 [編集] メニュー

元に戻す 直前の変更を元に戻します。このコマンドは、次のキーボードショートカ
ットで呼び出すこともできます：CTRL+Z。

やり直し 最後の [元に戻す]をやり直します。このコマンドは、次のキーボードシ
ョートカットで呼び出すこともできます：CTRL+Y。

切り取り 強調表示されたテキストをクリップボードにエクスポートします。このコ
マンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+X。

コピー 強調表示されたテキストをクリップボードにコピーします。このコマンド
は、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできます：
CTRL+C。

貼り付け クリップボードの内容をダイアログのカーソルの位置に貼り付けます。こ
のコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこともできま
す：CTRL+V。

クリア 数式全体をクリアします。

すべて選択 数式全体を選択します。

検索/置換 ダイアログが開かれ、数式内の数字または文字を検索して置換することが
できます。このコマンドは、次のキーボードショートカットで呼び出すこ
ともできます：CTRL+F。

63.3 [設定] メニュー

ユーザープロパティ ユーザープロパティ：エディタ(91ページ)ページを開きます。

63.4 配色ウィザード

[数式の編集]ダイアログの [ファイル]メニューから開くことができる配色ウィザードを使用すると、
配色の数式、つまり特定の計算基準から動的に色を計算する数式を作成できます。
たとえば、100前後の値を持つ計算されたインデックスが表示されるピボットテーブルがあるとしま
す。インデックスの値は、高いほどよいと判断できます。特定の軸の値が100を大きく超えるインデッ
クスを持つ場合に、ピボットテーブルのその行が緑色でマークされるようにできます。一方で、インデ
ックス値が100よりかなり低い場合は、赤色でマークされるのが適切です。また、100を示す黄色を使
用して、色が段階的に変化する動的な色にすることもできます。
このような段階的に変化する色の計算は、QlikViewのColormix関数を使用して実行できます
が、Colormix関数内で適切な数式を作成するのは面倒な作業です。このような場合に、[配色ウィザー
ド]が役に立ちます。
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第一に、カラー関数は(したがって配色ウィザードも)、QlikViewがカラー関数を期待する箇所、つま
り背景色の数式やテキストの色の数式でのみ使用され、チャート式内では使用されないことを理解し
ておくことが大切です。
[数式の編集]ダイアログの [ファイル]メニューから配色ウィザードを開くと、最初に動的な色を作成
するために必要なものを示したページが表示されます。後でウィザードを使用するときに、最初のペー
ジをスキップする場合は、[次回からこの画面を表示しない]チェックボックスをオンにします。
次へボタンをクリックして進みます。

ステップ1 -色で表示したい値を生成する数式

QlikViewによって表示される色を制御する数式を入力します。典型的な数式の例を次に示します。
l Sum(Sales) / Sum(total Sales)
l Sum(Sales) / Sum(Quota)
l Avg(Age)

これは、通常、選択するレコードの数に違いがあっても、重要度の変わらない値です。計算基準には、
平均、パーセンテージ、インデックスなどを使用するとよいでしょう。
次へボタンをクリックして進みます。
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ステップ2 -上限値と下限値の設定

このページでは、数式の上限値と下限値および対応する色を定義する必要があります。この場合の上限
値(下限値)は絞込値の最大値(最小値)ではなく、その値に達すると、指定した色が表示される境界値
です。典型的な数式の例を次に示します。

数式 上限値 下限値

Sum(Sales) / Sum(total
Sales)

Sum(total Sales) 0

Sum(Sales) /
Sum(Quota)

2 (=200%) 0

Avg(Age) Max(total Age) Min(total Age)

もちろん、上記以外の境界値も設定できます。
チャート内でカラーウィザードを使用する場合は、次の2つの数式を使用することをお勧めします。

l RangeMax (top(total <ValueExpression>,1,NoOfRows(total)))
l RangeMin (top(total <ValueExpression>,1,NoOfRows(total)))

これらの数式は、チャート内の<ValueExpression>の行の最大値と最小値を計算します。

自動調節 このチェックボックスをオンにすると、適切な上限値と下限値が自動的に
設定されます。この場合、上限値と下限値の数式は手動で入力できませ
ん。

上限値 [自動調節]オプションがオフの場合は、ここに上限値の数式を入力しま
す。

中間値 ここには、3番目の色にリンクされる中間レベルの数式を入力できます。
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下限値 [自動調節]オプションがオフの場合は、ここに下限値の数式を入力しま
す。

反転 このボタンは上限値と下限値の色を逆にします。

次へボタンをクリックして進みます。

ステップ3 -仕上げ

このページで、配色の数式を完成させます。

色の調節 このチェックボックスをオンにすると、数式にヒステリシス変換が適用さ
れます。これにより、中間色の領域の表示感度が高まり、上限と下限の色
に近い色になります。

飽和値 ここでは、数式が上限値または下限値を超えた場合の動作を制御できま
す。上限値 (下限値) の色を使用をオンにすると、上限値または下限値に
指定した色が使用されます。標準色を使用をオンにすると、色ページで定
義した標準色に戻します。
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64 箱ひげ図ウィザード

ウィザードを初めて起動したときは、ウィザードの目的と基本的な手順の概要を示すスタートページが
表示されます。後でウィザードを使用するときに最初のページをスキップする場合は、[次回からこの画
面を表示しない]チェックボックスをオンにします。

64.1 箱ひげ図ウィザードによるデータの定義

X-軸用の軸を選択します。このウィザード終了後は、チャートプロパティダイアログからいつでも軸
の追加や変更が可能です。
箱ひげ図集計枠を選択します。箱ひげ図集計枠は、数式が演算する場合に反復される値です。
最後に、数式を定義します。数式は、チャートに表示される計算値を定義します。数式は、通常、棒グ
ラフのy-軸に表示されます。QlikViewでは、短くて単純な数式から長くて複雑な数式までさまざまな
数式を作成できます。ここでは自分で数式を最初から入力できます。
このウィザード終了後は、[チャートプロパティ]ダイアログからいつでも数式を変更したり追加でき
ます。
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64.2 箱ひげ図ウィザードのプレゼンテーション

表示モード 配分を決める表示モードである平均値モードまたは中央値モードを選択
します。

上下のひげを含める このチェックボックスをオンにすると、最小値/最大値または 5/95 パー
センタイルのいずれかで上側と下側のひげを表示するチャートを作成でき
ます。

外れ値を使用する (最
小値/最大値)

外れ値を表示するには、このチェックボックスをオンにします。
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65 クイックチャートウィザード

クイックチャート機能は、多数のさまざまな設定やオプションを気にせずに簡単な方法で簡易チャート
を作成したいユーザー向けに開発されました。
クイックチャートウィザードは、次の基本的な手順に従ってチャートの作成をガイドします。
1)チャートの種類を選択する
2)チャート軸を定義する
3)チャート式を定義する
4)チャートの書式を設定する
選択によっては、上記の手順の一部がスキップされる場合があります。

65.1 クイックチャートウィザードの起動

クイックチャートウィザードは、ツールメニューからクイックチャートウィザードを選択するか、
標準ツールバーで対応するボタンをクリックして起動します。
ウィザードを初めて起動したときは、ウィザードの目的と基本的な手順の概要を示すスタートページが
表示されます。後でウィザードを使用するときに、最初のページをスキップする場合は、次回からこの
画面を表示しないチェックボックスをオンにします。次へボタンをクリックして進みます。クイック
チャートウィザードは、次の基本的な手順に従ってチャートの作成をガイドします。
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Step 1 - チャートの種類の選択 いずれかのアイコンをクリックして、作成するチ
ャートの種類を選択します。QlikViewで最もよ
く使用されるチャートの種類から選択できます。
チャートは、ウィザード終了後にチャートプロ
パティダイアログから、QlikViewの他の種類に
変更できます。次へボタンをクリックして進みま
す。

Step 2 - 軸の設定 最初の手順でゲージチャートを選択した場合以外
は、軸の設定ページが表示されます。ゲージチ
ャートには、通常、軸がないため、このページは
自動的にスキップされます。
ドロップダウンボックスで1つまたは複数の軸を
選択します。軸は、チャート式の計算の対象とな
る値を定義します。軸は、通常、テーブルチャー
トでは左側、棒グラフなどではx- 軸に表示され
ます。
このウィザード終了後は、チャートプロパティ
ダイアログからいつでも軸の追加や変更が可能で
す。
次へボタンをクリックして進みます。
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Step 3 - 数式の定義 チャート式は、チャートに表示される計算値を定
義します。数式は、通常、テーブルチャートの右
側、棒グラフなどではy- 軸に表示されます。
QlikViewでは、短くて単純な数式から長くて複
雑な数式までさまざまな数式を作成できます。こ
のページでは、3つのよく使用される基本の数式
から選択するか、自分で数式を最初から入力でき
ます。
Sum
項目の数値合計を表示する場合は、このオプショ
ンを選択します(例: sum(Sales))。次に、下の
コンボボックスで合計する項目を選択します。
Average
項目の数値平均を表示する場合は、このオプショ
ンを選択します(例: avg(Score))。次に、下のコ
ンボボックスで計算する項目を選択します。
Count
項目の値の数を表示する場合は、このオプション
を選択します(例: count(OrderID))。次に、下
のコンボボックスでカウントする項目を選択しま
す。
カスタム
自分で数式を最初から入力する場合は、このオプ
ションを選択します。数式を編集するためにさら
に大きなスペースが必要な場合は、[...] アイコン
をクリックして [数式の編集]ダイアログを開き
ます。
このウィザード終了後は、[チャートプロパテ
ィ]ダイアログからいつでも数式を変更したり追
加できます。
次へボタンをクリックして進みます。

ウィザードの4番目の手順では、チャートの書式
を調整できます。チャートの種類によって書式設
定は異なるため、ページの内容はウィザードの
Step 1で選択したチャートの種類によって異なり
ます。
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Step 4 - チャートの書式
(棒グラフ)

このページでは、選択したチャートの種類の書式
設定オプションを設定します。
モード
棒グラフに3つ以上の軸がある場合、データポイ
ントの表示方法として、積み上げまたはクラス
ター化(並べて表示)のどちらかを選択する必要
があります。該当するアイコンをクリックして選
択します。
数値の表示
棒の上に数式の値を数値として表示する場合は、
このチェックボックスをオンにします。
[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウ
トに戻ります。前述のように、[チャートプロパ
ティ]ダイアログからいつでもチャートに戻っ
て、さらに調整することができます。
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Step 4 - チャートの書式
(折れ線グラフ)

このページでは、選択したチャートの種類の書式
設定オプションを設定します。
モード
線、マーカー、またはそれらの組み合わせとして
データポイントを表示します。該当するアイコン
をクリックして選択します。
数値の表示
データポイントの上に数式の値を数値として表示
する場合は、このチェックボックスをオンにしま
す。
[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウ
トに戻ります。前述のように、チャートプロパテ
ィダイアログからいつでもチャートに戻って、さ
らに調整することができます。
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Step 4 - チャートの書式
(円グラフ)

このページでは、選択したチャートの種類の書式
設定オプションを設定します。
要素の最大表示数 (2-50)
円グラフのスライスの最大数を選択します。残り
のデータポイントは"その他"セグメントにまと
められます。
凡例に数値を表示
チャートの凡例に数式の値を数値として表示する
場合は、このチェックボックスをオンにします。
[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウ
トに戻ります。前述のように、[チャートプロパ
ティ]ダイアログからいつでもチャートに戻っ
て、さらに調整することができます。
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Step 4 - チャートの書式
(ストレートテーブル)

このページでは、選択したチャートの種類の書式
設定オプションを設定します。
スタイル
ドロップダウンボックスからテーブルのスタイル
を選択します。
[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウ
トに戻ります。前述のように、[チャートプロパ
ティ]ダイアログからいつでもチャートに戻っ
て、さらに調整することができます。
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Step 4 - チャートの書式
(ピボットテーブル)

このページでは、選択したチャートの種類の書式
設定オプションを設定します。
スタイル
ドロップダウンボックスからテーブルのスタイル
を選択します。
モード
ピボットテーブルのすべての軸を左側に表示する
場合は、左のアイコンをクリックします。軸が左
と上の両方に表示されるクロステーブルにする場
合は、右のアイコンをクリックします。
常にすべて展開
QlikViewのピボットテーブルの展開/折りたたみ
機能が必要ない場合は、このチェックボックスを
オンにします。このモードでは、すべての軸のす
べての絞込値が常に表示されます。
[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウ
トに戻ります。前述のように、[チャートプロパ
ティ]ダイアログからいつでもチャートに戻っ
て、さらに調整することができます。
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Step 4 - チャートの書式
(ゲージチャート)

このページでは、選択したチャートの種類の書式
設定オプションを設定します。
セグメントの数
チャートに表示するセグメントの数(たとえば、
信号機ゲージではライトの数)を選択します。
インジケータモード
ゲージで現在の値を示す方法を選択します。それ
ぞれのゲージの種類ごとに使用できるインジケー
タモードは異なります。
[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウ
トに戻ります。前述のように、[チャートプロパ
ティ]ダイアログからいつでもチャートに戻っ
て、さらに調整することができます。
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66 タイムチャートウィザード

タイムチャートウィザードでは、チャートを作成する共通のタスクで特定の計算基準(数式)を設定
し、さまざまな期間で比較を行うチャートを作成できます。
たとえば、Sum(Sales) のような数式を表示したいが、昨年度または現四半期に期間を限定したい場合
があります。また、その結果を以前の期間(前年度、前年同期など)の同じ計算基準と比較したい場合も
あります。QlikViewでは、このような作業を行う数式を作成するための関数が数多く提供されています
が、初心者にとっては、それらを習得することは容易ではありません。タイムチャートウィザードは、
ユーザーの仕様に基づいて、適切な時間関数を使用した基本的な指標となる計算式を作成する作業を支
援することを目的に設計されています。

66.1 タイムチャートウィザードの起動

タイムチャートウィザードは、ツールメニューからタイムチャートウィザードを選択するか、デザ
インツールバーで対応するボタンをクリックして起動します。
ウィザードを初めて起動したときは、ウィザードの目的と基本的な手順の概要を示すスタートページが
表示されます。後でウィザードを使用するときに、最初のページをスキップする場合は、[次回からこの
画面を表示しない]チェックボックスをオンにします。
選択によっては、下記の手順の一部がスキップされる場合があります。次へボタンをクリックして、ウ
ィザードを前に進めます。[終了]をクリックしてチャートを終了しレイアウトに戻ります。さらに調整
するには、いつでもチャートプロパティダイアログからチャートに戻ります。
タイムチャートウィザードは、次の基本的な手順に従ってチャートの作成をガイドします。

チャートの種類を選択する いずれかのアイコンをクリックして、作成するチャートの種
類を選択します。選択できるのは、期間の修飾を伴うチャー
トで一般に使用されるチャートの種類です。チャートは、ウ
ィザード終了後にチャートプロパティダイアログか
ら、QlikViewの他の種類に変更できます。
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軸の設定 このページでは、チャートの軸を定義します。ドロップダウ
ンボックスで1つまたは複数の軸を選択します。軸は、チ
ャート式の計算の対象となる値を定義します。軸は、通常、
テーブルチャートでは左側、棒グラフなどではx- 軸に表示
されます。
このウィザード終了後は、チャートプロパティダイアログ
からいつでも軸の追加や変更が可能です。
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数式と比較時間の定義 このページでは、チャートの基底となる基本の数式と比較時
間を定義します。
基本の数式
分析したい計算基準を定義する数式を入力します(例:
sum(Sales))。
日付と時刻の数式
各トランザクションに関連付けられた日付と時刻(通常、日
付)の場所を示す数式(または項目名のみ)を入力します(例:
OrderDate)。
基準日の数式
すべてのトランザクションの日付と時刻の比較の基準となる
時間を指定する数式を入力します(例: today())。
数式を編集するためにさらに大きなスペースが必要な場合
は、[...]アイコンをクリックして数式の編集ダイアログを
開きます。
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期間を選択する このページでは、作成するチャートの基本的な期間単位を選
択します。
期間で、チャート式を設定して比較を行う期間の長さを選択
します。[月]オプションを使用する場合は、[複数ヶ月]ド
ロップダウンから、1、2、3、4、6ヶ月の期間を選択できま
す。値3を指定できますが、これは、[期]を選択するのとま
ったく同じです。[週周期]は、毎年1月1日に始まる連続し
た週(7日間)です。1年には、常に、週周期が正確に52あ
り、52番目の週周期は8日もしくは9日となります。
To Date モードを使用したい場合は、期間初来モードチェッ
クボックスをオンにします。[日]以外の期間を選択した場合
は、日付と時刻の数式の日付が、基準日の数式の日付(同日
を含む)までの日付になっているトランザクションだけが含
まれます(前ページの定義を参照)。日を選択した場合は、基
準日の数式の時間が仕切りとして使用されます。
[最終確定期を基準とする]チェックボックスをオンにする
と、Qlikviewは、前期などの最終経過期間を基準として使用
します。
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期間開始月の調整 このページでは、選択した期間の開始月を調整できます。多
くの場合、このページの設定は省略できます。上記の手順4
で選択した [期間]に応じて、次の2つのオプションのいず
れかを指定できます。
年度初月
(決算)年度の開始が1月でない場合、このドロップダウンか
ら、(決算)年度の開始月を選択できます。このオプション
は、上記の手順4で選択した [期間]が [年]、[期]、または
[月]の場合のみ設定できます。
週の最初の曜日/開始時刻
週の最初の曜日や1日の開始時刻を調整する場合は、このオ
プションで行います。補正値は、日単位または日に対する割
合で指定できます。たとえば、カレンダの週に1を設定する
と週は火曜日からの始まりになり、日に0.125を設定する
と、1日は午前3時からの始まりになります。このオプショ
ンは、上記の手順4で選択した [期間]が [週]、[週周期]、
または [日]の場合のみ設定できます。
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比較期間を定義する このページでは、比較期間を定義します。上記の手順4で [
期間]に [年]を選択した場合、このページは自動的にスキッ
プされます。
年
比較期間を前の年の同じ期間にします(例: 前年同期)。
期
比較期間を前の期にします(例: 特定の年の第2期と第3
期)。
動的年比較
このオプションを使用すると、選択した年のうち、基準の年
以前で、最も直近の年と比較できます。たとえば、今年
(2006年)と連続しない年(2003年)を比較する場合は、ア
プリケーションでこのオプションを使用し、2006年と2003
年を選択します。このオプションは、比較期間が「年」の場
合にのみ使用できます。
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列の選択とプレゼンテーション このページでは、チャートにどの数式列を含めるか、および
ウィザードを使用してチャートタイトルを設定するかどうか
を選択します。
ウィザードを使用して適切なチャートタイトルを設定する場
合は、[オブジェクトのタイトル設定]チェックボックスを
オンにします。
ウィザードを使用して作成したチャートには、常に、基準期
間内の基本数式を表示する列が含まれます。これに、さらに
3つまで列を追加することができます。
比較期間の列の追加
比較期間内のチャートの基本数式を表示する列を追加する場
合は、このチェックボックスをオンにします。
比較期間との差分列の追加
チャートの基準期間内の基本数式と比較期間内の基本数式の
絶対的変動値の違い(パーセント変化)を表示する列を追加す
る場合は、このチェックボックスをオンにします。
比較期間との差分比率列の追加
チャートの基準期間内の基本数式と比較期間内の基本数式の
値の違い(パーセント変化)を表示する列を追加する場合は、
このチェックボックスをオンにします。
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67 統計チャートウィザード

統計チャートウィザードでは、QlikViewで一般的な統計テストをデータに適用するためのガイダンス
が提供されます。

67.1 統計チャートウィザードの起動

統計チャートウィザードを起動するには、ツールメニューから統計チャートウィザードを選択しま
す。最初のページでは、統計テストを選択できます。適切なテストの種類を選択した後、次へをクリッ
クして続行します。
QlikViewでは、ウィザードで選択できる以上の種類のテストがサポートされています。これに関する詳
細については、チャートの統計検定関数(974ページ)と ロードスクリプトの統計検定関数(374ペー
ジ)を参照してください。統計テストとその使用の詳細については、統計に関する書籍を参照してくだ
さい。

67.2 カイ二乗検定

このオプションは、カイ二乗検定が返す値を使用してストレートテーブルを生成します。カイ二乗検定
は、2つの値セットを比較して、2つのセットが同じ統計的分布に由来している可能性を判定するため
に使用されます。カイ二乗検定のチャートを作成するには、以下を指定する必要があります。

列 検定標本データの列ヘッダーを返す項目または数式を指定します。

行 検定標本データの行ヘッダーを返す項目または数式を指定します。

値 検定値データを返す項目または数式を指定します。
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期待値 期待値との比較検証を行う場合は、このチェックボックスをオンにしま
す。期待値を返す項目名または数式を下の編集ボックスに入力します。期
待値が指定されていない場合、検定は、行/列内の差異に対して行われま
す。

p (p- 値/有意性の表
示)

生成されるチャートに、p値(有意性)を含める場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

df (自由度の表示) 生成されるチャートに df値(自由度)を含める場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

Chi2 (カイ二乗値の表
示)

生成されるチャートに、検定値を含める場合は、このチェックボックスを
オンにします。

終了をクリックしてチャートを終了しレイアウトに戻ります。いつでもチャートに戻って、チャートプ
ロパティダイアログからさらに調整することができます。

67.3 2 標本 t検定

このオプションは、対応のあるスチューデント t検定が返す値でストレートテーブルを生成します。
t検定のチャートを作成するには、以下を指定する必要があります。

検定項目/数式 検定値データ系列を返す項目または数式を指定します。

検定値 検定値データを返す項目または数式を指定します。

t (t- 値の表示) 生成されるチャートに、t値を含める場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。
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df (自由度の表示) 生成されるチャートにdf値 (自由度)を含める場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

p (p- 値/有意性 (両側
検定) の表示)

生成されるチャートに、p値 (有意性、両側検定)を含める場合は、このチ
ェックボックスをオンにします。

平均の差 生成されるチャートに、平均の差の値を含める場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

最小値 (信用度%) 信頼区間の下限値(下記の信頼度で指定)を生成されるチャートに含めるに
は、このチェックボックスをオンにします。

最大値 (信用度%) 信頼区間の上限値(下記の信頼度で指定)を生成されるチャートに含めるに
は、このチェックボックスをオンにします。

信頼度 信頼度のパーセンテージを指定します。

終了をクリックしてチャートを終了しレイアウトに戻ります。いつでもチャートに戻って、チャートプ
ロパティダイアログからさらに調整することができます。

67.4 独立標本t検定

このオプションは、独立2標本スチューデント t検定が返す値でストレートテーブルを生成します。
t検定のチャートを作成するには、以下を指定する必要があります。

グループ項目/数式 検定グループデータ系列を返す項目または数式を指定します。正確に2つ
の値を返す必要があります。
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検定項目/数式 検定値データ系列を返す項目または数式を指定します。

t (t- 値の表示) 生成されるチャートに、t値を含める場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。

df (自由度の表示) 生成されるチャートにdf値 (自由度)を含める場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

p (p- 値/有意性 (両側
検定) の表示)

生成されるチャートに、p値 (有意性、両側検定)を含める場合は、このチ
ェックボックスをオンにします。

平均の差 生成されるチャートに、平均の差の値を含める場合は、このチェックボッ
クスをオンにします。

最小値 (信用度%) 信頼区間の下限値(下記の信頼度で指定)を生成されるチャートに含めるに
は、このチェックボックスをオンにします。

最大値 (信用度%) 信頼区間の上限値(下記の信頼度で指定)を生成されるチャートに含めるに
は、このチェックボックスをオンにします。

信頼度 信頼度のパーセンテージを指定します。

終了をクリックしてチャートを終了しレイアウトに戻ります。いつでもチャートに戻って、チャートプ
ロパティダイアログからさらに調整することができます。
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68 Direct Discovery を使用したチャート作成方法

チャート式におけるチャート軸やMEASURE項目のように、DIMENSION項目を使用してチャートを作
成できます。チャートではDETAIL項目は機能しないため、使用できません。
Direct Discoveryの項目のみを使用するQlikViewチャートの場合、データベースですべての集計関数
を実行できます。チャートにDirect Discovery項目とインメモリ項目の両方が存在する場合、まずデー
タベースの集計関数が実行され完了してから、次にチャートレベルの集計関数が実行されます。
以下の 集計関数(364ページ)は、MEASURE項目に使用できます。

l Sum (合計値)
l Avg (平均値)
l Count (値の個数)
l Min (最小値)
l Max (最大値)

Direct Discoveryを使用する際、ソースのデータベースがサポートする集計関数の種類を知ることが重
要です。例えば、ほとんどのSQLデータベースは、集計関数においてDISTINCTをサポートしていま
すが、Google BigQueryはCOUNT(DISTINCT ...) しかサポートしていません。
ほとんどのQlikView Chart 関数は、Direct Discovery項目を使用するときに利用可能です(相互並べ替
え、書式設定、視覚的な手がかり、軸制限など)。
Direct Discoveryの SQL構文特有の原理のため、ピボットテーブルとミニチャートは、Direct
Discovery項目には対応していません。
MEASURE項目に引用が必要な場合、チャート式ではなく、Direct Queryステートメントで引用符を用
いる必要があります。引用符で囲まれた識別子の使用時に大文字と小文字の区別を制御する、Oracle な
どのデータベースの場合、チャート式の列名は、データベースの列名の大文字と小文字と完全に一致し
ている必要があります。
アンダースコアの文字から始まるMEASURE項目は、チャート式では二重引用符で囲む必要がありま
す。
チャートでの「欠損値を隠す」オプションは、Direct Discovery項目では機能しないので、無効にしま
す。このオプションを無効にすると、「NULL値を隠す」オプションが機能します。
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69 チャートの数式

チャートでは、数式を使用して計算データ(標準の棒グラフや折れ線グラフのy- 軸に表示されるデータ
など)を定義します。ほとんどの場合、 [数式の編集]ダイアログ(917ページ)ダイアログでクリックし
て最も基本的なチャート式を作成するだけで十分ですが、QlikViewは、関数、項目および演算子を含む
非常に複雑なチャート式をサポートします。スクリプト式とチャート式では、構文および有効な関数
に、いくつか違いがありますので注意してください。

注意
最も重要な違いは、集計関数の役割と項目参照の使用方法です。基本的なルールは、チャート式で使用
される任意の項目名は、必ず1つの集計関数で囲む必要があることです。集計関数には、引数として集
計関数を含む他の数式を含めることはできません。

l すべての数式は、数値と文字列のいずれか適切なものを返します。

l 論理関数と演算子は、false の場合 0、true の場合 -1を返します。数値から文字列への変換およびその逆
の変換は、暗黙に行われます。

l 論理演算子と関数は、0を false と解釈し、それ以外のすべてを true と解釈します。

l 不正なパラメータや関数の結果など、数式が正しく評価されない場合は null を返します。

チャート式の一般的な構文は、次のとおりです。

expression ::= ( constant |

expressionname |

operator1 expression |

expression operator2 expression |

function |

集計関数 |

(expression) )

ここで
constantは、ストレート単一引用符で囲まれた文字列(テキスト、日付、または時刻)または数値で
す。定数は、桁区切り記号を使用せずに記述します。定数の小数点記号は小数点を使用します。
expressionnameは、同じチャート内のもう1つの式の名前(ラベル)です。
operator1は、単項演算子(右側にある1つの数式に対して作用する)です。
operator2は、二項演算子(両側にある2つの数式に対して作用する)です。
function ::= functionname (parameters )
parameters ::= expression { , expression }
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パラメータの数と型は、任意ではありません。使用する関数によって異なります。

aggregationfunction ::= aggregationfunctionname ( parameters2 )
parameters2 ::= aggrexpression { , aggrexpression }

パラメータの数と型は、任意ではありません。使用する関数によって異なります。

集計関数の一般的な構文は、次のとおりです。

aggrexpression ::= ( fieldref |

operator1 aggrexpression |

aggrexpression operator2 aggrexpression |

functioninaggr |

( aggrexpression) )

fieldrefはフィールド名です。
functionaggr ::= functionname (parameters2 )
このように、数式と関数を自由にネストでき、 fieldrefが常に1つの集計関数を囲み、式が解釈可能な
値を返す限り、QlikViewはエラーメッセージを表示しません。

69.1 並列ステートとチャートの数式

チャートや他のオブジェクトの数式はその数式を含むオブジェクトのステートを継承します。
チャートやオブジェクトの数式は並列ステートを参照することが可能です。これは、数式がどこにあっ
ても数式を含むオブジェクトと異なるステートを参照できることを意味します。この参照用の構文は
Set分析のセットを参照するのと同じです。 Set分析 (992ページ)を参照すると、これがどのように機
能するのかを理解するのに役立つ場合があります。
長い間使用されてきたQlikViewの基本的な特徴のひとつとして、初期ステートを使用してデータのサ
ブセットを起動し、チャートや集合を演算する能力があります。コアアルゴリズムは、フィールドごと
に選択した値に関するステートの定義に基づきテーブルごとのサブセットに関するセットを決定しま
す。Set分析により、このデフォルトの動作を以下の2つの異なる点において変更することが可能にな
ります:

l 現在の選択から独立したデータセットの定義。
l Union、Intersection、Exceptionなどの数学演算子を用いた複数のセットの結合。

セットの生成が可能な選択状態を定義する最初のステップでは、並列ステートがその役割を果たしま
す。Set分析と同様、$と1には特別な意味があります。初期ステートは常に$で表され、状態や選択
にかかわらずすべてのデータは1で表されます。
並列ステートを導入すると、以下の2つの新たな構文要素が導入されます。
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数式の基準として並列ステートを使用できます。

例：
sum({[Group 1]} Sales)
ステート ‘Group 1’での選択に基づき売上を計算します。
sum({$} Sales)
初期ステートでの選択に基づき売上を選択します。
これらの数式を単一のチャートで使用することが可能です。これにより、単一のオブジェクト内
で複数のステートを比較できます。数式内のステートの参照は、オブジェクトのステートを上書
きします。

1つのステートでのフィールドにおける選択は、別のステートの修飾子として用いられます。

例：
sum({[Group 1]<Region = $::Region>} Sales)
この構文では、初期ステートにおけるRegion項目の選択条件を使用し、「Group 1」ステート
を変更します。これにより、この数式のRegion項目を初期ステートと「Group 1」の間で同期
した状態に保つことが可能になります。

69.2 テキスト展開変数

QlikViewチャート内の数式またはQlikViewレイアウト内の任意の場所では、QlikViewの変数を使用し
てテキスト展開できます。この目的で使用する場合、変数のテキスト値は、数式が評価される前にその
数式に挿入されます。
ステートメント内部のテキスト展開に変数を使用する場合は、次の構文を使用します。

$( variablename )

$( variablename ) により、variablename内の値に展開されます。variablenameが存在しない場合
は、空の文字列に展開されます。
数値のテキスト展開マクロの場合は、次の構文が使用されます。

$( #variablename )

$( #variablename ) により、常に variablenameの数値に対応する有効な小数が生成されます。非常
に大きい/小さい数値の場合は、指数表現が使用されることもあります。variablenameが存在しない場
合、または数値が含まれていない場合は、0に展開されます。
チャート式では、数値展開はテキスト展開よりも使用頻度はかなり少ないですが、ここでは完全を期す
ために数値展開についても取り上げます。

例：
変数 xには、テキスト文字列 sum(Sales)が含まれます。
チャートで、数式 $(x)/12を定義します。結果は、チャート式に sum(Sales)/12と設定したのと同じ
になります。
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ただし、変数 xの値を sum(Budget)に変更すると、その数式は sum(Budget)/12と解釈され、直ち
にチャートが計算し直されます。
この機能性そ使用すると、インプットボックスで変数値を選択することによって、同時にチャートの領
域に使用される数式を変更できます。

69.3 演算子

QlikViewには、1つのオペランドのみを使用する単項演算子と、2つのオペランドを使用する二項演算
子という2種類の演算子があります。ほとんどの演算子は、二項演算子です。
次の演算子を定義できます。

数値演算子 954ペー
ジ

文字列演算子 954ペー
ジ

論理演算子 955ペー
ジ

関係演算子 955ペー
ジ

ビット演算子 956ペー
ジ

数値演算子

すべての数値演算子はオペランドの数値を使用し、結果として数値を返します。

+ 正の数値(単項演算子)または加算を表す記号。この二項演算子は、2つの
オペランドの和を返します。

- 負の数値(単項演算子)または減算を表す記号。この単項演算子は-1倍し
たオペランドを返し、二項演算子は2つのオペランドの差を返します。

* 乗算。この演算子は、2つのオペランドの積を返します。

/ 除算。この演算子は、2つのオペランドの割合を返します。

文字列演算子

2つの文字列演算子があります。一方はオペランドの文字列値を使用し、結果として文字列を返しま
す。他方はオペランドを比較し、一致したかどうかを示す論理値を返します。

& 文字列連結。この演算は、2つのオペランド文字列を順に連結したテキス
ト文字列を返します。

954 QlikView 11.20 SR13



69 チャートの数式

例：
'abc' & 'xyz'は、"abcxyz"を返します

like ワイルドカード文字列を使用した文字列比較。演算子の前の文字列が演算
子の後の文字列と一致した場合、この演算は論理値 true (-1) を返しま
す。2番目の文字列には、ワイルドカード文字* (任意の数の任意の文字)
または?(1つの任意の文字)が含まれることがあります。

例：
'abc' like 'a*'は、true (-1) を返します
'abcd' like 'a?c*'は、true (-1) を返します
'abc' like 'a??bc'は、false (0) を返します

論理演算子

すべての論理演算子は、オペランドを論理的に解釈し、結果として true (-1) または false (0) を返しま
す。

not 論理否定。いくつかの単項演算子の1つ。この演算は、オペランドの論理
否定を返します。

と 論理積(and)。この演算は、オペランドの論理積を返します。

または 論理和(or)。この演算は、オペランドの論理和を返します。

Xor 排他的論理和。この演算は、オペランドの排他的論理和を返します。つま
り、論理和と似ていますが、両方のオペランドが true の場合は、結果が
false であるという違いがあります。

関係演算子

すべての関係演算子はオペランドの値を比較し、結果として true (-1) または false (0) を返します。す
べての関係演算子が二項演算子です。

< 未満 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

<= 以下 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

> より大きい 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

>= 以上 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。
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= 等しい 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

<> 等しくない 両方のオペランドが数値と解釈できる場合、数値比較が行われ
ます。この演算は、比較の評価の論理値を返します。

precedes ASCII文字順序
でより小さい

<演算子とは異なり、比較の前に引数値の数値解釈は行われま
せん。演算子の左側の値がテキスト表現で、それがASCII比較
で右側の値のテキスト表現の前に来る場合は true を返します。
例：

' 11' precedes ' 2'は true を返します
これを次の例と比較します。

' 11' < ' 2'は false を返します

follows ASCII文字順序
でより大きい

>演算子とは異なり、比較の前に引数値の数値解釈は行われま
せん。演算子の左側の値がテキスト表現で、それがASCII比較
で右側の値のテキスト表現の後ろに来る場合は true を返しま
す。
例：

' 23' follows ' 111'は true を返します
これを次の例と比較します。

' 23' > ' 111'は false を返します

ビット演算子

すべてのビット演算子はオペランドを符号付き整数(32ビット)に変換し、同じ方法で結果を返しま
す。すべての操作は、ビット単位で行われます。

bitnot ビット反転。 単項演算子。この演算は、ビットごとに行われるオペランドの論
理否定を返します。

bitand ビット単位の論理
積。

この演算は、ビットごとに行われるオペランドの論理積を返しま
す。

bitor ビット単位の論理
和。

この演算は、ビットごとに行われるオペランドの論理和を返しま
す。

bitxor ビット単位の排他的
論理和。

この演算は、ビットごとに行われるオペランドの排他的論理和を
返します。

>> ビット右シフト。 単項演算子。この演算は、1つ右にシフトしたオペランドを返し
ます。

<< ビット左シフト。 単項演算子。この演算は、1つ左にシフトしたオペランドを返し
ます。
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69.4 チャート集計関数

チャートの集計関数は、チャート式の項目で使用できます。1つの集計関数の引数式には、別の集計関
数を含めることはできません。
集計関数は次のとおりです。

基本集計関数 958ペー
ジ

文字列集計関数 960ペー
ジ

カウンタ集計関数 961ペー
ジ

チャートの統計集計関数 962ペー
ジ

チャートの財務集計関数 971ペー
ジ

統計的分布関数 974ペー
ジ

特別な入力フィールドの集計関数 990ペー
ジ

高度な集計 368ペー
ジ

Set 分析 992ペー
ジ

並列ステート 135ペー
ジ

expressionの前に distinctを配置した場合、この expressionの評価によって生じた重複は無視され
ます。
expressionの前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われ
ますが、チャート軸は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているものを除
く、すべてのチャート軸は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目の項目値の
組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリストに含めるこ
とができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立ちます。グ
ループ内のすべての軸をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウンのレベルが変
更されても機能します。
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以前のバージョンのQlikViewでは、all修飾子を expressionの前に配置します。これは {1} totalを
使用するとの同じです。この場合、チャートの軸や現在の選択を無視して、ドキュメント内の項目のす
べての値に対して計算を行います。(ドキュメントの論理状態を無視して、常に同じ値を返します。)all
修飾子は、それ自身でSETを定義しますので、all修飾子を使用する場合、SET数式は使用できませ
ん。all修飾子は、まだこのバージョンのQlikViewで機能しますが、次のバージョンではサポートされ
なくなる可能性があります。
expressionには、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計関数を含めることはで
きません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数と計算軸を組み合わせて
使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。ネストされた集計と関連事項
(1047ページ)の例も参照してください。
デフォルトでは、集計関数は選択によって定義されたレコードのセットに対して集計します。SET数式
でレコードのセットを定義することも可能です。 Set分析 (992ページ)も参照してください。
集計修飾子(Total) の使い方についてさらに理解を深めるには、例(1033ページ)を参照してくださ
い。

基本集計関数

sum([{set_expression}][distinct][total[<fld {, fld}>]] expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの集計された合計を返します。

例：
sum(Sales)

sum(Price*Quantity)

sum(distinct Price)

sum(Sales)/sum(total Sales)は選択範囲内の集計を返します
sum(Sales)/sum(total <Month> Sales)は月ごとの選択範囲内の集計を返します
sum(Sales)/sum(total <Month,Grp> Sales)は月およびグループごとの選択範囲内の
集計を返します
sum(Sales)/sum(total <Qtr,Month,Week> Sales)は時間のドリルダウングループで
使用できる構文です
sum({1} total Sales)はドキュメント全体のSales を返します
sum({BM01} Sales)はブックマークBM01で定義された選択範囲のSales を返します
sum({$ <Year={2007,2008}>} Sales)は現在の選択にYearが 2007もしくは2008の条
件を追加したsales を返します。つまり、sum(if(Year=2007 or Year=2008, Sales))

と同じです。

min([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression [, rank]))

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの数値の最小値を返します。rankのデフォルト
は1で、これが最小値に対応します。rankを2と指定すると、2番目に低い値が返されます。rankが
3のときは3番目に低い値が返され、以下同様に値が返されます。

例：
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min( Sales )

min( Sales, 2 )

min( Price*Quantity )

min( total Sales )

min( {1} total Sales ) 

max([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression [, rank]))

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの数値の最大値を返します。rankのデフォルト
は1で、これが最大値に対応します。rankを2と指定すると、2番目に高い値が返されます。rankが
3のときは3番目に高い値が返され、以下同様に値が返されます。

例：
max( Sales )

max( Sales, 2 )

max( Price*Quantity )

max( total Sales )

max( {1} total Sales )

only([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldに1つだけ値が含まれる場合はその値が返されま
す。そうでない場合は、NULLが返されます。onlyは、数値とテキスト値のどちらも返すことができま
す。

例：
only( Sales )

only( Price*Quantity )

only( total Salesman )

mode([{set_expression}][ distinct ] expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの最頻値(最も頻繁に発生する値)を返します。
複数の値が同じ頻度で現れる場合は、NULLが返されます。modeは、数値とテキスト値のどちらも返
すことができます。
Modeは、 total修飾子をサポートしません。

例：
mode( Product )

mode( X*Y/3 )

firstsortedvalue([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,
fld}>]] expression [, sort_weight [, n]])
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expressionがチャート軸で反復処理された場合に、対応する sort-weightによってソートされた
expressionの最初の値を返します。sort-weightは、対応する expressionの最初にソートされる値に
重み付けの最も軽い値が対応するように、数値を返します。sort-value式の前にマイナス記号を入れる
と、関数は最後の値を返します。数式の複数の値が同じ最低の sort-orderを持つ場合、関数はNULL
を返します。nを1より大きくすると、n番目の値が得られます。

例：
firstsortedvalue ( PurchasedArticle, OrderDate )

firstsortedvalue ( PurchasedArticle, -OrderDate, 2 )

firstsortedvalue ( A/B, X*Y/3 )

firstsortedvalue ( distinct PurchasedArticle, OrderDate )

firstsortedvalue ( total PurchasedArticle, OrderDate )

firstsortedvalue ( total <Grp> PurchasedArticle, OrderDate )

文字列集計関数

MinString([{set_expression}][ total [<fld {, fld}>]] expression)

チャート軸で反復処理された expressionに、文字列表現(任意のテキストまたは数値)を含む1つ以上
の値が含まれる場合は、テキストのソート順の最初のテキスト値が返されます。そうでない場合
は、NULLが返されます。

例：
MinString( Currency )

MinString( Left( abc,2 ) )

MinString( total Currency)

MinString( <X> Currency )

MaxString([{set_expression}][ total [<fld {, fld}>]] expression)

チャート軸で反復処理された expressionに、文字列表現(任意のテキストまたは数値)を含む1つ以上
の値が含まれる場合は、テキストのソート順の最後のテキスト値が返されます。そうでない場合
は、NULLが返されます。

例：
MaxString( Currency )

MaxString( Left( abc,2 ) )

MaxString( total Currency)

MaxString( total <X> Currency )

concat([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression[, delimiter[, sort_weight]])

チャート軸で反復処理された expressionのすべての値の集計された文字列連結を返します。各値
は、delimiterの文字列によって区切られます。連結の順序は、sort-weightによって決定されま
す。sort-weightは、最初にソートされる項目に重み付けの最も軽い値が対応するように、数値を返し
ます。

例：
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concat( Code, ';' )

concat( FirstName&' '&LastName, ',' )

concat( distinct Code, ';' )

concat( total Name, ';' , Date )

concat( total <Grp> Name, ';' , Date)

カウンタ集計関数

count([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldからの値の集計されたレコード数を返します。
この関数では、 distinct修飾子を total修飾子と組み合わせて使用することができます。この組み合わ
せは、他の集計関数では無効です。

例：
coung(Sales)

count(Price*Quantity)

count(distingct Price)

count(Sales)/count(total Sales)は選択範囲内のSales を返します

NumericCount([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,
fld}>]] expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldからの値の集計された数値の数を返します。

例：
NumericCount(Sales)

NumericCount(Price*Quantity)

NumericCount(distinct Price)

NumericCount(Sales)/NumericCount(total Sales)

NumericCount(Sales)/NumericCount({1} total Sales)はドキュメント全体のSales
を返します

TextCount([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldからの値の集計された英数字の数を返します。

例：
TextCount(Sales)

TextCount(Price*Quantity)

TextCount(distinct Price)

TextCount(Sales)/TextCount(total Sales)は選択範囲内のSales を返します
TextCount(Sales)/TextCount({1} total Sales)はドキュメント全体のSales を返し
ます

NullCount([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {, fld}>]]
expression)
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チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldからのnull値の集計された数を返します。

例：
NullCount(Sales)

NullCount(Price*Quantity)

NullCount(distinct Price)

NullCount(Sales)/NullCount(total Sales)は選択範囲内のSales を返します
NullCount(Sales)/NullCount({1} total Sales)はドキュメント全体のSales を返し
ます

MissingCount([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,
fld}>]] expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldからの欠損値の集計された数を返します。欠損値
は、いずれも数値ではありません。

例：
MissingCount(Sales)

MissingCount(if(Price>10, Price, 'invalid'))

MissingCount(distinct Price)

MissingCount(Sales)/MissingCount(total Sales)は選択範囲内のSales を返します
MissingCount(Sales)/MissingCount({1} total Sales)はドキュメント全体のSales
を返します

チャートの統計集計関数

avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]]
expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの集計された平均を返します。
expressionには、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計関数を含めることはで
きません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計 (368 ページ)関数と計算軸を組み合わせて
使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
関数の引数の前に distinctという語がある場合、関数の引数の評価から生じる重複は無視されます。
関数の引数の前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われま
すが、チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
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avg(Sales)

avg(X'Y/3)

avg(distinct Price)

avg(total Sales)

avg({1} total Sales)

sterr ([{set_expression}] [ distinct ][ total [<fld {,fld}>] ]
expression )

チャート軸で反復処理された expressionで表される一連の値の集計された標準誤差 (stdev/sqrt(n))
を返します。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されます。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。sterr関数は、 Set分析 (992ページ)関数
と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ページ)
とtotal修飾子をサポートします。

例：
sterr( X )
sterr( X*Y/3 )
sterr( total X ) >
sterr( total<Z> X)

steyx ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ] y-
expression, x-expression)

チャート軸に対して反復する y-expressionと x-expressionの一対の数で表される一連の座標につい
て、回帰上の各x値に対して予想されるy値の集計された標準誤差を返します。一対のデータのどちら
か、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。steyx関数は、 Set分析 (992ページ)関数
と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ページ)
とtotal修飾子をサポートします。

例：
steyx( Y, X )
steyx( A/B, X*Y/3 )
steyx( total Y, X )
steyx( total<Z> Y, X)

linest_m ([{set_expression}][ distinct ] [total [<fld {,fld}>] ]y-
expression, x-expression[, y0 [, x0 ]])
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チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計されたm値(傾き)を返します。一対のデータのどちらか、
または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_m関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_m( Y, X )
linest_m( A/B, X*Y/3 )
linest_m( total Y, X )
linest_m( total<Z> Y, X)
linest_m( Y, X, 0 )
linest_m( Y, X, 1, 1 )

linest_b ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計されたb値 (y切片)を返します。一対のデータのどちらか、
または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_b関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)と total修飾子をサポートします。

例：
linest_b( Y, X ) > 
linest_b( A/B, X*Y/3 )
linest_b( total Y, X )
linest_b( total<Z> Y, X)
linest_b( Y, X, 0 )
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linest_b( Y, X, 1, 1

linest_r2 ([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計された r2値 (決定係数)を返します。一対のデータのどちら
か、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_r2関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_r2( Y, X )
linest_r2( A/B, X*Y/3 )
linest_r2( total Y, X )
linest_r2( total<Z> Y, X)
linest_r2( Y, X, 0 )
linest_r2( Y, X, 1, 1 )

linest_sem ([{set_expression}][ distinct ] [total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計されたm値の標準誤差を返します。一対のデータのどちら
か、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_sem関数は、 Set分析 (992ペー
ジ)関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962
ページ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_sem( Y, X )
linest_sem( A/B, X*Y/3 )
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linest_sem( total Y, X )
linest_sem( total<Z> Y, X)
linest_sem( Y, X, 0 )
linest_sem( Y, X, 1, 1 )

linest_seb ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計されたb値の標準誤差を返します。一対のデータのどちら
か、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_seb関数は、 Set分析 (992ペー
ジ)関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962
ページ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_seb( Y, X )
linest_seb( A/B, X*Y/3 )
linest_seb( total Y, X )
linest_seb( total<Z> Y, X)
linest_seb( Y, X, 0 )
linest_seb( Y, X, 1, 1 )

linest_sey ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]])

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計されたy予測値の標準誤差を返します。一対のデータのどち
らか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_sey関数は、 Set分析 (992ペー
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ジ)関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962
ページ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_sey( Y, X )
linest_sey( A/B, X*Y/3 )
linest_sey( total Y, X )
linest_sey( total<Z> Y, X)
linest_sey( Y, X, 0 )
linest_sey( Y, X, 1, 1 )

linest_df ([{set_expression}][ distinct ] [total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計された自由度を返します。一対のデータのどちらか、または
両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_df関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_df( Y, X )
linest_df( A/B, X*Y/3 )
linest_df( total Y, X )
linest_df( total<Z> Y, X)
linest_df( Y, X, 0 )
linest_df( Y, X, 1, 1 )

linest_f ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計されたF統計量 (r2/(1-r2)) を返します。一対のデータのど
ちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されま
す。
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連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_f関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_f( Y, X )
linest_f( A/B, X*Y/3 )
linest_f( total Y, X )
linest_f( total<Z> Y, X)
linest_f( Y, X, 0 )
linest_f( Y, X, 1, 1 )

linest_ssreg ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>]
] y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計された回帰変動を返します。一対のデータのどちらか、また
は両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_ssreg関数は、 Set分析 (992
ページ)関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression)
(962ページ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_ssreg( Y, X )
linest_ssreg( A/B, X*Y/3 )
linest_ssreg( total Y, X )
linest_ssreg( total<Z> Y, X)
linest_ssreg( Y, X, 0 )
linest_ssreg( Y, X, 1, 1 )
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linest_ssresid ([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld
{,fld}>] ] y-expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] )

チャート軸で反復処理された x-expressionと y-expressionのペア数値で表される一連の座標の方程
式y=mx+bで定義される直線回帰の集計された残差変動を返します。一対のデータのどちらか、また
は両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべての対となるデータが無視されます。
連結値y0を記述することにより、y軸上の与えられた点に回帰線を通すことができます。y0とx0の両
方を記述すると、1つの固定座標に回帰線を通すことができます。
y0とx0の両方が記述されていない限り、この関数の計算には少なくとも2つの有効な対となるデータ
が必要です。 y0と x0が記述されている場合は、1組の対となるデータがあれば計算できます。 
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。linest_ssresid関数は、 Set分析 (992
ページ)関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression)
(962ページ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
linest_ssresid( Y, X )
linest_ssresid( A/B, X*Y/3 )
linest_ssresid( total Y, X )
linest_ssresid( total<Z> Y, X)
linest_ssresid( Y, X, 0 )
linest_ssresid( Y, X, 1, 1 )

correl ([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ] x-
expression, y-expression )

チャート軸に対して反復する x-expressionと y-expressionの一対の数で表される一連の座標に関し
て集計された相関係数を返します。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損
値があると、すべての対となるデータが無視されます。 rangecorrel(x-value , y-value { , x-value ,
y-value}) (1012ページ)関数も参照してください。
x-expressionおよび y-expressionには、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計
関数を含めることはできません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数と
計算軸を組み合わせて使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。correl関数は、 Set分析 (992ページ)関
数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ページ)
とtotal修飾子をサポートします。

例：
correl( Payments, Dates )

correl( A/B, X*Y/3 )

correl( total Payments, Dates )

correl( total <Grp> Payments, Dates)
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median ([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
expression )

チャート軸で反復処理された expressionの集計された中央値を返します。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。median関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
median( X )

median( X*Y/3 )

median( total X )

median( total <Group> Price )

stdev([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld { , fld } >] ]
expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの集計された標準偏差を返します。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。stdev関数は、 Set分析 (992ページ)関数
と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ページ)
とtotal修飾子をサポートします。

例：
stdev(Sales)

stdev(X'Y/3)

stdev(distinct Price)

stdev(total Sales)

stdev({1} total Sales)

skew([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >] ]
expression )

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの集計された歪度を返します。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。skew関数は、 Set分析 (992ページ)関数
と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ページ)
とtotal修飾子をサポートします。

例：
skew(Sales)

skew(X'Y/3)

skew(distinct Price)

970 QlikView 11.20 SR13



69 チャートの数式

skew(total Sales)

skew({1} total Sales)

kurtosis([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]
] expression)

チャート軸で反復処理された expressionまたは fieldの集計された尖度を返します。
この関数には、ネストされた集計において avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld }
>]] expression) (962ページ)関数と同じ制限があります。kurtosis関数は、 Set分析 (992ページ)
関数と同様に avg([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld { , fld } >]] expression) (962ペー
ジ)とtotal修飾子をサポートします。

例：
kurtosis(Sales)

kurtosis(X'Y/3)

kurtosis(distinct Price)

kurtosis(total Sales)

kurtosis({1} total Sales)

fractile ([{set_expression}] [ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ]
expression, fractile)

チャート軸で反復処理された expressionの集計された分位数を返します。
関数の引数式には、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計関数を含めることはで
きません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数と計算軸を組み合わせて
使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
関数の引数の前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われま
すが、チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
fractile( Sales, 0.75 )

fractile( X*Y/3, 0.9 )

fractile( total Price, 0.25 )

fractile( total <Group> Price )

チャートの財務集計関数

irr([[set_expression] total [<fld {,fld}>] ] expression)
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チャート軸に対して反復する数式の数値で表される一連のキャッシュフローについて、集計された内部
収益率を返します。これらのキャッシュフローは、年金の場合のように均等である必要はありません。
ただし、このキャッシュフローは、毎月、毎年のように、定期的に発生する必要があります。内部収益
率は、定期的に発生する支払い(負の値)と収入 (正の値)からなる投資の利率です。この関数の計算に
は、少なくとも1つの正の値と1つの負の値が必要です。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されま
す。 rangeirr(value { ,value} ) (394ページ)関数も参照してください。
expressionには、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計関数を含めることはで
きません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数と計算軸を組み合わせて
使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
expressionの前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われま
すが、チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
irr( Payments )

irr( X*Y/3 )

irr( total Payments )

irr( total <Grp> Payments )

xirr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] ] valueexpression,
dateexpression)

チャート軸で反復処理された valueexpressionと dateexpressionのペア数値で表されるキャッシュ
フロー明細表(必ずしも定期的ではない)の集計された内部収益率を返します。すべての支払いは、年
365日計算で割り引かれます。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値が
あると、すべての対となるデータが無視されます。 rangexirr(value, date { ,value, date} ) (395
ページ)関数も参照してください。
Valueexpressionと dateexpressionには、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集
計関数を含めることはできません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数
と計算軸を組み合わせて使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
関数の引数の前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われま
すが、チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
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に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
xirr( Payments, Dates )

xirr( A/B, X*Y/3 )

xirr( total Payments, Dates )

xirr( total <Grp> Payments, Dates)

npv ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] ] rate, expression )

チャート軸に対して反復する expression内の数として表される割引率、将来の支払い(負の値)、およ
び収入(正の値)に基づく一連の投資について、集計された正味現在価値を返します。結果は、金額のデ
フォルトの数値書式で返されます。rate は、期間あたりの利率です。支払および入金は、各期間の最後
に発生すると見なされます。テキスト値、null値、および欠損値は無視されます。rangenpv関数も参
照してください。
Rate と expressionには、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計関数を含めるこ
とはできません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数と計算軸を組み合
わせて使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
関数の引数の前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われま
すが、チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
npv( 0.1, Payments )

npv( 0.1, X*Y/3 )

npv( total 0.1, Payments )

npv( total <Grp> 0.1, Payments )

xnpv ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] ] rate,
valueexpression, dateexpression)

チャート軸で反復処理された valueexpressionと dateexpressionのペア数値で表されるキャッシュ
フロー明細表(必ずしも定期的ではない)の集計された正味現在価値を返します。rateは、期間あたり
の利率です。結果は、金額のデフォルトの数値書式で返されます。すべての支払いは、年365日計算で
割り引かれます。一対のデータのどちらか、または両方にテキスト値、null値、欠損値があると、すべ
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ての対となるデータが無視されます。 rangexnpv(rate, value, date { ,value, date} ) (395ページ)
関数も参照してください。
Rate、 valueexpressionまたは dateexpressionには、これらの内部の集計に totalもしくはall修飾
子が含まれない限り、集計関数を含めることはできません。高度なネストされた集計の場合は、高度な
集計(368ページ)関数と計算軸を組み合わせて使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照
してください。
field の前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われますが、
チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
xnpv( 0.1, Payments, Dates )

xnpv( 0.1, A/B, X*Y/3 )

xnpv(total 0.1, Payments, Dates )

xnpv(total <Grp> 0.1, Payments, Dates)

チャートの統計検定関数

カイ二乗検定関数

次の3つの関数は、カイ二乗検定に適用されます。

chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row,
observed_value [, expected_value])

チャート軸で反復処理された1つまたは2つの一連の値の集計されたカイ二乗検定のp値 (有意性)を
返します。検定は、指定された colと rowの行列上の変動を検定する observed_valueの値、または
observed_valueの値と対応する expected_valuesの比較によって実行されます。数式にテキスト
値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。
関数の引数式には、これらの内部の集計に total修飾子が含まれない限り、集計関数を含めることはで
きません。高度なネストされた集計の場合は、高度な集計(368ページ)関数と計算軸を組み合わせて
使用してください。計算軸の追加(749ページ)を参照してください。
関数の引数の前に totalを配置した場合、現在の選択範囲内のすべての絞込値に対して計算が行われま
すが、チャート軸の変数は無視されます。
total修飾子の後には、1つ以上の項目名のリストを山かっこで囲んで続けることができます。これら
の項目名は、チャート軸の変数のサブセットにする必要があります。この場合、リストされているもの
を除く、すべてのチャート軸の変数は無視されて計算が行われます。つまり、リストされている軸項目
の項目値の組み合わせごとに1つの値が返されます。また、現在、チャートの軸ではない項目もリスト
に含めることができます。これは、軸項目が固定されていない場合に、軸をグループ化する場合に役立
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ちます。グループ内のすべての変数をリストした場合、この関数は、サイクリックまたはドリルダウン
のレベルが変更されても機能します。

例：
chi2test_p( Grp, Grade, Count )

chi2test_p( Gender, Description, Observed, Expected )

chi2test_df ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row,
observed_value [, expected_value] )

チャート軸で反復処理された1つまたは2つの一連の値の集計されたカイ二乗検定のdf値 (自由度)を
返します。引数の記述については、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row,
observed_value [, expected_value]) (974ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
chi2test_df( Grp, Grade, Count )

chi2test_df( Gender, Description, Observed, Expected )

chi2test_chi2 ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row,
observed_value [, expected_value])

チャート軸で反復処理された1つまたは2つの一連の値の集計されたカイ二乗検定値を返します。引数
の記述については、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value
[, expected_value]) (974ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
chi2test_chi2( Grp, Grade, Count )

chi2test_chi2( Gender, Description, Observed, Expected )

t検定関数

次の8つの関数は、独立標本のスチューデント t検定に適用されます。

TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [, eq_
var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された t値を返します。これらの値
は、valuesによって返され、groupの2つの値によって論理的にグループ分けされます。eq_varが偽
と指定されている場合は2つの標本の個別分散と見なされ、そうでない場合は標本間の等分散と見なさ
れます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。
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ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_t( Group, Value )

ttest_t( Group, Value, false )

TTest_df ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定のdf値 (自由
度)を返します。引数の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group,
value [, eq_var = true]) (975ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_df( Group, Value )

ttest_df( Group, Value, false )

TTest_sig ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定の両側有意水
準を返します。引数の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group,
value [, eq_var = true]) (975ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_sig( Group, Value )
ttest_sig( Group, Value, false )

TTest_dif ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差を
返します。引数の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value
[, eq_var = true]) (975ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
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の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_dif( Group, Value )

ttest_dif( Group, Value, false )

TTest_sterr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差の
標準誤差を返します。引数の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]
group, value [, eq_var = true]) (975ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_sterr( Group, Value )

ttest_sterr( Group, Value, false )

TTest_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された t値を返します。両側有意水準
は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区間は95%
になります。その他の引数の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]
group, value [, eq_var = true]) (975ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_conf( Group, Value )

ttest_conf( Group, Value, false )

TTest_lower ( [set_expression] [ total [<fld {,fld}>] group, value
[, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数
の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [, eq_var =
true]) (975ページ)および TTest_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
sig = 0.025 [, eq_var = true]]) (977ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
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の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_lower( Group, Value )

ttest_lower( Group, Value, false )

TTest_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数
の記述については、 TTest_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [, eq_var =
true]) (975ページ)および TTest_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
sig = 0.025 [, eq_var = true]]) (977ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest_upper( Group, Value )

ttest_upper( Group, Value, false )

t検定加重関数

次の8つの関数は、入力データ系列が加重2段組で与えられる2つの独立標本スチューデント t検定に
適用されます。

TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された t値を返します。これらの値
は、valuesによって返され、groupの2つの値によって論理的にグループ分けされます。valueの各
値は、weightの対応する値に従って1回または複数回カウントされます。eq_varが偽と指定されてい
る場合は2つの標本の個別分散と見なされ、そうでない場合は標本間の等分散と見なされます。value
にテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_t( Weight, Group, Value )

TTestw_t( Weight, Group, Value, false )

TTestw_df ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, eq_var = true])
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チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定のdf値 (自由
度)を返します。引数の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight,
group, value [, eq_var = true]) (978ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_df( Weight, Group, Value )

TTestw_df( Weight, Group, Value, false )

TTestw_sig ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定の両側有意水
準を返します。引数の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight,
group, value [, eq_var = true]) (978ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_sig( Weight, Group, Value )

TTestw_sig( Weight, Group, Value, false )

TTestw_dif ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差を
返します。引数の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight,
group, value [, eq_var = true]) (978ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_dif( Weight, Group, Value )

TTestw_dif( Weight, Group, Value, false )

TTestw_sterr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, eq_var = true])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差の
標準誤差を返します。引数の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]
weight, group, value [, eq_var = true]) (978ページ)関数を参照してください。
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ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_sterr( Weight, Group, Value )

TTestw_sterr( Weight, Group, Value, false )

TTestw_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された t値を返します。両側有意水準
は、sigで指定します。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区間は95%
になります。その他の引数の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]
weight, group, value [, eq_var = true]) (978ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_conf( Weight, Group, Value )

TTestw_conf( Weight, Group, Value, false )

TTestw_lower ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数
の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group, value [, eq_
var = true]) (978ページ)および TTestw_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight,
group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]]) (980ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_lower( Weight, Group, Value )

TTestw_lower( Weight, Group, Value, false )

TTestw_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group,
value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数
の記述については、 TTestw_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, group, value [, eq_
var = true]) (978ページ)および TTestw_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight,
group, value [, sig = 0.025 [, eq_var = true]]) (980ページ)関数を参照してください。
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ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
TTestw_upper( Weight, Group, Value )

TTestw_upper( Weight, Group, Value, false )

1標本 t検定関数

次の8つの関数は、1標本のスチューデント t検定に適用されます。

TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された t値を返します。値は、valueによって返す必要が
あります。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_t( Value )

TTest1_df ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定のdf値 (自由度)を返しま
す。引数の記述については、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ページ)
関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_df( Value )

TTest1_sig ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定の両側有意水準を返します。
引数の記述については、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ページ)関
数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_sig( Value )
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TTest1_dif ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差を返します。引数
の記述については、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ページ)関数を
参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_dif( Value )

TTest1_sterr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差の標準誤差を返し
ます。引数の記述については、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ペー
ジ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_sterr( Value )

TTest1_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sig =
0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された t値を返します。両側有意水準は、sigで指定しま
す。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区間は95%になります。その
他の引数の記述については、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ページ)
関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_conf( Value )

ttest1_conf( Value, 0.005 )

TTest1_lower ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sig =
0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数の記述について
は、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ページ)および TTest1_conf
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([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sig = 0.025 ]) (982ページ)関数を参照してくださ
い。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_lower( Value )

ttest1_lower( Value, 0.005 )

TTest1_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sig =
0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数の記述について
は、 TTest1_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value) (981ページ)および TTest1_conf
([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sig = 0.025 ]) (982ページ)関数を参照してくださ
い。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1_upper( Value )

ttest1_upper( Value, 0.005 )

1標本 t検定加重関数

次の8つの関数は、入力データ系列が加重2段組で与えられる1標本スチューデント t検定に適用され
ます。

TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された t値を返します。値は、valueによって返す必要が
あります。valueの各値は、weightの対応する値に従って1回または複数回カウントされます。value
にテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_t( Weight, Value )

TTest1w_df ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value)
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チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定のdf値 (自由度)を返しま
す。引数の記述については、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) 
(983ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_df( Weight, Value )

TTest1w_sig ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定の両側有意水準を返します。
引数の記述については、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) (983
ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_sig( Weight, Value )

TTest1w_dif ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差を返します。引数
の記述については、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) (983ペー
ジ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_dif( Weight, Value )

TTest1w_sterr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight,
value)

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたスチューデント t検定の平均の差の標準誤差を返し
ます。引数の記述については、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) 
(983ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。
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例：
ttest1w_sterr( Weight, Value )

TTest1w_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value
[, sig = 0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された t値を返します。両側有意水準は、sigで指定しま
す。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区間は95%になります。その
他の引数の記述については、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) 
(983ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_conf( Weight, Value )

ttest1w_conf( Weight, Value, 0.005 )

TTest1w_lower ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value
[, sig = 0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数の記述について
は、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) (983ページ)および
TTest1w_conf関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_lower( Weight, Value )

ttest1w_lower( Weight, Value, 0.005 )

TTest1w_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value
[, sig = 0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数の記述について
は、 TTest1w_t ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value) (983ページ)および
Ttest1w_conf関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ttest1w_upper( Weight, Value )

ttest1w_upper( Weight, Value, 0.005 )
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z検定関数

次の7つの関数は、z検定に適用されます。

ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz値を返します。値は、valueによって返す必要が
あります。母平均0が仮定されます。他の平均について検定する場合は、標本値からその値を減算しま
す。標準偏差が既知の場合は、sigmaに記述します。sigmaの記述を省略すると、実際の標本標準偏差
が使用されます。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返しま
す。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_z( Value-TestValue )

ZTest_sig ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz検定の両側有意水準を返します。引数の記述につ
いては、 ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma]) (986ページ)関数を参
照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_sig(Value-TestValue)

ZTest_dif ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz検定の平均の差を返します。引数の記述について
は、 ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma]) (986ページ)関数を参照し
てください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_dif(Value-TestValue)

ZTest_sterr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [,
sigma])
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チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz検定の平均の差の標準誤差を返します。引数の記
述については、 ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma]) (986ページ)関
数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_sterr(Value-TestValue)

ZTest_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma
[, sig = 0.025 ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz値を返します。両側有意水準は、sigで指定しま
す。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区間は95%になります。その
他の引数の記述については、 ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma]) 
(986ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_conf(Value-TestValue)

ZTest_lower ( [set_expression] [ total [<fld {,fld}>] group, value [, sig = 0.025 [, eq_var =
true]])
チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数
の記述については、 ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma]) (986ペー
ジ)および ZTest_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma [, sig = 0.025 ])
(987ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_lower( Group, Value )

ztest_lower( Group, Value, false )

ZTest_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value [,
sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数
の記述については、 ZTest_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma]) (986ペー
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ジ)および ZTest_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] value [, sigma [, sig = 0.025 ])
(987ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztest_upper( Group, Value )

ztest_upper( Group, Value, false )

z検定加重関数

次の7つの関数は、入力データ系列が加重2段組で与えられるz検定に適用されます。

ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [,
sigma])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz値を返します。値は、valueによって返す必要が
あります。標本平均0が仮定されます。他の平均について検定する場合は、標本値からその値を減算し
ます。valueの各値は、weightの対応する値に従って1回または複数回カウントされます。標準偏差が
既知の場合は、sigmaに記述します。sigmaの記述を省略すると、実際の標本標準偏差が使用されま
す。valueにテキスト値、NULL値、欠損値が含まれていると、関数はNULLを返します。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_z( Weight, Value-TestValue)

ZTestw_sig ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [,
sigma])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz検定の両側有意水準を返します。引数の記述につ
いては、 ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [, sigma]) (988ペー
ジ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_sig( Weight, Value-TestValue)

ZTestw_dif ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]] weight, value
[, sigma])
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チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz検定の平均の差を返します。引数の記述について
は、 ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [, sigma]) (988ページ)関
数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_dif( Weight, Value-TestValue)

ZTestw_sterr ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value
[, sigma])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz検定の平均の差の標準誤差を返します。引数の記
述については、 ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [, sigma]) (988
ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_sterr( Weight, Value-TestValue)

ZTestw_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]] weight, value
[, sigma [, sig = 0.025 ] ])

チャート軸で反復処理された一連の値の集計されたz値を返します。両側有意水準は、sigで指定しま
す。指定されない場合、sigは0.025に設定され、その結果として信頼区間は95%になります。その
他の引数の記述については、 ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [,
sigma]) (988ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_conf( Weight, Value-TestValue)

ZTestw_lower ( [set_expression] [ total [<fld {,fld}>] group, value [, sig = 0.025 [, eq_var
= true]])
チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の下限値を返します。引数
の記述については、 ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [, sigma]) 
(988ページ)および ZTestw_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]] weight, value [,
sigma [, sig = 0.025 ] ]) (989ページ)関数を参照してください。
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ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_lower( Group, Value )

ztestw_lower( Group, Value, false )

ZTestw_upper ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] group, value
[, sig = 0.025 [, eq_var = true]])

チャート軸で反復処理された2つの独立した一連の値の集計された信頼区間の上限値を返します。引数
の記述については、 ZTestw_z ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] weight, value [, sigma]) 
(988ページ)および ZTestw_conf ([set_expression][ total [<fld {,fld}>]] weight, value [,
sigma [, sig = 0.025 ] ]) (989ページ)関数を参照してください。
ネストされた集計には、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_
value [, expected_value]) (974ページ)関数でリストされている制限と同じ制限が適用されます。こ
の関数は、 chi2test_p ([set_expression][ total [<fld {,fld}>] col, row, observed_value [,
expected_value]) (974ページ)関数の説明と同じように total修飾子をサポートします。

例：
ztestw_upper( Group, Value )

ztestw_upper( Group, Value, false )

特別な入力フィールドの集計関数

入力フィールドのための特別な集計関数があります。
inputsum (inputfield[, distribution_mode][set_expression]) (990ページ)
inputavg(inputfield [, distribution_mode][set_expression]) (991ページ)

inputsum (inputfield[, distribution_mode][set_expression])

チャート軸で反復処理された inputfieldの集計された合計を返します。Inputfield は、スクリプ
トで入力フィールドとして正しく宣言された項目の項目名にする必要があります。
この集計関数をテーブルチャートの数式として使用する場合は、集計された合計を対話式に編集
することができます。数式のセル上にポインタを置くと、入力アイコンが表示されます。アイコ
ンをクリックすると、そのセルは入力編集モードに設定されます。上/下矢印キーを使用して、入
力編集モードのままでセル間を移動できます。集計された合計の変更は、選択された
distribution_modeを使用して、基底の項目に配布されます。QlikViewドキュメント全体は、
新しい値が入力されるたびに自動的に再計算されます。
distribution_modeパラメータには、次の値を含めることができます。

'+' デフォルトモード。変更に相当する部分がすべての基底の値に分配されます。

'*' 変更が(既存の値に対する)比例的に基底の値に分配されます。

'=' 入力された値がすべての基底の値に与えられます。
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'/' 前の分配は無視されますが、前の合計を保持しながら、値が基底の値の間で均等に分割されま
す。

前述の distribution_modeの値には、次の修飾子を追加できます。

T たとえば、'+T'は、入力フィールドの他の選択値に対して、入力された変更を埋め合わせます
(全合計はそのままです)。

A たとえば、'+A'は、他のすべての値に対して、入力された変更を埋め合わせます(全合計はそ
のままです)。

例：
inputsum( Budget )
inputsum( Budget, '+' )
inputsum( Budget, '*' )
inputsum( Budget, '=' )
inputsum( Budget, '/' )
inputsum( Budget, '+T' )
inputsum( Budget, '+A' )

inputavg(inputfield [, distribution_mode][set_expression])

チャート軸で反復処理された inputfieldの集計された平均を返します。Inputfieldは、スクリプトで入
力フィールドとして正しく宣言された項目の項目名にする必要があります。
この集計関数をテーブルチャートの数式として使用する場合は、集計された値を対話式に編集すること
ができます。数式のセル上にポインタを置くと、入力アイコンが表示されます。アイコンをクリックす
ると、そのセルは入力編集モードに設定されます。上/下矢印キーを使用して、入力編集モードのままで
セル間を移動できます。集計された値の変更は、選択された distribution_modeを使用して、基底の項
目に配布されます。QlikViewドキュメント全体は、新しい値が入力されるたびに自動的に再計算されま
す。
distribution_modeパラメータには、次の値を含めることができます。

'+' デフォルトモード。変更に相当する部分がすべての基底の値に分配されます。

'*' 変更が(既存の値に対する)比例的に基底の値に分配されます。

'=' 入力された値がすべての基底の値に与えられます。

'/' 前の分配は無視されますが、前の平均を保持しながら、値が基底の値の間で均等に分割されま
す。

前述の distribution_modeの値には、次の修飾子を追加できます。

T たとえば、'+T'は、入力フィールドの他の選択値に対して、入力された変更を埋め合わせます
(全合計はそのままです)。

A たとえば、'+A'は、他のすべての値に対して、入力された変更を埋め合わせます(全合計はそ
のままです)。

例：
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inputavg( Budget )
inputavg ( Budget, '+' )
inputavg ( Budget, '*' )
inputavg ( Budget, '=' )
inputavg ( Budget, '/' )
inputavg ( Budget, '+T' )
inputavg ( Budget, '+A' )

Set分析

集計関数はデフォルトで項目値の現在の選択条件に対して集計を行います。現在の選択条件は、1セッ
トの項目値として参照できます。現在の選択条件の代わりに、他のセットの項目値を定義して、チャー
トで使用することができます。たとえば、現在の選択に関わりなく、ダッシュボードであらゆる地域の
製品の市場シェアを表示できます。
1セットの項目値の定義はSET数式の定義、データを分析するためのSET数式の使用はSET分析と呼
ばれます。

注意!
SET数式はスクリプトではなく、チャートでのみ使用できます。

SET数式は必ず中括弧で囲みます。たとえば、sum({1} Sales) では{1}がSET数式です。

SET数式の作成

SET数式では、定義する項目値のセットが、評価対象の項目または数式にどのように関係しているのか
を必ず識別する必要があります。たとえば、項目値の完全なセット、または現在の選択の逆を評価して
いるとします。この関係を識別した後、項目内で値の選択を修正できます(これはオプションです)。
つまり、SET数式には識別子とオプションの修飾子が含まれています。修飾子は、以下のように山形括
弧で識別子から区別されます。

{set_identifier<set_modifier>}
識別子と修飾子の双方で演算子を使うと、項目の関係と選択を操作できます。さらに、以下のトピック
で説明されているように、QlikViewでは修飾子にドル記号展開や高度な検索、[implicit] 項目値定義を
組み合わせることが可能です。
例：
SET数式の基礎を理解するため、シンプルな使用例を見てみましょう。米国での売上値を示した以下の
チャートを表示するダッシュボードを作成するとします。

1. 現在の選択に関わらず、米国での製品グループ別の売上合計値
2. 現在の選択を考慮に入れた、米国での製品グループ別の売上値

弊社の売上データは世界的な数値ですが、地域ごとに分割されています。製品グループは
ProductGroup項目にあり、売上値はSales 項目に含まれています。
通常は、ProductGroupという軸とsum(Sales) というメジャーでチャートを1つ作成できます。ユー
ザーがRegionと ProductGroupを選択すると、何が表示されるのかが決まります。ただし、上記のチ
ャート(1) では常に同じ地域と選択を表示し、チャート(2) では常に同じ地域を表示するとしま
す。SET数式という点から各チャートで何を表示するのか見てみましょう。

1. set_expression= {all of Sales <for RegionUSA>}
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2. set_expression= {current selection of Sales< for RegionUSA>}2. set_expression=
{current selection of Sales< for RegionUSA>}

Given that the:
qualifier for "all" is 1
qualifier for current selection is $
syntax formodifiers in this case is set_modifier = <field_name={field_value,[field_
value]}

SET数式を使用するとチャートのメジャーは以下のようになります。
1. sum({1<Region={USA}>} Sales)
2. sum({$<Region={USA}>} Sales)

SET識別子

SET識別子は、SET数式と評価対象の項目値または数式の関係を定義します。
SET識別子は、SET演算子を使用して組み合わせることができます。

識別子 説明

1 アプリケーションのすべてのレコードのセット一式を表します。

$ 現在の選択のレコードを表します。
SET 数式 {$}は、 SET 数式を提示していないのと同じです。

注意!
{1-$}では、現在の選択の逆、つまり現在の選択から除外されているものすべてが定義
されます。

$N 選択の [元に戻す]履歴を SET 識別子として使用するには、ドル記号を使用します。$1
は「前の選択」を表し、[元に戻す]ボタンを押すのと同じです。
符号のないどの整数でも [元に戻す]表記で使用できます。$0は、現在の選択を表しま
す。

$_N 選択の [やり直し]履歴を SET 識別子として使用するには、ドル記号を使用します。$_1
は「1つ次の選択」を表し、[やり直し]ボタンを押すのと同じです。
符号のないどの整数でも [やり直し]表記で使用できます。$0は、現在の選択を表しま
す。

bookmark_id |
bookmark_
name

サーバーとアプリのブックマークも SET 識別子として使用できます。ブックマーク ID
またはブックマーク名のどちらかを使用します。BM01、MyBookMarkなどです。
ブックマークの選択条件の部分のみ使用されます。値は含まれません。そのためブック
マークの入力フィールドを SET 分析に使用することはできません。

例：
sum( {$} Sales )
現在の選択におけるsales を返します。sum(Sales) と同じです。
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sum( {$1} Sales )
"前の選択"におけるsales を返します。
sum( {$_2} Sales )
2つ次の選択( 2つ目の [やり直し] ) におけるsales を返します。[元に戻す]を2回行ったとき
にのみ関連します。
sum( {1} Sales )
選択を無視して、アプリケーション内のsales の合計を軸ごとに返します。製品を軸に持つチ
ャートで使用すると、それぞれの製品には異なる値が返されます。
sum( {1} Total Sales )
選択にも軸にも関係なく、アプリケーション内のsales の合計を返します。sum(All Sales) と
同じです。
sum( {BM01} Sales )
ブックマークBM01におけるsales を返します。
sum( {MyBookMark} Sales )
ブックマーク名"MyBookMark" におけるsales を返します。
sum({Server\BM01} Sales)
サーバーブックマークBM01におけるsales を返します。
sum({Document\MyBookmark}Sales)
ドキュメントブックマーク名"MyBookmark" におけるsales を返します。

SET演算子

SET数式で使用できるSET演算子がいくつかあります。すべてのSET演算子はオペランドとしてSET
を使用し、結果としてSETを返します。
優先順位は、次のとおりです。

1. 単項演算子「-」 (補集合)
2. Intersection演算子と対称差演算子
3. Union演算子とExclusion演算子

グループ内で、数式は左から右へ評価されます。標準の括弧を使用して順序を定義することもできま
す。SET演算子で指定されていない場合は順序を決める必要があるかもしれません。たとえば、A+(B-
C)は (A+B)-Cとは異なる結果を返し、同様に (A-C)+Bとも異なります。

注意!
複数のQlikViewテーブルからの項目を含む基本集計関数とともにSET演算子を使用すると、予測不能
な結果の原因となるため、避けてください。たとえば、Quantityと Price が別々のテーブルの項目の場
合、sum({$*BM01}Quantity*Price) という数式は使用しないでください。

引数：

演
算
子

Description(説明)
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+ Union。この二項演算子は、2つのSETオペランドのいずれかに属するレコードを含むSETを
返します

- Exclusion。この二項演算子は、2つの内最初のSETオペランドにのみ属するレコードを含む
SETを返します。また、単項演算子として使用する場合は、補集合を返します。

* Intersection。この二項演算子は、2つのSETオペランドの両方に属するレコードを含むSET
を返します。

/ 対称差 (XOR) 演算子。この二項演算子は、2つのSETオペランドのどちらかに属していて、両
方に属していないレコードを含むSETを返します。

例：
sum( {1-$} Sales )
現在の選択のすべての除外値によるsales を返します。
sum( {$*BM01} Sales )
現在の選択とブックマークBM01の共有部分におけるsales を返します。
sum( {-($+BM01)} Sales )
現在の選択とブックマークBM01の除外値におけるsales を返します。

SET修飾子

SETは選択の追加や変更で修飾できます。そういった修飾は、SET数式に設定します。
修飾子は、項目名と項目の選択を定義する値を含み、すべてが<と>で囲まれます。
例：<Year={2007,+2008},Region={US}>.項目名と項目値は、<[Sales Region]={'West coast',
'South America'}> のように通常どおりに囲みます。
SET修飾子は、SET識別子や自分自身にも使用できます。SET数式には使用できません。SET識別子で
使用する場合、修飾子は{$<Year= {2007, 2008}>}のようにSET識別子のすぐ後ろに書き込む必
要があります。自分自身に使用する場合、現在の選択の修飾子として解釈されます。
下記のように選択を定義する方法はいくつかあります。

別の項目に基づく

簡単なケースは、<OrderDate = DeliveryDate> のように、別の項目の選択値に基づいた選択です。
この修飾子は、DeliveryDateから選択値を取り、OrderDateに適用します。distinct 値がたくさん
( 200以上)ある場合は、この操作のCPUにかかる負荷がかなり大きいため避けて下さい。

要素のセットに基づく (修飾子の項目値リスト)

最もよくあるケースは、<Year= {2007, 2008}> のように、コンマで区切られた値を中括弧で囲んだ
項目値のリストに基づいた選択です。この中括弧は、要素のセットを定義します。要素は項目値もしく
は項目の検索値です。検索値は常にダブルクォートを使用して定義します。たとえば、<Ingredient =
{"*Garlic*"}> は、Garlic 文字列を含むすべての Ingredient を選択します。検索は大文字と小文字を
区別し、除外値も含めて行われます。
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空の要素のセットは、明確に<Product = {}> としたり、暗に<Product = {"Perpetuum Mobile"}>
(何も検索されない状態)としてProduct がないことを意味します。この結果、どの製品にも関連しな
いレコードのセットになります。このセットは、たとえば TransactionIDなどの他項目で選択が行わ
れていなければ、通常の選択で実行できない点に留意してください。

強制除外

最後に、ANDモードの項目では、強制排除も可能です。特定の項目値を強制排除したい場合は、項目名
の前に"~"を使用する必要があります。

例：
sum( {1<Region= {US} >} Sales )
現在の選択を無視して、RegionがUSの sales を返します。
sum( {$<Region = >} Sales )
Regionでの選択を除いた現在の選択におけるsales を返します。
sum( {<Region = >} Sales )
すぐ上の例と同じ値を返します。SET修飾子は、省略されると$とみなされる

注意！
前の2つの例にある構文は、Regionでの "選択がない"と解釈されますので、他の選択によって絞り込
まれたすべてのRegionが絞込値となります。構文<Region = {}> (また、イコールサインの右側の
どんなテキストも、黙示的に空の要素のセットとなります)は、 Regionなしと解釈されるため、同じ
ではありません。

sum( {$<Year= {2000}, Region = {US, SE, DE, UK, FR}>} Sales )
現在の選択にYearとRegionへの新しい選択を追加したsales を返します。
sum( {$<~Ingredient = {“*garlic*”}>} Sales )
現在の選択から文字列garlic を含む Ingredients を強制排除したsales を返します。
sum( {$<Year= {“2*”}>} Sales )
現在の選択でYearが 2で始まるsales を返します。つまり、Year項目で2000年以降が選択さ
れます。
sum( {$<Year= {“2*”,”198*”}>} Sales )
上記に、1980年代を追加した選択となります。
sum( {$<Year= {“>1978<2004”}>} Sales )
数値検索で、任意の範囲を指定できます。

SET演算子を使ったSET修飾子

既に説明したように、いろいろな要素のセットでSET演算子を使用して項目内の選択を定義できます。
例えば、修飾子<Year= {"20*", 1997} - {2000}> は、2000以外の1997と20で始まるすべての
Yearを選択します。

例：
sum( {$<Product = Product + {OurProduct1} – {OurProduct2} >} Sales)
現在の選択に、製品(Product) のOurProduct1を追加し、OurProduct2を削除したsales を返
します。
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sum( {$<Year= Year+ ({“20*”,1997} – {2000}) >} Sales )
現在の選択に、1997もしくは20で始まる2000以外のYearを追加したsales を返します。
2000が現在の選択に含まれる場合は、変更後も含まれますので注意して下さい。
sum( {$<Year= (Year+ {“20*”,1997}) – {2000} >} Sales )
上記とほとんど同じ結果を返しますが、ここでは現在の選択に2000が含まれていても変更後は
削除されます。優先順位を定義するためにかっこを使用する重要性の例となります。
sum( {$<Year= {“*”} – {2000}, Product = {“*bearing*”} >} Sales )
現在の選択に2000以外のYearと文字列bearingを含むProduct の新規選択を追加したSales
の合計を返します。

SET代入演算子を使ったSET修飾子

上記の表記は、項目の現在の選択を無視して、新しい選択を定義します。しかし、項目の現在の選択を
基準にして項目値を追加したい場合は、例えば、<Year= Year+ {2007, 2008}> のように修飾子を
設定します。これを同等でしかも短くすると、<Year+= {2007, 2008}> になります。代入演算子は
黙示的にunionを定義します。また、黙示的な Intersection演算子、Exclusion演算子、そして対称差
演算子は、"*="、"–="、"/="を使用して定義できます。

例：
sum( {$<Product += {OurProduct1, OurProduct2} >} Sales )
現在の選択に、製品(Product) のOurProduct1とOurProduct2を追加したsales を返します。
sum( {$<Year+= {“20*”,1997} – {2000} >} Sales )
現在の選択に、1997もしくは20で始まる2000以外のYearを追加したsales を返しま
す。2000が現在の選択に含まれる場合は、変更後も含まれますので注意して下さ
い。<Year=Year+ ({“20*”,1997}–{2000})> と同じです。
sum( {$<Product *= {OurProduct1} >} Sales )
現在の選択のうちProduct の現在の選択値とOurProduct1の共通部分におけるSales の合計を
返します。

高度な検索を使ったSET修飾子

ワイルドカードや集計を使用した高度な検索を使用してSetを定義できます。

例：
sum( {$–1<Product = {“*Internal*”, “*Domestic*”}>} Sales )
製品名に文字列 InternalもしくはDomestic が含まれている製品(Product) の取引を除外した
現在の選択の売上(Sales) を返します。
sum( {$<Customer= {“=Sum({1<Year= {2007}>} Sales ) > 1000000”}>} Sales )
現在の選択にCustomerへの新規選択(2007年の売上合計が1,000,000以上)を追加した売上
(Sales) の合計を返します。

ドル記号展開を使ったSET修飾子

変数と他のドル記号展開をSet数式で使用できます。

例：
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sum( {$<Year= {$(#vLastYear)}>} Sales )
現在の選択に対する前年のSales の合計を返します。ここでは、対応する年を含む変数
vLastYearがドル記号展開に使用されています。
sum( {$<Year= {$(#=Only(Year)-1)}>} Sales )
現在の選択に対する前年のSales の合計を返します。ここでは、ドル記号展開は前年を計算する
ために使用されています。

暗黙的項目値定義を使ったSET修飾子

上記の例では、全ての項目値が明示的に定義、または検索を介して定義されています。ネストされた
SET定義を使用することによって項目値のセットを定義する方法もあります。
その場合、関数P() と E() を使用し、絞込値の要素セットと項目の除外値をそれぞれ表す必要がありま
す。括弧の中には、P({1} Customer) のように、ひとつの数式とひとつの項目を指定できます。これ
らの関数は、他の数式では使用できません。

例：
sum( {$<Customer= P({1<Product={‘Shoe’}>} Customer)>} Sales )
現在の選択のうち、製品(Product) の靴 (Shoe) を購入した顧客(Customer) の売上 (Sales) の
合計を返します。要素関数P( ) はここで、絞り込まれた顧客(項目Product の Shoe の選択によ
って暗黙に定義されます)のリストを返します。
sum( {$<Customer= P({1<Product={‘Shoe’}>})>} Sales )
上記と同じです。要素関数内の項目が省略されると、関数は外部で割り当てられた値に指定され
た項目の絞込値を返します。
sum( {$<Customer= P({1<Product={‘Shoe’}>} Supplier)>} Sales )
現在の選択のうち、製品(product) の靴 (Shoe) を提供したことのある顧客(customer) の売上
(Sales) の合計を返します。要素関数P( ) はここで、絞り込まれた供給者(項目Product の
Shoe の選択によって暗黙に定義されます)のリストを返します。供給者のリストは、次に、項目
Customerでの選択に使用されます。
sum( {$<Customer= E({1<Product={‘Shoe’}>})>} Sales )
現在の選択のうち、製品(Product) の靴 (Shoe) を購入したことのない顧客(Customer) の売上
(Sales) の合計を返します。関数E( ) は、ここのとき、Product 項目におけるShoe の選択によ
って除外されたCustomerのリストを返します。

Set関数用構文

構文(優先を定義する標準のかっこのオプション使用は含んでいません)は次のとおりです。
set_expression ::= { set_entity { set_operator set_entity } } 
set_entity ::= set_identifier [ set_modifier ]
set_identifier ::= 1 | $ | $N | $_N | bookmark_id | bookmark_name
set_operator ::= + | - | * | /
set_modifier ::=< field_selection {, field_selection } >
field_selection ::= field_name [ = | += |¬–= | *= | /= ] element_set_expression
element_set_expression ::= element_set { set_operator element_set } 
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element_set ::= [ field_name ] | { element_list } | element_function
element_list ::= element { , element }
element_function ::= (P | E) ( [ set_expression ] [ field_name ] )
element ::= field_value | " search_mask "

69.5 合成軸関数

ValueList (value {, value })

計算軸で使用される場合、合成軸を形成するリストされた値のセットを返します。valuelist関数を使
用して作成された合成軸を持つチャートでは、チャート式に同じパラメータを使用して valuelist関数
を再記述することで、特定の数式のセルに対応する軸の値を参照できます。もちろん、この関数はレイ
アウト内の任意の場所で使用できますが、合成軸に対して使用する場合を除き、この関数は集計関数内
でのみ有効になります。

例：
valuelist ( 1, 10, 100 )

valuelist ( 'a', 'xyz', 55 )

ValueLoop(from [, to [, step = 1 ]])

計算軸で使用される場合、合成軸を形成する反復処理された値のセットを返します。生成される値
は、from値から始まり、step増分の中間値を含み、to値で終了します。valueloop関数を使用して
作成された合成軸を持つチャートでは、チャート式に同じパラメータを使用して valueloop関数を再
記述することで、特定の数式のセルに対応する軸の値を参照できます。もちろん、この関数はレイアウ
ト内の任意の場所で使用できますが、合成軸に対して使用する場合を除き、この関数は集計関数内での
み有効になります。

例：
valueloop ( 1, 3 )は、1、2、および3を返します
valueloop ( 1, 5, 2 )は、1、3、および5を返します
valueloop ( 11 )は、11を返します

69.6 その他の関数

QlikViewチャートの数式は、上記で説明した集計関数以外にも、100個近い標準関数をサポートしま
す。以下の関数のうちいくつかはロードスクリプトと同じです。詳細はロードスクリプトのセクション
を参照してください。関数は次のようにグループ分けされます。

チャートの一般的数値関数 1000ページ

チャートの範囲関数 1005ページ

指数関数と対数関数 396ページ

三角関数と双曲線関数 397ページ

統計的分布関数 397ページ
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財務関数 400ページ

数学定数とパラメータフリー関数 402ページ

文字列関数 405ページ

チャートのレコード関数 1013ページ

ドキュメント関数 424ページ

チャートの順位付け関数 1020ページ

チャート項目関数 1023ページ

条件付き関数 414ページ

論理関数 416ページ

Null 関数 416ページ

システム関数 416ページ

日付と時間関数 424ページ

変換関数 1025ページ

書式設定関数 447ページ

カラー関数 453ページ

チャートの一般的数値関数

次の関数では、パラメータは数式であり、xは実際の数値と解釈されます。

div(x1 , x2)

整数除算です。パラメータは両方とも実数として解釈されます。したがって、パラメータは整数である
必要はありません。除算によって得られる実数の整数部分が結果として返されます。

例：
div( 7,2 )は、3を返します。
div( 9,3 ) は、3を返します。
div( -4,3 ) は、-1を返します。
div( 4,-3 ) は、-1を返します。
div( -4,-3 ) は、1を返します。

mod(x1 , x2)

数学的モジュロ関数です。パラメータは両方とも整数値である必要があります。x2は0より大きくなけ
ればなりません。結果は、整数除算による負でない余りが返されます。
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例：
mod( 7,2 ) は、1を返します。
mod( 7.5,2 ) は、NULLを返します。
mod( 9,3 ) は、0を返します。
mod( -4,3 ) は、2を返します。
mod( 4,-3 ) は、NULLを返します。
mod( -4,-3 ) は、NULLを返します。

fmod(x1 , x2)

一般化モジュロ関数です。パラメータは両方とも実数として解釈されます。したがって、パラメータは
整数である必要はありません。結果は、整数除算の余りとして得られる実数です。

例：
fmod( 7,2 ) は、1を返します。
fmod( 7.5,2 ) は、1.5を返します。
fmod( 9,3 ) は、0を返します。
fmod( -4,3 ) は、-1を返します。
fmod( 4,-3 ) は、1を返します。
fmod( -4,-3 ) は、-1を返します。

ceil(x [ , base [ , offset ]])

端数 xは、offsetに合わせて baseの一番近い倍数まで切り上げられます。結果は数値です。

例：
ceil( 2.4 ) は、3を返します。
ceil( 2.6 ) は、3を返します。
ceil( 3.88 , 0.1 ) は、3.9を返します。
ceil( 3.88 , 5 ) は、5を返します。
ceil( 1.1 , 1 , 0.5 ) は、1.5を返します。

floor(x [ , base [ , offset ]])

端数 xは、offsetに合わせて baseの一番近い倍数まで切り捨てられます。結果は数値です。

例：
floor( 2.4 ) は、2を返します。
floor( 2.6 ) は、2を返します。
floor( 3.88 , 0.1 ) は、3.8を返します。
floor( 3.88 , 5 ) は、0を返します。
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floor( 1.1 , 1 , 0.5 ) は、0.5を返します。

frac(x)

xの小数部を返します。小数部は、 frac(x) + floor(x ) = xと定義されます。

例：
frac( 11.43 )は、0.43を返します。
frac( -1.4 )は、0.6を返します。

round( x [ , base [ , offset ]])

端数 xは、offsetに合わせて baseの一番近い倍数まで切り上げ、または切り捨てられます。結果は数
値です。xが区間の中心に位置する場合は、切り上げられます。

例：
round( 2.4 ) は、2を返します。
round( 2.6 ) は、3を返します。
round( 2.5 ) は、3を返します。
round( 3.88 , 0.1 ) は、3.9を返します。
round( 3.88 , 5 ) は、5を返します。
round( 1.1 , 1 , 0.5 ) は、1.5を返します。

fabs(x)

xの絶対値です。結果は正の数値です。

例：
fabs( 2.4 ) は、2.4を返します。
fabs( -3.8 ) は、3.8を返します。

numsum( expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの数値の合計を返します。numsumでは、+演算子とは対照的に、数値でない値は
すべて0として処理されます。

例：
numsum( 1,2,4 ) は、7を返します。
numsum( 1,'xyz' ) は、1を返します。
numsum( null( ) ) は、0を返します。

注意!
numsum関数は、現在サポートされていません。 rangesum(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (1005
ページ)関数をご使用ください。
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numcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの数値の個数を返します。

例：
numcount( 1,2,4, )は、3を返します。
numcount( 2,xyz )は、1を返します。
numcount( null( ) )は、0を返します。

注意!
numcount関数は、現在サポートされていません。 rangecount(expr1 [ , expr2, ... exprN ] )
(1006ページ)関数をご使用ください。

numavg(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの数値の平均を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
numavg( 1,2,4 )は、2.33333333を返します。
numavg( 1,'xyz' )は、1を返します。
numavg( null( ) 'abc' )は、NULLを返します。

注意!
numavg関数は、現在サポートされていません。 rangeavg(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (1006
ページ)関数をご使用ください。

nummin(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの最小値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
nummin( 1,2,4 )は、1を返します。
nummin( 1,'xyz' )は、1を返します。
nummin( null( ) 'abc' )は、NULLを返します。

注意!
nummin関数は、現在サポートされていません。 rangemin(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (1007
ページ)関数をご使用ください。
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nummax(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの最大値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：
nummax( 1,2,4 )は、4を返します。
nummax( 1,'xyz' )は、1を返します。
nummax( null( ) 'abc' )は、NULLを返します。

注意!
nummax関数は、現在サポートされていません。 rangemax(expr1 [ , expr2, ... exprN ]) (1007
ページ)関数をご使用ください。

fact(n)

正の整数 nの階乗を返します。数 nが整数でない場合は、切り捨てられます。正の数でない場合
は、NULLが返されます。

例：
fact( 1 ) は、1を返します。
fact( 5 )は、120 ( 1 * 2 * 3 * 4 * 5= 120 ) を返します。
fact( -5 )は、NULLを返します。

combin(n1, n2)

n1項のグループから選択できる n2項の組み合わせの数を返します。項の選択順は重要ではありませ
ん。整数でない項目は切り捨てられます。

例：
全35のロトナンバーから7個の数を選ぶ場合の組み合わせは何とおりでしょうか。
combin( 35,7 )は、6724 520を返します。

permut(n1, n2)

n1項のグループから選択できる n2項の順列の数を返します。項の選択順は重要です。整数でない引
数は切り捨てられます。

例：
8選手による100m決勝で、金、銀、銅のメダルの分配方法は何とおりあるでしょうか。
permut( 8,3 )は、336を返します。

even(n)

nが偶数ならば true、nが奇数ならば false、また、nが整数でない場合はNULLを返します。
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例：
even( 3 )は、false を返します。
even( 2 * 10 )は、true を返します。
even( 3.14 )は、NULLを返します。

odd(n)

nが奇数ならば true、nが偶数ならば false、また、nが整数でない場合はNULLを返します。

例：
odd( 3 )は、true を返します。
odd( 2 * 10 )は、false を返します。
odd( 3.14 )は、NULLを返します。

sign(x)

xが正の数か、0か、負の数かにより、1、0、または-1を返します。数値が見つからない場合
は、NULLを返します。

例：
sign( 66 )は、1を返します。
sign( 0 )は、0を返します。
sign( 234 )は、-1を返します。

bitcount(i)

iに設定されたピット数を返します。iは符号付きの32ビットの整数と解釈されます。

例：
bitcount ( 3 )は、2を返します。
bitcount ( -1 )は、32を返します。
bitcount ( n )+bitcount ( bitnot n )は、32を ( nが有効な整数であるならば)返します。

チャートの範囲関数

範囲関数は、チャートの一般的数値関数(1000ページ):
numsum、numavg、numcount、nummin、nummax (もうサポートされません)に置き換わり
ます。

rangesum(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の合計を返します。rangesumでは、+演算子とは対照的に、数値でない値
はすべて0として処理されます。
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この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangesum (1,2,4) は、7を返します。

rangesum (1,'xyz') は、1を返します。

rangesum (null( )) は、0を返します。

rangesum
(above(count(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
count(x)関数の3つの結果の合計を返します。

rangeavg(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の平均を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangeavg (1,2,4) は、2.33333333を返します。

rangeavg (1,'xyz') は、1を返します。

rangeavg (null( ),
'abc')

は、NULLを返します。

rangeavg
(above(count(x),0,3))

は、現在行および現在行の上側の2行で計算された内部 count(x)数式の
結果のスライド平均を返します。

rangecount(expr1 [ , expr2, ... exprN ] )

引数1からNまでの範囲の値の数を返します。Null値はカウントされません。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangecount (1,2,4) は、3を返します。

rangecount
(2,'xyz')

は、2を返します。

rangecount (null(
))

は、0を返します。
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rangecount
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果内の値の数を返します。

rangemin(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の最小数値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：

rangemin (1,2,4) は、1を返します。

rangemin (1,'xyz') は、1を返します。

rangemin (null( ),
'abc')

は、NULLを返します。

rangemin
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果の最小値を返します。

rangemax(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の最大数値を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。

例：

rangemax (1,2,4) は、4を返します。

rangemax (1,'xyz') は、1を返します。

rangemax (null( ),
'abc')

は、NULLを返します。

rangemax
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x) 関数の3つの結果の最大値を返します。

rangestdev(expr1 [ , expr2, ... exprN ] )

引数1からNまでの範囲の標準偏差を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangestdev (1,2,4) は、1.5275252316519を返します。
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rangestdev (null( )) は、NULLを返します。

rangestdev
(above(count(x),0,3))

は、現在行および現在行の上側の2行で計算された内部 count(x)数式の
結果のスライド標準誤差を返します。

rangeskew(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の歪度を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangeskew (1,2,4) は、0.93521952958283を返します。

rangeskew
(above(count(x),0,3))

は、現在行および現在行の上側の2行で計算された内部 count(x)数式の
結果のスライド歪度を返します。

rangekurtosis(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の尖度を返します。数値が見つからない場合は、NULLを返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangekurtosis
(1,2,4,7)

は、-0.28571428571429を返します。

rangekurtosis
(above(count(x),0,3))

は、現在行および現在行の上側の2行で計算された内部 count(x)数式の
結果のスライド尖度を返します。

rangefractile(fractile, expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の数値の分位数を返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangefractile
(0.24,1,2,4,6)

は、1を返します。

rangefractile
(0.5,1,2,3,4,6)

は、3を返します。
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rangefractile
(0.5,1,2,5,6)

は、3.5を返します。

rangefractile (0.5,
above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果の中央値を返します。

rangenumericcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の数値の個数を返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangenumericcount
(1,2,4)

は、3を返します。

rangenumericcount
(2,'xyz')

は、1を返します。

rangenumericcount
(null( ))

は、0を返します。

rangenumericcount
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果内の数値の数を返します。

rangetextcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲のテキスト値の数を返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangetextcount
(1,2,4)

は、0を返します。

rangetextcount
(2,'xyz')

は、1を返します。

rangetextcount
(null( ))

は、0を返します。

rangetextcount
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果内のテキスト値の数を返します。
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rangenullcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲のNULL値の数を返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangenullcount
(1,2,4)

は、0を返します。

rangenullcount
(2,'xyz')

は、0を返します。

rangenullcount
(null( ),null( ))

は、2を返します。

rangenullcount
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果内のNULL値の数を返します。

rangemissingcount(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでのうち、数値でない値(NULL値を含む)を返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangemissingcount
(1,2,4)

は、0を返します。

rangemissingcount
(2,'xyz')

は、1を返します。

rangemissingcount
(null( ))

は、1を返します。

rangemissingcount
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果内の数値でない値の数を返します。

rangeminstring(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでのテキストソート順で、最初の位置になるテキスト値を返します。
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この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangeminstring
(1,2,4)

は、1を返します。

rangeminstring
('xyz','abc')

は、"abc" を返します。

rangeminstring
(null( ))

は、NULLを返します。

rangeminstring
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果の(テキスト順で) 1つ目を返します。

rangemaxstring(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでのテキストソート順で、最後の位置になるテキスト値を返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangemaxstring
(1,2,4)

は、4を返します。

rangemaxstring
('xyz','abc')

は、'xyz'を返します。

rangemaxstring
(null( ))

は、NULLを返します。

rangemaxstring
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果の(テキスト順で) 3つ目を返します。

rangemode(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

引数1からNまでの範囲の最頻値、つまり最もよく現れる値を返します。複数の値が同じ最大頻度を持
つ場合は、NULLが返されます。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：
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rangemode
(1,2,9,2,4)

は、2を返します。

rangemode
('a',4,'a',4)

は、NULLを返します。

rangemode (null(
))

は、NULLを返します。

rangemode
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果内の最もよく現れる値を返します。

rangeonly(expr1 [ , expr2, ... exprN ])

N個の数式の値域にNULLでない値が1つだけ存在する場合には、その値を返します。それ以外の場合
は、NULLを返します。
この関数の引数式には、3番目のオプションのパラメータを含む チャートのレコード関数(1013ペー
ジ)を含めることができます。これら自体は、値域を返します。

例：

rangeonly (1,2,4) は、NULLを返します。

rangeonly (1,'xyz') は、NULLを返します。

rangeonly (null( ),
'abc')

は、"abc" を返します。

rangeonly
(above(sum(x),-
1,3))

は、現在行の下側の行、現在行、および現在行の上側の行で評価された
sum(x)関数の3つの結果を使用します。値が1つしか含まれない場合
は、その値が返されます。

rangecorrel(x-value , y-value { , x-value , y-value})

一連の座標の相関係数を返します。
X-valueは、3番目のオプションパラメータを持つ チャートのレコード関数(1013ページ)によって
返される単一の値または値域です。
Y-valueは、3番目のオプションパラメータを持つレコード関数によって返される単一の値または値域
です。各値、または値域は、x-valuesまたは x-valueの値域に対応している必要があります。
この関数の計算には、少なくとも2組の座標が必要です。テキスト値、NULL値、欠損値は無視されま
す。

例：
rangecorrel (2,3,6,8,9,4) は、0.269を返します。
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rangecorrel (above(sum(X), 0, 10), above(Y, 0, 10))
rangecorrel (above(total X,0,rowno(total)),
above(total Y,0,rowno(total)))

チャートのレコード関数

これらの関数は、チャート式で使用できます。

注意:
チャートの数式でチャートのレコード関数を使用する場合、チャートのY値のソートおよびストレート
テーブルの数式列のソートは許可されません。これらのソート機能は、そのため自動的に無効になりま
す。

これらの関数が使用される場合、0値を隠す機能は自動的に無効になります。
チャートのレコード関数の例(1041ページ)を参照してください。

Fieldvalue(fieldname , n)

項目 fieldnameの nの位置にある項目値を返します(ロード順)。fieldnameは文字列値である必要が
あり、項目名はシングルクォートで囲みます。n= 1では、最初の項目値が返されます。nが項目値よ
り大きい場合は、NULLが返されます。

注：この関数はdistinct 項目値でのみ使用できます。

例：
fieldvalue( 'Helptext', 5 )

FieldIndex(fieldname , value )

項目 fieldname内の項目値 valueの位置を返します(ロード順)。valueが項目 fieldnameの項目値の
中にない場合は、0を返します。fieldnameは文字列値である必要があり、項目名はシングルクォート
で囲みます。

例：
fieldindex( 'Name', 'John Doe' )

dimensionality ( )

集計以外の内容(部分合計または折りたたまれた集計を含まない)を含む軸列の数を返します。
一般に、データの集計レベルに基づいてさまざまなセル書式を適用する場合に、属性式で使用されま
す。
この関数は、チャートでのみ使用できます。ピボットテーブル以外のすべてのチャートタイプの場合
は、合計行を除くすべての行の軸の数を返します。合計行の場合は0を返します。
チャートのレコード関数の例(1041ページ)を参照してください。

secondarydimensionality ( )
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集計以外の内容(部分合計または折りたたまれた集計を含まない)を含む軸のピボットテーブル行の数
を返します。この関数は、水平ピボットテーブル軸のdimensionality () 関数と同じです。
secondarydimensionality() 関数は、ピボットテーブルの外側で使用される場合には、常に0を返し
ます。
チャートのレコード関数の例(1041ページ)を参照してください。

above([ total ] expression [ , offset [,n ]])

テーブルの、またはビットマップチャートの場合はチャートのストレートテーブルに相当する、列セグ
メントの現在行の上の行に表示されるチャートの軸値で評価された expressionの値を返します。(実
際、すべてのQlikViewチャートは、さらに複雑な構造を持つピボットテーブルを除いて、ストレート
テーブルと同じです。)
列セグメントの最初の行では、上に行が存在しないためNULL値が返されます。
チャートが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の列セ
グメントは常に列全体になります。
テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれる場合、現在の列セグメントには、
項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行と同じ値を持つ行だけが含まれま
す。ピボットテーブルの項目ソート順は、左から右への軸の順序で定義されます。他の種類のチャート
では、チャートプロパティ： [ソート]ダイアログで操作します。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を現在の行からさらに上側の行に移動できます。負
の offsetの場合、above関数は、対応する正の offsetを使用した below関数と同じです。offsetに0
を指定すると、現在の行で expressionを評価します。再帰呼び出しは、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、オリジナルのテーブルのセルから上方向に n行のそれぞれの値を返します。この形式
では、任意の特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
sum( Sales ) / above( sum( Sales ))

above( sum( Sales ), 2 )

above( total sum( Sales ))

rangeavg
(above(sum(x),1,3))

現在行のすぐ上の3つの行で評価されたsum(x) 関数の3つの結果の平均
を返します。

below([ total ] expression [ , offset [,n ]])

テーブルの、またはビットマップチャートの場合はチャートのストレートテーブルに相当する、列セグ
メントの現在行の下の行に表示されるチャートの軸値で評価された expressionの値を返します。
列セグメントの最後の行では、これより下に行が存在しないためNULL値が返されます。
チャートが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の列セ
グメントは常に列全体になります。
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テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれる場合、現在の列セグメントには、
項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行と同じ値を持つ行だけが含まれま
す。ピボットテーブルの項目ソート順は、左から右への軸の順序で定義されます。他の種類のチャート
では、チャートプロパティ： [ソート]ダイアログで操作します。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を現在の行からさらに下側の行に移動できます。負
の offsetの場合、below関数は、対応する正の offsetを使用した above関数と同じです。offsetに0
を指定すると、現在の行で expressionを評価します。再帰呼び出しは、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、オリジナルのテーブルのセルから下方向に n行のそれぞれの値を返します。この形式
では、任意の特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
below( sum( Sales ))

below( sum( Sales ), 2 )

below( total sum( Sales ))

rangeavg
(below(sum(x),1,3))

現在行のすぐ下の3つの行で評価されたsum(x) 関数の3つの結果の平均
を返します。

top([ total ] expression [ , offset [,n ]])

テーブルの、またはビットマップチャートの場合はチャートのストレートテーブルに相当する、列セグ
メントの最初の行に表示されるチャートの軸値で評価された expressionの値を返します。
チャートが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の列セ
グメントは常に列全体になります。
テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれる場合、現在の列セグメントには、
項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行と同じ値を持つ行だけが含まれま
す。ピボットテーブルの項目ソート順は、左から右への軸の順序で定義されます。他の種類のチャート
では、チャートプロパティ： [ソート]ダイアログで操作します。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を先頭行から下側の行に移動できます。負の offset
の場合、top関数は、対応する正の offsetを使用した bottom関数と同じです。再帰呼び出し
は、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、現在の列セグメントの最初の n行のそれぞれの値を返します。この形式では、任意の
特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
sum( Sales ) / top( sum( Sales ))

top( sum( Sales ), 2 )

top( total sum( Sales ))

rangeavg
(top(sum(x),1,5))

現在の行セグメントの先頭5つの行で評価されたsum(x) 関数の結果の平
均を返します。
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bottom([ total ] expression [ , offset [,n ]])

テーブルの、またはビットマップチャートの場合はチャートのストレートテーブルに相当する、列セグ
メントの最後の行に表示されるチャートの軸値で評価された expressionの値を返します。
チャートが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の列セ
グメントは常に列全体になります。
テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれる場合、現在の列セグメントには、
項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行と同じ値を持つ行だけが含まれま
す。ピボットテーブルの項目ソート順は、左から右への軸の順序で定義されます。他の種類のチャート
では、チャートプロパティ： [ソート]ダイアログで操作します。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を最終行から上側の行に移動できます。負の offset
の場合、bottom関数は、対応する正の offsetを使用した top関数と同じです。再帰呼び出し
は、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、現在の列セグメントの最後の n行のそれぞれの値を返します。この形式では、任意の
特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
bottom( sum( Sales ))

bottom( sum( Sales ), 2 )

bottom( total sum( Sales ))

rangeavg
(bottom(sum(x),1,5))

現在の行セグメントの5つの最下行で評価されたsum(x) 関数の結果の平
均を返します。

before([ total ] expression [ , offset [,n ]])

ピボットテーブルの行セグメント内の現在列の前の列に、ピボットテーブルの軸値で評価された
expressionの値を返します。ピボットテーブル以外のすべてのチャートタイプの場合、この関数は
NULLを返します。
行セグメントの最初の列では、これより前に列が存在しないためNULL値が返されます。
テーブルが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の行セ
グメントは常に行全体になります。
ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメントには、項目ソート順の最後の水
平軸を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが含まれます。ピボットテーブルの水
平軸の項目ソート順は、上から下への軸の順序で定義されます。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を現在の列からさらに左側の列に移動できます。負
の offsetの場合、before関数は、対応する正の offsetを使用した after関数と同じです。offsetに0
を指定すると、現在の列で expressionを評価します。再帰呼び出しは、NULLを返します。
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3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、オリジナルのテーブルのセルから左方向に n列のそれぞれの値を返します。この形式
では、任意の特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
before( sum( Sales ))

before( sum( Sales ), 2 )

before( total sum( Sales ))

rangeavg
(before(sum(x),1,3))

現在列のすぐ左の 3つの列で評価された sum(x) 関数の 3つの結果の平均を返し
ます。

after([ total ] expression [ , offset [,n ]] )

ピボットテーブルの行セグメント内の現在列の後の列に、ピボットテーブルの軸値で評価された
expressionの値を返します。ピボットテーブル以外のすべてのチャートタイプの場合、この関数は
NULLを返します。
行セグメントの最後の列では、これより後に列が存在しないためNULL値が返されます。
テーブルが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の行セ
グメントは常に行全体になります。
ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメントには、項目ソート順の最後の水
平軸を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが含まれます。ピボットテーブルの水
平軸の項目ソート順は、上から下への軸の順序で定義されます。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を現在の列からさらに右側の列に移動できます。負
の offsetの場合、after関数は、対応する正の offsetを使用した before関数と同じです。offsetに0
を指定すると、現在の列で expressionを評価します。再帰呼び出しは、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、オリジナルのテーブルのセルから右方向に n列のそれぞれの値を返します。この形式
では、任意の特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
after( sum( Sales ))

after( sum( Sales ), 2 )

after( total sum( Sales ))

rangeavg
(after(sum(x),1,3))

現在列のすぐ右の3つの列で評価されたsum(x) 関数の3つの結果の平均
を返します。

first([ total ] expression [ , offset [,n ]])

ピボットテーブルの現在の行セグメントの最初の列に、ピボットテーブルの軸値で評価された
expressionの値を返します。ピボットテーブル以外のすべてのチャートタイプの場合、この関数は
NULLを返します。
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テーブルが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の行セ
グメントは常に行全体になります。
ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメントには、項目ソート順の最後の水
平軸を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが含まれます。ピボットテーブルの水
平軸の項目ソート順は、上から下への軸の順序で定義されます。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を最初の列からさらに右側の列に移動できます。負
の offsetの場合、first関数は、対応する正の offsetを使用した last関数と同じです。再帰呼び出し
は、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、現在の行セグメントの最初の n列のそれぞれの値を返します。この形式では、任意の
特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
first( sum( Sales ))

first( sum( Sales ), 2 )

first( total sum( Sales )

rangeavg
(first(sum(x),1,5))

現在の行セグメントの左端5つの列で評価されたsum(x) 関数の結果の平
均を返します。

last([ total ] expression [ , offset [,n ]])

ピボットテーブルの現在の行セグメントの最初の列に、ピボットテーブルの軸値で評価された
expressionの値を返します。ピボットテーブル以外のすべてのチャートタイプの場合、この関数は
NULLを返します。
テーブルが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の行セ
グメントは常に行全体になります。
ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメントには、項目ソート順の最後の水
平軸を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが含まれます。ピボットテーブルの水
平軸の項目ソート順は、上から下への軸の順序で定義されます。
offsetを1より大きくすると、 expressionの評価を最後の列からさらに左側の列に移動できます。負
の offsetの場合、last関数は、対応する正の offsetを使用した first関数と同じです。再帰呼び出し
は、NULLを返します。
3番目のパラメータ nを1より大きくした場合、この関数は、1つの値ではなく、n個の値の範囲を返
します。つまり、現在の行セグメントの最後の n列のそれぞれの値を返します。この形式では、任意の
特別な チャートの範囲関数(1005ページ)の引数として関数を使用できます。

例：
last( sum( Sales ))

last( sum( Sales ), 2 )

last( total sum( Sales )
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rangeavg
(last(sum(x),1,5))

現在の行セグメントの右端5つの列で評価されたsum(x) 関数の結果の平
均を返します。

RowNo([total])

テーブルの、またはビットマップチャートの場合はチャートのストレートテーブルに相当する、現在の
列セグメント内の現在行の数を返します。最初の行の番号は1です。
テーブルが1軸の場合、または total修飾子が引数として使用される場合は、現在の列セグメントは常
に列全体になります。
テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれる場合、現在の列セグメントには、
項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行と同じ値を持つ行だけが含まれま
す。ピボットテーブルの項目ソート順は、左から右への軸の順序で定義されます。他の種類のチャート
では、チャートプロパティ： [ソート]ダイアログで操作します。

例：
if( RowNo( )=1, 0, sum( Sales ) / above( sum( Sales )))

ColumnNo([total])

ピボットテーブルの現在の行セグメント内の現在列の数を返します。最初の列の番号は1です。
ピボットテーブルが1軸の場合、または total修飾子が引数として出現する場合は、現在の行セグメン
トは常に行全体になります。
ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメントには、項目ソート順の最後の水
平軸を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが含まれます。ピボットテーブルの水
平軸の項目ソート順は、上から下への軸の順序で定義されます。

例：
if( ColumnNo( )=1, 0, sum( Sales ) / before( sum( Sales )))

NoOfRows([total])

テーブルの、またはビットマップチャートの場合はチャートのストレートテーブルに相当する、現在の
列セグメント内の行の数を返します。
チャートが1軸の場合、または total修飾子が引数として使用される場合は、現在の列セグメントは常
に列全体になります。
テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれる場合、現在の列セグメントには、
項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行と同じ値を持つ行だけが含まれま
す。ピボットテーブルの項目ソート順は、左から右への軸の順序で定義されます。他の種類のチャート
では、チャートプロパティ： [ソート]ダイアログで操作します。

例：
if( RowNo( )=NoOfRows( ), 0, after( sum( Sales )))
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NoOfColumns([total])

ピボットテーブルの現在の行セグメント内の列の数を返します。
ピボットテーブルが1軸の場合、または total修飾子が引数として出現する場合は、現在の行セグメン
トは常に行全体になります。
ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメントには、項目ソート順の最後の軸
を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが含まれます。ピボットテーブルの水平軸
の項目ソート順は、上から下への軸の順序で定義されます。

例：
if( ColumnNo( )=NoOfColumns( ), 0, after( sum( Sales )))

fieldvaluecount(fieldname )

項目内の固有の値の数を返します。fieldnameは、文字列として指定する必要があります(たと
えば、引用符で囲まれた文字)。

Column(ColumnNo)

ストレートテーブルまたはピボットテーブルの列の ColumnNoにある値を返します。

例：
column(1)/column(2)は、指数を返します。

チャートの順位付け関数

これらの関数は、チャート式で使用できます。

注意！
これらの関数が使用される場合、0値を隠す機能は自動的に無効になります。NULL値は無視されま
す。

チャートの順位付け関数の例(1037ページ)

rank([ total ] expression [ , mode [, format ] ])

expressionを評価し、結果を現在の列セグメント内のその他の行の結果と比較して、セグメント内の
現在行の順位付けを返します。ビットマップチャートにおける現在の列セグメントは、チャートのスト
レートテーブルに表示されるのと同様に定義されます。(実際、すべてのQlikViewチャートは、さらに
複雑な構造を持つピボットテーブルを除いて、ストレートテーブルと同じです。)
チャートが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の列セ
グメントは常に列全体になります。テーブルまたはチャートに相当するテーブルに複数の縦軸が含まれ
る場合、現在の列セグメントには、項目ソート順の最後の軸を表示する列を除くすべての軸列の現在行
と同じ値を持つ行だけが含まれます。
順位付けは、デュアル値として返されます。行ごとに一意の順位付けがある場合は、1と現在の列セグ
メント内の行数の間の整数になります。
複数の行が順位付けを共有する場合は、テキストおよび数値表現を次のように制御できます。
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2番目のパラメータmodeは、関数結果の数値表現を指定します。
mode

0 (デフォルト) 共有グループ内のすべての順位が順位付け全体の中間値の下位側に入る場
合は、すべての行は、共有グループ内の最も低い順位を取得します。
共有グループ内のすべての順位が順位付け全体の中間値の上位側に入る場
合は、すべての行は、共有グループ内の最も高い順位を取得します。
共有グループ内の順位が順位付け全体の中間値をまたぐ場合は、グループ
内のすべての行は、列セグメント全体の最高順位と最低順位の平均に相当
する値を取得します。

1 グループ内のすべての行における最も低い順位。

2 グループ内のすべての行における平均順位。

3 グループ内のすべての行における最も高い順位。

4 最初の行における最も低い順位、その後は各行ごとに1ずつ増加。

3番目のパラメータ formatは、関数結果のテキスト表現を指定します。
書式

0 (デフォルト) グループ内のすべての行における小さい値&' - '&大きい値(例：3 - 4)。

1 グループ内のすべての行における小さい値。

2 最初の行における小さい値、その後のグループ内の行は空白。

mode 4と format 2の行の順序は、チャート軸のソート順で決定されます。

例：
rank( sum( Sales ))

rank( sum( Sales ), 2 )

rank( sum( Sales ), 0, 1 )

HRank([ total ] expression [ , mode [, format ] ])

expressionを評価し、結果をピボットテーブルの現在の行セグメント内のその他の列の結果と比較し
て、セグメント内の現在列の順位付けを返します。
この関数は、ピボットテーブルでのみ有効です。他の種類のチャートでは、NULLを返します。
テーブルが1軸の場合、または expressionの前に total修飾子が配置されている場合は、現在の行セ
グメントは常に行全体になります。ピボットテーブルに複数の水平軸が存在する場合、現在の行セグメ
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ントには、項目ソート順の最後の水平軸を示す行を除くすべての軸行の現在列と同じ値を持つ列だけが
含まれます。
順位付けは、デュアル値として返されます。列ごとに一意の順位付けがある場合は、1と現在の行セグ
メント内の列数の間の整数になります。
複数の列が順位付けを共有する場合は、テキストおよび数値表現を次のように制御できます。

2番目のパラメータmodeは、関数結果の数値表現を指定します。
mode

0 (デフォルト) 共有グループ内のすべての順位が順位付け全体の中間値の下位側に入る場
合は、すべての列は、共有グループ内の最も低い順位を取得します。
共有グループ内のすべての順位が順位付け全体の中間値の上位側に入る場
合は、すべての列は、共有グループ内の最も高い順位を取得します。
共有グループ内の順位が順位付け全体の中間値をまたぐ場合は、グループ
内のすべての行は、列セグメント全体の最高順位と最低順位の平均に相当
する値を取得します。

1 グループ内のすべての列における最も低い順位。

2 グループ内のすべての列における平均順位。

3 グループ内のすべての列における最も高い順位。

4 最初の列における最も低い順位、その後はグループ内の列ごとに1ずつ増
加。

3番目のパラメータ formatは、関数結果のテキスト表現を指定します。
書式

0 (デフォルト) グループ内のすべての列における小さい値&' - '&大きい値(例：3 - 4)。

1 グループ内のすべての列における小さい順位。

2 最初の列における小さい値、その後のグループ内の列は空白。

mode 4と format 2の列の順序は、チャート軸のソート順で決定されます。

例：
HRank( sum( Sales ))

HRank( sum( Sales ), 2 )

HRank( sum( Sales ), 0, 1 )

VRank([ total ] expression [ , mode [, format ] ])

1022 QlikView 11.20 SR13



69 チャートの数式

VRank は、実際 rank関数と同じで、どちらの方法も使用できます。

チャート項目関数

項目関数が利用可能です。

注意!
ステート引数のあるチャート項目関数は、並列ステート(135ページ)と一緒にのみ使用できます。

getcurrentfield (GroupName)

グループ内の現在アクティブな項目名を返します。

例:
getcurrentfield( myGroup )

getfieldselections (FieldName [, ValueSep [, MaxValues [, State]]])

項目内の現在の選択の文字列を返します。並列ステートを照会できます。
ValueSepは、項目値の間に置かれる区切り記号です。デフォルトは「 , 」です。
Maxvaluesは、個々にリストされる項目値の最大数です。より多くの数の値が選択されると、「xof
y」の形式が代わりに使用されます。デフォルトは6です。
Stateは、照会する並列ステートです。
次の形式の文字列が返されます。

'x, y,z' 選択された値の数がMaxvaluesより少ない場合、Valuesepを区切り記号とし
て、選択された値のリストが返されます。

'NOT x, y, z' 選択されていない値の数がMaxvaluesより少ない場合、Valuesepを区切り記
号、NOTをプレフィックスとして、選択されていない値のリストが返されます。

'x of y' 選択された値の数(x) がMaxvaluesより多く、値の合計数(y) よりも少ない場
合。.

'ALL' すべての値が選択された場合。

'-' 値が1つも選択されていない場合。

<検索文字列> 検索によって選択を行った場合は、検索文字列が返されます。

例
getfieldselections ( Year )

getfieldselections ( Year, '; ' )

getfieldselections ( Year, '; ' , 10 )
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getcurrentselections ([RecordSep [, TagSep [,ValueSep [, MaxValues
[, State]]]]])

ドキュメントの現在の選択の文字列を返します。並列ステートを照会できます。
RecordSepは、項目レコードの間に置かれる区切り記号です。デフォルトは<CR><LF> です。
TagSepは、項目名と値の間に置かれる区切り記号です。デフォルトは「:」です。
ValueSepは、項目値の間に置かれる区切り記号です。デフォルトは「 , 」です。
Maxvaluesは、個々にリストされる項目値の最大数です。より多くの数の値が選択されると、「xof
y」の形式が代わりに使用されます。デフォルトは6です。
Stateは、照会する並列ステートです。

例
getcurrentselections ( )

getcurrentselections ( chr(13)&chr(10) , ' = ' )

getcurrentselections ( chr(13)&chr(10) , ' : ' , ' ; ' )

getcurrentselections ( chr(13)&chr(10) , ' : ' , ' ; ' , 10 )

getselectedcount (FieldName [, IncludeExcluded [, State]])

項目内の現在の選択値の数を返します。並列ステートを照会できます。
IncludeExcludedが true の場合、カウントには別の項目の選択値で除外された選択値が含まれま
す。false や省略された場合、これらの値は含まれません。
Stateは、照会する並列ステートです。

例
getselectedcount ( Year )

getselectedcount ( Year, true( ) )

getnotselectedcount (FieldName [, IncludeExcluded])

リストボックスのANDモード(132ページ) (リストボックスの赤い値)に設定された項目の選択され
ていない値の現在の数を返します。
IncludeExcludedが true の場合、カウントには別の項目の選択値で除外された選択値が含まれま
す。false や省略された場合、これらの値は含まれません。

例
getnotselectedcount ( Year )

getnotselectedcount (Year,true())

getpossiblecount (FieldName)

項目内の現在の絞込値の数を返します。

例:
getpossiblecount ( Year )
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getexcludedcount (FieldName)

項目内の現在の除外値の数を返します。

例:
getexcludedcount ( Year ) 

getalternativecount (FieldName)

項目内の現在の選択肢の数を返します。

例:
getalternativecount ( Year )

変換関数

変換関数は、項目の内容または数式を変換します。これらの関数により、使用されているデータ型、小
数点記号や桁区切り記号などの表示ができます。
変換関数が使用されない場合、QlikViewは、スクリプトの変数とオペレーティングシステムによって
定義されているデフォルトの数値書式、日付の書式、および時間の書式を使用して、データを数値、日
付、時刻、日付と時刻、文字列の組み合わせとして解釈します。

注意！
わかりやすくするために、すべての数値表現で小数点記号として小数点を使用しています。

次の変換関数を使用できます。 

Num# 1026
ページ

Money# 1027
ページ

Date# 1027
ページ

Time# 1028
ページ

Timestamp# 1028
ページ

Interval# 1029
ページ

テキスト 1030
ページ
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Dual 1030
ページ

Num#

num#(expression [ , format-code[ , decimal-sep [ , thousands-sep] ]
])

num#関数は、format-code で与えられる文字列に従って数値的にexpressionを評価します。小数
点記号および桁区切り記号を3番目および4番目のパラメータとして設定することができます。パラ
メータ2～4が省略されていると、スクリプトの変数、またはオペレーティングシステムによって設定
されているデフォルトの数値書式が使用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

数値書式 # ##0,# #,##0.#

num#( A, '#' )はA=35,648.375のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 35648,375 35648,375

数値  - 35648,375

num#( A, '#.#', '.' , ',')はA=35,648.375のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 35648,375 35648,375

数値 35648,375 35648,375

num#( A, '#.#',',','.' )はA=35648.375のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 35648,375 35648,375

数値 35648375 35648375

num#( A, 'abc#,#' )はA=abc123,4のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 abc123,4 abc123,4

数値 123,4 1234
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Money#

money#(expression [ , format-code [ , decimal-sep [ , thousands-sep
] ] ])

money#関数は、format-codeで与えられる文字列に従って、expressionを数値として評価しま
す。小数点記号および桁区切り記号を3番目および4番目のパラメータとして設定することができま
す。パラメータ2～4が省略されていると、スクリプトの変数、またはオペレーティングシステムによ
って設定されているデフォルトの数値書式が使用されます。
money#関数は、原則として num#関数と同じように機能しますが、小数点および桁区切り記号のデ
フォルト値をスクリプトの通貨の書式の変数または通貨のシステム設定から決定します。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

通貨の書式 kr # ##0,00 $ #,##0.00

money#( , '# ##0,00 kr' )はA=35 648,37 krのとき、次を返します。

設定 1 設定 2

文字列 35 648.37 kr 35 648.37 kr

数値 35648,37 3564837

money#( A, ' $#', '.', ',' )はA= $35,648.37のとき、次を返します

設定 1 設定 2

文字列 $35,648.37 $35,648.37

数値 35648,37 35648,37

Date#

date#(expression [ , format-code ])

date#関数は、format-codeで与えられる文字列に従って、expressionを日付として評価します。書
式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されているデフォルトの日付の書
式が使用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定1 デフォルト設定2

日付書式 YY-MM-DD M/D/YY
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date#( A )は、A=8/6/97のとき、次のようになります。

設定1 設定2

文字列 8/6/97 8/6/97

数値 - 35648

date#( A, 'YYYY.MM.DD' )は、A=1997.08.06のとき、次のようになります。

設定1 設定2

文字列 1997.08.06 1997.08.06

数値 35648 35648

Time#

time#(expression [ , format-code ])

time#関数は、format-codeで与えられる文字列に従って、expressionを時間として評価します。
書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されているデフォルトの時間の
書式が使用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定 1 デフォルト設定 2

時間書式 hh:mm:ss hh.mm.ss

time#( A )は、A=09:00:00のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 09:00:00 09:00:00

数値 0,375 -

time#( A, 'hh.mm' )は、A=09.00のとき、次のようになります。

設定 1 設定 2

文字列 09,00 09,00

数値 0,375 0,375

Timestamp#

timestamp#(expression [ , format-code ])
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timestamp#関数は、format-code で与えられる文字列に従って、expressionを日付および時間と
して評価します。書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されているデ
フォルトの日付と時間の書式が使用されます。

例：
この例では、次の2つのオペレーティングシステムの設定を前提としています。

デフォルト設定1 デフォルト設定2

日付書式 YY-MM-DD M/D/YY

時間書式 hh:mm:ss hh:mm:ss

timestamp#( A )は、A=8/6/97 09:00:00のとき、次のようになります。

設定1 設定2

文字列 8/6/97 09:00:00 8/6/97 09:00:00

数値 - 35648,375

timestamp#( A, 'YYYY-MM-DD hh_mm' )は、A=8/6/97 09_00のとき、次のようにな
ります。

設定1 設定2

文字列 1997-08-06 09_00 1997-08-06 09_00

数値 35648,375  35648,375

Interval#

interval#(expression [ , format-code ])

interval#関数は、format-code によって与えられる文字列に従って、expressionを時間間隔として
評価します。書式コードが省略されている場合は、オペレーティングシステムで設定されている時間の
書式が使用されます。
interval#関数は、原則として time#関数と同じように機能しますが、時間が23:59:59 (数値
0.99999) より大きい値、および00:00:00 (数値0.00000) より小さい値を取れないのに対して、間隔
はどのような値でも取ることができます。

例：
この例では、次のオペレーティングシステムの設定を前提としています。

短い日付の書式: YY-MM-DD

時間書式: hh:mm:ss

小数点記号: .
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interval#( A, 'D hh:mm' )は、A=1 09:00のとき、次のようになります。

文字列 1 09:00

数値 1,375

interval#( A-B )は、A=97-08-06 09:00:00かつB=97-08-05 00:00:00のとき、次のよ
うになります。

文字列 1,375

数値 1,375

テキスト

text(expression )

text関数は、expressionを数値として解釈できるときも、テキストとして処理します。

例：
text( A )は、A=1234のとき、次のようになります。

結果

文字列 1234

数値 -

text( pi( ) )は、次を返します。

結果

文字列 3,1415926535898

数値 -

Dual

dual( s , x )

任意の文字列表現 sと、与えられた数値表現 xとを関連付けます。QlikViewでは、1つの項目に複数の
データが読み取られたとき、その文字列表現が異なっていても同じ有効な数値表現を持つ場合、それら
はすべて最初に現れた文字列表現を共有します。この関数は、スクリプト式とチャート式で使用できま
す。
スクリプトでは、dual関数は、一般的にスクリプトの早い段階、関係する項目に他のデータが読み取ら
れる前に使用され、リストボックスなどで表示される最初の文字列表現を作成します。
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注意！
デュアル値が大きすぎて、項目オブジェクトに入りきらない場合、##と示されます。文字列のように
... と省略されることはありません。

例 (スクリプト)：
load dual ( string,numrep ) as DayOfWeek inline

[ string,numrep

Monday,0

Tuesday,1

Wednesday,2

Thursday,3

Friday,4

Saturday,5

Sunday,6 ];

load Date, weekday(Date) as DayOfWeek from afile.csv;

スクリプトの例は、曜日がプレーンテキストで書かれた項目DayOfWeekを生成します。QlikView
は、すべての目的について、項目を数値項目として扱います。

その他の関数へ戻る
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70 例

70.1 集計修飾子の例

これらの例は、 sum([{set_expression}][distinct][total[<fld {, fld}>]] expression) (958ページ)
関数で作成されていますが、 Set分析 (992ページ)定義および total修飾子をサポートするすべての
チャート集計関数に適用できます。

例 1:
選択を行う前の論理的な状態を描写する、次のストレートテーブルの表示を見てください。

2番目と3番目の数式列には、すべての行に同じ数値が含まれています。この数値は、最初の数
式列の計算された合計になります。
ここでは、Month 1と2だけを選択します。結果は次のようになります。

set定義が現在の選択を無視するため、3番目 (5列目)の数式の結果は変更されません。total
修飾子を含む2番目の数式列(4列目)には、新しい合計値10が表示されます。これは、最初の
数式列(3列目)で計算された合計になります。

例 2:
次のストレートテーブルの表示を見てください。
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3番目の数式列(sum(total<Month> Val)) では、Monthごとに1つの合計が計算されま
す。
4番目の数式列(sum(total<Grp> Val)) では、groupごとに1つの合計が計算されます。

70.2 concat関数の例

CONCAT()関数は、CONCATENATEスクリプトのキーワードと、混同してはいけません。
最もシンプルな形では、値／ワード／選択をひとつの文字列に結合させるのに、Concat()が使用され
ます。しかし、異なる問題を解決するのに役立つ多数の方法で、活用することが可能です。すべての例
は、下記のテーブルに基づいています：

シンプルな文字列連結

これまでに説明した通り、concat関数は、リストされた値を連結することができます。これら値は
ハード・コード化されたり、選択／データによって駆動されます。
=CONCAT(MyColumn,',')

=CONCAT(DISTINCT MyColumn,',')

このシンプルなconcatステートメントで、列MyColumnの絞込値をすべて連結します。DISTINCT
キーワードを追加した方がよい場合があります。追加すれば、各値は、文字列で一度のみ表示されるよ
うになります。
ABC,DEF,GHI,JKL,MNO,PQR,STU,VWX
シンプルなconcatを使用した場合、選択した列ごとに、文字列の値を順番に並べる関数に、sort
weightを追加する選択肢が増えます。下記の例では、値をソートするために、データ列が追加されてい
ます。

=CONCAT(MyColumn, ',', Date)

Result: JKL,VWX,GHI,ABC,STU,PQR,MNO,DEF

数式/Setステートメント内のConcat()
Set 分析の数式に複数の動的な値を渡す
Set ステートメントに動的な値の選択を渡したい場合があります。そうするためには、CONCAT()関
数が 'JKL'や 'VWX'などを返すように、文字列にシングルクォートを追加する必要があります。しか
し、シングルクォートそのままで、使用することはできません。なぜなら、Set数式が評価されている
ときではなく、Concatが評価されている時に、シングルクォートが解釈されるからです。よって代わ
りに、下記のようにChr()関数を使用します：

=CONCAT(Chr(39)&MyColumn&Chr(39),',')
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そして、このconcatステートメントを数式内に渡すことができます：

=Sum({<MyColumn={$(=CONCAT(Chr(39)&MyColumn&Chr(39),','))}>} Value)

このテクニックはほとんどの場合、データアイランドが存在するときに使用されます。データアイラン
ドのテーブルがデータモデルに連結していないので、データモデルに何の影響を及ぼさない数式に、値
が渡されます。

スクリプト内のConcat()

また、Concatは、他の集計関数と同じように、複数の行を単一の列の値にコンバートするために、ス
クリプト内で使用されます。
以前、使用されていたソースデータを把握している場合、スクリプト側CONCATの結果は、以下の通
りです：

以下は、このスクリプト関数の結果です：

Rank() を使用して、Concat() に影響を及ぼす

concat()と併せて、その他の関数を活用し始めると、うまく結果を達成できるようになります。この
例では、( 値に基づき) 上位3名のパフォーマーを把握し、その結果を連結させるために、Rank()が
使用されています。

=CONCAT(IF(aggr(Rank(sum(Value)),MyColumn)<=3,MyColumn),',')

Result: ABC,MNO,STU

70.3 チャート式における並列ステートの例

これらの例は、QlikView開発者および/またはQlikViewパワーユーザーが用いる並列ステートのベス
トプラクティスを示すことを目的としています。これらの例は「Alternate States
Functionality.qvw」ファイルにあります。

ステート間の選択を同期化

例：
次の数式をひとつのチャートの中で使用できます。
count({$} DISTINCT [Invoice Number])
count({State1} DISTINCT [Invoice Number])
count({State2} DISTINCT [Invoice Number])
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この方法で問題となるのは、エンドユーザーが個々のステートで的確な選択を行うためにQlikView開
発者は3つすべてのステートの選択(リストボックスとマルチボックス)を重複させる必要があるとい
うことです。多くの場面で、QlikView開発者はすべてのステートで利用できる"共通する"選択条件を
設定したいでしょう。これにより、エンドユーザーが個々のチャートにコンテキストを設定し、ステー
ト間の差異を表示するための特定の選択条件を利用できるようになります。Set分析をステートと共に
使用し、ステート間で特定の選択条件の一貫性を保つことができます。

例：
count({State1<Year= $::Year, Month = $::Month>} DISTINCT [Invoice Number])
count({State2<Year= $::Year, Month = $::Month>} DISTINCT [Invoice Number])
QliKView開発者は、初期ステートのYearおよびMonthと同期するState1とState2のYear
およびMonthの選択条件を保ちます。QlikView開発者は、ステート間でより多くの項目の一貫
性を保つため、必要に応じてset修飾子に要素を追加できます。

SET演算子

ステートにSet演算子 (+, *, -, /) を使用できます。次の数式は有効です。初期ステートまたはState1
のユニークな請求書番号をカウントします。

例：
count({$ + State1} DISTINCT [Invoice Number])
は、初期ステートとState1を合わせたユニークな請求書番号をカウントします。
count({1 - State1} DISTINCT [Invoice Number])
は、State1に無いユニークな請求書番号をカウントします。
count({State1 * State2} DISTINCT [Invoice Number])
は、初期ステートとState1の両方に存在するユニークな請求書番号をカウントします。

注意!
このようにSet演算子を使用する場合は注意が必要です。場合によっては、期待する結果が得られない
可能性があります。これは、既定のステートにおいて選択によって生成されたデータセットが結合され
たデータセットと完全に対応していないからかも知れません。これは、データモデルが複雑になるに
つれてその傾向が強くなります。

暗黙的項目値定義

set 演算子を関数P() や関数E() と使用する方法があります。これらの関数はSet数式内でのみ利用で
きます。

例：
count({$<[Invoice Number] = p({State1} [Invoice Number])>} DISTINCT [Invoice
Number])
この数式は、State1で絞り込まれた請求書番号に基づいた初期ステートのユニークな請求書番号
をカウントします。
ほぼ次の数式と同じですが、全く同じという訳ではありません。
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count({$<[Invoice Number] = State::[Invoice Number]>} DISTINCT [Invoice
Number])

数式の違いは、最初の数式では請求書番号の絞込値がState1から初期ステートに渡されます。2つめ
の数式では選択値がState1から初期ステートに渡されます。ユーザーがState1で請求書番号の選択
を行わなかった場合、初期ステートに渡される請求書番号の値はありません。
Set演算子はSet修飾子内で使用するのが最適です。次の数式では、State1とState2から共通する請
求書番号の絞込値を初期ステートの請求書番号に渡します。

例：
count({$<[Invoice Number] = p({State1} [Invoice Number]) * p({State2} [Invoice
Number])>} DISTINCT [Invoice Number])
初期ステートとState1の共通する請求書番号を返す数式は次の通りです。
count({$<[Invoice Number] = p({$} [Invoice Number]) * p({State1} [Invoice
Number])>} DISTINCT [Invoice Number])

この数式では、要素関数とSet識別子の両方にステート(この場合は初期ステート)使用されているた
め分かりにくいかも知れません。要素関数p($) が初期ステートの絞込値を返していることを覚えてお
いてください。set/state 識別子{$}は要素関数の結果によって変更されています。現在初期ステート
に存在する請求書の選択条件は、要素関数の共通する値によって無効にされます。
上記数式は、初期ステートとState1の共通する選択条件の同期に失敗するため、完全に正しいとは言
えませんのでご注意ください。次の数式はそれを行います。

例：
count({$<[Invoice Number] = p({$} [Invoice Number]) * p({State1<Year= $::Year,
Month = $::Month>} [Invoice Number])>} DISTINCT [Invoice Number])

すでに述べた通り、QlikView開発者はステート間で選択条件の一貫性を保つため、修飾子に項目を追加
できます。

70.4 チャートの順位付け関数の例

これらの例は rank (VRank) 関数で作成されていますが、HRank関数にも同じように適用できます。
ただし、HRank関数は、ピボットテーブルにのみ関連します。

例 1:
次の2つの1軸ストレートテーブルを見てください。
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2つのテーブルは同じですが、左側のテーブルは最初の列でソートされており、右側のテーブルは最後
の列でソートされています。この例は、rankの基本機能を示します。最大値が最高順位になります(最
小順位番号)になります。
rank関数は、合計行では常にNULLを返します。

例 2:
次の2軸ピボットテーブルを見てください。
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このテーブルは、例1の2つのテーブルと同じデータに基づきます。複数軸で、現在の列セグメントが
どのように内側でグループ化されているかがわかります。Group AのMonth項目は、Group Bの
Month項目とは別々に順位付けされています。 total修飾子を使用することで全体の順位付けを実現す
ることができます。

例 3:
次の例は、順位付けの数値表現のさまざまなモードの効果について説明します。次のテーブルを見てく
ださい。

3列目は、テキスト表現の順位付けを示し、4～8列目は、同じ順位付けの数値表現をさまざまなモー
ドで示します。各列の数式は、次のようになります。

num( rank( sum( X ),mode ))
ここで、modeは0～4になります。

Mode 0 (default) 2行目と3行目は順位を共有しますが、明らかに総合順位の上位側に位置します。
したがって、これらの数値表現は2に切り捨てられます。4行目と5行目は順位を共有しますが、順位
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付けテーブルの中央に位置するため、列の最初の順位と最後の順位の平均の数値表現を取得します(
(1+8)/2 = 4.5)。このモードは、特に、条件付き書式を使用して、グループ内の最高および最低の順位
データをマークする場合に便利です。
Mode 1どちらの場合も、グループ内の小さい順位番号が使用されます。2行目と3行目の場合は2、4
行目と5行目の場合は4になります。
Mode 2どちらの場合も、グループ内の小さい順位番号と大きい順位番号の平均が使用されます。行2
および3の場合は2.5 ( (2+3)/2 )、行4および5の場合は4.5 ( (4+5)/2 ) になります。
Mode 3どちらの場合も、グループ内の大きい順位番号が使用されます。2行目と3行目の場合は3、4
行目と5行目の場合は5になります。
Mode 4各行は、独自のユニークな数値を取得します。順位を共有するグループ内の順序は、チャート
の軸のソート順によって決定されます。

例 4:
次の例は、順位付け関数のテキスト表現のさまざまな書式の効果について説明します。次のテーブルを
見てください。

3～5列目は、異なる formatパラメータの値を使用した同じ順位付け関数のテキスト表現を示しま
す。
Format 0 (default)順位を共有する行は、'小さい値-大きい値' (たとえば、'2 - 3'および '4 - 5') と
して表示されます。
Format 1順位を共有する行は、常にテキスト表現として最も小さい順位番号を取得します。この場合
は、2行目と3行目は2を取得します。
Format 2順位を共有する各グループ内の1つの行は、テキスト表現として小さい順位番号を取得し、
グループ内のその他の行は、空白文字列を取得します。順位を共有するグループ内の順序は、チャート
の軸のソート順によって決定されます。
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70.5 チャートのレコード関数の例

Top関数の例

これらの例は、 top関数で作成されていますが、bottom、firstおよび last関数にも同じように適用
できます。ただし、 firstと last関数は、ピボットテーブルにのみ関連します。

例 1:
1軸のテーブルで使用する top関数を描写する、次のストレートテーブルの表示を見てください。

1軸の場合、top関数は、常にテーブルの最初のデータ行を参照します(合計行は含まれません)。
top関数を使用する数式は、合計行でも正しく評価されます。合計は、特定の列セグメント(この例で
は、列全体)と明確な関係があるためです。

例 2:
これは、主にGrp項目でソートされた2軸ストレートテーブルです。

total修飾子のない top関数は、最も内側のソートグループ内(この例では、Grp軸)の先頭行で評価
された数式を返します。Grp=Aに1つの値、Grp=Bに1つの値を返します。
複数軸の場合は、total修飾子を使用することで、テーブル全体の先頭行を再度参照し、すべての行に
同じ値を返すことができます。もちろん、数式は、列全体にわたる列セグメントで評価されます。
total修飾子なしで top関数を使用する数式は、合計行ではNULLに評価されます。これは、特定の列
セグメントに明確に関連付けられていないためです。
次は、上のストレートテーブルをすべての合計を表示するピボットテーブルに変換してみます。
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total修飾子なしで top関数を使用する数式は、合計行ではNULLに評価されます。これは、特定の列
セグメントに明確に関連付けられていないためです。ただし、すべての部分合計は、列セグメントごと
に評価されます。
total修飾子を使用する数式は、部分合計に値を返しませんが、全合計行には値を返します。

例 3:
次のGrp項目でソートされたストレートテーブルを見てください。

次に、チャートがMonthでソートされるように、項目ソート順を変更します。テーブルは次のようにな
ります。
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Above関数の例

これらの例は、 above関数で作成されていますが、below、beforeおよび after関数にも同じよう
に適用できます。ただし、 beforeと after関数は、ピボットテーブルにのみ関連します。

例 1:
1軸のテーブルで使用する above関数を描写する、次のストレートテーブルの表示を見てください。

3列目は、現在行の1つ上の行を評価する数式 sum(Val)を示します。これは、2列目の sum(Val)
の値と比較することで確認できます。最初の行では、above関数はNULLを返します。数式が評価され
る上の行が存在しないためです。above関数は、すべての合計行に対して常にNULLを返します。
4列目は、この関数の最も一般的な使用方法を示します。つまり、さまざまな期間ごとの違いなどを計
算します。

例 2:
次の2軸ピボットテーブルを見てください。
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total修飾子のない above関数(3列目)は、各ソートグループ内でのみ機能します。各列セグメント
の先頭行には、NULL値が返されます。
total修飾子を追加すると(4列目)、列全体が1つの列セグメントと見なされます。一番上の先頭行だ
けがNULLを返します。すべての合計行は無視され、NULLを返します。

RowNoおよび NoOfRows関数の例

この例は、RowNoおよびNoOfRows関数で作成されていますが、ColumnNoおよび
NoOfColumns関数にも同じように適用できます。ただし、 ColumnNoとNoOfColumns関数
は、ピボットテーブルにのみ関連します。

例 1:
次の2軸ピボットテーブルを見てください。

3 列目RowNo関数は、各ソートグループの列セグメント内の行番号を返します。小計行では、行番号
0が返されます。これらの合計は、特定の列セグメントに明確に属しているためです。全合計行に
は、NULLが返されます。
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4 列目 total修飾子を使用するRowNo関数は、列全体内の行数を返します。小計行には、NULL値が
返されます。全合計行には、0が返されます。
5 列目NoOfRows関数は、各ソートグループの列セグメント内のデータ行の数を返します。小計行で
は、データ行と同じ数が返されます。全合計行には、NULLが返されます。
6 列目 totalを使用するNoOfRows関数は、列全体内のデータ行の数を返します。この数は、全合計
行にも返されます。小計行には、NULLが返されます。

dimensionality ( )

左側に3つの軸列を含むピボットテーブルの場合は、次が返されます。
すべての通常のデータセルの場合は3。
3列目で展開されていない第1レベルの部分合計およびエントリの場合は2。
1列目のみで展開されている第2レベルの部分合計およびエントリの場合は1。
全合計セルの場合は0。
dimensionality ( )

secondarydimensionality ( )
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71 ネストされた集計と関連事項

この章では、ネストされた集計およびチャートでの 高度な集計(368ページ)関数の使用に関する重要
な使用例について説明します。

注意!
QlikView 9以降では100以上のネストレベルは許可されていません。

ネストされた集計と total修飾子

一般に、QlikViewチャートの数式で集計をネストすることはできません。ただし、この規則には、バー
ジョン7.5から1つの重要な例外が存在します。内部の集計関数で total修飾子を使用する場合にはネ
ストすることができます。
たとえば、Sales 項目の合計を計算し、去年のOrderDate と等しい取引だけを含めることにします。去
年の取引は、集計関数max(total year(OrderDate))を使用して取得できます。
次のような集計式になります。

sum( if(year(OrderDate)=max(total year(OrderDate)), Sales)).

total修飾子を含めることは、QlikViewでこのようなネストが適用されるためには絶対に必要ですが、
比較をする場合にも必要となります。このようなタイプのネストは一般に使用されるため、適時使用す
る必要があります。

ネストされた集計と集計関数

total関数を使用したネストは必ずしも十分ではありません。より一般的なネスト機能が必要な場合
は、計算軸と組み合わせて 高度な集計(368ページ)関数を使用する必要があります。計算軸の追加
(749ページ)を参照してください。

例：
次のデータは、スクリプトから読み取られています。
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このデータからは、"各営業員が受け持つ顧客数は?"という回答を得ることができます。これは、標準
チャートで取得できます。

次に、取得した情報に基づいて、いくつかの新しい質問を作成します。"顧客を1人しか受け持たない販
売員は何人いますか。3人以上の顧客を受け持つ販売員は何人いますか。"このような単純な例では、手
動で数式列の数を数えることはできますが、通常、このような種類の質問をする場合は、2つ目の集計
順序が必要となります。計算を行うために必要なデータは元の項目には存在せず、それらの項目から直
接計算することもできません。
新しいチャートの軸として上記のチャートの数式列を使用する簡単な方法を見つける必要があります。
このためには、高度な集計(368ページ)関数を使用します。たとえば、軸として次のように指定しま
す。

=aggr(count(Customer),SalesRep)

これで、新しいチャートの '内部のチャート計算'として最初のチャートの計算を実行できます。次に、
新しいチャートで次の数式を指定できます。

count(distinct SalesRep)
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これで終了です。QlikViewは、基底のテーブル内の行数をカウントするため、distinct修飾子が必要
となります。結果のテーブルは次のようになります。

次の2つの点に注意してください。
2番目のチャートは、最初のチャートの存在は必要としません。このチャートには、その軸内に定義さ
れた最初の順序の集計が含まれています。
ネストの可能性はここまでではありません。もちろん、高度な集計(368ページ)関数の軸引数には計
算軸を含めることができるため、さらに 高度な集計(368ページ)関数を使用できます。ただし、3つ
目の集計レベルを渡そうとすると、行っていることを見失いがちになります。

ピボットテーブルの行の合計

QlikViewストレートテーブルでは、行の単純な合計と計算式の合計のいずれかを選択できま
す。QlikViewピボットテーブルではこの選択はできません。ピボットテーブルの合計は、常に数式の
合計として計算されます。
この2つが異なる場合に行全体の合計が関連することはめったにないため、通常はこれで問題ありませ
ん。純粋な合計ではなく、任意の種類の集計で行の合計を使用する場合は、慎重に使用する必要があり
ます。
そのことに注意をしながら、全体の列の合計が望み通りの結果となる例を見てみましょう。

例：
たとえば、3人のチームが3つの異なる教科の成績ごとにポイントを獲得するスクールコンテストがあ
るとします。チームは、各教科ごとにグループ内の最も高いスコアを選択し、この3つの上位のスコア
を合計に追加します。次のデータは、スクリプトから読み取られています。
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軸としてClass を使用し、数式としてmax(Score) を使用したチャートを作成する必要があります。
行の合計を含むストレートテーブルは次のようになります。

何らかの理由で、これをピボットテーブルに表示する場合は(ここではほとんど使用されませんが、よ
り多くの軸がある場合は意味があります)、問題が発生します。ピボットテーブルに変換された上記の
ストレートテーブルは、次のようになります。

この例の場合は、合計12が必要ですが、5は目的とは異なります。ここでも、aggr関数が役に立ちま
す。この場合は、軸ではなく、数式でaggr関数を使用します。
囲まれているチャートの軸を aggr関数の軸としても使用し、元の数式を aggr関数で囲みます。次
に、このバンドルを sum集計の引数として使用します。結果は次のようになります。

ご覧のように、合計は目的の数になります。何が起こったのでしょうか。
高度な集計(368ページ)関数の利点は、個々の行では、1つの値に評価されることです。これは、軸は
通常のデータ行ごとに1つの絞込値だけを持つためです。内部の軸および数式は、囲まれているチャー
トの場合と同じであるため、各値は、もちろん、sumおよび 高度な集計(368ページ)関数なしの結果
とまったく同じになります。
ただし、合計行の場合、高度な集計(368ページ)関数は、3つの値(軸項目の値ごとに1つ)を返しま
す。これらは、sum集計によって合計されます。正式には数式の合計ですが、結果は行の合計と等しく
なります。

テーブルチャートの直線回帰

直線回帰のすう勢線は、チャートプロパティの数式ページにあるすう勢線オプションを使用し
て、QlikViewビットマップチャートに表示できます。また、回帰方程式を表示することもできます。
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例：

テーブルチャートなどで回帰データを表示する場合は、回帰が計算される必要があります。 linest_m
([{set_expression}][ distinct ] [total [<fld {,fld}>] ]y-expression, x-expression[, y0 [, x0 ]])
(963ページ)および linest_b ([{set_expression}][ distinct ] [ total [<fld {,fld}>] ] y-
expression, x-expression [, y0 [, x0 ]] ) (964ページ)集計関数は、直線回帰の必要な傾きとy切片
値を提供します。
正しく計算するには、これらの関数には、入力としてチャート集計全体(軸で反復処理された数式)を含
める必要があります。これは、含まれるチャートと同じ基本の数式と軸を含む 高度な集計(368ペー
ジ)関数を定義することで実現できます。これで、高度な集計(368ページ)関数は、linest集計へのパ
ラメータとして使用されます。結果の数式は、次のようになります。

linest_m(total aggr(Y,X),X)*X + linest_b(total aggr(Y,X),X)

only関数は、XとYのすべてのデータに基づいて示されます。linest集計は、total修飾子を使用して
作成する必要があります。そうでない場合、データセット全体ではなく、データ点ごとに回帰パラメー
タが計算されます。結果は、回帰を通常の線の数式として表示する次のコンボチャートで見ることがで
きます。
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ここでのすう勢線は、従来のQlikViewすう勢線ではなく、線としてプロットされる通常の数式です。
従来のすう勢線とは対照的に、数式のプロットは、最初および最後のデータポイントの外部には外挿さ
れないという違いがあります。
このチャートは、回帰値がセルに表示されるストレートテーブルに変換できます。

上記のストレートテーブルでは、3つの列が追加され、m、b、およびR2の値が表示されています。こ
れらは、もちろん、すべてのテーブル行の定数です。必要な数式は、出現順に次のようになります。

linest_r2(total aggr(Y,X),X)

linest_m(total aggr(Y,X),X)

linest_b(total aggr(Y,X),X)
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72 計算式

QlikViewシートおよびシートオブジェクトのプロパティダイアログでは、固定テキストラベルまたは
固定番号のための多くのプロパティがあります。通常、これらは、ラベル、ウィンドウのタイトル、チ
ャートのタイトルとして使用され、場合によっては固定数値範囲として使用されます。
上記で示した多くのプロパティエントリには、定数テキストまたは番号ではなく、計算式を入力できま
す。この機能を"計算式"と言います。計算式を使用できる場合は、このマニュアルの該当する場所で示
されます。

72.1 計算式の入力

計算式は、次の構文に基づいて入力します。
= expression
許可される数式の構文については、以下のセクションを参照してください。
エントリの最初の位置にあるイコールサインは、その後の入力が数式として解釈されることを示しま
す。QlikViewはこの数式の評価を試みます。不正な構文などで数式を評価できない場合は、イコール
サインを含むラベル全体が表示されます。
計算式は、[数式の編集]ダイアログで生成することもできます。このダイアログは、編集ボックスの横
にある[...] ボタンをクリックすると表示されます(詳細は [数式の編集]ダイアログ(917ページ)を参
照してください)。

72.2 エラーメッセージ

計算式がQlikViewによって正しく評価されない場合は、その式自体が返され、式の後に2つのスラッ
シュとエラーメッセージが続きます。

例：
= mode(x) //オブジェクト メモリが不足しています

各計算式は、特定のメモリ量を必要とします。余分なメモリを消費しないようにするため、各計算ラベ
ルの許可されるメモリ割り当て量の制限がプログラムで指定されています。かなり複雑な数式を入力す
ると、QlikViewは、その数式を返し、数式の後にエラーメッセージ"// オブジェクトメモリが不足し
ています"を表示します。

72.3 計算式

計算ラベルの expressionの構文は、いくつかの例外を除いて チャートの数式(951ページ)とほとん
ど同じです。

l 反復処理する軸が存在しないため、 チャート集計関数 (957ページ)は、基本的には、すべての項目名の
前に total修飾子を含むチャート式を使用しているように動作します。そのため total修飾子はオプショ
ンであり、計算式では特別な意味はありません。set定義は、チャートの数式と同様に動作します。現在
の選択とは異なる選択で集計を行います。

l 計算式の場合は、任意で項目名を集計関数で囲まずに使用できます。この場合は、集計関数として only
を使用します。
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例：
= Currency

は、次の式と同じです。
= only(Currency)
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73 項目グループ

QlikViewとOLAPツールなどのその他の多くのデータベースビューアーの主な違いとして、QlikView
では入力データの階層を事前定義する必要がありません。QlikView固有の内部ロジックでは、完全な軸
として任意の項目に任意の順序で自由にアクセスできます。ほとんどの目的において、この自由度はき
わめて強力です。
ただし、事前定義された階層は、より効率よくデータを表示するために役立つ場合があります。このた
め、QlikViewには、項目のグループを定義する機能が用意されています。グループは、階層(ドリルダ
ウン)または非階層(サイクリック)で作成できます。
グループは、[ドキュメントプロパティ]ダイアログの [グループ]ページで作成されます。グループは
チャートで使用することができ、軸 (チャートプロパティ：軸(747ページ)を参照)の軸ドロップダウ
ンボックスの項目の有効な項目と共に表示されます。
任意の項目をグループ化することができます。

ドリルダウングループには、 アイコンが表示されます。

サイクリックグループには、 アイコンが表示されます。
階層グループ(ドリルダウン)
複数の項目が自然階層を形成する場合は、ドリルダウングループを作成することが適しています。一般
的な例として、次のような階層グループがあります。
Time:Year、Quarter、Month
または
Geography: Continent、Country、State、City
ドリルダウングループをチャートの軸として使用する場合、チャートは、複数の絞込値が存在する項目
のグループリスト内の最初の項目を使用します。項目が複数の絞込値を含む場合、選択によって項目に
1つの絞込値だけが存在する場合は、代わりにリスト内の次の項目が使用されます。複数の絞込値を含
む項目がリスト内に存在しない場合は、最後の項目が使用されます。
上記の最初の例では、1つの年が選択されるまでは、Yearがチャート軸として使用されます。次に、チ
ャートではQuarterが表示されます。1つの四半期が選択された場合、チャートはMonthに切り替え
られます。
選択が解除され、グループの項目リストの上位の項目で複数の値が有効になると、チャートは自動的に
ドリルアップし直されます。強制的にドリルアップするには、チャートのドリルアップアイコンをクリ
ックします。

73.1 階層グループ (ドリルダウン)

複数の項目が自然階層を形成する場合は、ドリルダウングループを作成することが適しています。一般
的な例として、次のような階層グループがあります。
Time: Year, Quarter, Month
または
Geography: Continent、Country、State、City
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ドリルダウングループをチャートの軸として使用する場合、チャートは、複数の絞込値が存在する項目
のグループリスト内の最初の 項目(207ページ)を使用します。項目が複数の絞込値を含む場合、選択
によって項目に1つの絞込値だけが存在する場合は、代わりにリスト内の次の項目が使用されます。複
数の絞込値を含む項目がリスト内に存在しない場合は、最後の項目が使用されます。
上記の最初の例では、1つの年が選択されるまで Yearがチャート軸として使用されます。次に、チ
ャートではQuarterが表示されます。1つの四半期を選択すると、チャートはMonthに切り替わりま
す。
選択が解除され、グループの項目リストの上位の項目で複数の項目が有効になると、チャートは自動的
にドリルアップし直されます。強制的にドリルアップするには、チャートのドリルアップアイコンをク
リックします。
同じドリルダウングループを、チャートの軸に複数使用すると、特別な機能が現れます。2つめのグ
ループでは、自動的にグループの項目リストの1つ下の項目が表示されます。例えば、上記の
Geographyグループを第1軸と第2軸の両方に使用して2軸のチャートを作成すると、Continentと
Countryが最初に使用されます。ひとつのcontinent が選択されると、 Countryと Stateが代わりに
使用されます。

注意！
自然な階層でのこの特徴の使用は便利です。けれども、そうではない状況で同様に使用することを妨げ
るものはありません。

注意!
データアイランドが生じるような軸と数式を使用する場合は、有効な階層が必要なため、ドリルダウン
できません。この場合は、数式を適合させて階層に値を組み込む必要があります。

73.2 非階層グループ (サイクリック)

時に、自然な階層を構成しない項目をグループにすると便利な場合があります。それは、チャートやリ
ストボックスに表示されるデータをすばやく変更できるようになるためです。
サイクリックグループでは、任意の項目をグループ化できます。サイクリックグループをチャートの軸
として使用する場合、チャートは、リスト内の1つ目の項目を最初に使用します。次に、ユーザーがチ
ャート内のサイクリックアイコンをクリックすると、別の項目に切り替わります。項目は、グループの
項目リストに表示される順序に表示されます。リスト内の最後の項目が使用されると、また最初の項目
に戻ります。この方法で、チャートはいつまでも項目を回します。
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サイクリックグループを、チャート式のサイクリックグループと混同しないで下さい(チャートプロ
パティ：数式(757ページ)を参照してください)!軸のサイクリックグループは、いくつもの 項目
(207ページ)でできていますが、チャート式のサイクリック表示は、いくつもの チャートの数式(951
ページ)でできています。
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74 カスタムエラーメッセージ

[カスタムエラーメッセージ]ダイアログ

QlikViewには、チャートおよびテーブルボックスのエラーメッセージをカスタマイズできる機能が備
わっています。[カスタムエラーメッセージ]ダイアログは、[チャートプロパティ]ダイアログの [基
本設定]ページ、または [テーブルボックスプロパティ]ダイアログの [基本設定]ページにある [エ
ラーメッセージ]ボタンを使用して開くことができます。

標準メッセージ エラーの標準メッセージがリストされます。メッセージをカスタマイズす
るには、メッセージを選択し、[カスタムメッセージ]テキストボックスに
希望のテキストを入力します。

カスタムメッセージ ここでは、上記で選択した標準メッセージの代わりに表示するテキストを
入力します。テキストは計算式にすることもできます。
この機能によって、「ローカルのヒープ領域を使い果たしました」のよう
な不可解なエラーメッセージを問題に対処するための助けとなるヒントに
変えることができます(この場合：「...で選択を行ってください」や「...
によるメモリ/セルの領域を増やして下さい」など.

すべてに適用 このボタンをクリックすると、ドキュメントのすべての計算オブジェクト
にカスタムメッセージが適用されます。

すべての選択をクリア このボタンをクリックすると、すべてのカスタムエラーメッセージがクリ
アされます。
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75 QlikViewのデータ型

QlikViewでは、テキスト文字列、数字、日付、時刻、日時、通貨を正しく処理できます。さまざまな書
式でソートおよび表示したり、計算に使用することができます。たとえば、日付、時刻、日時を相互に
加算/減算できます。

75.1 QlikView内のデータ表現

QlikViewでのデータの解釈と数値書式を理解するには、データがプログラムで内部的にどのように保存
されるかを知る必要があります。QlikViewにロードされるすべてのデータは、文字列と数値の2つの表
現で使用できます。
1. 文字列表現は常に使用でき、リストボックスなどのシートオブジェクトに表示されます。リスト

ボックス内のデータの書式設定(数値書式)は、文字列表現にのみ影響を与えます。
2. 数値表現は、データが有効な数値として解釈可能な場合に限り使用できます。数値表現は、すべ

ての数値計算と数値のソートで使用できます。
1つの項目に読み取られた複数のデータ項目の数値表現が同じ場合、それらは同じ値として処理され、
検出された最初の文字列表現を共有します。例:数値1.0、1、および1.000がこの順序で読み取られた
場合、これらの数値の数値表現はすべて1であり、文字列表現は最初の1.0となります。

75.2 データ型変換

型情報を持つデータ

ODBCからロードされるデータベースで、データ型が定義されている数値を含む項目は、それぞれの書
式に従ってQlikViewによって処理されます。それらの文字列表現は、適切な書式が適用された数値に
なります。
QlikViewは、数値書式がアプリケーションの数値書式ダイアログで変更された場合でも、項目の元の数
値書式を記憶します。数値書式ダイアログのデータロード時の設定に戻すボタンをクリックすると、
元の書式をいつでも復元できます。
QlikViewでの各種データ型のデフォルトの書式は次のとおりです。

l 整数、浮動小数点数:数値のデフォルト設定
l 通貨:通貨のデフォルト設定
l 時刻、日付、日時: ISO標準書式

数値と通貨のデフォルト設定は、スクリプトデータ型変換変数(データ型変換変数(444ページ)を参
照)またはオペレーティングシステム設定(コントロールパネル)で定義されます。

例：
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型情報を持たないデータ

ソースに特定の書式情報がないデータ(テキストファイルのデータ、一般的な書式のODBCデータな
ど)では、状況が複雑になります。最終的な結果は、少なくとも次の6つの要因で決定されます。
1. ソースデータベースにデータが書き込まれている方法
2. 数値、時刻、日付などに対するオペレーティングシステムの設定(コントロールパネル)
3. スクリプトでのオプションのデータ型変換変数の使用
4. スクリプトでのオプションの変換関数の使用
5. スクリプトでのオプションの書式設定関数の使用
6. ドキュメント内の数値書式設定コントロール

QlikViewで入力データは数字、日付、時刻などへの変換が試みられます。データでシステムのデフォル
ト設定が使用されている場合は、変換と表示書式設定はQlikViewによって自動的に行われるため、自
分でスクリプトやQlikViewの設定を変更する必要はありません。入力データが正しく変換されている
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かどうかを確認する方法は簡単です。数値はリストボックスで右寄せされ、テキスト文字列は左寄せさ
れます。
デフォルトでは、完全な一致が見つかるまで、次の手順で書式が検索されます。デフォルトの書式と
は、オペレーティングシステム(コントロールパネル)またはロードスクリプト内のデータ型変換変数
(データ型変換変数(444ページ)を参照)で指定される小数点記号、年、月、日の順序などの書式で
す。
QlikViewは、データを次の書式のデータと解釈します。
1. 数値のデフォルトの書式に従った数値。
2. 日付のデフォルトの書式に従った日付。
3. 時刻と日付のデフォルトの書式に従った日時。
4. 時刻のデフォルトの書式に従った時刻。
5. yyyy-MM-dd書式の日付。
6. YYYY-MM-DD hh:mm[:ss[.fff]] の書式に従った日時。
7. hh:mm[:ss[.fff]] の書式に従った時刻。
8. 通貨のデフォルトの書式に従った通貨。
9. 小数点記号と桁区切り記号がどちらも"," に設定されていない場合は、小数点記号が"."、桁区切

り記号が"," である数値。
10. 小数点記号と桁区切り記号がどちらも"." に設定されていない場合は、小数点記号が","、桁区切

り記号が"." である数値。
11. テキスト文字列。この最後の条件が成り立たないことはありません。データを読み取ることがで

きた場合は、常に文字列として解釈可能です。
テキストファイルから数値をロードする場合は、変換の問題が発生する場合があります。たとえば、不
適切な桁区切り記号や小数点記号によって、QlikViewが数値を間違えて解釈する場合があります。最初
に確認する必要があることは、スクリプト内のデータ型変換変数(データ型変換変数(444ページ)を参
照)が正しく定義されているかどうか、コントロールパネルのシステム設定が正しいかどうかです。
日付または時刻として解釈されたデータは、シートオブジェクトのプロパティダイアログで日付または
時刻の他の書式に変更できます。
データに書式が定義されていないため、別のレコードには、同じ項目に別の書式のデータが含まれる場
合があります。つまり、1つの項目に有効な日付、整数、およびテキストがある場合もあります。その
場合、データは書式設定されず、リストボックスなどに元の形式で表示されます。
このような項目の数値書式ダイアログを始めて開くと、書式は [混合]に設定されます。フィールドの数
値書式を変更すると、[リロード時に現在の設定を保持する]チェックボックスをオフにしてスクリプト
を再実行しない限り、さまざまな項目値の元の書式には戻せなくなります。このような項目では、数値
書式を変更すると、数値書式ダイアログのデータロード時の設定に戻すボタンは使用できなくなりま
す。

例：
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75.3 日付と時刻

QlikViewでは、データ内の日付、時刻、日時が日付シリアル値として保存されます。日付シリアル値
は、日付、時刻、および日時に使用され、日付と時刻に基づく算術計算で使用されます。これにより、
日付や時刻を加算/減算したり、時間間隔を比較することができます。
日付シリアル値は、1899年12月30日からの経過日数(実数値)です。QlikViewの書式は、Microsoft
Excel forWindows、Lotus 1-2-3、Corel Quattro Pro などのプログラムで使用される1900日付シス
テムと同じで、1900年の3月1日から2100年2月28日までの範囲です。たとえば、33857
は、1992年8月10日に対応します。この範囲外では、同じ日付システムをグレゴリオ暦(西欧諸国の
標準的な暦)に拡張して使用しています。
時刻シリアル値は0～1の間です。シリアル値0.00000は00:00:00に対応し、0.99999は
23:59:59に対応します。これらを合わせた数値は日付と時刻を示します。シリアル値2.5は、1900
年1月1日の午後12:00を表します。
ただし、データは文字列の書式に従って表示されます。デフォルトでは、[コントロールパネル]の設定
が使用されます。また、ロードスクリプトでデータ型変換変数(データ型変換変数(444ページ)を参
照)を使用するか、書式設定関数(書式設定関数(447ページ)を参照)を使用して、データの書式を設
定することもできます。さらに、シートオブジェクトのプロパティシートでデータの書式を再設定でき
ます。

例：
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8/6/97 の保存形式 35648

9:00 の保存形式 0,375

8/6/97 9:00 の保存形式 35648,375

またはその逆として

35648 "D/M/YY" 書式による
数値の表示

6/8/97

0,375 "hh.mm"書式による
数値の表示

09,00

前述のように、日付、時刻などのデータ型は、一連の規則に従って解釈されます。ただし、最終的な結
果は、既に説明したように多くの要素の影響を受けます。

例：
この例は、次のデフォルト設定を前提としています。
小数点記号:。
短い日付の書式: YY-MM-DD
時間の書式: hh:mm
次のデータがQlikViewに項目Aとして読み取られます。

QlikViewの内部では次の処理が行われます。
A1) QlikViewによる解釈(スクリプト内で特殊な変換関数を使用しない)

A2) date "YYYY-MM-DD"の数値書式を使用
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A3) date "MM/DD/YYYY" の数値書式を使用

A4) time "hh:mm"の数値書式を使用

A5) fix "# ##0.00" の数値書式を使用

B1) date#( A, 'M/D/YY' ) の特殊な変換関数を使用したQlikViewによる解釈
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B2) date "YYYY-MM-DD"の数値書式を使用

B3) date "MM/DD/YYYY" の数値書式を使用

B4) time "hh:mm"の数値書式を使用

B5) fix "# ##0.00" の数値書式を使用
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76 変換関数と書式設定関数の
書式コード

数値書式コントロール、変換関数、書式設定関数では、書式コードを使用して数値や日付の書式を設定
できます。ここでは、数値、日付、時刻、または日時の書式を設定する方法について説明します。

76.1 数値

l 数値の桁数を指定するには、各桁に記号 "0"を使用します。
l 使用可能な桁を表すには、記号 "#"を使用します。書式で小数点の左に#のみがある場合、1より小さい値
は小数点から始まります。

l 桁区切り記号と小数点記号の位置を指定するには、桁区切り記号と小数点記号を使用します。

書式コードは、区切り記号の位置の定義に使用されます。書式コードで区切り記号を設定することはで
きません。それには、対応するコントロール(ダイアログの場合)またはパラメータ(スクリプト関数の
場合)を使用します。
桁区切り記号を使用して、任意の位置で桁をグループ化できます。たとえば、書式文字列"0000-0000-
0000" (桁区切り記号は"-") を使用して、12桁の部品番号を"0012-4567-8912" のように表示できま
す。

特殊な数値書式

QlikViewでは、数値を2進数、8進数、16進数など、2～36の間の任意の基数に変換して書式設定で
きます。ローマ数字も処理できます。
2進数の書式コードを表すには、(bin) または (BIN) で開始します。
8進数の書式コードを表すには、(oct) または (OCT) で開始します。
16進数の書式コードを表すには、(hex) または (HEX) で開始します。大文字で指定すると、書式に
A～F が使用されます(14FAなど)。小文字の場合は、書式にa～fが使用されます(14fa など)。書式
コードが大文字でも小文字でも正しく変換されます。
(dec) または (DEC) は、小数が使用可能で、必須ではないことを示します。
2～36の間の任意を基数を示すには、書式コードを(rxx) または (Rxx) で開始します。ここで、xx
は、使用する基数を示す2桁の数値です。大文字のRを使用すると、10以上の数値が大文字で書式設
定されます(14FAなど)。小文字の rの場合は、書式に小文字が使用されます(14fa など)。書式コード
が大文字でも小文字でも正しく変換されます。(r02) は (bin) と同じで、(R16) は (HEX) と同じです。
ローマ数字の書式コードを表すには、(rom) または (ROM) で開始します。大文字で指定すると、書式
に大文字が使用されます(MMXVIなど)。小文字の場合は、書式に小文字が使用されます(mmxvi)。書
式コードが大文字でも小文字でも正しく変換されます。ローマ数字の場合、負の数値はマイナス記号、
ゼロは0で示されます。小数点は無視されます。

76.2 日付

l 日を表示するには、各桁に記号 "D"を使用します。
l 月を数値で表示するには、1桁や 2桁に "M"や "MM"のシンボルを使用します。"MMM"は、オペレーティ
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ングシステムまたはロードスクリプト内のシステム優先変数MonthNames で定義されている月の省略名を
文字列で表示します。"MMMM"は、オペレーティングシステムまたはロードスクリプト内のシステム優先
変数 LongMonthNames で定義されている月の正式名を文字列で表示します。

l 年を表示するには、各桁に記号 "Y"を使用します。
l 曜日を表示するには、記号 "W"を使用します。1文字のWは、曜日を 1桁の数字として返します (月曜日は
0など)。"WW"は、2桁の数字を返します (水曜日は 02など)。"WWW"は、オペレーティングシステムま
たはロードスクリプトのシステム上書き変数DayName で定義されている曜日の省略名 (Monなど)を示し
ます。"WWWW"は、オペレーティングシステムまたはロードスクリプトのシステム上書き変数
LongDayName で定義されている曜日の正式名 (Monday など)を示します。

l 任意の区切り記号を使用できます。

76.3 Times

l 時間を表示するには、各桁に記号 "h"を使用します。
l 分を表示するには、各桁に記号 "m"を使用します。
l 秒を表示するには、各桁に記号 "s"を使用します。
l 秒の小数部を表示するには、各桁に記号 "f"を使用します。
l 時刻をAM/PM書式で表示するには、時刻の後に記号 "tt"を使用します。
l 任意の区切り記号を使用できます。

76.4 日時

上記と同じ日付と時刻の表記が使用されます。

書式コードの例

例 (数値):
# ##0は、桁区切り記号付きの整数で数値を表示します。
###0は、桁区切り記号なしの整数で数値を表示します。
0000は、4桁以上の整数で数値を表示します。たとえば、数値123は、0123と表示されま
す。
0.000は、小数点以下3桁で数値を表示します。
0.0##は、小数点以下1桁以上3桁以下で数値を表示します。

例 (特殊な数値書式):

num(199, '(bin)') 次のようになります。 11000111

num(199, '(oct)') 次のようになります。 307

num(199, '(hex)') 次のようになります。 c7

num(199, '(HEX)' ) 次のようになります。 C7

num(199, '(r02)' ) 次のようになります。 11000111
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num(199, '(r16)') 次のようになります。 c7

num(199, '(R16)' ) 次のようになります。 C7

num(199, '(R36)') 次のようになります。 5J

num(199, '(rom)') 次のようになります。 cxcix

num(199, '(ROM)' ) 次のようになります。 CXCIX

例 (日付):
YY-MM-DDは、01-03-31のように表されます。
YYYY-MM-DDは、2001-03-31のように表されます。
YYYY-MMM-DDは、2001-Mar-31のように表されます。
31MMMM YYYYは、31March 2001のように表されます。
M/D/YYは、3/31/01のように表されます。
WYY-MM-DDは、6 01-03-31のように表されます。
WWWYY-MM-DDは、Sat 01-03-31のように表されます。
WWWWYY-MM-DDは、Saturday 01-03-31のように表されます。

例 (時刻):
hh:mmは、18:30のように表されます。
hh.mm.ss.ffは、18.30.00.00のように表されます。
hh:mm:tt は、06:30:pmのように表されます。

例 (タイムスタンプ):
YY-MM-DD hh:mmは、97-03-31 18:30のように表されます。
M/D/Y hh.mm.ss.ffffは、3/31/97 18.30.00.0000のように表されます。
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77 QlikViewでのオートメーションとマクロの使用

77.1 QlikViewオートメーションインターフェース

QlikViewは、オートメーションインターフェースを備えています(オートメーションは、以前はOLE
オートメーションと呼ばれていました)。このインターフェースを使用すると、外部プログラムまたは内
部マクロからQlikViewアプリケーションにアクセスして制御することができます。
QlikViewオートメーションインターフェースの完全な仕様は、QlikViewアプリケーションの
Documentationフォルダに収録されています。
オートメーションインターフェースはQlikViewに不可欠なので、アクティブにするために特別なタス
クを実行する必要はありません。

77.2 オートメーションとマクロによるQlikViewの制御

QlikViewの外部制御

QlikViewオブジェクトには、オートメーションによって外部プログラム(オートメーションをサポート
するVisual Basic またはC++で記述されたプログラムなど)からアクセスできます。
このようなコードを使用して、他のアプリケーションまたはスタンドアロンプログラムからQlikView
を制御することができます。
スタンドアロンの実行ファイルは、起動ボタンを使用してQlikViewドキュメントから呼び出すことが
できます。

内部マクロインタープリタ

QlikViewオブジェクトには、組み込みのマクロインタープリタを使用して、QlikView内からオート
メーションを介してアクセスすることもできます。
現在、QlikViewドキュメント内のVBScript または JScript で記述されたマクロは、いくつかの方法で
呼び出すことができます。

ドキュメントイベント:

1. QlikViewドキュメントを開いた後にマクロを実行できます。
2. スクリプトを再実行した後にマクロを実行できます。
3. データの削除コマンドの後にマクロを実行できます。
4. ドキュメント内の任意の項目で選択が行われた後にマクロを実行できます。

シートイベント:

5. シートをアクティブにした後にマクロを実行できます。
6. シートを非アクティブにするときにマクロを実行できます。

シートオブジェクトイベント:

7. シートオブジェクトをアクティブにした後にマクロを実行できます。
8. シートオブジェクトを非アクティブにするときにマクロを実行できます。

1074 QlikView 11.20 SR13



77   QlikViewでのオートメーションとマクロの使用

ボタンイベント:

9. ボタンシートオブジェクトをマクロにリンクできます。

項目イベント:

10. 指定された項目で選択が行われた後にマクロを実行できます。
11. 指定され項目に論理的に関連付けられている任意の項目で選択が行われるときにマクロを実行で

きます。
12. 指定された項目で選択がロックされるときにマクロを実行できます。
13. 指定された項目で選択がアンロックされるときにマクロを実行できます。

変数イベント:

14. 指定された変数に値が入力された後にマクロを実行できます。
15. 式値の変更によって式を含む指定された変数の値が変更されたときにマクロを実行できます。
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78 内部マクロインタープリタ

QlikViewオブジェクトには、組み込みのスクリプトエンジンを使用して、QlikView内からオートメー
ションを介してアクセスすることもできます。

78.1 マクロの呼び出し

QlikViewドキュメント内のVBScript または JScript で記述されたマクロは、いくつかの方法で呼び出
すことができます。

ドキュメントイベント:

l QlikViewドキュメントを開いた後にマクロを実行できます。
l スクリプトを再実行した後にマクロを実行できます。
l データの削除コマンドの後にマクロを実行できます。
l ドキュメント内の任意の項目で選択が行われた後にマクロを実行できます。
l ドキュメント内の任意の変数値が変更されるとマクロを実行できます。

ドキュメントのイベントから呼ばれるマクロは、ドキュメントプロパティ：トリガー(530ページ)
ページから作成できます。

シートイベント:

l シートをアクティブにした後にマクロを実行できます。
l シートを非アクティブにするときにマクロを実行できます。

シートのイベントから呼ばれるマクロは、シートプロパティ：トリガー(563ページ)ページから作成
できます。

シートオブジェクトイベント:

l シートオブジェクトをアクティブにした後にマクロを実行できます。
l シートオブジェクトを非アクティブにするときにマクロを実行できます。

シートオブジェクトのイベントから呼ばれるマクロは、シートプロパティ：トリガー(563ページ)
ページから作成できます。

ボタンイベント:

l ボタンをマクロボタンとして定義できます。
マクロボタンのイベントから呼ばれるマクロは、ボタンプロパティの アクション(661ページ)ページ
から作成できます。

項目イベント:

l 指定された項目で選択が行われた時にマクロを実行できます、項目(207ページ)を参照してく
ださい。

l 指定され項目に論理的に関連付けられている任意の項目で選択が行われるときにマクロを実行で
きます。
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l 指定された項目で選択がロックされるときにマクロを実行できます。
l 指定された項目で選択がアンロックされるときにマクロを実行できます。

項目のイベントから呼ばれるマクロは、ドキュメントプロパティ：トリガー(530ページ)ページから
作成できます。

変数イベント:

l 指定された 変数(209ページ)に直接新しい値が入力されたときにマクロを実行できます。
l 他の変数またはドキュメントの論理状態が変化した結果として、指定した変数の値が変化したと
きに、このマクロ(存在する場合)が実行されます。

変数のイベントから呼ばれるマクロは、ドキュメントプロパティ：トリガー(530ページ)ページから
作成できます。

マクロ編集：

マクロは、そのトリガーの方法に関わりなく、モジュールの編集(1079ページ)ダイアログで作成、編
集されます。

マクロの例
このセクションでは、とても役立つVBScript マクロの例をいくつか提供します。

ユーザー操作のために VBScript 入力ボックスを使用する

rem ** 選択をクリアし、製品を尋ね、 **

rem ** その製品を選択し、 **

rem ** "Market" シートに移動し、 **

rem ** "Sales" ピボット テーブルを表示 **

Sub ChooseValue

Set q = ActiveDocument

q.ClearAll (false)

Set f = q.Fields("Model Name")

x = inputbox ("Enter product")

f.Select(x)

set s = q.Sheets("Market")

s.Activate

s.SheetObjects("Sales").Activate

end sub

78.2 JScriptの特別なライブラリ関数

VBScript マクロでは、標準のVBScript 関数 InputBoxおよびMsgBoxを自由に使用できます
が、JScript を使用する場合は、これらに直接対応する関数がありません。このため、これらのアクショ
ンのための特別なライブラリ関数qvlib が追加されました。次に、この関数の例を示します。

// JScript

function Test()

{

personName = qvlib.InputBox("What is you name?")
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msg = "Hello " + personName + " !"

qvlib.MsgBox(msg)

}

次の例に示すように、実際にはVBScript マクロでもqvlib 関数は機能しますが、この場合は、汎用の
VBScript 関数である InputBoxとMsgBoxを使用することをお勧めします。

rem VBScript

sub TestModule

name = qvlib.InputBox("What is your name?")

msg = "Hello "

msg = msg + name + " !"

qvlib.MsgBox(msg)

end sub

78.3 モジュールの編集

モジュールの編集ダイアログを使用して、VBScript または JScript でマクロやカスタム定義関数を記述
できます。モジュールは、ドキュメントと共に保存されます。
次のコマンドを使用できます。
ファイルメニューのモジュールファイルにエクスポートコマンドを選択すると、スクリプトをファイ
ルとして保存できます。スクリプトを [印刷]するオプションもあります。
編集メニューには、元に戻す、やり直し、コピー、切り取り、貼り付け、クリア、すべて選択、検索/
置換などの共通のオプションがあります。以前に保存したスクリプトファイルをインポートするための
[ファイルの挿入]オプションもあります。コメント設定コマンドを使用してスクリプトのテキスト行を
コメントに変換し、コメント解除コマンドを使用して設定を元に戻します。
ユーザープロパティ：エディタ(91ページ)ダイアログを開くには、選択メニューからユーザープロ
パティを選択します。
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[モジュールの編集]ダイアログ

(マクロの編集ボック
ス)

大きな編集ボックスは、マクロを入力する場所です。すべてのマクロは、
対応する sub .. end subの間にサブルーチンとして記述する必要があ
ります。

(エントリポイントの
リスト)

エントリポイントがスクリプトエンジンに認識されるとすぐに、左の小さ
なテキストボックスのリストに表示されます。このリストからエントリポ
イントを選択することもできます。

(メッセージ) マクロの編集ボックスの上の小さなボックスにエラーメッセージの現在の
状態が表示されます。

構文チェック サブルーチンを記述したら、このボタンをクリックして構文をチェックし
ます。
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行指定 [エントリポイントのリスト]でエントリポイントを強調表示し、 [行指
定]ボタンをクリックすると、 [マクロの編集ボックス]にあるその位置に
移動できます。

テスト エントリポイントを選択してテストボタンをクリックすると、マクロをテ
ストできます。エラーは、メッセージボックスに表示されます。

デバッグ デバッグするサブルーチンをひとつ選択して始めます。デバッグボタンを
クリックすると、デバッグモードになります。

スクリプトエンジン VBScriptまたは JScriptを選択します。

モジュールセキュリテ
ィの設定

[セーフモード]を指定することで、このQlikViewドキュメントのマクロ
には、QlikViewの外部のシステムまたはアプリケーションにアクセスでき
るコードが含まれていないことを示します。[セーフモード]として宣言さ
れたドキュメント内のマクロの実行中にこのようなコードが検出された場
合は、マクロの実行が失敗します。
一方、[システムアクセス]モードを指定した場合は、エンドユーザーが
ドキュメントを開くときにプロンプトが表示され、システムアクセスを許
可するか([システムアクセスを許可する]) 、ドキュメントのマクロをすべ
て無効にするか([マクロを無効にする])、またはシステムアクセスなしの
マクロのみを許可するか([セーフモード]) を指定できます。

現在のローカルセキュ
リティ

[セーフモード]と宣言されているけれども"安全ではない"可能性のある
マクロを含むドキュメントを開くと、プロンプトが表示されます。(上の [
モジュールセキュリティの設定]を参照してください。)ユーザーの選択は
システムに記録されますが、設定はこのメニューから後で変更することが
できます。マクロセキュリティレベルとして、実行しない、セーフモー
ドのみまたは [システムアクセスを許可するを設定できます。

注意！
これは、とても簡単なQlikViewスクリプトエンジンの手引きです。VBScript や JScript をさらに理解
するには、それぞれのハンドブックを参照してください。
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78.4 マクロデバッガ

[モジュールの編集]ダイアログのマクロデバッグページ

マクロデバッガを使用する前に、Microsoft Script Debuggerをインストールする必要があります。
[モジュールの編集]ダイアログの [デバッグ]ボタンをクリックすると、マクロデバッグモードになり
ます。このモードでは、マクロをステップ実行したり、ステップごとに変数の内容を確認することがで
きます。
デバッグモードに入る前に、リストからマクロ(パラメータなしのサブルーチンのみ)を選択し、コー
ド内に1つ以上のブレイクポイントを設定する必要があります。ブレイクポイントは、コード内のブレ
イクポイント位置の横の行番号をクリックするか、行にカーソルを置いてF9を押すことで、いつでも
設定/設定解除できます。CTRL+SHIFT+F9を押すと、すべてのブレイクポイントがクリアされます。
デバッグモードに入ると、ダイアログウィンドウに2つの新しいパネルが表示されます。左下には、現
在の呼び出し履歴を示すパネルが表示されます。このリスト内でダブルクリックすると、クリックした
呼び出し位置までエディタウィンドウがスクロールします。ただし、実行ポインタは移動しません。
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右下には、現在の変数を示すパネルが表示されます。変数の1つをダブルクリックすると、[変数]ダイ
アログが表示されます。ここで、変数のプロパティを詳細に調べたり、値を対話形式で変更することが
できます。
デバッグモードには固有のメニューがあります。このメニューの多くの項目には、対応するキーボード
ショートカットがあります。キーボードショートカットは、[ユーザープロパティ]の [エディタ]ペー
ジで個別にカスタマイズできます。以下に示すショートカットは、インストール時の初期設定です。

開始 次のブレイクポイントまたはマクロの最後までマクロを実行し続けま
す。F5を押しても同じです。

ステップイン 1行ごとにステップ実行します。次の行がサブルーチンの呼び出しである
場合は、サブルーチンの最初の行がステップ実行されます。F8を押しても
同じです。

ステップアウト 現在のサブルーチンの残りのステートメントを実行しま
す。CTRL+SHIFT+F8を押しても同じです。

ステップオーバー 1行ごとにステップ実行します。次の行がサブルーチンの呼び出しである
場合は、そのサブルーチンが最後まで実行され、サブルーチンの呼び出し
後の最初の行で停止します。SHIFT+F8を押しても同じです。

変数ウィンドウ さまざまな変数の値を確認および変更するためのウィンドウを開きます。

数式ウィンドウ 現在の変数値に基づいて、VBScript または JScript の数式を入力および評
価するためのダイアログを開きます。

すべてのブレイクポイ
ントの解除

コードに設定されたデバッグ用のブレイクポイントを解除しま
す。CTRL+SHIFT+F9を押しても同じです。

デバッグを停止する デバッグモードを終了し、通常の[モジュールの編集]ダイアログに戻りま
す。

QlikView 11.20 SR13 1083



1084 QlikView 11.20 SR13



79   QlikViewドキュメントの取得

79 QlikView ドキュメントの取得

79.1 外部からのQlikView ドキュメントへのアクセス

QlikViewドキュメントには、オートメーションインターフェースを使用して、QlikViewプログラムの
外部からアクセスすることができます。
既存のドキュメントにアクセスするための直接的な方法の1つは、GetObject を使用することです。

例 (VBScript では機能しません):
Private Sub OpenAndReload_Click()

Set QvDoc = GetObject

("c:\windows\desktop\test.qvw")

QvDoc.Reload

End Sub

79.2 内部マクロインタープリタからのQV ドキュメントへのアク
セス

内部マクロインタープリタを使用する場合は、ApplicationクラスのActiveDocument プロパティのみ
を参照として使用できます。すべての参照は、このプロパティから作成する必要があります。

例：
Sub Clr

Set QVDoc = ActiveDocument

QvDoc.ClearAll(false)

End sub

Sub EndQV

ActiveDocument.Application.Quit()

End sub
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80 スクリプトからのVBScript関数の呼び出し

QlikViewドキュメントのマクロモジュールで定義されているVBScript または JScript 関数をスクリプ
トから呼び出すことができます。呼び出した関数が標準のスクリプト関数として認識されない場合は、
モジュールにカスタム関数があるかどうかがチェックされます。したがって、かなり自由に独自の関数
を定義することができます。もちろん、カスタムマクロ関数を使用する場合は、標準の関数を実行する
場合より多少速度が低下します。

rem *************************************************

rem ***THIS IS VBSCRIPT CODE FROM THE MODULE*********
rem**************************************************

rem ********* Global variables ********************

dim flag

rem *******functions accessible from script *********

rem ************ wrap for input box ******************

function VBin(prompt)

VBin=inputbox(prompt)

end function

rem ************ clear global flag ******************

function VBclearFlag()

flag=0

end function

rem ********* test if reference has passed ***********

function VBrelPos(Ref, Current)

if Ref=Current then

VBRelPos="Reference"

flag=1

elseif flag=0 then

VBRelPos="Before "&Ref&" in table"

else

VBRelPos="After "&Ref&" in table"

end if

end function

// **************************************************

// *************THIS IS THE SCRIPT *****************

// *************************************************

let MaxPop=VBin('Max population in millions :');

// Ask limit

let RefCountry=VBin('Reference country :');

// Ask ref.
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let dummy=VBclearFlag(); // Clears the global flag

Load

Country,recno(),

Capital,

"Area(km.sq)",

"Population(mio)",

VBrelPos('$(RefCountry)',Country)

as RelativePos

from country1.csv

(ansi, txt, delimiter is ',', embedded labels)

where "Population(mio)" <= $(MaxPop);

80.1 パラメータの転送

ロードスクリプトとVBScript の間のパラメータの転送には、次の規則が適用されます。
l 欠けているパラメータはNULLとして渡されます。
l 実際の数式が有効な数値と評価された場合は、その数値が渡されます。実際の数式が有効な文字
列と評価された場合は、その文字列が渡されます。それ以外の場合は、NULLが渡されます。

l NULLはVT_EMPTYとして渡されます。
l 戻り値は、自然な形式で処理されます。
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81 QVサーバー上のQV ドキュメントでのマクロ
の使用

81.1 QlikView Server上のマクロ

QlikView ServerがQlikViewドキュメント内のマクロを実行できるようになりました。クライアント
サーバー環境でマクロを使用する際は、考慮する事項があります。
クライアントとしてQlikViewを使用している場合、すべてのマクロはクライアントで実行されます。
この場合は、多くの操作が許可されます。

注意!
マクロを広範囲に渡って使用すると、設計者が意図/想定する連続的なマクロ実行の代わりに、並行的
なマクロ実行という潜在的な問題を引き起こす可能性があります。

81.2 マクロ機能の制限

どのタイプのクライアントを使用する場合でも、QlikView Server環境のマクロでは、次の機能が正し
く機能します。

l 項目のクリア、選択などの論理操作
l 変数に関する操作

次の機能は、予期しない結果を招く可能性があるため、QlikView Server環境では使用されません。
l SetProperties を使用して、シートやシートオブジェクトのプロパティを制御するレイアウト操
作

l ドキュメントまたはユーザー設定を変更する操作
l スクリプトに関連するすべての操作(Reloadを含む)
l データ削除操作(ReduceData など)
l ドキュメントの保存、開くなどの操作

注意!
サーバーオブジェクトのプロパティを制御するレイアウト操作がサポートされます。

81.3 マクロトリガーの制限

以下のトリガーは、あらゆるクライアントのQlikView Server環境で通常どおり動作しますが、イベン
トトリガーをサポートしていないAJAXモードは例外です。

Document.OnAnySelect

Field.OnSelect

Field.OnChange

Field.OnUnlock

Document.OnPressMacroButton

Variable.OnChange

Variable.OnInput
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次のトリガーは、意味がないか、予期しない結果を招く可能性があるため、QlikView Server環境では
使用されません。

OnPostReduceData

OnPostReload

81.4 VBScript関数

QlikViewドキュメントのモジュールで定義されるVBScript 関数は、一般に、QlikView Serverで正し
く機能します。前のセクションで説明した一般的な機能の制限が適用されます。

81.5 サーバー側エクスポート

ボタンに関連付けられたマクロを使用して、任意のチャートの内容をサーバーのテキストファイルにエ
クスポートすることができます。この機能は、QlikViewドキュメントに追加する必要があります。マク
ロは、WebブラウザでQlikView Serverから直接実行できます。
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A 制限と要件

A.1 ロードされるデータ量の制限

QlikViewドキュメントには大量のデータをロードできます。データ量は、主にコンピュータのメイン
メモリの容量で制限されます。ただし、非常に大きなドキュメントを作成する場合は、QlikView固有の
制限に注意する必要があります。QlikViewドキュメントでは、1つの項目内の固有の値の数が
2,147,483,648を超えてはなりません。
ロード可能な項目およびテーブルの数、テーブルのセルと列の数はRAMによってのみ制限されます。
QlikView 32ビットバージョンを実行している場合、コンピュータの物理メモリには関係なく、オペ
レーティングシステムのバージョンと設定によってRAMは2、3、4GBに制限されます。64ビット
バージョンのQlikViewを実行する場合は、この制限はありません。

A.2 システム要件

QlikViewはWindows™オペレーティングシステムで動作するよう設計されています。
http://www.qlikview.com/downloadで、お使いのコンピューターでQlikViewを動作するのに必要な
ハードウェアおよびソフトウェアの要件について、読むことができます。

A.3 必要なダイナミックリンクライブラリ (DLL)

すべてのクライアントのWindows システムディレクトリに、多数のDLLが必要です。DLLは、インス
トール処理中にインストールされます。必要なdllの情報については、QlikViewディレクトリの
ReadMe ファイルを参照してください。QlikViewは、Windows インストーラとMSI技術を使用して
インストールを行います。これによって常に正しいバージョンのシステムDLLが使用されます。
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B キーボードコマンドショートカット

この章では、QlikViewのキーボードコマンドショートカットのリストを掲載します。

B.1 [ファイル] メニューコマンドのショートカット

CTRL+N [ファイル]メニューの [新規作成]と同じです。

CTRL+O [ファイル]メニューの [開く]と同じです。

CTRL+SHIFT+O [ファイル]メニューの [サーバーから開く]と同じです。

CTRL+S [ファイル]メニューの [保存]と同じです。

F12 ファイルメニューの名前を付けて保存と同じです。

CTRL+P [ファイル]メニューの [印刷]と同じです。

CTRL+SHIFT+P [ファイル]メニューの [PDF として印刷]と同じです。

CTRL+E [ファイル]メニューの [ロードスクリプトの編集]と同じです。

CTRL+R [ファイル]メニューの [リロード]と同じです。

CTRL+SHIFT+R [ファイル]メニューの [パーシャルリロード]と同じです。

CTRL+T [ファイル]メニューの [テーブルビューアー]と同じです。
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B.2 [編集] メニューコマンドのショートカット

CTRL+Z [編集]メニューの [レイアウト変更を元に戻す]と同じです。

CTRL+Y [編集]メニューの [レイアウト変更のやり直し]と同じです。

CTRL+X [編集]メニューの [切り取り]と同じです。

CTRL+C [編集]メニューの [コピー]と同じです。

CTRL+V [編集]メニューの [貼り付け]と同じです。

DEL [編集]メニューの [削除]と同じです。

CTRL+A [編集]メニューの [すべて選択]と同じです。

CTRL+F [編集]メニューの [検索]と同じです。

CTRL+SHIFT+F [編集]メニューの [高度な検索]と同じです。

B.3 [表示] メニューコマンドのショートカット

CTRL+Q [表示]メニューの [現在の選択条件]と同じです。

CTRL+G レイアウト用デザイングリッドのオン/オフを切り替えます。

B.4 [選択] メニューコマンドのショートカット

Shift+左矢印 [選択]メニューの [元に戻す]と同じです。

Shift+右矢印 [選択]メニューの [やり直し]と同じです。

CTRL+SHIFT+L [選択]メニューの [ロック]と同じです。すべての選択がロックされ
ます。

CTRL+SHIFT+U [選択]メニューの [アンロック]と同じです。すべての選択がアンロ
ックされます。

CTRL+SHIFT+D [選択]メニューの [クリア]と同じです。すべての選択がクリアされ
ます。
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B.5 [設定] メニューコマンドのショートカット

CTRL+ALT+U [設定]メニューの [ユーザープロパティ]と同じです。

CTRL+ALT+D [設定]メニューの [ドキュメントプロパティ]と同じです。

CTRL+ALT+S [設定]メニューの [シートプロパティ]と同じです。

CTRL+ALT+V [設定]メニューの [変数一覧]と同じです。

CTRL+ALT+E [設定]メニューの [数式一覧]と同じです。

B.6 [ブックマーク] メニューコマンドのショートカット

CTRL+B [ブックマーク]メニューの [ブックマークの追加]と同じです。

CTRL+SHIFT+B [ブックマーク]メニューの [ブックマークの整理]と同じです。

B.7 [ツール] メニューコマンドのショートカット

CTRL+M [ツール]メニューの [モジュールの編集]と同じです。

CTRL+ALT+A [ツール]メニューの [アラート]と同じです。

B.8 [オブジェクト] メニューコマンドのショートカット (リストボッ
クス、統計ボックス、開かれているマルチボックス)

CTRL+L [オブジェクト]メニューの [ロック]と同じです。アクティブなオブジェ
クトの選択をロックします。

CTRL+U [オブジェクト]メニューの [アンロック]と同じです。アクティブなオブ
ジェクトの選択をアンロックします。

CTRL+D [オブジェクト]メニューの [クリア]と同じです。アクティブなオブジェ
クトの選択をクリアします。

ALT+ENTER [オブジェクト]メニューの [プロパティ]と同じです。アクティブなオブ
ジェクトの [プロパティ]ダイアログを開きます。

B.9 スクリプト用キーボードショートカット

スクリプト内で利用できるキーボードショートカットのリストを生成するには、スクリプトパネルで
Ctrl+qsc を入力します。
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CTRL+G ロードスクリプトの[指定行への移動]ダイアログを開きます。

CTRL+K、C スクリプトの行をコメント設定します。

CTRL+K、U スクリプトの行をコメント解除します。

CTRL+Q、T、A スクリプト内にタブを追加します。

CTRL+Q、T、P アクティブなタブを左へ移動します。

CTRL+Q、T、D アクティブなタブを右へ移動します。

CTRL+Q、T、N アクティブなタブの名前を変更します。

CTRL+Q、T、R アクティブなタブを削除します。

CTRL+Q、Q 自動生成スクリプトを作成します。

CTRL+Q、U、I [Unicode input utility] ダイアログを開きます。

CTRL+Q、J、P、G jpegファイルから属性を読むためのスクリプトを作成します。

CTRL+Q、M、P、3 mp3ファイルから属性を読むためのスクリプトを作成します。

CTRL+Q、W、M、A wmaファイルから属性を読むためのスクリプトを作成します。

B.10 ファンクションキーのキーボードショートカット

F1 コンテキスト依存ヘルプを起動します。

F3 検索可能なオブジェクトがアクティブな場合は、検索モードになります。

F6 現在アクティブなタブの左隣のシートタブをアクティブにします。

F7 現在アクティブなタブの右隣のシートタブをアクティブにします。

F12 ファイルメニューの名前を付けて保存と同じです。

CTRL+F6 左端のシートタブをアクティブにします。

CTRL+F7 右端のシートタブをアクティブにします。
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C アプリケーションパフォーマンスの最適化

C.1 はじめに

一般に、小規模または中規模のQlikViewアプリケーションでは、アプリケーションの設計中にパフ
ォーマンスを心配する必要はありません。データが多くなるに従って、アプリケーションの設計が不十
分だと、時間とメモリの制約が目立つ場合があります。簡単な設計の変更によって大幅にパフォーマン
スを向上させることが可能です。この付録では、ありがちな落とし穴を指摘し、その改善法を提案しま
す。
一般に、"問題"をアプリケーションオブジェクトからスクリプトドリブンデータベースに移動する
と、パフォーマンスが向上します。多くの場合、これには長所と短所があります。応答時間は向上しま
すが、アドホックな機能は低下します。以下の推奨事項は、すべての場合に適しているわけではありま
せん。アプリケーションの状態が全般的によくなる場合、または違いがあまりない場合に使用してくだ
さい。
以下に、問題に対応するために適用する方法の例を示します。問題について説明し、便利なQlikView
機能を紹介します。どの方法が最適かを推奨することはできませんが、重要度が高い順に例を説明しま
す。

C.2 Count (Distinct 'FieldName')

一般に、Count(distinct fieldname)は、特に検定項目では、パフォーマンスを必要とする操作です。
可能な場合は、スクリプト内でユニークな値が読み取られるたびに値"1"を割り当てることで、count
()とdistinct 修飾子を sum()に置き換えます。
スクリプトは次のようになります。

Load

Alfa,

if (peek('Alfa')=Alfa,0,1) as Flag1,

Num

resident table_1

order by Alfa Asc;

ここで、"peek" は、読み取ったAlfa の値を直前に読み取った値と比較します。値が同じ場合
は、"Flag" が 0に設定されます。異なる場合は、"Flag" が 1に設定されます。ユニークな値の数
は、sum(Flag) と等しくなります。リストをソートする必要があることに注意してください。Load
resident で "order by" を使用すると、読み取りを開始する前にQlikViewによってリストがソートされ
ます。
別の方法:

Load distinct

Alfa,

Alfa as AlfaDist

resident table_1;
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ここでは、Count( DistinctAlfa ) を単純なカウントCount( AlfaDist ) に置き換えることができま
す。Alfa が 2回読み取られることに注意してください。1回目は元の名前で元のテーブルにリンクさ
れ、もう1回はCount() のために新しい名前で読み込まれます(Count() では項目をリンクできませ
ん)。他のすべての項目は、distinct 句に悪影響を与えないように削除する必要があります。3つ目の方
法は"Alfa" のユニークな値にそれぞれ数値を付けます。

table_2:

Load

Alfa,

Autonumber(Alfa) as AlfaNum,

Num

resident table_1;

Count( Distinct AlfaNum ) は、数値の比較なので、Count( Distinct Alfa ) より負荷の小さい演算で
す。さらに簡単な方法は、autonumber関数の最後の(最大の)結果を調べることです。

set AlfaDistinctCount = peek( ‘AlfaNum’, -1, ‘table_2’ );

これはスクリプトまたは数式の場合です。
max( AlfaNum)

これはレイアウトオブジェクト内の場合です。

C.3 If ( Condition(Text),....)

一般に、テキストを比較する句は時間がかかります。解決方法として、autonumberなどを使用してテ
キストを数値にマップしたり(前のセクションの例を参照)、スクリプト内でテストを行います。
テキスト文字列のテストは、数値のテストより遅くなります。次の数式について考えます。

If (Alfa= ‘ABC’, ‘ABC’, left (Alfa, 2))

柔軟性を損なわずにスクリプト内で直接テストを実行できます。
Load

*,

If (Alfa = ‘ABC’, 1, 0) as Flag

resident table_1 ;
数式は次のようになります。

If ( Flag = 1,’ABC’, left (Alfa, 2))

テストはかなり簡単になります。

C.4 Sum ( If (Condition, ‘FieldName’...))

ここでは、集計がテーブルの軸とは無関係で、結果がテーブルの複数の軸に分散します。この問題に
は、スクリプト内でテストを行い、テーブル内で集計するか、スクリプト内ですべての演算を行うこと
で対処できます。これには、intervalmatch、group by、peek、if....then....elseなどの多くの方法
があります。
この例では、"Condition" のテストと結果の集計の2つの手順を行います。前の例に集計を追加しま
す。
Sum ( If (Alfa= ‘ABC’, Num*1.25 , Num) )
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Load

*,

If (Alfa = ‘ABC’, 1, 0) as Flag

resident table_1 ;

数式は次のようになります。
Sum ( If ( Flag = 1, Num* 1.25 , Num ) )

集計をスクリプト内で次のように直接実行することもできます。
table_2:

Load

*,

If (Alfa = ‘ABC’, 1, 0) as Flag

resident table_1 ;

table_3:

Load

Alfa,

If ( Flag = 1, Num* 1.25 , Num ) as NewNum

resident table_2 ;

table_4:

Load

Alfa,

Sum( NewNum ) as SumNum

resident table_3

group by Alfa ;

注意！
Alfa がテスト内の軸なので、集計はAlfa に対して行われます。

C.5 If ( Condition, Sum(‘FieldName’)..)

この構文は、前の例との違いを強調する目的でここに入れました。この集計は完全にコンテキスト目的
です。一般にはパフォーマンスの問題が発生しません。

C.6 If ( Condition1, Sum(‘FieldName’), If (Condition2,
Sum(‘FieldName’)... ... ..

ネストされた If...then else...ロジックは、概念的には簡単ですが、しばしば対処しにくい問題の元に
なります。数百のネストレベルが含まれていた例もあります。これはメモリとCPUの両方を集中して
使用します。この"Condition" は、変換によって置き換えが可能なことがよくあります。典型的な例
は、quantity*priceの集計です。price は変数です。これは、"拡張 intervalmatch" で処理できます。
たとえば、次の2つの条件“A AND B” が満たされる場合、このテストは1つの条件"C" に置き換える
ことができます。
例：
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sum((GAC12_STD_COST * GAC15_EXCHANGE_RATE) * GIV24_DISP_QTY)

これは次を置き換えます。

Sum(

If((GAC12_EFCT_DT<= GIV23_REJ_DT and

GAC12_EXPIRE_DT>GIV23_REJ_DT) and

(GAC15_EFCT_DT<= GIV23_REJ_DT and GAC15_EXPIRE_DT>GIV23_REJ_DT),

GAC12_STD_COST * GAC15_EXCHANGE_RATE) * GIV24_DISP_QTY,

Null()))

と

Sum(

If(GAC12_EFCT_DT<= GIV23_REJ_DT,

If(GAC12_EXPIRE_DT>GIV23_REJ_DT,

If(GAC15_EFCT_DT<= GIV23_REJ_DT,

If(GAC15_EXPIRE_DT>GIV23_REJ_DT,

(GAC12_STD_COST * GAC15_EXCHANGE_RATE) * GIV24_DISP_QTY,

Null())))))

そのために、項目GAC12_STD_COSTおよびGAC15_EXCHANGE_RATEをSCD (穏やかに変化する
軸)として読み取ります( SCD (穏やかに変化する軸)の問題を拡張されたIntervalMatch構文を使用し
て解決(477ページ)を参照してください。)

C.7 テキストのソート

QlikViewは、項目を数値、テキスト、汎用のどれとして処理するか自動的に評価します。テキストとし
て評価された項目は、ソート操作に最も時間がかかるテキストとしてソートされます。これを load
orderでソートするように手動で置き換えることができます。リストボックスなどでソートが必要でな
い場合は、無効にします。
QlikViewは、文字と数値が混在する文字列を、アルファベット順にソートします。つまり、従来
のASCIIコードのみのソート順とは異なり、数字は数値順にソートされ、非数字はASCIIコード順にソー
トされます。例：

ASCII ソート アルファベットソート

A1 A1

A10 A4

A11 A5

A30 A6

A4 A10

A5 A11

A6 A30
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C.8 動的なキャプションおよびテキストオブジェクト

テキストを入力できるほぼすべての場所に、動的計算式を入力できます。ただし、数式の評価に必要な
リソースは、環境によって異なります。数式ダイアログで定義されるチャートおよびテーブル内の数式
は、オブジェクトが表示されるときとデータが変更されるときにのみ計算されます。したがって、オブ
ジェクトが最小化されている場合は計算されません。
一方、オブジェクトのタイトルが計算される場合は、何らかの変更が発生するたびに計算が実行されま
す。表示条件、計算条件などを定義する方法も多くあります。このようなテストも毎回実行されます。
ある数式は他の数式より負荷が大きく、評価回数が多くなるとさらに負荷が大きくなります。非同期の
計算の導入によってこの動作は変化しており、それらの効果もアプリケーション内でわかりやすくなっ
ています。
Now()、Today()などの時間関数は、再計算が必要な場合に必ず評価されます。特に、Now()関数
は、毎秒アプリケーションで再計算されるため、負荷が大きくなります。
例を挙げます。

If ( ReloadTime()+3>Now(), 'Old Data', 'New Data')

次の例もあります。
If ( ReloadTime()+3>Today(), 'Old Data', 'New Data')

簡単なテストとして、これらの数式をテキストボックスに置きます。Now()が中にあるテキストボッ
クスをサイズ変更してみてください。

C.9 マクロのトリガー ("変更時")

マクロは、アプリケーション内で発生するほとんどのイベントでトリガーするように設定できます。あ
るイベントが次のイベントをトリガーし、それがさらに次のイベントをトリガーするようなイベントの
カスケードまたは再帰的なイベントに注意してください。
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D よくある質問

D.1 インストール

Q：QlikViewをインストールするために必要なものは何ですか?
A：QlikViewインストールパッケージはWindows インストーラ技術を使用します。システムでバージ
ョン3.1以降が実行されている必要があります。このパッケージがシステム管理者によって導入ツール
を使用して導入されていない場合、インストールを実行するアカウントは、管理者権限を持つ必要があ
ります。

Q：Windows インストーラとは何ですか?
A：Windows インストーラは、Windows システム上のソフトウェアのインストール、変更、修復、お
よび削除のために使用されるソフトウェアコンポーネントです。インストールパッケージ(msi) は、
データベースとインストールされるファイルで構成されます。

Q：QlikViewがインストールにmsiとWindows インストーラを使用する理由は何ですか?
A：Windows インストーラとmsiパッケージを使用すると、他のプログラムやWindows と競合しない
方法でプログラムをインストールできます。後でQlikViewを削除する場合も、確実にアンインストー
ルできます。Windows インストーラとmsiパッケージは、Microsoft が推奨するインストール方法で
す。Windows 用ソフトウェア製品の認証には、必ずWindows インストーラとmsiパッケージが必要
です。

Q：自分のWindows インストーラのバージョンはどうすればわかりますか?
A："Windows\system32" フォルダ内の"msi.dll" というファイルを探し、プロパティを開いて、[
バージョン情報]もしくは同等のページに移動します。

Q：Windows インストーラのバージョンが古いのですが、どこで最新のバージョンを入手できますか?
A：最新のバージョンはMicrosoft ホームページにあります。

Q：インストールで重要なシステムファイルが上書きされますか?
A：いいえ。ファイルの上書きは、Windows ファイル保護規則を使用するWindows インストーラサー
ビスによって処理されます。この規則の詳細については、Microsoft ホームページを参照してくださ
い。

Q：Windows インストーラに関する詳細な情報はどこで参照できますか?
A：インターネット上にWindows インストーラに関する役立つホームページがあります。いくつかを
紹介します。
msdn.microsoft.com
www.itninja.com
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D.2 QlikView ドキュメント

Q：必要なRAMはどれくらいですか?必要なRAMをデータ容量から見積もる簡単な方法はありますか?
A：いいえ。必要なRAMはデータ構造とデータの種類によって異なります。データ行が増え、各レコー
ドが大きくなると(項目の数が増えると)、必要なRAMも増えます。項目にユニーク値の数が増える
と、ユニーク値の数が少ない場合より必要なRAMは増えます。計算時にRAMを多く必要とするチャー
トもあります。

Q：QlikViewではドキュメントサイズに論理的な制限がありますか?
A：32ビットのWindows 環境では、2GB (Windows Advanced Serverでは3GB) 以上の仮想メモリ
がQlikViewに割り当てられることはありません。そのため、これは非常に明確な制限です。この制限
をレコード数に換算することはできません(上の質問を参照)。QlikView 64ビットエディションで
は、2GBの制限はなくなります。通常、スクリプトの実行時には、レイアウトの作業時と比較して3
～4倍のメモリを使用します。64ビットエディションのQlikViewでスクリプトを実行し、32エディ
ションのQlikViewでドキュメントを使用する方法は、多くの場合有効です。

Q：2GBのRAMがありますが、1GBのドキュメントを開こうとすると、"メモリ不足"というエラー
メッセージが表示されます。何がいけないですか?
A：QlikViewドキュメント内の各テーブルには、連続したメモリを割り当てる必要があります。ロード
されたdllなどによってメモリが断片化すると、メモリの割り当てに失敗し、修正を求めるエラーメッ
セージが表示されます。この動作は、コンピュータによって異なります。

Q：QlikViewで実際のユーザーはどれくらいの大きさのドキュメントを実行できますか?
A：512MB程度のRAMを備えた標準的なPCで実行される場合、QlikViewは標準的なトランザクショ
ンデータを数百万行処理できます。このマニュアルの作成時点(2008年5月)では、64ビットバージ
ョンのQlikViewを数ギガバイトのRAMを搭載した大型サーバーで実行する場合、最大10億行 (集計
なしの完全なトランザクション明細レベル)をカスタマアプリケーションで処理できます。

Q：旧バージョンのQlikViewで作成されたQlikViewドキュメントを新しいバージョンのQlikViewで
実行できますか?
A：はい。バージョン7.52以降で作成されたすべてのファイルを読み取ることができます。それより前
のバージョンのQlikViewからファイルを変換する必要がある場合は、QlikView 7.52が必要です。プロ
グラムのベンダーから無料のコピーをお取り寄せください。QlikView 11は、QlikView 7、8、9および
10とファイル形式が同じです。

Q：QlikView 11で作成したQlikViewドキュメントを旧バージョンのQlikViewで実行できますか?
A：通常は「はい」です。QlikView 11ファイルは、QlikView 10、9、8および7で直接使用できま
す。また、QlikView 11ではファイルをQlikView 10、9、8および7形式で保存できますが、以前の
バージョンでサポートされない書式や機能は失われます。
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D.3 スクリプトとデータのロード

Q：QlikViewスクリプトで複数のBinaryステートメントを使用できますか?
A：残念ながら使用できません。バイナリロードは、非常に特殊なロジックを使用して既に一度処理さ
れてQlikViewに格納されているデータを他のQlikViewドキュメントに読み取ります。使用される"解
凍"では、メモリを"白紙に戻す"必要があるため、Binaryステートメントはスクリプト内の最初のス
テートメントでなくてはなりません。そのため、スクリプトで2回以上Binaryを使用することはでき
ません。ただし、QVDファイルを使用して、Binaryと同じ速度で複数のQlikViewドキュメントから
データを取得して統合できます。

Q：自動結合の要件は、項目名が同じであることだけですか?
A：はい。このような結合を関連付けと言います。

Q：項目名が異なる2つの項目を自動結合できますか?
A：はい。ただし、スクリプト内でALIASステートメントまたはAS句を使用して、いずれかの項目を
名前変更する必要があります。項目名の変更(464ページ)を参照してください。

Q：テキストファイルで、Where 句、Group by句などのSQL風の構文を使用できますか?
A：QlikViewは、SQL構文の大部分と他の機能を含む豊富なスクリプト言語をテキストファイルに提供
します。

Q：バイナリのQlikViewファイルで、Where 句、Group by句などのSQL風の構文を使用できますか?
A：いいえ。

Q：内部テーブル間の関連付けと、join修飾子が前に置かれた loadまたはselect ステートメント
と、select ステートメント内の joinの違いは何ですか?
A：関連付けは、ドキュメント内の項目値をクリックした場合に評価される内部テーブル間の結合で
す。QlikViewは、異なるテーブルに共通する項目があった場合に自動的にこの関連付けを作成します。
残りの2つの結合は、スクリプトの実行中に作成され、新しい論理テーブルが作成されます。このよう
な場合、元のテーブルは論理テーブルとしてロードされません。
さらに、select ステートメント内の joinでは、通常はキー項目が両方のテーブルにあるレコードのみ(
内部結合)をロードします。前の2つでは、いずれかのテーブルにキー項目があるレコードも含まれま
す(完全な外部結合)。

Q：固定レコードのテキストファイルからデータをロードするにはどうすればよいですか?
A：QlikViewのテーブルファイルウィザードを使用します。ファイルウィザード：種類(243ページ)
および ファイルウィザード：種類-固定長レコード(245ページ)を参照してください。

Q：変更されたデータのみをロードしてQlikViewドキュメントを更新できますか?
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A：はい。増分リロードの手順については、QVDファイル(493ページ)を参照してください。

Q：WebページからQlikViewにテーブルを読み取れますか?
A：はい。HTMLでテーブルとしてコーディングされている場合は、テーブルファイルウィザード(フ
ァイルウィザード：種類- HTML (248ページ)を参照)でテーブルを抽出できます。HTMLページに正
確な書式のテーブルタグがない場合でも、通常はsubfield および textbetweenスクリプト関数を使用
してデータを抽出できます。

D.4 QlikViewロジック

Q：特定のリストボックスでレコード数を表示できないのはなぜですか?
A：このような問題が発生するリストボックスには、複数の内部テーブルに共通する項目が含まれま
す。そのため、QlikViewには、項目のレコード数などの統計対象を計算する方法がわかりません。この
問題を解決するには、メインのテーブルから新しい名前で項目をもう一度ロードし(レコード数を表示
するため)、リストボックス内に項目のレコード数を表示します。ラベル機能を使用すると、エンド
ユーザーにはこの仕組みがわかりません。

Q：統計ボックスにn/a だけがたくさん表示されるのはなぜですか?
A：その統計ボックスには、複数の内部テーブルに共通する項目が含まれます。前の質問の回答を参考
にしてください。

Q：チャート内の数式の特定の項目を使用できないのはなぜですか?
A：その項目は複数の内部テーブルに共通しています。前の2つの質問の回答を参照してください。

Q：統計ボックスにユニーク値の数を表示するにはどうすればよいですか?
A：load / select ステートメントでdistinct 句を使用します。

Q：[リストボックスプロパティ]ダイアログのANDモードオプションは、どのような場合に有効にな
りますか?
A：ANDモードオプションは、QlikViewロジックの理論に従った非常に厳密な条件下でのみ使用でき
ます。ANDモードを有効にするには、項目が次の条件を満たす必要があります。
- 1つの内部テーブルにのみ存在する
- 2つの項目のみを持つテーブルの2つ目の項目である
-重複したレコードが存在しない
- distinct 修飾子で始まる必要がある

Q：リストボックス内の値の選択にANDとORのロジックを混在できますか?
A：いいえ。QlkViewロジックでは禁止されています。
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Q：リストボックス間でORロジックを使用できますか?
A：間接的にのみ使用できます。高度な代替案は、セマンティックリンクを使用してリストボックス内
の選択を他の項目に変換することです。次に、元のボックスの選択を変更し、Ctrlを押しながらセマン
ティックリンクをクリックして、2つの選択間のORを実現します。最終的な結果は、セマンティック
リンクを逆にすると変換できます。

Q：複数の info ファイルを画像やテキストファイルなどの1つの値にリンクできますか?
A：はい。ただし、項目の重複が使用される場合のみです。QlikViewの各項目は、1つの info ファイル
にのみリンクできます。

Q：たとえば、"002"、"02"、"2" が同じ値として解釈される場合があるのはなぜですか?
A：QlikViewではこの例のすべての値は同じ数値となります。原則として、QlikViewはすべてのデータ
を数値変換します。数値変換が可能な場合は、その数値が関連付けに使用されます。ただし、スクリプ
ト内で項目に変換関数 text() を使用すると、値は厳密なテキスト値として扱われます。その場合、上の
例の値は、異なる3つの値に変換されます。

Q："ループ"または循環テーブル構造とは何ですか?
A：項目の関連付けがテーブル構造間で永遠に終わらない循環になる場合は、ループと呼ばれます。こ
の現象を説明するもう1つの方法は、2つの項目間に、テーブル構造を経由する複数の異なるルートが
あるということです。データの解釈方法があいまいになるため、可能な限りループを避ける必要があり
ます。ほとんどの場合、ループはデータベース設計が適切でなかった結果として生じますが、避けられ
ない場合もあります。QlikViewは、スクリプトの実行中にループが発見された場合は警告を表示し、疎
結合テーブルを使用して問題を解決するように求めます。詳細については、循環参照(133ページ)を参
照してください。

D.5 レイアウト

Q：キャプションがないシートオブジェクトを上端でサイズ変更できないのはなぜですか?
A：シートオブジェクトのキャプションをオフにした場合、上枠線はシートオブジェクトの移動に使用
されます。シートオブジェクトの上端角を代わりに使用してサイズ変更を行います。

Q：枠線をドラッグしようとしてもテーブルを右に広げられないのはなぜですか?
A：テーブルの右枠線では、2つの操作が行えます。テーブルの枠線をドラッグする場合は、テーブル内
に表示できる外側の境界がサイズ変更されます。ただし、テーブル内のすべての列の幅の合計より外側
フレームを大きくすることはできません。一番右の列をサイズ変更するには、外側の枠線のすぐ左に
カーソルを置きます。外側フレームが列の中間に位置しないようにしてください。その場合は、スク
ロールバーを使用して、列の右枠線を外側フレーム上に置きます。シートオブジェクトの実際の外側フ
レームを確認するには、デザイングリッドを使用します。

Q：QlikViewドキュメントのシートオブジェクト内の項目の名前を変更できますか?
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A：はい。各シートオブジェクト内の各項目のラベルを設定できます。

Q：最小化できるシートオブジェクトはどれですか?
A：すべての種類のシートオブジェクトを最小化できます。ただし、ボタン、テキストオブジェクト、
線/矢印オブジェクトなどのシートオブジェクトは、このオプションがデフォルトでオフになっていま
す。

Q：シート上で最小化されたオブジェクトを移動できますか?
A：はい。シート上の任意の場所に自由に移動でき、一定の制限内でサイズ変更もできます。

D.6 他のユーザーとのQlikView ドキュメントの共有

Q：自分のQlikViewドキュメントをサーバーに置き、他のユーザーと共有できますか?
A：はい。登録されているQlikViewライセンスを所有する受信者がそのサーバーディレクトリにアクセ
スする場合は可能です。

Q：QlikViewを実際のクライアント/サーバーモードで使用できますか?
A：はい。QlikView Serverが必要です。

Q：自分のドキュメントへのリンクをWebページに置き、他のユーザーにネットからアクセスしてもら
うことはできますか?
A：はい。登録されているQlikViewライセンスを所有する受信者がそのWebページにアクセスする場
合は可能です。

Q：自分のドキュメントを他のユーザーに電子メールで送信できますか?
A：はい。受信者が登録されているQlikViewライセンスを所有している場合は可能です。

Q：自分のドキュメントを特定のユーザーが使用できないようにすることはできますか?
A：はい。ドキュメントに"セクションアクセス" ( Section (332ページ)と アクセス制限テーブルウ
ィザード(239ページ)を参照)を追加すると、使用できるユーザーを定義できます。

Q：他のユーザーがスクリプトを表示や変更できないようにすることはできますか?
A：はい。"セクションアクセス"では、一部のユーザーにADMINアクセスレベルを与え、他のユー
ザーにはUSERアクセスレベルを与えてスクリプトを隠すことができます。セキュリティ(501ペー
ジ)を参照してください。

Q：アクセス権の情報はどこに保存するのですか?
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A：情報は保護されている装置上にテキストファイルとして、または、データベースのテーブルとして
保存されます。ロードスクリプトに inline ステートメントとして保存することも可能です(インライン
データウィザード(237ページ)を参照してください)。

Q：多人数のユーザーグループ向けに各個人用のコピーを自動的に作成できますか?
A：はい。QlikView Serverの拡張モジュール機能であるQlikView Publisherが必要です。
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E データ保護問題

以下の説明は、既存のデータベース管理システム(DBMS) が存在し、QlikViewが出力ツールとして使
用されていることを前提としています。ただし、この説明は、テキストファイル形式の未加工データに
も当てはまります。

E.1 データセキュリティと統合

通常、データ保護には複数の意味があります。入力されたデータが誤って変更されたり破壊されないよ
うにすること、データが正しい方法で入力されるようにすること、承認されていないユーザーにデータ
を共有されないようにすることなどを意味します。
整合性とセキュリティという用語は、しばしばこの文脈で使用され、2つの概念は一見同じようにも見
えますが、実際にはかなり異なります。セキュリティは未承認のアクセスに対するデータの保護を意味
し、整合性はデータの有効性を意味します。つまり、

l セキュリティは、ユーザーが実行しようとすることを実行できるように許可することです。
l 整合性は、ユーザーが実行しようとすることを正しく実行できるようにすることです。

データ整合性のための仕組みはDBMSから提供されるため、ここでは、主にデータセキュリティにつ
いて説明します。

E.2 データを変更する権限

セキュリティの最初のステップは、ユーザーが不注意でデータを消去したり、変更することができない
ようにすることです。マルチユーザーシステムでは、これは適切に保護されたオペレーティングシステ
ムとデータベース管理システムを使用することを意味します。このようなPC用のオペレーティングシ
ステムの例としては、Windows NTやNovell があります。データベース管理システムの例として
は、ORACLE、SQL Server、Informixがあります。
データがオペレーティングシステムによって保護されない場合は、常に誤ってデータが削除される可能
性があります。このことは、ファイルがパスワード保護されている場合でも当てはまります。
次のステップは、認証されたユーザーの権限を設定することです。適切に設定されたシステムでは、適
切なツールを使用しないとデータを操作できません。このツールとは、ユーザーが実行しようとしてい
ることを実行することが許可されているかどうかをチェックするためのツールです。
シングルユーザーの場合は、セキュリティの問題の大部分は存在しません。通常は、定期的にデータフ
ァイルをバックアップするだけで十分です。

E.3 データを表示する権限

データセキュリティの最後の問題は、機密情報を処理する場合のセキュリティです。今までのセキュリ
ティの問題はデータを変更する権限に関するものでしたが、この問題はデータを表示する権限に関する
ものです。大部分のデータベース管理システムには、データベース内のデータをユーザーから見えない
ようにする手段が組み込まれています。だたし、ユーザーがQlikViewファイル内のデータのコピーを
見ることを防ぐことはできません。このため、QlikViewは、承認されていないユーザーがデータを表示
できないようにする手段を備えています。ただし、QlikViewのアクセス制限ツールは、データを表示す
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る権限のみを制御することに注意してください。QlikViewでは、他のツールでユーザーがデータを破壊
することは防げません。これができるのはオペレーティングシステムだけです。

E.4 データ整合性

データの整合性は、構造化されたデータの流れを意味します。統一された方法でデータが入力されるよ
うにデータの入力手順を設定する必要があります。このためのよい方法は、DBMSでフォームを設計す
ることです。また、フォームでユーザーが無効な値(存在しない顧客番号など)をデータベースに入力で
きないようにします。
シングルユーザーのデータベースで作業する場合は、複数の人間が同時にデータベースを使用しないよ
うに注意する必要もあります。マルチユーザーのデータベースでは、その名前からわかるように、複数
のユーザーが同時にデータベースを編集しても処理できます。
この問題に関連する他の側面として、ファイルまたはデータベースがオリジナルか、それともコピーか
を理解しておく必要があります。この理解がないと、間違いなくデータベースのコピーにデータを入力
し始めるユーザーが出てきます。
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F 疎結合テーブルの意図的な作成

いくつかの特別な状況では、一部のデータを通常のQlikViewロジックから切断した方がよいかもしれ
ません。疎結合テーブルを使用すると、ひとつの項目の選択を制限してテーブル内の他の項目に伝達す
ることができます。
テーブルを疎結合になるよう設定するには、[ドキュメントプロパティ]ダイアログを開いて [テーブ
ル]タブを選択します。
この章には、疎結合テーブルでQlikViewロジックがどのように変わるかという例が含まれています。
次の3つのテーブルボックスは、それぞれQlikViewに読み取られるテーブルを表しています。

項目Bの値2を選択した場合は、次のようになります。

選択はすべてのテーブルに伝わり、関連のない値は除外されます。
ここでこの選択のまま、テーブル2を疎結合にしてみます。つまり、ロジックは、テーブル2の項目A
とCの間で切断されます。結果は次のようになります。

ここでテーブル2はテーブルボックスであり、テーブルそのものではないことに注意してください。
テーブルボックスには、テーブルの各列の各項目間のすべての可能な組み合わせが表示されます。項目
AとCの間にロジックが存在しないので、それぞれの絞込値のすべての組み合わせが表示されます。

例：
以下の3つのテーブルは典型的な構造です。1つのトランザクションテーブルと2つの軸テーブルがあ
り、それぞれが1つの項目で関連付けられています。

ピボットテーブルを使うと、毎年の売上と製品グループを視覚化できます。ピボットテーブルの隣にあ
る2つのリストボックスには軸項目が含まれています。
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これは正確なピボットテーブルですが、QlikViewロジックの効果により、望ましくない結果になる可
能性があります。2012年を選択すると、以下の結果を得られます。

製品グループZはピボットテーブルでは非表示になります。項目ProdGrpの値Zは、項目Yearの値
2000を選択したことによって除外されているので、これは当然のことです。しかし、2012年の売上を
分析する際は、製品グループZが存在し、2012年に売れなかったことを明らかにするために、チャー
トのsum(Amount) 列にZを0で表示するとよいでしょう。
2つの項目Yearと ProdGrpがお互いに関係なく、Trans テーブルを介して関連付けられているだけな
ので連携しないことを示すことができます。これは、Trans テーブルを疎結合として宣言し、ピボット
テーブルのレイアウトを変更することによって対処できます。

Yearリストボックスの選択は、ProdGrpリストボックスのいかなる値にも影響しないことに注目して
ください。

注意：
[0 値を隠す]が、[チャートプロパティ]ダイアログの [プレゼンテーション]タブにある軸向けに選
択されていないことを確認してください。

参照項目：

循環参照(133ページ)
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QlikViewコマンドライン構文(コマンドライン構文(40ページ)を参照)と スクリプト構文(271ペー
ジ)は、BNF (Backus-Naur Formalism: バッカスナウル形式)という表記で説明されます。このマニ
ュアルで使用するBNF コードについて簡単に説明します。
シンボルの解釈

| 論理or。両側のいずれかのシンボルを使用できます。

( ) かっこは手続きを定義します。BNF 構文の構造に使用されます。

[ ] 角かっこ。囲まれた項目はオプションです。

{ } 中かっこ。囲まれた項目を0回以上繰り返せます。

シンボ
ル

非終端構文カテゴリ。さらに他のシンボルに分割できます。つまり、上の内容、他の非終
端シンボル、テキストの文字列などの組み合わせです。

::= シンボルを定義するブロックの開始のマークです。

load 1つのテキスト文字列からなる終端シンボル。このとおりにスクリプトに書き込む必要が
あります。

非終端シンボルは斜体で表記され、すべての終端シンボルは太字フォントで表記されます。たとえ
ば、"(" は手続きを定義するかっことして解釈され、"(" はスクリプトで出力される文字として解釈され
ます。

例：
aliasステートメントは次のように記述されます。
aliasfieldnameasaliasname { , fieldname as aliasname }
これは、テキスト文字列 alias、任意の項目名、テキスト文字列 as、任意のエイリアス名の順で続くと
解釈されます。任意の数の fieldnameasaliasnameの組み合わせをカンマで区切って指定できます。
たとえば、次のステートメントは有効です。

alias a as first;

alias a as first, b as second;

alias a as first, b as second, c as third;

次のステートメントは無効です。
alias a as first b as second;

alias a as first {, b as second};
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[

[ロード スクリプトの編集] ダイアログ
ロードスクリプトを編集するためのテキストエディタ。

A

aggr 関数
aggr( ) 関数は、ネストしている集計で使用される関数です。最初のパラ
メータは集計関数、つまり内側の集計関数である必要があります。その結果
は、次に外側の集計関数によって集計されるレコードのセットです。例:
Sum( Aggr( Count(...), ...))

AJAX
"Asynchronous JavaScript and XML" の略。対話型のWeb アプリケーショ
ンを作成する開発技術です。「QlikView AJAX Zero Footprint クライアン
ト」も参照してください。

ASCII
American Standard Code for Information Interchange。コンピュータの
標準文字セット。

B

biff
Excel ネイティブ形式。

C

crosstable
クロステーブルをロードするために使用されるQlikViewスクリプトのプレ
フィックス。
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CSV
CSV は、カンマ区切り値ファイルのファイル拡張子。テーブルをテキストフ
ァイルとして保存するときに使用されます。

D

DBMS
DBMS (データベース管理システム)。データベース内のデータの保存と変更
に使用されるデータベースプログラムです。

G

generic
汎用のデータベースを解凍してロードするために使用されるQlikViewスク
リプトのプレフィックス。

I

intervalmatch
不連続値を間隔に対応させるために使用されるQlikViewスクリプトのプレ
フィックス。

J

join
2 つのテーブルを使用し、それらを 1つに結合する操作。作成されるテーブ
ルのレコードは、通常、元の 2つのテーブルのレコードの組み合わせです。
このとき、生成されるテーブル内の特定の組み合わせに関係する 2つのレ
コードが 1つ以上の共通項目に共通の値を持っています。そのため、"自然結
合"と言います。QlikViewでは、結合はスクリプトで実行され、論理テーブ
ルが作成されます。Inner join、Left join、Right join、およびOuter join の
操作を使用できます。
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K

keep
2 つのテーブルを使用するスクリプト操作。join と同様に、keep 操作は、も
う一方のテーブルに一致する値を持つ値を維持しますが、2つのテーブルを
1つのテーブルに結合しません。Inner keep、Left keep、および Right
keep の操作を使用できます。

L

load
ファイルまたは select ステートメントからデータをロードするために使用さ
れるスクリプトステートメント。Load ステートメントはQlikViewによって
評価され、Select ステートメントはODBC ドライバまたはOLE DB プロバ
イダによって評価されます。

M

mapping
スクリプト開発者がルックアップテーブルを使用できるようにする
QlikViewスクリプトのプレフィックス。

O

OCX 代替コントロール
カスタムオブジェクトを介してQlikViewレイアウトに組み込まれるウィン
ドウなしのOCX コントロール。OCX 代替コントロールは、ユーザーまたは
サードパーティによってプログラムできます。「カスタムオブジェクト」も
参照してください。

ODBC
Open DataBase Connectivity。アプリケーションがデータベースと通信す
る方法の 1つです。ODBC ドライバは、QlikViewなどのODBC 対応プログ
ラムが特定のデータソースにアクセスして dBASE などの他の形式で作成さ
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れたデータを取得できるようにする 1つ以上のシステムダイナミックリン
クライブラリ (DLL) です。

OLE DB
Object Linking and Embedding for Databases。アプリケーションがデータ
ベースと通信する方法の 1つです。このインターフェースを介してさまざま
な種類のデータソース、特にODBC データソースを読み取ることができま
す。

ooxml
Excel 2007 のファイル形式 (OpenXML)。

Q

QlikView (.qvw) ファイル
バイナリ形式で保存される、デフォルトの拡張子 qvwの QlikViewファイ
ル。ドキュメントとも呼びます。

QlikView AccessPoint
社内QlikViewドキュメントへの集中アクセスポイント。QlikView Server
が必要です。

QlikView AJAX Zero Footprint クライアント
AJAX 技術に基づいたQlikView Server の軽量オブジェクトベースクライア
ント。

QlikView Desktop
ライセンスを登録したQlikViewを使用して、ドキュメントの作成や他の
ユーザーが作成したドキュメントを開くことができます。

QlikView OCX
サードパーティソフトウェアに統合するためのActiveX コンポーネントとし
てパッケージ化されているQlikView。OCX 代替コントロールと混同しない
でください。
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QlikView Personal Edition
ライセンスを購入しなくても起動できるQlikViewデスクトップです。他の
ユーザーが作成したQlikViewを開くことはできませんが、それ以外には制
限はありません。

QlikView Publisher
QlikViewドキュメントの内容、アクセス、配布を管理。QlikViewのサービ
スとユーザーインターフェースは完全にQlikView Server に統合 (ただし、
追加ライセンスが必要)。

QlikView Server
クライアントサーバーアーキテクチャを使用してQlikViewドキュメントを
オンラインユーザーに公開するためのソフトウェア。

QlikView プラグイン
QlikView Desktop for Microsoft Internet Explorer の略。

QlikX
他の製品またはWeb サイトに統合するためのオブジェクトベースの
QlikView OCX。

QVD ファイル
ネイティブQlikViewファイル形式。QVDファイルには、1つのデータテー
ブルが保存され、レイアウトやセキュリティは保存されません。基本的に
は、迅速にロードできるように最適化された "バイナリ csv ファイル"です。

R

RAM
Random Access Memory の略。通常は "メインメモリ"と同義語です。

resident
スクリプト内の Load ... resident ステートメントを使用してアクセスでき
る、スクリプト内でロードされたテーブル。
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RTF 形式
Rich Text Format (リッチテキストフォーマット)。書式設定されたテキス
トをアプリケーション間で簡単に変換できるようにエンコードする方法の 1
つです。RTF形式で保存されたファイルでは、フォントやスタイルなどの属
性が維持されます。

S

semantic
セマンティックリンクをロードするために使用されるQlikViewスクリプト
のプレフィックス。項目間の自己参照など、1つの選択を他の選択にリンク
するために使用されます。

SQL
SQL (Structured Query Language) は、リレーショナルデータベースでク
エリを作成するための標準です。

U

URL
Universal Resource Locator。WWWで使用される汎用のアドレス。

X

X64
64 ビット技術のコンピュータアーキテクチャ。

XML
Extended Markup Language。HTML より複雑ですが、SGML ほど複雑では
ありません。1つの XML ファイルに 1つ以上のテーブルを保存できます。

ア

アクセス制限
ユーザーグループのユーザーごとにQlikViewドキュメントのアクセスを制
限する方法。
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アクティブ
現在使用中のウィンドウ、ダイアログボックス、タブ付きシート、または
シートオブジェクトは、"アクティブな"または、"現在の"と表現されます。

アプリケーション
データベースへのユーザーアクセスなど、特定の業務を実行するために設計
されたソフトウェア。アプリケーションは、プログラムとドキュメントの組
み合わせである場合もあります。通常、このマニュアルでは、アプリケーシ
ョンとは Excel や QlikViewなどのプログラムを意味しますが、QlikViewド
キュメントとしてプログラムされた特定のソリューションを意味する場合も
あります。

アラート
データ内の何かが間違っているなど、特定の条件を満たした場合に警告メッ
セージを送信または表示できるエンティティ。

イ

インメモリ分析
メインメモリにデータセット全体を置き、すべての必要な集計を必要に応じ
て実行するBIツールの用語。

ウ

ウィザード
チャートの作成など、特定の目標を達成できるようにユーザーを支援する一
連のダイアログ。

オ

オプション
オプション項目値は、前の選択の状態を変更せずに選択できる項目値です。
選択肢のセルと同様に、この状態を表すセルの色は白です。
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カ

カスタム オブジェクト
QlikViewコントロール内のカスタムOCX コントロール用のプレースホルダ
シートオブジェクト。

キ

キー項目
2 つのテーブルに存在し、両者を連結する項目

ク

クロス テーブル
複数の軸を持つテーブル。いくつかの軸は垂直、またいくつかの軸は水平で
す。QlikViewでは、クロステーブルを入力テーブルとして使用できます。
ピボットテーブルをクロステーブルとして表示することもできます。

コ

コンテナ
コンテナオブジェクトは、他のオブジェクトを格納するオブジェクトです。
コンテナオブジェクトは、他のすべてのシートオブジェクトを格納できま
す。オブジェクトはグループ化され、フォントとレイアウト、キャプション
の設定を共有します。

シ

シート
最初のQlikView画面には、タブ (名前タグ)が付いた空のシートが表示され
ます。リストボックス、チャートなどのさまざまなオブジェクトをシート上
に配置できます。1つのドキュメント内に複数のシートを作成できます。

システム変数
システム変数は、ドキュメント番号の形式など、特別な目的のために
QlikViewによって生成されるスクリプト内のパラメータです。
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システム項目
QlikViewによって生成される項目。システム項目には、QlikViewに読み取
られた項目の由来に関する情報が含まれます。この情報は、特定の項目名が
見つかったデータソースのファイルまたはテーブルの識別に使用されます。

ス

スカラ関数
スカラ関数は、1つの値から 1つの値を返す関数です。例: chr( )、sin(
)、applymap( )。「集計関数」と「範囲関数」も参照してください。

スクリプト
ロードするデータの記述。ロードスクリプトは、QlikViewによって実行さ
れる小さなプログラムです。実行されると、QlikViewドキュメントを 1つ以
上のデータソースに接続するかテキストファイルを開き、指定された情報を
QlikViewに読み取ります。挿入されるデータソースと項目は、ここで定義
します。

スクリプト内のタブ
スクリプトは複数のタブに分割できます。分割すると構造がわかりやすくな
り、スクリプト内の移動が簡単になります。

スタート ページ
QlikViewを起動すると、最初のウィンドウとしてスタートページが表示さ
れます。ここから例、お気に入り、最近使用したドキュメントと接続にアク
セスできます。

ステートメント
スクリプトコマンドは "ステートメント"ともいいます。すべてのステート
メントは、セミコロン ";" で終わる必要があります。

ストアド プロシージャ
データベースに保存されて実行されるプログラム
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ストレート テーブル
複数の軸、集計データを含む複数の数式、および高度なソート機能を備えた
シートオブジェクト。

スライダー/カレンダ オブジェクト
項目内の値を選択したり 1つ以上の変数に値を設定するために使用できる
シートオブジェクト。

セ

セクション アクセス
アクセス制限に使用されるQlikViewロードスクリプトのセクション。

ダ

ダイアログ ボックス
適切なコマンドボタンを選択することにより、オプションを選択したりアク
ティブにすることができるウィンドウ。操作を実行する前に必要な警告やメ
ッセージが表示されるダイアログボックスもあります。

タ

タブ付きシート
「シート」を参照してください。

チ

チャート
棒グラフ、円グラフ、ファネルチャート、折れ線グラフ、グリッドチャー
ト、散布図、ピボットテーブル、およびストレートテーブルを表す共通の名
前。チャートには、論理テーブル内の複数のレコードに対応するチャート内
の 1つの項目 (ピボットテーブルのセル、棒グラフの棒など)として、デー
タの集計値が表示されます。
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デ

データ ソース
データソースは、ODBC インターフェースによって定義される物理データ
ベースの名前。

テ

テーブル ファイル
QlikViewでは、テーブルファイルは、項目がコンマ、タブ、セミコロンな
どで区切られたテーブルを表すテキストファイルを意味します。1行目の
データは通常、項目名を表します。

テーブル ボックス
レコード中心のデータビューを含むシートオブジェクト。任意の項目のセッ
トを列として選択でき、項目値の可能な組み合わせを別の行に表示できま
す。

テーマ
ドキュメント、シート、またはオブジェクトのプロパティと外観を含むファ
イル。テーマはQlikView内部で作成して使用できます。

デュアル項目
日付、月、書式設定された数値など、テキストと数値の両方の表現を持つ項
目。

ド

ドキュメント
バイナリ形式で保存される、デフォルトの拡張子 qvwの QlikViewファイ
ル。"QlikViewファイル"ともいいます。

ドライバ
ドライバは、バックグラウンドで実行され、プリンタ、モニタなどの周辺デ
バイスまたは別のプログラムとの通信を制御するプログラムです。
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ネ

ネストされた集計
2 ステップの集計を使用する計算。「aggr 関数」を参照してください。

パ

パス
ディスク上のファイル、フォルダ、ディレクトリの場所。「絶対パス」/「相
対パス」を参照してください。

ピ

ピボット テーブル
複数の軸、集計データを含む複数の数式、およびピボット/グループ化機能を
備えたシートオブジェクト。

フ

フォント
文字とキャラクタの字体設定。フォントは "Arial bold 10pt" のように名前、
スタイル、サイズで表されます。

ブ

ブックマーク
再度呼び出したり他のユーザーと共有するために保存された選択のセット。

ブックマーク オブジェクト
ブックマークを作成、削除、および再度呼び出すことができるシートオブジ
ェクト。
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ヘ

ヘルプ、HTML ヘルプ
[ヘルプ]メニューから、または F1キーを押すと起動する通常のWindows
ヘルプ。

マ

マルチ ボックス
1 列目の各行には項目名、2列目には対応する項目値のドロップダウンが表
示される 2列のシートオブジェクト。

メ

メイン メモリ
コンピュータがプログラムの実行に使用するメモリ。通常はRAMで構成さ
れます。

モ

モジュール
自分のVBScript マクロを入力、テスト、および保存するためのダイアロ
グ。

リ

リスト ボックス
項目値のリストを表示するシートオブジェクト。リストが長すぎて一部の選
択を表示できない場合は、スクロールバーが表示され、他の項目を表示でき
るようになります (「項目」と「値」も参照)。

リロード
QlikViewドキュメントのデータを更新するには、QlikViewロードスクリプ
トを実行する必要があります。手動でも、スケジュールタスクまたは
QlikView Publisher を使用して自動的にも実行できます。
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レ

レコード
テーブル内の行と同じ。

レポート
通常、"レポート"は静的な紙または pdfのレポートを意味します。

レポート エディタ
QlikViewには、標準的な紙のレポートを作成して印刷するためのレポート
エディタが組み込まれています。

ロ

ログ ファイル
ログブックのように、スクリプトの実行中に発生したすべてを記録するファ
イル。

ロック
誤って選択解除されないように、項目をロックできます。レイアウトも誤っ
て変更されないようにロックできます。

予

予約項目
アクセス制限管理に使用される項目：USERID、PASSWORD、SERIAL
ACCESS、NTNAME、NTDOMAINSID、NTSID、OMIT。

値

値
項目は、QlikViewの主要なデータ伝送エンティティです。項目には通常、項
目値と呼ぶいくつかの値が含まれています。項目値には、数値データや英数
字 (テキスト)データを含めることができます。デュアル項目を参照してくだ
さい。
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入

入力フィールド
入力フィールドとして宣言された項目は入力に使用できます。計画、予測、
予算作成に適しています。

入力ボックス
QlikView変数のデータ入力および値の表示に使用されるシートオブジェク
ト。

列

列
データベースの項目の代わりに一般に使用される用語。

区

区切り文字
列または項目を次と区切る文字またはコード。"区切り記号"ともいいます。

区切り記号
delimiter は、文、パラグラフ、ページ、レコード、項目、単語などの項目の
開始または終わりを示す文字またはコード。この用語は、"区切り文字"の代
わりに使用される場合もあります。

合

合成キー
テーブルをリンクする複数のキーが存在する場合にQlikViewによって内部
的に生成されるテーブル間のキー。合成キーは、表現が十分でない場合や、
設計されたデータモデルに対して正しくない場合があります。
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変

変数
1 つの値を割り当てられる名前付きのエンティティ。変数は、スクリプト、
数式、チャートなどのシートオブジェクトで使用できます。

強

強制除外
"not 選択"ともいいます。and リストボックスでのみ可能です。セルが赤く
なるまでマウスボタンを押したままにします。

循

循環参照
3 つ以上のテーブルの間でキーが循環を形成するデータモデルの構造。通
常、推測されるロジックがあいまいになるため、循環参照を断ち切る必要が
あります。そのためにQlikViewでは、いずれかのテーブルを疎結合に設定
します。

数

数式
式。ロードスクリプト、チャート、動的なラベル、テキストボックスなど
QlikViewのさまざまな場所で使用できます。

書

書式のコピー/貼り付け
ツールバー上のペイントブラシ。1つのシートオブジェクトから別のシート
オブジェクトにプロパティを転送するために使用できます。

書式設定
デュアル項目に必要な操作。通常は、format( ) 関数を使用して明示的に行
う必要があります。
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検

検索オブジェクト
検索オブジェクトはドキュメント内にあるあらゆる情報の検索に使用できま
す。

灰

灰色
除外されているセルの色。

相

相対パス
特定のディレクトリ (通常はQlikViewドキュメントのディレクトリ)から見
たディスク上のファイル、フォルダ、ディレクトリの場所。「絶対パス」も
参照してください。

範

範囲関数
範囲関数は、値のセット (複数のパラメータ)から 1つのスカラ値を返しま
す。「集計関数」と「スカラ関数」も参照してください。

統

統計ボックス
対応する項目の絞込値に対して計算された統計エンティティのセットを表示
するシートオブジェクト。

絶

絶対パス
ルートまたは最上位レベルから見たディスク上のファイル、フォルダ、ディ
レクトリの場所。「相対パス」も参照してください。
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緑

緑
選択されているセルの色。

線

線/矢印オブジェクト
レイアウトに線または矢印を追加するために使用されるシートオブジェク
ト。線/矢印オブジェクトは、他のシートオブジェクトに覆われている領域
でも、シート領域であればどこにでも移動して配置できます。

計

計算軸
値のセットが項目の値でなく、数式の絞込値によって定義される軸。

論

論理テーブル
QlikViewが評価するデータを含むテーブル。論理テーブルは、スクリプトの
実行中に作成されるテーブルです。QlikViewドキュメント内に保存されま
す。

赤

赤
ユーザーによって明示的に除外されているセルの色。

軸

軸
チャート軸はチャートの値のセットであり、チャートでその数式の値が計算
されるときに、繰り返し処理の対象になります。簡単なケースでは、チャー
ト軸は標準の棒グラフの x軸上に表示されるものです。通常、軸は 1つの項
目で構成されますが、グループまたは計算式の場合もあります。
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連

連結 (1)
2 つのテーブルを使用し、それらを 1つに結合する操作。2つのテーブルは
単純に足し合わされます。つまり、データは変更されず、作成されるテーブ
ルには、元のテーブルの合計と同じ数のレコードが含まれます。複数の連結
操作を同時に実行して、複数のテーブルを連結したテーブルを作成できま
す。

連結 (2)
2 つのテキスト文字列を使用し、それらを 1つに結合する操作。使用される
演算子は、アンパサンド "&" です。

選

選択
クリックして項目を選択することはQlikViewの重要な部分です。Select
は、多くのクエリツールで使用される 1つの SQL ステートメントでもあり
ます。

選択のクリア
選択が実行されていない (どの項目も除外されていない)状態にQlikViewア
プリケーションをリセットする操作。

選択肢の値
同じ項目内の選択によって除外される項目値。他の項目で行われた選択では
除外されません。デフォルトでは、セルは淡色表示されますが、[リストボ
ックスプロパティ]ダイアログの [選択状態の表示切替]を有効にすると、連
結値のセルと同じように白で表示することができます。

選択表示ボックス
項目の選択とそれらの論理ステータスを表示するシートオブジェクト。
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除

除外値
除外値は、以前の選択を 1つ以上変更しないと選択できない項目値。この状
態のセルは淡色表示されます。

隠

隠しスクリプト
非表示にしてパスワードで保護できるロードスクリプトの一部。

集

集計関数
集計関数は、値のセット (複数のレコード)から 1つのスカラ値を返します。
例： Sum( )、Count( )、Avg( )。チャートでは集計関数を使用する必要が
あります。スクリプトでも "group by" 句を使用すると使用できます。「範
囲関数」と「スカラ関数」も参照してください。

青

青
ロックされているセルの色。

項

項目
データベース内の列と同じ。通常、QlikViewでは、項目はリストボックス
によって表されます (「値」と「リストボックス」も参照)。
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索引

-

- 362, 954

$

$ 346

$fields 460

$info 460

$rows 460

$table 460

$variable 459

&

& (文字列演算子) 362, 954

*

* 362, 954

/

/ 362, 954

[

[アクションの追加]ダイアログ 662

[アニメーション]ダイアログ 751

[ウィンドウ]メニュー 68

[カスタムセル書式]ダイアログ 629

[ツール]メニュー 67

[ファイル]メニュー 55

[ブックマーク]メニュー 66

[ヘルプ]メニュー 69

[レイアウト]メニュー 64
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[ロードスクリプトの編集]ダイアログ 211

[選択]ページ 165

[選択]メニュー 63

[編集]メニュー 60

+

+ 362, 954

<

< 363, 955

<= 363, 955

<> 363, 955

=

= 363, 955

>

> 363, 955

>= 363, 955

2

2標本 t検定 946

A

above 1014, 1043

acos 397

AddMonths 428

AddYears 428

after 1017

age 441

aggr 368

Alias 277

alt 414

AND 363, 955
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applymap 410

ARGB 454

as 314

asin 397

atan 397

atan2 397

attribute 419

autogenerate 314

AutoNumber 404

AutoNumberHash128 404

AutoNumberHash256 405

avg 369, 962

B

before 1016

below 1014

Binary 278

bitcount 390, 1005

Black and Schole 402

BlackAndSchole 401

BNF 1115

bottom 1016

Buffer 278

Bundle 279

C

Call 280

CD 347

ceil 386, 1001

chi2test_chi2 375, 975

chi2test_df 375, 975

chi2test_p 375, 974

chidist 398

chiinv 398

chr 405
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class 415

ColorMapHue 457

ColorMapJet 458

ColorMix1 456

ColorMix2 456

ColumnNo 1019

combin 389, 1004

computername 416

concat 367, 957, 960

Concatenate 283

concat関数の例 1034

Connect 283

ConnectString 419-420

ConvertToLocalTime 442

correl 369, 969

cos 397

cosh 397

count 367, 957, 961

Crosstable 264, 285

D

date 449

date# 1027

dateformat 351, 445

day 425

DayEnd 440

DaylightSaving 429

DayName 441

DayNames 353, 446

DayStart 440

decimalsep 350, 444

detailのドリル 601

dimensionality 1013, 1045

Dimensions 286

Direct discovery 193
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DirectCacheSeconds 291

DirectConnectionMax 291

DirectDateFormat 352, 445

DirectDistinctSupport 291

DirectFieldColumnDelimiter 292

DirectIdentifierQuoteStyle 292

DirectIndentifierQuoteChar 292

DirectMoneyDecimalSep 351, 445

DirectMoneyFormat 351, 445

Directory 293

DirectStringQuoteChar 292

DirectTableBoxListThreshold 292, 601

DirectTimeFormat 352, 445

DirectTimeStampFormat 352, 446

DirectUnicodeStrings 291

disconnect 293

distinct 313, 332

distinctrow 333

div 385, 1000

Do..loop 293

Drop Field 294

Drop Table 295

dual 451, 1030

E

e 402

embedded labels 320

ErrorMode 354

evaluate 409

even 390, 1004

Execute 295

exists 412

Exit script 296

exp 396

explicit labels 320
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ExponentNumberNotation 353, 447

F

fabs 387, 1002

fact 389, 1004

false 403

fdist 399

FieldIndex 413, 1013

FieldName 423

FieldName() 423

FieldNumber 423

FieldNumber() 423

FieldValue 413, 1013

fieldvaluecount 405, 1020

filebasename 420

filedir 420

fileextension 420

filename 419

Filename 420

FileName 420

FilePath 421

FileSize 421

filetime 421

findoneof 409

finv 399

First 296, 1017

firstsortedvalue 366, 957, 959

FirstValue 367

firstworkdate 442

floor 387, 1001

floppy 347

fmod 386, 1001

For each..next 297

For..next 296

Force 299
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frac 387, 1002

fractile 369, 971

from 314

FV 400

G

Generic 300

getalternativecount 1025

getcurrentfield 1023

getcurrentselections 1024

getexcludedcount 1025

getfieldselections 1023

getfolderpath 421

getnotselectedcount 1024

getpossiblecount 1024

GetRegistryString 417

getselectedcount 1024

GMT 429

group by 315, 333

H

hash128 409

Hash160 410

Hash256 410

having 333

hideprefix 347

hidesuffix 348

Hierarchy 300

HierarchyBelongsTo 301

hour 425

HRank 1021

HSL 454

I

if 414
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If..then..elseif..else..end if 302

Image_size 303

include 347

InDay 433

InDayToTime 434

index (文字列関数) 405-406

Info 303

inline 314

InLunarWeek 433

InLunarWeekToDate 433

InMonth 431

InMonths 431

InMonthsToDate 432

InMonthToDate 431

Inner 304

Input 418

inputavg 991

Inputfield 305

inputsum 990

InQuarter 430

InQuarterToDate 431

interval 452

interval# 1029

IntervalMatch 306, 308

InWeek 432

InWeekToDate 432

InYear 430

InYearToDate 430

IRR 373, 971

isnull 416

isnum 416

IsPartialReload 416

istext 416

iterno 404
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J

Join 309, 332-333

K

Keep 309

keepchar 408

kurtosis 364, 369, 971

L

last 1018

LastValue 367

lastworkdate 442

Left 310, 406

len 405

Let 312

linest 370

linest_b 371, 964

linest_df 372, 967

linest_f 373, 967

linest_m 370, 963

linest_r2 371, 965

linest_seb 372, 966

linest_sem 371, 965

linest_sey 372, 966

linest_ssreg 373, 968

linest_ssresid 373, 969

Load 313

Load inline 237

LocalTime 427

log 396

log10 396

LongDayNames 353, 446

LongMonthNames 352, 446

Lookup 413
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Loosen Table 321

lower 407

ltrim 407

LunarweekEnd 439

LunarWeekName 440

LunarWeekStart 439

M

makedate 427

maketime 427

makeweekdate 427

Map ... using 323

Mapping 322

MapSubstring 411

match 415

max 365, 957, 959

MaxString 367, 957, 960

median 370, 970

Microsoft Office へのドラッグアンドドロップ 566

mid 406

min 365, 957-958

Minstring 957

MinString 366, 960

minute 425

missingCount 957

MissingCount 368, 962

mixmatch 415

mod 386, 1000

mode 366, 957, 959

money 448

money# 1027

moneydecimalsep 351, 444

MoneyFormat 351, 444

moneythousandsep 350, 444

month 425

1146 QlikView 11.20 SR13



索引

MonthEnd 436

MonthName 437

MonthNames 352, 446

MonthsEnd 437

MonthsName 438

MonthsStart 437

MonthStart 436

MsgBox 417

msq 321

must_include 347

N

networkdays 441

no eof 319

no labels 319

no quotes 321

NoConcatenate 323

NoOfColumns 1020

NoOfFields 423

NoOfFields() 423

NoOfReports 424

NoOfRows 423, 1019, 1044

NoOfRows() 423

NoOfTables 424

NoOfTables() 424

normdist 398

norminv 398

not 363, 955

now 426

nPer 400

NPV 374, 973

null 416

Null関数 416

NullAsNull 324

NullAsValue 324
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nullcount 957

NullCount 368, 961

nulldisplay 349

nullinterpret 349

nullvalue 350

num 448

num# 1026

numavg 388, 1003

numcount 388, 1003

numericcount 957

NumericCount 368, 961

nummax 389, 1004

nummin 388, 1003

numsum 388, 1002

O

odd 390, 1005

only 366, 957, 959

OR 363, 955

ord 405

order by 315, 333

osuser 416

othersymbol 350

Outer 325

P

PDF として印刷 74

PDF として印刷(オブジェクト) 74

peek 412

permut 389, 1004

pi 402

pick 414

Pmt 400

pow 396

previous 412
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purgechar 408

PV 401

Q

Qliktechの灰色 456

Qliktechの青 456

QlikView Server上のマクロ 1089

QlikViewデスクトップ 29

QlikViewパーソナルエディション 29

QlikViewファイル 51

QlikViewプロジェクトファイル 51

qlikviewversion 417

Qualify 326

QuarterEnd 435

QuarterName 436

QuarterStart 435

QVDファイル 493

QVDファイルと増分ロード 495

QvdCreateTime 422

QvdFieldName 422

QvdNoOfFields 422

QvdNoOfRecords 422

QvdTableName 422

QVPath 348

QVRoot 348

qvuser 416

QVWorkPath 348

QVWorkRoot 348

R

rand 402

RangeAvg 391, 1006

RangeCorrel 394, 1012

RangeCount 391, 1006

RangeFractile 392, 1008
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RangeIRR 394

RangeKurtosis 392, 1008

RangeMax 392, 1007

RangeMaxString 393, 1011

RangeMin 391, 1007

RangeMinString 393, 1010

RangeMissingCount 393, 1010

RangeMode 394, 1011

RangeNPV 395

RangeNullCount 393, 1010

RangeNumericCount 392, 1009

RangeOnly 394, 1012

RangeSkew 392, 1008

RangeStdev 392, 1007

RangeSum 391, 1005

RangeTextCount 393, 1009

RangeXIRR 395

RangeXNPV 395

rank 1020

Rate 401

recno 403

reloadtime 416

Rem 327

Rename Field 327

Rename Table 328

repeat 407

Replace 330, 409

ReportComment 424

ReportID 424

ReportName 424

ReportNumber 424

resident 314

RGB 454

Right 329, 406

round 387, 1002
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rowno 403, 1019, 1044

rtrim 407

S

Sample 331

ScriptError 354

ScriptErrorCount 356

ScriptErrorDetails 355

ScriptErrorList 356

second 424

secondarydimensionality 1013, 1045

Section 332

Select (SQL) 332

Select ステートメントの作成 230

Semantic 334

Set 335, 346

Set ステートメントウィザード 220

Set 分析 992

SetDateYear 429

SetDateYearMonth 429

ShowCalendarWeek 353, 447

sign 390, 1005

sin 397

sinh 397

skew 364, 370, 970

Sleep 335

SQL 335

SQLColumns 336

SQLTables 336

SQLTypes 337

sqr 396

sqrt 396

Star 338

stdev 364, 370, 970

stdv 369, 962
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sterr 370, 963

steyx 370, 963

Store 339

StripComments 348

Sub..end sub 340

subfield 408

substringcount 410

sum 365, 957-958

Switch..case..default..end switch 341

SysColor 453, 457

T

TableName 424

TableName() 424

TableNumber 424

TableNumber() 424

tan 397

tanh 397

tdist 398

text 1030

TextBetween 409

textcount 957

TextCount 368, 961

thousandsep 350, 444

time 450

time# 1028

timeformat 351, 445

timestamp 453

timestamp# 1028

timestampformat 352, 446

TimeZone 429

tinv 399

today 427

top 1015, 1041

Trace 342
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trim 407

true 403

TTest_conf 376, 977

TTest_df 375, 976

TTest_dif 376, 976

TTest_lower 376, 977

TTest_sig 375, 976

TTest_sterr 376, 977

TTest_t 375, 975

TTest_upper 376, 978

TTest1_conf 379, 982

TTest1_df 378, 981

TTest1_dif 379, 982

TTest1_lower 379, 982

TTest1_sig 379, 981

TTest1_sterr 379, 982

TTest1_t 378, 981

TTest1_upper 379, 983

TTest1w_conf 381, 985

TTest1w_df 380, 983

TTest1w_dif 380, 984

TTest1w_lower 381, 985

TTest1w_sig 380, 984

TTest1w_sterr 380, 984

TTest1w_t 380, 983

TTest1w_upper 381, 985

TTestw_conf 378, 980

TTestw_df 377, 978

TTestw_dif 377, 979

TTestw_lower 378, 980

TTestw_sig 377, 979

TTestw_sterr 377, 979

TTestw_t 377, 978

TTestw_upper 378, 980
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U

Unless 343

Unmap 343

Unqualify 344

Untag field 344

upper 407

UTC 429

V

Verbatim 349

VRank 1022

W

week 425

weekday 426

WeekEnd 438

WeekName 439

WeekStart 438

weekyear 426

when 345

where 315

Where 条件 264

while 315

WildMatch 415

WinPath 349

WinRoot 349

X

XIRR 374, 972

XML 51

XMLファイル 321

XNPV 374, 973

xor 363, 955
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Y

year 426

year2date 428

YearEnd 434

YearName 435

YearStart 434

Z

ZTest_conf 382, 987

ZTest_dif 382, 986

ZTest_lower 382, 987

ZTest_sig 381, 986

ZTest_sterr 382, 986

ZTest_upper 382, 987

ZTest_z 381, 986

ZTestw_conf 384, 989

ZTestw_dif 383, 988

ZTestw_lower 384, 989

ZTestw_sig 383, 988

ZTestw_sterr 383, 989

ZTestw_upper 384, 990

ZTestw_z 383, 988

ア

アイテム設定 168

アクション 661-662

アクセス制限 239, 501

アクセス制限テーブルウィザード 239

アラート 171-172

アラートウィザード 176

アンロック 76, 124

アンロックとクリア 76
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イ

インジケータ 121

インターネットファイルを開く 235

インラインデータウィザード 237

ウ

ウォーターフォールグラフ 759

エ

エクスポート 118

エクスポートアクションの設定 669

エラーバー 757

エラー変数 354

オ

オートメーション 1077

オートメーションとマクロ 1074

オブジェクトメニュー 68, 566

オブジェクトのキャプションスタイル 512

カ

カイ二乗検定 945

カスタムエラーメッセージ 1059

カスタムオブジェクト 717

カスタムオブジェクトプロパティ\：基本設定 719

カスタムオブジェクト\： [オブジェクト]メニュー 717

カラーマップ詳細設定 787

キ

キーボードコマンドショートカット 1093

キャプション 552, 597, 610, 624, 639, 646, 656, 671, 679, 684, 693, 700, 707, 716, 720,
790, 800, 810, 820, 834, 845, 853, 862, 870, 879, 889, 904, 916

キャプションと枠線 551, 599
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ク

クイックチャートウィザード 75, 927

クォート 321

クリア 76

クリア選択状態の解除 76

クリア選択状態の設定 76

グ

グリッドチャート 835

グリッドチャート:オブジェクトメニュー 835

クリップボードコピーリスト 117

グループの設定 534

ゲ

ゲージチャート 871

ゲージチャート:オブジェクトメニュー 871

こ

ここで 333

コ

コピーモード 117

コメント 566

コメントテーブル 282

コメントフィールド 281

コンテキストセルの展開 262

コンテキストメニューにデザインメニュー項目を常に表示 96

コンテキストの置換 263

コンテナ 709

コンテナオブジェクトプロパティ\：基本設定 711

コンテナオブジェクト:オブジェクトメニュー 709

コンテナプロパティ：プレゼンテーション 714

コンボチャート 801
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コンボチャート:オブジェクトメニュー 801

サ

サーバーオブジェクト 566

サーバーオブジェクトパネル 721

サーバーへ接続 43

シ

シアン 455

シートツールバー 62

シートプロパティ 556

シートプロパティ：セキュリティ 562

シートプロパティ：トリガー 563

シートプロパティ：項目 559

シートプロパティ\：オブジェクト 560

シートプロパティ\：基本設定 557

シート\：オブジェクトメニュー 556

システム関数 416

システム項目 459

システム変数 347

ス

スクリプトエンジン 1077

スクリプトデバッガ 269

スクリプトでの統計検定関数 374

スクリプトのステートメントとキーワード 271

スクリプトの再実行 74

スクリプトの財務集計関数 373

スクリプト管理 211

スクリプト構文 271

スクリプト式 361

スクリプト制御ステートメント 276

スクリプト変数 346

スクリプト用パスワード 501
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スタートページ 41

スタイル 636, 795, 805, 815, 826, 839, 851, 859, 867, 874, 884, 903, 915

ステータスバー 83

ストレートテーブル 905

ストレートテーブル:オブジェクトメニュー 906

ストレートボックスとしてのリストボックス 579

スパークライン 584, 757

す

すべての選択をクリア 76

スライダー/カレンダオブジェクト 685

スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ:：プレゼンテーション(カレンダモード) 692

スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ:：プレゼンテーション(スライダーモード) 690

スライダー/カレンダオブジェクトプロパティ\：基本設定 687

スライダー/カレンダオブジェクト：オブジェクトメニュー 685

セ

セキュリティ 239, 501

セキュリティ項目 239

セルの条件 260

セルの置換え 260

ソ

ソート 795, 805, 815, 826, 839, 851, 859, 874, 884, 899

タ

タイトル設定 741

タイムチャートウィザード 937

タグ 342

チ

チャートコンポーネントのサイズ変更と移動 736

チャートテキスト 780

チャートプロパティ:軸の制限 753
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チャートプロパティ：数式 757

チャートプロパティ：スタイル 636, 903, 915

チャートプロパティ：スタイル(ビットマップチャート) 771

チャートプロパティ：プレゼンテーション(ゲージチャート) 875

チャートプロパティ：プレゼンテーション(ピボットテーブル) 899

チャートプロパティ：プレゼンテーション(ファネルチャート) 860

チャートプロパティ：プレゼンテーション(ブロックチャート) 867

チャートプロパティ：プレゼンテーション(メッコチャート) 774, 796, 806, 816, 885

チャートプロパティ：軸 747

チャートプロパティ：条件付き書式 902, 914

チャートプロパティ：色 785

チャートプロパティ：数式(散布図) 825

チャートプロパティ：目盛線 782

チャートプロパティ：目盛線(散布図) 831

チャートプロパティ\：ソート 770

チャートプロパティ\：ソート(ストレートテーブル) 910

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(コンボチャート) 774, 796, 806, 816, 885

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(ストレートテーブル) 911

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(円グラフ) 851

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(散布図) 826, 839

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(折れ線グラフ) 774, 796, 806, 816, 885

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(棒グラフ) 774, 796, 806, 816, 885

チャートプロパティ\：基本設定 738

チャートプロパティ\：数値書式 789

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(グリッドチャート) 826, 839

チャートプロパティ\：プレゼンテーション(レーダーチャート) 774, 796, 806, 816, 885

チャートとテーブル内での選択 735

チャートのチャートカラー関数 453

チャートのレコード関数 1013

チャートのレコード関数の例 1041

チャートの印刷 74

チャートの財務集計関数 971

チャートの種類 740

チャートの順位付け関数 1020

チャートの順位付け関数の例 1037
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チャートの数式 917

チャートの追加 47, 734, 743, 791

チャートの統計検定関数 974

チャートの範囲関数 1005

チャート項目関数 1023

チャート式 951

チャート集計関数 957

ツ

ツールバー 62, 79

ツリー構造 600

デ

データソース 192, 242

データソースへの接続 229

データビューアー 222

データのロード 192-193

データベース 193

データベースファイルを開く 235

データ型変換変数 350, 444

データ点のY-軸値 757

データ点の数式値 757

テ

テーブルビューアー 222

テーブルファイル 192

テーブルファイルウィザード：種類 243

テーブルボックス 625

テーブルボックスプロパティ：ソート 633

テーブルボックスプロパティ：プレゼンテーション 634

テーブルボックスプロパティ：数値書式 637

テーブルボックスプロパティ\：基本設定 631

テーブルボックス:オブジェクトメニュー 625

テーブルラベル 346
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テーブルの書式 318

テーブル変換ウィザード 249

テーマ 725

テーマ作成ウィザード 727-730

テキストオブジェクト 673

テキストオブジェクトプロパティ\：基本設定 675

テキストオブジェクト:オブジェクトメニュー 673

テキスト検索 127

デザインツールバー 62

デバッガ 269

ド

ドキュメントサポート情報 70

ドキュメントプロパティ 508

ドキュメントプロパティ：サーバー 521

ドキュメントプロパティ：キャプション 552, 597

ドキュメントプロパティ：グループ 533

ドキュメントプロパティ：セキュリティ 528

ドキュメントプロパティ：ソート 538

ドキュメントプロパティ：トリガー 530

ドキュメントプロパティ：フォント 98, 545, 592

ドキュメントプロパティ：プレゼンテーション 539

ドキュメントプロパティ：レイアウト 546, 593

ドキュメントプロパティ：暗号化 543

ドキュメントプロパティ：拡張機能 544

ドキュメントプロパティ：数値書式 541

ドキュメントプロパティ：変数 525, 653

ドキュメントプロパティ\：シート 519

ドキュメントプロパティ\：テーブル 535

ドキュメントプロパティ\：起動画面 517

ドキュメントプロパティ\：変数 525, 653

ドキュメントプロパティ\：基本設定 508

ドキュメントレポート 152

ドキュメントのデータソース 242

ドキュメント関数 424
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ドル記号展開 356

ト

トレリス 753

ナ

ナビゲーションツールバー 62

ネ

ネストされた集計 1047

ノ

ノート 566

パ

パーソナルエディション 29

ビ

ビット演算子 364, 956

ピ

ピボットテーブル 891

ピボットテーブル:オブジェクトメニュー 895

ピボットテーブルの使用 891

フ

ファイルウィザード 241, 243-249, 257, 268

ファイルウィザード：ソース 241

ファイルウィザード：種類 243

ファイルウィザード：上級 257

ファイルウィザード：変換 249

ファイルデータ 192

ファイルの印刷 74

ファイルの新規作成 73
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ファイル関数 419

ファネルチャート 855

ファネルチャート:オブジェクトメニュー 855

フォント 98, 545, 592, 610, 624, 638, 646, 656, 671, 679, 693, 700, 707, 715, 790, 799,
809, 819, 834, 844, 853, 862, 870, 879, 888, 904, 916

フォント(チャートタイトル) 98, 545, 592

ブ

ブックマーク 139, 143

ブックマークオブジェクト 695

ブックマークオブジェクトプロパティ\：基本設定 697

ブックマークオブジェクト\： [オブジェクト]メニュー 695

ブックマークツールバー 62

ブックマークのインポート 146

ブックマークのエクスポート 146

ブックマークの追加 139

ブックマークの追加(ブックマークオブジェクト) 75

ブックマークを作成します 139

プ

プロジェクトファイル 51

ブロックチャート 863

ブロックチャート:オブジェクトメニュー 863

プロパティファイル 51

ペ

ページ設定 165

ヘ

ヘッダーサイズ 320

ボ

ボタン 657

[オブジェクト]メニュー 657
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ボタンプロパティ:アクション 661-662

ボタンプロパティ:基本設定 659

ポ

ポップアップウィンドウ設定 514

マ

マイレポート 152

マクロ 356, 530, 563, 661, 1077

マゼンタ 455

マップ関数 410

マルチボックス 611

マルチボックスプロパティ：ソート 617

マルチボックスプロパティ：プレゼンテーション 618

マルチボックスプロパティ：数値書式 623

マルチボックスプロパティ\：基本設定 615

マルチボックス:オブジェクトメニュー 611

ミ

ミニチャートの設定 584

メ

メッコチャート 881

メッコチャート:オブジェクトメニュー 881

モ

モジュールの編集 1079

や

やり直し 76

ユ

ユーザープロパティ：エディタ 91

ユーザープロパティ:オブジェクト 96
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ユーザープロパティ:パス 105

ユーザープロパティ：セキュリティ 107

ユーザープロパティ：デザイン 94

ユーザープロパティ：メール 104

ユーザープロパティ：登録 108

ユーザープロパティ：保存 89

ユーザープロパティ\：エクスポート 100

ユーザープロパティ\：印刷 103

ユーザープロパティ\：基本設定 85

ユーザー設定 79

ユーザー設定ツールバー 79

ラ

ラベル 319, 762

リ

リストボックス 569, 600

リストボックスプロパティ:ソート 586

リストボックスプロパティ:基本設定 573

リストボックスプロパティ：数式 579

リストボックスプロパティ\：プレゼンテーション 587

リストボックスプロパティ\：数値書式 590

リストボックス:オブジェクトメニュー 569

リストボックス：ツリー構造 577

リストボックスのANDモード 132

リストボックスのツリー構造 573, 600

リストボックスの追加 559

リロード 74

リンクテーブル 193

レ

レイアウト 546, 593, 610, 624, 638, 646, 656, 671, 679, 684, 693, 700, 707, 715, 720, 790,
800, 810, 820, 834, 845, 853, 862, 870, 879, 889, 904, 916

レイアウト変更のやり直し 74

レイアウト変更を元に戻す 74
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レーダーチャート 811

レーダーチャート:オブジェクトメニュー 811

レコードの長さ 320

レコード関数 412

レポート 149-150

レポートメニュー 67, 150

レポート設定 162

レポート編集 150

ロ

ローカルオブジェクト 566

ロードスクリプトのチャートカラー関数 453

ロードスクリプトの編集 74

ロードレコード数の制限 270

ロック 76

暗

暗号化 543

一

一般的数値関数 385

一般的数値関数(チャート) 1000

印

印刷 74

印刷：ヘッダー/フッター 114

印刷：レイアウト 112

印刷：基本設定 111

印刷オプション：基本設定 111

印刷オプション：日付と時間 115

印刷プレビュー 116

引

引用符 358
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隠

隠しスクリプト 74, 221

円

円グラフ 847

円グラフ:オブジェクトメニュー 847

演

演算子 361, 954

黄

黄 456

画

画像拡大/縮小 677

開
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